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第5章 嵐の訪れ――密州、徐州、湖州 
［第5章その一］ 

熙
き

寧
ねい

7年［1074年］、蘇
そ

軾
しょく

39歳。 

熙
き

寧
ねい

8年［1075年］、蘇軾40歳。 

 

 

■【05-1-001】平山堂次王居卿祠部韻 

【解題】熙
き

寧
ねい

7年10月に長江
ちょうこう

を渡った蘇軾は、揚
よう

州の平
へい

山
ざん

堂
どう

で知事の王
おう

居
きょ

卿
けい

［字
あざな

は

寿
じゅ

朋
ほう

］の作に次韻してこの詩を作った。平山堂は、かつて欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が揚州知事であった

ときに大
だい

明
めい

寺
じ

に建てたもので、眺望に優れ、遠く江
こう

南
なん

の山々を見晴らすことができ

た。王居卿は口が達者で、それを駆使して官界を巧みに遊泳するような人物であった

らしく、この詩からもその一端が知れる。平山堂には潤
じゅん

州で再会した孫洙
そんしゅ

［字
あざな

は

巨源
きょげん

］［→作品番号04-3-086］も同行していた。 

 

【訳文】 

王
お う

知事殿が連日大いに催す酒宴のお供をする。 

知事殿は、酒が入ると、酒
し ゅ

狂
き ょ う

を発し、 

酒が醒めると、こんどは狂言
ジ ョ ー ク

連発する。 

酒というものは、人の顔のように、もとより白く、 

山というものは、人に向かって、とにかく青い。 

あの飛ぶ雲は、北
ほ く

固
こ

山
ざ ん

から長
ち ょ う

江
こ う

を渡ってきたものなのか、 

欄干の前の青い竹は、西湖
せ い こ

の風景を思い出させる。 

六
り く

朝
ち ょ う

［三国時代の呉
ご

と南朝五代の王朝］の興廃が繰りひろげられたこの地も、 
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当時と同じように残っているのは丘陵ばかりで、 

かつて奸雄の腹芸に政敵が返した微妙な笑い声にしても、 

知事殿の語りに思わず漏らす我等の笑い声にしても、 

いずれも空しく消え去ってしまうのである。 

【補足】［この詩には種々の故事が用いられていて意味が汲み取りにくい。史書に

は、王
おう

居
きょ

卿
けい

は「俗吏」であったと評されているので、蘇軾が故事の厚いベールの下

に、実はこっそり皮肉を忍ばせたと解釈できなくもないので、それに従ってここでは

訳してみた。楽しくあるべき宴席で非礼を働くのは、蘇軾の好むところではなかった

であろうが……］ 

 

■【05-1-002】書許敬宗硯 

【解題】蘇軾は次の赴任先である密
みつ

州に向かうために、揚
よう

州から大運河を北上した。

高
こう

郵
ゆう

に至ると、そこには、母の喪に服して帰郷していた孫
そん

覚
がく

［→作品番号04-1-073な

ど］がいた。孫覚に会うと、古い硯を蘇軾に見せた。それはいささか蘇軾と関わりの

あるもので、そのことについて記した短文が二種類伝わっている。互いに補い合う箇

所があるので、ここではそれらを合体して訳す。 

 

【訳文】 

杜
と

叔
し ゅ く

元
げ ん

、字
あざな

は君
く ん

懿
い

は、文雅な人となりで、書も詩も観るべき立派なものを作った。古い風
ふ う

字
じ

硯
け ん

［硯の

一つの型］を所有し、石が美しい上に、みごとな作りであった。唐
と う

の時代の許
き ょ

敬
け い

宗
そ う

が愛用していたもの

だとして、代々杜の家に伝えられてきたものであったのだが、私は初めはそのことをあまり信じていなかっ

た。 

後に私が杭
こ う

州に赴任すると、漁師が銭
せ ん

塘
と う

江
こ う

から網で一つの銅の匣
は こ

を掬い上げ、そこに「許敬宗」の



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：3 
 

字が鋳こまれていた。匣は硯を入れるのにちょうどよい大きさで、二つの足を受け容れるところがあった。

杜叔元が持っていた硯にも二つの足があって、真四角な形で、匣にあるものとぴったり合うのだった。そ

れでまことに許敬宗の硯であったのだと、私はそのときに知ったのである。 

昔、私の父［蘇
そ

洵
じゅん

］は杜叔元と仲がよく、父はその硯を求めたのだが、断れられたということがあった。 

杜叔元はかつて私に向かって、 

「吾が家にはほかに何もないので、もしも私が死んだなら、この硯を潤筆料として、貴君に我が墓誌を

書いてもらいたいと思っているのだが」 

と、いった。 

その後、杜叔元は亡くなり、その子の杜
と

沂
ぎ ん

［字は道
ど う

源
げ ん

］はこの硯を出して、実際に私に墓誌の執筆を

求めた。私は普段から墓誌を書かないことにしていたので辞退した。 

それで、杜沂はその硯を与えて、私の友人の孫
そ ん

覚
が く

に墓誌銘を作ってもらった。私は高
こ う

郵
ゆ う

を過ったとき

に、孫覚はその硯を出してきて、 

「許敬宗は棍棒で人を処罰して殺すのを好んだようなとんでもない人物で、犬でもけしかけてやれば十

分であるのに、どういったわけでこのような硯を持っていたのでしょうか」 

と、いって笑った。 

私はそれを聞いて、この硯は許敬宗のために四百年余りにわたって辱めを受け、いまだに穢
け が

れが落と

されないでいるのであって、この硯の不運を思って哀れになった。許敬宗が奸事を為したときに、この

硯は何も関わりがなかったのだから、硯には罪は一切ないのだ。ましてこの硯の善さは格別である。そ

れで、その恥辱を洗い流してやろうと、孫覚に求めて私はその硯を得たのだった。 

いま匣
は こ

は唐
と う

氏のところにあって、唐氏はそれを甚だ惜しんで、求めても得ることができない。硯の美はず

っと匣の中にないままであるのだが、上には敬宗の姓名があるのだから、そこに必ず蓄えておかれるべ

きなのである。 

【補足】［（1）杜
と

叔
しゅく

元
げん

は成
せい

都
と

の人で、官界でキャリアを積み、蘇
そ

洵
じゅん

はかねてから杜叔
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元に兄事していた。蘇洵が科挙を受験する息子たちを連れて上京すると、杜叔元は蘇

軾に筆を贈った。そのことについて蘇軾が記した短文を後の章で見るようになる。そ

の後、蘇軾が鳳
ほう

翔
しょう

での任を終えて都に戻ったときに、たぶん郷里の成都にいたであろ

う息子の杜
と

沂
ぎん

に宛てた蘇軾の手紙の断片が残っていて、それによると杜叔元が都にい

たらしいことが知れるので、墓誌銘を依頼した話はそのころにあったのかもしれな

い。（2）蘇軾はある信念をもって墓誌銘の類を書かないことにしていたことが、この

短文からも知れる。蘇軾が実際に執筆したのは特に個人的に深い関わりのあった人だ

けである。（3）同じく高
こう

郵
ゆう

滞在のときに、孫
そん

覚
がく

から秦
しん

観
かん

［字
あざな

は少
しょう

游
ゆう

］の詩を見せら

れ、大いに褒めたと伝えられている。このとき秦観は24歳で、後に科挙に合格し、

蘇軾の高弟として「蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

」の一人と称されるようになる。秦観は高郵の人であ

るから、もしかしたらこのときに直接蘇軾と会ったのかもしれないが確証はない。

「四学士」のもう一人の黄
こう

庭
てい

堅
けん

と蘇軾が知り合うのにも孫覚が関わっているのはなか

なか面白い［→作品番号04-1-074］。「四学士」のさらにもう一人の晁
ちょう

補
ほ

之
し

との出会い

は作品番号04-3-059で見ていて、残るもう一人の張
ちょう

耒
らい

については後に本章で触れるこ

とになる。なお「学士」とは皇帝直属の学術アカデミーの学士院に所属すること許さ

れた者に与えられる称号で、蘇軾は先に試験を受けて学士となっている［→作品番号

03-1-001］。（4）高郵では、かつて湖
こ

州で会った邵
しょう

迎
げい

［字
あざな

は茂
も

誠
せい

］［→作品番号04-1-

081］の家も訪ねている。邵迎はすでに他界していて、遺族に弔意を述べ、邵迎の遺

した詩集に序文を記したのだった［→作品番号04-1-082］］ 

 

■【05-1-003】更漏子 

【解題】潤
じゅん

州で会った孫洙
そんしゅ

［字
あざな

は巨源
きょげん

］は、揚
よう

州からも蘇軾に同行してそのまま都

に行こうとしたのだろう、楚
そ

州に至って二人はようやく東と西に別れた。そのときに
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蘇軾はこの送別の詞を贈った。孫洙はこの年の 8 月まで海
かい

州の知事を務め、海州を去

るに当たって、8月 15日に景
けい

疏
そ

楼
ろう

で送別の宴が開かれた。その宴で妓女が詠んだとい

う設定でこの詞は作られたと読むこと可能であるので、その解釈に基づいて訳文を作

った。 

 

【訳文】 

水涵空、［水と涵
ひ た

しあう空］ 

山照市。［山と照らしあう町］ 

西漢二疏郷里。［漢
か ん

の時代の疏
そ

父子が帰ったのはこの郷里］ 

新白髪、［父子の新たに増えた白髪］ 

旧黄金。［父子が散財し尽くした黄金］ 

故人恩義深。［父子は昔なじみの人達に深い恩義を示したのです］ 

 

海東頭、［東の海のほとり］ 

山尽処。［ここで尽き果てる山］ 

自古客槎来去。［古来、旅人がここから漕ぎ去ったという槎
いかだ

］ 

槎有信、［槎には皆からの手紙］ 

赴秋期。［旅立つのは秋のこの時期］ 

使君行不帰。［知事殿は去ってもう帰らないのでしょうか］ 

【補足】「（1）疏
そ

父子［原詞は二
に

疏
そ

］」とあるのは漢
かん

の時代の疏
そ

広
こう

とその兄の子の疏
そ

受
じゅ

。

海
かい

州の出身で、2人とも優れた業績によって朝廷の高位に昇ると、2人揃ってさっと引

退して郷里に帰った。そして、人々を招いて酒宴を開き、財産を惜しみなく郷里のた

めに使った。「二疏」の引退は官僚の身の処し方として一つの理想型とされ、詞の前
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半はそのことを歌っている。景
けい

疏
そ

楼
ろう

の名はその二疏にちなむ。（2）海州は元来帰って

くるべき土地であるのに、そこから逆に去ってしまう知事との別れを妓女が悲しむと

いうのが詞の後半。知事が乗った槎
いかだ

を見送る妓女の想いは、すなわち孫
そん

洙
しゅ

の乗る船を

見送る蘇軾の想いなのである］ 

 

■【05-1-004】永遇楽 

【解題】楚
そ

州から東に進んだ蘇軾は大陸の縁近くを北上し、上の詞で見たように孫
そん

洙
しゅ

が8月まで知事を勤めていた海
かい

州に立ち寄った。11月15日、海州知事とともに景
けい

疏
そ

楼
ろう

に登り、ちょうど 3 カ月前にそこで送別の宴が催された孫洙のことを想ってこの詞を

作った。旧暦で15日は満月である。かつて景疏楼で孫洙との別れを惜しんだ妓女が、

同じ満月の下で悲しんでいるという設定でこの詞は詠まれているのだろう。 

 

【訳文】 

長憶別時、［長く憶
お も

いつづけるのはお別れしたあの時］ 

景疎楼上、［景
け い

疎
そ

楼
ろ う

の上］ 

明月如水。［水のようにあたりをひたしていた明るい月］ 

美酒清歌、［美しい酒と清らかな歌］ 

留連不住、［それでも引き留められず］ 

月随人千里。［行く人とともに千里の彼方に随うのは月の光だけ］ 

別来三度、［お別れしてから三度］ 

孤光又満、［また満ちる孤独の光］ 

冷落共誰同酔。［寂しくも共に酔うのは誰と］ 

捲珠簾、［捲き上げる簾
すだれ

］ 
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凄然顧影、［しみじみと顧みる私の影］ 

共伊到明無寐。［月とともに明るくなるまで眠らずにいるのです］ 

 

今朝有客、［今朝の旅人］ 

来従睢上、［来たのは睢
す い

河
が

のほとりから］ 

能道使君深意。［よくぞいってくださいました知事様の深いお意
こころ

］ 

憑仗清淮、［あてにするのは清らかな淮
わ い

河
が

の流れ］ 

分明到海、［きっときっと到るのです海に］ 

中有相思涙。［その中にある知事様が思ってくださる涙］ 

而今何在、［そしていまいるのはどこ］ 

西垣清禁、［禁中の西の御殿］ 

夜永露華侵被。［夜は永く、輝く露が湿らす夜具］ 

此時看、［その時に看るのは］ 

回廊暁月、［回廊にかかる暁の月］ 

也応暗記。［きっと暗
ひそか

に記
お ぼ

えていてくださることでしょう］ 

【補足】［（1）詞の後半にある「今朝の旅人」とは蘇軾のことであろう。妓女を想う

孫
そん

洙
しゅ

の心を蘇軾が伝えにきたという趣向なのである。このように友情を男女の情愛に

擬して詩歌に詠むのは決して珍しいことではない。自由恋愛が許されなかった旧い中

国においては、男女の恋を大っぴらに歌えない代わりに、男同士の友情を濃密に歌っ

たという説がある。（2）孫洙が海
かい

州にいた間にあったとされるエピソードがあるので、

本筋からははずれるがここで見ておこう］ 

 

【訳文】 
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洪
こ う

邁
ま い

：『夷
い

堅
け ん

志
し

』甲
こ う

志
し

巻
か ん

第
だ い

十一 

孫
そ ん

洙
し ゅ

［字
あざな

は巨
き ょ

源
げ ん

］と李
り

清
せ い

臣
し ん

［字は邦
ほ う

直
ち ょ く

］は若い時に同時に制
せ い

科
か

を受けた間柄で、熙
き

寧
ね い

年間に孫洙

が海
か い

州知事であったときに、李清臣は副知事だった。李清臣の住まいと孫洙の家の庭は境を接して

いて、孫洙の末の娘はいつも庭で遊んでいた。李清臣は娘の姿を見ると、じっと目で追い、そのうち、

車に乗って出かけるときに、娘の声が聞こえてくると、すぐに車を降りて引き返し、娘の姿を見ようとするま

でになった。 

李清臣の妻の韓
か ん

夫人は、窓の内からそのような様子をたびたび見たので、 

「何をなさっておられるのですか」 

と、問いただした。李清臣はありのままに答えた。 

ある夜、李清臣は夢を見た。 

夢の中で、孫洙の庭に行き、娘を見かけたので、その後を追った。娘はすばやく立ち去ろうとし、李清

臣はあとわずかのところにまで接近し、娘の鞋
はきもの

を踏んで、その襟首に花を挿し込んだ。 

はっとして目が覚めて、その夢を韓夫人に告げた。 

韓夫人は非常に驚き、 

「花を簪
かんざし

にするとは、婚約が成り立つ兆しだといいます。『鞋
け い

』は『諧
か い

［かなう］』に通じます。とすると、私

はきっと間もなく死ぬのでしょう」 

李清臣は、 

「お嬢様のことを思ってばかりいたので、おかしな夢を見てしまっただけなのでしょう。そのようなことが起こる

はずはありません」 

と、いったのだが、韓夫人は間もなく亡くなってしまった。 

しばらくして、李清臣は媒酌人を立てて、娘を妻に迎えたいと孫洙に申し出た。 

孫洙は、 

「私と李君は一緒に勉強した間柄ではないか。年齢もほぼ同じだ。我が末娘と釣り合うはずがない」 
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と、怒って返事をしなかった。 

孫洙は朝廷に帰還し、翰
か ん

林
り ん

学
が く

士
し

となったのだが、病気のために死ぬばかりとなった。 

孫洙が見舞いの客に向かって、 

「末の娘がまだ片付いていないのが気がかりでなりません」 

と、嘆くと、客人は、 

「現在の士
し

大
た い

夫
ふ

のなかで賢人といったら李清臣様の右に出る者はおりません。どうして嫁がせようとな

さらないのですか」 

「年齢が違いすぎるではないか」 

「嫁ぐべきところに嫁ぐのが何よりでありましょう。それより他に問題にすべきことなどないのではありません

か」 

しかし、婚約が調
ととの

わないうちに孫洙は亡くなってしまった。 

後に、孫の家では、娘を李清臣に嫁がせた。後に魯
ろ

郡
ぐ ん

夫
ふ

人
じ ん

に封
ほ う

じられたのがその人である。 

李清臣が書いた孫洙の墓誌には、 

「三人の娘があり、長女は李
り

公
こ う

彦
げ ん

のもとにゆき、二人の女は家にいる」 

と、記してあるから、墓誌を書いたときにはまだ李清臣は婿として定まっていなかったのだろう。 

晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

が書いた李清臣の行状記には孫氏の娘と再婚したと記してある。 

【補足】［（1）『夷
い

堅
けん

志
し

』は南
なん

宋
そう

時代の著名な文化人である洪
こう

邁
まい

が編んだ奇談集で、収

録されている話のほとんどは事実とはいえないようなものであるのだが、このエピソ

ードは事実にある程度近いようだ。（2）ここに韓
かん

夫人とあるのは、韓
かん

琦
き

の姪である。

韓琦はたびたび見てきたように、蘇軾が 8歳ときに憧れた 4人のスーパースターの一

人で、政界の超大物である。李
り

清
せい

臣
しん

が韓夫人に何も隠さずに打ち明けているのは、韓

夫人には頭が上がらなかったということの現れであろうか。李清臣は、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

がその

才能を高く評価して将来を嘱望される若者であったので、韓琦はいち早く自身の親族
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に迎え入れたのである。士
し

大
たい

夫
ふ

が社会的に高い地位に昇るには、科挙に合格すること

が何よりも近道で、出世に成功した士大夫が一家の繁栄を後々までも保とうとするな

ら、やはり科挙に合格するような優秀な子や孫を持つ必要がある。それで、士大夫は

士大夫同士で婚姻関係を結ぶことに非常に熱心であった。（3）李清臣が孫
そん

洙
しゅ

の娘に惚

れてしまったときに李清臣も孫洙も四十代前半であって、娘の方は十歳前後であった

だろうから、韓
かん

夫人が驚き、孫洙が怒るのも当然であるが、ありえないことではない

だろう。なお、李清臣は政治的には、保守派でも改革派でもないという独自の立場を

保ちつつ、権力の座を得ようとする野心はかなり強かったようである。李清臣と蘇軾

の関りはこの後本章で見ることになる］ 

 

■【05-1-005】二疏図賛 

【解題】先の詞で見たように、海
かい

州は漢
かん

の時代の二
に

疏
そ

［疏
そ

広
こう

と疏
そ

受
じゅ

］の故郷である。

海州で二疏を描いた画を見て、この賛を作った。賛は含蓄に富んだ韻文で、この訳文

は残念ながらその味わいを全く生かせていない。 

 

【訳文】 

時代によって変わらずに壮健であるのは、 

ただ天だけなのだろうか。 

天は静かにして強く、和
やわら

かに包み込む。 

赫
か く

赫
か く

たる帝王であるのは、 

漢
か ん

の高
こ う

祖
そ

であろうか。 

高祖は智をもって王たることを努め、 

君臣関係を明確にしたために、 
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師友の道は喪
うしな

われてしまった。 

宣
せ ん

帝
て い

は漢の統治を立て直し、 

法をもって人を馭
あやつ

ろうとし、 

蓋
が い

寛
か ん

饒
じ ょ う

、韓
か ん

延
え ん

寿
じ ゅ

、楊
よ う

惲
う ん

を誅殺したのだが、 

三人は実は良臣であった。 

二
に

疏
そ

先生はそれを憐れみ、 

袂を振って、朝臣としての履
く つ

を脱いだのだった。 

ちまちました統治術で、 

志のある士を抑えてはならない。 

二疏先生はそのようなことをあらわにはいわなかったけれど、 

その意
こころ

は千年後に伝わっている。 

私は二疏先生の画を観て、 

涙で襟を濡らすのである。 

【補足】［ここに挙げられている三人の良臣が誅殺されたのは、実は二
に

疏
そ

が朝廷を去

ってから少し後のことであったのだが、蘇軾はそのようなことには頓着せずに、その

時代のありようを記しているのである］ 

 

■【05-1-006】次韻陳海州書懐 

【解題】このときの海
かい

州知事は陳
ちん

という人［名は不明］で、かつて蘇軾の故郷である

眉
び

山
ざん

県の知事を務めたことがあった。その陳知事が、二
に

疏
そ

のように隠退することに憧

れる懐
おも

いを記した詩を示したので、それに次韻した。 

 

【訳文】 
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暗くわだかまるあの山は、 

遥か東の蒼
そ う

梧
ご

の海から流れ着いたものだとか。 

海上を眺めやると、 

仙人が住む蓬
ほ う

莱
ら い

島
と う

や方
ほ う

丈
じ ょ う

島
と う

は見えるのやら見えぬのやら。 

それらの島では草も木も全てが仙薬になるというので、 

妻子を棄てて海辺のこの町に逃れてきた人がかつていたという。 

私達はといえば、 

風雅に遊ぼうという志をいまだに成就できずにいる。 

昔馴染同士でこうして会って、 

互いに虚しく顔を見合わせている。 

酒が醒めると、 

故郷で過ごした子供のころのことがしきりと思い出される。 

まことに残念なのは、 

王
お う

喬
き ょ う

の二羽の鳧
け り

にすがりついて彼方の世界に飛び去れないことだ。 

【補足】［（1）昔の中国の人にとって海の彼方は神秘の世界で、蓬
ほう

莱
らい

島
とう

やら方
ほう

丈
じょう

島
とう

や

ら、仙人が住む島があると想像し、海
かい

州から船を出してそのような島に渡ろうとした

者も実際にいた。海州の近くには、遥か遠くの海［蒼
そう

梧
ご

の海］から、プレートテクト

ニクスではないけれど、流れ着いたといわれる山があった。（2）「王
おう

喬
きょう

の二羽の鳧
けり

」

は作品番号 01-2-037 で見ている。その詩は、仙人の世界からのこのこ俗世に出てきた

王喬の行為を揶揄するような口ぶりだった。この詩では、二羽の鳧にすがりついて仙

界に飛んで行きたいと、真剣に願っているわけではない。「退隠ということを軽いノ

リでいっているだけなのではありませんか」と、陳
ちん

知事に問いかけているかのようで

ある］ 
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■【05-1-007】次韻陳海州乗槎亭 

【解題】同じく海
かい

州で、陳
ちん

知事の乗
じょう

槎
さ

亭
てい

の詩に次韻した。「乗槎」とは槎
いかだ

に乗ること。

槎に乗って行こうとするのは東の海の向こうにあるとされる仙界であろう。 

 

【訳文】 

人間界の出来事には涯
は て

しがなく、 

人の一生には涯しがある。 

故郷に帰り、漢
か ん

江
こ う

に筏を浮かべて釣りでもしようか、 

それとも、 

荒れる海の筏の上でも泰然自若としていたかの謝
し ゃ

安
あ ん

を見習うのがよいのか。 

世を逃れ去った後にも民衆から慕われ続けるようでありたいと思っても、 

なかなかそういうことはないものだ。 

乗
じ ょ う

槎
さ

亭
て い

から眺めると、 

日が昇るとともに、紅
あ か

い波が翠
みどり

の山へと寄せ、 

潮
うしお

がくるとともに、白い浪が青い沙の上で巻く。 

この美景と、そして陳
ち ん

知事との清らかな会話は、二つとも非常に結構なもので、 

いつの間にか、帰りは、馬の鞍に月の光を浴びながらということになった。 

【補足】［（1）漢
かん

江
こう

は蜀
しょく

から流れ出る川で、そのことは何度か詩に詠まれていた。実

際には、蘇軾の郷里を漢江が流れているわけではないが、漢江は広く故郷の河川の象

徴として用いられているのだろう。（2）謝
しゃ

安
あん

は晋
しん

の時代の人で、作品番号 02-3-014 か

ら何度か見ているように、いかなることに動じなかったという逸話が多数残っている］ 
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■【05-1-008】次韻孫職方蒼梧山 

【解題】孫
そん

奕
えき

［字
あざな

は景
けい

山
ざん

］が詠んだ蒼
そう

梧
ご

山
さん

の詩に次韻した。孫奕は一時期杭
こう

州で同僚

だった人［→作品番号04-2-022］。何らかの経緯でこのときに海
かい

州にいたのだろう。蒼

梧山は、遥か東の蒼
そう

梧
ご

の海からやってきたとされる鬱
うつ

州
しゅう

山
ざん

である。 

 

【訳文】 

蒼
そ う

梧
ご

の海から山がきたとは、 

いかにも不思議ではあるが、 

虚伝というわけでもないのだろう。 

荒唐無稽のような話は、 

その方面の専門家であった晋
し ん

の王
お う

嘉
か

に問わなければならない。 

蒼
そ う

梧
ご

山
さ ん

は巨大な鰲
か め

の頭に乗り、 

鵬
おおとり

の背に負われて青空を飛んできたのだ。 

霊境は賢者のいるべきところといわれるが、 

そこをつくった神妙の技もただの偶然であったのかもしれない。 

聞くところでは、 

新春には貴君は蒼梧山のあたりを自由に遊覧するとか。 

貴君がこの平地にいながら、 

仙人のように山々を飛びまわっているのを羨ましく思う。 

【補足】［結びの句からすると、このとき孫
そん

奕
えき

は官職に就いていなかったのかもしれ

ない］ 

 

■【05-1-009】次韻孫巨源寄漣水李、盛二著作並以見寄五絶 
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【解題】海
かい

州滞在中に孫洙
そんしゅ

［字
あざな

は巨源
きょげん

］［→作品番号05-1-004］から詩が届いたの

で、それに次韻した。孫洙の詩は、海州に属する漣
れん

水
すい

県の李
り

某と盛
せい

僑
きょう

ならびに蘇軾に

寄せたものだった。 

 

【訳文】 

 其の一 

南の山にいる劉
り ゅ う

君たちとはなかなか逢えない。 

馬と牛のようにひとつに集まることはまずないのか。 

孫
そ ん

君とは逢えはしたけれどその機会は多くない。 

秋に去る燕と、秋にくる雁のようなものなのだろうか。 

【補足】［この詩は、蘇軾自身の注で、「かつて揚
よう

州で、孫洙
そんしゅ

、劉
りゅう

攽
はん

、劉
りゅう

摯
し

と会って

から長い時間が経ち［→作品番号03-4-037］、孫洙
そんしゅ

とは近ごろ潤
じゅん

州で会うことができ

た」と記している。四人が一堂に会する機会がないのを嘆いたのである］ 

 

 其の二 

優れた人であっても、 

進むのが難しい時がくるものである。 

勇退とは急流のなかにおいてなされるものであるのだろう。 

慕うべきは「二
に

疏
そ

」だけではない。 

この地にはいずれ「景
け い

孫
そ ん

楼
ろ う

」が建てられるであろう。 

【補足】［（1）海
かい

州にある景
けい

疏
そ

楼
ろう

にかけて、いずれ景
けい

孫
そん

楼
ろう

が建てられるだろうと孫洙
そんしゅ

に戯れたのである。（2）続く第三首と第四首は、幾つかの故事を引いて孫洙
そんしゅ

、李
り

某、

盛
せい

僑
きょう

ならびに蘇軾のことを歌ったもので、訳すとひどくごちゃごちゃするので割愛す
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る］ 

 

 其の五 

膠
こ う

西
せ い

［密
み つ

州］にはまだ行っていないが、 

私はその地にについて説くことができる。 

桑や稲や麻が春の訪れを待っている。 

羨ましくもなんともないのは、 

都の塵を浴びて馬に乗る人。 

羨むべきは、 

膠西の地の川で、月の光のなかに舟を浮かべる人である。 

 

■【05-1-010】浣渓沙 

【解題】「海
かい

州知事の陳
ちん

君に贈る。陳知事はかつて眉
び

山
ざん

県知事として名声があった」

との添え書きがある詞。 

 

【訳文】 

長記鳴琴子賤堂。［陳
ち ん

知事もかの宓
ひ つ

子
し

賤
せ ん

のように琴を鳴らすだけでよく治めたのでした］ 

朱顔緑髪映垂楊。［楊
やなぎ

の下に立ったそのときに陳知事は輝くばかりに若 し々かったのです］ 

如今秋鬢数茎霜。［鬢の毛はいまでは秋枯れの草のようです］ 

 

聚散交遊如夢寐、［人が出会い、そして別れるのはすべて夢のよう］ 

升沈間事莫思量。［浮き沈みも、退隠も、思案の外のこと］ 

仲卿終不忘桐郷。［かつて赴任したところを故郷よりも忘れずにいた人もいました］ 
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【補足】［（1）前半は眉
び

山
ざん

県知事であったときの陳
ちん

氏について歌っている。（2）終わ

りの句の原文は「仲卿終不忘桐郷」［仲
ちゅう

卿
けい

は終
つい

に桐
どう

郷
きょう

を忘
わす

れず］で、これは漢
かん

の時代

の朱
しゅ

邑
ゆう

［字
あざな

は仲
ちゅう

卿
けい

］の故事に基づく。朱邑は若いときに桐
どう

郷
きょう

に赴任し、真心をもっ

て統治にあたり、民衆から慕われた。朱邑は死期を迎えたときに、「後々まで私のこ

とをこと厚く祀
まつ

ってくれるのは桐郷の民だ」といって、桐郷に葬られることを希望し

た。実際に桐郷に葬られると、土地の人々は朱邑の祠を建て、長く祭祀を行い続け

た。この故事を蘇軾は好んで詩文に何度か用いている。この詞を見ると、陳知事は老

年に達していたのだろう］ 

 

■【05-1-011】王莽 

【解題】歴史に精通する蘇軾は、歴史上の人物や事件を主題にした詩をときどき詠む。

前提となる知識を十分に共有しない我々は蘇軾が詩に籠めた意味を容易には読み取れ

ない。これと次の詩はこのころに詠んだと推定され、前年の 4 月に王
おう

安
あん

石
せき

が宰相を辞

めたこと［→作品番号 04-2-096］と関連しているとされている。題に挙げられている

王
おう

莽
もう

は、皇位を簒奪して前
ぜん

漢
かん

を亡ぼしたことで、儒学の伝統において極めて評判の悪

い人物で、歴史上の事実を補足しつつ訳す。 

 

【訳文】 

漢
か ん

朝
ち ょ う

は天下の治め方を知らなかったのだろう。 

とかく新しい事をした者が功名を手に入れた。 

ある田舎の役人が朝廷にこう報告した。 

「夢に天からの使者を見まして、その者がいいますには―― 

 『王
お う

莽
も う

はまことに傑物である。 
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  わしの言葉が真実である証拠に、 

  汝の庭に深さ百尺の新しい井戸を掘るぞよ』 

 朝、起きてみると、確かに井戸がございました」 

王莽は西に版図を広げようと意図し、 

天下に優れた技を持つ者を募った。 

すると、一日に千里を飛ぶという者が現れて、千金を獲得した。 

ところが、その者が大きな翼を付けて飛んで見せたところ、 

数百歩で落ちてしまった。 

【補足】［この詩は王
おう

安
あん

石
せき

を王
おう

莽
もう

になぞらえて批判したという解釈に基づいて訳した。

前半は、王安石が俄かに宰相になったことや、朝廷には改革を讃える情報だけが上が

っていることをいっている。後半は、王安石が西方で軍事行動を構える姿勢でいたこ

と、そして人材を十分に吟味せずに集めたことをいっている］ 

 

■【05-1-012】董卓 

【解題】董
とう

卓
たく

は後
ご

漢
かん

末期に政治的大混乱をもたらした人物として、やはり評判がはな

はだ悪い人物である。董卓は横暴を窮めたあげくに、身辺警護を任せていた呂
りょ

布
ふ

に殺

されてしまった。 

 

【訳文】 

董
と う

卓
た く

も、初めは儒者を用いるよう勧められてそのようにした。 

しかし、その人達が董卓の暴政に一斉に反発したので、 

「いったい何事だ」、 

と、わめきちらした。 
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董卓は自分の非を指摘されると、 

「天下にどうせ利口者などはいない」、 

と、極論を言い放った。 

確かにその通りで、 

自分の最も身近なところに裏切り者の呂
り ょ

布
ふ

がいることにさえ、 

気付かないくらいの利口者だったのである。 

【補足】［この詩は、王
おう

安
あん

石
せき

が最も信頼していた呂
りょ

恵
けい

卿
けい

に足元を掬われてしまったこ

とを痛切に皮肉っているとされる。王安石が宰相を辞めると、神
しん

宗
そう

皇帝は、韓
かん

絳
こう

を宰

相に、呂恵卿を副宰相にして改革を続行させた。王安石は理想家であり理論家で、改

革の実際上の運営は腹心の呂恵卿に全面的に依拠した。呂恵卿は政治的抗争を好み、

非改革派を排除して改革を急テンポで進めることに成功した。蘇軾も蘇轍も呂恵卿に

よって朝廷から追い出されたのであって、改革はあらゆる異論を排除して断行された

のである。王安石が宰相を辞めると、呂恵卿は自身が権力を掌握する好機だと見て、

王安石が二度と都に復帰できなくなるような工作を進めた。後に、そのまた裏をかく

ようなことが行われて王安石は宰相に返り咲く］ 

 

■【05-1-013】沁園春 

【解題】「密
みつ

州に赴くに、朝早く馬上で弟に寄せた」との添え書きがある詞。 

 

【訳文】 

孤館燈青、［ぽつねんと旅館の青い灯火］ 

野店鷄号、［野辺の店からの鶏の声］ 

旅枕夢殘。［旅の枕で終わったばかりの夢］ 
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漸月華收練、［次第に収まりつつある月の白い光］ 

晨霜耿耿、［きらきらと朝の霜］ 

雲山摛錦、［山に錦を巻く雲］ 

朝露 、［まるまるとした朝の露］ 

世路無窮、［窮まるところのない世間の路］ 

労生有限、［労苦多く限りある人生］ 

似此区区長鮮歓。［ちまちまとしてばかりいて少ない歓び］ 

微吟罷、［もう罷
や

めようか微かに吟じていた詞
う た

］ 

憑征鞍無語、［旅の鞍の上で語らずにいるのは］ 

往事千端。［過ぎ去った千の事ごと］ 

 

当時共客長安。［ともに都に滞在したあの当時］ 

似二陸初来倶少年。［昔の有名な陸
り く

兄弟に似た少年］ 

有筆頭千字、［筆の先から溢れる千の文字］ 

胸中万卷、［胸の内には万の書物］ 

致君堯舜、［我が君のために為そう堯
ぎ ょ う

や舜
しゅん

の治世］ 

此事何難。［何の難しくもないと思えたこの事］ 

用舍由時、［用いられるか捨てられるかは時による］ 

行蔵在我、［出るか隠れるかは我による］ 

袖手何妨閑処看。［懐手をして閑
ひ ま

を決め込むのも悪くはないのか］ 

身長健、［長く健やかな身］ 

但優游卒歳、［よいのはゆるゆると遊んで終える寿命］ 

且斗樽前。［ただ一斗樽の前で］ 
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【補足】［（1）詞の前半は早朝の旅のスケッチである。（2）詞の後半の最初に原文で

「長
ちょう

安
あん

」とあるのは都のこと。父に連れられて科挙の受験のために上京したころのこ

とを回想して、自分たちは晋
しん

の時代の陸
りく

機
き

、陸
りく

雲
うん

兄弟のようであったろうかといって

いる。陸兄弟は若くして当時の都洛
らく

陽
よう

に上ると、文才をもって一躍天下に名を轟かせ

た。宋
そう

の世の「陸兄弟」は、いまを古代の聖天子の堯
ぎょう

や舜
しゅん

の時代に近づけることだ

ってできるくらいの気構えでいたと、かなり誇張して自分たち兄弟の輝かしい日々を

回顧している。しかし、現実には政争に敗れ、改革の進む政治情勢の中で地方官とし

て不本意な日々を送るのを余儀なくされているのである。（3）これまでにも見たよう

に、弟に向かっては心の底にあるものを率直に言葉にして示している。（4）現存する

作品を見る限りでは、蘇軾はこの年に入ってからにわかに多数の詞を作るようになっ

た。詞の新しい世界を切り開こうと、いろいろな試みをしていたのだろう。弟に向け

たこの作品をもって、独自の新たな段階に入ったとみてよいように思われる。何度も

記したように、詞は元来は酒宴の場で歌われる艶っぽいものであったから、自身のこ

のような恋愛感情ではない心情を吐露する作品はそれ以前にはまず見られないもので

あった］ 

 

■【05-1-014】虎児 

【解題】このころに弟の蘇轍に第三子の虎
こ

児
じ

［寅
とら

年にちなんだ幼名］が生まれ、この

詩を作って弟に寄せた。この詩は、弟が卯
う

年であることから、「兎がどうして虎を生

むのか」というジョークをベースに組み立てられている。それを導き出すために「老
ろう

蚌
ぼう

生
せい

珠
しゅ

」の故事が最初に置かれている。「蚌」は「はまぐり」と読むこともあるが、

蛤
はまぐり

とは別種の「どぶがい」であるらしい。いずれにしても、貝から真珠［明
めい

珠
しゅ

］が

生まれる意外性を、平凡な親から非凡な子が生まれる譬えとしている。 
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【訳文】 

古くから、老いた蚌
どぶがい

が明珠
し ん じ ゅ

を生むということなら聞いているけれど、 

老いた兎が虎を生むとは知らなかった。 

兎が自分でいうには、 

「おれっちは月におるものでして、 

 速く走る馬ではなく、蟾蜍
ひ きが える

に騎乗します。 

 蟾蜍というやつはのったりのったりと蛙跳びで、 

 すいすいとは進まんのです」 

だからなのか、君はぱっとしない地位のままで、 

白い髭ばかりが長くなってしまったのだろう。 

虎は兎とはまるで違い、 

己自身が駿足で獰猛である上に、 

黄熊
くまかいしゅう

を顎で使い、黒貙
とらかいじゅう

に駕籠を担がせるのだ。 

世間の子は不祥を避けるために、 

丹
た ん

砂
さ

とか紫
し

麝
じ ゃ

といったまじない薬を塗るものだが、 

虎にはそんな必要はなく、 

ぎろりとひとにらみするだけで、 

妖怪狐だって百歩飛び退いて走ってしまう。 

それでも妖怪狐は、 

「わしには知恵がある」 

と、強がりをいうかも知れないが、 

虎は牙を動かすまでもなく、 
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そんな連中はひと呑みしてしまうのだ。 

【補足】［この詩は、知人の子の生後三日の祝宴で笑いを取った詞［→作品番号 04-3-

076］と並べてみるとより面白いであろう。先の詞では、熊、牛、犀を用い、ここで

は蚌
どぶがい

、兎、虎、蟾蜍
ひきがえる

、熊、貙
ちゅう

、狐とたくさんの動物を並べている。大きな動物をひ

と呑みにしてしまうというイメージで、子がたくましく育つようにという思いを表現

している点は共通している］ 

 

■【05-1-015】密州謝上表 

【解題】蘇軾は12月3日に密
みつ

州に着任した。密州には諸
しょ

城
じょう

、安
あん

丘
きゅう

、莒
きょ

、高
こう

密
みつ

の四つ

の県が属し、州庁は高密県にあった。密州は京
けい

東
とう

路
ろ

に属し、路の役所も州庁の近くに

あった。密州に到着すると、早速にこの文章を皇帝に朝廷に提出した。皇帝が知事職

を授けてくれたことへの感謝状である。この表は駢
べん

文
ぶん

という非常にやかましいルール

のある文体で書かれ、重々しい用語を連ね、きわめてへりくだった調子で綴られてい

る。着任の報告をするだけでも、かなりの高度の文章作成能力を必要としたのであ

る。そのようなことを日本語の訳文で示すのは不可能なので、いつも通りの「ずっぽ

訳」を掲げつつ、知事としての職務に誠心誠意努める決意を述べた最後の段落は、荘

重な言葉を並べただけでほぼ無内容なので、注釈抜きの書き下し文を掲げる。 

 

【訳文】 

臣
わたくし

軾
し ょ く

が申し上げます。 

先に密
み つ

州知事の勅命を頂戴し、今月三日に到着いたしました。草や芥
あくた

のような卑小な身でありなが

ら、天地のような広大なお恵みをたまわり、私の誠
まこと

を遂げることができます。勅命を受けて我が身を見ま

すと、その任にふさわしくないと知ったのでありますが、密州の境より入って、その地の風俗を問うと、思っ
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ていた以上にすばらしい土地柄であります。 

伏して念
お も

いますに、臣
わたくし

の家は代々貧しく、性質は甚だ低く、学問には篤
あ つ

く志がありはしましても、昔の時

代の進士の表面を飾った文章を習っただけで、議論するところは時代に後
お く

れ、老人たちが言い古し

た陳腐な説ばかりであります。聖世においては役に立たない者として捨て置かれてしかるべきでありまし

て、ひとたび都を離れてより幾度が歳が改まり、筆硯には塵埃が積もり、次第に古臭い学問も奥底か

ら忘れるようになり、公文書の処理に奔走して、庶民の実情をほぼ理解するようになったのであります。

かくて、民衆や国家のために我が力を試して、わずかばかりでも貢献できればと思った次第であります。

公
おおやけ

をみる朝廷においても私的な願いをすっかり廃することはないだろうと、また家族を都の近くに連れ

て行くと日常の品も宝玉のように高価であるのを憂い、さらには弟と近くなればと、東方の地を請い願っ

たのでありました。いかなる幸いでありましょうか、求めるところを臣
わたくし

は得られたのでありました。父や兄で

あっても臣
わたくし

に対して、これほどの僥幸を与えてくれるものではありません。遠く地方に置かれましても、これ

ほどの巡り合わせはないのであります。 

此
こ

れ蓋
け だ

し伏
ふ

して、皇
こ う

帝
て い

陛
へ い

下
か

の上
じ ょ う

聖
せ い

之
の

資
し

を躬
み

として太
た い

平
へ い

之
の

業
ぎ ょ う

を建
た

てるに遇
あ

うによるものであって、以為
お も う

に、人
ひ と

は賢
け ん

愚
ぐ

と無
な

く、皆
み な

用
も ち

う可
べ

きところが有
あ

って、故
ゆ え

に臣
わたくし

等
な ど

の如
ご と

き輩
やから

と雖
いえども

も、猶
な

おも尽
ことごと

くは捐
す て

て未
な

いの

でありましょう。臣
わたくし

は敢
むろん

のこと、仰
あ お

ぎみて至
し

恩
お ん

に酬
む く

いて、益
ま す

ます素
そ

守
し ゅ

を堅
か た

くして、中
ちゅう

和
わ

之
の

政
せ い

を推
お

し広
ひ ろ

げて、

疲
ひ

瘵
さ い

之
の

民
た み

を撫
ぶ

綏
す い

しないでいることはないのであります。要
かなら

ずや、民
た み

が臣
わたくし

に安
や す

んぜられることが、則
そのま

ま

臣
わたくし

が国
く に

に報
ほ う

じることとなるでありましょう。臣
わたくし

は、天
て ん

を瞻
み

て聖
せ い

を荷
に な

いて、激
げ き

切
せ つ

屏
へ い

営
え い

之
の

至
い た

りに任
た

えるものでは

ないのであります。 

【補足】［（1）蘇軾が「老人たちが言い古した陳腐な説」［老
ろう

生
せい

常
じょう

談
だん

陳
ちん

腐
ぷ

之
の

説
せつ

］を棄て

て、「公文書の処理に奔走」［奔
ほん

走
そう

簿
ぼ

書
しょ

］と記したときの心情は、容易に推察できるで

あろう。改革に伴って、本来の学問が疎んじられて、法に基づいた実務能力ばかりが

重んじられるようになったことを、蘇軾は繰り返し批判してきた。ここでは敢えて反

対のことを書いたのである。（2）弟の蘇轍はこのとき密
みつ

州と同じく山
さん

東
とう

半島に位置す
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る斉
せい

州にいたので、弟の近くに赴任したいという蘇軾の願いは叶えられたのである。

（3）同じときに着任の報告書を宰相の韓
かん

絳
こう

にも提出していて、そこでは、「自分ごと

きには、天は愚忠を与えてくれただけで、家には素朴な学問が伝えられ、議論は卑俗

なところにとどまって、友人たちから陳人
でくのぼう

といわれた」と記している］ 

 

■【05-1-016】与滕達道 

【解題】蘇軾は密
みつ

州に赴任後に、青
せい

州
しゅう

知
ち

事
じ

兼
けん

京
けい

東
とう

安
あん

撫
ぶ

使
し

の滕
とう

元
げん

発
ぱつ

［字
あざな

は達
たつ

道
どう

］に宛

てて、数通の手紙を書いているので、その一つを見ておこう。滕元発は官界での先輩

で、若くして范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

に才能を認められ、科挙を第三位の成績で合格した。蘇軾は都に

いた間に滕元発と会って話したことがあり、やはり改革を批判して地方に出されてい

た。密州は京
けい

東
とう

路
ろ

に属しているので、この手紙には、蘇軾は滕元発の指揮下にあると

記し、また青州は密州と近いので、この手紙ではそのことを強調している。 

 

【訳文】 

遠く離れ離れになって早や長い歳月が流れ、お会いしたい気持ちが日々に深まります。朝には履き

物が凍り付くほどでありますが、いかがお過ごしでありましょう。拙く取り柄のない私でありながら、貴君の

指揮下にありますのは、まさに天の幸いであります。お住まいとはごく近くでありながら、馳せ伺う縁がな

いのがひどく残念でなりません。…… 

【補足】［滕
とう

元
げん

発
ぱつ

に宛てた別の手紙では、密
みつ

州のあたりでも蝗
いなご

の害がひどかったこと

や、新法によって密州の軍隊組織で幾つかの問題が生じていることが記されている。

滕元発とは後に非常に親密な関係になる］ 

 

■【05-1-017】答水陸通長老 
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【解題】同じころに、蘇
そ

州にある報
ほう

恩
おん

寺
じ

の水
すい

陸
りく

禅
ぜん

院
いん

の通
つう

長
ちょう

老
ろう

にこの返書を送ってい

る。通長老は、もとは成
せい

都
と

の僧で、蘇軾の発案で蘇州に招いたのだった［→作品番号

04-2-100］。 

 

【訳文】 

先ごろ、蘇
そ

州を通りました折に、お会いしてお別れを申し上げることができず、深く残念に思っておりまし

た。お使い人が来られてお手紙を頂戴し、法
ほ う

履
り

［通
つ う

長
ち ょ う

老
ろ う

］が清
せ い

勝
し ょ う

であることをひとえに喜んでおります。

私はこちらに到って十日ほどで、僻遠での地でありますから、事は少なく、拙い衰え者を養うにはよいと

ころです。ただし、近くに山水のよいところはなく、寺は鄙びて僧は皆粗野であります。蘇州や杭
こ う

州での

ような湖山の遊びをまた求めたくても、ぼんやりと思い描くこともできません。いつかまたお会いできますこ

とを楽しみに、この侘しさを慰めるばかりです。万万自重されますように。 

【補足】［上の手紙で寒さについて触れていたが、3 年間江
こう

南
なん

で過ごした蘇軾には、遥

か北の密
みつ

州にきていきなり12月の真冬の寒さに遭ったのは身にこたえであろう。なお

さら蘇
そ

州や杭
こう

州の風光が懐かしく思えたのではなかろうか］ 

 

■【05-1-018】上韓丞相論災傷手実書 

【解題】上の手紙で、密
みつ

州は事もなく閑であると書いていたが、実際はそうではなか

った。着任するとすぐに密州が直面している諸問題の把握に努め、その年のうちに宰

相の韓
かん

絳
こう

に向けてこの意見書を提出した。その一部を訳す。 

 

【訳文】 

密
み つ

州に至って二十日余り、ここの民は鈍
ど ん

くさく、よそからくる人は稀で、私のような真に愚拙な者が長くい

るには結構な場所であります。しかし、災害の影響が残り、民衆は疲弊しております。 
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初めてこの州の境に入りましたとき、蝗
いなご

をくるんで棄てた藁が道の左側にずらりと並び、二百余里にわ

たって続いていました。一体どれだけの蝗を捕殺したのかと役人に尋ねますと、およそ三万斛
こ く

との答え

でした。その一方で、役人がいうには、蝗は災いをもたらさなかったと。はなはだしくは、民のために草を

除いたとまでいう者もいました。蝗がはたして民のために草を除いてくれるのなら、民は蝗がきてくれるの

を祝うことがありましても、どうしてこれほどたくさん殺したりするでしょうか。 

私は、杭
こ う

州にいて、蝗が西北より飛来するのを目の当たりにしました。その音は大河の波濤が乱れる

のにも似て、太陽も月も覆い隠し、蝗が地上に下ると、草も木も覆ってしまって、たまたま落ちたところは

見渡す限り何もかもなくなってしまうのでした。その蝗は都の東方にいた集団が南に及んだものでありまし

た。同じ蝗でありながら、都の東方では害をなさずに、南方では害をなしたというのは、南の人々が偽り

をいっているからなのでしょうか。 

地方の災害の状況については詳細な報告が朝廷に上がっていることでしょう。宰相殿はどうかそれら

を少しく信用していただきたいのです。 

……［副宰相の呂
り ょ

恵
け い

卿
け い

が新たに作った手
し ゅ

実
じ つ

法
ほ う

などの新法の弊害を幾つか指摘する］…… 

私は銭
せ ん

塘
と う

［杭
こ う

州］にありましたときに塩
え ん

法
ほ う

を犯した者を裁く書類を書くたびに涙を流さずにはいられません

でした。京
け い

東
と う

路
ろ

に到りますと、官が塩を売ることはなく、獄中に塩法の犯罪者を見ることもなく、途中の

道でも塩法のために遠くへ流されて行く民を見ることはなく、私はまこと幸いであると竊
ひそか

に喜んでおりまし

た。ところが、近ごろ朝廷からきた文書を見ますと、王
お う

伯
は く

瑜
ゆ

なる者が京
け い

東
と う

路
ろ

、河
か

北
ほ く

路
ろ

でも塩を官の専

売とすることの利害を説いていましたので、思わず愕然として嘆息したのであります。密州における塩の

税収は一年に銭二千八百万余りで、塩の量は百九十万秤
し ょ う

余りです。これは密州だけの数字です。

これを官の専売として、全ての売買が実行できるのでしょうか。もしもそれができなければ、民衆は作った

ものが余らないように生産を控えるか、あるいは、作って余っても敢えて売らずにおくということになるので

しょうか［密売が横行すると暗にいっている］。先ごろ、両
り ょ う

浙
せ つ

［江
こ う

南
な ん

］の民で塩法を犯して罪を得た者は

年に一万七千人もいましたが、それでも完全に抑えることはできませんでした。京東路の民は両浙の
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民よりずっと悪賢いので、一万七千人ではきっと留まらないでありましょう。もし官が塩の全ての売買を

行うのなら、時機に後れることなく全てを売り尽くさないとなりません。それができないなら、残った塩は土

塊と同じになってしまいます。害はそれに留まるものではありません。 

どうか宰相殿におかれては、塩法が行われないようにしていただきたく、もしもすでに実施が決まってい

たならば、どうにかして止めていただきたく願うものです。……［以下、特別な配慮を重ねて宰相に希望

する文言が続く］…… 

【補足】［（1）この文書は州行政のトップに立った蘇軾の覚悟をはっきりと示すもの

であろう。副知事のときは、知事の指示に従って動くことしかできなかったが、知事

になったからには、朝廷に対しても意見をはっきりと述べて、自身の考えで州行政を

引っ張っていこうとしているのである。（2）最初に蝗
いなご

の害について記し、杭
こう

州からは

地域の実情をありのまま報告したのに、密
みつ

州からは偽りの報告がなされていたのでは

ないかと指摘している。朝廷に上がってくるのは朝廷が聞きたい情報だけになってい

るとしたら、蘇軾が神
しん

宗
そう

皇帝に差し出した意見書で危惧していた［→作品番号 03-2-

009］その通りになってしまったことを意味するであろう。つまり、改革政治はすこ

ぶる順調に進んでいると中央に報告すると受けがよくて自身の出世につながるので、

蝗の害などがあっては困るのだ。（3）塩の専売をより広い地域で行うべきだとの王
おう

伯
はく

瑜
ゆ

の提言も、同じような構図を見て取ることができるだろう。専売にすれば税収が大

幅に増えると計算上はいえるだろう。実際の運営は容易ではなく、大量の犯罪者を生

み出すという大きな弊害も生じるのである。（4）蘇軾は、宰相の韓
かん

絳
こう

とは若干の縁が

あり［→作品番号 01-2-014］、副宰相の呂
りょ

恵
けい

卿
けい

と違って、自分の意見にも耳を傾けてく

れるのではないかとの期待をもってこの文書を提出したのだろう。しかし、名門出身

の韓絳は決断力に欠け、政治的野心に燃える呂恵卿を抑えることができず、この二人

は結局のところ何も決められない膠着状態に陥ってしまった。韓絳は思案にあぐね、



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：29 
 

後に王
おう

安
あん

石
せき

を呼び戻して呂恵卿を黙らせるという禁断の奥の手を使った。確かにそれ

で呂恵卿を出し抜くことには成功したのだが、圧倒的な実力者の王安石の前に韓絳も

宰相職から飛ばされてしまうことになる］ 

 

■【05-1-019】論河北京東盗賊状 

【解題】上の意見書に続いて、密
みつ

州周辺で盗賊が増えている現状を分析して、その対

策について提案するこの文書を朝廷に差し出した。12月 3日に着任して、年内にこの

二つの文書を出しているのを見ると、蘇軾には相応の行政能力があり、かつ勤勉であ

ったと見てよいだろう。一部分を訳す。 

 

【訳文】 

熙
き

寧
ね い

七年十二月、太
た い

常
じ ょ う

博
は か

士
せ

直
ち ょ く

史
し

館
か ん

権
け ん

知
ち

密
み つ

州
し ゅ う

軍
ぐ ん

州
し ゅ う

事
じ

蘇軾が書状をもって奏上いたします。臣
わたくし

が

河
か

北
ほ く

路
ろ

と京
け い

東
と う

路
ろ

の現状を見ますに、ここのところ蝗
こ う

害
が い

と旱
か ん

害
が い

が並んで起こり、さらには盜賊の勢いが

ますます盛んになっています。いまも雨が降らず、秋から冬に至っても、数千里四方で麦が成長して

おりません。心密かに、明年の春と夏の境のころには、いまよりも甚だしい患いとなってしまっているので

はないかと心配しております。このことについて、愚かでありながらも陳述して、万に一つでも国政を補う

ことができればと存じます。 

謹んで按じますに、［都の北東に当たる］山
さ ん

東
と う

地方は遠い昔から、国家の腹
ふ く

心
し ん

根
こ ん

本
ぽ ん

の地でありまして

……［歴史を振り返る］……陛下が即位されてからは、黄
こ う

河
が

の北側では北方の民が流動してきたり、

天災が起こったりすることでは他の地方よりもはなはだしく、ここ五、六年の間はこうしたことを全く防げずに

います。しかしながら、京東路のあたりでは何事も起こっていないとされ、その民は富みかつ安逸に暮

らしているので、黄河の北側で何かあったときにも物資を十分に送れるとされてきました。現実には、京

東路でも近年は公私ともに欠乏し、民はお上からの命令に応えられなくなっています。 
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いま民が飢饉にさらされ流離していることに対しては、国が備蓄している食糧を放出して物価を安定さ

せ、余裕のある民間人にも協力させようということだけが議論されています。盗賊が横行していることに

対しては、お上に告げ知らせる者に褒美を与え、厳しく掴まえるということだけが議論されています。その

ようなことで効果が上がっているのを見ることはできません。……［中略］…… 

いま一般の庶民は皆食糧がないために、法を犯して盗みを働き、ついには死刑にもなってしまっていま

す。法を畏れて盗みをしなければ餓えて死ぬしかないとしたら、刑死するか飢え死にするか、いずれにし

ても等しく死があるだけです。目前の飢えと、この先の刑死とでは、身にふりかかる災いに早いと遅いと

の違いがあります。盗賊となる理由がそこにあります。盗賊を一日に百人殺したところで、その勢いはや

むことはないのです。……［中略］…… 

臣
わたくし

が治める密州は今年の秋から日照りによって、麦を植えても育ちません。十月十三日には雪が降

るほどに地が冷え、麦は成長するのが難しく、例年に比べて十分の二ないし三程度しか育っていませ

ん。河北路、京東路ではどこも同様です。……［中略］……これでいつも通りに夏に徴税を行ったな

らば、民は必ず土地から逃げるでありましょう。逃げ去って、どこかに豊作の地があればまだしも、数千

里にわたって麦が稔らない現状ではどこに行ったらよいのでしょうか。善良の民が挙って盗賊となってし

まうのを恐れます。目のある者なら地に麦がないことは誰が見てもわかります。耳のある者なら民の困

窮は誰が聞いてもわかります。朝廷を欺く者でなければ、どうして座視して何もしないでいるということが

できましょうか。 

河北路、京東路では塩の国家管理が厳重になって以来、民衆は非常に困っています。……［中略］

……河北路、京東路では塩の売買によってかつて国家が得ていた税額は三十三万二千余貫であ

りました。熙
き

寧
ね い

六年には四十九万九千余貫に、七年には四十三万五千余貫と増えました。一方で、

法による刑罰は年々厳しくなり、多数の者が捕えられています。庶民は自分のための塩を買えずに困

っています。……［中略］……ここ数年盗賊が増えたために、密州において塩からの税収が去年一

年は二万貫の増額になった一方で、盗賊を捕えるための費用として一万一千余貫を費やし、それで
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も掴まえきれない盗賊がたくさんいます。これらを比較すれば、利害得失がどこにあるのか明らかとなり

ましょう。……［後略］…… 

【補足】［（1）山
さん

東
とう

は「腹
ふく

心
しん

根
こん

本
ぽん

の地」で、そこで盗賊が跋扈しているのは由々しい

問題であると蘇軾はここで指摘しているのだが、後に民衆反乱の一大拠点となる梁
りょう

山
ざん

泊
ぱく

はまさしく山東の地である。そして、民衆反乱には必ず塩の密売人が関係していた。

（2）ここでは、河
かわ

北
ほく

路
ろ

、京
けい

東
とう

路
ろ

と記しているが、詳しくは河北路は河
か

北
ほく

東
とう

路
ろ

と河
か

北
ほく

西
せい

路
ろ

に、京東路は京
けい

東
とう

東
とう

路
ろ

と京
けい

東
とう

西
せい

路
ろ

に分かれ、密
みつ

州も弟がいる斉
せい

州も京東東路に属

した。山東半島はおおむね京東路の範囲を指す］ 

 

■【05-1-020】鉄溝行贈喬太傅 

【解題】密
みつ

州の州庁舎は諸
しょ

城
じょう

県にあって、諸城の町の北東に、北に向かって流れる鉄
てつ

溝
こう

水
すい

という川がある。喬
きょう

敍
じょ

［字
あざな

は禹
う

功
こう

］とともにその川に行き、鉄溝水を詠んだこ

の詩を贈った。蘇軾はどこに行ってもすぐに詩友ができるようだ。喬敍は諸城県の役

人であった。 

 

【訳文】 

町の東の丘や農地が何に似るかというと、 

風が吹いて海の波が高くなったり低くなったり――。 

知事さんは、とにかく気分が悪くて何もできやしないと、 

馬に乗って町の中から走り出て、 

鉄
て つ

溝
こ う

水
す い

のあたりへとやってきた。 

川の水は浅くて船を浮かべることができない。 

貴君と二人で、昔のある師弟がそうしたように、 
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釣竿をここに並べてみよう。 

ここに魚がいるかいないかは問題ではない。 

その師弟のように、 

我が憂いをここで少しばかり詩に写そうと思うのだ。 

あの小さな村のあの小さな店には何もなさそうだが、 

酒さえあれば、思いのほどを言い合えるだろう。 

そろりそろりと山に日が落ちて行くのは、 

金の盆が斜めに傾くかのようだ。 

我等のこの白髪頭に載っている帽子なんぞは、 

いっそひっくり返しにしてやったらよいのだ。 

貴君はいう、 

「若いときに従軍しまして、 

 軽い毛衣も速い馬もまったくありませんでしたが、 

 弓を手にし箭
や

を腰に付け、 

 南の山の下で獣たちを追い掛けたものです。 

 こうやって老いて貴君とともに酔っ払い、 

 不景気面で、夜になってから帰ったならば、 

 漢
か ん

の時代の李
り

将軍が引退後には門衛にさえも馬鹿にされましたように、 

 町の人たちを驚かせる勢いなんぞはこれっぱかりもありませんな」 

私はいう、 

「だが、その李将軍も再び大いに用いられのですから、 

 来年には、貴君も志をきっと得るでありましょう。 

 そのときに、李将軍が門衛を罰して憂さ晴らしをしたようなことは、 
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 貴君は決してしないでしょう」 

【補足】［（1）「思いのほどを言い合」うと、ここでは平凡に訳したが、原文は「狂
きょう

言
げん

を発
はっ

せんと欲
ほっ

す」で、普通は黙っているべきことも言葉を飾らずにいってしまうとい

う意味であろう。蘇軾は、鬱屈する思いを抱いている人とすぐに仲良くなる特技があ

ったようだ。（2）李
り

将軍とは漢
かん

の時代に西域で大活躍した李
り

広
こう

のことで、将軍職から

離れていた間に町の門を守る兵士に馬鹿され、後に再び将軍の地位に返り咲いたとき

にその兵士に復讐した。蘇軾はそれはつまらない行為だと見ていた。（3）この詩の終

わりで、蘇軾はきっと志を得ると喬
きょう

敍
じょ

を励ましているが、後に見るようにそれは現実

のものとなる］ 

 

■【05-1-021】雪後書北台壁二首 

【解題】密
みつ

州の官舎の北側にある見晴らしのよい建物［台
うてな

］の壁に書いた二首の詩。 

 

【訳文】 

 其の一 

黄昏
た そ が れ

どきは、しとしとと雨が降っていた。 

夜になると、風はなく、静けさが増し、次第に寒さが厳しくなり、 

衾
かけぶとん

や裯
ねまき

が水をかけたような冷たさになった。 

まさかそのときすでに雪が降り積もっていたとは。 

真夜中に、軒端のあたりで冷え冷えとした音がし、 

夜明け前に、書院の帷
カーテン

にほんのりと明かりが訪れた。 

起きて、雪をはらって北
ほ く

台
だ い

に登り、 

馬
ば

耳
じ

山
さ ん

を見ると、 
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二つの尖った耳だけが、まだ雪に埋め尽くされずに飛び出ていた。 

【補足】［馬
ば

耳
じ

山
さん

は諸
しょ

城
じょう

県の南にあり、山頂にある二つの尖った巌が馬の耳のように

見えるところからその名がある］ 

 

 其の二 

町の上に出てきた朝日を受けて、鴉が翼を翻すと、 

道は早くも泥んこ、車輪がのめり込んでしまう。 

寒さは、玉
ぎ ょ く

楼
ろ う

［両肩］に氷が張るほど、 

ぞくぞくとして肌に粟が立つ。 

雪からの反射光が眩
まばゆ

く揺れて、 

ちらちらと銀
ぎ ん

海
か い

［両眼］に花が生じる。 

この雪に驚かされて、蝗
いなご

どもは地中深くに入ったであろう。 

そして、この雪のお蔭で、 

麦畑には雲を連ねるような豊かな稔りのときがくることだろう。 

かつて氷の柱をみごとに詩に詠んだ人がいた。 

それを吟じつつ、 

自分の詩の力が、年齢とともに後退してきたのを嘆く。 

【補足】［（1）雪は豊年の吉兆とされた。猛威をふるった蝗
いなご

も雪によって完全に退治

されることを蘇軾は期待したのである。（2）氷
ひょう

柱
ちゅう

を詩に詠んだのは唐
とう

の時代の劉
りゅう

叉
さ

という人。温暖な江
こう

南
なん

から寒さの厳しい密
みつ

州にきて、新たな土地にまだ慣れないこと

を、詩の力が後退したと表現したのだろう］ 

 

■【05-1-022】謝人見和前篇二首 
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【解題】ある人が上の詩に和したので、また和して返した。 

 

【訳文】 

 其の一 

酒というものは、 

自分のぐだぐだのところへとうまく入り込んできてしまうので、 

せめて詩の力でもって、 

深く厳しく知恵をしぼり出そうとしなければならない。 

昔の人もそうしたと見えて、 

ある人は、漁師の蓑に積もる雪を詠んだ句をひねり出したところ、 

画題としてまさにぴったりのものとなった。 

ある少年は、雪を塩に譬えて、 

「しめしめ、うまく詠めたぞ」 

と、思っていたら、 

「柳
り ゅ う

絮
じ ょ

に譬えたほうがまだましだったでしょうに」 

と、妹にいわれてしまった。 

貧乏先生は、壊れた履
く つ

で雪の中をで歩いて人に笑われ、 

おかしな屁理屈の句を吐いたし、 

地上に落とされた仙人は、 

雪を簷
ひさし

に舞う花だと詠んだりした。 

いずれにしても、 

書生のすることはどうころんだところで笑ってしまうしかなく、 

寒さに凍えながらで、とにかく詩を吟じたりするものだから、 
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酷使される筆にとっては迷惑な話である。 

【補足】［（1）雪を詠んだ有名な句をあれこれ引用してこねくりまわした詩で、技巧

的でさほど面白くないので、あえてふざけた調子で訳してみた。（2）第二首でも同じ

ようなことをするのは気が引けるので割愛する］ 

 

■【05-1-023】除夜病中贈段屯田 

【解題】大晦日
お お み そ か

にこの詩を詠んで段
だん

繹
えき

［字
あざな

は釈
しゃく

之
し

］に贈った。段繹は京
けい

東
とう

東
とう

路
ろ

の役

人。詩の題に「病中」とあって、体調を崩していたからなのだろうか、悲観的な内容

の詩になっている。 

 

【訳文】 

三十九歳にしてすでにへとへと―― 

己の生命を疲れさせて人生の半分を超過してしまった。 

昔、白
は く

居
き ょ

易
い

が、 

斜めになってきた大晦日
お お み そ か

の陽射しのもとで、 

我が三十九歳もこれで終わると嘆いたのは、 

こういうことであったかと実感させられる。 

まだ今年はほんの一本の線ばかりは残っているのだが、 

もはやそれも玩ぶほどにはない。 

起きて無理にも酒を手にしようとして、 

旧い友人は雲か雨のように散り散りになってしまっている。 

何もないこの部屋で親しい友となっているのは、 

次々に続く病気だけである。 
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冷たく寂しげな燈火と向き合って、 

寒い夜はいつ終わるとも知れない。 

下僕は倦み疲れて頭を屏風につけて居眠りをし、 

腹をすかせた鼯
むささび

がやってきて空っぽの机を嗅ぐ。 

ここ数日間、門を閉ざして臥せっていたので、 

白い髪が枯れ草のようにぼさぼさに乱れている。 

使いの者がきたとの報せに、 

よろよろと盥
たらい

のところにまで行き、 

手を洗い、髪を梳
くしけず

ってから迎え入れると、 

貴君からの手紙がもたらされ、 

ほっと安堵したのは、 

往来が間遠になっていたけれど、 

貴君はそれを変に思わずにいてくれたとわかったからだ。 

忠
ちゅう

烈
れ つ

と諡
おくりな

された唐
と う

代
だ い

の段
だ ん

秀
し ゅ う

実
じ つ

―― 

貴君はその子孫であるから、 

気高い義心は金
き ん

石
せ き

をも貫き、 

権勢を誇る悪党どもをきっと撃つべく、 

いささかも衰えたり怖じ気づいたりなどしない。 

私はといえば―― 

この人生は何に似るのか、 

暗い塵に埋もれた灰の中の炭か。 

もはや燃え上がることがないのなら、 

郷里に帰って田に暮らすと決めるべきである。 
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この町をいつまでも旅の宿りとしていようとは思わない。 

鳥は一本の枝さえあれば暖かく暮らせる巣を作れるのだ。 

昔の賢人は退官後に三本の小道を作って友を招く道とした。 

願うのは、貴君がその小道をたどって我が一本の枝にきて、 

長く逗留して粲
わ ら

って話し合うことだ。 

【補足】［蘇軾は 21 年後に書いた手紙で、この年に初めて痔疾を患ったと記している

が、ここでいう「病」はそれを指すのではたぶんないだろう。ただし、蘇軾も痔疾の

ために急に悲観的になったと想像しても悪くはないのかもしれない］ 

 

■【05-1-024】喬太博見和復次韻答之 

【解題】前の詩に喬
きょう

敍
じょ

が和したので、それにまた蘇軾が和した。前の詩は 16 カ所で

韻を踏んでいて、詩の末尾に置かれた韻は「粲
さん

」で、前の詩ではそれを「笑う」とい

う意味で使っていたが、この詩では「輝く」という意味で使っている。粲
．
は燦燦

さんさん

の燦
．

と通用するのである。 

 

【訳文】 

百年は三万六千日。 

そのうち半分を老いや病が占めてしまう。 

しかも、憂
ゆ う

と楽
ら く

が交互にあって、 

歌い笑うと悲しみ嘆くとが雑
ま

ざり合う。、 

我々は、人生が突如ひっくり返るのも知らずにいて、 

運命の神にただ玩ばれる。 

万事が一瞬にして風や雨のように散り散りになるありさまは、 
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笑ってしまうしかない。 

この理
ことわり

を早く知ってからは、 

私は子供同士の仲間から離れ、 

世間の日々の出来事に関心を寄せる暇
いとま

などなく、 

無何有之郷
ユ ー ト ピ ア

に遊ぶことを想うようになった。 

貴君を煩わせるのは恥ずかしいが、 

私の混乱した人生をどうか整理していただきたい。 

ただし、私は非才でしかも多病であるから、 

私を評価するにはこの二つの点も勘案してもらわなければならない。 

貴君は、譬えていえば、 

周
し ゅ う

の文
ぶ ん

王
お う

の 廟
おたやまや

で祭祀に使われる器のように清らかで、 

貴君が髭をちょいと震わせるだけで、役人たちの姿勢をぴしっと改めさせ、 

一国の緩
ルーズ

な風俗をもがらりと変えてしまう。 

鳥は高く上がり過ぎると強い風に退かされてしまうものだが、 

貴君はそのようなことはなく、 

雑魚どもは貴君と並んで進もうとしてもとても及ばないと恥じ入るしかない。 

貴君の議論のほんのおこぼれを聞くだけでも、 

意気地のない者どもも勇気を与えられて発奮する。 

名剣は炉の炭の力を借りることなく自ら躍り出るというが、 

貴君がまさにそれだ。 

朝は南の国で秣
まぐさ

を食らっていた馬が、 

夕方にはもう北の国の旅宿を通り過ぎてしまう勢いがある。 

いつまでもぬくぬくと同じところに留まってなどいないのだ。 
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そこで、昔の賢人のように、 

私は牛の角を叩きつつ、 

君のためにこのように歌おうではないか―― 

「正しくない世間から離れ、 

 これから行くところ、 

 ああ、南
な ん

山
ざ ん

は粲
かがや

いている。 

【補足】［（1）喬
きょう

敍
じょ

は先の詩にあったように不本意な境遇に置かれていたから、蘇軾

のやや暗い詩に共感しやすかったのだろう。それだけに、この詩は過剰なくらいに賛

辞を贈って励ましている。（2）終わりにある「南
なん

山
ざん

」は、具体的には長
ちょう

安
あん

の南方に聳

える終
しゅう

南
なん

山
ざん

［→作品番号 02-3-033］を指すが、世に容れられない高潔な人間が最後に

入って行く神聖な山というイメージがある］ 

 

■【05-1-025】二公再和亦再答之 

【解題】喬
きょう

敍
じょ

に返した前の詩に、喬敍と段
だん

繹
えき

の 2人がまた和したので、さらにまた和

してこの詩を返した。こうした応酬が年末の一晩のうちになされたとは思えないが、

ここでまとめて見ておく。ある人は、16 個もの同じ韻を繰り返し使った最後のこの詩

が最もこなれていて、再三和したものとは思えないと評している。末尾の韻の「粲」

はこの詩では王
おう

粲
さん

という人名で用いている。王粲は戦乱に追われて故郷を離れ、ひと

まず身を寄せた土地で高楼に登り、故郷を偲ぶ『登
とう

楼
ろう

の賦
ふ

』を作った。それ以来、

「王粲」あるいは「登楼」は「望郷の歌」の代名詞のようになった。 

 

【訳文】 

鶏は朝になろうとするのを知って鳴き、 
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鶴は夜半になろうとするのを知って鳴く。 

同じように、 

病に臥せる老いた旅人は、年が改まろうとするのを知って嘆く。 

光
こ う

陰
い ん

は石を叩くと飛び出る火花と同じ―― 

眼の前を一瞬過ぎたら、もう玩ぶことはできない。 

親しい友は手に握った砂のようなもの―― 

手を開けばたちまちばらばらになってしまう。 

旅から旅へと独り行く私は、 

寂しくも伴う友もいない身だと、自分で自分を笑うしかない。 

晋
し ん

の世の喬
き ょ う

智
ち

明
め い

は神のごとき智者といわれ、常に高い評判を得ていた。 

漢
か ん

の世
よ

の段
だ ん

熲
け い

は賢い将軍といわれ、机に埋もれての事務もこなした。 

現代の喬智明、段熲ともいうべき二君と、 

夜たけなわに至るまで燈火を乱して笑い合う。 

食べ足らないうちに皿はすでにからっぽになり、 

酒は薄くて杯を洗うくらいのことしかできない。 

私が無作法でのろくさいのをどうか許していただきたい。 

ここにはたおやかな美人の珠
た ま

をころがすような歌声はないが、 

幸いにも我等三人には縦横に動く舌があるのだから、 

剣のような鋭い議論でたわけた連中の目を覚まさせようではないか。 

二人の豪傑は、 

湿った炭が火を暗くして埋もれているように、いまは下位に沈んでいる。 

昔むかし、占いを研究して書斎の内で年老いた学者がいたけれど、 

二君は決してそれと同じにはならないであろう。 
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いつか二君にも富貴が迫ってくるだろうが、 

富貴というものには身を焦がしてしまう力があるので、 

手をぬくめる程度でやめておくのがよいだろう。 

そして、いつも故郷に帰ることを思って、 

楼に登って王
お う

粲
さ ん

の賦を唱えるようにしていただきたい。 

【補足】［詩を贈る相手と同姓の人の故事を詩に詠み込むのは蘇軾の得意技であった］ 

 

■【05-1-026】蘇州姚氏三瑞堂 

【解題】熙
き

寧
ねい

8年［1075年］、蘇軾 40歳。これは蘇
そ

州にある姚
よう

氏の三
さん

瑞
ずい

堂
どう

について詠

んだ詩。この詩を密
みつ

州で作った事情ははっきりとはわからないが、この時期の作であ

るとされている。三瑞堂は蘇洲の閶
しょう

門
もん

［→作品番号 04-3-082］の西にあって、蘇軾自

身の注によると、姚氏は代々、孝をもって知られたという。 

 

【訳文】 

昔、董
と う

邵
し ょ う

南
な ん

という人がいた。 

貧しく世に隠れて生きていたが、 

義
ぎ

を行い、孝
こ う

にしてかつ慈
じ

であった。 

天
て ん

公
こ う

は、その人が誰にも知れられないままになるのを恐れたのだろう、 

鶏や犬が育児を助けるような不思議をさせたり、 

韓
か ん

愈
ゆ

に詩を作らせたりした。 

それから三百年、 

その名は淮
わ い

水
す い

とともに東南に流れて広く知られている。 

董邵南のように埋もれた賢人は世の中にきっと少なくなく、 
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このようなことも時にはあるのだろう。 

蘇
そ

州の楓
ふ う

橋
き ょ う

の近くにある三
さ ん

瑞
ず い

堂
ど う

は誰の目にも見え、 

つまり、天の意
こころ

は舜
しゅん

の後裔である姚
よ う

氏の上にはっきりとあるのだ。 

ただ問題は私が昔の韓愈ではないことであって、 

測ることさえできないような高い価値を有する人に、 

貴君は改めて詩を求めてほしい。 

【補足】［依頼を受けて、どうにか義理を果たしたという感じの詩である］ 

 

■【05-1-027】莫笑銀杯小答喬太博 

【解題】改革に伴ってしばしば公費削減の指令が下っていた。そのことに関連して喬
きょう

敍
じょ

に向かって戯れの詩を作った。 

 

【訳文】 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

は小さな町の県令だったとき、 

お上から賜った公田は二頃
け い

五十畝
ぽ

の広さで、 

その全てに酒を作るための秫
もちあわ

を植え、 

食べるための秔
うるち

は植えなかった。 

それによって、独り飲んで独り醒めるには十分な酒が得られた。 

私はいま知事としていわゆる二千石
せ き

の年俸で、 

その中から年ごとに百石だけを費やして酒を醸
か も

すのでは、 

客人を十分に酔わせることなどできるものではない。 

銀の杯が小さいのも、どうか笑わないでほしい。 

海辺の地域はこのところ日照りで窮迫し、もはや酒どころではない。 
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陶淵明ならさっさと衣をはらって郷里に帰ってしまうだろう。 

そこで私は空想する―― 

河の神様に手紙を書いてお金を拝借し、 

一万斛
こ く

を積載する船を酒でいっぱいにして、 

郷里に向かいつつ貴君と楽しく飲み続けようではないか。 

【補足】［漢
かん

の時代に郡の太
たい

守
しゅ

［長官］の年俸が二千石
せき

であったことから、「二千石」

は地方の広域行政区の長官の代名詞となった。それで、蘇軾は自分の年俸は「二千石」

であると歌ったが、宋
そう

代の州の知事は漢代の郡の太守に比べたら収入はずっと少なく、

行政者として自由に裁量できる範囲もかなり限定されていた］ 

 

■【05-1-028】蝶恋花 

【解題】「密
みつ

州の上元
じょうげん

」という添え書きのある詞。つまり 1月 15日の上元の日に作っ

た詞である。上元節の夜に多数の灯篭を飾って、それを見物して夜歩きするのを当時

の人々は大きな楽しみとしていた。この詞は前半で杭
こう

州の上元を回顧し、後半で現在

の心情を歌っている。 

 

【訳文】 

燈火銭塘三五夜。［杭
こ う

州の灯篭、十五夜の月］ 

明月如霜、［霜のような、明るい月の光］ 

照見人如画。［画のような、灯篭に照らされた人 ］々 

帳底吹笙香吐麝、［帳
とばり

の内で吹かれる笙
ふ え

、流れ出る麝香
じ ゃ こ う

のかおり］ 

此般風味応無価。［これらの風味は価
あたい

を付けられるものではありません］ 
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寂莫山城人老也。［山に囲まれた寂しい町で老いてゆく人］ 

撃鼓吹簫、［撃たれる太鼓、吹かれる簫
ふ え

］ 

乍入農桑社。［始まったのは豊作を祈る村の神様の祭り］ 

火冷燈希霜露下、［火が消えかかって、灯篭にうっすら降り下る霜］ 

昏昏雪意雲垂野。［雪を含んだ雲が暗く暗く野に垂れこめます］ 

【補足】［上元
じょうげん

のころに南の杭
こう

州ではすでに華やかな春を迎えつつあり、北の密
みつ

州で

はまだまだ冬であった。そうでなくても、杭州は天下に名高い大都市で、密州は一地

方都市でしかなかった］ 

 

■【05-1-029】江神子 

【解題】「正月二十日、夢を記す」という添え書きのある詞。前の詞から5日後の作で

ある。 

 

【訳文】 

十年生死両茫茫。［生きる者も死する者も遥かに遠くなった十年の歳月］ 

不思量。［ぼんやりとするばかり］ 

自難忘。［忘れられもしない］ 

千里孤墳。［千里の彼方にぽつねんとある墓］ 

無処話凄涼。［どのように話したらよいのかこのもの悲しさ］ 

縦使相逢応不識、［たとえ君に会えたとしても、「えっ、あなたは誰なの」］ 

塵満面、［僕の顔に満ちるのは人生の塵］ 

鬢如霜。［鬢はすでに真白なのです］ 
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夜来幽夢忽還郷。［夕べ僕は故郷に帰っていた、あれは夢］ 

小軒窓。［小さな部屋の窓辺］ 

正梳妝。［君は化粧の最中］ 

相顧無言、［振り返って、ただ無言］ 

惟有涙千行。［ぽろぽろと落した無数の涙］ 

料得年年腸断、［これからはきっと毎年、心を痛めるのは］ 

明月夜、［昨夜と同じように明るい月の下］ 

短松岡。［まだ松が短いかの丘で］ 

【補足】［夢に見たのは 10 年前に亡くなった妻の王
おう

弗
ふつ

。父と妻を葬った墓地に自ら松

を植えたことは作品番号 03-1-007 などで見ている。王弗を夢に見て、この詞を作った

のは、このころの蘇軾の心情を反映するものであったのだろう］ 

 

■【05-1-030】送段屯田分得于字 

【解題】段
だん

繹
えき

［→作品番号 05-1-023］が密州から去ることになり、喬
きょう

敍
じょ

、趙
ちょう

昶
ちょう

［諸
しょ

城
じょう

県の知事］、趙
ちょう

杲
こう

卿
けい

［密
みつ

州の学校の教授］とともに送別の詩を作り、蘇軾には「于」

の字が韻として割り当てられた。詩には特に送別ことは詠まれていないので、段繹は

役目柄移動して行っただけなのだろう。 

 

【訳文】 

貴君［段
だ ん

繹
え き

］は農業を興す仕事を授かっているのだから、 

古代なら大
た い

夫
ふ

に相当する地位だ。 

国家の仕事は決してないがしろにはできないと、 

衣服が泥まみれになるのも厭わずに走り回り、 
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はなはだ身を疲れさせている。 

喬
き ょ う

君［喬
き ょ う

敍
じ ょ

］は鬚を恐ろしげに長く二つに伸ばし、 

趙
ち ょ う

君［趙
ち ょ う

昶
ち ょ う

］は天をも走る馬のように格好がよろしく、 

趙
ち ょ う

君［趙
ち ょ う

杲
こ う

卿
け い

］は世間ずれしない学者然としている。 

この四人が野外で呑む楽しさは、町の中にはないものである。 

四人は自分自身で酒の壺を携えて川辺を歩く。 

昔むかしある知事さんが春を楽しもうと、 

客人を舟に乗せて、それを村人に曳かせようとしたところ、 

ある賢者が笏
し ゃ く

を取り出して水をかき、 

自分たちの遊びのために農民の仕事を妨げてはならないと、戒めた。 

そのようなことは、四人はもとより最初からわかっているのだ。 

この私は、病みかつ老い、その上、迂闊な知事であるので、 

がらんとした部屋で書物を読んで憂いを紛らせようとしている。 

昔むかしある人は四十歳までには国家の重鎮になるぞと心に期したものの、 

三十六歳でなお遠くかけ離れた地位にあったので、 

「我がつむりがどの程度であるのか私は知らないものではない、 

 もう郷里に帰るべきなのだ」 

と、いった。 

私はすでに四十歳―― 

人様に妙な具合に評判されるのを恐れて、 

ぐずぐずしているのは実に愚かしいのではないだろうか。 

【補足】［（1）蘇軾は詩詞の中でしばしば官職から退くことを歌っている。さしあた

って具体的にその計画があるわけではないので、詩詞の味わいをよくする調味料〈退
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隠ソース〉をかけて一丁あがりというようなものではなかろうかとの疑いも生じるし、

海
かい

州の陳
ちん

知事に向かって安易に退隠を口にするのを戒めてもいた［→作品番号 05-1-

006］。それでも、蘇軾は厳しい政治情勢のもとに置かれていたので、精神を安定させ

る拠り所として、心の内に常に退隠のイメージを宿しておく必要があったのだろう。

（2）同じころに、段
だん

繹
えき

の甥を褒める詩を作っているが訳は割愛する］ 

 

■【05-1-031】出城送客、不及、歩至渓上、二首 

【解題】詳しい事情はわからないが、他所からきた人が町を去り、何かの都合で別れ

を告げることができなかった。その後を追ったが、その人に会えないまま渓流のほと

りに至って詠んだ詩。 

 

【訳文】 

 其の一 

客人を送ろうと出たけれど、客人はすでに行ってしまった。 

ならばと、花を尋ねようとしても、花はまだ開いていない。 

町にもどる気にもなれずに水辺へときて、 

ぶらぶら歩いていると、 

土地の老人が声をかけてきた。 

「州知事様はいまどこにおられましょうかなぁ。 

 今年は天候がなかなかよろしいので、 

 きっと麦がたっぷり収穫できましょうと、 

 お伝えいただきたいものです」 
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 其の二 

白
は く

居
き ょ

易
い

はこういった―― 

「春はわずかに九十日、 

 その間に口を開いて笑わずにいるのは癡
し

れ者だ」 

春になってすでに六十日、 

私はいったいいつ口を開いて笑ったのだろうか。 

昔からいうように、 

春は後ろ姿を見せて堂々
そ っ け な

く去ってしまう。 

まさしくその通りになるのだろう。 

これも昔からいうように、 

自然の風光はこちらに姿を見せて得
こ と

得
さ ら

にやってくる。 

まさしくその通りである。 

私は旅に倦み老いつつある。 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

は官を去って廬
ろ

山
ざ ん

を望む郷里に帰った。 

いま東を見れば、 

ここにも廬山という名のうずだかい緑の山がある。 

ごく小さな山だけれど、我が郷里の峨
が

眉
び

山
さ ん

にも似ている。 

【補足】［ふつうに廬
ろ

山
ざん

といえば、慧
え

遠
おん

が東
とう

林
りん

寺
じ

を建てた江
こう

西
せい

省
しょう

九
きゅう

江
こう

市
し

の廬山を指す

が、密
みつ

州にも同じ名の山があった。以下の詩にその山のことが詳しく歌われている］ 

 

■【05-1-032】遊盧山、次韻章伝道 

【解題】章
しょう

伝
でん

［字
あざな

は伝
でん

道
どう

］［密
みつ

州の学校の教授］が密州の廬
ろ

山
ざん

に遊んで詠んだ詩に次

韻した。 
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【訳文】 

世間の塵にまみれたいまの私の姿は、 

荷車を曳けずにへたばっている馬にも似ていようか。 

それでも、 

私には、渓流を自由に泳ぐ魚と同じ野性が具わっている。 

廬
ろ

山
ざ ん

に登り、 

深さ千仞
じ ん

の岩壁の中と外とを出たり入ったりして、 

我が十年前の筋力と比べてみようか。 

先を行く車に美女を乗せて巡るような優美な遊びはしないけれど、 

後ろの車に酒を入れた袋を積んで廬山に行こうではないか。 

私のこの詩を読んで、野暮な暮らしをしていると笑わないでほしい。 

貴君の詩を得て、それを味読する風雅な心は確かに自分には欠けるけれど、 

字の形くらいは知っているので、筆を執ってこの詩を書いたのだ。 

 

■【05-1-033】盧山五詠 

【解題】盧
ろ

山
ざん

の詩の続き。蘇軾は実際に盧山に遊んだのだろう、山中にある盧
ろ

敖
ごう

洞
どう

、

飲
いん

酒
しゅ

台
だい

、聖
せい

燈
とう

巌
がん

、三
さん

泉
せん

、障
しょう

日
じつ

峰
ほう

の名勝を詠んだ5首の絶句を作った。障日峰が先の詩

で峨
が

眉
び

山
さん

に似るといった山で、蘇軾は小
しょう

峨
が

眉
び

と呼んだ。 

 

【訳文】 

 其の一 盧
ろ

敖
ご う

洞
ど う

 

上
じ ょ う

界
か い

［仙界］にもきっちりと官僚機構があるとか。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：51 
 

だったら、昇天したところで何の益もないだろう。 

この山に入ったところで、 

霧の中で結局、何も見えないのである。 

【補足】［盧
ろ

山
ざん

には昔、敖
ごう

博
はか

士
せ

と秦
しん

博
はか

士
せ

が世の乱れを避けて入り、仙道を得たとさ

れ、それにちなんで盧
ろ

敖
ごう

洞
どう

の名があった。仙界もどうせ窮屈なところであろうから、

昇天などしないと豪語した仙人は昔から大勢いた］ 

 

 其の二 飲
い ん

酒
し ゅ

台
だ い

 

飲酒台があるからには、 

廬山に隠れた博士は雅やかに酒を飲むのを好んだのだろう。 

しかし、人気のない山では誰とともに楽しんだらよいのか。 

隠れるにしても、かの驪
り

山
ざ ん

はよろしくない、 

始
し

皇
こ う

帝
て い

が儒者を嫌って生き埋めにしたところであるのだから。 

 

 其の三 聖
せ い

燈
と う

巌
が ん

 

聖燈巌からはかつて光芒が発せられたとか。 

巌
いわお

の内に不老不死の金
き ん

丹
た ん

があって、 

夜中に輝いて人々を驚かせたのだから、 

山の神どもはそれは秘すべきものであるとは知らなかったのだろう。 

【補足】［（1）蘇軾は、天上の仙界に昇るとか、不老不死の仙薬を得るとか、およそ

ありえそうにない奇怪な伝説にはかなり冷淡で、この一連の詩でもその姿勢は明らか

である。ただ、仙薬の製法には強い関心があり、病気治療や健康増進に役立つという

範囲では有効性を認めていた。（2）三
さん

泉
せん

を詠んだ第四首は、意味が汲み取れないので
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割愛する］ 

 

 其の五 障
し ょ う

日
じ つ

峰
ほ う

 

昔、ある皇帝の子は、 

長
ち ょ う

安
あ ん

は太陽よりも遠いと答えた、 

太陽はそこに見えるが、長安は見えないからだ。 

本来、長安は遠くはないのだが、 

蜀
し ょ く

からきた私は、長安よりさらに向こうの故郷に帰ることができずにいる。 

あの山を「障日」と呼ぶのはやめようではないか、 

日を障
さ え

ぎると、長安、そして蜀はますます遠くなってしまう。 

だから、私は小
し ょ う

峨
が

眉
び

の名を与えるのだ。 

【補足】［蘇軾自身の注で、「障
しょう

日
じつ

峰
ほう

は峨
が

眉
び

山
さん

に似るが、その耳
ピーク

は小さい」と記して

いる］ 

 

■【05-1-034】与滕達道 

【解題】滕
とう

元
げん

発
はつ

［字
あざな

は達
たつ

道
どう

］［→作品番号05-1-016］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

我が弟を青
せ い

州に招いてくださるとのお手紙で、恩義の深さに、まことに光栄に感じるとともに、弟とは長

らく分かれていて、少しばかり近くなりますのを、私はことに喜んでおります。ただ、その通りに朝廷が決定

してくださるかどうかはわかりません。いま私には朝廷には知り合いがおらず、尋ねることができずにいま

すが、お上が憐みをもって少しでも御留意いただけるなら、難しくはなかろうとか思います。長くお近くに

参ることができずにいて、思うところがたくさんにあって、とても書き尽くすことができません。 
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【補足】［（1）青
せい

州知事の滕
とう

元
げん

発
はつ

が、蘇轍を幕客に呼ぼうとして動いてくれたので、

その謝礼を記している。しかし、それは後に見るように実現しなかった。（2）蘇軾は

このころに、霍
かく

郎
ろう

中
じゅう

、陳
ちん

郎
ろう

中
じゅう

、宋
そう

駕
が

部
ぶ

、伝
でん

虞
ぐ

部
ぶ

、喬
きょう

太
たい

傅
ふ

および莒
きょ

県の人々とともに、

沂
きｎ

州
しゅう

馬
ば

鞍
あん

山
ざん

福
ふく

寿
じゅ

寺
じ

禅
ぜん

院
いん

の恵
けい

皐
こう

従
じゅう

事
じ

を莒県の石
せき

城
じょう

院
いん

開
かい

堂
どう

の説法者として招く手紙を出

している。5 人の姓の後ろにあるのは肩書で、喬太傅が喬
きょう

敍
じょ

［→作品番号 05-1-020］

であること以外は、ほかの人物についてはわかっていない。仏教界の人事に俗世の権

力が関わっているのである］ 

 

■【05-1-035】与石幼安 

【解題】3月某日の日付で、郷里の石
せき

康
こう

伯
はく

［字
あざな

は幼
よう

安
あん

］に宛てた手紙。石康伯と蘇軾

は姻戚関係にあり、石康伯の父の石
せき

揚
よう

休
きゅう

と蘇軾の父の蘇
そ

洵
じゅん

とは親しい関係にあっ

た。 

 

【訳文】 

そちらに行った者が帰ってきて、お手紙を受け取り、皆様ともども安らかにお過ごしのことを詳らかにいた

しました。私どもも皆恙
つつが

なく過ごしております。こちらは凶作の後で、流民や盗賊が見られない日はなく、

百事に心を労しておりましたが、このところは少しばかり静かになり、民衆も官を信用してくれるようになって

きていますので、次第に事なきに向かうでありましょうから、御心配には及びません。楊
よ う

絵
か い

君のお手紙

は届いていますでしょうか。…… 

【補足】［終わりに名が挙がっている楊
よう

絵
かい

は杭
こう

州から潤
じゅん

州まで一緒だった人である

［→作品番号04-3-077］］ 

 

■【05-1-036】和頓教授見寄、用除夜韻 
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【解題】頓
とん

起
き

［字
あざな

は敦
とん

詩
し

］という人が詩を寄せてきたので、除夜の詩［→作品番号

05-1-023］の韻を用いて詩を返した。頓起はこのとき青
せい

州の学校の教授であった。 

 

【訳文】 

笑ってしまうのは陶
と う

淵
え ん

明
め い

だ―― 

妻が止めるのも聞かずに、 

二頃
け い

半の田に酒を作るための秫
もちあわ

ばかりを植えたくせして、 

子どもに対してはあれこれ文句をつけたし、 

琴は無
む

弦
げ ん

の音こそ最上であるとわけのわからないこともいった、 

だったらわざわざ琴を抱いたりしなくてもよかったはずだ。 

笑ってしまうのは劉
り ゅ う

伶
れ い

だ―― 

酒樽を載せた車を常に後ろに牽かせ、 

酔い倒れて死んだなら、その場に埋めてくれといっていた、 

人の一生など昼と夜の入れ替わりのようなもの、 

死んだ後の埋めることまで心配しなくたってよいのだ。 

二人とも世に納
い

れられないことに苦しみ、 

自ら鋤を担って耕すことを志向した。 

二人は賢人だったのかどうか、 

是非の定まらない禅問答のようなことをいったまでであろう。 

このように人を笑う私にしても、 

口では治乱を偉そうに談じて、 

人からは笑われているのである。 

我が一生は塵や垢にまみれ、 
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晩年に至ってようやく正しい学問に目覚めたところで、 

成就するものもないままにぐうたら過ごし、 

すべてを成り行きのままにほったらかしにしている。 

ほのかに聞くに、 

頓
と ん

先生は道
み ち

を講義して新しい見解を出されているとか、 

ならば短いお手紙でも頂戴できないだろうか、 

きっとつまらない言葉は一切記されていないであろうから。 

我が邦
く に

はいま貧しく民は病み、 

わずかな米粒を数えて炊き、炭は高くて買えないほど、 

気の毒なのは章
し ょ う

先生で、 

十日の間、何もない家に座って、 

袖から頓先生の詩を出しては、 

それを貪
た ん

読
ど く

しつつ酒を暖めているとか。 

何はともあれ狂
き ょ う

言
げ ん

は慎まなければならない、 

うっかりすると刑罰を食らってしまうのだから。 

【補足】［（1）章
しょう

先生とあるのは章
しょう

伝
でん

のこと［→作品番号05-1-032］。恐らく蘇軾は章

伝を通じて頓
とん

起
き

の詩を受け取ったのだろう。（2）「狂
きょう

言
げん

」とは普通には口にはしない

言葉で、とくに権威者の前では口をつぐんでいるべきときに、内面から突き動かされ

て発してしまう言葉である］ 

 

■【05-1-037】祭常山祝文 

【解題】先の詩で、土地の老人から今年は天候がよいと聞いた［→作品番号 05-1-031］

とあったが、実際には春から夏に向かう季節に雨がわずかしか降らず、今年もまた旱
かん
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害
がい

と蝗
こう

害
がい

の発生が憂慮されるようになった。州知事の重要な職務に雨乞いがあること

はすでに見ている通りで、4 月に蘇軾は常
じょう

山
ざん

に登って雨を祈った。常山は諸
しょ

城
じょう

県の西

南三十里にあり、あまり高くはないがその神は雨を降らせる霊験があるとされていた。

これは山の神に雨を願った文。 

 

【訳文】 

天
て ん

帝
て い

は、山や川などの神々の所轄のもとにその地の民を置き、皇帝は、州や県の役人の所轄のもと

にその地の民を置く。だから、土地の神 と々役人の職掌には共通するものがあり、民が困窮して生活

を失えば、その咎
と が

は等しく両者が受けなければならない。 

我が州の民は哀れにも日照りと凶作に遭遇したために、流浪し、命を落とした者もあった。その上、蝗
いなご

が害毒を流し、その遺
の こ

した種がいまも野に満ちていて、それがもしも変化して飛び上がるようになったなら、

桑も柘
ざくろ

も麦も稲も全てその災いを蒙り、民はもはやその子孫を一人も残せないまでになってしまうであろ

う。そうなれば、役人は罪を得なければならないし、神々はもう誰からも祀ってもらえなくなる。 

私は四月一日より斎
さ い

戒
か い

、蔬
そ

食
し ょ く

し、ここに畏れ多くも、雨が遍く地を潤し、蝗が発生することのないよう、

自ら牲
せ い

幣
へ い

を捧げて神の助けを謹んで祈るものである。 

ああ、我が州を望むに、神々はいま何をしているのか。古老がいうには、 

「この山の神に求めて叶えてくださらないことはありません。だから、常に徳があることをもってこの山の名

となっているのです」 

でありながら、もしも我が祈りに応じてくれないのならば、その名に愧
は

じねばならないであろう。 

【補足】［蘇軾が鳳
ほう

翔
しょう

府にいたときに太
たい

白
はく

山
ざん

の神に雨を祈っていたが［→作品番号 02-

1-004］、そのときも神に対して少しもへりくだっていなかった。州知事と地方の神は

ここに記されている通りほぼ対等なのである］ 
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■【05-1-038】次韻章伝道喜雨 

【解題】蘇軾が強い調子で常
じょう

山
ざん

の神に雨を降らせるよう迫ったので、それに恐れ入っ

たからなのか、蘇軾が祈って 3 日後に雨が降り、それを喜ぶ詩を章
しょう

伝
でん

［字
あざな

は伝
でん

道
どう

］

［→作品番号05-1-032］が詠んだので、それに次韻した。 

 

【訳文】 

去年の夏は日照りが続き、秋も雨が降らなかったので、 

このあたりの海辺の人々は、塩辛い水を飲まなければならなかった。 

今年の春は暖かく、 

蝗
いなご

の幼虫がたくさん湧き出し、 

もぞもぞしているありさまは土よりも多いくらいだ。 

いま心配されるのは、蝗に二つの翅
は ね

が開いてしまうこと。 

そうなったら、蝗にはたとえその気はなくても、 

口から、まさしく嵐が吹き出すほどにもなってしまうのだ。 

この前、蝗は長
ち ょ う

江
こ う

を渡って呉
ご

や越
え つ

の地方にまで入ってきた。 

蝗が空を横断する有様は、 

天下を奪おうとする大将軍の陣立てのようであった。 

農夫は手をこまねいてただ泣くだけで、 

人の力など小さすぎてどうすることもできなかった。 

蝗は牛や馬の尾にまで食らいついて苦しめ、 

家の戸にも穴を開けて入り込み、衣服までも噛んだのだった。 

知事として、 

このような蝗の害を座視して、民を救おうとしないということはありえない。 
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太古の神は、 

蝗が自ら火に飛び込んで亡ぶようにしたと伝え聞く。 

昔の皇帝が、 

一石
せ き

の蝗を掴まえて土に埋めた者には穀物を一斗与えるとふれたところ、 

人々は争って蝗を埋め、飢えからも救われた。 

常
じ ょ う

山
ざ ん

の神はまことに英烈で、 

雷の父に対して指図するし、雷の母を叱りつけもする。 

神は、知事が老いて愚かであるのにもかかわらず、 

どうにかして民衆の傷を癒そうしているのを憐れみ、 

知事が山で祈って帰ると、 

すぐに風の様子が変わって、 

町に至る道の途中で早くも雨が降り出した。 

夜になると、 

窓ががたがたと揺れ、松や竹が騒がしく鳴る雨となり、 

朝には、 

田に白い乳のような水が流れるほどになった。 

老農がいうには、 

蝗の害と日照りの害は必ず一緒にやってくると。 

願うのは、 

たっぷりの潤いをもって蝗の残る害を掃い除いて、 

今年は豊作となって収穫物をお上に還
か え

せるようになること。 

一畝
ぽ

の田に群がる蝗はおよそ一升とか。 

町の前ではすでに八千斛
こ く

［八百万升］の蝗を穴に埋めた。 
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よくいわれるのは、 

蚕が一
い ち

眠
み ん

すると蝗はもう生じないと。 

いまや蚕は初
し ょ

眠
み ん

を過ぎたのを我々はすでに見ている。 

きっと豊年を祝う客が次々に訪れるようになるだろう。 

貴君の筆力は私の畏れるところ―― 

南朝時代の大家である鮑
ほ う

照
し ょ う

、謝
し ゃ

朓
ち ょ う

を蹴倒し、徐
じ ょ

陵
り ょ う

、庾
ゆ

信
し ん

の上にまたがろうとするほどだ。 

たまたま談笑する間にも佳篇を得て、 

それが世間に広まって、人々に吟唱される新しい型となるであろう。 

この田舎の一地方に雨が降るか降らないかくらいは取るに足りないこと。 

肝要なのは、我が君の盛んな徳が天下に普
あまね

く行きわたること。 

いつしか我が朝廷を讃える詩を作る詠み手を探そうということになったら、 

いったい誰を選ぶのか、諸君等に尋ねるまでもないだろう。 

【補足】［（1）この詩に「収穫物をお上に還
かえ

す」［原文では「明
めい

主
しゅ

に還
かえ

す」］という表

現がある。優れた為政者の庇護のもと、人民は農地を分け与えられ、平和裏に耕作に

勤しむことができるのであるから、収穫物は元来為政者に帰属するものと考えるので

ある。（2）この詩に見るように雨は降ったものの、大地を十分に潤すには至らず、そ

の後も蘇軾は繰り返し常
じょう

山
ざん

に祈りに行かなければならなくなる］ 

 

■【05-1-039】謝郡人田賀二生献花 

【解題】蘇軾の魅力の一つは、相手が皇帝であろうが一般庶民であろうが、ほとんと

姿勢を変えることなく率直にものをいうところであろう。この詩は、田
でん

員
いん

外
がい

と賀
が

秀
しゅう

才
さい

の2人が蘇軾に牡丹の花を献じた謝礼に詠んだもの。「員外」は正規の組織外のポスト、

「秀才」は科挙の一次試験に合格した者を指す語であるが、次第に本来の意味を失っ
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て、ちょっとした町の顔役を「員外」、そこそこの教養人を「秀才」と呼ぶようにも

なった。ここでもそのような意味であるのだろう。 

 

【訳文】 

町の中に住む田
で ん

君も、 

町より西に住む賀
が

君も、 

家といっても四つの壁があるだけ、 

そのような身の上を愁うことなく、 

自作の詩文を一千反
た ん

の錦のように積み重ねている。 

珍重すべき優れた作品は艱難の最後に開く―― 

そのことを体現したような牡丹を二人は贈ってくれた。 

花の色は、昨日は、雷雨と戦い、 

花の心は、今日は、春を終わらせようとしている落日に苦しんでいる。 

老いた知事はこのところ病気がちで、 

壮
さ か

んな懐
お も

いはもう灰のようになってしまった。 

そのような私のために、 

二人はこの輝く牡丹を慇懃にも手折ってくれたのだ。 

花の姿は、美しい腕が翻す紅の袖のようであり、 

花のみずみずしさは、金の樽から注がれる酒のようである。 

そこで二人に提案するのだが、 

我が頭の白髪をそっくり抜き取って、 

これらの牡丹をいっぱいに挿してみたらどういうことになるだろうか。 
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■【05-1-040】惜花 

【解題】牡丹を見て、蘇軾が杭
こう

州を想わないわけがない。それで次のような短文を添

えて「花を惜しむ」という詩を詠んでいる。 

 

【訳文】 

吉
き ち

祥
し ょ う

寺
じ

の牡丹は杭
こ う

州第一である。三年前の春、その最も盛りのときに皆で賞玩しようと集まった。金

色の盆、七色の飾りの付いた籠を、それぞれの前に置いて五十三人が座った。夜になってその一同

が帰るのを、大勢の者が沙
さ

河
が

の塘
つつみ

の上に並んで見物した。その後で同じことをする者はいなかった。

今年、密
み つ

州では、いろいろな家の庭で牡丹の花が盛りを極め、なかでも竜
り ゅ う

興
こ う

寺
じ

の僧房のひとむれが

最もすばらしい。病によって衰え、気持ちが沈む私は、牡丹を見てもなかなか興が湧いてこない。昨日

は雹が降り、無事な牡丹がどれくらい残っているのか心配でならず、大きく溜め息ばかりついている。 

 

吉祥寺に積まれた千段の錦―― 

かの年の玩賞こそはまことに盛んであった。 

「清
せ い

明
め い

節
せ つ

の日にお越しあれ」 

吉祥寺の道
ど う

人
じ ん

に誘われるがままに行ってみたのだった。 

寺に着くと、 

腰に括り付けた百面の太鼓が一斉に打ち鳴らされ、 

春の雷のようなその音とともに牡丹の花が満開となった。 

それはあたかも、 

玄
げ ん

宗
そ う

皇帝の面前で『春
しゅん

光
こ う

好
よ

ろし』の曲が奏し終わるとともに杏
あんず

の花がみな開いたのと同じであった。 

私は花を頭に載せて沙河の塘を歩いて帰ったのだが、 

すっかり酔っ払ってしまったために、 
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町の人々に笑われたのを実は覚えていない。 

そのときはまさか、 

鬢の毛がかくも抜け落ちて、 

密州の町の西の草深い古
ふ る

寺
で ら

［竜興寺］にくるようになるとは思いもしなかった。 

ここでは一人の僧が門を閉ざして手ずから牡丹を育て、 

千の枝、万の葉を巧みに剪
せ ん

栽
さ い

している。 

なかでもひとむれの花は何に似るかというと、 

瑪
め

瑙
の う

の盤に金の飾りを施した杯を載せたようであろうか。 

私はここのところ清
せ い

斎
さ い

して蔬
そ

菜
さ い

だけを食べているので、 

せっかく見にきても酒を飲まないから、 

花はおかしなことをしていると首をかしげたであろう。 

その夜に、李
すもも

の実ほどもある雹が降ったので、 

紅は損なわれ、緑は暗くなってしまったのではなかろうか。 

――ああ哀れむべきである。 

【補足】［（1）3年前の杭
こう

州の吉
きち

祥
しょう

寺
じ

での牡丹見物の折に詠んだ詩を作品番号04-1-015

で見ている。（2）清
せい

斎
さい

［身を浄める］していたのは雨乞いのためである］ 

 

■【05-1-041】和子由四首 

【解題】弟から送られてきた4首の詩に和した。 

 

【訳文】 

 其の一 韓太祝送遊太山［韓
か ん

太
た い

祝
し ゅ く

の太
た い

山
ざ ん

に遊
あ そ

ぶを送
お く

る］ 

君［弟］はたまたま郊外の野に十日ばかり出ただけのこと、 
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獄中の囚人をもう見ないですむようになったわけではない。 

塵の世を駆けまわりつつも、 

雲
う ん

山
ざ ん

の春爛
ら ん

漫
ま ん

にひたったのである。 

君は成
せ い

都
と

の濯
た く

錦
き ん

江
こ う

を偲んだりしているようだが、 

退隠する場所ならどこにだってあるではないか。 

ただ残念に思うのは、 

君が太
た い

山
ざ ん

の頂
いただき

に登って、 

夜の闇から金
き ん

輪
り ん

［太陽］が出てくるのを見なかったことだ。 

【補足】［これは、韓
かん

宗
そう

弼
ひつ

という人が太
たい

山
ざん

［泰
たい

山
ざん

］に行くのを見送った蘇轍に詩に和

したもの。蘇轍の詩には、郊外の野山で遊びつつ、故郷を想うことが歌われていたの

だろう］ 

 

 其の二 送春［春
は る

を送
お く

る］ 

夢の中でなら、 

このよき春をいつまでも追い続けていられるのだろうか。 

せめて、詩句でもって、今日の夕日とともに去り行く春を繋ぎ留めたい。 

春の盛りとは、酒闌
たけなわ

のころ―― 

悩みを抱える旅人はただ眠りたいと思う。 

春の盛りとは、花の蜜が熟すころ―― 

黄色い蜂が飛ぶのもものうげである。 

かくて芍
し ゃ く

薬
や く

も桜桃
ゆ す ら う め

も地に落ち、 

座禅の榻
い す

の上にある者の鬢
び ん

の毛も抜け落ちてしまう。 

近ごろ君は華
け

厳
ご ん

経
き ょ う

の法
ほ う

界
か い

観
か ん

について読んでいるという。 
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僕も君に教わって、 

人
じ ん

間
か ん

世
せ

界
か い

は万
ば ん

事
じ

非
ひ

であるとの嘆きを洗い去ってしまいたいと思う。 

【補足】［（1）これは、『春を送る』とう蘇轍の詩に和したもの。（2）弟も仏教に強い

関心を持っていた。「人
じん

間
かん

世
せ

界
かい

は万
ばん

事
じ

非
ひ

なり」とは、要するに、世の中は全てうまく

いかないということか］ 

 

 其の三 首夏官舎即事［首
し ゅ

夏
か

官
か ん

舎
し ゃ

即
そ く

事
じ

］ 

安石榴
ざ く ろ

は春の花の中で最も遅くに開き、 

奥深い木からちらりと赤い裙
す そ

を見せる。 

想い見るに、 

我が故郷の家は、いまのこの時期、限りなく好
よ

い。 

なのに、旅に倦んだ客
か く

子
し

はどうして帰らずにいるのか。 

昔からいう―― 

樽に酒がたっぷりある宴席にいても、憂いがないわけではない、 

「四
し

事
じ

」はいつも巧みにすれ違うようになっている。 

安石榴
ざ く ろ

を見て僕は、かえって、西
せ い

湖
こ

の畔
ほとり

のかの寺を思い出す、 

柳の深い蔭のもと、扉を閉ざして午睡したのだった。 

【補足】［（1）これは、『夏の首
はじめ

の官舎での即事
つれづれ

』という弟の詩に和したもの。（2）

「四
し

事
じ

」とは、良
りょう

辰
しん

［よいとき］、美
び

景
けい

［よい風光］、賞
しょう

心
しん

［めでる心］、楽
らく

事
じ

［楽し

いこと］で、その四者が揃うのは難しいとされた。その「四事」が揃ったのが、故郷

の家での少年時代、あるいは西
せい

湖
こ

の畔
ほとり

の寺での昼寝であった。寺での昼寝は「宝
ほう

山
ざん

昼
ちゅう

睡
すい

」［→作品番号 04-2-042］など幾つかの詩に詠まれている。（3）第四首の『李
り

昭
しょう

叙
じょ

を見送る席上で李昭叙の詩に和した』という詩に和した作品は割愛する］ 
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■【05-1-042】西斎 

【解題】密
みつ

州の住まいの西側にある部屋について詠んだ。 

 

【訳文】 

西
せ い

斎
さ い

は家の奥深くにあっても明るい。 

中に六尺の寝
ね

台
だ い

があり、 

朝そこで起きれば、十分に眠りが足りていて、 

昼にそこに座れば、一日がゆっくりと過ぎるのを感じることができる。 

ここでとろとろとした心持ちになっているのは決して酔っているのではない。 

ここにぽつんと一人でいるのは頭がおかしくなったからではない。 

竹のあたりからくる風に衣をそっと曳き上げると、 

わずかな涼しさがそろりとやってきてくれる。 

立って西側の庭を歩む―― 

草や木はささやかな香りを含み、 

柘榴
ざ く ろ

のひと枝に花が開き、 

桑や棗
なつめ

の葉がつやつやと光っている。 

鳩は、木蔭が困ってしまうくらいによすぎるのだろう、 

すっかり飛ぶのを忘れている。 

黄鳥
う ぐ い す

は、自分の美声に喜んでいるのだろう、 

のどを変化させて囀りを新しくしている。 

自然の移り変わりを観察しつつ、我が生きるありさまを顧みるに、 

万物はおのおの時を得ているのではないか―― 
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しかし、自分の生きざまはよたよたとして、一体どこに行こうとしているのか。 

【補足】［末尾の二句には深い意味があるのだろう。原文は「万物各得時、我生日皇

皇」［万
ばん

物
ぶつ

は各
おの

おの時
とき

を得
え

て、我
わが

が生
せい

は日
ひ

に皇
こう

皇
こう

］で、万物が道
みち

［宇宙の基本原理］

に従うのなら自然界も人間界も調和が保たれて事なく運行されていくものであるはず

で、自然界は確かにそうであることが目の前に見えているのだが、己は明らかに違っ

ているという思いを詠んでいるだろう］ 

 

■【05-1-043】小児 

【解題】小さな子供を詠んだ詩。題にある「小児」は三男の蘇
そ

過
か

［4歳］であろう。 

 

【訳文】 

小児は、愁いを知らない。 

小児は、私が立っても座っても衣を引っ張るので、 

私は、小児を叱ろうとする。 

妻は、小児にむしろいたずらをするよう仕向ける。 

「児
こ

というものは、もとからおろかなのです。 

 あなたさまときたら、もっとおろかなのではありませんか。 

 だって、おろかな児がおろかなことをしたからといって叱ろうとするのですもの。 

 楽しもうとなさらずに、愁いてばかり。 

 いったい何をなさりたいのですか」 

妻の言葉に、私がいつものように恥ずかしく思っていると、 

妻は盞
さかずき

を洗って私の前に置いてくれる。 

そうか、我が妻は、 
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酒代をちまちま節約しようとしたあの劉
り ゅ う

伶
れ い

の妻よりもずっと勝るのだった。 

【補足】［（1）表題は「小児」でありながら、実は妻について詠んだのだった。（2）

「劉
りゅう

伶
れい

の妻」とは、こういう話である。劉伶は大酒飲みで、あるとき、「喉が渇いて

仕方ないから酒を用意してくれ」というと、妻は酒を捨てて酒器を壊し、「飲み過ぎ

です。お体にさわります。どうかお酒を断
た

ってください」と泣いて頼んだ。蘇軾はこ

のことを、酒代を節約したと脚色している。劉伶は、「よくわかった。では神に誓っ

て断つことにする。ついては神に捧げる酒と肉を用意してくれ」といった。妻がその

ようにすると、「このわしは他でもない、酒でもって天下に名をなした劉伶様だ。一

度に一斛
こく

を呑み、二日酔いをさますのに五斗を呑む男だ」といって、神に捧げる酒を

飲んでしまった］ 

 

■【05-1-044】寄劉孝叔 

【解題】劉
りゅう

述
じゅつ

［字
あざな

は孝
こう

叔
しゅく

］に寄せた詩。劉述は王
おう

安
あん

石
せき

と考えが合わなくて江
こう

南
なん

に左

遷され、蘇軾が飢餓対策で杭
こう

州から潤
じゅん

州の間を行き来していた時期に一度会っている

［→作品番号04-3-035］。この詩は、かなりあからさまに改革を批判している。 

 

【訳文】 

皇帝は驕りたかぶった外国の悪党を懲らしめようと思い立たれた。 

銅山をことごとく掘り尽くして銅銭を鋳て軍資金を用意させ、 

三十七人の将軍を都に勢揃いさせ、 

西方に馬を走らせておのおの司令部を開けと命じられた。 

南の山では、木を伐って車の軸を作り、 

東の海では、鼉
わ に

を捕えて陣太鼓の皮とし、 
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人々は戦の準備で遅れを取るまいと、汗を流して奔走し、 

軍用品を十分に供出できなくて、処罰されてしまうのを恐れている。 

今日に至るまでに、 

村々に自衛組織を作れとの号令はまだ十分に行きわたらず、 

土地の計測を正確にする作業もなお山積みになっている。 

新たに細かく課税対象を増やして、 

ひげ根の先までも残さずに取り立てようとしたので、 

あまりの行き過ぎに、皇帝は人民を深く憐れむ詔
みことのり

を出された。 

しかし、役人は浅はかにも民衆が労苦するのを放置している。 

かねてから、私の学問は「流俗」であるとばっさり切り捨てられ、 

大勢の者が一斉にただピーピーやかましく笙
ふ え

を吹く中で、 

一人だけ正しい音を出そうとしてみたものの全く聞いてもらえなかった。 

おかしな楽曲ばかりが演奏されると、正しい楽譜はすたれてしまう。 

民衆は毎年毎年飢饉に苦しみ、 

木や草を剥いで齧り、泥を食らうありさまだ。 

今年は雪や雨がちょうど時節に合致しているのに、 

蝗
いなご

に肢が生え、翅が出てきたとの報せもある。 

私は憂いに襲われ、 

盞
さかずき

を洗って無理にも酔ってみようかと思いもするのだが、 

がらんとした部屋にあるのはからっぽの樽で、 

それを枕に寝るしかない。 

役場の厨
く り や

からはもう十日も煙が立っていないのだ。 

まして華やかに妓女が舞うような遊びは望むべくもない。 
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古くからの友人がくれる手紙への返事としては、 

まさに故郷に帰るべきときがきたと記す以外に言葉がないはずなのに、 

官服を脱ぎ棄てて、そこらの壁にでもひっかけて去って行こうとしないで、 

雀や鼠のように官の倉から米を盗み食いすることを私は続けている。 

「呉
ご

興
こ う

の長者」［劉
り ゅ う

述
じゅつ

のこと］は正しく真理をわきまえていて、 

朝廷にあって補うところが多々あったにもかかわらず、 

人が集まってこようとする都から逆に出て、 

いまでは湖と山の地の主
あるじ

となっている。 

長者の高い行いは釣り人とまじわる身となり、 

「大
た い

隠
い ん

」は必ずしも官服を脱がなくてもよいということを実践している。 

昨年お会いしたときには、 

道
み ち

を尋ねてそのごくあらましをお聞かせいただいただけで、 

十分には話せなかったので、 

官職を捨ててそちらに行って学業を遂げたいと思う。 

長者の家は呉興の霅
と う

渓
け い

のあたり、 

白い雲が羽のように広がる下にあるという。 

私は俗世間との縁が切れなくて、進退ははなはだもたついている。 

「安
あ ん

心
じ ん

」を説いた達
だ る

磨
ま

大
だ い

師
し

を思うべきなのだろう。 

【補足】［（1）この詩の初めの部分では、西方の夏
か

国
こく

との間の積年の問題を軍事力の

行使によって決着させようと皇帝が意図し、それに応じて朝廷が動いていることを批

判している。（2）劉
りゅう

述
じゅつ

が呉
ご

興
こう

［湖
こ

州］の出身であることから「呉興の長者」と呼ん

でいる。（3）「大
たい

隠
いん

」とは町の中で普通の社会生活を営みつつ、精神は隠者と同じで

あることをいう［→作品番号04-1-028の第五首］。（4）最後に唐突に達
だる

磨
ま

大
だい

師
し

が出てく
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るのは、劉述と蘇軾の間でかつて「安
あん

心
じん

」［心の安定］について話題にしたことがあ

ったりしたからなのだろう］ 

 

■【05-1-045】文与可字説 

【解題】蘇軾には、心を許せる先輩にして友人の文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］がいた［→作品番

号 03-3-014 など］。その文同の字
あざな

の「与
よ

可
か

」について蘇軾なりの解釈をほどこしたの

がこの文章。 

 

【訳文】 

『論
ろ ん

語
ご

』にはこのようにある―― 

弟子が尋ねた。 

「村人が皆、その人を好むのなら、その人はどうなのでしょうか」［人物の評価基準を問う］ 

孔
こ う

子
し

は答えた。 

「それだけでは十分ではあるまいな」 

「村人が皆、その人を悪
に く

むのなら、その人はどうなのでしょうか」 

孔子は答えた。 

「それも十分ではあるまいな。村の善
よ

い人がその人を好み、村の不
ふ

善
ぜ ん

の者がその人を悪
に く

むのには及ば

ないだろう」 

この問答に対して次のような議論がある。 

「善い人が好み、不善の者が悪
に く

むのなら、その人は君
く ん

子
し

［道徳的に優れた人］であるとするに足りると

いうことなのか」 

この問いに対して次のような答えがある。 

「それは十分ではあるまい。孔子は問いに応じて、尋ねた者にわかるように、何をもって賢
け ん

とするのかを
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答えたまでだ。村に君子がいれば、君子は善き人を推奨し、不善の者を心の内で恥ずかしく思うであ

ろう。それだけのことなので、君子がどうして不善の者から悪
に く

まれたりするだろうか。君子は人を悪
に く

まない

し、人から悪
に く

まれもしない。孔子の弟子の子
し

夏
か

は自分の弟子にこういったという。『交わってもよい人と

は一緒にいるけれど、交わってはならない人と一緒にいるのは拒絶する』。そのことを告げた子夏の弟

子に向かって、孔子の弟子の子
し

張
ち ょ う

はこういった。『君子は賢を尊ぶとともに、多くの人を容
い

れる。善をな

す人をよしとするとともに、それができない人を哀れに思う。私がもしも大賢の者であるのなら、人との交

わりで容
い

れないことはないだろう。私がもしも賢ならざる者であるのなら、人が私を拒絶するであろう。だ

から、私から人を拒絶するようなことはない』。つまり、子張がいったのは、交わってもよい人と一緒にい

て、交わってよろしくない人は自分からは遠ざけておくということなのではないのだろうか」 

それに対して重ねて問うのは、 

「交わってよろしくない人は自分からは遠ざけておくというのは、交わりを拒絶するよりもはなはだしいのでは

なかろうか。子張もつまりは拒絶したのではないか」 

「いや、子張に拒絶する気持ちなどありはしない。もしも拒絶する気持ちがあるのなら、天下の人は結

局は避けようとするであろうから、一体誰とともに一緒にいられるというのか」 

「しかし、孔子は孺
じ ゅ

悲
ひ

という人の面会を断ったではないか。これは拒絶ではないのか」 

「孔子は病気を理由に孺悲とは会わなかった。そのとき、取次の者がその断りを孺悲に告げている最

中に、孔子は楽器を弾かせて歌い、実は病気ではないことを相手に知らせた。それはつまり、会わな

い理由が孺悲の方にあることをわからせようとしたのであって、拒絶したのではないのだ。拒絶する気

持ちがないのだから、交わってよい人となら一緒にいるのである。孔子も子張も同じなのだ」 

吾が友の文
ぶ ん

君は名を同
ど う

といい、字
あざな

を与
よ

可
か

という。「与可」とは子夏の言葉にある「交わってもよい人と

は一緒にいる［可
．
者与

．
之］」からとったものであるから、ある人は文同に、 

「君は子夏と同じ考え方なのか」 

と、尋ねた。 
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文同は答えた。 

「そうではない。子夏の言葉に基づくとはいえ、与
と も

にいるという方をとって、拒むという方はとっていない。

実は子張と同じなのだ」 

文同の人となりは、道を守って勢
せ い

を忘れ、義を行って利を忘れる。徳を修めて名を忘れ、不義を為すこ

とはなく、どれほどの俸禄を差し出されようと顧みることはない。しかも、人を悪
に く

むことはないし、また人から

悪
に く

まれることもなない。だから、与可は子張なのである。 

【補足】［（1）何やらごちゃごちゃして話の筋が見えにくいが、要するに、君子はい

かなる交わりを人と結ぶべきかについてあれこれ思索を巡らせて、それと「与
よ

可
か

」の

意味と結び付けて解釈しているのである。改革が強引に推し進められて以降の官界の

ありさまを見るに、道義を守るよりも時の権勢に靡き、正義を行うよりも利益に走り、

身に徳を修めるよりも一時期の名声を求め、俸禄を得るためなら不義をも為すような

者が目に付くようになった［つまり、蘇軾が改革を批判して、いまは「風俗を厚くす

る」［→作品番号 03-2-009］ことが肝要であると指摘したのが的中した］ので、ことさ

らに文同の人柄が慕わしく思われたのだろう。（2）名や字
あざな

は何らかの思いを篭めて付

けられるものだ。蘇軾の父の蘇
そ

洵
じゅん

はいかなる思いで息子に軾
しょく

と轍
てつ

の名を付けたのか

ということを書いた文章を作品番号01-2-008で見ている］ 

 

■【05-1-046】与霊隠知和尚 

【解題】杭
こう

州の霊
れい

隠
いん

寺
じ

の雲
うん

知
ち

和
お

尚
しょう

に送った手紙。霊隠寺は作品番号04-2-053などで見

ている。 

 

【訳文】 

私はしばらく銭
せ ん

塘
と う

［杭
こ う

州］に滞在し、寝食を湖
こ

山
ざ ん

の間で過ごし、時に仏説について聞くことがあり、見開
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かせられることが多くありました。とりわけ霊
れ い

山
ざ ん

道
ど う

人
じ ん

［雲
う ん

知
ち

和
お

尚
し ょ う

のこと］とは前世からの縁があったかのよ

うに感じたものです。お別れしてからすでに一年を経て、夢にも見ることがありますのは、きっと深く知り合

ったために忘れ去ることができないからなのでしょう。 

杭州から余
よ

簿
ぼ

君がきて、天
て ん

竺
じ く

寺
じ

の僧呂や俗人の手紙を百通余り受け取り、皆が私のことを思ってく

れている気持ちや、杭州の民衆が私のことを忘れずにいることなどが記されていました。私には何の取

り柄があるわけでもないのに、杭州との縁がまだ切れてはいないということなのでありましょうか。次の任

地として湖
こ

州や明
め い

州を求めて、西
せ い

湖
こ

にしばし留まって、日ごろの思いを遂げたいものです。…… 

【補足】［蘇軾がいかに杭
こう

州を好んでいたのかがよくわかる手紙である。縁が切れて

いなかったことは、ずっと後の章で見ることになる］ 

 

■【05-1-047】祭常山神祝文 

【解題】この年は雨が少なく、5月には旱魃の様相を呈し、蘇軾はまた常
じょう

山
ざん

の神［→

作品番号05-1-037］に雨を祈った。 

 

【訳文】 

私の不徳のために順調な天候を導くことができず、災厄を防ぐには、神のお力を求めるほかはありませ

ん。神よ、私の不才を憐れみ、その勤勉さをよしとされますように。常
じ ょ う

山
ざ ん

の神に願っておよそ応えてくださら

ないことはなく、かつて神のもとに詣でましたときには、退いて三日のうちに雨があまねく降り、町から百

里の範囲で蝗
いなご

が生じることがありませんでした。私も民衆も、これは神の徳によるものだと思わなかった

者はいなかったのでした。しかし、そのひと雨の後には、月を超えて雨が続くことがなく、百里の遠方にお

いて蝗の幼虫が初めて発生しました。神が先の願いに応じてくださりながら、後でこのようになったのは、

近くは憐れみ、しかし遠方は憐れまないということなのでありましょうか。これはきっと私が知事の職に適う

者ではなく、政治が的外れで、民心を乱してしまっているために、神も恵みを与えようがないからなので
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ありましょう。我が州の民は、ここのところ毎年飢えに苦しみ、いまはようやく命を繋いでいるところで、これ

でまた稔ることがなかったならば、もはや土地を離れて流浪の民となってしまうでありましょう。聡明なる神

におかれては、私が不才であることにはどうかこらえて、民衆を救ってはいただけないでしょうか。この夏

の麦がいよいよ稔るときを迎え、このままでは秋の収穫が枯れてしまうかもしれません。どうか雨をもたら

し、虫の害を払って、秋の恵みをもたらしてくださいますように。かくて九月には人々がそろって神のもとに

詣でて、お礼が申し上げられますように。 

【補足】［前回雨を祈ったときと比べて随分と低姿勢なのは、状況がそれだけ深刻化

したからなのだろう］ 

 

■【05-1-048】孔長源挽詞二首 

【解題】孔
こう

子
し

の四十七世の孫である孔
こう

延
えん

之
し

［字
あざな

は長
ちょう

源
げん

］の挽歌。孔延之は官界の先

輩で、1年ほど前に 61歳で亡くなっている。その死を悼む詩を蘇軾がこの時期に詠ん

だ経緯はわらかない。 

 

【訳文】 

 其の一 

公
こ う

［孔
こ う

延
え ん

之
し

］は若いときに、 

その才気は当時天下に第一とされた。 

公は晩年において、 

その節義はただ一人だけが守る貴いものであった。 

昔、韓
か ん

愈
ゆ

は孔
こ う

子
し

三十八世の孫の墓誌銘を作り、 

孔子の子孫としてまことに適う人であったと讃えた。 

公もまたその通りである。 
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昔、蔡
さ い

邕
よ う

は郭
か く

泰
た い

の碑文を作り、 

これまで数多くの碑文を書いたけれど、 

どれほど褒め言葉を並べても一切恥じることのないのはこの文章だけだといった。 

公の場合もまたその通りである。 

公は南方［広
こ う

州］に赴任したときに、 

その地の知事の不善を暴いた者が獄に繋がれていたのを解放し、 

その知事を罰した。 

公は東方［越
え つ

州］に赴任したときに、 

そこで塩
え ん

法
ほ う

［塩を国家の専売とする法］が実施されないのは公が止めているからだと告発され、 

知事職を解かれて都に呼び戻された。 

我等が仰ぎ見るべき先人はいま幾人が残っているのか。 

己の義を貫かれた公であるから、 

恨むことはしないけれども、 

時の流れをひたすらに悲しむのである。 

【補足】［孔
こう

延
えん

之
し

は、この詩に詠まれているように、改革派に嫌われて越
えつ

州を去って

都へと向かい、その途中で杭
こう

州に立ち寄り、有
ゆう

美
び

堂
どう

で詩を詠んだ。それは煕
き

寧
ねい

6年

［1073年］11月であったと推定されていて、蘇軾はそのころに湖
こ

州に出張していた

ので、孔延之と会ったかどうか定かではないが、孔延之の詩に基づいて次の第二首を

詠んでいる］ 

 

 其の二 

公はかつて杭州の小
し ょ う

堰
え ん

門
も ん

にほど近い柳の木に船を繋いだ。 

公が呉
ご

山
ざ ん

の有
ゆ う

美
び

堂
ど う

で宴を開いたときには、月光が筵
むしろ

を照らし、 
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夜中には、銭
せ ん

塘
と う

江
こ う

を遡る潮が千の巌に当たる音が響いた。 

そのとき公は詩を詠み、 

その句は翌朝にはもう万民の間に伝えられた。 

ところが、思いもかけず、公は寿命の長きを全うできず、 

日が傾くようにしてたちまち亡くなったとの報せに、 

私は驚かされた。 

公の無窮の業績も墓地に納められてしまう。 

南を見つつこの詩を作って、牋
か み

に涙がしたたり落ちる。 

 

■【05-1-049】寄呂穆仲寺丞 

【解題】呂
りょ

仲
ちゅう

甫
ほ

［字
あざな

は穆
ぼく

仲
ちゅう

］に寄せた詩。呂仲甫とは杭
こう

州で親しくしていた［→作

品番号04-2-023など］。 

 

【訳文】 

杭
こ う

州の孤
こ

山
ざ ん

の寺の門前には、 

すぐそこにまで水が迫る。 

私がその寺に行っていつも最初に見たのは、 

貴君が酔って書いた墨の痕だった。 

杭州には一人の役者がいて、貴君の真似をするのを得意としていた。 

貴君が杭州を去ってしまった後でも、その役者がいると、 

いまも貴君が談笑し、あるいは規律を正そうとしていると思えた。 

先に杭州を去った貴君は、いまは塵埃の降る都の道を踏んでいる。 

後から杭州を去った私は、いまは桑や棗
なつめ

を産する村を訪ねている。 
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首
こうべ

を回
め ぐ

らせば、西湖
せ い こ

は真に一場の夢。 

しかし、もういうまい―― 

心の火が消えて灰になっただとか、髪が抜けて白くなっただとかは…… 

【補足】［（1）この詩にあるように、呂
りょ

仲
ちゅう

甫
ほ

は蘇軾よりも先に杭
こう

州を離れて都に行っ

ていたのである。（2）この詩にある「回首西湖真一夢」［首
こうべ

を回
めぐ

らせば西
せい

湖
こ

は真
しん

に一
いち

夢
む

］は印象的である。蘇軾は杭州の風光を深く愛していたのである］ 

 

■【05-1-050】答陳述古二首 

【解題】これは、都にいる陳
ちん

襄
じょう

［字
あざな

は述
じゅつ

古
こ

］から送られてきた詩に答えたもの。陳

襄はかつて杭
こう

州知事を努め、蘇軾とはすこぶる信頼関係が厚かった［→作品番号 04-2-

033など］。 

 

【訳文】 

 其の一 

密
み つ

州は山
さ ん

東
と う

第二の州であるとか。 

棗
なつめ

の林、桑の入り江に、春を尋ねる遊びにはまだ行けていない。 

町の西には千もの紅い牡丹があるとか。 

あわれにもさらに老いた私の髪に挿されたのでは、 

花はますます恥ずかしがるだろう。 

【補足】［蘇軾は杭
こう

州で、牡丹は老人の頭に載せられるのを羞
はじら

う、と詩に詠んでいた

［→作品番号04-1-015］］ 

 

 其の二 
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萼
が く

を破って小さな桃の花が開いたばかりのときには、 

まるで春の風にも耐えられないような風情がある。 

それはまさしく、美しい女性たちが居並ぶ中でも第一のあの人。 

知事殿が杭
こ う

州を去ってしまってからは、 

その人の舞いの着物にも扇にも塵が積もってしまっているとか。 

【補足】［これは、杭
こう

州で陳
ちん

襄
じょう

が贔屓にしていた妓女のことを詠んだ戯れの詩であ

る。気心の知れた間柄なので、このような詩を作りもしたのだろう］ 

 

■【05-1-051】懐西湖寄晁美叔同年 

【解題】これは、晁
ちょう

端
たん

彦
げん

［字
あざな

は美
び

叔
しゅく

］が杭
こう

州に赴任すると聞いて寄せた詩。晁端彦

は同じ年に科挙に合格した「同年
どうねん

」の間柄［→作品番号04-2-095］。 

 

【訳文】 

西
せ い

湖
こ

は天下一の景勝地。 

そこに遊ぶ者は、 

賢かろうが愚かだろうが、あるいは浅くあるいは深くそれぞれに得るところがあり、 

しかも誰もその全てを知ることができない。 

ああ、私はもとからおかしなくらいに真直ぐで、 

世間から早 と々棄てられてしまった。 

だからこそ杭
こ う

州の山水の楽しみをもっぱらにすることができたのだから、 

むしろ天からその機会を授けられたのだろう。 

三百六十の寺を奥深く訪ねて一年を使い果たし、 

行けばどこにでも妙所があった。 
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それは心に知っても、口で伝えるのは難しく、 

いまになっても夢に見て、目覚めた後もありありと目にも耳にも残る。 

貴君は朝廷から杭州に派遣されることになり、 

その風采の輝きに杭州の雲も霞も融かされてしまうだろう。 

清らかな流れも険しい山も、 

貴君のために特にそうするかのように、 

麗しくその姿を見せることだろう。 

貴君にお勧めするのは―― 

従者を退け、寺で僧
そ う

榻
と う

を借りてしばらく眠ってから、 

私が壁に書いた詩を読み、 

清涼な空気に日頃の煩わしさを洗い流した後で、 

道のあるなしによらず、心の赴くままに歩むこと。 

そうすれば、古
いにしえ

の「漁
ぎ ょ

父
ほ

」のような人が、葦の間を自在に行くのに出会うであろう。 

もしその人に道を問うて会得するところがあったならば、 

どうか魚を値切って買うような野暮なことだけはしないでくれたまえ。 

【補足】［（1）「同
どう

年
ねん

」の友に向けて率直に心情を吐露している。（2）初句の「西湖天

下景」［西
せい

湖
こ

は天
てん

下
か

の景
けい

］で、蘇軾がいかに西湖を好んでいたかがわかる。（2）第5句、

第 6 句の「嗟我本狂直、早為世所捐」［嗟
ああ

我
われ

は本
もと

より狂
きょう

直
ちょく

、早
はや

く世
よ

の為
ため

に捐
す

て所
られ

る］

も印象的である。（3）「漁
ぎょ

父
ほ

」は中国の文化史においてかなり特徴的なキャラクター

として異彩を放ち、舟に乗って自由にどこへでも行く孤独の漁父は詩にも画にしばし

ば登場する。漁父のイメージの決定版ともいえるのが唐
とう

の柳
りゅう

宗
そう

元
げん

の『漁
ぎょう

翁
おう

』の詩で

ある。次の詩に描かれているような漁父と会い、脱俗的な会話を交わしておきながら、

別れ際に「ところで、その魚、なんぼ？」とかいったら台無しであろう］ 
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【訳文】 

柳
り ゅ う

宗
そ う

元
げ ん

：『漁
ぎ ょ

翁
お う

』 

漁翁夜傍西巌宿、［漁翁は、夜には西の巌
いわお

に舟を寄せて眠る］ 

暁汲清湘燃楚竹。［暁には清らかな水を汲み、竹を燃やして朝飯を支度する］ 

煙銷日出不見人、［朝靄が消えて日が昇るころには、その人の姿はもうない］ 

欸乃一声山水緑。［棹をさす声がどこかで一つ響くと、あとは山と川の緑があるだけ］ 

迴看天際下中流、［漁翁はすでに天の涯を顧みつつ、中流を下っている］ 

巖上無心雲相逐。［もとの巌の上では、心を持たない雲が追い掛け合っているのである］ 

 

■【05-1-052】張安道楽全堂 

【解題】恩人の張
ちょう

方
ほう

平
へい

［字
あざな

は安
あん

道
どう

］［→作品番号 03-4-015］に寄せた詩。張方平は楽
らく

全
ぜん

堂
どう

という建物を作り、「楽
らく

全
ぜん

堂
どう

居
こ

士
じ

」と称した。 

 

【訳文】 

「楽
ら く

全
ぜ ん

」［百パーセントの楽しみ］とは何であろうか。 

列
れ つ

子
し

はふわりと風に乗ってどこへでも行けたから、 

なかなか結構な楽しみを自在にした。 

しかし、荘
そ う

子
じ

は、汲々
きゅ うき ゅう

として風に頼っておるではないかと列子を批判した。 

世の中が非常に厳しかった時代に、 

酒や琴に逃れて己の生命を保全しようとした者がいた。 

己の生命を全て尽くせたからといって、 

それだけでは「至
し

楽
ら く

」［百パーセント超えの楽しみ］とはいえないだろう。 
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釈迦
し ゃ か

の弟子の維
ゆ い

摩
ま

詰
き つ

は病気になり、 

己の命を全て尽くせたわけではなかったのだが、 

何もない部屋で悠然と過ごし、 

それは「至楽」に近かったのではないだろうか。 

楽
ら く

全
ぜ ん

居
こ

士
じ

殿は天から与えられたものを全
まっと

うしようと、 

かつては飲んでいた酒をやめたし、琴は初めから持っていない。 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

は弦のない琴を抱いて最高の音を楽しんだと聞くが、 

無弦の琴よりもそもそも琴が存在しない方がより完全なのではなかろうか。 

楽全居士殿は天より英雄としての素質を与えられ、 

まさしく竜や鳳凰の姿を具え、 

自ら発する輝きでまわりの魚や鳥を照らし出し、 

朝廷に座っていれば、北方や西方での紛争も談笑する間に片が付いてしまう。 

ところが、老いてからはもっぱら帰ることばかりを思い、 

私に細 と々手紙に書き、詩を添えて送ってこられた。 

それでお尋ねするのは、 

「楽しみを百パーセントにするとは何を百パーセントにするのでしょうか」 

荘子はこういうことをいっている―― 

百パーセントを求めようとすれば必ず欠けたところがある、 

もとより百パーセントを求めなければ欠けるところはない。 

【補足】［（1）蘇軾には、もしかすると、自分の楽しみを百パーセントにすることを

求めるよりも、民の楽しみを百パーセントにするよう努めてほしいと、張
ちょう

方
ほう

平
へい

に期待

するところがあったのかもしれない。（2）「北方や西方での紛争」は先の劉
りゅう

述
じゅつ

に寄せ

た詩［→作品番号 05-1-044］の冒頭にあったように、皇帝が外で軍事行動を起こそう
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としていることに関連している。後に張方平は、戦争に反対する意見書を皇帝に提出

する］ 

 

■【05-1-053】祭魏国韓令公文 

【訳文】蘇軾が8歳のときに憧れた4人のスーパースターの1人の韓
かん

琦
き

がこの年の6

月24日に亡くなった。韓琦の霊を祀るこの文章は、遥か後に定
てい

州知事として赴任し

たときに書いたものであるとの推測されてもいるが、ここで読んでおこう。 

 

【訳文】 

……［前半では、荘重な言葉を並べて韓
か ん

琦
き

を讃えている］…… 

六月甲
こ う

寅
い ん

［二十四日］、公
こ う

はもはや禄を受けることがなくなり、我等は天下を支える名臣を失ったのだ

った。我等の民を、これからは誰が教え導くのか。我等の子孫を、これからは誰が保護するのか。巍
ぎ

巍
ぎ

堂
ど う

堂
ど う

たる公のようなお方はもういないのだ。公が亡くなられ、我等には太陽がなくなった。慟
ど う

哭
こ く

涕
て い

流
り ゅ う

して、いくら嘆いたところで及ばない。昔、我が父が都で亡くなったとき、公は二首の詩を作って、父のし

たことのあらましを詠んでくださった。父の文は古典を追い、古代の聖王について論じたと、公がひと言

述べてくださったことで、それからは誰も敢えて父のことを評じ直しはしなかった。公の恩は不肖私にも及

び、国士のように見なしてくださり、私自身が知らないところまでも公は見ていてくださった。父も私も弟ま

でも公の門から世に出ることができたのだった。公は何ら報いを求めることもなく、私はその恩を深く思

い、涙を流して公がもうおられないのをただただ哀しむのである。公の霊に供える肉は俎の上にあり、酒

は樽の中にある。公はすでに天に帰ってしまって、私の言葉はそこには届かない。嗚呼
あ あ

哀しいではない

か。 

【補足】［韓
かん

琦
き

は詠んだ蘇
そ

洵
じゅん

の挽詞の結びの句は、「父子尽賢良」［父
ふ

子
し

は尽
ことごと

く賢
けん

良
りょう

］で、儀礼的な誉め言葉であったとしても、雲の上の人のように思っていた韓琦か
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らそのような言葉をもらって、蘇軾はいつまでも感謝の念を持ち続けていたのであ

る］ 

 

■【05-1-054】余主簿母挽詞 

【解題】余
よ

主
しゅ

簿
ぼ

という人の母の死を悼んだ詩。主簿は役職の名称。この余主簿はもし

かしたら作品番号05-1-046にあった「余
よ

簿
ぼ

」と同一人物であるのかもしれない。 

 

【訳文】 

閨
け い

庭
て い

［家庭］にある蘭
ら ん

玉
ぎ ょ く

［優れた母］は、 

郷里を明るく照らし出し、 

たとえ貧しくても余りある楽しみがあると、 

昔からいわれている。 

母は家にあって先祖に食を供えるだけでなく、 

よき息子を育て、よき嫁を選ぶのである。 

そのような母の乗る車が、 

たちまち仙
せ ん

府
ぷ

へと帰ってしまい、 

ただ高い木々だけが旧い廬
いおり

を囲んでいる。 

昔、老
ろ う

萊
ら い

子
し

は七十二歳になっても、 

幼児の服を着て父母を喜ばせたという。 

余
よ

君は、郷里に帰って、 

千斛
ご く

の涙を裾に灑
そ そ

ぐことであろう。 

 

■【05-1-055】張文裕挽詞 
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【解題】挽詞が続く。これは前の年に八十歳で亡くなった張
ちょう

掞
えん

［字
あざな

は文
ぶん

裕
ゆう

］の死を

悼んだもの。張掞とは、蘇軾が都にいたときに若干の交流があったようである。 

 

【訳文】 

張
ち ょ う

公
こ う

の高才は朝廷において右に出る者がなく、 

その徳のほんの余りで政事をよく行ったのだった。 

お会いするたびに、魏
ぎ

の曹
そ う

植
し ょ く

にも匹敵するような句を聞くことができ、 

いまに伝わるのは、晋
し ん

の魏
ぎ

華
か

と同じく宝物とされる書
し ょ

である。 

済
さ い

南
な ん

は昔から名士が多く輩出するところ、 

しかしまた新たに一人が亡くなってしまった。 

かつて張公は恵政を行った蜀
し ょ く

の地では、 

すでに公の祠を建てて祀っている。 

私は西に向かう風に寄せて、 

張公の廬
いおり

を囲む高い木々に、 

二筋の涙を寄せようと思う。 

【補足】［（1）曹
そう

植
しょく

と魏
ぎ

華
か

は、それぞれ詩と書の名手である。（2）上の詩でもこの詩

でも、旧居を高い木々が囲っているというイメージを詠んでいる。高い木々は長く家

が繁栄する象徴である］ 

 

■【05-1-056】次韻劉貢父李公択見寄二首 

【解題】劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ほ

］と李
り

常
じょう

［字は公
こう

択
たく

］から送られてきた詩に次韻した。二

人とも以前からの友人で、劉攽が李常の草書を見てからかったエピソードを作品番号

03-3-022 で見ているように、二人の仲はよかった。湖
こ

州知事を務める李常［→作品番
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号04-3-076］のもとに劉攽が訪れて二人で詩を詠んだのだろう。 

 

【訳文】 

 其の一 

白髪となった二人の旧い友人が顔を合わせた。 

二人の眼は、幾度となく時事が新たになったのを見た。 

曲の調子が高くなると唱和する者が少なくなり、 

議論の調子が高くなると理解できるものが少なくなるという。 

李
り

公
こ う

は湖
こ

州周辺で飢饉が続いているために好い詩を歌い上げるひまがない。 

劉
り ゅ う

公
こ う

は細君を亡くしたばかりで夜長に親しく語る相手がいない。 

私はといえば、思い煩うことはなく、 

誰にも負けないくらいによく眠り、 

鼻息は雷鳴のごとく四方を揺り動かすのである。 

 

 其の二 

誰が私に勧めてここにこさせたのか。 

絃管の楽器は使われずに苔が生え、米櫃には埃しかない。 

酒は唇を濡らすだけで、蓄えはわずかしかない。 

蝗
いなご

が人の顔を打つほどに飛びまわり、すでに三回にわたって退治した。 

刀を磨いて谷に入り、盗賊となった者を追うこともある。 

町を回って、涙をこぼしつつ捨て子を拾うこともある。 

地方の町を治めるのはまことに歓びが少ない。 

しかし、それでも嘆くには及ばない―― 
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塵にまみれて都の道を往来していたころに比べたならば…… 

【補足】［（1）第一首では、思い煩うことなくよく眠っていると詠んでいたが、実態

はそれとは異なっていた。（2）密
みつ

州では捨て子が多く、蘇軾は民間の力を借りて、捨

て子を養うシステムを作った。詳しくは次の章で記述される］ 

 

■【05-1-057】祭常山回小猟 

【解題】この年は依然として雨が少なく、蘇軾はまた常
じょう

山
ざん

の神を祀って降雨を祈っ

た。その帰りに、ちょっとした狩猟をしてこの詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

青い覆いのある車を黒い旗が先導する。 

黄色い茅の繁る岡の下で、 

長い囲みを作る。 

風を受けて馬は、前脚を何度も跑
あ が

いて勇み立つ。 

蒼い鷹が地を掠めて飛び、逃げる兔を追いかける。 

振り返ると険しい常
じ ょ う

山
ざ ん

の上に白い雲が湧いている。 

我が衣には数々の紅葉が落ちかかってくる。 

晋
し ん

の時代に書記の謝
し ゃ

艾
が い

が将軍に抜擢されると、 

白扇をもって軍を指揮して大きな戦功を挙げたというから、 

今日のこの姿を皇帝がご覧になったなら、 

この私もまたきっと用いられるであろう。 

 

■【05-1-058】江神子 
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【解題】「密
みつ

州で猟に出る」と添え書きのある詞。上の詩と同じときの作で、内容も

共通している。 

 

【訳文】 

老夫聊発少年狂。［老人はにわかに少年のような物狂い］ 

左牽黄、［左手に黄色の犬］ 

右擎蒼。［右手に蒼い鷹］ 

錦帽貂裘、［錦の帽子に貂
て ん

の裘
コート

］ 

千騎巻平岡。［低い岡を取り巻くのは千の騎馬］ 

為報傾城随太守、［報せが走って知事に随う町中の人 ］々 

親射虎、［知事自ら虎を射るのは］ 

看孫郎。［まるで孫
そ ん

権
け ん

を見るかのようですぞ］ 

 

酒酣胸膽尚開張。［酒たけなわにして開いてみせる胸の内］ 

鬢微霜、［鬢にまじる白髪］ 

又何妨。［それもまたよかろう］ 

持節雲中、［皇帝の命令を受けて行く国境の地］ 

何日遣馮唐。［いつの日か漢
か ん

の大将軍のように］ 

会挽雕弓如満月、［よし引いてみせよう満月のようにこの弓を］ 

西北望、［西北を望んで］ 

射天狼。［天
て ん

狼
ろ う

星
せ い

を射るのですぞ］ 

【補足】［（1）冒頭の「老
ろう

夫
ふ

」は蘇軾自身のこと。千の騎馬とか城を傾けて知事に随

うとか歌っているのは実景ではなく、三国志の英雄の孫
そん

権
けん

のようだと見栄を切ってみ
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せるのはむろん遊びである。（2）詞は酒席において主として男女の情愛を歌うものと

して、詩とは別の世界を形成してきた。これまでに見てきた蘇軾の詞もその延長線上

で軟らかな情を歌うものであった。この詞は一転して勇壮な猟の場面を歌い上げ、詞

の世界を広げようとするものだった］ 

 

■【05-1-059】与鮮于子駿 

【解題】鮮
せん

于
う

侁
しん

［字
あざな

は子
し

駿
しゅん

］に宛てた手紙。鮮于侁は作品番号04-2-002で見たよう

に蜀
しょく

の地で官職に就いていた。この手紙では、上に見た『江
こう

神
しん

子
し

』の詞について書い

ている。 

 

【訳文】 

……送ってくださった詩文は、いずれも蕭
し ょ う

然
ぜ ん

として遠く古
いにしえ

の風味があります。この風味は長らく絶えてしま

ったもので、いまの世俗の人々の耳目に供しても疎んじられてしまうことでしょう。私は時間のあるときに

独りで拝見しており、まだ誰にも見せておりません。これを愛する者が少ないのを知っているからです。 

拙詩をお求めでありますが、手を動かすまいとしているわけではなく、作らないことは決してないのです

が、とにかく暇がありません。ただ、近ごろ小詞を作りまして、柳
り ゅ う

七
し ち

郎
ろ う

［柳
り ゅ う

永
え い

］の風味こそはありませんが、

これもまた一家をなすものでありましょうか（笑い）。数日前に郊外で猟をして、非常にたくさんの獲物が

ありました。それでこの一篇を作り、密
み つ

州の男どもに、手を叩き、足を鳴らし、笛を吹き、鼓を打って歌わ

せましたところ、すこぶる壮観でありました。この写しをみて、どうぞお笑いください。 

【補足】［（1）柳
りゅう

永
えい

は蘇軾よりも一時代前の詞の名手で、井戸端で女たちが柳永の詞

を歌わない日はないといわれたほどに非常にポピュラーな作詞家であった。柳永は科

挙を受験したのだが、仁
じん

宗
そう

皇帝が「このような軟弱な詞を作る者は我が朝廷には不要

だ」とのひと言で不合格になったという伝説があり、晩年に至ってようやく小さな官
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職を得られただけで、官界では不遇であった。（2）この手紙で面白いのは、鮮
せん

于
う

侁
しん

の

詩文は古風であるとして、蘇軾は敢えて自分の新しい詞を添えて送っていることであ

る。古典を学びつつも、新たな表現の可能性を切り拓くことが肝要なのであろう。妓

女が軟らかく歌うのが普通であるとされてきた詞を、がさつな男どもに勇ましく歌わ

せたとあるのは、蘇軾の一種の自負を示すものであろうが、こうなるともはや詞では

ないと批判する人もむろん大勢いた］ 

 

■【05-1-060】和梅戸曹会猟鉄溝 

【解題】これも猟を詠んだ詩。上の作品と同じときの作であろう。猟は鉄
てつ

溝
こう

水
すい

［→作

品番号 05-1-020］のあたりで行われ、密
みつ

州の役人である梅
ばい

君が詩を詠み、それに和し

た。猟で梅君も趙
ちょう

君も獲物を射ることができなかったことをネタに詩を構成している。 

 

【訳文】 

趙
ち ょ う

君、梅
ば い

君は山
さ ん

西
せ い

の出身なのか。 

山西は昔から猛者
も さ

が出ることで知られている。 

貴君らのような文官であっても、 

いざとなったら命がけで城を守るくらいのことはする。 

この界隈では盗賊が多く出没し、 

近ごろさらし首にされた者たちはまだ土に埋められていない。 

盗賊の親玉は討っても、 

草の根に潜む狐や兎までは驚かさずともということはあるかもしれない。 

その昔、大酒呑みで有名な趙さんやら、 

詩が得意で妻子を棄てて姿をくらました梅さんやらがいたけれど、 
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諸君等はよもやそっちの仲間ではあるまい。 

かつてある大臣は、美人の妻を娶ったものの、 

妻は夫の顔があまりにも醜かったので三年の間全く口をきかなかった。 

その大臣が妻の前で雉を仕留めると、 

妻は初めて笑って夫と言葉をかわした。 

諸君等もこれで何も射ずに帰ったのでは、 

家で待つ美しい奥方にそっぽを向かれてしまうのではないのかな。 

【補足】［全体として楽しい戯れの詩なのだが、盗賊を捕えてさらし首にしたことが

詠み込まれているのは穏やかではない。作品番号 05-1-019 で見たように密
みつ

州周辺では

盗賊が横行していた］。 

 

■【05-1-061】雨中花慢 

【解題】これは一転して和
なごや

かな詞。「密
みつ

州に至った当初は、旱
かん

魃
ばつ

や蝗
こう

害
がい

の対応で月を

累
かさ

ねて潔
けっ

斎
さい

しなければならず、春の牡丹が盛んに開くときに、一度も鑑賞できなかっ

た。九月に至って、千
せん

葉
よう

［牡丹の一種］の一枝に花が開いたので、雨の中に酒を置い

て花を見てこの詞を作った」と、添え書きがある。 

 

【訳文】 

今歳花時深院、［今年の花のときは建物の奥深くにいて］ 

尽日東風、［春風の吹く日にも］ 

蕩漾茶煙。［茶の煙がただようなかにいたのでした］ 

但有綠苔芳草、［苔や草が伸びあがり］ 

柳絮楡銭。［柳
り ゅ う

絮
じ ょ

が飛び、楡
に れ

の葉も出てしまいました］ 
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聞道城西、［聞けば、町の西のあたりで］ 

長廊古寺、［長い廊下のある古い寺は］ 

甲第名園。［近隣第一の名園である、と］ 

有国艷帯酒、［国
こ く

艷
え ん

［牡丹の一種］は酒を帯びたような色合い］ 

天香染袂、［天
て ん

香
こ う

［牡丹の一種］は袂を染める風情で］ 

為我留連。［私のためにまだ花を留めている、と］ 

 

清明過了、［清
せ い

明
め い

節
せ つ

も過ぎてしまって］ 

残紅無処、［どこにも紅
くれない

の残るところはなくて］ 

対此涙灑尊前。［涙を灑
そ そ

ぐしかありませんでした］ 

秋向晩、［秋の暮れに向かうころ］ 

一枝何事、［どうしたことか一枝だけが］ 

向我依然。［私に向かって春と同じようになったのです］ 

高会聊追短景、［貴重な出会いは短い日と競い］ 

清商不仮余妍。［秋の風は美しさを余すまいとします］ 

不如留取、［ならば摘み取ってしまいましょうか］ 

十分春態、［この春の姿は］ 

付与明年。［また来年のものとして］ 

 

■【05-1-062】後杞菊賦 

【解題】これは杞
くこ

や菊を食べることを歌った賦
ふ

。賦は韻文の一つの形式で、問答によ

って構成されるのが特徴となっている。作品を作った経緯を記した序文が付いてい

る。 
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【訳文】 

叙
じ ょ

 

唐
と う

代
だ い

の天
て ん

随
ず い

生
せ い

［陸
り く

亀
き

蒙
も う

の号］はいつも杞
く こ

と菊を食べていると書いている。「夏の五月に及ぶころに

は、枝の葉は成長して硬くなり、気味が苦く渋くなる」。それでも食べ続けていた。それで『杞
き

菊
き く

の賦
ふ

』を

作って、自分の気持ちを慰めたのだった。 

私は以前はここに書いてあることを疑っていた。いかに士
し

が不遇となって、窮乏に迫られたからといっ

て、飢餓の余り草木を噛んだというのは、あまりに過ぎたことではないかと思ったのである。 

私は仕官して十九年、家は日々にますます貧しくなり、衣食に供せるものは以前に及ばなくなってしまっ

た。膠
ろ う

西
せ い

［密
み つ

州］の知事に移り、飽くまで食べてみたいと思っても、廚
く り や

の内は索
さ く

然
ぜ ん

として、憂いに堪えぬ

ばかりである。仕方なく、副知事の劉
り ゅ う

庭
て い

式
し き

君と毎日のように古い町並みの放棄された畑を巡って、杞

や菊を探して食べ、腹をひねって笑いあっている。それで、天随生のことばは正しく信じるべきなのだと知

ったのである。よって、『後の杞菊賦』として、自らを笑い、いささか気持ちをほぐそうとするものである。 

 

賦
ふ

 

「ああ先生よ、誰が先生を立派な座敷に登らせて太
た い

守
し ゅ

［知事］と称するようにさせたのかな。先生の前

には客人が並んで食事にありつきたいものだと待っているし、先生の後ろには役人たちが書類をもって

押し寄せてきている。朝早くから仕事を初めて、たちまち夕暮れになってしまう。酒の一杯があるわけで

もなく、草木を取って口をごまかすしかない。机に向かってうなだれ、箸を手にしてうめくのだ。昔、麦の飯

と蕪
か ぶ

の葉をあてがわれたために、将軍の招きを断った人がいたけれど、先生はどうしたことか、それにも

及ばない境遇にも未練たらたらであるとは。先生にだって故郷の山はあるだろうに、どうして帰らずにい

るのかな」 

先生は笑って答える。 
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「人生は、臂を曲げて伸ばす間のくらいの短いもの。誰が貧しいとか、誰が富むとか、何が美しいと

か、何がやぼったいとか、それがどうだというのか。糠
ぬ か

ばかり食べていてもぷっくら太っていた人もいたし、

肉をたらふく食べても墨のように顔色悪く痩せていた人もいた。食事に一万銭を費やしても食べられる

物がろくないといっていた者もいたし、二十七品を並べても少なすぎるといっていた者もいた。どれほど

の贅沢をしたところで、それも夢のようなもの、ついには誰もが朽ち果てて終わるのだ。私は杞を主食と

し、菊をおかずとする。春にはその苗を食べ、夏にはその葉を食べ、秋にはその花や実を食べ、冬には

その根を食べる。それによって、百年、二百年生きた仙人のような長寿を得ようと思っているのだ」 

【補足】［（1）陸
りく

亀
き

蒙
もう

の『杞
き

菊
きく

の賦
ふ

』を読んで、蘇軾は本当かどうかを疑ったのだが、

我々は『後の杞菊の賦』を読んで、州知事でありながら杞
くこ

や菊の葉しか食べるものが

ないなどということがあるのかと、やはり疑いたくなる。もちろんある程度はフィク

ションであって、蘇軾の言いたいことはそのことにあるわけではない。（2）なお、菊

は長寿の象徴とされ、甘い菊がむらがり咲く谷の下流に住む人々は、菊のエキスがま

ざった水を飲んでいたために長寿であったという伝説があって、重
ちょう

陽
よう

の節句には菊の

花を浮かべた酒を飲むようになったのである。しかし、現実的には苦い菊で飢えをし

のぐのはあまり嬉しいものではなかったろう。（3）ここに劉
りゅう

庭
てい

式
しき

［字
あざな

は得
とく

之
し

］の名

が挙げられているのは、たまたま副知事として近くにいたからではなく、実は非常に

優れた人格の持ち主だったからである。そのことを記した文章を次の章で見ることに

なる］

 

■【05-1-063】与金山宝覚禅師 

【解題】『後
のち

の杞
き

菊
きく

の賦
ふ

』を金
きん

山
ざん

寺
じ

の宝
ほう

覚
がく

禅師に送っているので、それに添えた手紙

を読んでおこう。 
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【訳文】 

去年、密
み つ

州へと赴任する途中では、期限に迫られ、舟で金
き ん

山
ざ ん

に立ち寄る余裕がありませんでした。

長
ち ょ う

江
こ う

の流れの上で、雲のかかる山を見て、そこが遥かに遠くなって行くのを嘆いたのでありました。ところ

が、長江を渡えり終えると、軽やかに舟がやってきて、貴僧がわざわざ見送りにきてくださったのでした。

笑って語り合い、食事をともにすることを得たのでありました。貴僧がそこまで私のことを懐
お も

ってくださること

のかたじけなさは言葉にできるものでありませんでした。 

お別れしてから、まだお手紙も差し上げずにいたところに、貴僧から使者がきて、 忝
かたじけな

くも数
す う

幅
ふ く

をいただ

き、何度も読み返して心を慰めております。拝見すると、目の前で妙論を伺っているかのようで、気持ち

がすっきりします。仏説の佳勝を審らかに知る思いがします。 

私はお上に仕える身で、お目にかかる機会はもはやないかもしれないと思うと、紙に向かっていて、茫

然としてしまいます。万万自重されますように。 

いま書いたばかりの『至
し

遊
ゆ う

堂
ど う

の記
き

』をここに添えます。また近ごろ作った『後
の ち

の杞
き

菊
き く

の賦
ふ

』の一首も写し

ておきます。どうそお笑いくださいますように。 

【補足】［ここに記されている『至
し

遊
ゆう

堂
どう

の記
き

』は後世に伝わらずに失われてしまった］ 

 

■【05-1-064】劉貢父見余歌詞数首、以詩戯、聊次其韻 

【解題】劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ふ

］［→作品番号 05-1-056］が蘇軾の最近の幾つかの詩を読み、

戯れに忠告する詩を送ってきたのでそれへの返事。 

 

【訳文】 

私はこれで十年ばかしも都の外でふらふらし、 

これからどうなるのかさっぱりわからぬ身、 

都の花を看て再び詩を詠むことはあるまいと思う。 
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こんな私が我が家の門の先でうっかり憎まれ口をきいたのを、 

一体どなたが貴君に伝えたのか。 

酔って吐き出したふざけた詩など、自分でも知ったことではない。 

昔、過激な言論で刑死した男は、息子の舌を錐で刺して口を慎めといった。 

昔、権威者の横暴を止めようとした者は、眉毛を火で炙
あ ぶ

られることも辞さなかった。 

一緒に飲むのなら、こういう野暮な話はなしにしようではないか。 

まさに春の盛りの最もよい時節なのだから。 

【補足】［劉
りゅう

攽
はん

は戯れの詩で蘇軾を戒め、蘇軾も戯れの詩を返したのだが、実のとこ

ろは本気であったのだろう。「眉毛を炙
あぶ

られ」てもという覚悟であったから、ついに

は「嵐」を呼び寄せてしまうのを本章の終わりで見ることになる］ 

 

■【05-1-065】和章七出守湖州二首 

【解題】10 月、章
しょう

惇
じゅん

［字
あざな

は子
し

厚
こう

］が湖
こ

州知事に任命されて都を出ることになった。

そのことを詩で報せてきたので、それに和した。章惇は同じ年の科挙で合格した「同
どう

年
ねん

」の間柄で、その後、長
ちょう

安
あん

で意気投合して、互いに親友であると認め合うようにな

った［→作品番号 02-2-019］。詩題にある「章七」の「七」は「兄
きょう

弟
だい

排
はい

行
こう

」で、兄

弟・従兄弟等同世代の中での年齢順を示す。ちなみに蘇軾の兄弟排行は九十二である

らしく、眉
び

州には同世代が大勢いたようだ。 

 

【訳文】 

 其の一 

仙人は東の海の渺
び ょう

茫
ぼ う

たる彼方より現れ出たと聞く。 

だから、気高い情
こころ

は水
す い

雲
う ん

の郷
さ と

を愛するのだ。 
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功名は尊ぶべきであっても、 

さすがに一カ月に三度も勝利を連ねる者はいない。 

世を過ごすには、 

なかなかできるものではないけれど、 

是と非の両方とも忘れて自然に任せるのがよいのだろう。 

私も貴君も、早くに官を退いて心身を休めたいとの心がもとからある。 

そうした後に会えたならば、ゆっくりと語り合えるに違いない。 

今はまだ皇帝の重い恩に報いることができていないので、 

貴君の夢は、時に皇城の奥へと行くことであろう。 

【補足】［（1）「水
すい

雲
うん

の郷
さと

」とは、太
たい

湖
こ

のほとりにある湖
こ

州のことをいう。この詩では、

章惇の気高い心が「水雲の郷」に行くことを選んだように歌っているが、実際にはそ

うではなく、不本意な左遷であった。章惇は、これより 4 年前に蘇軾が都を出たのと

入れ違うようにして王
おう

安
あん

石
せき

によって中央に抜擢され、改革の担い手の一人として活躍

していた。熙
き

寧
ねい

7年［1074年］4月、天災の影響で王安石が宰相を辞め、韓
かん

絳
こう

が宰相、

呂
りょ

恵
けい

卿
けい

が副宰相という体制で改革を続けて行くようになると、章惇を初めとして多く

の朝臣は野心家の呂恵卿のもとについた。先に記したように、韓絳には呂恵卿を抑え

る力がなく、宰相でありながら自身では何事も決定できない事態となり、密かに神
しん

宗
そう

皇帝に王安石を呼び戻すよう勧め、熙寧 8年 5月、王安石は宰相に復帰した。その結

果、韓絳はよりいっそう何もできなくなって8月に宰相を辞め、呂恵卿は10月には副

宰相を降り、呂恵卿第一の子分と見なされた章惇も朝廷から出されてしまったのだっ

た。（2）続く第二首の訳は省略するが、湖州では俗世間から離れた楽しみを得られる

であろうと、章惇を慰めている。政治的立場は異なっていても友情は続いていると蘇

軾も章惇もこのころは考えていたのである。（3）同じ頃に、蘇
そ

頌
しょう

［字
あざな

は子
し

容
よう

］［→作
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品番号 04-2-022］に宛てた手紙を書いている。蘇頌は章惇とは逆に都に呼ばれたので、

蘇軾は蘇頌が朝廷を刷新してくれることを期待すると書いている］ 

 

■【05-1-066】上文侍中論榷塩書 

【解題】先に見たように、宰相の韓
かん

絳
こう

に提出した意見書［→作品番号05-1-018］で、

塩を国家の専売とする政策を密
みつ

州周辺でも厳格化しようとする動きに対して蘇軾は異

議を唱えていたが、そのことを改めて論じるこの手紙を文
ぶん

彦
げん

博
はく

に出している。文彦博

は蘇軾よりも30歳年長で、政界の大物で、かつて宰相であったときに王
おう

安
あん

石
せき

を高く

評価して朝廷で用いるよう推薦したのだが、後に王安石が改革に着手すると疑義を示

して朝廷から去り、このときは中央政府の要職に就いていなかった。韓絳には何か言

っても埒が明かなかったので、文彦博なら皇帝の信頼を保てていて何らかの影響力を

発揮してもらえるのではないかと期待したのであろう。とにかく意見表明をしないで

はいられないとの切実な思いに駆られてこの手紙を書いたのだった。塩の専売を押し

進めようとしていたのは実は章
しょう

惇
じゅん

で、上で見たように蘇軾と章惇は詩の贈答をし合

って友情を保っていたのだが、政治的見解は大きく異なっていた。そのことがよくわ

かる部分を訳しておこう。 

 

【訳文】 

……先ごろ、三
さ ん

司
し

使
し

の章
し ょ う

惇
じゅん

が、河
か

北
ほ く

路
ろ

、京
け い

東
と う

路
ろ

でも榷
か く

塩
え ん

［塩の専売］を実施するよう提議し、朝廷

は実情を視察する役人を現地に派遣し、周
し ゅ う

革
か く

が朝廷に召されて報告した結果、提議が成案となっ

たのでした。章惇は、「河北路も陜
せ ん

西
せ い

路
ろ

も国境防衛上の拠点となる地で、河北だけに榷塩が適用さ

れていなかったのは祖
そ

宗
そ う

［宋代初期の制度］が一時的に誤って恩を施したものでありました」と主張しま

した。しかし、私が見ますに、陜西の塩と、京東や河北の塩は同じではありません。（内陸にある）陜西
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の解
か い

池
ち

の塩池は広さが数十里しかなく、もとから官の所有であるそこを棄てて民に与えるのはよろしくな

く、また官がそれを管理するのもたやすいことなのであります。……一方で、京東や河北の東北の地

は海から採る塩で、それを官が管理して得ようとするなら、やはり海から塩をとる淮
わ い

南
な ん

や両
り ょ う

浙
せ つ

の地と異

なるところがありません。私が（両浙の）杭
こ う

州にいたときに、塩の専売を犯して罪人になった両浙の民を

見ましたが、それは一年に一万七千人にとどまるものではありませんでした。奸
か ん

民
み ん

は兵士によって護送

され、誰もその近くには近づこうとはしないのですが、そのような者がいつでも数百人はいるような状況で

ありました。そうした者たちであっても、ほかに盗みなどの悪さをしたということは一切聞かれなかったので

あります。 

東北の人々は淮南や両浙の民よりもずっと荒 し々く、普段から悪さをすることでは他の地域を超えて天

下第一であるとされています。もしも塩の専売が実施されましたなら、その禍は一つや二つではとでもす

まないでありましょう。このことからして、祖宗以来、河北の塩を専売にしなかったのは、まさしく適切な処

置であったといえるのです。それをどうして誤って恩を施したなどといってよいのでありましょうか。塩の専売

は昔から行われてきた施策ではありますが、王政の要であるとはいえません。陜西、淮南、両浙では

いまやめることはできないでしょうけれど、かえって京東や河北にも広げるのは、譬えていえば、左臂が

病のために麻痺してしまい、右臂は完全に使えるのに、酒色によってさらに右臂も駄目にしてしまおうと

するようなものでありましょう。…… 

【補足】［（1）改革の大きな眼目の一つは国家財政の立て直しであった。だから、改

革派はあの手この手で税収を増やす施策を次々に提案した。それに対して、蘇軾は地

域によって条件が異なるのだから、計算通りに税収アップが実現するとは限らない

し、場合によってかえって別の大きな問題を引き起こしてしまいかねないと懸念して

いるのである。（2）同じ頃に、やはり文
ぶん

彦
げん

博
はく

に宛ててもう一つの政治上の問題を議論

する手紙を書いている。それは、犯罪人を捕らえた者に与える報奨金を半分に引き下

げるという朝廷の方針に対する疑義を唱えるものであった。当時は十分な給与を保証
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された警察組織によって犯罪人の捜査や逮捕が行われていたわけではなく、口利き料

や報奨金によって生活を成り立たせている下級役人がそれに当たっていた。犯罪人の

逮捕は当然危険を伴うので、報奨金が半減したなら、我が身を危険にさらしてまでそ

れに取り組もうとする者が減って、盗賊が増えてしまうだろうと蘇軾は懸念し、日照

りが続いて飢饉の恐れのあるときに、そのような方針は取り下げるべきだと強く主張

したのであった。（3）また、それよりも前に、密州に赴任した直後に、「手
しゅ

実
じつ

法
ほう

」と

いう新しい施策を実施するよう報せてきた者に対して強い疑念を呈し、使者がとまど

って朝廷に帰ったということもあった。蘇軾は州知事として最大限、改革政治を是正

することに努めていたのである。中央からすると、ごちゃごちゃ物を言う面倒臭い奴

だと見られていて、いつか黙らせてやろうと画策する連中がいた］ 

 

■【05-1-067】酔白堂記 

【解題】この年の 6月 24日に亡くなった韓
かん

琦
き

［→作品番号 05-1-053］は 11月 2日に

郷里の墓所に葬られた。その後で、韓琦の息子の韓
かん

忠
ちゅう

彦
げん

からの依頼でこの『酔
すい

白
はく

堂
どう

の

記』を書いた。韓琦は晩年に改革に反対して相
そう

州に退き、この文章にある酔白堂を建

て、『酔白堂の歌』を作った。『酔白堂の歌』はこの年の 2 月に詠まれていて、韓琦の

最後の詩とされる。なお、冒頭に「魏
ぎ

国
こく

忠
ちゅう

献
けん

韓
かん

公
こう

」とあるのは、韓琦が朝廷の要職に

就いたときに「魏国公」に封
ほう

じられ、亡くなってからは「忠献」の諡
おくりな

を皇帝から賜

ったからである。 

 

【訳文】 

魏
ぎ

国
こ く

忠
ちゅう

献
け ん

韓
か ん

公
こ う

は、私邸の池のほとりに堂を作って「酔
す い

白
は く

」と名付けた。それは白
は く

居
き ょ

易
い

［白
は く

楽
ら く

天
て ん

］の『池
ち

上
じ ょ う

の詩』にちなむものだ。公は『酔
す い

白
は く

堂
ど う

の歌』を作り、その詩は、白居易を羨んで自分は及ばないとい
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っているかのように読むことができる。 

天下の士
ひ と

はこの詩を聞いて不思議に感じた。公には、遠い昔に国政を補佐して後世の手本となった

伊
い

尹
い ん

や周
し ゅ う

公
こ う

旦
た ん

にも恥じることのない立派な業績があるのに、どうして白居易を羨んだりするのだろうかと

疑問を抱いたのである。 

私はこれを聞いて笑っていった。 

「公はただ白居易を羨むだけでない。ごく普通の人、特に聞こえることのない人間でありたいと願ってい

ながら、そうはなれなかったのだ」 

天がこの人をこの世に生んだのは、天下の重い任務に当たらせようとしたからである。天下の人々は、

凍える者は衣を求め、餓える者は食を求める。何らかの不足のある者はそれを得ようと求める。民が求

める物を与えようとするならば、決して十分ということにはならない。だから、民が求める物を与えようとす

る者は、常に憂患の内にあって、利害のからみあう道を進まなければならない。それは公の望むところ

であったのだろうか。 

公は三代の皇帝のもとで宰相となり、天下を安定させると、水が流れるようにして官界から去り、家に

おいて老いの日々を送ろうとした。しかし、天下は皆で引き留めてそれを許そうとしなかった。まさにそのと

きに、公が白居易を羨んだのは、少しも怪しむことではない。 

白居易がその生涯にしたことと同じことが公にもあるだろうかと探し求め、二人の成し遂げたことを比較し

てみるならば、どちらが厚くどちらが薄いのか、どちらが浅くどちらが深いのか、後世の評価はきっと一

つに定まるに違いない。 

文においては太平をもたらし、武においては乱れを定め、かくて国家を安定させて、しかもそれを自分の

功績であるとはしない。賢才を求めることを急務とし、地位や俸禄などは軽く見て、しかも用いられた人

には自分に恩があるとは知られずにいる。殺伐とした戦場で果敢に行動し、軍隊は安心してその指揮

に従い、四方八方の外国にその風采が聞こえるところとなり、天下の安危はまさにその人の一身にか

かっている。このようなところは公にはあっても白居易にはない。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：101 
 

身体がなお強健のときに官職から退いて隠居すること十五年、日に朋友とともに詩を賦し酒を飲み、

山水園池の楽しみを尽くし、箪笥にはたくさんの絹があり、倉庫にはたくさんの穀物があり、しかも音楽を

もって仕える妓女が家にいる。このようなことは白居易にはあっても公にはない。 

忠言を為し、良い謀
はかりごと

を巡らし、その効果がその時代に現れ、文采は後世にまで現れ、死生窮達に

おいて節操を守り、道徳が古
いにしえ

の人よりも高い。このようなところは公と白居易は同じである。 

公は、白居易よりも多いところがあるのを自分で多いとは思わず、白居易よりも少ないところがあるのを

自分で少ないとは思わず、まさに同じであるところをもって、白居易に思いを寄せたのである。 

公は酔白堂を作って、自分の生きる形を一酔の内に寓しようとした。それは、得るも喪
うしな

うも同じ、禍も福も

忘れ、貴
き

も賤
せ ん

も一緒、賢も愚も等しいとして、万物と一体となって、造物者とともに遊ぼうとしたのである。

つまり白居易と自分を比べようとしただけのことではないのである。 

古
いにしえ

の君子は己の身の処し方に厳しく、名声を得ようとする気持ちは薄かった。実質こそが大切で、名

声などは浮ついたものであるとしたのだ。それで世の人は、その君子のすばらしさを称賛してやまないの

である。 

我々は孔
こ う

子
し

は聖人であるのを知っているが、孔子自身は、せいぜい賢
け ん

大
た い

夫
ふ

といわれた老
ろ う

彭
ほ う

くらいで、

歴史家の左
さ

丘
きゅう

明
め い

と同じになれればよくて、弟子の顏
が ん

淵
え ん

には及ばないと考えていた。 

ところが、後世の君子とされる人は、実質はそれほどでもないのに、皆に驕る心がある。自分自身で

聖人だと言った臧
ぞ う

武
ぶ

仲
ちゅう

という人がいたし、自分は古の聖天子の禹
う

と同じだと言った白
は く

圭
け い

という人がい

たし、自分は昔の大将軍である藺
り ん

相
し ょ う

如
じ ょ

のようであるとして名を相如に改めた司
し

馬
ば

長
ち ょ う

卿
け い

という人がいた

し、自分は孟
も う

子
し

の上を行くと言った揚
よ う

雄
ゆ う

がいたし、自分は漢
か ん

の高祖を補佐した張
ち ょ う

良
り ょ う

の再来であるとし

た崔
さ い

浩
こ う

という人がいた。しかし、世の人はそれにはまるで同意しないのである。 

このようなことを見れば、ごく普通の人でありたいと願った公の賢さは遠く人の及ばないところなのである。 

かつて公はその子息の韓
か ん

忠
ちゅう

彦
げ ん

に、「酔白堂」についての文章を私に求めるようにいわれ、それを果た

す前に亡くなった。すでに葬儀を終え後に、韓忠彦からそのことを告げられ、私は義として辞退すること
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はできないと思い、泣きながらこれを書いたのである。 

 

■【05-1-068】和張子野見寄三絶句 

【解題】張
ちょう

先
せん

［字
あざな

は子
し

野
や

］から3首の絶句が送られてきたのでそれに和した。張先は

杭
こう

州において親しくした風流老人［→作品番号04-2-059など］。 

 

【訳文】 

 其の一 旧
か つ

て遊んだところを過
よ ぎ

る 

前の世において私は杭
こ う

州に到った―― 

杭州で行ったところはすべて、 

かつて遊んだところだったのである。 

いま想うのは、 

杭州役場のしがない小役人となり、 

静かな場所に小さな庵を結んで、 

この現世に寄せるしばしの時を過ごすこと。 

【補足】［張
ちょう

先
せん

の第一首は、蘇軾と楽しく過ごした場所を再訪して詠んだものであっ

たのだろう。続く第二首は、蘇軾が壁に書いた詩を見たことを詠んでいたのだろう］ 

 

 其の二 壁に題したのを見る 

狂吟
ぱーっとよんだ

ものであるから、 

跌宕
はちゃめちゃ

で風雅などこれっぽっちもないし、 

酔ってべたべた墨をしたたらせただけで、 

形がまるでなっていない。 
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張
ち ょ う

先生のような詩人がとりあえず回顧するにはよかろうかと、 

山寺の僧は壁土を塗りたくらずにいてくれたのであろう。 

 

 其の三 竹
ち く

閣
か く

に憶
お も

わるる 

柏
は く

堂
ど う

の南隣は竹が雲のようにある。 

そこの竹閣の主人は誰なのか。 

張先生が鶴の羽根の衣を着てそこにおさまるなら、 

わざわざ白
は く

居
き ょ

易
い

の画像を飾っておく必要はないのだ。 

【補足】［西
せい

湖
こ

に浮かぶ島である孤
こ

山
ざん

に竹
ちく

閣
かく

と柏
はく

堂
どう

が並び立っていることは作品番号

04-2-060 で見ている。竹閣は白
はく

居
きょ

易
い

に所縁があり、かつて蘇軾は張
ちょう

先
せん

は妙なところで

白居易と似ているとからかっていた［→作品番号04-2-001］］ 

 

■【05-1-069】送趙寺丞寄陳海州 

【解題】諸
しょ

城
じょう

県の知事の趙
ちょう

昶
ちょう

［字
あざな

は晦
かい

之
し

］［→作品番号05-1-030］が官職を失って郷

里の蜀
しょく

に帰ることになり、その送別の詩。趙昶が途中で海
かい

州に寄るというので、この

詩は海州の陳
ちん

知事［→作品番号05-1-006］にも寄せた。 

 

【訳文】 

貴君が海
か い

州に至ったならば、 

陳
ち ん

知事はさっそく景
け い

疏
そ

楼
ろ う

の上に峨
が

眉
び

［眉の美しい女性］を集めて、 

この詩を歌わせるであろう。 

昔むかしの陳
ち ん

遵
じゅん

がしたように、 

陳知事が貴君の車を井戸に投げ捨てて、 
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あくまでも引き留めて飲もうとしたならば、 

貴君は思い出してほしい、 

雪の降る中で君を見送りつつ、 

故郷の峨
が

眉
び

山
さ ん

［蜀
し ょ く

の名山］を想う詩を歌ったことを。 

 

■【05-1-070】減字木蘭花 

【解題】同じく諸
しょ

城
じょう

県知事の趙
ちょう

昶
ちょう

を見送る詞。 

 

【訳文】 

賢哉令尹、［『論
ろ ん

語
ご

』にある言葉通りです――賢
け ん

なるかな、この知事は］ 

三仕之無喜慍。［官職に三度就いて、喜怒哀楽を見せなかった――］ 

我独何人、［では、私は何者なのでしょう］ 

猶把虚名玷縉紳。［虚しい名をもっていまも官界を辱めているのです］ 

 

不如帰去、［よりよいのは帰り去ること］ 

二頃良田無覓処。［でも、求めることができないのです、わずかな田も］ 

帰去来兮、［陶
と う

淵
え ん

明
め い

の言葉――帰りなん、いざ――を］ 

待有良田是幾時。［良い田が得られるのを待っていたら、いつ唱えられるのでしょうか］ 

【解題】［（1）趙
ちょう

昶
ちょう

が失官した理由は不明だが、この詞では陶
とう

淵
えん

明
めい

のように自ら帰郷

することを決めたとして詠んでいる。（2）冒頭にある「賢哉令尹、三仕之無喜慍」

［賢
けん

なる哉
かな

 令
れい

尹
いん

、三
み

たび仕
つか

えて之
ここ

に喜
き

慍
おん

無
な

し］は、楚
そ

の令
れい

尹
いん

［知事］であった子
し

文
ぶん

を

孔
こう

子
し

が褒めた『論
ろん

語
ご

』の文章を10文字に要約したもの。後半の「帰
き

去
きょ

来
らい

兮
けい

」は陶
とう

淵
えん

明
めい

の『帰
き

去
きょ

来
らい

の辞
じ

』にあるのをそのまま用いたもの。蘇軾は古典の言葉を自分の作品の
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中に効果的に取り込むのを得意としたが、これはその典型例］ 

 

■【05-1-071】和蒋夔寄茶 

【解題】蒋
しょう

夔
き

という人が茶とともに詩を寄せたのに和した。蒋夔は弟の蘇轍とも交流

があり、学者肌の人であったようだ。茶について詠んだ詩は、これまでにもいくつか

見ているが、特有の語句が用いられてなかなかに難解である。この詩も一応の文脈が

たどれる程度の大まかな訳である。 

 

【訳文】 

私の生き方は、百事すべて縁に随うというもの。 

四
よ

方
も

の水域だろうが陸域だろうがどこでも結構である。 

ちっぽけな舟に身を任せて、長
ち ょ う

江
こ う

を渡って呉
ご

越
え つ

地方に行ってみたら、 

三年の間というものは、 

飲むものも食べるものも新鮮で旨いものばかりだった。 

金のような齏
あえもの

、玉のような膾
なます

、雪のようなご飯、 

水中から出たばかりの海の蟹やら川の貝柱、 

それらを風に吹かれつつたらふく食べ、 

そのままごろんと眠り、 

目を覚ましたならば、 

「花の乳」ともいうべき茶に軽やかに泡が浮かんでいるのを飲んだのだった。 

その後、私は舟を捨てて東の野を行き、 

桑や麻の畑を巡る川に到ったところ［密
み つ

州に来たことをいう］、 

毛を刈り取った羊が馬ほどの大きさであるのに驚かされ、 
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鹿角
ろ く か く

という魚の生臭さがそこらに渦巻くのに驚かされた。 

厨
く り や

では粟を蒸し、肉の上にてんこ盛りにし、大きな柄杓で酸
さ ん

醤
し ょ う

をぶっかけ、 

そのすっぱそうな匂いにもいつしか涎が垂れるようになった。 

そしてこの地での茶はどうかというと、 

「柘
し ゃ

羅
ら

」「銅
ど う

碾
て ん

」といったかねからあるお流儀は棄てられて、 

「脂
し

麻
ま

」「白
は く

土
ど

」「盆
ぼ ん

研
け ん

」といったものが用いられているので、 

私は目をむいてびっくりしてしまい、 

人々からは、逆に、 

「昔ながらのご趣味ですな」 

と、私はいわれてしまったのだった。 

「沙
さ

溪
け い

茶
ち ゃ

」と「北
ほ く

苑
え ん

茶
ち ゃ

」の区別を、 

ほんのひと滴
しずく

で見分けてやろうと先を争ったりもしている。 

貴君は、千里の彼方より、二首の清らかな詩とともに、 

一万銭の価値のある紫の茶、金の茶を百餅
かたまり

も送ってくださった。 

貴君の詩を吟じても、茶を烹
わ

かしても、とにかくどちらもすばらしい。 

その茶を「私も欲しい」と、人がいってくる煩わしさをいまから恐れている。 

ところが、妻や子供らはせっかくの茶を大切にすることを知らなくて、 

我が郷里に昔からある作法によって、薑
しょうが

と塩を入れて煎出してしまい、 

すでにもう半分も残っていない。 

それはそれとして、 

人生においては、出会うものすべてをよしとすべきなのだろう。 

北も南もそれぞれに嗜好があり、 

いずれが賢
け ん

でいずれが愚
ぐ

ということはないであろうし、 
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どちらが甘くてどちらが苦いか、美しいか醜いかを争うことはしないでよいだろうし、 

死生も禍福もどちらかだけ一方を選ばずにいてよいのだろう。 

貴君の詩によって、 

厳しい境遇に置かれても貴君は自棄することがないのを知った。 

この詩は謝礼を申し上げるとともに、いささか自分の思いを述べた次第である。 

 

■【05-1-072】光禄庵二首 

【解題】陳
ちん

師
し

道
どう

［字
あざな

は履
り

常
じょう

あるいは無
む

己
き

］から送られてきた光
こう

禄
ろく

庵
あん

の詩に和した。

このころまでに蘇軾の名はすでに天下に鳴り響き、憧れて弟子となるのを希望する若

者が大勢いた。蘇軾よりも17年若い陳師道もその一人で、蘇軾に詩文を送って、指

導を仰いだのである。蘇軾の詩は、陳師道のもとの詩を踏まえて詠まれているのだろ

う、この詩だけでを見たのでは十分に意味を汲み取れないところがあるので、第二首

だけを訳す。 

 

【訳文】 

 其の二 

町にいる知事はどのような人なのかといったら、 

山林に隠れ住む賢者とはまるで違っている。 

では、庵の中の光
こ う

禄
ろ く

先生はと覗いて見ると、 

雪に付いた履の跡、 

あるいは鏡の中の影、 

真の姿は掴めないのである。 
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■【05-1-073】答陳履常 

【解題】上の詩とともに陳
ちん

師
し

道
どう

に送った手紙。 

 

【訳文】 

遠くから詩を送ってくださり、拝見してすがすがしい気分になりました。詩を読ませせいただく栄を得たのは

何の幸いによるのでありましょうか。この詩を作った人の品格、品行が高く、政治について深く考えてお

られることがよくわかりました。そこで『光
こ う

禄
ろ く

庵
あ ん

二絶』に和して、貴君を欽
き ん

羨
せ ん

する懐いを寄せる次第です。

ひとたび笑って投げ捨てていただければ結構です。……密
み つ

州のあたりは連年の干害と蝗
こ う

害
が い

で、北の

地は紛然として疲弊しております。早く解放されたいものと、遠く天の川の彼方の仙界を仰ぎ見たりして

おります。…… 

 

■【05-1-074】趙成伯家有麗人。僕忝郷人、不肯開樽、徒吟春雪美句、次韻一笑 

【解題】冬の始めに新たな副知事として趙
ちょう

庾
ゆ

［字
あざな

は成
せい

伯
はく

］が赴任してきた。趙庾は

なかなか気さくな人であったのだろう、「私のところにいる麗
れい

人
じん

［妓女であろう］は

君と同じ蜀
しょく

の人であるから、会ってみるかい」とかいって、蘇軾を家に招いた。さす

がにその女性と盃を交わすわけにはいかないでの、春の雪を詩に詠んで座興とした。 

 

【訳文】 

刺繍を施した簾
すだれ

、朱く塗った扉、それらは開いたことがないので、 

春の雪に驚いて鏡台の上に落ちた梅の花を見た者はいない。 

昔、行き倒れになった人の帯に、雪を詠んだ立派な詩が記してあったとか。 

やはり、暖かな部屋で酒を酌みつつ静かに詩を唱える方がよいに違いない。 

老いた者どうしがうなだれて向かい合っているよりは、 
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美しい人のもとに帰ったらどうだろうか。 

昔、卓
た く

文
ぶ ん

君
く ん

は壁を隔てて司
し

馬
ば

相
そ う

如
じ ょ

を覗き見て一目ぼれしたというが、 

よもや私を見る人はいないであろう。 

【補足】［戯れの詩であるので、訳文が不出来であっても大目に見ていただきたい］ 

 

■【05-1-075】成伯席上贈所出妓川人楊姐 

【解題】趙
ちょう

庾
ゆ

［字
あざな

は成
せい

伯
はく

］の家にいた妓女は四
し

川
せん

［蜀
しょく

］の人の楊
よう

姐
しゃ

で、宴席に顔を

出したのでこの詩を贈った。 

 

【訳文】 

坐中に現れたのはまさしく見栄え好
よ

き人、 

唇は深く閉ざされ、浅く眉が描かれている。 

なるほど蜀
し ょ く

の楊
よ う

家
け

からは佳麗な女性が生まれ出るのだ。 

楊
よ う

貴
き

妃
ひ

が少女のころに落ちた池は後に「浴
よ く

妃
ひ

池
ち

」と呼ばれるようになったが、 

この人によって第二の「浴妃池」が生まれるであろう。 

【補足】［趙
ちょう

庾
ゆ

のもとの妓女を同じく蜀
しょく

出身の楊
よう

貴
き

妃
ひ

になぞらえた詩。さらにもう一

首あるのだが、戯れの詩をあまり多く並べるのもさほど蘇軾の名誉にはならないであ

ろうから、訳は割愛する］ 

 

■【05-1-076】密州通判庁題名記 

【解題】この文章は蘇軾が密
みつ

州を去ってから後に書いたもの。前の詩に登場した趙
ちょう

庾
ゆ

［字
あざな

は成
せい

伯
はく

］とはもっと以前から交流があったことが知れるのでここに掲げる。 
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【訳文】 

趙
ち ょ う

君［趙
ち ょ う

庾
ゆ

］はかつて眉
び

州の丹
た ん

稜
り ょ う

県の知事となり、町の人はいまに至るも趙君のことを褒め称えてい

る。私はその隣の町の人間であるから、そのことを詳しく知っている。趙君が丹稜県知事を辞めたときに、

私はたまたま（父の喪に服して）眉
び

州に帰っていたので、趙君と初めて識
し

り合うことができた。 

その後、私が都から杭
こ う

州に出ることになったとき、趙君は泗
し

州の副知事となり、同じ日に朝廷で辞令

を受けた。宮殿の外の門で二人は顔を合わせ、手を取って語った。そして杭州に赴く途中、泗州で趙

君と会い、先
せ ん

春
しゅん

亭
て い

で大いに飲んで大いに酔って別れた。 

そして、私が密州の知事として移った後で一年もしないうちに、趙君が副知事としてやってきた。 

私は、本性として言葉の慎みに欠け、親しいか疎いかの区別なく、人に向かって腹の内にあることをそ

のまますぐに言葉に写して残さず出してしまうところがある。喉から下っていこうとしない腐った物を必ず吐

き出してしまわずにはいられないのと同じである。人によっては、私の言葉を胸に刻み、私を怨んで咎め

るようになったりもする。そのために私はたくさんの人と深く付き合うことができない。 

趙君と馴染になってみると、趙君は穏やかにしておおらかで、表も裏もなくいつもからりとしているので、

趙君との付き合いを私ははなはだ楽しむようになった。しかも、趙君は役所の仕事に励み、お上の仕

事を自分の家のことのように熱心に取り組むので、密州に副知事としてきてくれてからは、私はゆっくりで

きるようになった。 

趙君はこういった。 

「副知事の庁舎の壁には、額に掲げた文章がありません」 

そして、趙君は、かつてここで勤めを為した者の姓名を集め、一文を添えるように私に託した。 

ところが、私はそれを書く暇がないままに他所に移ってしまった。私が徐
じ ょ

州に赴任してからも、趙君から

の手紙にはいつもこのことが書かれていて、「貴殿に頼むのは不朽のものとしたいからだ」というのであ

る。その訳は、昔、羊
よ う

祜
こ

が襄
じ ょ う

陽
よ う

の峴
け ん

山
ざ ん

に登った故事に由来する。そのときに、同行した鄒
す う

湛
た ん

に向かっ

て羊祜はこのようにいった。「宇宙があるようになって以来、この山がある。これまでに、我等と同じように、
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ここに登って遠くを見た者があまたあっただろう。それらの人々は全て埋もれて消えてしまい、誰がいたと

聞える人はいない。悲しいではないか」。鄒湛はいった。「公
こ う

のお名前はきっとこの山とともに後世に伝

えられることになりましょう。私のごときの者が公のおっしゃる通りになるだけなのです」。天下の人々がい

まに至るも鄒湛が峴山にいたことを知っているのは、羊祜が賢者であったからだ。それと同様のことを

趙君は期待しているというのだ。 

ところが、私は頑なで野卑で自分勝手で、かつ老いてしまって、後に世の人から顧みられるようなこと

はまずないだろう。自分自身が言うに足りない者であるのだから、その上に、趙君が名を残すようなこと

になろうはずがない。しかし、一言も書かないというわけにもいかない。もしもこの文章が、数百年の後

に、崩れ去った壁や埋もれた井戸から見つかったりしたならば、茫然と嘆息するくらいのことをするよす

がとなってくれるのかもしれない。 

【補足】［（1）上の詩で見た趙
ちょう

庾
ゆ

の家にいた楊
よう

姐
しゃ

はもしかすると、丹
たん

稜
りょう

県知事であっ

たときに家に入れた女性であったのかもしれない。だとすると、蘇軾に会わせようと

したのも不自然ではなかったと理解できるだろう。（2）ここに触れている峴
けん

山
ざん

を蘇軾

は実際に登っていて、そこで詩を詠んでいる［→作品番号 01-2-030］。そのときも羊祜

が提示した永遠性がテーマになっている。蘇軾はここで、自分と趙庾の関係は羊祜と

鄒
すう

湛
たん

のようにはならないと書いているが、実際には、蘇軾のこの文章によって趙庾の

名は後世に伝わるようになった］ 
 

■【05-1-077】超然台記 

【解題】蘇軾は密
みつ

州の住まいの周囲に手を入れ、官舎の北側にもともとあった見晴ら

しのよい高い建物を改修した。弟の蘇轍がそれを「超
ちょう

然
ぜん

台
だい

」と名付け、『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の賦
ふ

』

を書いて送ってきた。それに応じて蘇軾は『超然台の記』を作った。最初に弟の作品

から序文を見ておこう。 
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【訳文】 

蘇
そ

轍
て つ

：『超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

の賦
ふ

』の叙
じ ょ

 

兄は余
よ

杭
こ う

［杭
こ う

州］副知事となって、三年間は交替がなかった。弟が済
さ い

南
な ん

［斉
せ い

州］にいたために、兄は

都より東方の州知事になることを希望した。かくて高
こ う

密
み つ

［密
み つ

州］を得たところ、その地は大河と海の間に

あって、その風俗は鄙
ひ な

びて朴
ぼ く

訥
と つ

で、四方からの賓客が訪れることがない。兄が密州知事に任命され

た歳は、大旱魃の余波を受けて、蝗
いなご

の駆除に追われ、盜賊を取り締まり、そして飢えた民を救わなけ

ればならず、毎日少しの暇もなかった。ほぼ一年を経て後に少しばかり安らぎを得たので、住まいがひ

どく荒れていて、気持ちを放つことができないのを顧みて、城の上の廃れた台に新たな建物を作ること

にした。 

日々にそこから同僚と山や川を見る楽しみを私に告げて、 

「この台を何と名付けたらよかろうか」 

と、いった。 

そこで、私はこのように答えた。 

「山に住む者は山を知り、林に住む者は林を知り、原を耕す者は原を知り、沢に漁をする者は沢を知

り、そしてそこに安らぎます。これは楽しむということとはまた別で、かえってこの台には全ての楽しみが具わ

っています。一方で、天下の士は是非を争う場において奔走し、栄辱の海において浮き沈みし、そこに

力を尽くして何もかも忘れ、自ら知るところが何もありません。道
み ち

に達する者は、この二者がともに物に

累
かかず

りあっていて、超然としていないことを哀れむのであります。老子は『栄
え い

観
か ん

有
あ

りと雖
いえど

も、燕
え ん

処
し ょ

して超
ち ょ う

然
ぜ ん

た

り』［道に達した者は、たとえ立派な建物に内にあっても、外界から超然として穏やかにしている］といっ

ています。そこで、試みに『超然』と名付けてみてはどうでしょうか」 

このことを賦をもって告げるものである。……［以下、賦の本文は省略］…… 

 

蘇軾：『超然台の記』 
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物という物には全て観
み

るべきところがある。観るべきところがあるのなら、どの物も楽しむことができる。怪
ふしぎ

な物、奇
めずら

しい物、偉
りっぱ

な物、麗
きれい

な物でなくても楽しむことができるのだ。酒をしぼった糟を食らったって、薄

い水のような酒を啜ったって酔うことができるし、木の実を食べたって、野菜を食べたって、それこそ木を

齧り草を噛んだって、腹をいっぱいにすることはできる。このことから類推するに、私はどこに行こうとも楽し

めないということないのである。 

福を求めて禍
わざわい

を避けようとするのは、福は喜ぶべきであって、禍は悲しむべきであるからだ。人が欲しが

ることには窮りがなく、しかし、物が人の欲を満足させるのには限りがある。心の中で美しいか醜いかの

弁別をして目の前の物を取るか去るかの選択をするのなら、楽しむべきものは結局のところ少なくなり、

悲しむべき物は結局のところ多くなってしまうだろう。これは禍を求めて福を避けるということになっているの

ではなかろうか。 

禍を求めて福を避けるのは、人の普通の情
こころ

ではないだろう。物の存在によって心が蓋
お お

われてしまってい

るからこのようなことになるのである。物の存在の内側で右往左往していて、物の存在の外側に出て

自由に遊ぼうとしていないのだ。物にはもともとは大きいとか小さいとかの区別はない。物の存在の内

側にあって物を観るのなら、全て高く大きくない物はない。物が高く大きなところから人を見下ろしてくるの

なら、人は常にくらくらおろおろしていなければならない。譬えれば、狭い隙間から大きな合戦を覗き見

るようなもので、勝負がどのようになっているのかなど知りようがないのである。このようなことから、美
び

やら

醜
し ゅ う

やらがやたらと生じ、憂いと楽しさがやたらと出てくるのである。大いに哀しむべきではなかろうか。 

私は銭
せ ん

塘
と う

［杭州］から膠
こ う

西
せ い

［密州］の知事に移り、舟に身を任せる安楽さを捨てて、車馬に身を揺ら

れる労苦を強いられ、彫刻が施された美しい塀に囲まれた家を出て、丸太で作られた家に住まわね

ばならなくなり、湖と山の景観に背を向け、桑と麻の野を歩まねばならなくなった。初めてここに来たとき

には、穀物の稔らない年が続いていて、たくさんあるものといったら、野に盜賊が満ち、町に裁判沙汰

がやたらとあるくらいで、台所はいつもすっからかんで、杞
く こ

の葉やら菊の花やらを毎日食べなければな

らなかった。 
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こういうことであるから、きっと私は楽しんでいないと人は思ったようだ。ところが、私はここにいること一年と

なって、見た目がふっくらとし、髮は白から黒へと日に日に戻ってきた。私はここの風俗が淳朴であるの

を楽しみ、ここの人々は私の拙
つたな

さにも安んじて暮らしているのである。 

ここにおいて私は、果樹園や畑を整備し、家や庭をすっきりさせようと思い、安
あ ん

邱
きゅう

県や高
こ う

密
み つ

県の木を伐

って、とりあえず壊れたところを修理する計画を立てた。そして、園の北に城壁に寄り添うようにして旧い

見晴らし台があったのを、屋根を葺き直して新しくすることにした。 

折々に人と連れ立ってその見晴らし台に登ってあたりを覧
み

ると、意
おもい

は放たれ、志
こころ

を肆
じゆう

になる。南を望め

ば、馬
ば

耳
じ

山
さ ん

や常
じ ょ う

山
ざ ん

が、出たり沈んだり、見えたり隠れたり、近くにあるようでもあり遠くにあるようでもある。そ

この山にはきっと隠れ住む君子がいることだろう。東を望めば、盧
ろ

山
ざ ん

があり、秦
し ん

の時代に盧
ろ

敖
ご う

が遁
の が

れた

ところである。西を望めば、穆
ぼ く

陵
り ょ う

関
か ん

が黒くもっこりとして城郭のようで、そこには太
た い

公
こ う

望
ぼ う

や斉
せ い

の桓
か ん

公の武

威がここにまで及んだ跡がいまも残っている。北を望めば、濰
い

水
す い

の流れがあって、そちらを見て慨然と

嘆息するのは、漢
か ん

の時代に韓
か ん

信
し ん

が偉大な功績がありがなら、その終わりをよくしなかったことを残念に

思うからである。 

この台は高いけれども安定し、奥深くにあるけれど明るく、夏は涼しく冬は暖かい。雪が降る朝にも、月

のよい夕べにも、私がそこにいないことはなく、客人が一緒に行かないことはない。畑の野菜を摘み、

池の魚を取り、秫
もちあわ

で酒を釀
か も

し、玄米を粥にして食べ、皆でいうのは、 

「楽しいかな、この游
あ そ

びは」 

この時、私の弟はたまたま済
さ い

南
な ん

にいて、このことを聞いて賦を作り、この台に「超然」と名付けてくれた。

それによって私がどこに行こうとも楽しまないでいることがないのは、物の存在の外へと超然と脱け出て

遊ぶからであるということを示そうとしてくれたのである。 

【補足】［（1）「物にもともとは大きいとか小さいとかの区別はない」と書いているの

は荘
そう

子
し

の哲学に基づく。物の大小の区別は相対的なものでしかない、だから［実は荘

子は論理を飛躍させているのだが］、物には元来大小の区別などはなく全ては等しい
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のだとする。（2）馬
ば

耳
じ

山
さん

は作品番号 05-1-021 の詩に詠まれていた。その詩の題にあっ

た「北
ほく

台
だい

」を修理したのが「超然台」なのだろう。（3）常山は作品番号 05-1-037 など

で見たように、蘇軾が雨乞いに行った山。盧山は作品番号05-1-032にある］ 

 

■【05-1-078】書子由超然台賦後 

【解題】蘇
そ

轍
てつ

の書いた『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の賦
ふ

』にこの短い文章を添え書きした。 

 

【訳文】 

弟の文章は、言葉の使い方が精密で意味が正確であることにおいて、私には及ばないところがある。

しかし、全体の構成の妙や格調の高さにおいては、私は弟に及ばない。私も弟もそれぞれに及ばない

点を乗り越えようと勉めたのだが、天から授かった資質によるので、足りないところからはついに脱け出

ることができなかった。ところが『超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

の賦
ふ

』を見ると、精確かつ高妙で、弟はふたつともほとんど会

得したようである。最も貴いというべきである。 

【補足】［蘇軾は弟の『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の賦
ふ

』と自身の『超然台の記』を記して多数の友人に

送った。するとかなりの反響を呼び、大勢の友人が蘇軾に詩賦を寄せてきた。それに

ついては後にまた見るが、その中の一人に鮮
せん

于
う

侁
しん

［→作品番号 05-1-059］がいて、こ

のころに蘇軾から手紙を書いていて、「密
みつ

州にきてちょうど一年になります。諸般の

状況がほぼわかるようになりましたが、凶作のために民は貧しく、力が及ばずどうに

もならないことがたくさんあります。ただ、決して恥じることのないように行動して

いて、ただそれだけです」と記している］ 

 

■【05-1-079】晁君成詩集引 

【解題】杭
こう

州に赴任している間に知り合った晁
ちょう

端
たん

友
ゆう

［字
あざな

は君
くん

成
せい

］［→作品番号 04-2-
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017］が 47歳で亡くなり、その息子の晁
ちょう

補
ほ

之
し

［→作品番号 04-3-059］から、父の詩集

に序文を寄せてほしいと頼まれて、この文章を書いた。 

 

【訳文】 

賢
け ん

を称揚した人からは立派な子孫が出る。漢
か ん

の時代の張
ち ょ う

湯
と う

がその例だ。張湯は苛酷な人であった

から、後継者がいなくてもよいようなものであったけれど、その子は名臣となった。 

実質がないのに名声だけを竊
ぬ す

み取ろうとした者からは立派な子孫は出ない。漢の時代の揚
よ う

雄
ゆ う

がその

例だ。揚雄は優れた文化人であったから、後継者がいてもよいようなものであったけれど、その子孫に

これといった者は出なかった。 

このことから、賢を称揚した者には立派な後継者があるけれど、賢を蔽
お お

い隠すようなことをした者には立

派な後継者がないと私は知った。そして、その実質がなくて名声を竊むような者には立派な後継者が

なく、その実質があっても名声を求めようとしない者には立派な後継者があると私は知った。 

賢とは、それによって民が生きるもととなるものだ。賢を蔽い隠すとは、すなわち民を絶つことである。 

名声とは、古
いにしえ

も今も最も尊ぶところで、富貴よりも重いものだ。これを竊み取るとはすなわち天を欺くこと

である。 

民を絶ち天を欺けば、その後継者がいなくて当然である。一方で、賢を称揚する者と、実質があっても

名声を求めない人には立派な後継者がいる。私は常にそのように言ってきた。 

私は杭州に赴任したところ、新
し ん

城
じ ょ う

の晁
ち ょ う

県令、字
あざな

は君
く ん

成
せ い

、諱
いみな

は端
た ん

友
ゆ う

は、君子であった。私は三年間

晁君とお付き合いし、その君子たることを知った。しかし、晁君が文章をよく書き、詩をよく詠むということは

知らずにいた。晁君はそのようなことは一言も言わなかったからだ。 

その後、晁君は都で亡くなり、その子の晁
ち ょ う

補
ほ

之
し

が晁県令の詩三百六十篇を私に見せてくれた。これを

読んで私は驚いた。 

詩というものは、その指し示すところは微妙ではあるけれど、その美悪あるいは高下は、言葉によって表
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現されているので、はっきりと見てとることができる。人が賢であるのか不肖であるのか、深く遠く茫
ぼ う

昧
ま い

とし

て知り難いことでは、詩よりもずっとはなはだしい。 

私が、晁君がよく詩を詠んだことを知らないままでいたならば、果たして晁君が君子であることを十分に

知り尽くすことができたであろうか。晁君は科挙の進士科に合格して官員となり、行く先々で民に安寧

をもたらすことを楽しみとし、民は晁君が任期を終えて去ってしまうことを恐れた。そして、晁君は自分のし

ていることを顕彰してほしいと、一言も求めたりしなかった。官員として仕えること二十三年、次の新たな

官職を得ようとしているときに亡くなった。そのようなことから、晁君が君子であることを十分に知り尽くして

いなかったのは私だけではなく、世の人 も々皆そうであったのだ。 

晁君の詩は清く厚く静かで深く、その人となりそのままである。しかもどの詩にも新たな情趣の発見があ

り、際立った語句の使い方がある。それは人が皆愛すべきものであって、晁君が秘匿しておかずにい

たならば、勢いとして人が必ず知るべきものであったのだ。 

その子の晁補之は、文を書いてよくしないところはなく、語彙が豊富で内容も優れ、人々の遥か上を

行き、必ず世に顕れないことはないであろう。つまり、晁君父子を見れば、実質があって名声を求める

ことがない者には必ず立派な後継者があるということが、ますますはっきりとわかるのである。 

昔、漢の時代に李
り

郃
こ う

は蜀
し ょ く

の地方の町役人であった。皇帝は二人の使者を派遣し、平民の衣服で

蜀に入らせた。二人は李郃の家に泊まった。李郃は星を見て、二人が皇帝の使者であることを知っ

た。その後、使者の一人はその地方の太守となったけれど、李郃はやはり町役人のままだった。世間

の人々は李郃のことを特に知らずにいたのである。李郃が実は博学で徳を己の内に隠していたことは、

その子の李
り

固
こ

に及んで顕
あらわ

れ出て、李固は漢朝の大官となった。 

『詩
し

経
き ょ う

』に「徳の和らげる先祖の霊は、子孫の心を安らかにし、子孫に恵福を与える」とあるのは、まさ

にこのことを言うのであろう。 

【補足】［（1）歴史上のよろしくない人物としてここでも漢
かん

代
だい

の揚
よう

雄
ゆう

が引かれている。

揚雄は文章に優れ、学者としても一流で、高く評価されることが多いのだが、なぜか
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蘇軾のみならず宋
そう

代
だい

の人々の間では、上辺の言葉だけが立派で実質を伴わないという

ことで、評判が芳しくない。（2）ここで蘇軾は「賢を称揚する者と、実質があっても

名声を求めない人には立派な後継者がいる」と力説しているのは、にわかには納得し

難いものがある。しかし、蘇軾は確信をもってこの説を後に再び展開する。なおここ

にいう「賢」は、知的に優れてかしこいだけでなく、道徳的に優れてかしこい行動を

するということも意味し、かしこいという状態をいうだけでなく、かしこい行為とそ

れを行う主体も含めた広い意味がある。同様に、仁や義や節や孝といった語も、必ず

実践を伴って初めて意味を為すものである。なお、いわゆる「ずるがしこい」は「賢」

のなかには含まれない］ 

 

■【05-1-080】与王慶源 

【解題】王
おう

淮
わい

奇
き

［字
あざな

は慶
けい

源
げん

］に宛てた手紙。王淮奇は郷里の人で、妻の王
おう

閏
じゅん

之
し

と同

族である［→作品番号03-1-009］。 

 

【訳文】 

高
こ う

密
み つ

［密
み つ

州］の風土として、食べ物はややよろしいのですが、経費削減のために、倹約に努め、何も

ないくらいに寂しいありさまです。こちらに来て、飢饉の歳に遇い、人々は荒 し々いため盗みや強奪の

ない日がないほどで、悪者を捕らえるべく督促して、数十人を捕まえたところ、ようやく静かになり、訴え

る者も少なくなりました。住まいや庭に少しを手入れ、そこにいて楽しめるようになりました。また、ときに高

いところに登って西南を遠く望むと、その日はずっと気が沈んでしまいます。近頃は酒がやや飲めるよう

になり、一日に盃で十五杯に及ぶこともあります、いつかまたお供をして、かの橋を渡り、道で歌いつ

つ、酔い倒れたいものです。 

【補足】［（1）西南を望むと気が沈むのは、故郷に長く帰っていなことを思い出すか
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らである。（2）ここでも盗賊について触れているのが、民衆が恐れていたのは盗賊だ

けではなかった。盗賊を討伐する兵士のモラルが低く、民衆に迷惑をかけることでは

盗賊と変わりがないということもあった。弟が書いた墓誌銘から、関連する部分を読

んでおこう。なお、この問題について、蘇軾はかつて制
せい

科
か

の試験の答案の中で議論し

ていた［→作品番号02-1-009］］ 

 

【訳文】 

蘇
そ

轍
て つ

：『亡
ぼ う

兄
け い

子
し

瞻
せ ん

端
た ん

明
め い

墓
ぼ

誌
し

銘
め い

』 

密
み つ

州に盗賊が現れ、ひそかに逃れてまだ捕まえることができなかった。安
あ ん

撫
ぶ

転
て ん

運
う ん

司
し

はそのことを憂い、

一人の役人に猛 し々い兵卒数千人を指揮させて密州に向かわせ、それを捕まえようとした。ところが

兵卒たちは乱暴をほしいままに行い、勝手に民衆をあらぬ罪で捕らえたり物を奪ったりし、ついには争っ

て人を殺すに至った。そのことでお上から罰せられることを畏れ、ついには逃亡して反乱を起こしそうにな

った。民がそのことを公
こ う

［蘇軾］に訴えた。公はその書を見ることもなく投げ捨て、「必ずそこまで至るまい」

といった。逃亡した兵卒はそのことを聞いて、少し安堵し、それから使者を出して、帰順するよう招くと、兵

卒は出てきて公の命令にしたがった。公はその首謀者を死刑にした。 

 

■【05-1-081】塩官大悲閣記 

【解題】蘇軾は杭
こう

州にいたときに塩
えん

官
かん

県の安
あん

国
こく

寺
じ

を訪れていた［→作品番号 04-1-065］。

そこの禅僧の居
きょ

則
そく

が大
だい

悲
ひ

閣
かく

を建て、それを記念する文章を蘇軾に依頼したので、これ

を書いた。 

 

【訳文】 

「羊や豕
ぶ た

はうまいものである」「酸っぱい、苦い、辛い、鹹
しおから

い、甘いの五味を調和させる」「秫稲
も ち あ わ

で酒を
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つくるには曲糵
こ う じ

を用いる」。これらのことは天下のどこであっても同じである。材料が同じで、水や火の作

用が同じで、寒暖や乾燥、湿潤の気候条件が同じであっても、二人の者が腕をふるったときに、出来

のよしあしが等しいとは限らない。 

よい出来の人はどこか違うのか。数多く実践するかしないかによるのではないだろうか。古
いにしえ

の優れた技
わ ざ

の持ち主は数を惜しむようなことはなかった。よくする者は数を経て妙所を得るのだが、よくしない者は数

をおろそかにして概略だけを得る。要するに数が大切であって、それをよくするかしないかで、出来のよし

あしが現れるのだ。人は結果だけを見て、よい方を求めて背後にあった数は見ないし、そこに至った過

程を棄てて結果の妙所だけを追いかける。そして「私は酒食のよしあしを知った」というのである。よしあし

を分けるのが何であるかをいい加減にし、数を経ることを捨て、大切なのはそこにはないとして、己の思

いで造る。世間には数を経る過程を大切にする人は少ない。 

いまの学問をする者の病も同じだ。天文・地理・音楽・律暦・宮廟・服器・冠婚・喪
そ う

紀
き

の法則、史書

の『春
しゅん

秋
じ ゅ う

』が記録したかしなかったかの意味、礼がよしとするもの、刑が禁じるもの、歴代の興廃、人の

賢・不肖、これらは学ぶ者が力を尽くさなければならないものである。ところがいまの学問をする者はこ

のようにいう。「これらは皆学ぶに足りないものだ。書物に載せることができずに、口でのみ伝えられるも

のを学ぶべきである」 

孔
こ う

子
し

の弟子の子
し

夏
か

はこういった。「まだ身についていないところを日ごとに知り、身についてできるように

なったところを月ごとに忘れないようにする。このようにすれば学ぶことを好むといえるであろう」。古
いにしえ

の学

ぶ者は、まだ得ていないところとすでにできるようになったことを一つ二つときちんと数えて、日ごと月ごと

に見直したのである。今の世の学ぶ者は、果たして何を得ているのか、何ができているのか。 

孔子はこういった。「私はかつて昼間は食べず、夜は眠らず、ずっと考え続けた。そして、それは無益で

あると知った。考えるのは学ぶのには及ばないのだ」。このことから見るに、学ばずに考えるのは孔子の

禁じたことであるのだが、いまの世の人はそれがよいとしている。 

学問をする者だけでなく、仏の道に仕える者も同じである。斎戒して規律を守り、経典を講誦し、塔廟を
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崇めて飾る。これは仏教者が日夜人に教えていることである。しかし、中にはこういう者がある。斎戒して

規律を守るよりも無心が大切、経典を講誦するよりも無言が大切、塔廟を崇めて飾るよりも無為が大

切だと。そして、無心、無言、無為だといって、その実は飽食して楽に暮らしているのである。これは大い

に仏を欺く者ではなかろうか。 

杭
こ う

州の塩
え ん

官
か ん

県の安
あ ん

国
こ く

寺
じ

の僧の居
き ょ

則
そ く

は九歳で出家し、十年後に重い病でほとんど死にそうになった。

居則は、戒律を一生守り、千手千眼の観世音像を造り、その名を千万遍唱えると誓った。病は脱した

ものの力はなく、かろうじて生きること三十余年、ほんのわずかずつ積み上げていって、ついに成就する

ところとなった。観世音像の高さは九仞
じ ん

、それを容れるのは四重の大屋である。 

そして私はこのことについて文章を書くように求められた。かつて私は杭州の人々にここに記したようなこ

とを話したことがあった。しかし、納得して実践しようとした者はわずかであった。居則が勤
き ん

苦
く

して従事して

なしとげるところがあり、志を篤くして節を守り、老いて衰えず、仏を欺く者と大いに異なるのを私は喜ばしく

思う。よってこのことを記して、我が密
み つ

州の人々に知っていただこうと思うのである。 

【補足】［この文章には「数
すう

」という語が何度となく使われている。大森信徳「『書如

其人（書は人なり）』蘇軾の書論に関する一考察――文章論・絵画論を視野に入れて」

（2015 年）にこの文章の一部が引用されていて、「『数（度）』は『法度（きまり、規

範）』と同義と捉えてよいだろう」と記されている。きっとその通りで、前半はそれ

に従って理解することができる。しかし、後半とどのようにつながるのか、私にはよ

い知恵がなく、それでこの訳文では、「数」は「数多くこなす」という珍解釈によっ

てまとめてみた］ 

 

■【05-1-082】鳧繹先生詩集叙 

【解題】鳧
ふ

繹
えき

先生こと顔
がん

太
たい

初
しょ

の詩集の序文。鳧繹先生がどのような人であるからは本

文中に記されている。 
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【訳文】 

孔
こ う

子
し

はいった。 

「昔の人々は、歴史を記録するに当たって、明らかでないところは欠文のままにした。新しい馬を得たと

きには、人に貸して乗り馴らしてもらった。いまはこうした慎重さが失われてしまった」 

欠文や馬を貸すことは、世の中の損益に特に影響することではない。それでも孔子がこのようにいった

のは、世の人が手本とすべきかつての君子や長者が年々遠い存在となって、その人たちの立ち振る

舞いを若い人たちがもう見なくなると、日に日に小賢しくて口先だけへと流れてしまって留まることがない

と考えていたからだ。先の二つのことは世の中の損益に特に影響しなくても、君子や長者の余沢が後

世に及ぶか及ばないかが必ず世の損益につながると孔子は考えていたのだ。 

私の父はかつて都に行って士
し

大
た い

夫
ふ

と交わり、帰ってくると私にこのようにいった。 

「今のままでゆくと、文章は日に日に巧みになるだろうが、本当に大切なことは失われてしまうだろう。

人々は遠大なことを好み、身近なことをおろそかにしている。華やかさを貴んで、実直であることを賤
い や

し

んでいる。私は都でこうした兆
きざし

を見たのだ」 

そして、魯
ろ

の人の鳧
ふ

繹
え き

先生の詩文十余篇を私に示し、 

「このことを覚えておけ。これから数十年の間に、天下にこのような詩文はもはや存在しなくなるであろう」 

鳧繹先生の詩文はどれも実践を踏まえて作られたもので、見かけは精悍ではなはだごつごつとしてい

て、世の中の過ちを言い当てないことはなく、五穀がきっと飢えを癒すのと同じように明瞭で、薬が病を

伐るのと同じくきっぱりとした物言いである。高く遊離したところで議論をもてあそんだり、半端な言葉で美

しく見せたりするようなことは、鳧繹先生には一切ない。 

それから二十余年が経ち、我が父は亡くなったけれど、そのいったことは的中した。人々が文を作ると

き、現実に存在するものから超然と抜け出て、明瞭でない言葉で高邁なことを論じようと、そのようなこ

とばかりしている。漢
か ん

や唐
と う

の文章などは野暮であるとし、正しい議論を軽んじ、やたらと難癖をつけてま
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わっている。鳧繹先生の文を貴ぶようなことはない。 

私は先の孔子の言葉と同じような意味で、このことを悲しむのである。父の遺訓を思って、私はますま

す先生の文を求め、先生の子の顔
が ん

復
ふ く

からこの詩集を得たので、このことを記録して我が蔵書とする。 

鳧繹先生の諱
いみな

は太
た い

初
し ょ

、字
あざな

は醇
じゅん

之
し

、姓は顏
が ん

氏である。孔子の弟子の顔
が ん

淵
え ん

の四十七世の孫であると

いう。 

【補足】［父の蘇
そ

洵
じゅん

が鳧
ふ

繹
えき

先生の詩文を蘇軾に示したのは、蘇洵が科挙に落第して帰

郷したときだったのだろう。蘇洵は空疎な美文がもてはやされる風潮に絶望して故郷

で独り研鑽に励んだ。顔
がん

太
たい

初
しょ

の子の顔
がん

復
ふく

は蘇軾より 2 歳年長で、王
おう

安
あん

石
せき

の科挙の改革

に反対して都を出ていた。これより少し後に蘇軾は顔復と直接会う］ 

 

■【05-1-083】書李憲臣蔵墨 

【解題】上の文章に関連する短文を見ておこう。 

 

【訳文】 

私が鳧
ふ

繹
え き

先生の詩集の序文を作ると、先生の子の顔
が ん

復
ふ く

君が遠くから李
り

廷
て い

珪
け い

の墨を譲ってくれた。

形も質も絶類で、金で竜と銘が描かれ、「李
り

憲
け ん

臣
し ん

が所蔵するところの皇帝からの賜り物」とある。この

墨は長い歳月が経っていても実に黒 と々して、李廷珪が作った真の墨であろう。 

【補足】［（1）五代十国時代の南
なん

唐
とう

国
こく

の職人であった李
り

廷
てい

珪
けい

が作った墨は、中国史上

で最高のものといわれるほどの絶品であった。顔
がん

復
ふく

は父の詩集の序文を書いてもらっ

た謝礼として、秘蔵のその墨を贈ったのである。（2）銘にある李
り

憲
けん

臣
しん

は不明］ 

 

■【05-1-084】立春日、病中邀安国、仍請率禹功同来。僕雖不能飲、当請成伯主会、

某当杖策倚几於其間、観諸公酔笑、以撥滞悶也。二首 
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【解題】長い詩の題の大意は次の通り。「今年は十二月のうちに立春となった。体調

不良でくさくさするので、文
ぶん

勛
くん

［字
あざな

は安
あん

国
こく

］を呼んで、喬
きょう

敍
じょ

［字は禹
う

功
こう

］を連れて

きてほしいと頼んだ。さらに趙
ちょう

庾
ゆ

［字は成
せい

伯
はく

］も呼んで、その三人で酒宴を開かせ、

自分は飲めないながらも人々が酔って談笑するのを見て楽しんだ」。文勛は公務を帯

びてこのとき密州にきていた。喬敍は作品番号 05-1-020 からたびたび登場していて、

趙庾は作品番号05-1-074で見ている。 

 

【訳文】 

 其の一 

ぽつんと一つの燈火が私を照らす。 

夜はまだまだ長い。 

花の枝を手にしても、見るのは気おくれがする。 

まして、簪
かんざし

の代わりに花を挿すのは、この白髪では恥じらいに耐えない。 

立春の日に盤に盛る御馳走も、病にある私には、野菜の粥だけでよい。 

この地では、春になると、犬の肉を煮て宗廟に供え、 

畦道に牛の形の土の像を競って並べて今年の豊凶を占う。 

昔の人はこのようにいった―― 

「老人だって遊びたかったりするものだ」 

というわけで、私だけが部屋の隅の方を向いていたら、 

一堂の者だって歓びがないのではないかな。 

 

 其の二 

寒
か ん

食
し ょ く

の前の日々を病に伏せて書斎で過ごしている。 
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去年の春は潔斎を続けていたので、 

名花に背くことすでに一年である。 

知事殿［自分のこと］は無理にでも喜ばなければ、 

早春の風物もあでやかになってきた甲斐がないであろう。 

青い上着の貴公子が家から千里の地をさまよい、 

白髪の先生が杖に先に百銭だけをぶらさげて放浪する、 

そのような知事殿と諸君等であるのだから、 

皆で集まって酒宴を開かずにいてよいはずはないのだ。 

【補足】［ちなみに、暦の関係で 12 月のうちに立春がきてしまうことの不思議を詠ん

だ在
あり

原
わら

元
もと

方
かた

の「年の内に春はきにけり ひととせを去
こ

年
ぞ

とやいはん 今年とやいはん」を

巻頭に置く『古今和歌集』の撰進の勅命が下ったのは蘇軾のこの詩の 170 年前のこと

である］ 
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第5章 嵐の訪れ――密州、徐州、湖州 
［第5章その二］ 

熙
き

寧
ねい

9年［1076年］、蘇軾41歳。 

 

 

■【05-2-001】一叢花 

【解題】「春の初めに病
やまい

より起きる」との添え書きがある詞。最初に前の年のうちに

立春があったことを歌っていることから、この年の作であろうと推測されている。 

 

【訳文】 

今年春浅臘侵年。［今年の春が浅く始まったのはまだ十二月のうち］ 

冰雪破春妍。［でも、氷や雪に破られてしまった春の妍
あでやか

さ］ 

東風有信無人見、［それでも、春の風は人には見えなくてもまことのある信
たより

］ 

露微意、［かすかな意
こころ

は露にも］ 

柳際花辺。［柳の際
き わ

にも花の辺に見えます］ 

寒夜縱長、［なおなお長く寒い夜］ 

孤衾易暖、［でも、暖まりやすくなった夜具］ 

鐘鼓漸清円。［鐘の音は少しずつまろやかになってきています］ 

 

朝来初日半含山。［朝がきて、まだ半ばは山に含まれている太陽］ 

楼閣淡疏煙。［楼閣がまとう淡くまばらな靄］ 

遊人便作尋芳計、［人がいましも作ろうとするのは芳
よ

きところを尋ねる計画］ 

小桃杏、［小さな桃や杏子］ 
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応已争先。［きっとすでに先を争っているでしょう］ 

衰病少情、［でも、病
やまい

に疲れてさえない情
おもい

］ 

疏慵自放、［面倒臭いとやけっぱち］ 

惟愛日高眠。［つまりは日の高くなるまで眠っているのを愛するのです］ 

【補足】［冬と春の境目、病気と健康の境目、それらの間を行き来している己のもや

もやを歌っているのだろう］ 

 

■【05-2-002】刻秦篆記 

【解題】先の詩にあった文
ぶん

勛
くん

［字
あざな

は安
あん

国
こく

］［→作品番号 05-1-084］は篆
てん

書
しょ

をよくした。

それについての小文。篆書とは漢字の書体の一つで、秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

が天下を統一したと

きに、漢字もまた全土で通用するように制定した標準の書体。現在でも印鑑に使われ

ているのを見ることがある。 

 

【訳文】 

秦
し ん

の始
し

皇
こ う

帝
て い

の二十六年、秦は初めて天下を統一した。二十八年、始皇帝は東の海のほとりにまで

巡行し、琅
ろ う

琊
や

台
だ い

に登って海から日が出るのを見た。楽しさに帰るのを忘れ、付き従う者三万人がその

台の下に家を建て、秦の徳を称える頌
し ょ う

詩
し

を石に刻んだ。秦の二世皇帝の元年、皇帝の詔書をその

傍らに刻んだ。 

いま頌詩は亡び、始皇帝に従った大臣で名が知れるのはわずかで、二世皇帝の詔書だけが残って

いる。始皇帝の二十八年は壬
じ ん

午
ご

の歳、いま熙
き

寧
ね い

九年は丙
へ い

辰
し ん

の歳であるから、千二百九十五年の

隔たりがある。 

蜀
し ょ く

の人蘇軾は密
み つ

州に来て、この詔書を写した旧い紙を民間に得た。いまそれを見るに、なおも完全な

姿をしているのは、存在しているべきものには磨滅する日がないということなのだろうか。 
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盧
ろ

江
こ う

の文
ぶ ん

勛
く ん

がたまたま職務を帯びて密州に来た。文勛は古
いにしえ

を好み、篆
て ん

書
し ょ

をよくし、篆書の祖とされる

秦の李
り

斯
し

の筆の運び方を会得している。文勛は秦の篆書を模して二世皇帝の詔書を石に刻んだの

で、それを私は超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

に置いた。 

秦は無道で、国家の事業を成就させるために民衆の命を絶つようなことをした。しかし、その時代に文

字が巧みであったのは、ほかの時代の及ぶところではなく、それは消えてなくなってよろしいものではない。

後世の君子はそうしたことをこの超然台の石に見るべきであろう。 

正月七日甲
こ う

子
し

に記す。 

【補足】［秦
しん

の始
し

皇
こう

帝
てい

はいわゆる「焚
ふん

書
しょ

坑
こう

儒
じゅ

」を行うなど、儒学の伝統からすると最

悪の暴君であり、秦の統一の基礎を作った李
り

斯
し

もはなはだ評判は芳しくない。しかし、

秦が立派な書体を残したことは高く評価しなければならない。そうした矛盾をこの文

章は提起しているのだろう］ 

 

■【05-2-003】満江紅 

【解題】文
ぶん

勛
くん

［字
あざな

は安
あん

国
こく

］は1月13日に都へと帰り、これはそのときの送別の詞。 

 

【訳文】 

天豈無情、［天はもしかして無情］ 

天也解、［いえ、天もわかっていて］ 

多情留客。［行く人を留めようとするあつい情
こころ

があるのです］ 

春向暖、［暖かくなろうとしている春］ 

朝来底事、［でも、この朝はどういうこと］ 

尚飄軽雪。［まだ風に舞い降る雪］ 

君遇時来紆組綬、［時節に遇って朝廷に並ぶ貴君］ 
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我応老去尋泉石。［老いて山や泉を尋ねる私］ 

恐異時杯酒忽相思、［このさき酒を飲んでふと互いに想うことがあっても］ 

雲山隔。［私達は雲と山に隔てられてしまっているのです］ 

 

浮世事、［浮世のことは］ 

倶難必。［きっとこうなるようにはなってくれません］ 

人縱健、［人はたとえ健康でも］ 

頭応白。［白くなってしまう頭］ 

何辞更一酔、［断らないで、もう一杯を］ 

此歓難覓。［これからは求められないこの歓びですもの］ 

不用向佳人訴離恨、［佳
よ

き人には訴えてはいけないのです、別れの恨みなどは］ 

涙珠先已凝双睫。［だって、二つの目に涙がついているのですから］ 

但莫遣、［そうなってはならないのは］ 

新燕卻来時、［燕は帰ってきましたけれど］ 

音書絶。［手紙が途絶えてしまいましたと］ 

【補足】［文
ぶん

勛
くん

に向けて詠んだ詞がもう一首残っているが訳は割愛する］ 

 

■【05-2-004】跋赤溪山主頌 

【解題】赤
せき

溪
けい

山
ざん

の主人が作った頌
しょう

歌
か

に書き添えた跋文。赤溪山の主人とは趙
ちょう

棠
どう

のこ

とで、趙棠は諸
しょ

城
じょう

県知事の趙
ちょう

昶
ちょう

［→作品番号05-1-070］の父である。 

 

【訳文】 

道
み ち

に達した者が、達していない者と語るのは、譬えるならば、我等が舌のない人と語って、味について
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説くのと似ているだろうか。 

舌のない人から、「蜜とはどのようなものか」と問われたなら、我等は「蜜とは甜
あ ま

いものだ」ときっといいたく

なるだろう。「甜いとはどういうことか」とさらに問われたなら、我等はそれを説くことができるだろうか。我等

は蜜の甜さを知っているけれど、舌のない人は甜さを一生暁
さ と

ることができない。 

暁
さ と

りようがないということでは、道に達していない者の問いに応じて、道に達した者が説くのも同様である

のだろう。東を問えば道に達した者は西を説き、あるいは空を指し、地に画き、それは道に達してない者

からすると、心が疾
や

んだ人の語りか、寝言であるかのように聞こえてしまう。それでも聴く者はわからない

というのを恥じて、説くのに従って得心したようなふりをし、さらには他の人を欺いたりもする。 

昔、張
ち ょ う

魯
ろ

は病
やまい

を治すと称して病人から五斗の米を受けた。病の治療を受けた者は「まだ治らない」と

はいえなかった。もしもそのようにいったなら、もはや一生治らないとされていたからである。それで当時の

人々は張魯が神であるとした。それが真であるかどうかを疑うことがそもそもできなかったのである。このよ

うな類
たぐい

のことはよくある。 

私は赤
せ き

溪
け い

山
ざ ん

主
し ゅ

の頌歌十一篇をその子の趙
ち ょ う

昶
ち ょ う

から得た。それを読んで、私には上に述べたどちらに

相当するのかわからなかった。そこで、楽
ら く

全
ぜ ん

先
せ ん

生
せ い

［張
ち ょ う

安
あ ん

道
ど う

］に尋ねたところ、赤溪山主は道に達した

者であることに疑いはないとわかった。それでその書の末にこれを記すものである。 

熙
き

寧
ね い

九年正月望日 

【補足】［（1）この短文はなかなかに巧みである。神仙の道について説く書物は、我

等凡人には何をいっているのかさっぱりわからない。それがでたらめであるのか本物

であるのか見分けることができないようなものであるので、本当はでたらめであるの

に大勢の人がうっかり騙されてしまうこともある。蘇軾は、真偽を見分けることので

きる楽
らく

全
ぜん

先
せん

生
せい

こと張
ちょう

安
あん

道
どう

［→作品番号 05-1-052］に尋ねて、確かであるとの保証を得

たのである。現代の我々からするとその保証も疑わしいのだが。（2）張
ちょう

魯
ろ

はいわゆる

五
ご

斗
と

米
べい

道
どう

の始祖であるとされる張
ちょう

道
どう

陵
りょう

の孫。ただし、張道陵は架空の人物とされて
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いる。五斗米道は政治的にも非常に強い力を持った教団であったが、蘇軾はいかさま

な教説を振りかざしたとして厳しく批判している［→作品番号01-1-010］］。 

 

■【05-2-005】答李邦直 

【解題】李
り

清
せい

臣
しん

［字
あざな

は邦
ほう

直
ちょく

］の詩に答えた。李清臣は蘇軾よりも4歳年長で、科挙に

もやはり 4年早く合格している官界の先輩で、その逸話を作品番号 05-1-004で見てい

る。李清臣は都から職務を帯びて密
みつ

州にきて、蘇軾と若干の交流があった。この詩は

李清臣が密州を去ってからのものであろう。 

 

【訳文】 

すてきな人は春風に似ていようか。 

春風が吹いてきたばかりのとき、物はなかなかそれに気づかない。 

旅の憂いは氷雪に似ていようか。 

春風に会えばすぐに融けて流れてしまう。 

遠くから春風がやってくると、町の人たちはみなうきうきし始める。 

私は病をおしてその様子を見に出ると、 

春風は、私が何とも衰えてしまったことに驚いた。 

春風は、私が久しくもの憂くしているのを知って、 

新しい詩を作って私の心を元気にしようとしてくれた。 

詩は旨い酒のように全身に薫りを溢れさせ、 

詩であるからいくら飲んでも酔うことはないはずなのだが、 

和そうとしたところ、心も体もすでにとろんとしてしまった。 

とにかく懐
お も

いを放とうと、言葉を選ばずに詩を和すと、 
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春風は手をたたいて笑い、あげくには顎をはずしてしまった。 

春風を西の部屋に案内すると、 

しばらく蛮
えびす

の民が作った帳
とばり

を揺らしていたけれど、 

夜になると風雨が激しくなって、どこかに行ってしまった。 

春風と別れてから、物はどれも春の姿を見せるようになり、 

柳は日に日に暗い蔭をつくっている。 

貴君が今度またきてくれるのはいつなのか。 

そちらは楽しかろうが、 

私はいま遊びに出歩くことができないので、 

ここのへんてこ知事はどうあっても憂いをとくことができないでいる。 

貴君には素敵な奥方がおられ、家門は繁栄を謳歌していると聞く。 

ならば、財布をさかさまにして芸妓を揃えて演奏を習わせ、 

私のこの詩を歌わせるようにしたらよろしかろう。 

【補足】［（1）この詩は、春風と李
り

清
せい

臣
しん

と李清臣の詩の三者を渾然一体として詠んで

いる。残念ながら、この訳文はそれを十分に生かせていない。「西の部屋」とあるの

は作品番号 05-1-042 で見た「西
せい

斎
さい

」のことで、李清臣をそこに案内したのだろう。（2）

「素敵な奥方」とは韓
かん

琦
き

の姪で、もしも作品番号 05-1-004 で見たエピソードが事実で

あったなら、このときすでにその妻は、夫が孫
そん

洙
しゅ

の娘に惚れてしまったことを知って

いたことになる。（3）李清臣を見送ったときに詠んだと推測される詞もあるが、訳は

割愛する］ 

 

■【05-2-006】望江南 

【解題】「超
ちょう

然
ぜん

台
だい

での作」と添え書きのある詞。『望
ぼう

江
こう

南
なん

』は、もとを遡れば、長
ちょう

江
こう
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より南の地への想いを歌った唐
とう

代
だい

の曲。原曲はずっと短く、これは長いバージョン。

詞はほとんどの場合に題名と内容は関係しないのだが、『望江南』はその名が主題と

なっていることがよくある。蘇軾はこの作品で江南への想いを直接的に歌っているわ

けではないが、杭
こう

州の春への憧憬が底にあるとみても間違いではないだろう。 

 

【訳文】 

 其の一 

春未老、［いまなお盛りの春］ 

風細柳斜斜。［細やかな風、斜めに揺れる柳］ 

試上超然台上看、［ふらりと超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

に上って見る］ 

半壕春水一城花。［壕
ほ り

の半ばは春の水、町は一面の花］ 

煙雨暗千家。［煙る雨に千の家が暗くとざされています］ 

 

寒食後、［寒
か ん

食
し ょ く

の後］ 

酒醒却咨嗟。［酒が醒め、ふっと溜め息］ 

休対故人思故園、［思うのはやめましょう、懐かしい人、故郷の園］ 

且将新火試新茶。［さあさあ火をつけ、煎れるとしましょう新たな茶］ 

詩酒趁年華。［詩と酒でもって追い付きましょう、一年の最も華やかな時に］ 

【補足】［「寒
かん

食
しょく

」は清
せい

明
めい

節
せつ

の前に、火を使わずに冷たい食事をとる行事。「寒食」が

終わって最初につける火を「新
しん

火
か

」という。清明節は春分から15日目ですでに晩春に

入るので、うっかりすると季節に置いて行かれてしまう焦燥感を最後に歌っているの

だろう。なおこの年の清明節は2月29日であったという］ 
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 其の二 

春已老、［すでに盛りを過ぎた春］ 

春服幾時成。［もうできていてよいはずの春の晴れ着］ 

曲水浪低蕉葉穏、［曲
き ょ く

水
す い

の宴の流れは緩やかに、静かに浮かぶ盃］ 

舞雩風軟紵羅軽。［風は軟らかく、雨乞いの踊りに、軽やかに翻る衣］ 

酣詠楽升平。［酔って歌って泰平を楽しみましょう］ 

 

微雨過、［細やかに過ぎゆく雨］ 

何処不催耕。［どこでも忙しく野良仕事］ 

百舌無言桃李尽、［百舌
も ず

は鳴き終わり、花が終わった桃と李
すもも

］ 

柘林深処鵓鴣鳴。［柘
ざくろ

の林の奥深くで鳴く鵓鴣
ぼ つ こ

］ 

春色属蕪菁。［春の色はいまは蕪菁
か ぶ

のものになっています］ 

【補足】［曲
きょく

水
すい

の宴は3月3日に行われる行事］ 

 

■【05-2-007】満江紅 

【解題】密
みつ

州の高
こう

密
みつ

県にある流
りゅう

杯
はい

亭
てい

で詠んだ詞。詞の内容から推測するに、新たに作

られた堤の視察に出たところ、ちょうど3月3日の節句に当たったので、川べりの

亭
あずまや

で酒宴を催してこの詞を詠んだのだろう。 

 

【訳文】 

東武城南、［東
と う

武
ぶ

［高
こ う

密
み つ

県］の町の南］ 

新隄固、［新しく作られた堤は堅固で］ 

蓮漪初溢。［さざ波とともに初めての水が溢れています］ 
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隠隠遍、［水はさらさらとあたりに満ち］ 

長林高阜、［長く続く林や高い丘には］ 

臥紅堆碧。［紅が臥し、碧が積まれています］ 

枝上残花吹尽也、［枝に残っていた花が吹き尽くされてどこかに行ってしまったのを］ 

与君更向江頭覓。［皆さんとともに川のほとりで探し求めるとしましょう］ 

問向前、［さあ尋ねます］ 

猶有幾多春、［春はまだどれくらいあるのですか、と］ 

三之一。［あとは三分の一だけ……］ 

 

官裏事、［官の仕事は］ 

何時畢。［いつ終わるのやら］ 

風雨外、［雨や風のない日は］ 

無多日。［多くはないのです］ 

相将泛曲水、［さあ、曲がりくねった水に舟を浮かべようではありませんか］ 

満城争出。［町からどっと出て行こうではありませんか］ 

君不見蘭亭修禊事、［皆さんもご存知でしょう、かの蘭
ら ん

亭
て い

での宴
うたげ

のこと］ 

当時座上皆豪逸。［あの場に集まったのは立派な方々ばかりでした］ 

到如今、［いまに至っても］ 

修竹満山陰、［かの山には青い竹が同じようにあるのでしょうけれど］ 

空陳跡。［空しく昔を語るだけなのです］ 

【補足】［「蘭
らん

亭
てい

の宴
うたげ

」とは、王
おう

羲
ぎ

之
し

が書いた『蘭
らん

亭
てい

集
しゅう

の序
じょ

』で名高い永
えい

和
わ

九年［353

年］三月三日に行われた曲
きょく

水
すい

の宴のこと。理想像とされたその宴にも負けない楽しさ

を流
りゅう

杯
はい

亭
てい

で我等も持とうではないかと人々に呼びかけたのである］ 
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■【05-2-008】和文与可洋川園池三十首 

【解題】親友の文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］［→作品番号 04-1-011 など］はこのころは洋
よう

州知事

の任にあり、遠く離れていても、『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の賦
ふ

』に和したり、ここに見るように洋
よう

川
せん

の風光を歌った三十首の詩を唱和したりするなど親密な交流が続いていた。洋川は洋

州を流れる川で、その周辺の風光を文同は三十首の詩に詠み、それに蘇軾が和したの

である。この連作は、唐
とう

の時代に王
おう

維
い

と友人の裴
はい

廸
てき

がおのおの二十首を詠み合った

『網
もう

川
せん

集
しゅう

』をかなり意識しているようだ。『網川集』は、王維の広大な別荘である網
もう

川
せん

荘
そう

にあった20のビューポイントを詠んだもの。宋
そう

代の一知事である文同がそれに匹

敵するような庭園を構えるのはむろん不可能で、平凡な田舎の風光の奥に、手の込ん

だ庭園の美にも劣らぬものを見出して詩にしたということなのだろう。なお、詩を和

すとは、必ずしも同じ韻を用いなくてもよいので、この連作はそのようになっている。 

 

 其の一 湖
こ

橋
き ょ う

 

夕暮れ時、 

橋の朱
あ か

い欄干と画を施した梁
は り

に湖水が照り映える。 

その上を、白い衣に黒い帽子の古めかしい姿の君が行く。 

橋の下には、無数の魚やら亀やらが集まってくる。 

君が杖を鳴らし、履
く つ

を引きずりがちに橋を過
よ

ぎる音をちゃんと知っているのだ。 

【補足】［連作のオープニングで、湖
こ

橋
きょう

より洋
よう

川
せん

を巡り始めるのである］ 

 

 其の二 橫
お う

湖
こ

 

横湖に蓮の花が開くとき、 
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翠
みどり

の蓋
ふ た

によって守られているその紅
あ か

い粧
よそお

いを貪り見る。 

夜が迫り、霜が降るのも気付かずに……。 

横湖から蓮の花が消えるとき、 

天が錦の織物を巻き取ってしまったかのよう、 

秋の光が注ぐ水面はまっさらな絹となる。 

【補足】［（1）横
おう

湖
こ

は洋
よう

州の町の西にある細長い湖で、そこに架かる橋が第一首で見

た湖
こ

橋
きょう

である。（2）続く第三首は文
ぶん

同
どう

の書斎である書
しょ

軒
けん

を詠んでいて、書物に関連す

る語を組み合わせた技巧的な作品で、我々にとっては面白味がないので訳は割愛する］ 

 

 其の四 氷
ひ ょう

池
ち

 

詩人［文
ぶ ん

同
ど う

］は氷や雪も嫌わずに池を繞って見続けている。 

寒さに耐える一番の工夫は詩を詠むことにあるようだ。 

そういえば、王
お う

羲
ぎ

之
し

は池に臨んで書の稽古に励み、 

硯を繰り返し洗ったために、 

池の青い水に下に黒い竜が蟠まるまでになったという。 

とすると、この池には何が潜むのだろうか。 

【補足】［文
ぶん

同
どう

のもとの詩は凍り付いた池を主題として、鳥が寒さを恐れることなく

池のほとりで宿をとると詠んでいる。それに対して、寒さを嫌わないのは文同自身の

方ではないかと戯れたのである］ 

 

 其の五 竹
ち く

塢
お

 

晩年に至って孤高を保つ人は、 

歳の終わりの寒さの中で、 
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竹とだけ楽しみをともにする。 

かつて名高い詩人がいたけれど、 

その詩才は実は粗雑で笑うべきものだった。 

竹の林を、十万の軍勢が剣を立てて並ぶありさまに譬えたのだから。 

【補足】［詩題の「竹
ちく

塢
お

」は竹の生えた土手。原詩では文
ぶん

同
どう

のことを「晩
ばん

節
せつ

先
せん

生
せい

」と

言い表している。文同は何度も触れているように、竹を友とし、ひたすら竹の画を描

いた。ここで粗雑な詩人と評されたのは杜
と

牧
ぼく

で、その詩に「竹林外裏兮十万丈夫、甲

刃 密陣而環侍」［竹林は十万の兵士が刀を立てて陣を組んでいるようだ］という

句がある］ 

 

 其の六 荻
て き

浦
ほ

 

荻
お ぎ

は秋に耐えられず、 

雨に折れ、霜に乾き、 

白い花も黄色い葉も消えてしまうのを人は愁う。 

月明かりのもと、小さな舟で湖辺に漕ぎ出す―― 

詩人はここを江
こ う

南
な ん

の鸚
お う

鵡
む

洲
し ゅ う

だと見ているのである。 

【補足】［鸚
おう

鵡
む

洲
しゅう

は、黄
こう

鶴
かく

楼
ろう

［→作品番号04-1-045］を詠んだ唐
とう

代
だい

の崔
さい

顥
こう

の詩にも、

「芳草萋萋鸚鵡洲」［芳
ほう

草
そう

 萋
せい

萋
せい

たり鸚
おう

鵡
む

洲
しゅう

］とあるように、長
ちょう

江
こう

中流の有名な中州で

ある］ 

 

 其七 蓼
り ょ う

嶼
し ょ

 

秋になると、南の水辺で蝉が鳴き出し、 

霜が落ちると、橫
お う

湖
こ

の水は沙を見通せるまでに澄んでくる。 
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蓼
た で

の花が雨に伏すのは、無限の思いに沈んでいるのか、 

蝶が草をじっと草を抱いているのは、情がもはや耐え難くなっているからなのか。 

【補足】［蓼
りょう

嶼
しょ

は横
おう

湖
こ

にある蓼
たで

の繁る小島である］ 

 

 其の八 望
ぼ う

雲
う ん

楼
ろ う

 

陰
か げ

ったり晴れたり、朝になったり夕べになったり、 

楼台はそのたびに何度も新たになる。 

人は楼台に立ち、その身を虚空にあずける。 

虚空に出るときは無心、 

虚空から帰るときも無心。 

白雲を望んで好
よ

しと思い、 

白雲もまたその人を好しと思う。 

【補足】［これに続く第九首は天
てん

漢
かん

台
だい

を詠み、天漢［すなわち天の川］の名から天文

と関連付けて詩を構成しているが、訳は割愛する。雲から天の川、そして次の月へと

進んで行く］ 

 

 其の十 待
た い

月
げ つ

台
だ い

 

月は志の高い人とあらかじめ約束をしていたのだろう。 

軒にかかり、低く戸にさしこみ、そしてその人の眉を照らす。 

昨日は十分に満ちた姿があったので、 

闇という海から氷輪
つ き

が出てくるのが、 

少しく遅くなった。 

【補足】［実際に見てもいない洋
よう

川
せん

の風光を 30 首もの詩に詠むのは、さすがの蘇軾も
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難儀であったようで、いろいろな技を繰り出して詩を構成するのだが、我々にはピン

とこないものも少なくない。二
に

楽
らく

榭
しゃ

と
とう

泉
せん

亭
てい

を詠んだ二首は訳を割愛する］ 

 

 其の十三 吏
り

隠
い ん

亭
て い

 

人間の世界には憂患が縦横に満ちている。 

ところが、おかしなことに晩節先生は日々呑気にしている。 

昨日は、清らかな風の入りくる北の窓辺に眠り、 

朝には、西の山からの爽やかな気配に包まれている。 

【補足】［「吏
り

隠
いん

」とは、本当の隠者になれないけれど、官職に就きながらも、精神の

高潔さは変わらないということ。作品番号 04-1-028の其の四で見た「中
ちゅう

隠
いん

」と同じで

ある］ 

 

 其の十四 霜
そ う

筠
い ん

亭
て い

 

ほろりと籜
か わ

が解かれたばかりの篁
た け

は、 

嬋娟
な よ な よ

として自分を支え切らないくらいで、 

すでに冬枯れのころの姿にも見える。 

秋の風に他の草木がしぼむときになって、 

寒さに負けることのない竹の凛凛
き り っ

とした意
こころ

が見えるようになるのである。 

【補足】［（1）竹は冬でも青々とした姿を変わらずに保つので、困難にも負けること

のない優れた君子に譬えられる。霜
そう

筠
いん

亭
てい

はそのような冬の竹の姿を愛でるところであ

る。（2）無
む

言
ごん

亭
てい

と露
ろ

香
こう

亭
てい

を詠んだ続く二首は割愛する］ 

 

 其の十七 涵
か ん

虚
き ょ

亭
て い

 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：141 
 

水と花は美しさを競い合う。 

秋の月は水をよしとし、春の風は花をよしとして、 

それぞれに贔屓するところがある。 

この亭
あずまや

は虚
き ょ

を涵
ひ た

すというからには、 

亭のまわりには、実は水も花も何もない。 

何もなければ贔屓するところもない。 

だから、涵虚亭より見るのは―― 

天の全てを尽くした一切欠けるところのない万
ば ん

景
け い

なのである。 

 

 其の十八 谿
け い

光
こ う

亭
て い

 

湖の波が夕暮れとともに去り行くのは情がある。 

渓流の輝きが日の出とともに軒に動き出すのはさらによい。 

その光を画に描いたのはまだ見たことがないので、 

君の詩をたよりに一つ写してみたいものだ。 

 

 其の十九 過
か

渓
け い

亭
て い

 

身は軽く、穏やかに歩むと、帰るのを忘れる。 

四本の柱だけの過渓亭の前に丸太の細い橋がある。 

橋の先の俗界には出ないと君は決めていたのに、 

友と話すうちに思わずその橋を渡ってしまった。 

二人で大笑いすれば、 

水鳥は驚きのあまり、その緑の衣を落としてしまう。 
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 其の二十 披
ひ

錦
き ん

亭
て い

 

春、 

披錦亭からの眺めは、 

霞は紅く露は緑に、曉の風は香る。 

春の日は長く、 

燕はひたすら舞い、鶯はひたすら啼く。 

知事殿は貧乏な老人だとは誰もいわない、 

豪華な飾りの屏風や帳
とばり

に囲まれて、 

悠悠と笛を吹いているのだから。 

【補足】［続く
けいてい

の詩は割愛する］ 

 

 其二十二 菡
か ん

萏
た ん

亭
て い

 

日ごとに床几を移して蓮の葉の下の風を追う。 

いつまでも続く清らかな香りに思いは窮まるところがない。 

どうかしてこの身を亀に変え、 

蓮の葉の揺れる中で千年という歳月を過ごしたいものだ。 

【補足】［（1）「菡
かん

萏
たん

」とは蓮の花のこと。（2）続く荼
と

䕷
び

洞
どう

の詩は割愛する］ 

 

 其の二十四 篔
う ん

簹
と う

谷
こ く

 

篔簹谷の竹は立派であるけれど、その値は蓬
よもぎ

のように安い。 

ここの筍
たけのこ

は伐り取るのを禁じられている。 

清貧を自称するここの実は大食らいの知事殿が、 

いつも竹が胸中にあると言いつつも、 
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本当は自分だけが腹の内におさめようとしているに違いない。 

【補足】［（1）篔
うん

簹
とう

谷
こく

の竹について論じた蘇軾の文を後に見ることになる［→作品番

号05-5-086］。（2）続く寒
かん

蘆
ろ

港
こう

の詩は割愛する］ 

 

 其の二十六 野
や

人
じ ん

盧
ろ

 

少年のころは鋤
す き

や鍬
く わ

の仕事に苦労したので、 

山に囲まれた故郷の暮らしを嫌ったものだ。 

老いてみると、 

立派な建物での暮らしなどは意味がないとわかる。 

だから、時には野
や

人
じ ん

の住むところに行かずにはいられないのだ。 

【補足】［野
や

人
じん

とは官職に就いていない粗野な非知識人のことであるが、蘇軾が野人

というときには世俗の常識に縛られない自由人という意味合いが強いようだ］ 

 

 其の二十七 此
し

君
く ん

庵
あ ん

 

此君庵の前の抱
ほ う

節
せ つ

君
く ん

［竹のこと］に向かって、 

文
ぶ ん

夫
ふ う

子
し

［文
ぶ ん

同
ど う

］は言葉を寄せる、 

「君とは到るところで親しくしたいものだ」 

竹の真
まこと

を画に描くことでは文夫子が第一だろうが、 

私だって竹の真を文に記すことくらいはしたのである。 

【補足】［（1）「此
し

君
くん

」とは竹のこと。「此
こ

の君
きみ

なくしては一日も過ごせない」と、晋
しん

の時代の王
おう

徽
き

之
し

がいったことを踏まえている。（2）蘇軾が書いた文とは『墨
ぼく

君
くん

堂
どう

記
き

』

［→作品番号03-3-016］である。竹を愛することでは文
ぶん

同
どう

に負けないと戯れたのであ

る］ 
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 其の二十八 金
き ん

橙
と う

径
け い

 

この里の人も金
き ん

橙
と う

［蜜柑の類］の味わいを知ってはいるけれど、 

鱸
ろ

魚
ぎ ょ

がなければその価値は低いものである。 

松
し ょ

江
こ う

の春の煙る雨の中で、 

小舟を浮かべて薤
に ら

を焼き、 

金橙とともに搗
つ

いて、 

鱸魚と合わせて食べてこそ最高の味なのである。 

【補足】［文
ぶん

同
どう

のもとの詩は、土地の人は金
きん

橙
とう

のよさを知っていないと歌っていた。

蘇軾は洋
よう

川
せん

には鱸
ろ

魚
ぎょ

がいないから、金橙の味わいを十分に引き出せないでいるのだ

と、戯れの答えを出したのである。鱸魚は呉
ご

のあたりの名物で、非常に美味な魚とさ

れていた［→作品番号04-3-038］。蘇軾は松
しょう

江
こう

で、柑橘類を添えた鱸魚を実際に食べ

ていたのだろう］ 

 

 其の二十九 南
な ん

園
え ん

 

南の庭に美しい桃や緑の楊
やなぎ

を植えないということは、 

知事殿はきっと桑や麦を育てるつもりなのだろう。 

畦
う ね

に春の雨が降るころには、 

立派な絹が出来上がるのを想い見て、 

壠
う ね

に夏の風が吹くころには、 

麦こがしを焼く香りを想い見るのである。 

 

 其の三十 北
ほ く

園
え ん
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漢
か ん

水
す い

もあれば巴
は

山
ざ ん

もあって、洋
よ う

川
せ ん

にはまだまだ楽しみが余りある。 

私は、ひとたび手を振って故郷への帰途につくことを想う。 

君に頼むのは、 

北園の草や木にこのように尋ねてほしい―― 

「蘇
そ

君がこのあたりの主
あるじ

になっても構わないかい」 

【補足】［これが連作の結び。洋
よう

川
せん

での楽しみを文
ぶん

同
どう

から引き継ごうというのである。

なお、洋
よう

州は漢
かん

水の流域にあって、洋川は漢水の支流で、地域区分としては蜀
しょく

の範囲

内である。だから、蘇軾は郷里と一体化して捉えているのだが、広大な中国であるか

ら、洋州と眉
び

州は直線距離で500kmほど離れている］ 

 

■【05-2-009】与文与可 

【解題】同じころに、文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］に送った手紙。 

 

【訳文】 

貴君からは、『鳳
ほ う

咮
し ゅ

堂
ど う

の詩』などの作品や数々の書
し ょ

をしばしば寄せてくださり感謝しております。すべて

届いております。とにかく遠く離れているために不便ばかりです。先に『超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

の詩』を書いてくださるよう

頼みましたが、ぜひ草書で願います。それを模写して石に刻みます。 

安
あ ん

南
な ん

や代
だ い

北
ほ く

の地は騒然とし、愚かな私も憂いております。我等は閑処に置かれていて、それはそれで

天の幸いであるとしましても、深く恥じらうものであります。このような情勢では緊急の徴発がありましょう。

蜀
し ょ く

の地ではどうなのでしょうか。 

私は近ごろ、斉
せ い

州への異動を希望しましたが、叶いませんでした。今年の冬には任期が満ち、弟もま

た交替となりますので、ともに都に上って、蜀に帰ることを強く願い出るつもりでいます。 

そちらの洋
よ う

川
せ ん

の園池はすばらしいところで、他方こちらの密
み つ

州は田舎臭いところであります。それでも随
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分と改修を施しました。町の西北には客人を送る亭
あずまや

があり、下に濰
い

水
す い

を臨み、広 と々見渡すことがで

きます。ここも改修して、「快
か い

哉
さ い

亭
て い

」と名付けました。もしも一首を寄せていただければ幸いです。…… 

【補足】［（1）冒頭にある『鳳
ほう

咮
しゅ

堂
どう

の詩』については作品番号04-1-011で見ている。

（2）終わりにある「快
かい

哉
さい

亭
てい

」については、文
ぶん

同
どう

は蘇軾の依頼に応じて詩を作ってい

る。後に蘇軾は黄
こう

州において同じ名の「快哉亭」を作り、そちらの方が遥かに有名に

なった］ 

 

■【05-2-010】与程彜仲 

【解題】このころに、母の親類筋に当たる程
てい

建
けん

用
よう

［字
あざな

は彜
い

仲
ちゅう

］に宛てた手紙が残っ

ているので、その一部を読んでおこう。科挙を受けるために上京することを程建用が

報告してきたことへの返事である。 

 

【訳文】 

貴君のこのたびの挙
き ょ

は、きっと合格の報せを携えて西に還ることになるでしょうから、私のところにはお越

しになれませんでしょう。東
と う

武
ぶ

［密
み つ

州］での私の任期が満ちるのは来年の冬でありますから、都でお会

いすることも叶わないでしょう。私の任期が終えるときには、弟もまた職務を解かれるでしょうから、郷里に

戻ることを求めて、ともに西に還ろうと思います。ともに蜀で任務に就くことを得て、ついには墳墓を守っ

て死に至るつもりです。私は心も見かけも衰老し、かつての面影はありません。昔馴染みの人 と々楽し

く飲むことばかりを念っています。…… 

【補足】［（1）程
てい

建
けん

用
よう

は翌年の春の科挙で合格し、蘇軾はそれを祝う手紙を書いてい

る。その中に、「合格者の中に郷里の人は貴兄ただ一人であった」と記している。（2）

先の文
ぶん

同
どう

への手紙では、任期を終えるのは今年の冬であるとしていて、この手紙では

来年の冬であるとしている。通常の任期は 3 年なので来年の冬で正しいのだが、実際
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にはこの年の終わりに密
みつ

州を離れている］ 

 

■【05-2-011】寄題刁景純蔵春塢 

【解題】潤
じゅん

州の大長老である刁
ちょう

約
やく

［字
あざな

は景
けい

純
じゅん

］［→作品番号 04-3-006 など］に送っ

た詩。刁約の家の近くに蔵
ぞう

春
しゅん

という名の塢
つつみ

があり、そこにはたくさんの松があるの

で、蘇軾は自分の植林技術を提供しようとかつて詩に詠んでいた。 

 

【訳文】 

先生は白髪になっての後に郷里に帰り、 

丘に一万本の松を植えた。 

松が千尺の高さにまで成長して、 

寒風に揺れ動く姿を見るのを先生は楽しみにしている。 

ということは、己の年齢などというものは、 

造物者が万物をこねて作り出す工程の外に抛り投げてしまったのだろう。 

春は、あたかも先生がつく杖の先から生まれ出るかのようで、 

柳の枝は同じ長さに垂れ下がって小暗い蔭を作り、 

桜桃
ゆ す ら う め

の花はすっかり満開となって紅い色が滴り落ちる。 

いつかは徐
じ ょ

君を誘って先生のもとを訪ねたいものだ。 

【補足】［詩の終わりは、原詩では「何時却与徐元直、共訪襄陽龐徳公」［何
い

時
つ

か却
かえ

っ

て徐
じょ

元
げん

直
ちょく

と与
とも

に、共
とも

に襄
じょう

陽
よう

の龐
ほう

徳
とく

公
こう

を訪
と

わん］である。「襄陽の龐徳公」は諸
しょ

葛
かつ

孔
こう

明
めい

も教えを受けたとされる有名な隠者で、蘇軾はその故事を時折詩文に引用している。

徐元直も龐徳公に教わったことのある賢者。刁約を龐徳公に比べ、刁約と蘇軾の共通

の友人で徐姓の誰かを徐元直に比べたのである。刁約はこのとき82歳で、再会を果た
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せなかったことは本章の終わりの方で見ることになる］ 

 

■【05-2-012】書文与可超然台賦後 

【解題】蘇軾の書いた『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の記
き

』と弟が作った『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の賦
ふ

』［→作品番号05-1-

077］は当時の文人の間で評判となり、文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］が『超然台の賦』を作って

送ってきた［先に草書でと依頼したのに応じたのであろう］ので、その後ろにこの短

文を書き添えた。 

 

【訳文】 

我が友の文
ぶ ん

同
ど う

は今どきの人ではなく、古
いにしえ

の人である。その文は今どきの文ではなく、古の文である。

文同の『超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

の賦
ふ

』はさらりとした趣で、外界の物と関わるところがない。屈
く つ

原
げ ん

の『遠
え ん

遊
ゆ う

』や司
し

馬
ば

相
そ う

如
じ ょ

の『大
た い

人
じ ん

』の流れを汲む作品であろうか。 

熙
き

寧
ね い

九年四月六日。 

 

■【05-2-0013】書李邦直超然台賦後 

【解題】同じように、李
り

清
せい

臣
しん

［字
あざな

は邦
ほう

直
ちょく

］［→作品番号05-2-005］も『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の賦
ふ

』

を作って送ってきたので、その後ろにこの短文を書き添えた。 

 

【訳文】 

世人の楽しむところを私もまた楽しむのだが、我が弟だけは独りそれを免れているようだ。 

弦を断って琴の鳴るのを聞く、あるいは酒を退けて芳しい茶を味わう。それとても、声や味からはなお離

れていない。だからやはり世人の楽しむところなのである。 

「超
ちょう

然
ぜん

」を得るのは古
いにしえ

の道
み ち

に達した者であっても難しいとされ、私や弟は敢えてそのことをいおうとしたの
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であった。李
り

清
せ い

臣
し ん

君の言葉は、よく本質を掴んだものといってよいだろう。だから、石に刻んで、私はそれ

に倣おうと思う。 

 

■【05-2-014】雩泉記 

【解題】繰り返し雨乞いをした常
じょう

山
ざん

にある泉を、蘇軾は雩
う

泉
せん

と名付け、それを石に刻

み、4月18日に泉のほとりに建てた。そのことについてこの文章を記した。 

 

【訳文】 

常
じ ょ う

山
ざ ん

は、密
み つ

州の庁舎のある諸
し ょ

城
じ ょ う

県の南二十里にある。常山はさほど大きくもなければ高くもない。山

から下に町を臨むと、町はちょうど山の真下にあって、垣根や楼観が一つ一つ数えられるほどにくっきり

と見える。町から上に山を望むと、山はちょうど町の真上にあって、家で食べたり寝たりするときにも、外

を出歩くときにも、この山がいつでも見えている。このようであるから、常山の神が町の人からの捧げもの

を得ているのはごく当然なのである。 

密州は海に近くて風の吹くことが多く、水が長く川に留まらない。それでいつも旱害に苦しめられる。しか

し、この山に祈るならば、山の神は応えてくれないことはない。民衆はそれで常山の神を信じて頼りにして

いる。山の神がいつも民衆に対して徳があることから、この山を常山というのだろう。 

熙
き

寧
ね い

八年は春も夏も日照りで、私はそのつど山の神に祈った。いつも響くように応じてくれた。そこで私は

常山の神の廟を新しくした。その廟門の西南十五歩のところに泉があり、湧き出る水は車輪のようにぐ

るぐると回る。清涼な水は滑らかで甘く、冬も夏も変わることがない。泉から溢れ出た水は山の下へと

達する。 

私が思うに、この山がいつも民衆に対して徳があって、雲を出して雨を降らせ、民衆に信じられている

のは、この泉があることによるのだろう。そうでありながら、泉には名がなく、農民は軽んじて、草や木が生

えるがままになっている。 
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そこで、私は石を並べて泉を囲むことにした。その深さは七尺、幅はその三分の二である。そのほとりに

亭
あずまや

を作り、泉を「雩
う

泉
せ ん

」と名付けた。 

古の人は「吁
う

嗟
さ

」といって雨を求めた。それで雨乞いの祭りを「雩
う

」というのである。 

いまの民は、求めて獲られないときに「吁
う

嗟
さ

」といったり、痛みに呻吟して「吁
う

嗟
さ

」といったりする。官職に

ある者で、そのような民衆の声をきちんと聞いて哀れみ、その求めるところに応えようとしていて、常山の

雩泉のように民に信じられて頼みとされている者がどれだけいるのだろうか。私はこのことを神に愧
は じ

るもの

である。 

【補足】［この後に「吁
う

嗟
さ

の詩」が続くが、内容はすでに記されたことと重なり、日

本語に訳しにくい韻文であるので省略する］ 

 

■【05-2-015】河満子 

【解題】4月23日に馮
ふう

京
けい

［字
あざな

は当
とう

世
せい

］が成
せい

都
と

の知事に任命された。馮京の名は作品番

号 03-2-010で見ているが、蘇軾の 15年先輩で、慶
けい

暦
れき

8年［104年］、28歳のときに蜀
しょく

の鄂
がく

州
しゅう

で科挙の一次試験を首席で突破すると、翌年に都で行われた二次試験も三次試

験もすべて首席で合格した。世に稀なこととして馮
ふう

三
さん

元
げん

と称賛された［科挙を首席で

合格した人を「状
じょう

元
げん

」という］。優秀な若者が独身であると、我が婿にしようと都の

人々は色めき立つのが常で、馮京を射止めたのは富
ふ

弼
ひつ

であった。馮京は富弼という後

ろ盾を得てたちまち中央政界で活躍し、副宰相にまで昇った。王
おう

安
あん

石
せき

の改革には批判

的で、改革の問題点を鋭く衝く蘇軾を朝廷の重要な職に推したこともあったが成功し

なかった。飢饉のために王安石が宰相を降りると、次の宰相候補として馮京の名が上

がったものの、呂
りょ

恵
けい

卿
けい

によって阻まれ、都に外に出た。すると、この年の 3 月に蜀の

茂
も

州で少数民族の反乱が起こり、馮京は郷里の危難を救えるのは自分であるとして、

成都に赴くことを朝廷に願い出た。馮京はすぐに成都に行き、10 月までに治安を回復
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させた。そのことを聞いて、蘇軾はこの詞を作った。冒頭の12文字は、蜀の山と川の

名を挙げて反乱の顛末をイメージ的に歌っている。 

 

【訳文】 

見説岷峨凄愴、［見られましたのは、岷
び ん

山
ざ ん

と峨
が

眉
び

山
さ ん

の惨憺たるありさま］ 

旋聞江漢澄清。［しかし、すぐに聞かれましたのは、長
ち ょ う

江
こ う

と漢
か ん

水
す い

は清らかに澄んだとのこと］ 

但覚秋来帰夢好、［これでわかりました、秋に見るべきは故郷に帰る夢］ 

西南自有長城。［蜀
し ょ く

には長城というべきあなたさまがおられるのですから］ 

東府三人最少、［都においてかつてあなたさまは三人の副宰相で最年少］ 

西山八国初平。［西に行かれてはさらりと八カ国を平定されたのです］ 

 

莫負花渓縦賞、［必ず存分に愛でていただきたいのは浣
か ん

花
か

渓
け い

］ 

何妨薬市微行。［庶民に雑じって遊んでください成都の薬
く す り

市
い ち

］ 

試問当壚人在否、［試しに聞いてみてください、いまもいるのかかの酒売り娘］ 

空教是処聞名。［たぶんあやふやな名を聞くだけとなるでしょうか］ 

唱著子淵新曲、［でもきっとあるはずです、漢
か ん

の王
お う

褒
ほ う

のような埋もれた才人の新曲］ 

応須分外含情。［あなたさまがそれを唱えれば格別の情がありましょう］ 

【補足】［詞の後半では、成
せい

都
と

の名所や行事を楽しんだ上で、蜀
しょく

の地に埋もれている

才人を見出してほしいといっている。父の蘇
そ

洵
じゅん

は、まさに馮京と同じように混乱を収

拾しにきた張
ちょう

方
ほう

平
へい

によって見出されたのであった［→作品番号01-2-001の年譜］］ 

 

■【05-2-016】玉盤盂、并引 

【解題】蘇軾は芍薬の一つの品種に「玉
ぎょく

盤
ばん

盂
う

」の名を与え、そのことを詩に詠んだ。
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序文がある。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序文］ 

東
と う

武
ぶ

［密
み つ

州］の旧
ふ る

くからの習慣で、毎歳四月には、南
な ん

禅
ぜ ん

寺
じ

と資
し

福
ふ く

寺
じ

の両寺に大勢の人々が集まっ

て芍
し ゃ く

薬
や く

の花を仏に供えている。今歳は最も盛んで、およそ七千本余りも供えられた。いずれも花びらや

葉が重なり合い、繁
は ん

麗
れ い

豊
ほ う

碩
せ き

であったが、その中に白い花で、覆
くつがえ

した盂
は ち

のようにちょうど円形で、その下

に十枚余りの葉があり、それがやや大きくて花を承ける盤
ば ん

のようであるのがあった。品格が特に優れ、

七千本の中で独り抜け出ていた。聞くと、「これは町の北の蘇
そ

氏の庭で得たものです。それは、五代

十国時代の周
し ゅ う

朝
ち ょ う

の宰相であった蘇
そ

禹
う

珪
け い

の別荘だったところです」という。しかし、付けられていたその

名がひどく俗っぽかったので、私は「玉
ぎ ょ く

盤
ば ん

盂
う

」と改めた。 

 

 其の一 

春の終わりには様々な花が乱れ咲く。 

芍
し ゃ く

薬
や く

が開くころには、それらはすっかりなくなってしまう。 

二つの寺は、無数の芍薬によってみごとに飾られ、 

人々はそのなかのただ一枝の花を争って見ようとしている。 

旧
ふ る

くから伝わる画にも見ない優れたその姿に、 

私は玉
ぎ ょ く

盤
ば ん

盂
う

の佳名を与えることにした。 

姑
こ

射
や

山
さ ん

の仙人は雪のような白い肌だというが、 

玉盤盂はまさしくその仙人のよう、 

姑射山の仙人が行くところ五穀が稔るというから、 

きっとこれからは毎年穀物が大いに熟すであろう。 
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【補足】［続く第二首は、この芍薬を蘇
そ

家
け

の庭で得たと聞いたことから、自分とは縁

が深いのだろうといったことを歌っているが、訳は割愛する］ 

 

■【05-2-017】和潞公超然台次韻 

【解題】文
ぶん

彦
げん

博
はく

が『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の詩』を詠んで送ってきたので、蘇軾がそれに次韻して返

した。詩の題に「潞
ろ

公
こう

」とあるのは、宰相経験者の文彦博は「潞
ろ

国
こく

公
こう

」に封じられて

いたからである。なお、蘇軾が文彦博に政治上の問題について記した手紙を作品番号

05-1-066で見ている。 

 

【訳文】 

潞
ろ

公
こ う

は富貴を嫌っているのにもかかわらず、 

常に国家のための仕事に苦しみ続けている。 

潞公は実は古
いにしえ

の仙人である赤
せ き

松
し ょ う

子
し

と約束をしていて、 

嶺にかかる白い雲を永遠に見続けることになっている。 

潞公が談笑するだけで清らかな風が生じ、 

天下の人々がそれに共鳴して声を合わせる。 

その潞公が超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

の詩を吟じて、 

雑草が生えたようになってしまっていた私の心を洗ってくださった。 

私はもとはいかなる人間なのかというと、 

鹿が無理に官員の装束をまとい、 

身は微小であるのに、志だけは空しく大きい―― 

潞公との交わりは浅いにもかかわらず、しばしば深い言葉を寄せてくださる。 

潞公がもしも了承してくださるのなら、 
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退職した暁には真っ先に潞公のもとに報告に参上したい。 

ただ恐れるのは、 

そのとき私には酒を買う銭が全くなくて、 

潞公が財布を逆さにして振るわなければならなくなること。 

【補足】［（1）文
ぶん

彦
げん

博
はく

はこの時代としては驚くべき長寿で、この先92歳までさらに20

年間も政界で活躍する。（2）同じころに、鮮
せん

于
う

侁
しん

や張
ちょう

耒
らい

が『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の賦
ふ

』を作って

寄せ、司
し

馬
ば

光
こう

が『超然台の詩』を寄せてきた。鮮于侁は蜀
しょく

の人で伯父の蘇
そ

渙
かん

に所縁の

あることは作品番号 04-2-002 で触れたが、鮮于侁は長く地方官として主に蜀の地にあ

って、改革を批判する意見を朝廷に提出したり、新法の強引な施行に対して抵抗した

りしていたが、このころに京
けい

東
とう

西
せい

路
ろ

、つまり密
みつ

州の近くに赴任し、後に蘇軾と会うよ

うになる。張耒は後年「蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

」の一人と称されるようになるが、このころはま

だ無名の若者で、蘇軾に認めてもらおうとして『超然台の賦』を送ったのだろう。司

馬光は5年前に中央政界から退いて、そのまま洛
らく

陽
よう

に隠棲していた］ 

 

■【05-2-018】聞喬太傅換左蔵知欽州、以詩招飲 

【解題】密
みつ

州にきてからの友人に喬
きょう

敍
じょ

がいる［→作品番号 05-1-020］。その喬敍が武

官から文官に移って欽
きん

州知事を拝命したので、別れる前に飲もうとこの詩で誘った。

何らかの事情で失意の内にあった喬敍に、いずれよいことがあると蘇軾は励ましてい

たのだが、それが的中したのである。 

 

【訳文】 

果たせるかな、今年、もとの将軍は再びに起つことになった。 

かねて夢に見て詩に詠んだのは、我ながら神業であったのだ。 
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貴君は、戦場で倒れて屍
しかばね

が馬の皮に包まれるようになったところで、 

ごくささいなことと見なしていた。 

そして、必ず大官になる相があるといわれていた。 

貴君は、あるときは、風土病の流行る土地で戦争の迫りくるなか、 

羽根の扇を悠然と振って軍を指揮しようとしていた。 

これから欽
き ん

州に行く貴君と痛飲できる日々はあと幾日あるのか。 

西の軒端にさす月の光がいよいよ冴えてきている―― 

さあ、その光に乗じてここにきてはくれまいか。 

【補足】［同じときに喬
きょう

敍
じょ

に贈った詩がさらに二首あるが訳は割愛する］ 

 

■【05-2-019】寄黎眉州 

【解題】蘇軾の故郷の眉
び

州の知事を務める黎
れい

錞
じゅん

［字
あざな

は希
き

声
せい

］に送った詩。黎錞は父

の蘇
そ

洵
じゅん

と交流があった人で、孔子が編んだとされる歴史書である『春
しゅん

秋
じゅう

』を深く研

究して欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

に認められた。当時の皇帝の英
えい

宗
そう

から蜀の地の優れた人物に誰がいるの

かと尋ねられたときに、欧陽脩は、「文
ぶん

行
こう

は蘇洵、経
けい

術
じゅつ

は黎錞」［文章では蘇洵、学問

では黎錞］と答えたという。この詩の半ばには、王
おう

安
あん

石
せき

が『春秋』は官報の切れ端を

集めたようなものでしかないと暴言［名言？］を吐いたことが詠み込まれている。な

お、これより2年後に黎錞のために書いた『眉
び

州
しゅう

遠
えん

景
けい

楼
ろう

の記
き

』を作品番号01-2-001で

見ている。 

 

【解題】 

この密
み つ

州の高いところから、故郷はどこかと望むなら、 

一片の千切れ雲へと夕日が落ちていく…… 
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あのあたりであるのだろうか。 

そちらでは、春が終わってもなお瓦
が

屋
お く

山
さ ん

には堆
うずたか

く雪があり、 

雨の後に空に、峨
が

眉
び

山
さ ん

の緑があたりを掃うようにして聳え立っていることだろう。 

貴君はそちらで古
いにしえ

の経典を研究して、『春
しゅん

秋
じ ゅ う

』を笑う者を嗤
わ ら

っているが、 

有望の士を好んだ欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

のような賢者がいま天下にいないのを私は悲しく思う。 

いつか私も陶
と う

淵
え ん

明
め い

のように『帰
き

去
き ょ

来
ら い

の辞
じ

』を詠んで帰るであろうから、 

貴君とともに詩と酒をもって残る歳月を送ろうではないか。 

 

■【05-2-020】山堂銘、并敘 

【解題】この夏も日照り続きで、5月にはまた常
じょう

山
やま

の神に雨を祈ったのだが、6月に

は一転して大雨が降った。そのことを記した文章。 

 

【訳文】 

叙
じ ょ

 

熙
き

寧
ね い

九年夏六月、大雨が降り、土地の人がきてこのように告げた。 

「東
と う

武
ぶ

［密
み つ

州］の町中の溝が壊れ、無数の岩石が流れ出ました」 

そこでそれらを取り集めさせ、知事公舎の北の壁際に積んで、五つの小山を並べた。そこに松や柏
は く

や

桃や李を植え、さらには北向きの部屋を新たに開いて心をそこに遊ばせ、遠くに思いを託そうと思う。 

 

銘
め い

 

誰がこの堅い石を集めたのか。 

土の神が儲
たくわ

えたのである。 

激流が発生したのは、 
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神が私を畏れさせようとしたからなのか。 

よって庇
ひさし

を延ばし、 

町から山を見晴らし、 

高い木々を蒼
あ お

蒼
あ お

と繁らせて、 

百年の歳月を俯
ふ

仰
ぎ ょ う

しようではないか。 

 

■【05-2-021】和趙郎中捕蝗見寄次韻 

【解題】趙
ちょう

庾
ゆ

［字
あざな

は成
せい

伯
はく

］［→作品番号 05-1-074］が蝗
いなご

を捕えた詩を詠んだのに次韻

した。 

 

【訳文】 

麦は、穂が出てその長
た

けは人の背ほどにもなり、 

稲は、苗が伸びて牛が埋もれるほどにもなった。 

このときに、天はどうしてか、蝗
いなご

が発生するのを抑えてくださらなかった。 

農事は一時もゆるがせにできず、 

蝗は駆除せよと、法令にきちんと定めがある。 

我が僕
しもべ

たちは手足が傷だらけになるまで、 

我が馬は走りまわって疲れ切るまで、 

蝗退治に努めたので、 

ようやく飛翔する数は減ってきたけれど、 

人も馬ももう力は完全に尽きてしまった。 

かくて私はひたすら眠いだけであったのだが、 

貴君からの百篇の詩を得てようやく目の覚める思いがした。 
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はじめは水がちょろちょろ流れるくらいの感じだったのが、 

ついには大海を溢れさせるほどの勢いとなり、 

貴君の詩をもっと読みたくて、 

貴君のもとに人を十回走らせてもやめようとは思わない。 

日頃から妄庸
ぼ ん く ら

を軽んじている貴君であるから、 

私のごとき詩は貴君にじっと見られては笑われてしまうしかない。 

貴君のすぐれた詩の才能はすばらしいのに、 

世間はとかく批判して詩を切り刻むことばかりする。 

いま民衆は苦しみにあえいでいつ癒えるとも知れない。 

官職にはそれぞれに役目があってそれを超えてよいものではない。 

貴君は貴君の任務に励んで世事を口の端に載せることなく、 

空
く う

に向かって「咄
と つ

咄
と つ

」と書くようするのがよいであろう。 

【補足】［詩の終わりは晋
しん

の殷
いん

浩
こう

の故事による。殷浩は讒言によって左遷されたとき、

口では何も言わずに、「咄
とつ

咄
とつ

怪
かい

事
じ

」［実におかしなことだ］と中空に書いて過ごした。

この詩では、職務以外のことを言わない方がよいと趙
ちょう

庾
ゆ

に向かって忠告しているよう

だが、むしろ戒めるべきは蘇軾自身であったのかもしれない］ 

 

■【05-2-022】登常山絶頂広麗亭 

【解題】常
じょう

山
ざん

の頂上にある広
こう

麗
れい

亭
てい

に登ってこの詩を詠んだ。気散じのために山に行っ

たのではなく、雨乞いの折に広麗亭まで足を伸ばしたのだろう。 

 

【訳文】 

西に穆
ぼ く

陵
り ょ う

関
か ん

を望み、 
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東に瑯
ろ う

邪
や

台
だ い

を望み、 

南に九
きゅう

仙
せ ん

山
ざ ん

を望み、 

北に空しく飛ぶ埃
ほこり

を望む。 

我等数人の友は狂飲し、 

荒 し々く振る舞い、 

皆とともに古
いにしえ

の聖天子の舜
しゅん

を追慕して叫び声を上げ、 

ついには遠く蓬
ほ う

莱
ら い

島
と う

に帰ることを想う。 

漢
か ん

の時代のこと、帝に愛された超
ち ょ う

飛
ひ

燕
え ん

は紅の裙を翻して舞い、 

帝とともに仙人となって去ろうと歌い、 

その声は雲間に響き、 

笛は長く悲しみの余韻を残した。 

この山ができてから、 

白
は く

石
せ き

に蒼
せ い

苔
た い

が生じ続けた。 

我等のこのような楽しみはかつてここにあっただろうか、 

去ろうとしてなおあたりを徘徊する。 

人の生
せ い

は朝の露のよう、 

白髮が日夜に増えてゆくのである。 

何事も棄て置いてもはや何もいうまい。 

万
ま ん

劫
こ う

の歳月とて灰を飛ばすように消え去ってしまうのである。 

【補足】［冒頭に、山頂から見える名所を挙げている。それぞれ歴史的な背景があっ

て、この詩の内容と緩く関係するのだが、煩瑣になるので説明を加えることはしな

い］ 
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■【05-2-023】薄薄酒二首、并引 

【解題】趙
ちょう

杲
こう

卿
けい

［字
あざな

は明
めい

淑
しゅく

］［→作品番号05-1-030など］に贈った民謡調の戯れの詩。

序文がある。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序］ 

膠
こ う

西
せ い

の趙
ち ょ う

杲
こ う

卿
け い

先生は、家は貧しく、酒を飲むのを好む。酒は種類を選ばず何でも飲む。いつもいうに

は、「薄い薄い酒でも湯や茶よりはまし。醜い醜い女でも妻がいないよりはまし」。その言葉は洗練され

たものではないけれど、真理に近いところがある。それで先生のこの言葉を推奨して広めようと、東国

風の楽
が

府
ふ

［民謡］を作ってみた。見る人が一発笑ってくれたらと思うだけである。 

 

 其の一 

薄い薄い酒も湯や茶に勝り、 

粗い粗い布も衣がないのに勝り、 

醜い妻も醜い妾も女性がいないのに勝る。 

朝廷の高官に昇ったところで、 

寒い冬の早朝に霜を踏んで皇帝のもとに伺候しなければならないのは、 

何の用事もなくて、夏の日中も涼しい北向きの窓の下で昼寝をしていられるのには及ばない。 

皇帝になったところで、 

飾り立てた万人の列に送られて御
ご

陵
り ょ う

に埋葬されるのは、 

つぎはぎの衣を着ていても、独り呑気に朝日を背に受けて座っているのには及ばない。 

生前の富貴よりも死後の文章というけれど、 

百年は一瞬、万世も慌ただしく過ぎるだけ。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：161 
 

大賢人も大盗賊も己の本性を捻じ曲げたら同じこと。 

とりあえず酔っ払って、 

是非も憂楽も皆忘れてしまうのが一番なのだ。 

 

 其の二 

薄い薄い酒をふんだんに飲み、 

粗い粗い布を重ねて着る。 

ものの良し悪しはあるにしても、 

酔ったり暖かかったりするのは同じだ。 

昔から、醜い妻や醜い妾は主人を長寿にするという、 

主人が退隠して志を遂げようとするのを、 

そうした妻妾が義として従った例は多いのだ。 

宮中の土を踏むのか、隠居所の窓からの風に吹かれるのか、 

いずれももとから計画できることではない。 

百年の一生は長いようでいても必ず終わりがある、 

富貴のうちに死んだ者とて、 

貧窮のうちに生きた者に勝るわけではない。 

遺骸を珠玉で包んで千年も朽ちないようにしたところで、 

墓を暴く盗賊にやられてしまう。 

文章こそは不朽だとかいったところで、 

文字を知らぬ者を驚かせることはできない。 

たちまち顔を紅くして富貴の気分にさせてくれるものがあるとしたら、 

それは酒であろうけれど、 
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道
み ち

に達する者は、酒の功などに頼ったりはしない。 

世の是非や憂楽などは、 

つまるところ空しいものなのである。 

 

■【05-2-024】同年王中甫挽詞 

【解題】嘉
か

祐
ゆう

6 年［1061 年］に一緒に制科
せ い か

に合格した王
おう

介
かい

［字
あざな

は中
ちゅう

甫
ほ

］［→作品番号

02-1-003］が亡くなり、それを悼む詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

仁
じ ん

宗
そ う

皇帝は一代の間に、制
せ い

科
か

の合格者を自ら十五人選ばれた。 

その十五人が、三千里の高さへと飛び上がる鵬鵾
お お と り

のような活躍をするのを、 

天下の人々は眼を凝らして見つめていた。 

王
お う

介
か い

君が取り組んだことは、国家の事業としてまことに用いるべき価値があった。 

私ごときはぐずぐずと衰えるばかりで、言うべき価値がない。 

十五人が出たり退いたり、あるいは昇りあるいは降りること幾十年を経て、 

生きるのも死ぬのも一緒にと約束した仲間も、 

いまでは一体何人が残っているのか。 

いつしか都に行って王介君が活躍した跡を尋ねたならば、 

いま都の人々が流している涙の痕がきっとそこらの草にも残っていることだろう。 

【補足】［仁
じん

宗
そう

皇帝の在位期間は 41 年に及んだが、その間の制
せい

科
か

の合格者はわずかに

15人。蘇軾自身の注によると、この詩を詠んだ時点で存命だったのは、富
ふ

弼
ひつ

、張
ちょう

方
ほう

平
へい

、

銭
せん

藻
そう

、蘇軾、蘇轍の 5人だった。富弼は蘇軾が 8歳のときに憧れた 4人の 1人、張方

平は蘇父子にとっての恩人、銭藻については作品番号 03-3-008 で送別の詩を詠んでい
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る］ 

 

■【05-2-025】七月五日二首 

【解題】副知事の趙
ちょう

庾
ゆ

［字
あざな

は成
せい

伯
はく

］［→作品番号 05-2-021］とともに超
ちょう

然
ぜん

台
だい

に上り、

趙庾が詠んだ詩に和した。趙庾は先の詩でも見たように、蘇軾と同様に言葉が過ぎる

ことがあったらしく、ここでは訳出しなかった別の詩でも、座中でうっかりしたこと

を言わないようにと蘇軾は諭している。 

 

 其の一 

謗
そ し

りを避けて、詩は詠まない、 

病を畏れて、酒は飲まない、 

このように決めて、北向きの窓の下で寂しくしていると、 

この夏の長い一日を、誰も一緒に過ごしてくれる者はいない。 

今年はやたらに暑く、草や木は煮て焦がしたような臭いがきつい。 

私は早 と々衰えてしまった人間で、 

気力は糸のように細く、やっとのことで暮らしている。 

秋がきてくれたら佳
よ

い心持ちになりもするだろうか。 

稲にもそろそろ露が宿すであろうから、 

「稲が収穫されるのを見るだけで、 

 新酒の汁が滴り落ちる心地がする」 

と、杜
と

甫
ほ

が詠んだのに和して、 

静かに詩を吟じてみるのもよかろうか。 

【補足】［詩は詠まない、酒は飲まないという誓いつつも、それは守れないというの
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がこの詩の結論であろうか］ 

 

 其の二 

新たな秋をどこに求めたらよいのか。 

静かな超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

の上だ。 

秋が来てまだ間もないのに、 

超然台の上では、 

風はすでにさわやかで、月はすでに明るい。 

雲の間に翠
みどり

の峰が一つ聳え立ち、 

林の向こうに遠い山々が浪打つように並んでいる。 

新しい棗
なつめ

が次第に摘み取れるようになってきた一方で、 

遅い瓜はまだまだ食べることができる。 

落ち行く日を送りつつ秋の風が吹くと、 

万物が寂しげに鳴り響く。 

白髪が一度生じたなら君から離れることはない、 

急いで行楽に出ることを思うべきなのである。 

 

■【05-2-026】趙郎中見和、戯復答之 

【解題】趙
ちょう

庾
ゆ

が上の詩に和したので、それにまた答えた。 

 

【訳文】 

趙
ち ょ う

君が詩を吟じるのは、水を撒
ま

くかのようで、 

ひとたび手を揮
ふ る

うなら三百六十の文字がぱっと飛び出てくる。 
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私に習って詩をやめようとするのは、 

絶世の美人の西
せ い

施
し

が人ごみに紛れこもうとするようなもので、 

はなから無理なのだ。 

趙君が酒を飲むのは、灰に水を注ぐようなもので、 

いくらでも吸い込んでしまい、 

一日に三百杯、一年で十万八千杯。 

早いうちに趙君を止めなかったら、 

東の海も呑みつくして、海底の赤い土があらわになってしまうであろう。 

私は衰えて、政事に関わっての誤りが多い。 

趙君がきびきびとして秋の鶚
た か

のようであるのが羨ましい。 

これからは、趙君は『老
ろ う

子
し

』を愛読書として毎日飲んで暮らすのでよろしかろう。 

仕事の方は、私が趙君の秘書として右から左に署名の代筆をして進ぜようから。 

 

■【05-2-027】和魯人孔周翰題詩二首、并引 

【解題】八月十五日の中秋節に詠んだ詩。魯
ろ

［山
さん

東
とう

半島一帯］の人である孔
こう

宗
そう

翰
かん

［字
あざな

は周
しゅう

翰
かん

］がかつて壁に書いた詩に和したもの。序文がある。 

 

孔子は春秋時代の魯国の人で、山東半島には孔姓の人が大勢いる。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序］ 

孔
こ う

宗
そ う

翰
か ん

君がかつて仙
せ ん

源
げ ん

県の知事を務めていたときのこと、八月十五日の中秋節に仕事で東
と う

武
ぶ

［密
み つ

州］の官舎に留まっていた。ときに陳
ち ん

宗
そ う

古
こ

君、任
に ん

建
け ん

中
ちゅう

君もその地にいた。それから十七年後の中秋
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節に、孔宗翰君が公務を帯びて東武を過ると、陳宗古君と任建中君はすでに亡くなっていた。時の

経過に感じ、懐旧の念に駆られて詩を作り、それを壁に留めた。それからまた五年後の中秋節に、私

は客人と超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

の上で飲んだのだが、孔宗翰君がこの地に赴任することを願っていると聞いた。客

人のなかに孔宗翰君の詩を誦する者がいたので、それに和して二篇の詩を作り、他日の一笑に供す

るものである。 

 

 其の一 

詩を題してからすでに五年、 

壁は壊れてしまったけれども、 

ゆかりの人も風物ももとのままである。 

来年の中秋の月は、 

孔
こ う

先生がここで酒を枕に眠るのを照らすことであろう。 

 

 其の二 

明るい月を迎え、 

来年のことをいいつつ、 

孟
も う

浩
こ う

然
ね ん

の詩を思い起こす―― 

「秋の空に明るい月が懸かる、 

 鵲
かささぎ

は何かに驚いて飛び立ったまま、 

 今宵の宿とする木をまだ見つけられずにいる」 

公務に旅する身は、 

宿屋から宿屋へと移動するようなもの、 

我が終
つ い

の枝を選び得て眠れるのはいつなのだろうか。 
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【補足】［序文に、孔
こう

宗
そう

翰
かん

が密
みつ

州への赴任を希望していると記してあるが、実際にこ

の年の暮れに蘇軾の後任として密州に赴任する］ 

 

■【05-2-028】水調歌頭 

【解題】「丙
へい

辰
しん

の歳の中秋に、朝まで大いに飲んで大いに酔い、これを作り、兼ねて

弟を思った」と添え書きのある詞。丙辰とはこの年で、つまり上の詩と同じときの作

品である。 

 

【訳文】 

明月幾時有、［明月はいつからあるのでしょうか］ 

把酒問青天。［酒を手に、青い天に問います］ 

不知天上宮闕、［私にわからないのは、天の上の宮殿では］ 

今夕是何年。［この夕べはいつの年であるのでしょうか］ 

我欲乗風帰去、［私は風に乗って天の上に帰り行こうとし］ 

又恐瓊楼玉宇、［でも恐れるのは、天の上の玉の宮殿は］ 

高処不勝寒。［高くて寒さに耐えられないのではと］ 

起舞弄清影、［立って月の光とともに舞うなら］ 

何似在人間。［ここも人間世界ではなくなるのです］ 

 

転朱閣、［月の光は朱
あ か

い楼閣の上を転がり］ 

低綺戸、［美しい戸口から低くさしこんで］ 

照無眠、［眠れずにいる人を照らします］ 

不応有恨、［月の光に恨みがあるはずがないのに］ 
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何事長向別時円。［どうしていつも別れているときに限って円
ま る

いのでしょうか］ 

人有悲歓離合、［人には、悲しみと歓び、別れと合うとがあります］ 

月有陰晴円欠、［月には、陰
か げ

りと晴れ、円いと欠けるとがあります］ 

此事古難全。［これらのことがぴったり一致するのは古
いにしえ

から難しいのです］ 

但願人長久、［ただ願うのは、君よ長く久しくあれ］ 

千里共嬋娟。［千里離れていても、同じ月の光もとで］ 

【補足】［前半は中秋の宴に同席した同僚に示したもの、後半は弟への想いを歌った

もの。これは蘇軾の詞の中でも最も優れたものの一つとされる］ 

 

■【05-2-029】送碧香酒与趙明叔教授 

【解題】趙
ちょう

杲
こう

卿
けい

［字
あざな

は明
めい

淑
しゅく

］に碧
へき

香
こう

酒
しゅ

を贈ったのに添えた詩。これは先の『薄い薄

い酒の詩』［→作品番号 05-2-023］を踏まえて詠まれている。碧香酒の由来はこの詩の

中にある。 

 

【訳文】 

聞くに、貴君の奥方は賢
かしこ

くて廉
むよ く

で、 

素足でもって自ら安酒を買いに行かれるし、 

貴君に向かって、 

「決して大臣などにはなってくださるな」 

と、いっておられるとか。 

貴君も、陛下の御前で珍しい料理を賜ることを羨ましく思ったりなどしない。 

私が感心するのは、 

貴君がいよいよ風変わりであるのを少しも恥じたりしないこと、 
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その上、貴君が吟じるのは、 

「妻は醜くてもよろしい、 

 他人が夫を嘲
あざけ

り謗
そ し

るのを憎んでくれるならば」 

冬の暖かい日にも、貴君の家では、 

「寒い、寒い」 

と、叫んでいるとか、 

それは布団がないからだ。 

世間の人はそういうことを聞くと失笑する。 

そこで私は、布団の代わりといっては何だが、酒を贈ろうと思う。 

これは先帝の婿殿の家から届けられた碧
へ き

香
こ う

酒
し ゅ

というもので、 

ヨーグルトのように濃厚である。 

私は、ひたすら飲むことをだけを求めたかの有名な大酒呑みとは異なり、 

碧香酒を独り占めする気はないので、 

貴君の家を和やかにする助けとしてひと壺を贈らせていただくものである。 

【補足】［（1）先帝の婿とは王
おう

詵
しん

である［→作品番号 03-2-011］。王詵は都の名士で裕

福であることから、蘇軾のもとにはしばしば高級な品物が贈られてきていた。（2）

「かの有名は大酒呑み」とは作品番号05-1-043で見た劉
りゅう

伶
れい

である］ 

 

■【05-2-030】趙既見和復次韻答之 

【解題】上の詩に趙
ちょう

杲
こう

卿
けい

が和したので、さらにそれに和して返した。 

 

【訳文】 

漢
か ん

の時代の都のある小役人は、 
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天から自由に解き放たれた人であったのか、 

日に夜に酒を飲んで歌い、 

宰相の曹
そ う

参
さ ん

と杯を交わすこともあったとか。 

ところが、その曹参の子の曹
そ う

操
そ う

は、 

凶作の年に禁酒令を出して米を節約しようとした。 

趙先生はまだ禁酒国から出ていないからなのか、 

酒甕の脇で眠るこけることができずに、 

偉そうに詩句を吐いたりするから、 

人を謗るように聞こえてしまうことがある。 

趙先生は、酒がないと、何度もぼやくので、 

先生のために酒を作ってあげようかと思いもするのだが、 

近ごろの法はやたらとやかましいので、 

その筋の者に目をつけられてしまうのを畏れなくてはならない。 

俸禄の代わりに一日に一斗の酒をもらっても不服だった人がいたが、 

それだけあれば昼間から飲んでも十分足りるはずではないか。 

趙先生は鋭い言葉でこの衰えた老人を圧倒するのだが、 

酒ばかり飲んでいては、ほかに食うものがなくなってしまうのではないかな。 

【補足】［この後、趙
ちょう

杲
こう

卿
けい

は蝗
いなご

退治のために莒
きょ

県に赴き、翌月に帰ってきたところで、

酒をひと壺贈って慰労し、同じ韻で詩を詠んで添えているのだが、それは割愛する］ 

 

■【05-2-031】蘇潜聖挽詞 

【解題】蘇
そ

泳
えい

［字
あざな

は潜
せん

聖
せい

］の死を悼む詩。蘇泳は成
せい

都
と

の人で、官界の先輩である。 
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【訳文】 

若いころは、百人のうちの第一の人として名誉の名を馳せ、 

晩年には、官職にありながらも私情を離れて隠者のようであった。 

至誠を尽くして、華美なところが一切ないのは、真の役人であったし、 

文章が正しく雅
みやび

なのは、我が蘇
そ

の一族の伝統に適うものであったし、 

事に応じて走りまわるときも、本来の志に背くことはなかったし、 

科挙に合格した子があるのだから、実は亡くなってはないのと同じである。 

静かにこの十年余りの事を思いつつ、 

秋の風に数行の涙を寄せるのである。 

 

■【05-1-032】和晁同年九日見寄 

【解題】杭
こう

州にいる晁
ちょう

端
たん

彦
げん

［字
あざな

は美
び

叔
しゅく

］［→作品番号05-1-051など］から9月9日の

重
ちょう

陽
よう

の節句の詩が送られてきたので、それに和した。 

 

【訳文】 

天を貫き刺すようにして渡り鳥が飛んで行く。 

仰ぎ見る私は、 

老いてもはや富貴も功名も思わない。 

病んだ馬には千里を走る志さえない。 

いつの世も、詩を詠む人は、秋がまたやってきたのを悲しむ。 

古来、九月九日はそのような日である。 

私は西
せ い

湖
こ

と別れてから、 

その風光は誰に託したらよいのかと思っていた。 
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貴君を、愁いを窮めさせる境遇に置いたのは、 

きっと天の意志なのだろう。 

なぜなら、杭
こ う

州の山水は、 

貴君によって優れた詩に詠まれることを待っていたのだから。 

【補足】［この詩の終わりは「困窮して後に人は詩に巧みになる」という欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の言

葉［→作品番号04-3-047など］を踏まえている］ 

 

■【05-2-033】祭常山祝文 

【解題】この年は雨が少なく、常
じょう

山
ざん

の神に雨を祈った文章が幾つも残っている。これ

は秋の雨乞いのもの。 

 

【訳文】 

連年の蝗
いなご

の害と日照りのために、中等以上の農民でももはや蓄えがなくなってしまいました。日々に食

べる分量を計ると、もはや熟すのを待っていることはできないので、その前に穀物を刈り取らずにはすま

なくなっています。……秋になってから雨がなく、冷気が菽
ま め

を殺そうとしていて、穈
あ わ

も黍
き び

も小さな器に満た

すほどもなく、麦はまだ耕す前で、人々はおろおろ顔を見合わせ、ただ途方に暮れ、飢えた腸
はらわた

はもは

や断ち切れるばかりで、これでさらに五日も雨がなければ、民は墓場に埋められてしまうでありましょう。

…… 

【補足】［（1）表現に誇張があるとしても、事態はかなり深刻であったのだろう。

（2）このころに都では蘇軾を河
か

中
ちゅう

府
ふ

に移すとの 詔
みことのり

が発せられている］ 

 

■【05-2-034】送喬施州 

【解題】喬
きょう

敍
じょ

が欽
きん

州知事を拝命したことは作品番号05-2-018で見ているが、その後、
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赴任先が施
し

州に変更になり、改めて送別の詩を贈った。施州は蜀
しょく

の山間部にある。 

 

【訳文】 

残念なことに、喬
き ょ う

敍
じ ょ

君には町の近くに二頃
け い

ばかりのましな農地さえないので、 

五台の車に蔵書だけを載せて各地を転 と々しなければならない。 

施
し

州へと江
か わ

を遡って行くと、 

絶壁が横たわる向こうは青い山 、々 

雲の間を登る道は細く、蛇が空に飛び上がるかのようだ。 

施州の土地柄は、 

黒
こ く

暗
あ ん

［犀
さ い

の方言］に向かって鶏が叫び、 

蜂がさかんに群がって黄
こ う

蓮
れ ん

花
か

から蜜を集め、 

南蛮の産物がもたらされるようなところ。 

思うに、喬敍君はかつて宰相を務めた呉
ご

育
い く

殿の門下生であるのだから、 

蜀
し ょ く

の片隅に向かうべき人ではないのが……。 

【補足】［先に指示された欽
きん

州は遥か南方の地で、施
し

州はまだしもいくらか都に近

く、蘇軾も蜀
しょく

の人であるのだが、ここでは施州をことさらに辺境の地であるかのよう

に描いているのは、喬
きょう

敍
じょ

には中央で働くにふさわしい技量があるといいたいからだろ

う］ 

 

■【05-2-035】蓋公堂記 

【解題】密
みつ

州の黄
こう

堂
どう

［州庁の中の最も立派な建物である正
せい

堂
どう

］の北側に、蘇軾は奥の

間を作って蓋
がい

公
こう

堂
どう

と名付け、この文章を書いた。 
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【訳文】 

私が郷里にいたときのこと。 

寒
さ む

気
け

がして咳の出る者が医者に尋ねると、これは腹に悪い虫がいるせいで、治療しないと虫に殺さ

れてしまうといわれた。それで、百金を費やして治療することにし、虫下しの薬を飲んだ。薬が腎や腸を

攻め伐ること、体の皮膚を焼くかのようであって、かつうまいものを飲み食いすることが禁じられた。ひと

月ほどすると、いろいろな症状が出てきて、体の内側は熱く、悪寒がし、咳がやまなかった。まことに毒

虫にやられてしまったようだった。 

それで、別の医者を求めたところ、その医者は熱を下げるための薬を処方した。薬を飲んだところ、朝に

は吐き、夜には下し、ついにはまったく食べることができなくなってしまった。 

怖くなってその薬をやめ、鐘
し ょ う

乳
にゅう

やら烏
う

喙
か い

やらあれやこれや試したところ、瘭
ひ ょう

、疽
そ

、癰
よ う

、疥
か い

、眩
げ ん

、瞀
ぼ う

といっ

た症状で出ないものはなかった。三度医者を替えて、ますます病気がひどくなったのである。 

村の老人が病人にいった。 

「これは医者が悪い。薬が間違っていたのだ。君には、そもそも疾
や ま

いがあったのだろうか。人の生命とい

うものは、気
き

が主人公であって、食
し ょ く

がそれを助ける。君はずっと薬ばかりを飲んで、他のものを口にしな

かった。薬の臭いが体の外にまで乱れ出るありさまだ。君の体の中で、百の毒が戦い合ったために、

主人公である気をすっかり疲れさせてしまったのだ。その上、助けとなるべき食べ物も隔ててしまった。そ

れがまさしく病なのだ。君はこれからはただ静養して、医者を断り、薬をやめて、好きなものを食べればよ

い。気が完全になること、うまいものを食べること、これが最良の薬だ。きっと効果があるだろう」 

これに従うと、ひと月で病は良くなった。 

昔の国を治めることもこれと同様であった。秦
し ん

の孝
こ う

公
こ う

から始
し

皇
こ う

帝
て い

までの時代を見ると、新たな法を作り、

制度を改め、民衆を酷使して処罰することを徹底的に行った。秦が亡んで漢
か ん

の世になると、宰相の蕭
し ょ う

何
か

や曹
そ う

参
そ ん

は秦が民衆を虐げた禍
わざわい

を実際に見ていたので、戦乱の後に生き残った民に対して何かを

させようとしてもただ嫌われるばかりであるのを承知していて、何はともあれ休息を与えることにした。それに
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よって天下は安定した。 

曹参は宰相になる前に斉
せ い

の地を治めていたのだが、そのときに長老や諸先生を集め、民衆を安定し

て住わせる方法を尋ねた。斉の地の儒者が何百人もきてそれぞれに異なることをいったので、曹参は

どうしたらよいのか決められなかった。そのとき、蓋
が い

公
こ う

という者がいて、黄
こ う

帝
て い

や老
ろ う

子
し

の教えをよく知ってい

るということを聞き、人を使わして教えを請うた。蓋公は、「治道は清浄を貴び、民は自ずから安定する」

ということをいい、それを根本命題として、そこからさまざまなことを引き出して述べた。曹参は、自分から

正
せ い

堂
ど う

の外に出て蓋公を中に招き入れ、その言葉を政事に用いたところ、斉は大いに治まった。その後、

斉を治めたのと同じようにして天下を治めたのである。天下の人々は今に至るも曹参は賢者であったと

称えている。 

私は密州の知事となり、蓋公がこの邦
く に

の人であると知ったので、その墳墓を探し、子孫を求めた。しか

し得るところがなく、残念に思った。蓋公の言葉から、その人となりを想像し、ぜひとも蓋公のような人に

会いたいと思った。 

私は州庁の正堂の北側に奥の間を新たに作り、ごたごたしたものを整理し、障壁となるものを除いて、

州庁の全ての門をからりと開いたところ、町の南から北まで、一本の縄を引いたように見通せるようにな

り、これを蓋公堂と名付けた。時々賓客や役人仲間を連れてそこらぶらぶらとし、私はそこに住まうこと

なく、蓋公のような人がきてくれるのを待った。 

曹参は漢朝一代の名臣で、蓋公はその師であった。二人が並ぶ姿は壮観であったろう。しかし、史

書には蓋公がどこで終焉を迎えたのか記されていない。古
いにしえ

の至
し

人
じ ん

で道
み ち

を得た者は死ないということで

あったりするのだろうか。密州の東は海で、南に九
きゅう

仙
せ ん

山
ざ ん

があり、北に牢
ろ う

山
ざ ん

がある。その三方には昔から

隠れた君子が多いという。そのように聞いてはいても、隠れた君子は実際には見ることができない。もし

も見られたとしても招き入れることはできないであろう。 

蓋公は民衆にまじってそのあたりを行き来しているのだろうか。どうかして会えたりしないだろうか。 

【補足】［（1）この文章が進行中の改革を批判しているのは明らかであろう。（2）こ



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：176 
 

の蓋
がい

公
こう

堂
どう

の壁に、蘇軾は陸
りく

探
たん

微
び

が描いた猊
げい

の画の模写［→作品番号 04-3-087］を飾っ

たのである。（3）ついでながら、現代医学に疑義を唱えて、薬や手術に頼るべきでは

ないと主張する人は、ここで蘇軾が述べているのとおおむね類似の論法を用いている。

千年前のすぐれた知見であっても、それがいまのまま通用するものではないことはわ

ざわざ付け加えるまでもないだろう］ 

 

■【05-2-036】李氏山房蔵書記 

【解題】李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］［→作品番号 04-3-076］のために書いた短文。李常の蔵書

九千巻余りが廬
ろ

山
ざん

にある白
はく

石
せき

庵
あん

の僧舎に納められていて、学問を志す人が読めるよう

になっていた。そのことについて記した文章である。なおこちらの廬山は、密州の廬

山ではなく、本家本元の方の有名な山で、仏寺や道観が多数ある霊山である。なお、

李常はこのころまでに湖
こ

州知事から斉
せい

州知事に移っていたようである。斉州には弟が

いた。 

 

【訳文】 

象の牙、犀の角、珠玉といった怪
あ や

しくも珍しい物は、人の耳目を悦ばせはしても、実際の用には適して

いない。金属や石、草や木、絹糸や麻糸、五穀等々は実際の用に適しているけれど、これらは使え

ば古びるし、これらは費やせば尽きてしまう。 

人の耳目を悦ばせ、実際の用に適していて、これを使っても古びないし、これを費やしても尽きないし、

賢い人もそうでない人もおのおのその才能に従って得るところがあり、賢い人もそうでない人もおのおの

その身の程に従って仁や智について教えられることがあって、才能や身の程が違っていても求めさえす

れば必ず獲られるものがあるのは、ただ書物だけであろうか。 

孔
こ う

子
し

や古
いにしえ

の聖人も、その学問は必ず書物を読むことから始めた。しかし、そのころにたくさんの書物を
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持っていたのは老聃
ろ う た ん

［老
ろ う

子
し

］だけで、晋
し ん

国
こ く

の韓
か ん

宣
せ ん

子
し

は魯
ろ

国
こ く

に行って初めて『易
え き

象
し ょ う

』や『魯
ろ

春
しゅん

秋
じ ゅ う

』を見る

ことができた。呉
ご

国
こ く

の季
き

札
さ つ

は北方の国々を親善訪問して初めて『詩
し

経
き ょ う

』の風
ふ う

、雅
が

、頌
し ょ う

を聞くことができ

た。楚
そ

国
こ く

で『三
さ ん

墳
ふ ん

』『五
ご

典
て ん

』『八
は ち

索
さ く

』『九
きゅう

丘
きゅう

』といった書物を読んでいたのは倚
い

相
し ょ う

だけだった。この時代に

生まれた人で『六
り く

経
き ょ う

』を見ることができたのはわずかしかおらず、学問をするのは実に難しいことであった。

そうでありながら、その当時の人々が礼
れ い

楽
が く

に習熟し、道徳を深く身に具えていたことは、後世の君子の

とても及ぶところではない。 

秦
し ん

や漢
か ん

の時代以降は、書物を作る人がますます多くなり、紙も筆記の道具もますます簡便となって、

書物がますます増え、書物を持たない人はいなくなった。ところが、学問をする者がますます粗略にな

ったのはどうしてなのだろうか。 

かつて私は老成した儒学の先生方に会うことができた。先生方がいわれるには、「若い頃に『史
し

記
き

』

や『漢
か ん

書
じ ょ

』を読みたいと思っても書物がなかった。幸いにも書物があれば、皆自分の手で書き写し、日

夜、声に出してそれを読み、理解が十分ではないのをただただ恐れた」。 

近年は、商人が書物をさかんに刷って、諸子百家の書物が何万という紙によって日々世に広められ

ている。学問をする者にとって、書物はこれほどまでにたくさんあって、かつ手に入れやすくなったのであ

る。ならば、書く文章にしても学術の水準にしても昔の人の何倍も立派になってしかるべきであるのに、

いまの人たちは書物を手にしてもきちんと読まないで、根拠のないことを適当におしゃべりしているだけで

ある。これはまたどうしてなのだろうか。 

私の友人の李
り

常
じ ょ う

君は、若い頃に廬
ろ

山
ざ ん

の五
ご

老
ろ う

峰
ほ う

の下の白
は く

石
せ き

庵
あ ん

の僧舎で書物を読んだ。李常君が

そこを去ってからも、廬山の人々はそのことを思って、その僧舎を指して「李
り

氏
し

山
さ ん

房
ぼ う

」と呼ぶようになった。

蔵書はおよそ九千巻余り。李常君はその九千巻の書物からなる学問の大河を渉ってその源を探り、そ

こにある華と実を採り、その深い味わいを咀嚼し、それらを自身の内に納め、文章として外に出し、また

実践してみせたので、現在の世にその名が知られるようになった。そうしたことがあっても、書物はもとより

そのままであって、少しも減ったりするところがない。来る者があれば与え、無窮の求めにも無尽蔵に応
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え、その才能と身の程に従って得ようとするものを十分に満たしてくれる。 

李常君はこのような書物を家に内にしまっておくのではなく、もといた僧舎において人々の目に供してい

る。それは仁者の心というべきである。 

私はすでに衰え、かつ病んでしまって、世に用いられるところがない。これからは暇な時間を得て、まだ

読んでいない書物をことごとく見てみたいと思っている。しかも、廬山はもとより遊んでみたいと願うところ

であってまだ行けていないのだから、まさに廬山の五老峰に退隠して、李常君の蔵書を開いて見るべ

きなのである。もしかして、李常君が拾い損なったものも得て我が身を補うような結構なことがあればと

思うものである。 

私は記念の文を書くよう李常君に求められた。そこでこの文章を書き、この山房に来る者に次のことを

知ってもらいたいと思う。昔の君子は書物を見るのが難しかったこと、そして、いまの学問をする者は書

物がありながら読まずにいるのは惜しむべきであること。 

【補足】［これと『塩
えん

官
かん

の大
だい

悲
ひ

閣
かく

の記
き

』［→作品番号 05-1-081］を合わせて見ることで、

蘇軾の学問観を窺い知ることができるであろう］ 

 

■【05-2-037】与周開祖 

【解題】杭
こう

州で親しくした周
しゅう

邠
ひん

［字
あざな

は開
かい

祖
そ

］［→作品番号04-3-079］に与えた手紙。

周邠はこのころは南方の温
おん

州楽
らく

清
せい

県の知事になっていたようである。 

 

【訳文】 

お手紙を重ねて頂戴し、直接お話を伺っているかのようであります。日々佳勝の御様子に遠く思いを

寄せております。 

私は恙
つつが

なく過ごしておりますが、河
か

中
ちゅう

府
ふ

に移るようにとの指令を頂戴し、交替の人を待って、十二月上

旬にはそこに向かうつもりでいます。貴君とはますます遠くなります。かつてお供して湖山の風景を楽し
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みましたが、またの縁が果たしてあるものなのでしょうか。 

お別れして後のあれこれはどれも言うに足りないものばかりですが、陳
ち ん

舜
しゅん

兪
ゆ

君が逝去されて、この世で

またお会いできないは残念でなりません。あれこれ考えてみても陳君が長寿に恵まれなかった理由は

なく、涙が流れるのを止めることができません。陳君の文章を読むと、すべてが美しく善いものばかりで

す。一首の哀詞を作りたいと思いつつまだ暇がありません。作りましたらお送りしましょう。 

貴君の筆力はますます長じるばかりで、魏
ぎ

の曹
そ う

操
そ う

は「老いてなお学ぶ者は私と袁
え ん

伯
は く

業
ぎ ょ う

だけだ」と豪語

したと伝えられていますが、年取ってなお長じてゆくのは真に得難いことです。お寄せくださった山の画の

詩は、善い画を見たいと尋ねても得られなかったものです。貴君の新しい詩は清絶で、すぐにその二

首に和しましたので、笑ってお受け取りください。貴君の浩
こ う

然
ぜ ん

亭
て い

の詩にも続けて和すつもりです。 

今日は大雪で、客人とともに玉
ぎ ょ く

山
ざ ん

堂
ど う

で飲みました。たまたま弟のところに行く人がいますので、これとと

もに手紙を書いています。手が冷えてうまく字が書けません。 

どうか御自愛願います。 

【補足】［（1）陳
ちん

舜
しゅん

兪
ゆ

［字
あざな

は令
れい

挙
きょ

］は蘇軾が密
みつ

州に赴任するために杭
こう

州を発ったとき

にしばらく同行した人で、大勢の人々ともに湖
こ

州の垂
すい

虹
こう

亭
てい

で遊んだことを作品番号04-

3-077で見ている。陳舜兪はそれから2年足らずで亡くなったのだった。（2）この手紙

に記してある山の画の詩に和した作品は次に見る。（3）終わりにある玉
ぎょく

山
ざん

堂
どう

とは先に

見た蓋
がい

公
こう

堂
どう

のことである］ 

 

■【05-2-038】次韻周邠寄雁蕩山図二首 

【解題】周
しゅう

邠
ひん

［字
あざな

は開
かい

祖
そ

］から、上の手紙にあったように山の画に添えた詩が届い

たので、その詩に和した。画は温
おん

州楽
らく

清
せい

県にある雁
がん

蕩
とう

山
ざん

を描いたもので、海に臨んで

聳える天下の奇秀とされる。もしかしたら、画そのものも贈られたのかもしれない。

二首のうち第二首だけを訳す。 
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【訳文】 

 其の二 

西
せ い

湖
こ

での三年間は貴君と一緒だった。 

いまの私は、塵の中の馬、籠の中の鶴。 

雁
が ん

蕩
と う

山
ざ ん

の画に入ると―― 

私は、東の海のほとり、 

海のそのまた向こうから日が昇るのを見ている、 

山の中にある石の橋を渡り、 

そのまた向こうの長い虹を踏む―― 

いまは遥かに思いを寄せるだけ。 

別れて以来、貴君にも白髪が増えたであろう、 

ときには酒樽の前で、この病気の翁のことを話したりしているのだろうか。 

残念なのは、貴君が蜀
し ょ く

の山 を々知らないこと。 

いつか手を携えて、蜀の山に分け入り、 

竹筒に入れた酒を飲もうではないか。 

 

■【05-2-039】題鮮于子駿八詠後 

【解題】これまで鮮
せん

于
う

侁
しん

［字
あざな

は子
し

駿
しゅん

］の名は時折見てきたが［→作品番号 04-2-002、

05-2-017 など］、その人なりをこの文章から知ることができる。これは、鮮于侁が蜀
しょく

の利
り

州にいたときに土地の名勝を詠んだ八首の詩に書き添えたもの。利州の『八
はち

詠
えい

』

は当時評判となり、司
し

馬
ば

光
こう

や范
はん

鎮
ちん

、文
ぶん

同
どう

、蘇轍といった著名人が挙って和している。 
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【訳文】 

私が初めて益
え き

昌
し ょ う

の地を過
よ ぎ

ったときに、鮮
せ ん

于
う

侁
し ん

君は利
り

州
し ゅ う

路
ろ

［益昌を内に含む広域行政区］に赴任した

ばかりであった。その八年後に、私は膠
ろ う

西
せ い

［密
み つ

州］の知事となり、それから鮮于君は京
け い

東
と う

西
せ い

路
ろ

［密州を

内に含む京
け い

東
と う

東
と う

路
ろ

の隣］に移った。 

朝廷が法を改めてから、法を奉じる役人は、自分自身のなかで折り合いを付けるのが非常に難しくな

った。法の通りにすばやく厳格に実行すると民を傷つけ、民に厚く寛大に行うと法に反してしまう。法を

重んじることと民を大切することの二者の理
ことわり

をともに通すのが難しくなったのである。しかも、利州は山あ

いの狭く痩せた土地柄で、民は貧しく役人の責務は重く、二者の理を通すには最も難しいところであっ

た。さらに、鮮于君の家は代々南
な ん

隆
り ゅ う

［閬
ろ う

州］にあって、利州路が管轄する範囲のあちこちに親族や友

人が住み、親しい関係を配慮すれば法を害
そこな

うことに、法を重視すれば恩愛を傷つけることにもなりかね

ないので、親しい者を大切にすることと法を正しく運用することの二者を全うするのもまた難しいことであ

った。このような困難の全てが鮮于君のもとに集まっていたのである。 

ところが、鮮于君はその困難を九年にわたって成し遂げ、その評判は四方に鳴り響いたのだった。上に

は法を害わず、下には民を傷つけず、中には親しみを廃することなく、法の実施方法を役人に指導し、

法に基づく仕組みを作り上げたのだった。役人も民衆も挙って鮮于君の政事を喜んだのである。 

その一方で、鮮于君は庭や亭
あずまや

などを整備し、詩を賦し酒を飲み、まことに穏やかに時を過ごし、あた

かも太古の時代の為政者のようであった。世の君子はそのようなありさまを見て鮮于君が賢者であるの

を知ったのである。 

鮮于君は自ら作った八
は ち

詠
え い

［八首の詩］を私に寄せてきた。私はその詩を甚だ愛し、和そうとしてとても及

ばないので、その末尾にこの文章を書くことにした。それを益昌の人に送り、鮮于君のことを忘れないよ

う石に刻んでもらいたいと思っている。 

【補足】［（1）最初に鮮
せん

于
う

侁
しん

の赴任地の利
り

州を蘇軾が過った記してあるのは、父の喪

が明けて上京した煕
き

寧
ねい

元年［1068 年］の冬のことである。（2）鮮于侁が京
けい

東
とう

西
せい

路
ろ

の異
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動したことで、この後、蘇軾と久しぶりに会うようになる。（3）ここに描かれている

鮮于侁の姿はむろん美化されたものであろうけれど、いわば宋
そう

代
だい

の地方官の理想像で

ある］ 

 

■【05-2-040】雪夜独宿柏仙庵 

【解題】雪の夜に、密
みつ

州の柏
はく

仙
せん

庵
あん

に泊まった詩。 

 

【訳文】 

しとしとと降り続いていた晩からの雨は、 

いつしかみぞれとなった。 

ゆるゆると小さな庵
いおり

で眠るのはなかなかに風情がある。 

ふっと夢から覚めると、窓辺に雪が打ち付けている。 

雪の夜は更け行くにつれて静かになり、竹のそよぐ音だけが聞こえる。 

この冬も暖かさがようやく衰えて、天候がぴしっとひきしまったようだ。 

それでも、この程度の雪では、 

秋からの日照りを潤すにはまだ足りなくて、 

田畑を耕すのはなお先のことであろうか。 

天がどのような意向であるのか読み取るのはまことに難しい。 

かくして、翌朝には、春爛漫のような晴天になった。 

 

■【05-2-041】和孔郎中荊林馬上見寄 

【解題】先に見たように蘇軾は河
か

中
ちゅう

府知事に異動となり、後任として孔
こう

宗
そう

翰
かん

［字
あざな

は

周
しゅう

翰
かん

］が密
みつ

州にくることになった。孔宗翰が道の途中で詩を詠んで送ってきたので、
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それに答えた。なお孔宗翰の名はすでに作品番号05-2-027で見ている。 

 

【訳文】 

密
み つ

州のあたりでは、 

今年の稲は眼の髙さにも成長しなかった上に、 

来年のための麦の種はわずかしかない。 

私は知事として、 

この邦
く に

の人たちが苦労ばかりしていて、 

肌には草の棘がいつも刺さっているのを恥ずかしく思う。 

普段から五千巻の書物を読んだと胸を張っていながら、 

その一文字も民衆の飢えを救うのに役立たせることができなかった。 

民衆は肌着すらないことを怨み、 

賢人の訪れを切望している。 

孔
こ う

子
し

二十世の孫とは漢代の孔
こ う

融
ゆ う

,、 

その堂々の気風は周囲を圧倒した。 

孔子四十七世の孫とは貴君、 

いまこちらにこられることになった。 

貴君が密州の郊外にまだ至らぬうちから、 

清らかな風がそちらより吹いてきている。 

困苦するこの地の十万の民を、 

貴君のような君子を煩わせて託すことになった。 

この私は、滔
と う

滔
と う

と流れる大河に押されて、はたしてこれからどこに行くのだろうか。 

いつか蜀
し ょ く

への帰路をとって、 
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春の山に子規
ほ と と ぎ す

を聞くことがあるのだろうか。 

 

■【05-2-042】江神子 

【解題】密
みつ

州を離れる前に超
ちょう

然
ぜん

台
だい

に上って詠んだ詞。 

 

【訳文】 

前瞻馬耳九仙山、［前に見るのは馬
ば

耳
じ

山
さ ん

と九
きゅう

仙
せ ん

山
ざ ん

］ 

碧連天。［天に連なる碧
みどり

］ 

晩雲間。［暮れゆく雲の間］ 

城上高台、［町の上のこの高台］ 

真箇是超然。［それはまさしく超
ち ょ う

然
ぜ ん

］ 

莫使匆匆雲雨散、［雲も雨もすぐに消えてなくなってくれるでしょう］ 

今夜裏、［今夜は］ 

月嬋娟。［さぞや美しい月］ 

 

小渓鷗鷺静聯拳。［小さな川で静かに身を丸めている鴎や鷺］ 

去翩翩、［去り行く一羽二羽］ 

点軽烟。［淡い雲の彼方に点となります］ 

人事凄涼、［人間界のことは寂しくて］ 

回首便他年。［首
こうべ

を巡らす間にもう前の年に］ 

莫忘使君歌笑処、［忘れないでください、知事が歌ったり笑ったりしたところを］ 

垂柳下、［柳の垂れる下］ 

矮槐前。［低い槐
えんじゅ

の前］ 
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■【05-2-043】別東武流杯 

【解題】12 月上旬に孔
こう

宗
そう

翰
かん

が密
みつ

州に到着し、代わって蘇軾は新たな任地に向かった。

これは、川のほとりの流
りゅう

杯
はい

という場所で詠んだ別れの詩。 

 

【訳文】 

笑ってしまうのは、 

官僚の住まいなんぞは宿場の旅館のようなもの。 

人の世に生きるのは浮き雲に等しい。 

百年の後になれば、 

いかなる老人だって知りはしない、 

いまこのときに知事だった者がここに立っていたことなどは。 

ただあの二本の松だけは覚えていてくれるのだろうか。 

 

■【05-2-044】留別雩泉 

【解題】これは雩
う

泉
せん

［→作品番号05-2-014］で開かれた送別の宴での詩。 

 

【訳文】 

酒を挙げて雩
う

泉
せ ん

に捧げる。 

王
お う

維
い

は送別の詩に、 

「旅人となって、黄金は尽きはて、 

 家に還って、白髪が新たになっただけ」 

と、歌ったが、 
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雩泉に映る我が姿はまさにそれだ。 

泉の水の中にある空、 

それがこの私をまた照らすことがあるだろうか。 

二年の間、雩泉の水を飲み、雩泉の魚や鳥と親しくした。 

もう一度、雩泉の水を掬う。 

その手をまわして、傾く日を遮る。 

これから私は西に向かって行くのだ。 

【補足】［新たな任地として命じられた河
か

中
ちゅう

府
ふ

は遠く西方にある。唐
とう

の時代に杜
と

牧
ぼく

は、

長
ちょう

安
あん

に向かったとき、「手で西日を遮りつつ進んで行く」と詩に詠んだ。蘇軾は王
おう

維
い

と杜牧の2人の詩を踏まえて、即興でこの詩を詠んだのである］ 

 

■【05-2-045】留別釈迦院牡丹呈趙倅 

【解題】別れの詩を、釈
しゃ

迦
か

院
いん

の牡丹に寄せて、副知事の趙
ちょう

庾
ゆ

［字
あざな

は成
せい

伯
はく

］［→作品番

号05-2-025］に贈った。密
みつ

州を発ったのは12月であったから、実際に牡丹が咲いてい

たわけではないだろう。 

 

【訳文】 

春の風が、 

この次に、小さな寺へと戻ってきたとき、 

壁の間に知事殿［蘇軾のこと］の詩を見るだろう。 

そして、 

「知事殿はどちらに」 

と、きっと尋ねるだろう。 
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花が説くのを聞いて、 

春の風は、知事殿がもういないのを知るだろう。 

毎年毎年、時の流れは窮まることがない。 

花は今年も同じように咲くけれど、人はきっと老いてしまう。 

かの貴君子の崔
さ い

護
ご

は春の郊外に遊んで、 

ある屋敷の庭に美しい女性を見た、 

翌年の春にまたそこを訪ねると、 

門が閉ざされ、誰もいなかった。 

春の風はその崔護のように、 

千里の彼方に行ってしまった知事殿の面影を慕い思うことであろう。 

 

■【05-2-046】董儲郎中嘗知眉州、与先人遊、過安丘、訪其故居、見其子希甫、留詩

屋壁 

【解題】蘇軾は密
みつ

州の諸
しょ

城
じょう

県を発つと、北に進み、百二十里先の安
あん

丘
きゅう

で、董
とう

儲
ちょ

がか

つて住んでいた家を訪ねた。この詩の題は「董儲はかつて眉
び

州の知事となり、父の蘇
そ

洵
じゅん

と交流があった。私は安丘を通過した際に董儲の故居を訪れ、子の董
とう

希
き

甫
ほ

と会い、

壁に詩を書いた」。この詩にはたくさんの故事が詠み込まれているので、若干の説明

を補って訳す。 

 

【訳文】 

白髪に至っても、皇帝に知られることがないままで、 

大きな役目は与えられなかった―― 

董
と う

知事［董
と う

儲
ち ょ

］の不遇は、漢
か ん

代
だ い

の顔
が ん

駟
し

に似ていようか。 
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顔駟が若かったときの皇帝は文を好み、顔駟は武を好んだだめに、用いられなかった。 

顔駟が壮年になったときの皇帝は美顔を好み、顔駟の顔は醜かったので、やはり用いられなかった。 

顔駟が老いてから後の皇帝は若者を好んだので、またしても用いられなかった。 

しかし、顔駟はついには報いられた［董儲はそうではなかった］。 

人々はいまに至っても、董知事の文章は最も優れていたと記憶している。 

魏
ぎ

の曹
そ う

操
そ う

は、たまたま橋
き ょ う

玄
げ ん

の墓の近くを通ったときに、 

自ら祭文を作って墓に捧げ、 

今後ここにきたときには必ず二羽の鶏をもって祭ると誓った。 

漢
か ん

の武
ぶ

帝
て い

は董
と う

仲
ちゅう

舒
じ ょ

の墓の横を通るときには必ず馬から下った。 

この二つの故事には及ばないものの、 

私は所縁
ゆ か り

ある人を忘れまいと、董知事の墓に詣でたのだった。 

楚
そ

の宰相であった孫
そ ん

叔
し ゅ く

敖
ご う

が亡くなると、 

その子は貧窮の余り薪を背負って売って歩かなければならなかった。 

晋
し ん

の向
き ょ う

秀
し ゅ う

は若い頃に都で著名人との交流があったが、 

その当時の人たちは政敵によって皆都を追われてしまい、 

向秀は西に旅する途中で、かつての著名人の旧宅を過り、 

たまたま隣人が吹く笛の音に昔を思って泣いた。 

董知事の子は、 

冬のさなかに薪を背負って売って歩かなければならないような境遇は免れているとはいえ、 

私は隣人が吹く笛の音に心を砕かれて耐えることができない。 

君主のために命をも捧げる活躍をしたいと、貴君は思っているだろうけれど、 

敢えてそのことを言うのはやめよう。 

私は董知事の墓に涙を注ぎつつ、 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：189 
 

西南の空に浮かぶ白雲を見つめるのである。 

【補足】［西南の白雲とは、都の上の雲であろう。都の人たちが董
とう

儲
ちょ

のことを思い出

して、子の董
とう

希
き

甫
ほ

に活躍の場を与えてくれまいかと願うのである］ 

 

■【05-2-047】跋董儲書 

【訳文】上の詩に詠まれた董
とう

儲
ちょ

が遺した書
しょ

に記した跋文が二つある。書いた時期は明

らかではないが、二つを合体してここに訳す。 

 

【訳文】 

董
と う

儲
ち ょ

は密
み つ

州安
あ ん

丘
きゅう

の人で、詩の名手として宝
ほ う

元
げ ん

、慶
け い

暦
れ き

のころに知られた。書
し ょ

も極めて巧みだったが、

人に知られることがなかった。その書を見ると、かつて一世を風靡した李
り

建
け ん

中
ちゅう

よりも勝れている。近年で

も董儲の書に比肩するものはなかなか見ない。ところが、人々はそのようには思っていない。私は書を

善
よ

くする者ではない。ところが、世の中の人は私の書を良いという。このことから、どれが良くてどれがそ

うではないのか、どうやら一つには決まらないと私は知ったのである。 

【補足】［李
り

建
けん

中
ちゅう

は宋
そう

代
だい

の初めに能書家として知られたが、蘇軾があまり評価してい

なかったことは後に見る］ 
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第5章 嵐の訪れ――密州、徐州、湖州 
［第5章その三］ 

熙
き

寧
ねい

10年［1077年］、蘇軾42歳。 

 

 

■【05-3-001】除夜大雪、留濰州、元日早晴、遂行、中途雪復作 

【解題】密
みつ

州から新たな赴任地の河
か

中
ちゅう

府に向かう旅は、山
さん

東
とう

半島の付け根を斜めに横

切るようにして北西方向に進み、まずは黄
こう

河
が

に面した斉
せい

州を目指した。斉州からはそ

のまま黄河沿いに河
か

中
ちゅう

府に進むか、あるいは一度都に立ち寄るか、状況次第というこ

とであったのだろう。先に見た安
あん

丘
きゅう

から北に進んで濰
い

州に至ったところで大晦日を迎

え、年越しの夜はかなりの雪であったのが朝には晴れ、元日も留まらずに出発した。

ところが途中でまた雪となり、この詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

大晦日は雪によって足止めされ、 

元日は晴天によって送り出される。 

昨夜飲んだ酒に、春になったばかりの風が吹いてきて、 

痩せ馬の上で、ゆらりゆらりとまだ夢の残りの内にある。 

暁の明かりがほんのり開いてきたかと思うと、 

あたりの花の上で光がくるくると巡る。 

まことに結構な気分で、馬から下って野で一杯やりたくもなるが、 

相手をしてくれる者は誰もいない。 

にわかに暗い雲が合わさり、 
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鳥の羽根のような雪が、空からいっぱいに乱れて降ってくる。 

そこを私はあたかも白い鳳
おおとり

になって飛んで行く。 

ここに傾いた棟が連なっているのは、 

都の東の地方は三年の間旱魃が続き、 

逃亡した家がたくさんあるからだろう。 

農家の老人は鋤をほうり捨てて嘆き、 

涙は餓えた腸
はらわた

をさらに痛ませることだろう。 

春の雪はいずれ終わるとしても、 

春の麦をいまから植えてまだ間に合うのだろうか。 

人々は労働の苦役を怨まずにはいられない。 

せめてもの手助けになればと、 

農事暦を詠んだ古い童謡でも歌ってみようか。 

【補足】［終わりに童謡とあるのは、春にはあれをして、夏にはこれをして、と季節

ごとにするべきことを挙げて、秋には米櫃がどっさりいっぱいになると歌いあげるも

の。現実にそうなればとの願いを篭めて、蘇軾は歌おうというのである］ 

 

■【05-3-002】大雪、青州道上、有懐東武園亭、寄交代孔周翰 

【解題】濰
い

州から雪のなかを北へ北へと青
ぜい

州に向かいつつ、密
みつ

州の園亭を想い出し、

新しい知事となった孔
こう

宗
そう

翰
かん

［字
あざな

は周
しゅう

翰
かん

］にこの詩を寄せた。 

 

【訳文】 

超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

の上に雪が降るときには―― 

街並みも山も川もすばらしい限り、 
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海の風が波を砕いて、青いガラス片を空に飛ばすのも、 

その向こうに、三つの神
し ん

山
ざ ん

の白銀の宮殿があるのも、 

超然台から見えようか。 

蓋
が い

公
こ う

堂
ど う

の前に雪が積もるときには―― 

綠の窓と赤い戸が雪明りに映えて、 

堂の中には一人の美女が雪と妍
け ん

を争い、 

粲
さ ん

然
ぜ ん

と笑うと、玉のような真っ白な歯が輝く。 

それよりも山
さ ん

堂
ど う

の雪はもっとすばらしい―― 

青い松、怪しい石に白い糸が乱れ舞い、 

ここに知事殿は遊んで帰らずにいて、 

真夜中になってようやく憂い顔で馬に乗る。 

君は知っているだろう―― 

唐
と う

の時代の李
り

愬
そ

が大雪の中、 

独り蔡
さ い

州城に入って賊の呉
ご

元
げ ん

済
さ い

を縛り取ったのを。 

君は知っているだろう―― 

唐の時代の孟
も う

浩
こ う

然
ね ん

が大雪の中、 

独り驢馬に乗って長
ち ょ う

安
あ ん

に向かう道で詩を吟じたのを。 

いつか貴君と雪のなか、戸を閉じて美酒をともにしたいものだ―― 

人の毀誉褒貶をほしいままにする連中がいなくなったときに。 

【補足】［（1）蘇軾は雪の中でいろいろな空想を楽しんでいる。超
ちょう

然
ぜん

台
だい

、蓋
がい

公
こう

堂
どう

、山
さん

堂
どう

はいずれも密
みつ

州にあって蘇軾が改修したり造ったりしたものである。（2）後半では、

李
り

愬
そ

を孔
こう

宗
そう

翰
かん

に、孟
もう

浩
こう

然
ねん

を蘇軾に譬えた。孟浩然は雪の中で「落
らく

雁
がん

は沙
さ

渚
しょ

に迷
まよ

う」と、

長
ちょう

安
あん

に上ったものの皇帝に用いられずに終わったことを予感するような句を詠んだ］ 
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■【05-3-003】至済南、李公択以詩相迎、次其韻二首 

【解題】蘇軾が斉
せい

州［済
さい

南
なん

］を目指していたのは、そこが交通の要衝であるとともに

弟の家族がいたからである。弟は前年の 10 月まで斉
せい

州
しゅう

掌
しょう

書
しょ

記
き

としてこの地にいたの

だが、朝廷に呼ばれて家族を残したまた都に帰還していた。蘇軾が済南まであとわず

かのところまできたときに、斉州知事の李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］［→作品番号 05-2-036］か

ら詩がもたらされた。それに返したのがこの詩。 

 

【訳文】 

 其の一 

よれよれの裘
コート

に痩せた馬、 

古
いにしえ

の大河のほとりに立つと、 

野は広く天は低く、白い米粒を撒くようにして雪が落ちてくる。 

笑ってしまうが、 

私のこのありさまは、雪を噛み毛の敷物を食らった蘇
そ

武
ぶ

であろうか。 

これから会うのは、官位を売って酒を買ったという李
り

白
は く

であろうか。 

官
か ん

遊
ゆ う

とは到ったところに身を寄せるもの、 

農事を自分の手で行うようになるのはいつのことか。 

新しい詩を作って貴君の詩に和すので、 

昔からよくあるように、 

風雨のために暁の鷄が鳴かなかったなどと言い訳をしないで、 

早起きをしてこれを読んでもらいたい。 

【補足】［（1）自分を漢
かん

代
だい

の英雄である蘇
そ

武
ぶ

に、李
り

常
じょう

を唐
とう

の大詩人である李
り

白
はく

の譬え
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たのは、同姓の偉人を引いた遊びである。（2）「官
かん

遊
ゆう

」は官僚として各地を転々と移

り行くこと。原詩では「宦遊」という表記を用いている。訳詩では他の言葉に置き換

えることも多いが、使用頻度の高い語である。（3）「身如寄」［身
み

は寄
よ

せるが如
ごと

し］は

蘇軾がしばしば用いる表現で、次第に意味するところが深くなってゆく］ 

 

 其の二 

夜に霅
と う

水
す い

のほとりで笙
し ょ う

歌
か

を聞いたあの楽しさは、 

頭
こうべ

を回
め ぐ

らせばすべては塵。 

あのとき貴君は湖
こ

州知事になったばかりで、 

密
み つ

州知事として赴任する私を見送ってくれた。 

いま貴君は斉
せ い

州知事になったばかりで、 

私は河
か わ

中
ちゅう

府知事として赴任するのを見送られる。 

私はいつもどこかに行く途中で、貴君を主人として逢うのである。 

集まったり散ったりするのは、よく考えればすべてが夢だ。 

名声と我が身とどちらが大切かという問いがある。 

ようやくそのどちらでもないとわかってきた。 

貴君と会って話すときは、夜に蝋燭を継ぎ足す心配はない、 

蝙蝠が飛ぶ夕方から鶏が鳴く暁までたちまち時間が飛んでしまうのだから。 

【補足】［（1）霅
とう

水
すい

は呉
ご

興
こう

［湖
こ

州］の名所。作品番号04-3-077で見た湖州での遊びを回

顧している。（2）この詩を返して済
さい

南
なん

へとさらに進むと、弟の息子の蘇
そ

遅
ち

と蘇
そ

适
てき

が出

迎えにきた。甥とは、蘇軾が杭
こう

州に赴任する前に陳
ちん

州に立ち寄って以来 5 年半ぶりの

再会であった］ 
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■【05-3-004】陽関曲 

【解題】蘇軾は済
さい

南
なん

［斉
せい

州］に着くと、李
り

常
じょう

や弟の家族とともに 1カ月余りをそこで

過ごした。これは李常に贈った詞。 

 

【訳文】 

済南春好雪初晴、［済
さ い

南
な ん

の春はとてもよろしくて、雪が晴れましたから］ 

纔到竜山馬足軽。［さっそく馬足も軽く竜
り ゅ う

山
ざ ん

に遊びに行きましょう］ 

使君莫忘霅溪女、［でも、知事様は霅
と う

溪
け い

の娘さんたちをお忘れになってはいけません］ 

還作陽関腸断声。［お別れのときに、あんなにも悲しく歌ったのですから］ 

【補足】［（1）竜
りゅう

山
ざん

は済
さい

南
なん

近郊の山。霅
とう

渓
けい

は上の詩にあった霅
とう

水
すい

のこと。（2）このと

き弟は斉
せい

州を離れて都にいた。弟が都に帰還したのは、王
おう

安
あん

石
せき

が再び宰相から退いて

政界を引退するという大きな変化があったことと関係していた。王安石は一度は宰相

に返り咲いた［→作品番号 05-1-012］のだが、神
しん

宗
そう

皇帝も王安石にいつまでも従い続

けるのは不満だったようで、一方で、王安石は最も頼りにしていた長男の王
おう

雱
ほう

が33歳

の若さで死んで気力を失ってしまったこともあって、都から去ったのだった。その後

は、呉
ご

充
じゅう

、王
おう

珪
けい

の 2 人が宰相として改革を続行していくことになったのだが、馮
ふう

京
けい

［→作品番号 05-2-015］が成
せい

都
と

から朝廷に呼び戻されるなどの変化も見られた。蘇轍

は都に行くと、これまでの改革の問題点を指摘する文書を朝廷に提出して政策の大転

換を訴えた］ 

 

■【05-3-005】問養生 

【解題】蘇軾は済
さい

南
なん

［斉
せい

州］で呉
ご

復
ふく

古
こ

［字
あざな

は子
し

野
や

］という不思議な人物と出会った。

呉復古は遥か南方の掲
けい

陽
よう

の人で、二度科挙に挑んで二度とも不合格となり、官職に就
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くことを諦め、道
どう

士
し

となって潮
ちょう

陽
よう

［南シナ海に臨む町］に庵を結んだ。呉復古はいつ

も神出鬼没の動きを見せ、海路で移動する商人ないしはコンサルタント的な一面もあ

ったと見てもよいのかも知れない。この文章は恐らくはしばらく後になって書かれた

のであろうが、ここで読んでおくことにしよう。 

 

【訳文】 

私は養生について呉
ご

先生［呉
ご

復
ふ く

古
こ

］に尋ねたところ、二つの言葉を得た。それは、和
わ

と安
あ ん

である。 

和とは何か。呉先生はこのようにいう。 

「天地が暑さ寒さを為すのを見てください。寒さが極まると膠
にかわ

も折れ、暑さが極まると金も流れます。それ

ほどの寒暑であっても物はそれによって病むことはなく、変化するとしても微小です。寒暑の変化は、日

中の日の動きとともに、あるいは夜間の月の動きとともに進み、わずかの間にも実はしばしば変化してい

るのですが、人はそれを知りません。変化が極めて微小だからです。このように極まることと微小である

ことの両者をよくよく理解して、手
て

懐
な ず

けることが『和』であるのです。それができるのなら人の死は久しく遠い

ものとなるでありましょう」 

安とは何か。呉先生はこのようにいう。 

「私はかつて牢
ろ う

山
ざ ん

［山
さ ん

東
と う

半島の海辺の山］から海に浮かんで淮
わ い

南
な ん

［長
ち ょ う

江
こ う

下流部］に向かったときに

暴風に遭いました。舟の中の人は井戸のつるべにしがみついているかのように上下し、あるいは車輪

を踏むかのようにしてくるくるとまわり、胃がひっくりかえって、目が回るやら、気持ち悪くなるやら、留まるとこ

ろがありませんでした。私はその中でもふだんと同じように飲食して過ごしていました。特別に変わった術

があったわけではなく、風や舟の動きと争わずに、その為すがままにしていただけでありました。およそ病
やまい

のもとは自分自身にあって、外物によるものではありません。食べ物の中に蛆があって、人がそれを見

たなら、必ず吐き出します。見なければ食べてしまって、吐くことはありません。そのようになるわけを考察

してみましょう。人は旨いものについて語るときにはきっと咽
の ど

が動き、汚いものについて語るときにはきっと
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唾を吐きます。私はそのどちらもしたことがありません。唾を吐いたり咽が動いたりするのは何によって生じ

るのかというと、それは外物が生じさせるのでしょうか、それとも自分自身が生じさせているのでしょうか。

私は自分自身が生じさせていると知っているので、物と接しても変わらずにいられるのです。これが

『安』の至りです。『安』であるなら物が私を感じさせることは軽く、また『和』であるなら物に応じて順
したが

ってい

くことができます。外には軽く、内では順うのなら、生きることの理
ことわり

は備わっているといえるでしょう」 

呉先生は古
いにしえ

の静かな人［沈思し深く道
み ち

に通じる人］である。ものを観るときに詳細に見極める。私は呉

先生の言葉を知ってからは、時に応じて思い返して考えているのである。 

【補足】［この短文は達意の文章で養生の極意を記しているので、訳者は十分に理解

できていない。例によって「ずっぽ訳」である］ 

 

■【05-3-006】祭柳子玉文 

【解題】このころに杭
こう

州時代に深い交流があった柳
りゅう

瑾
きん

［字
あざな

は子
し

玉
ぎょく

］が亡くなり、蘇

軾はこの祭文を書いた。原文は 1句 4文字の韻文で、言外に響く余韻に深い味わいが

あるのだが、ここでは普通の散文として訳す。 

 

【訳文】 

ああ、柳
り ゅ う

先生は南国に秀
ひ い

で、はなはだ敏
スマート

かつ文
ダンディ

で、発する声は幼
ソフト

であった。武器庫のように縦横の

知識を蓄え、文壇において光り輝き、とりわけ詩は鳥が囀るように天賦のものであった。唐
と う

代
だ い

の詩人の

元
げ ん

稹
し ん

は軽薄、白
は く

居
き ょ

易
い

は通俗、孟
も う

郊
こ う

は寒々しく、賈
か

島
と う

は痩せているといった欠点があったけれど、先

生がひとたび詩を吟じると、他の人のあまたの作品はどれもつまらないものに見えた。古くからの友人に

しても、新たに付き合う公
こ う

卿
け い

大臣にしても、先生のまわりに集まったのは、地位などは青空に浮かぶ雲

か何かのように視る者ばかりだった。人は、先生は志を得ないままに白髮が長く肩にまで垂れるようにな

ってしまったという。先生は世俗から高く抜きん出て、頓着のない性格であったために、人の謗りを受け
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やすかった。思うところがあって、世間から離れ、山の猿を友としようと決め、官服を棄てて帰郷した。山

の麓の土地を耕し、夜具には綿がなく、朝飯の釜には粥がないような暮らしを楽しみ、世間の欲しがる

ものには一切見向きもせず、俗な臭いは一切なかった。これはいわゆる、出世して得るものと失うものを

差し引きしたらどうなのか、あるいは、病むところがあってこそ天寿を全うするといったことに当てはまるので

あって、不幸ということではなく、誰かに咎められるようなことでもなく、先生にかねてから具わっていた生

き方だったのである。 

かつて私が杭
こ う

州にいたとき、先生は喜んで私を迎えてくださり、半年の間を一緒に過ごし、毎日酒を飲

み交わした。朝に南
な ん

屏
び ょう

山
ざ ん

に遊び、日暮れに霊
れ い

鷲
し ゅ う

寺
じ

に泊まり、雪の窓辺で腹を減らしながら清らかな

詩を詠み合ったこともあれば、沙
さ

河
が

のほとりを夜に歩き、真昼ように白い月が照らす下で、先生の古め

かしい服装が土地の婦人たちを驚かせ笑わせたこともあった。人と人との会合の難しさは、刺繍の糸

のようで、ひとたびほどけてしまえば元には戻り難く、あるいは水をひっくり返したならば救いようがないような

ものである。先生は老齢に至って名も徳も盛んであったが、厚く付き合う人は少なく、私は先生のもとに

来るのが遅かった。 

先生には立派な子がいて、先生の後をより大きくしてゆくであろう。特に伸び盛りの二人の孫がいる。そ

れは私の甥に当たる。 

先生がすでに永遠のもとに帰ってしまったことを思うと涙が落ち続けて止まらない。この詩を歌って先生

に一樽の酒を捧げる。 

【補足】［（1）この文章の初めの方で、唐
とう

代
だい

の4人の著名人をかなりの辛口で批評して

いる。「元
げん

軽
けい

白
はく

俗
ぞく

郊
こう

寒
かん

島
とう

瘦
そう

」はわずか8文字でありながら的確な評としてよく知られる。

（2）柳
りゅう

瑾
きん

と半年の間一緒に過ごしたといっているのは、飢饉対策のために奔走した

時期のこと［→作品番号 04-2-050］。柳瑾の孫の柳
りゅう

閎
こう

と柳
りゅう

闢
へき

は、蘇軾の伯父の蘇
そ

渙
かん

の

娘の子であるから、蘇軾から見ると甥に相当するということは作品番号 04-3-009 で見

ている。（3）柳瑾は蘇軾と別れて天
てん

柱
ちゅう

山
ざん

に向かったのだが［→作品番号 04-3-014］、
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結局官職には就かなかったのだろうか］ 

 

■【05-3-007】僕曩於長安陳漢卿家、見呉道子画仏、碎爛可惜。其後十余年、復見之

於鮮于子駿家、則已裝背完好。子駿以見遺、作詩謝之 

【解題】蘇軾は斉
せい

州を発って都に向かい、途中の鄆
うん

州で鮮
せん

于
う

侁
しん

［字
あざな

は子
し

駿
しゅん

］［→作品

番号 05-2-039］と会った。この詩の題は「私は先に長
ちょう

安
あん

の陳
ちん

漢
かん

卿
けい

の家で呉
ご

道
どう

子
し

が描い

た仏画を見た。しかし、惜しいことに破れてぼろぼろになっていた。それから十余年

後のいま、鮮于侁君の家で同じものを見せられたところ、みごとに修復されていた。

鮮于君はその画を私に贈ってくれたので、詩を作ってその謝礼とする」。呉道子は唐
とう

代
だい

一とされる絵師。その画を長安の陳漢卿の家で見たのは、鳳
ほう

翔
しょう

での任期を終えて都

に戻る途中のことだったと推測され、『酔
すい

道
どう

士
し

図
ず

』［→作品番号 02-4-022］を見たのと

同じときであったのだろう。なお、この画を鮮于侁から贈られたのはこの旅の途中で

はなく、新たな赴任地に着いての後のことだったかもしれないが、ここで訳しておく。 

 

【訳文】 

世間の貴人は、 

お金がたくさあって体も閑なので、 

銭勘定を度外視して書画を争って買ったりする。 

梁
り ょ う

の時代に殷
い ん

鉄
て つ

石
せ き

が模倣して書いたものを、 

かの王
お う

羲
ぎ

之
し

の真筆だとしてつかまされたり、 

呉
ご

道
ど う

子
し

の画だとして出回っているものは、 

ほとんどが唐
と う

の終わりに朱
し ゅ

繇
よ う

が描いたものであったり、 

そんなことがよくあるのだ。 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：200 
 

仏画というものは、 

香の煙に燻
くすぶ

られ、雨漏りに損なわれることも多く、 

それを立派な軸で外見ばかりを立派に装って売り買いするのは、 

昔、白
は く

鹿
ろ く

の皮で璧
た ま

を包むのが流行ったようなもので、 

璧の値はたかだか千数百銭なのに、白鹿の皮の値は四十万銭、 

とちらに価値があるのかわかったものでない。 

呉道子の仏画の技は神から授かったもの―― 

呉道子は夢の中で空を飛ぶ仙人となり、 

覚めてから筆を下し、 

心に何かを思うこともなく、 

妙所に迫る神技は線の末端にまで及んだ。 

私は昔この画を長
ち ょ う

安
あ ん

で見て、 

至宝が無残な姿となっているのに涙をこぼした。 

絹の糸が切れ切れとなり、一部の断片が蝶のようにひらひらと飛び去ってしまったありさまは、 

見るに忍び難いものがあった。 

鮮于君はこの画をよく収拾して補綴したので、 

消え失せてしまったところはあっても、 

描かれた精神はついに全きを得たのである。 

ここで思い出すのは、 

ある人が杜
と

甫
ほ

の詩集を得て読み進めたところ、 

「身軽一鳥」とだけあって、句末の一文字が欠けていた。 

人 と々、ああでもないこうでもないと思案したのだが、 

後に善い本を得たところ、それは「過」の字であって、 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：201 
 

誰一人として当てることはできなかったのである。 

つまり、俗眼をもって画の傷んだところを補おうとしたところで、 

それはできもしないのだ。 

貴君に尋ねると、まことによく画の意
こころ

を把握している。 

世間の貴人が画を一見して、 

これはよいとか何だとかいい加減なことを言うのは全く恥ずかしい。 

財産をはたいて買ったところで意味がない。 

ぼろきれとして使うのにも値しないものをつかまされて、 

そんなものは火を付けて煙にしてしまうのがよいのだ。 

【補足】［（1）末尾は調子に乗ってややブラックなユーモアをきかせている。（2）同じ

ころに蘇軾は鄆
うん

州郊外の汶
ぶん

水
すい

のほとりで晁
ちょう

補
ほ

之
し

と会っている。そのことは晁補之が後

に詠んだ詩の題に「私は李
り

師
し

中
ちゅう

と汶水のほとりで会い、そこに蘇軾も同席し、初めて

呉
ご

復
ふく

古
こ

の名を聞いた」とあることからわかる。晁補之は後に「蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

」と称され

るようになる人［→作品番号 05-1-079］。李師中は蘇軾より 23 歳年長の官界の先輩で、

呂
りょ

恵
けい

卿
けい

に排斥されて都に外に出されていた。蘇軾は父の喪に服すために帰郷する旅の

途中で李師中と会っていたようで、蘇軾がその旅で法の禁じる塩の私的な取引をした

との告発を受けたときに［→作品番号 03-3-023］、李師中はそのような事実はないと証

言していた。呉復古は作品番号 05-3-005 で見た人物で、晁補之は名を聞いただけで会

ってはいないので、呉復古はすでに南方に帰っていたのだろう］ 

 

■【05-3-008】満江紅 

【解題】蘇軾は鄆
うん

州から黄
こう

河
が

に沿って都に向かい、その一方で、蘇轍は兄を迎えるた

めに都を出て、2 人は澶
せん

州と濮
ぼく

州の間で行き会った。これはそのときの詞。兄弟が会
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ったのは、潁
えい

州に隠退していた欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

のもとを一緒に訪れて以来で、この詞の前半は、

兄弟が欧陽脩のもとを辞去して、蘇軾が潁
えい

水
すい

の流れに乗って東に進み、弟が西に帰っ

て行った場面を回顧している［→作品番号 03-4-027］。詞の後半は黄河のほとりでの再

会を歌っている。 

 

【訳文】 

清潁東流、［東に流れる清らかな潁
え い

水
す い

］ 

愁目断、［愁いの目はもはや届かなくて］ 

孤帆明滅。［見えたり見えなかったりする一艘の船］ 

宦遊処、［官員として行く先は］ 

青山白浪、［青い山、白い浪が］ 

万重千畳。［万に重なり、千に畳まれています］ 

辜負当年林下意、［背くのは、あのときに林の下での意
こころ

］ 

対牀夜雨聴蕭瑟。［牀
ベッド

を並べて、夜の雨音を静かに聴こうと決めたのでした］ 

恨此生、［恨むべきはこの人生］ 

長向別離中、［長く別離の中にあって］ 

添華髪。［増えるのは白い髪ばかりなのです］ 

 

一樽酒、［ここに一樽の酒］ 

黄河側。［黄
こ う

河
が

のそば］ 

無限事、［限りないことごとを］ 

従頭説。［初めから話していきましょう］ 

相看恍如昨、［逢えばぼんやりとして昨日のよう］ 
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許多年月。［でも長い歳月］ 

衣上旧痕余苦涙、［衣の上には涙の旧い痕が残っていても］ 

眉間喜気添黄。［顔に喜びの色が添えられます］ 

便当君、［さあ、まさにいま君と］ 

池上覓残春、［池のほとりで春の終わりをさがしましょう］ 

花如雪。［雪のごとき花に］ 

【補足】［詞の前半にある、牀
ベッド

を並べて夜の雨音を耳にしながらしみじみ語り合うこ

と、つまり「夜
や

雨
う

対
たい

牀
しょう

」こそが兄弟の最も願うものだということは作品番号 02-1-013

で見ている］ 

 

■【05-3-009】与眉守黎希声 

【解題】蘇軾は弟とともに都へと進み、陳
ちん

橋
きょう

駅に着いたところで、蘇軾の次の赴任地

を徐
じょ

州に変更するとの辞令がすでに2月12日に出されていたことを知った。そのあ

たりの経過をこれより少し後に眉
び

州知事の黎
れい

錞
じゅん

［字
あざな

は希
き

声
せい

］［→作品番号05-2-019］

に送ったこの手紙から知ることができる。 

 

【訳文】 

先に密
み つ

州から河
か

中
ちゅう

府に赴こうとして陳
ち ん

橋
き ょ う

に至ったときに、任地が彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］に改まったとの指令を受

けました。そこで新たな地へ赴くことになったのですが、息子が妻を娶るために、しばらく都の東にある范
は ん

鎮
ち ん

殿の園中に留まることになりました。間もなく汴
べ ん

河
が

から東に進みますので、そちらとはますます遠くなり、

お便りも届きにくくなるかと思うと、悵
ち ょ う

然
ぜ ん

としてしまいます。我が家の墳墓についていつもお手を煩わせて

おり、ただただ感じ入っています。…… 

【補足】［（1）息子が妻を娶るとあるのは、長男の蘇
そ

邁
まい

の結婚をいう。相手は蘇
そ

洵
じゅん

の
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友人であった石
せき

昌
しょう

言
げん

の孫である。蘇軾は政界の有力者と婚姻関係を結ぶよりも、郷里

の人々との絆を大切にしたようだ。（2）この手紙では、息子の結婚のためにしばらく

都の東の留まったとしているが、実は政治的な事情によるものであった。蘇轍が改革

の大幅な見直しを求めたのに続いて、蘇軾も己の考えを皇帝に伝えようと、陳
ちん

橋
きょう

駅か

ら進んで都に入ろうとした。しかし、都の門の外で急に足止めされ、中に入ることが

許されなかった。蘇軾の影響力を恐れる人々が拒んだのだった。都にいた陳
ちん

襄
じょう

［かつ

て杭
こう

州知事として蘇軾と親しくした人］らが蘇軾を朝廷で用いるよう運動したが、そ

れも叶わず、蘇軾はやむをえず都の郊外にあった范
はん

鎮
ちん

の東
とう

園
えん

に居候となったのである。

范鎮は蘇軾の大先輩で、重職を歴任した人である［→作品番号03-3-023など］］ 

 

■【05-3-010】和孔君亮郎中見贈 

【解題】孔
こう

舜
しゅん

亮
りょう

［字
あざな

は君
くん

亮
りょう

］から詩を贈られてそれに和した。孔舜亮は、蘇軾の後

任として密
みつ

州知事となった孔
こう

宗
そう

翰
かん

［→作品番号05-3-002］の兄で、都で官職に就いて

いた。 

 

【訳文】 

たまたま先生と向かい合って一樽を尽くすことになった。 

酔って見るのは、 

万物ががらがらと崩れて奔
は し

るありさま。 

ゆるゆると人生を終えればよかろうと私は思うのだが、 

先生のように門に突っ立って、 

つまらないものだと世間を眺めているのがよいのだろう。 

ただ恐れるのは、 
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世の中に長く留まっていられなくなって、 

頭を振って遠くへと行かねばならなくなること。 

もっともっと深く先生と論じ合わなければならない。 

韓
か ん

愈
ゆ

が孔
こ う

子
し

三十八世の孫を讃えた文章を私は昔から知っているが、 

色白で長身の先生はそのまた十世の孫なのである。 

【補足】［（1）孔
こう

子
し

四十七世の孫である孔
こう

延
えん

之
し

の挽歌を作品番号05-1-048で見てい

て、そこでも韓
かん

愈
ゆ

が孔子三十八世の孫を讃えた文章について触れていた。孔
こう

舜
しゅん

亮
りょう

は

孔子四十八世の孫だと、蘇軾自身の注記がある。孔子の子孫は各地に大勢いた。（2）

この詩は、幾つかの故事を引いて、蘇軾の当時の心境をかなり婉曲に詠んでいるよう

で、その含意と思われるところをやや顕わにして訳してみた］ 

 

■【05-3-011】殢人嬌 

【解題】都に入ることができない蘇軾はいろいろな人の支援を受けながら范
はん

鎮
ちん

のもと

でしばらく過ごした。有力な支援者の一人に貴公子の王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］がいた。王詵

はすでに見たように非常に裕福で［→作品番号03-2-011］、これまでにも折につけ珍し

いものを都から贈り届けていたのだが［→作品番号05-2-029］、都の間近にまできた蘇

軾に対して特にいろいろと手助けをしてくれた。蘇軾は詩文をもってその謝礼とした

のだろう、王詵に贈った数篇の作品が残っている。これは、王詵に招かれた宴席で、

王詵の侍
じ

人
じん

［妓女であろう］に贈ったとの添え書きがある詞。 

 

【訳文】 

満院桃花、［庭いっぱいに咲く桃の花］ 

尽是劉郎未見。［これらはすべて私が都にいたときには見なかったものです］ 
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於中更、［とりわけすぐれているのは］ 

一枝繊軟。［細くやわらかな一本の枝］ 

仙家日月、［仙界の日や月のように］ 

笑人間春晩。［人間世界の春の終わりに笑っているのです］ 

濃睡起、［深い眠りから覚めたばかりで］ 

驚飛乱紅千片。［たちまち紅い千片の花びらは乱れ飛んでしまいます］ 

 

密意難窺、［心の奥は伺い知れませんが］ 

羞容易見。［恥じらう様子はすぐにわかります］ 

平白地、［地面を花びらが覆うとき］ 

為伊腸断。［悲しさに腸
はらわた

がちぎれるばかり］ 

問君終日、［あなたにお尋ねするのは］ 

怎安排心眼。［どうしていつでも心静かにしていないですか］ 

須信道、［本当のことをいったら］ 

司空自来見慣。［王
お う

詵
し ん

君だけに見てもらいたいのでしょう］ 

【補足】［これは即興の戯れの詞で、その場で王
おう

詵
しん

がにやりとすればよいのであっ

て、訳者にはよくわからない箇所があるのだが、あまり頭を悩ませても仕方ないの

で、とんでもなくいい加減な訳でごまかしておく］ 

 

■【05-3-012】洞仙歌 

【解題】これは「柳を詠む」との添え書きにある詞。蘇軾が范
はん

鎮
ちん

の東
とう

園
えん

に滞在するう

ちに、春は盛りを迎え、3 月 2 日の寒
かん

食
しょく

に、王
おう

詵
しん

に誘われて蘇軾は都の北郊外にある

四
し

照
しょう

亭
てい

のあたりで遊んだ。そのときに詠んだと推定される作品。柳と、柳を人格化し
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た女性を、なよなよと情緒的に詠んだ作品。本来の詞らしい詞であるといえるだろう。 

 

【訳文】 

江南臘尽、［十二月の終わりの江
こ う

南
な ん

］ 

早梅花開後。［早くも梅の花が開いたその後］ 

分付新春与垂柳。［新たな春が分け与えられるのは垂れ下がる柳］ 

細腰肢、［なよなよとした腰つきも］ 

自有入格風流。［自ずから品格のある風流なありさま］ 

仍更是、［それはまさしく］ 

骨体清英雅秀。［芯から具わる清
せ い

、英
え い

、雅
が

、秀
し ゅ う

なのです］ 

 

永豊坊那畔、［長
ち ょ う

安
あ ん

の永
え い

豊
ほ う

坊
ぼ う

とはどこ］ 

尽日無人、［そこには一日中誰もいなくて］ 

惟見金糸弄晴画。［ただ金の糸のような柳の枝が春の光のもとで揺れています］ 

断腸是、［気持ちが断たれるのは］ 

飛絮時、［柳の絮
わ た

の飛ぶとき］ 

緑葉成陰、［緑の葉がつくる蔭］ 

無個事、［何事もないままに］ 

一成消痩。［ただ痩せてしまうのです］ 

又莫是、［だってないのですもの］ 

東風逐君来、［東の風に乗ってあなたが来ることなどは］ 

便吹散眉間、［眉の間に吹きくる春風によって］ 

一点春皺。［また一つ春の皺が寄るのです］ 
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【補足】［詩の前半の終わりに置かれた「清英雅秀」の4文字を簡潔に適切な日本語に

置き換えるのは簡単ではないので、漢字のまま並べておく］ 

 

■【05-3-013】送范景仁遊洛中 

【解題】都に入れない蘇軾が身を寄せていた范
はん

鎮
ちん

［字
あざな

は景
けい

仁
じん

］は洛陽
らくよう

に行くことにな

り、この送別の詩を詠んだ。范鎮と蘇軾の関係は、蘇軾が22歳で科挙に合格したとき

からであるから［→作品番号 01-2-014］、すでに 20 年になる。范鎮は仁
じん

宗
そう

、英
えい

宗
そう

の時

代に朝廷の要職にあり、神
しん

宗
そう

皇帝が王
おう

安
あん

石
せき

を抜擢して改革を始めようとしたときには

強く反対した。熙
き

寧
ねい

3 年［1070 年］に、王安石は自分の好みで人事を左右しているな

どと批判し、范鎮は朝廷の職を解かれた。そのときに不適切な人事として范鎮が挙げ

た事例には、蘇軾を要職に推薦したのに用いられなかったこと、孔
こう

文
ぶん

仲
ちゅう

を推薦して制
せい

科
か

の試験に受けさせたのに不合格になったこと［→作品番号 04-1-061］、母の喪にある

ことを隠していた李
り

定
てい

を用いたこと［→作品番号 03-4-004］などがあった。范鎮が辞

職すると、当時都にいた蘇軾は、「公
こう

は退かれても名誉はますます重んじられましょ

う」と、賀意を范鎮に贈った。すると、范鎮は、「天下が害を受けて自分が名誉を受

けるなど、自分の本意ではない」と応じたのだった。 

 

【訳文】 

小
し ょ う

人
じ ん

［つまらない連中］は、事の軽重がまるでわからない。 

公
こ う

［范
は ん

鎮
ち ん

］は、地位を軽く見て、暇な地位に退くのも少しも難しいとはしない。 

公は、広 と々した天下の大道を歩み、心にひっかかることは何もない。 

公の言論は深く、聴く者の肝を寒くさせる。 

公は若い頃からずっと時事を憂いてきたので、髪が真っ白だ。 
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しかし、仙薬のお蔭であったりするのだろうか、 

いまも元気にこの俗世に留まっている。 

公は無心であるから、どこにいても安らかで、 

誰と会っても、酒を飲むのを楽しみとしている。 

公は六十三歳で職を退き、 

ある日思い立って万里を旅し、郷里の蜀
し ょ く

の各地を巡った。 

老いて身はいよいよ健やかで、 

そこらの山を登ったくらいでは十分に満足しなかった。 

公がおられるところの道は、 

いずれも雲の彼方へと飛び行く鳥の道につながっている。 

このたび公が西の洛陽
ら く よ う

へと行くのは、 

桜桃
ゆ す ら う め

が咲き、筍
たけのこ

が熟すころだと思うからだろう。 

杖と履
く つ

を携えてあちらに着いたなら、 

園亭の客となってここかしこを見て歩くであろう。 

斑
は ん

竹
ち く

寺
じ

で花を手折り、石
せ き

楼
ろ う

灘
た ん

で水遊びをし、 

かつて売られてしまう馬を憐れんだ白
は く

居
き ょ

易
い

に同情してみたり、 

雷に驚いてやたらと恐れた韓
か ん

愈
ゆ

を笑ってみたりするであろう。 

はたまた、嵩
す う

山
ざ ん

に登って苔むす洞穴を見たり、 

天
て ん

壇
だ ん

山
さ ん

に登って松が空を覆うのを見たりもするだろう。 

そして試しに劉
り ゅ う

先生を誘って、 

かの靖
せ い

長官に会ってみてはいかがでしょうか。 

【補足】［例によってたくさんの故事を踏まえた詩であるが、最後の劉
りゅう

先生と靖
せい

長官

は何のことかわからないだろうと、蘇軾自身が注を書き添えている。「劉
りゅう

幾
いく

がかつて
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このようにいった。『嵩
すう

山
ざん

の奥深いところで、眼光が猫のような人に会ったのだが、

あれはきっと靖長官だったのだろう』」。靖長官とは、唐
とう

の終わり頃の役人で、官職を

捨ててついに仙人になった人で、その姿を宋
そう

代
だい

の役人である劉幾が見たのである。そ

れで、范
はん

鎮
ちん

も今回の旅で靖長官を探してみてはどうだろうかと戯れたのだ］ 

 

■【05-3-014】次韻景仁留別 

【解題】上と同じときに、范
はん

鎮
ちん

［字
あざな

は景
けい

仁
じん

］が詠んだ別れの詩に次韻した。 

 

【訳文】 

公
こ う

［范
は ん

鎮
ち ん

］は老い、我もまた衰えた。 

お会いする機会がわずかしかないのが恨まれる。 

出発に臨んで一杯の酒を傾ける、 

この意
こころ

は山岳よりも重いものがある。 

公の詩の言葉は、白い麻布よりも清いが、 

私の詩の言葉は、琴の黄
こ う

鐘
し ょ う

の調べの音よりも濁っている。 

公の詩が新たにして妙味のあることには和し難いが、 

公が酒を飲むことは少ないのでそれはどうにか学べるだろう。 

力ひとつとっても取り柄もない私であるから、 

もとより武人としては役に立たないので、 

しばし鄙びた東の国［徐
じ ょ

州］へと出て行くことになった。 

千里の遥かな道も憚ることなく、 

公がもしも来られると聞いたならば、 

大慌てで髪を束ね、下駄をさかさまに履いて出迎えるであろう。 
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■【05-3-015】書韓幹牧馬図 

【解題】貴公子の王
おう

詵
しん

が、韓
かん

幹
かん

が描いた『牧
ぼく

馬
ば

図
ず

』を見せに蘇軾のもとにきて、何か

添え書きをしてほしいと頼み、この詩を作った。韓幹は唐
とう

代
だい

の有名な画家で、馬を描

くのを得意とした。韓幹の画を所有していることからも、王詵が極めて裕福であるこ

とがわかる。韓幹は画を曹
そう

覇
は

に習い、同じ時代を生きた杜
と

甫
ほ

は、曹覇の画について幾

つかの詩を詠んでいる。その中で弟子の韓幹について次のように言及している。「韓

幹は早くから曹覇について学び、やはり馬を描くのが得意で特別なスタイルを窮めた。

しかし、韓幹は肉を描くばかりで骨を描かないので、駿
しゅん

馬
め

も気が抜けたようになって

しまい、残念である」。馬は、一般的に肉がひきしまって骨格が顕われ出るのがよい

とされていて、肉付きよく描いた韓幹の馬を、杜甫は感心しないといっているのであ

る。 

 

【訳文】 

長
ち ょ う

安
あ ん

の南の山の麓、 

汧
け ん

水
す い

と渭
い

水
す い

の間、 

想い見みるのは唐
と う

の開
か い

元
げ ん

、天
て ん

宝
ぽ う

のころ―― 

牧場は八カ所に分かれて秦
し ん

川
せ ん

のあたりにまで迫り、 

四十万匹の馬が雲のように地を覆って広がっていた。 

馬の種類はと見れば、 

騅
す い

、駓
ひ

、駰
い ん

、駱
ら く

、驪
り

、騮
り ゅ う

、騵
げ ん

、白
は く

魚
ぎ ょ

、赤
せ き

兔
と

、騂
せ い

、皇
こ う か ん

、 

竜の顱
あたま

に鳳
おおとり

の頸
く び

、獰
おそろし

げなのもいれば妍
あでや

かなのもいる、 

奇
めずら

しい姿や逸德
す ば し っ こ

さで、駑 頑
せいかくのわるさ

を隱しているのもいる。 
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馬を世話するのは碧
あ お

い眼の胡児
がいこくじん

、 

季節がくると、手足の動きも鮮やかに毛並みを整え、 

皇帝の御前へと馬を送り出す。 

迎える皇帝は礼服を召し、 

池のまわりに後宮の美女三千人を並べて待つ。 

美女の紅い化粧が日に映え、その光が淵を流れ下る。 

そこに馬が現れ出るやいなや、 

一瞬にしてあたりは寒いくらいにぴんとひきしまり、 

馬が往きつ戻りつ、歩んだり跳ねたりするたびに、 

早瀬に波が生じて水しぶきが飛ぶばかり。 

ここにあまたの画工は筆を執って描こうとするが、 

ただ顔料を合わせるだけで手が出ない。 

独り、曹
そ う

霸
は

将軍の弟子の韓
か ん

幹
か ん

だけが描いて見せたのがまさにこの画。 

厩舎で育った馬は、肉が多くて尻の骨が円く、肉の中の骨を描くのは難しい。 

馬に、金色の羈
おもがい

、玉の飾りの勒
くつわ

、繍羅
し し ゅ う

のついた鞍を付け、 

さらには、鞭箠
む ち

を加え烙印を刻んだりするのは、 

天より与えられた馬としての完全性を傷
や ぶ

るもので、 

この画に描かれた自然に近い馬の姿には及ばない。 

いまかの牧場のあった平原は荒れ果て、草が生い茂っている。 

この画中の馬は、そこを自在に駈け廻り、 

鴻
おおとり

を驚かし、兔を跳び出させ、己とどちらが速いか争いたいと、 

思っているのだろう。 

あるいは古代の馬術の名人が行ったように、 
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万里を超えて、飛んで天にまで昇りたいと考えているだろうか。 

いずれにしても、首をうなだれて車を曳くようなことは断じてしないのである。 

【補足】［（1）詩の冒頭に「開
かい

元
げん

、天
てん

宝
ぽう

」とあるのは、玄
げん

宗
そう

皇帝の治世下の元号で、

ちょうど韓
かん

幹
かん

や杜
と

甫
ほ

が活躍していた時代である。（2）途中に「騅
すい

、駓
ひ

云々」と馬へん

の字が並ぶのは、馬の様々な性質を表す語で、意味はわからずとも、語呂よく専門用

語が並べられていると見るだけで十分であろう］ 

 

■【05-3-016】韓幹馬十四匹 

【解題】事のついでに、韓
かん

幹
かん

の馬の画に関する詩と文章を合せて見ておこう。一つ目

は韓幹が十四頭の馬を描いた画を見て詠んだ詩で、上の詩よりも半年ほど後の作品で

ある。古来馬を詩に詠み込むのは難しいとされた。若い頃の杜
と

甫
ほ

は、己の才能を世間

に認めさせて官職を獲得しようと必死だったので、他の人が尻込みするようなテーマ

にも果敢に挑み、馬の詩も幾つか作って具眼の士をうならせた。当時も科挙はあった

が、試験の成績よりも、事前にどれだけ有力者に気に入られるかということの方が決

定的に重要だった。杜甫はたくさんの詩を作って各方面の有力者に献じ、それは涙ぐ

ましいまでの努力をしたのだが、報われなかった。杜甫の詩才は保守的な実力者には

理解されなかったのである。杜甫の一連の馬の詩を超えることは誰にもできまいと思

われていたのだが、蘇軾は韓幹の馬の画に触発されて、宋
そう

代
だい

の代表選手として馬の詩

に挑もうと思い立ったのだろう。 

 

【訳文】 

先頭を二匹の馬が並んで走り、八つの蹄が一つに集まる。 

次に二匹の馬が頸
く び

を曲げ、騣
たてがみ

と尾が平行に並び合う。 
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一匹の馬が前に進もうとして、後ろ脚を挙げる。 

一匹の馬がその後ろに退いて嘶く。 

髯
ひ げ

の長い老いた異邦人の飼育係が馬にまたがり、後ろを顧りみて何かをいう。 

その者は前世には馬であったので、馬の言葉に通じているのだろう。 

飼育係の後方にいる八匹の馬は水を飲んだり歩いたりしていて、 

水の流れが口に入るときの音が聞こえてくる。 

八匹のなかで前にいるのは林から出た鶴のように水を渉り終え、 

後方にいるのはこれから水を渉ろうとして佇む鶴のようである。 

最後に残った一匹こそは馬の中の竜ともいえ、 

嘶かないし、動かないし、尾が風の中で搖れるだけ。 

韓幹が画く馬はまさに真の馬、 

私は詩を作ること画を見るようでありたいと思う。 

いまの世には良馬を見出す伯
は く

楽
ら く

もいなければ、 

この画を描く韓幹もいない。 

この詩とこの画は、果たして誰が見るべきものであるのだろうか。 

 

■【05-3-017】韓幹画馬賛 

【解題】次は四頭の馬が描かれた画に添えた賛。前の詩とよく似た構成になっている。 

 

【訳文】 

韓
か ん

幹
か ん

が描いた馬は四匹。 

一匹は陸にあって、首を立て、鬣
たてがみ

を奮い、何か望むところがあるようで、脚を留めて長く嘶く。一匹は水

を渉ろうとしていて、尻を高くし首を下げ、渡るによいところを選びつつ、いまはまだ進みかねている。残り
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の二匹は水にあって、前なるものは後ろを振り返り、鼻で何やら語ろうとしている。後ろなるものはそれに

応じるでなく、水を飲もうとして留っているようだ。 

厩で飼われている馬かと見れば、前にまとわりつく手綱がなく、後ろに叩かれる鞭がない。野生の馬

かと見れば、目がくりっとして耳がぴんと立ち、胸に豊かに肉が付き、尾が細く、どれも良馬としての基

準に当たっている。 

この静かなたたずまいは、賢者揃いの貴君子たちが帯を緩め、かぶりものをとって、悠然と水に臨んで

いるのにも似ていようか。 

馬も貴君子も想うのは――高く飛んで遠くに遊び、鹿を友として天寿を全うしたい。 

しかし、そうしようとしても、それはなかなか得られることでない。せめて、あくせくすることなく、悠 と々遊んで、

ゆるゆる歳月を過ごすことならできるであろうか。 

 

■【05-3-018】与司馬温公 

【解題】范
はん

鎮
ちん

［字
あざな

は景
けい

仁
じん

］が洛陽
らくよう

に行ったのは3月の初めで［→作品番号05-3-

013］、その月の終わりには帰ってきたことが司
し

馬
ば

光
こう

に宛てたこの手紙からわかる。司

馬光は蘇軾より17歳年長で、非常に学識があり、英
えい

宗
そう

皇帝からも神
しん

宗
そう

皇帝からも厚

く信頼された。始め司馬光は王
おう

安
あん

石
せき

を高く評価し、国政の改革を王安石に託すことを

皇帝に勧めるほどであったのだが、改革の中身が明らかになるにつれて批判的にな

り、後には鋭く対立するようになった。それでも神宗皇帝は司馬光にはしばしば意見

を尋ねていたが、司馬光は次第に政治の実際から離れ、巨大な歴史書である『資
し

治
じ

通
つ

鑑
がん

』の編集に専念し、後に洛陽に退いた。このころ、洛陽には富
ふ

弼
ひつ

や司馬光など改革

に反対の立場をとる政界の大物が集まり、范
はん

鎮
ちん

が洛陽に赴いたのは、そのような人々

と会うのが目的であったようだ。蘇軾はかつて母の墓誌銘の執筆を司馬光に依頼する

などの交流があり［→作品番号01-2-017］、蘇軾が違法な商行為をしたと告発されたと
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きには［→作品番号03-3-023］、司馬光は皇帝の前で蘇軾を庇う弁明をしたこともあっ

た。 

 

【訳文】 

春の終わりに、范
は ん

鎮
ち ん

様が洛
ら く

陽
よ う

からお帰りになり、忝く
かたじけな

もお手紙を頂戴いたしました。『超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

の詩』の

雄篇を添えてくださいまして、喜んで日々読み返しております。都を出て職務に就くために暇
いとま

もなく、あれ

やこれやとあわただしくしております。…… 

【補足】［司
し

馬
ば

光
こう

もまた、蘇轍の『超
ちょう

然
ぜん

台
だい

の賦
ふ

』と蘇軾の『超然台の記』［→作品番号

05-1-077］に触発されて詩賦を詠んだ一人であった］ 

 

■【05-3-019】送魯元翰少卿知衛州 

【解題】蘇軾が都のすぐそばにいると聞いて、大勢の人が蘇軾に会おうとして頻繁に

来客や誘いがあったようで、これまでに我々がその名を見ている人物としては、銭
せん

藻
そう

、

孫
そん

洙
しゅ

、胡
こ

宗
そう

兪
ゆ

、林
りん

希
き

、晁
ちょう

補
ほ

之
し

がいて、特に魯
ろ

有
ゆう

開
かい

［字
あざな

は元
げん

翰
がん

］にはこの送別の詩を

贈っている。魯有開とは杭
こう

州時代に交流があり［→作品番号04-2-079など］、魯有開が

衛
えい

州知事として赴任することになって、都から旅立つ前に蘇軾に会いにきたのである。

魯有開は立派な髯
ひげ

を蓄えていたので、この送別の詩では、髯
ぜん

卿
けい

［髯
ひげ

の君
きみ

］と呼んでい

る。また。魯有開はかつて副宰相まで務めた魯
ろ

宗
そう

道
どう

の甥であることから、「堂
どう

堂
どう

の元

老の後」とも詠まれている。 

 

【訳文】 

無用な人間は居場所がなくて、范
は ん

公の園庭に身を寄せている。 

そうこうするうちに、桃李
ゆ す ら う め

が蔭を作り、薺
なずな

も麦も伸びて、繁るまでになった。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：217 
 

門を閉ざしていると、春の昼は永く、黄色い蜂がにぎやかに飛ぶだけ。 

誰かが酒を携えてわざわざきてくれたりしたならば、 

楡
に れ

や柳が群れ立つ村にでも行ってともに酔いたいものだと思っていたところ、 

この髯卿
ひげのきみ

はどういう人なのか、 

これで一カ月に三度も我が門を叩きにきてくれたではないか。 

私から出向いて挨拶することがないのに、 

髯卿はきてくださるのでその意
こころ

はいよいよ敦
あ つ

いものがある。 

髯卿は堂
ど う

堂
ど う

の元老の甥で、仁
じ ん

人
じ ん

の言
げ ん

を倦むことなく説き続ける。 

憶
お も

えば、杭
こ う

州にあった年は、髯卿と私の情好は兄弟にひとしかった。 

時には氷雪の中であっても、笑って語れば春の温もりを覚え、 

時には夜に急に飲もうということになって、 

酒を求めて我が家のうちを探してみたものの、箪笥の隅にも酒の肴になるようなものはなく、 

かたじけなくも、髯卿が自ら煙の中で火をおこしてくださった。 

杭州で別れてから今までにどれほど経ったのか、 

向き合っていると、あのころのことが夢のように覚える。 

このたび、髯卿は北に行くと私に告げて、 

新しい詩とすばらしい酒樽を贈ってくれた。 

髯卿が行かれるのは太
た い

行
こ う

山
ざ ん

が斜めに連なるところ、 

黄
こ う

河
が

の湧き立つ波を越えた先にある。 

それでも、髯卿は官員として不遇というわけではない。 

衛
え い

州は都の西北の垣根に当たる場所だ。 

民衆はいわば魚のようであって、網を見れば驚いて逃げ惑う。 

水は、千丈の深さまでくっきり見えるほどに澄んでいるよりも、 
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一寸先も見えないほどに濁っている方がましである。 

刑罰を司るのは地方官の重要は職務ではあるけれど、 

思うに、民の源を養うべきである。 

どういうことかというと、昔のある知事は、 

民衆がきちんとした下着を身に付けられるようになる政治をしたところ、 

しばらくすると、人々は善政を讃える歌を唱えるようになった。 

そのような政治をしていれば、盜賊についてあれこれ言うようなことは必要なくなるのだ。 

【補足】［蘇軾は密
みつ

州での経験から、困窮のあまり追い詰められて盗賊となった者を

厳しく取り締まる政治よりも、民衆の生活の基盤を確保する政治をすべきだといって

いるのである］ 

 

■【05-3-020】次韻子由送蔣夔赴代州学官 

【解題】同じころに、蔣
しょう

夔
き

が代
だい

州にある学校の教授として赴任することになり、弟の

蘇轍が作った送別の詩に蘇軾が次韻した。蔣夔の名は作品番号 05-1-071 で見ている。

代州は北の辺境の地で、改革に批判的な蔣夔はそのようなところにしか居場所を見出

せなかったのだろうか。 

 

【訳文】 

功利を求めて先を争うのは、法を変える端緒となる。 

旧来の典型を守るのは、いまや世間の落ちこぼれとなった老成した人だけだ。 

人は困窮に置かれて後に立派な詩が作れるようになる―― 

この説は十分には信じられないが、 

凝った刺繍は市場に投じる金額の多寡による―― 
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こちらの説はかねていわれている通りだ。 

代
だ い

州の若者は、志は大きく不器用であると聞く。 

貴君を囲んで種々の議論を戦わせ、心に適う説を求めるであろう。 

貴君が向こうから帰ってきたときには、 

「あちらの雁は旨かったかい」 

などとつまらないことを私は問わない。 

世俗を憎んだかの王
お う

符
ふ

が著した『潜
せ ん

夫
ふ

論
ろ ん

』のような著作を、 

貴君がものにしてきたのを見せていただくとしよう。 

【補足】［（1）この詩の前半は改革への批判となっている。（2）刺繍云々は、より精

緻な刺繍を求めるのならそれだけたくさんのお金を投じなければならないという昔か

らの言い回しを踏まえて、何でも国庫の増収に結び付けようとする改革を皮肉ったの

である。（3）最後の雁云々は少々の解説が必要である。後
ご

漢
かん

の時代に皇
こう

甫
ほ

規
き

という人

［蘇軾に比する］がいて、ある職務を終えて郷里に帰った。同じ時期に官職を金で買

って雁
がん

門
もん

［すなわち代
だい

州］の知事になって勤めを終えた人物［改革の時流に乗ってに

わかに職を得た者を比する］も郷里に帰ってきて、皇甫規のもとを訪れた。皇甫規は

寝たまま出迎えに出なかったが、その者はずかずかと入ってきたので、「あちらの雁

は旨かったかい」とだけいった［私服を肥やす以外に何もしなかっただろうという皮

肉］。一方で、王
おう

符
ふ

［蔣
しょう

夔
き

に比する］がくると、皇甫規は驚いて出迎え、歓を尽くし

て語りあった。王符は郷里に退いて世の中の是非を論じる『潜
せん

夫
ふ

論
ろん

』を書いたので、

蘇軾はそのような著作を書くことを蔣夔に期待すると言って励ましたのである。これ

だけの内容が「帰来問雁吾何敢、疾世王符解著書」という十四文字に篭められている

ので、詩を味読する人にはそれなりの読解力を必要とした。蘇軾は複雑な故事の用い

方をすることを得意とし、注釈家がいくら頭をひねっても何が言いたいのかいまだに
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解明できていない詩句が幾つもある］ 

 

■【05-3-021】李若之布気 

【解題】蘇軾の長男の蘇
そ

邁
まい

は范
はん

鎮
ちん

のもとに寓居する間に妻を迎えたが、一方で次男の

蘇
そ

迨
たい

は小さいときから病気がちであったので［→作品番号04-2-053］、この時期に特殊

な治療を受けている。そのことを記した文章を見ておこう。蘇迨はこのとき8歳であ

った。 

 

【訳文】 

『晋
し ん

書
じ ょ

』［晋
し ん

朝
ち ょ う

の時代の史書］の「方
ほ う

技
ぎ

伝
で ん

」［特殊な技
わ ざ

の持ち主の伝記集］を見ると、幸
こ う

霊
れ い

という者が

いた。 

「幸霊の父母は、稲の見守りを幸霊にさせた。牛が稲を食らったのだが、幸霊は牛を追い払わなかっ

た。牛がいなくなってから、幸霊は牛が食べ残した稲を起こして元通りに立てた。父母はそれを見て幸

霊を叱りつけた。幸霊は、『それぞれのものにはそれぞれに食べたいものがあります。牛は食べたいもの

を食べただけなのですから、追い払うのはおかしいです』と、いった。父母はますます怒り、『そんなふう

にいうのだったら、食べ残しを起こしてやる必要もないだろうに』というと、『稲は生きようとしています。牛が

それを妨げたのですから、ぼくは稲を助けるべきなのです』」 

幸霊のこの言葉には理
ことわり

が具わっている。幸霊は子供のときから道
み ち

を知る者だったのだろうか。 

「呂
り ょ

猗
き

の母は痿
い

痺
ひ

の病
やまい

［手や足がしびれて萎えてしまう病気］に十年以上にわたって苦しめられてい

た。幸霊はその治療に当たった。幸霊は、病に伏せっている母から数歩のところに座り、しばらくじっと目

を閉じていた。そして、『お母さまを助け起こしてそこに座らせなさい』と、いった。呂猗は、『もうずっと病気

なのです。いまいきなり起きることなどできません』『試しに手を添えてみるのだ』。二人で助け起こすと、

幸霊は、『立たせてみなさい』と、いった。母は二人に支えられて立つことができた。少ししてから幸霊は
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二人を離れさせると、母は自力で歩けた」 

道を学び、気
き

を養う者は、己を十分に満たした気の余りを人に与えることができるのだろう。都の道
ど う

士
し

の

李
り

若
じ ゃ く

之
し

はそのようなことができて、それを「布
ふ

気
き

」と称している。 

我が子の迨
た い

は小さいときから体が弱くて病気がちである。李若之が迨と向き合わせに座って布気を

行ったところ、迨は腹の中から日の出の太陽に照らされたような感じがして、ほかほかとした温もりを得

た。 

李若之は華
か

嶽
が く

でたまたま道を得た異人に会ってこの術を得たという。 

【補足】［現代の我々からするとナンセンスな治療法であるが、気
き

［宇宙に充満する

エネルギーのようなもの］を人から人へと移転できるとするなら、理に適っていると

考えることも可能なのだろう］ 

 

■【05-3-022】京師哭任遵聖 

【解題】都の近くに滞在する間に、悲しい報せも受けた。同郷の先輩である任
にん

孜
し

［字
あざな

は遵
じゅん

聖
せい

］が亡くなったのである。任孜は弟の任伋
にんきゅう

とともに科挙に合格し、郷里の偉人

として「大
だい

任
にん

」「小
しょう

任
にん

」と呼ばれていた［→作品番号 03-2-002］。この詩では任孜のこ

とを「老
ろう

任
にん

」と呼んでいる。 

 

【訳文】 

私は故郷に帰らずにいること十年、 

子供達は日夜に成長しているが、 

自分はやたらと年齢を重ね、しかも次第に衰え凋
し ぼ

みつつある。 

よしみのあった先輩方が亡くなったと聞くと、 

いつも涙を流し、声を放って泣いてしまう。 
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まして老
ろ う

任
に ん

先生である…… 

先生はまれに優れた人で、 

我が父も年長者として敬っていた。 

文章ではいささか名誉を得て、 

詩はきわめて清らかで堂 と々している。 

官員としての能力も高く、 

談笑しつつ万人の上に立った。 

問題の多い土地に行くのをむしろ喜び、 

土地のならず者を赤子の腕をひねるようにしてやっつけ、 

髭をぴくりと動かすだけで狡猾な小役人を震え上がらせ、 

悪だくみをする将軍には歯を噛み砕かんばかりの勢いで対峙した。 

しかし、哀しいことに不遇の運命であったのか、 

才能があるが故にいつも謗
そ し

られ、 

ついに低い地位のまま、 

遠い山の地、あるいは荒廃した土地に行かなければならなかった。 

私は官界に入って久しく楽しまず、 

川や山を隔てて先生を望み見ては、 

いずれ退いて先生のもとで田畑を耕し、 

季節ごとに酒食をもって労
い た

わりあいたいと思っていた。 

この懐
お も

いはもはや遂げることはできず、 

郷里に帰っても、見られるのはうずたかく土が盛られた墓だけなのである。 

泣いて都から西を見れば、 

落日の内に千の峰が含まれる。 
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先生にはただ一人の男児があって、 

先生は掌中の珠のように大切にして、 

七、八歳のころからすでに牛を食らうばかりの気迫を見せていた。 

いつかその人が都にやってきたなら、先生のことを語り合いたいものだ。 

そのときに、 

人はただ息子の優れた器量に驚くであろうが、 

私だけは、それは先生譲りであると知っているのだ。 

 

■【05-3-023】与文与可 

【解題】4 月、蘇軾は都には入れないままに、新たな任地である徐
じょ

州に向かった。そ

の折に親友の文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］［→作品番号05-2-012など］に送った手紙。 

 

【訳文】 

私は密
み つ

州から河
か

中
ちゅう

府に移ることになって都の門外にまできましたところ、改めて徐
じ ょ

州に赴任することに

なりましたので、家族を連れて今度は東に向かいます。官に仕えるからには行き先を選ぶものではあり

ませんが、私の見るところでは彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐州］は河中よりも過ごしやすいところでありましょう。 

今日はこれから汴
べ ん

河
が

に沿って任地に向かいます。弟も一緒で、聞くところでは貴君と婚姻について相

談しているとか、極めて喜びに堪えません。かつてから貴君とは互いに深く契りを結び、さらにまた婚儀

をなすとは無窮の喜びで、まことに美事
すば らしい

、美事
すば らしい

！ ただ我等は貧しい家柄でありますから、どうか貴君

は我等を粗野な者とは見ませんように。 

出発の間際でごたごたとして、ひどく乱雑な手紙となってしまいました。任地に着いてから改めてお便り

いたしましょう。 

【補足】［この手紙にあるように、蘇轍と文
ぶん

同
どう

の間で婚儀の相談が進んでいて、蘇轍



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：224 
 

の娘と文同の息子の文
ぶん

務
む

光
こう

が後に結婚する］ 

 

■【05-3-024】代張方平諌用兵書 

【解題】上の手紙にあるように、蘇軾は弟とともに船で汴
べん

河
が

を東に下った。弟は、南
なん

京
けい

留
りゅう

守
しゅ

［南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府の知事］になったばかりの張
ちょう

方
ほう

平
へい

の幕僚として招かれていたの

で、ちょうど同じときに同じ方向に移動することになったのである。都から南京応天

府は南東に 100 キロほどで、速い汴河の流れを下って行くので、移動はたやすく、蘇

軾もまずは南京応天府に行って張方平に会った。それは蘇軾が杭
こう

州に赴任する途中で

陳
ちん

州に立ち寄って以来で、6 年ぶりであった。張方平はその後は公務から退いて南京

応天府に隠棲していたのだが、この年の 2 月に公職に復帰したのだった。張方平は陳

州知事であったときにも蘇轍を州学校の教授として招いたので、張方平は蘇轍の人柄

を愛していたのだろう。3 人が顔を合わせれば、話題は政治上の問題にも及び、西方

での軍事行動［→作品番号 05-1-044］を止めなければならないと 3 人の考えが一致し、

張方平が皇帝に意見書を提出することになった。それを蘇軾が代筆したのがこの文章

である。 

 

【訳文】 

臣
わたくし

は兵
へ い

［軍備ならびに実戦］を好むのは色
い ろ

［性的放縦］を好むのに似ると聞きます。色はいろいろな

面で生命を損ない、色をやたらと好む者はきっと死に至ります。兵はいろいろな面で民を賊
そ こ

ない、兵を

やたらと好む者はきっと亡びに至ります。これは必然の理であります。 

古
いにしえ

の聖人は皆やむをえないところから兵を用い、勝つときには完全に安らかであるような福を享
う

け、勝

たないときにも意外なところから患
わずら

いが生じたりするようなことはありませんでした。後世の用兵は、皆しな

くてもよいのにしないではいらなくなっての行為であったために、勝ったときにも、後から異変が生じて大き
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な禍
わざわ

いとなり、勝たないときには、すぐに異変が生じて小さな禍いとなりました。聖人は勝負によって得る

ものを算段してそれをあてにするようなことはなく、兵を用いた後の禍を深く戒めました。 

これはどういうことかというと、十万の軍隊を動かすと一日に千金を費やすばかりでなく、国中が大騷

動となります。軍需物質を輸送するための人々が道路を行き来し、農業に携われなくなる者が七十

万家にもなります。国庫はたちまち空になり、民衆は窮乏して飢えや寒さに迫られ、その後には必ず盜

賊が出没する憂いが生じ、死傷する者、愁い怨む者が多数になり、ついには各地で水害、旱害が

頻発するまでになります。すると将軍の中に兵士を擁して跋扈しようとの心を持つ者が現れ、あるいは

民衆の中には長く苦役されたのを恨んで反乱を意図する者が現れます。このような異変が百出する

のは皆兵を用いることから始まるのです。 

このようになったときには、最初に事を興して用兵の議論を始めた者は、最も重い天罰を受けるべきで

あります。多数の平民が故なくして用兵のために死に、その怨みが天下に充積しているのですから、

必ずその咎を受ける者がいなければなりません。だから聖人は兵を用いることには畏れを抱き、重大な

こととして、やむをえないときでなければ敢えて兵は用いなかったのです。 

古より人の上に立つ君主で、好んで干
か ん

戈
か

を動かし、敗れて亡んだ者は数え切れないほどたくさんいま

す。臣
わたくし

はそれらについては敢えて申し上げません。陛下のために、勝った者についてのみここで申し上

げたいと思います。 

秦
し ん

の始
し

皇
こ う

帝
て い

は六カ国を平定して天下を一つにし、さらに外に対して兵を構えました。そのために徴兵さ

れて辺境に連れて行かれる患いを天下の人々は被りました。新たな領土を広げたことでは古代からか

つてないほどでありましたが、始皇帝が死んで間もなく、天下は怨みから秦に離反し、二世皇帝は殺

され、三世の王となった子
こ

嬰
え い

も擒
とり こ

となり、その滅亡の悲惨さはやはり古代からいまだかつてないもので

ありました。 

漢
か ん

の武
ぶ

帝
て い

は、文帝
ぶ ん て い

、景
け い

帝
て い

の時代の有り余る豊かな富を用いて、まず匈
き ょ う

奴
ど

に挑みました。戦争は連年

続いて終わらなくなり、ついには様々な国へと戦争が拡大していきました。毎年毎年兵士も軍需物資
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もたくさん徴発し、兵の向かうところではどこでも成功を収めました。武帝が最初に兵を用いたとき、天に

は大空いっぱいの長さのほうき星が現れ、その春に皇太子が生まれました。それから戦争が続くこと三

十余年、無数の死者が生じました。さらには皇太子が反乱を起こして、都におびただしい血が流れ、

死者は数万人に及び、皇太子もその子も死んでしまいました。歴史家の班
は ん

固
こ

は、皇太子は用兵の

時代に成長し、用兵とともに終始した生涯であったと評しました。武帝は悔んで兵を用いる欲望に自ら

克ちましたが、生涯の恨みはついに取り戻すことはできなかったのです。 

隋
ず い

の文
ぶ ん

帝
て い

は南朝の陳
ち ん

を下し、ついで外国との戦争を始めました。皇位を嗣
つ

いだ煬
よ う

帝
だ い

もその用兵の心

は衰えることなく、強国を亡ぼし、その威は万里を震わせました。しかし、民は怨み、賊が起り、隋は瞬く

間に亡んでしまいました。 

唐
と う

の太
た い

宗
そ う

は「神
し ん

武
ぶ

」といわるほどに無敵で、用兵を最も好み、突
と っ

厥
け つ

、高
こ う

昌
し ょ う

、吐
と

谷
よ く

渾
こ ん

などを破り滅ぼし、

それでも満足しないで、自ら兵を率いて遼
り ょ う

東
と う

に遠征しました。その志は功を立てることにあって、やむをえ

ず兵を用いたのではありませんでした。その後に則
そ く

天
て ん

武
ぶ

后
こ う

の難が起こって唐の皇室は衰え、わずかに

一本の糸でつなぐようなありさまとなってしまいました。思うに、兵を用いることの禍いは物の道理として逃

れられないものなのでありましょう。太宗は仁
じ ん

聖
せ い

寬
か ん

厚
こ う

にして、己に克ち、人を裕
ゆ た

かにして、ほとんど刑罰を

用いないですむような治世を実現させました。しかし、その子に皇位を伝えた途端に、子孫は塗炭の苦

しみに陥ったのは、太宗のなした善の報いとしてはありえないことであって、それはやはり兵を用たことの

禍いによるものなのであります。 

以上のように観てきますと、漢や唐が兵を用いたのは寛大な仁政の後であって、勝利もし、用兵の禍

いはあってもかろうじて王朝は存続しました。秦や隋が兵を用いたのは暴虐の後で、勝ってもついには

王朝は滅亡してしまいました。臣
わたくし

は史書を読んでこのようなところに至ると、国家の計の過ちを傷んで、

涙を流さずにはいられません。もしも、始皇帝、武帝、煬帝、太宗の四人の君主に、兵を用いる最初

のときに、兵を用いることの難しさをよくよくわからせることができたならば、禍いは歴史に記録されるような

ところにまでは至らなかったでありましょう。四人の君主は不幸にして兵を用いれば毎回勝ってしまったた
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めに、功利に馴れて、患いを慮ることがほとんどなかったのです。 

だから臣
わたくし

は、勝ったときにも、後から異変があって大きな禍いとなり、勝たないときには、すぐに異変が

あって小さな禍いとなると、最初に申し上げたのです。このことはよくよく考えなければなりません。 

昔我が朝の仁
じ ん

宗
そ う

皇帝は天下を覆い育み、兵に心を用いることはありませんでした。将士は怠惰にな

って安楽を偸
ぬ す

み、武器は錆びて朽ちてしまいました。西
せ い

夏
か

の元
げ ん

昊
こ う

がその隙に乗じて、密かに軍隊を動

かし、西のはずれの延
え ん

州、涇
け い

州、源
げ ん

州、麟
り ん

州、府
ふ

州のあたりに攻め寄せました。宋は破れること数回

に及び、一万以上の兵士が失われたこともありました。しかし、天下は落ち着いたままで、一時期の戦

闘が終われば事はやみ、民衆に怨みの言葉はなく、国に患
わずら

いが残ることもありませんでした。それはど

うしてかというと、天下の人々は皇帝には兵を好む心がないのを知っていて、天地鬼神もやむをえず兵

を用いたという実情をよく知っていたからでありました。 

いま陛下には天より賜った勇智があり、富強に意を置いています。即位以来、武器を整備し軍団を編

成し、隣国の動きを探っています。群臣は陛下の意向を窺い見て、多くの者が兵を用いることを言うよ

うになりました。そのようになってからは、国政を担う宰相には深く憂い遠くを思う心がなく、軍政を担う重

臣には害を慮り難局に向き合い続ける見識がなく、官僚を監督する職にある者にはよい策を献じて忠

を納める議論がなく、小さなところから大きなところへと、順に禍いの階段を上るようになりました。 

まず薛
せ つ

向
し ょ う

が橫
お う

山
ざ ん

における謀
はかりごと

をなし、韓
か ん

絳
こ う

は深く敵地に入る計画を立て、陳
ち ん

升
し ょ

之
し

や呂
り ょ

公
こ う

弼
ひ つ

等は陰で

これと力を合わせましたが、軍団は敗れて喪
うしな

われ、国の財産は消耗してしまいました。このときの敗北

は、先の仁宗皇帝時代にくらべたら十分の一にも及ばないものでありましたが、天は怒り人は怨み、辺

境の兵士は離反し、都は騷然となり、陛下はこのために一カ月にわたって身を慎まなければなりません

でした。どうしてそのようになったのかというと、兵を用いる端緒を陛下自らが作ったからです。それで、官

僚も民衆も、敵を怨むよりも陛下の過ちを思ったのでありました。我が朝の歴代皇帝の積み重なった徳

の厚さと、天が天下を保とうとする恩の深さによって、王朝そのものは揺るがずにすみましたが、兵を出し

ても功がないと、陛下を感悟させるように実は仕向けてくださったのでしょう。 
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ところが、浅はかな連中は、敗れたことを恥として、努めて勝ちを求めて、それで陛下の心に適おうとしま

した。それで、王
お う

韶
し ょ う

は禍いを熙
き

河
が

に構え、章
し ょ う

惇
じゅん

は橫
こ う

山
ざ ん

に隙を見せ、熊
ゆ う

本
ほ ん

は渝
ゆ

瀘
ろ

で難儀なことをしでか

しました。これらは戦果があったように見せかけ、その実はすでに降参したものを殺害したり、老人や病

弱な者を捕虜にしたりしたもので、中国本国を疲弊させて空しい無用の土地を取っただけでありました。

陛下には勝利の虚名を受けさせ、実際の禍をゆるがせにし、ますます功名に奮い立たせようとするよう

なことになりました。さらには、沈
ち ん

起
き

、劉
り ゅ う

彜
い

が南方の地で軍事行動を起こし、十余万人が気候の悪い

土地に行かされて、死者が半分にも及び、輸送路に当たる民衆は道に倒れ、食糧や軍事物資は

敵を見る前に尽き果ててしまいました。これで兵を用いる意は少しは衰えるものと思われたのですが、李
り

憲
け ん

が洮
とう

州から出兵し、軍団は勝利して、いまは鋭気ますます盛んなありさまとなっています。陛下が一

つの勝利を喜ぶのなら、その背後には四方の外国を軽視し、敵国を侮る意があると申せましょう。その

ときには、天の意はもはや測り難く、臣
わたくし

は実に畏れるものであります。 

戦争の勝った後に陛下が御覧になるのは、凱旋した将軍が勝利を報告し、陛下がお褒めのお言葉

を賜り、群臣が祝いを述べるという、実に耳目に目覚ましいありさまでありましょう。しかし、遠方の民が

白刃のもとに頭や腹を切られ、あるいは餓えて骨と筋だけになり、あるいは財産を失って流浪し、子供

を売り、あるいは失明し腕を折り、さらには絶望のあまり自殺するようなありさまは、決して陛下は御覧に

なることはないのです。慈父、孝子、孤臣、寡婦が泣き叫ぶ声は、決して陛下がお聞きになることはな

いのです。譬えれば、牛や羊を屠殺し、魚を切り刻んで、御馳走を作るようなものです。それを食べるな

らはなはだ美味でありましょうが、殺される牛や羊や魚には非常な苦しみがあります。陛下が、刃の下

で牛や羊が泣き叫び、魚がまな板の上でもがくのをご覧になったならば、最高の料理であっても、きっと

食べるのは忍びがたくて箸を置くでありましょう。まして、人の命を奪って、耳目に目覚ましいありさまをなす

というのはどうなのでしょうか。 

陛下の軍団が精強で、国庫が充実して、秦、漢、隋、唐の皇帝のようであっても、勝った後には、先

に申し上げた通りに、禍乱がきっとおこり、救いがたくなってしまいましょう。まして、現在の将軍や官僚は
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軟弱かつ凡庸で、昔の人に比べて全てにおいて及びもつきません。ここ数年来、公私ともに困窮し、

長年国庫に蓄積してきたものは地を掃って余りがなく、地方の租税の蓄えも、上納されてほとんど尽き

てしまい、官僚の俸給をかろうじて払い続けるだけで、国家の重要な儀式を行った際に払われるべき

賞与はずっとないままとなっています。このようなことでは、よほどの知恵者であっても、今後よい方向に

もって行くことはできないのであります。 

しかも飢饉があり疫病もあって、各地に盜賊が蜂起しているのは、京
け い

東
と う

路
ろ

、河
か

北
ほ く

路
ろ

ばかりではありませ

ん。もしもさらに軍事行動がもう一回起こりましたならば、苛酷な徴発がすぐになされ、民衆にはその困

窮を告げる先がなくて、勢い大盜賊とならずには、自らの命を全うできなくなってしまいます。外国との争

いが深みにはまり、内患も同時に起ったならば、秦が滅亡したときの形勢がまさにいま現出するように

なりましょう。これが臣
わたくし

が夜も眠らず、食事の間も嘆息がやまずに憂い、泣くことを止めることができない

までになっている理由であります。 

臣
わたくし

はこのように聞いています。大きな事業を成し遂げるには必ず天の心に順
したが

わなければならないと。天

の向うところに向かって事を挙げれば必ず成功し、天の向かうところに背を向けて事を挙げれば必ず失

敗します。天の心がどこに向かっているのかは、災害、祥瑞、豊作、凶作の間に現れます。近年は、

日食、星変、地震、山崩れ、水害、旱害、癘
れ い

疫
え き

が連年続いて終わりがなく、民衆の半分が死にさら

されています。天の心の向うところはここに現れているのです。しかし、陛下は断然として顧ることなく、事

を興してやめようとしません。譬えるなら、父母の前で子が過ちをしているようなもので、子が静かに反省

して恭順に自分の失敗を認めて自分を責めるのなら、きっと父母は許すでありましょう。もしも子が召使

たちを叱責して、ほしいままに鞭で打ち、それで父母に仕えようとしたならば、父母は決して赦してはくれな

いでしょう。 

臣
わたくし

はこのように願います。遠く先の世の興亡の跡を見て、深く天の心の向うところの道理を察して、兵を

用いる意を絶って、国境を保って隣国と仲睦まじくして、静かにして何か事を構えることなく、国家の長

久の計画を固くしていただきたいのです。そして、太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

、皇太后のお二人に朝夕に仕え、天下の
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億兆の命を済
す く

っていただきたいのです。そうすれば、臣
わたくし

は溝に倒れて死んでも満足であります。 

昔、前漢の高
こ う

祖
そ

は群雄を破ってついに天下を一つにし、後漢の光
こ う

武
ぶ

帝
て い

は百戦百勝して漢を再興し

ました。しかし、高祖は白
は く

登
と う

城
じ ょ う

で外敵に囲まれると和親の方針を定め、光武帝は西域諸国から漢の

配下に置いてもらいたいとの申し出があるとそれを謝絶しました。この二帝は兵を用いることを知らなか

ったのではありません。多くの戦乱を潜り抜けて、深く遠く患いを慮ったのであります。いま陛下は深く宮

中におられるままで、軽々しく討伐を議論されています。臣
わたくし

は凡庸で臆病でありますが、ひそかにそれ

は過ちであると思っています。 

臣下の者が主君に意見を申すときに、主君がすでに厭わしく思っていることならそれを止めるのは、力

を使わなくても簡単にできます。しかし、主君が鋭意行っていこうとしているときに、それを折るのは非常に

成功しにくいことです。およそ血気さかんな者は皆勝つのを好む意があります。その意気盛んなときには、

そこらのつまらない人間であっても、それをやめさせることはなかなかできません。智識が特別にあって、

度量が人に過ぎたる者でなければ、勇み奮い立っている最中に、自分の考えを捨てて、人の意見に

従って、正しい義を聴こうとする者はありません。今陛下は武を用いる意欲が盛んで、その勢いをほか

に振り向けることはできません。そのようなことを臣
わたくし

は知らないわけではありません。しかし、意見を献じて

やまないのは、陛下がまことに聖德寬大で、よい考えを聴いて納められるのをこれまでにも見ているか

らであります。衆人が普通に勝ちを好む心を陛下には望まないのであります。 

さらに臣
わたくし

はこのように思います。陛下が将来自ら兵を用いたことの害を御覧になったときには、必ず哀
あ い

痛
つ う

悔
か い

恨
こ ん

されて、左右の大臣が一言も言わなかったのをなぜかと追求されるでありましょう。だから敢えて

ここに申し上げるのです。 

臣
わたくし

は老いて間もなく死ぬ身であります。地下で先帝にお会いしたときに、ここで何も申し上げておかな

いでいたのなら、合わせる顔がありません。そのような臣
わたくし

の思いを察してどうか哀れみください。 

【補足】［これは張
ちょう

方
ほう

平
へい

のために代筆したものであったが、蘇軾の用兵論の到達点で、

これから後の蘇軾はもっぱら平和主義者として事を論じるようになる］ 
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■【05-3-025】宿州次韻劉涇 

【解題】張
ちょう

方
ほう

平
へい

はすこぶる蘇軾兄弟に厚く、蘇軾が南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府から徐
じょ

州に向かおうと

すると、蘇轍も一緒に行くのを許してくれた。兄弟は引き続き行動を共にし、南京応

天府からさらに 100 キロ余りで宿
しゅく

州に着き、知事の劉
りゅう

涇
けい

［字
あざな

は巨
きょ

済
さい

］と会った。こ

れは劉涇の詩に次韻したもの。劉涇が父親の喪に服していたときに蘇軾が送った手紙

を作品番号 03-3-005 で見ているが、その後、劉涇は公務に復帰していたのである。こ

の詩には「劉涇の亡くなった兄の劉
りゅう

汴
べん

も文章に優れていた」と添え書きがあり、その

兄の死は不本意なものであったようで、劉涇は世の中に対して不満を抱いていた。 

 

【訳文】 

私はいま引退して休みたいとの思いがあって、 

楽器を奏でるような気分になることももはや稀で、 

春に新しい衣服を新調して気の合う仲間とそぞろ歩きを楽しめるようになるのは、 

果たしていつのことだろうか。 

あれこれ愁いがあるために、いわゆる「白
は く

髮
は っ

三
さ ん

千
ぜ ん

丈
じ ょ う

」で、 

用のない身であるために、皮ばかりがだぶだぶにたるんでしまっている。 

若い頃から、富貴は危機を踏まねば得られないいやなものであると知っていたが、 

いまでは、文章は実につまらない小さな技
わ ざ

であると覚っている。 

昔、陸
り く

機
き

は刑に臨んで、かつて親しんだ鶴の声を想って嘆息した。 

鶴はいまも大空を飛んでいようが、貴君の兄はもはやいない。 

そのために私はこの詩を吟じつつ涙する。 

【補足】［（1）陸
りく

機
き

の故事のココロは、死に際して、自分にとって本当に大切なこと
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が何であるのかをやっと気付いたのでは遅いということ。（2）劉
りゅう

涇
けい

は不満を軽々しく

口にする傾向があったようで、もう少し深く物事を考えてはどうだろうかと、この詩

はかなり遠まわしに言っているのだろう］ 

 

■【05-3-026】徐州謝両府啓 

【解題】蘇軾は 4月 21日に徐
じょ

州に到着した。徐州は京
けい

東
とう

東
とう

路に属し、彭
ほう

城
じょう

、沛
はい

、蕭
しょう

、

縢
とう

、豊
ほう

の 5 県が属し、州の役場は彭城県にあった。すぐに着任報告を兼ねて皇帝に感

謝する書状を差し出し、同時に中
ちゅう

書
しょ

省
しょう

と枢
すう

密
みつ

院
いん

にも謝礼の文章を提出した。ここで

は後者を見ておこう。 

 

【訳文】 

河
か

中
ちゅう

府知事への異動でさえもすでに我が身を超えた昇進と愧
は

じ入っておりましたところ、泗
し

水
す い

を臨む地

へと改まり、そこは唐
と う

代
だ い

においては藩
は ん

鎮
ち ん

の中でも特に勢いの強かったところでありますので、まことに忝く

存じた次第にございます。すでに土地の人 と々会い、風俗を見て回りましたところ、地形の要点として

は東南の地が水と陸とが当たるところとなっております。いま民衆の食糧事情は厳しく、春から夏にか

けて干害と蝗
こ う

害
が い

を蒙りつつあり、誠実な官員を得て千里四方の疲れた民を安んじる必要に迫られて

います。私などは才能は人に及ばず、学んだものは実用的でなく、先に都で御用を務めはしましたが、

まことに拙くて職務を全うするのは難しいと自覚し、しばしば地方の知事職に就くことを願い出ましたの

は、それが最善の計であろうと思ったからです。かくして三つの州を往き来して合計七年となり、足は常

に危機を踏み、風波の険をかろうじて脱してきたのであります。心には行政の実務だけがあって、もはや

学問も根本は忘れ去ってしまいました。それでも故郷に帰って農地を耕す決心がつかないままに、敢

えてまた別の善い場所を願い出たのでありました。伏して思いますに、どのような官職にあろうとも、万物

を正しく衡
は か

って、お上と心を一つにして、堅実であることをさらに堅くし、陶
と う

冶
や

に力を尽くし、悪を正して、民
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に恩を施すために、疲れた体にも鞭打って、鈍きを磨いて、天の恵みに酬いる所存にございます。 

【補足】［原文は独特のリズムで重々しい言葉を並べていて、具体的な記述はわずか

しかない。興味深いのはここで地形の要点として挙げていることで、半年も経たない

うちにそれがまことに慧眼であったと知れるようになる］ 

 

■【05-3-027】徐州送交代仲達少卿 

【解題】前任の徐
じょ

州知事であった江
こう

仲
ちゅう

達
たつ

が蘇軾の到着を待って徐州を離れたので、こ

の送別の詩を贈った。 

 

【訳文】 

この無用の身をもって東に来た。 

この不才を慰めてくれる江
こ う

山
ざ ん

があるのを頼みとしよう。 

前知事殿は、とっくに衰え切ってしまった私を嫌うことなく、 

再三にわたって酒樽を開くのを許してくれている。 

町中に満ちているのは前知事殿の遺
の こ

された愛、 

それを誰が継げるのか。 

人々は前知事殿が乗る舟を挽いて留めようとする、 

しかし、舟は還ることなく、 

人々は仕方なく、 

舟が遥か彼方に消えるまで見続けるのである。 

前知事殿は帰郷して後に、 

再び青雲の志を抱くことがあるのだろうか。 

故郷の町の景勝地を巡って、 
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懐かしい人 と々の交遊に明け暮れるのであろうか。 

 

■【05-3-028】和孔密州五絶

【解題】蘇軾と交替で密
みつ

州知事になっていた孔
こう

宗
そう

翰
かん

［字
あざな

は周
しゅう

翰
かん

］［→作品番号 05-2-

041］から密州の庁舎の近くの景物を詠んだ5首の絶句が送られてきたので、それに和

した。5首のうち3首を訳す。 

 

【訳文】 

 其の二 春歩西園見寄［春
は る

に西
せ い

園
え ん

を歩
あ ゆ

んで寄
よ

せ見
ら れ

る］ 

庭を開いて人 を々招き入れるのは、 

徐
じ ょ

州知事の毎年の恒例の行事、 

春に背くことなくその楽しみが行われてきた。 

今年の知事殿の後には、 

それを継ぐはひどく難しくなるであろう、 

聡明にして、人に恵む慈愛に溢れているからである。 

【補足】［春に西の園を歩いて詠んだ詩に和した］ 

 

 其の三 東欄梨花［東
と う

欄
ら ん

の梨
り

花
か

］ 

梨の花は淡い白、柳は深い青、 

柳の絮
わ た

が飛ぶとき、町は梨の花に満たされる。 

東の欄干のもとで雪のような花を開かせる二株の梨―― 

悲しく思うのは、 

人生においてこのようにして清
せ い

明
め い

節
せ つ

を迎えられるのはあと何回だろうかと。 
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【補足】［東側の欄干の傍らにある梨の花を主題とした詩に和した］ 

 

 其の五 堂後白牡丹［堂
ど う

後
ご

の白
は く

牡
ぼ

丹
た ん

］ 

町に西にある千
せ ん

葉
よ う

［牡丹の一種］もなかなかに結構なもの、 

酔ったような赤い顔で春の風に笑って舞っている。 

しかし、部屋の後ろの白い牡丹にはかなわない。 

氷の玉のように潔く、蜂でさえも近づくことができない。 

【補足】［この詩には、蘇軾自身の注で、「孔
こう

君には大勢の声
せい

伎
ぎ

がいるのだが、客人は

見ることができない」と、記してある。つまり、白い牡丹は実は歌の上手な妓女を指

し、孔
こう

宗
そう

翰
かん

がそれを大切にして蜂［客人］を寄せ付けないとからかっているのである］ 

 

■【05-3-029】和趙郎中見戲二首 

【解題】密
みつ

州副知事の趙
ちょう

庾
ゆ

［字
あざな

は成
せい

伯
はく

］［→作品番号05-2-045］から戯れの詩がきた

ので、それに和して返した。趙庾の詩には、徐
じょ

州の妓女は密州の妓女に及ばないだろ

うという戯れが含まれていたので、徐州には有名な燕
えん

子
し

楼
ろう

の故事があると、この詩で

応じている。白
はく

居
きょ

易
い

に燕子楼を詠んだ詩があり、それによると、唐の時代に徐州知事

となった張
ちょう

建
けん

は、徐州一の妓女の盼
はん

盼
はん

と恋に落ち、燕子楼を建てて盼盼を迎え入れ

た。後に張建が亡くなると、盼盼はその恩を思って、他所には適
い

かないと誓って燕子

楼にひとり住み、後に絶食して死んだ。 

 

 其の一 

燕
え ん

子
し

楼
ろ う

の人が亡くなってから三百年、 

簾
すだれ

を巻き上げて見る景色は、 
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杜
と

牧
ぼ く

が愛した揚
よ う

州に及ぶものではないだろう。 

それでも、西の河
か

中
ちゅう

府
ふ

に行っていたなら、 

徐
じ ょ

州にはとても及ばないということになっていたはずだ。 

河中府では楼閣の上で空しく崔
さ い

徽
き

の歌を唱えなければならなかったろうから。 

【補足】［この詩は、白
はく

居
きょ

易
い

、杜
と

牧
ぼく

、元
げん

 稹
しん

という唐
とう

代
だい

の三人の有名人の詩を踏まえて

いて、それを知る人が読むと、膝を打って感心するというもので、現代の我々がわか

らないのは仕方がない。徐
じょ

州の燕
えん

子
し

楼
ろう

は解題に記したように白居易の詩があり、揚
よう

州

は天下に名高い雅
みやび

な町で、杜牧はその魅力にとりつかれて一時期その遊里に耽溺し

た。元 稹には崔
さい

徽
き

という女性を歌った詩があり、それによると、裴
はい

敬
けい

中
ちゅう

という者が

河
か

中
ちゅう

に赴任したときに崔徽と親しくしたのが、裴敬中が帰るのに崔徽は従うことがで

きずに河中に残され、悲しみのあまり病になってしまったのだった］ 

 

 其の二 

密
み つ

州で貴君と飲んだとき、 

貴君が歌うと、私は藤
と う

の牀
ベッド

を叩いて調子を取った。 

酔いが回ると、貴君は、 

「来年はもう六十、はて、どうしらよいのやら」 

と、必ずつぶやくのだった。 

酔い崩れそうになったときにこそ、 

風采をしっかりと整えることが大切である。 

だからといって、 

人前で妙に格好をつけることはないのだが。 
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■【05-3-030】与司馬温公 

【解題】このころに司
し

馬
ば

光
こう

［字
あざな

は君
くん

実
じつ

］に宛てた手紙。冒頭に「再び」とあるのは、

作品番号05-3-018に続く手紙だからである。 

 

【訳文】 

再びお手紙差し上げます。貴君の『超
ち ょ う

然
ぜ ん

台
だ い

の詩』は不肖の私にはふさわしくないほどに優れた作品

で、東の小さな町にきた者にとってこれ以上にない有難いものであります。ただ、私を褒めてくださるのは

あまりにも超過しております。長らく貴君の新しい文章を拝見することがなかったのですが、このたび『独
ど く

楽
ら く

園
え ん

の記
き

』を拝受し、繰り返し誦じつつ味わっております。私の力量不足を省みることなく一篇の詩を

作りましたので、お笑いください。彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］は山水に優れ、江湖には魚や蟹が豊富で、訴訟事は

少なく静かで、盜賊は減少に向かい、拙い我が身をしばし置くには結構なところです。ただ友人は遠く

に離れ、弟は長くは一緒にいられませんので、寂しさが増すことでありましょう。 

【補足】［司
し

馬
ば

光
こう

の『独
どく

楽
らく

園
えん

の記
き

』とそれに応じて作った蘇軾の詩は次に見ることに

なる］ 

 

■【05-3-031】司馬君実独楽園 

【解題】司
し

馬
ば

光
こう

［字
あざな

は君
くん

実
じつ

］は洛
らく

陽
よう

の邸宅の庭を整備して「独
どく

楽
らく

園
えん

」［独
ひと

りこの園に

楽しむ］と名付け、『独
どく

楽
らく

園
えん

の記
き

』を書いた。蘇軾はそれを読んでこの詩を作って司

馬光に送った。 

 

【訳文】 

独
ど く

楽
ら く

園
え ん

の建物の上に青い山があり、 

独楽園の建物の下に流れる水がある。 
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独楽園はわずかに五畝
ほ

の広さ、 

それでも花や竹が秀でて、自然の野の趣
おもむき

がある。 

花の香りは、園を巡る人の杖や履
く つ

についてまわり、 

竹の色は、園で憩う人の盃や斝
とっくり

の中に映る。 

春の終わりは樽酒に楽しみ、長い夏は碁を打って過ごす。 

洛
ら く

陽
よ う

には古
いにしえ

より才子が多く集まり、風俗は今も優雅である。 

先生は独楽園に篭って外には出ないけれど、 

洛陽の人 を々挙って先生のもとへと訪れる。 

先生は衆人と楽しんでいるようではあるけれど、 

実は独楽園は独り楽しむところなのである。 

先生は独りで何を楽しんでいるのか―― 

自身に備わるものが完全であるとき、 

その德は形として外には現れ出ない、 

だから、何を貴んでいるのかを知る人は稀である。 

先生はそのようして独り楽しんでいるのだか、 

天下の人々は、 

先生がこの世界を正しく鍛錬し直してくれることを望んでいる。 

子供も先生を讃えて歌い、 

使い走りの僕
しもべ

に至るまで先生を知らない者はいない。 

このようであるのに、 

先生は独りで一体どこに行こうとしているのか。 

造物者は決してこのままにはしておかないに違いない。 

私などは、いまだに世間の名声を追い掛けているのは、 
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天が罰として与える病のようなものなのだろう。 

それでも、先生がずっとだんまりを決め込んでいるのを、 

手を打って笑ってもよいのではなかろうか。 

【補足】［（1）この詩の終わりは、独
ひと

り園で楽しんでいないで天下のために働いてほ

しいと要望したのである。（2）司
し

馬
ば

光
こう

は子どもでもその名を知っているとこの詩にあ

るが、蘇軾も引けを取らないくらいの有名人になっていた。ちょうどこのころに、高
こう

麗
らい

国
こく

からきた使者が杭
こう

州を通過した際に、蘇軾の詩集を探して買って帰ったとの話が

記録されている。もちろん著作権などというもののない時代であるから、誰かが勝手

に蘇軾の詩を集めて本にしたのであって、たくさんの誤りのある海賊版が横行し、む

ろん蘇軾のもとに印税が入ったりするようなことはなかった］ 

 

■【05-3-032】保母楊氏墓誌銘 

【解題】蘇軾と蘇轍にはそれぞれに乳母がいて、2 人とも母が蘇の家に嫁いだ際に連

れてきた女性だった［→作品番号01-2-001の年譜］。以来、乳母はずっと兄弟のもとに

いた。そのうちの蘇轍の乳母の楊
よう

金
きん

蝉
ぜん

が6月11日に徐
じょ

州で亡くなった。それから8年

後に蘇軾はこの墓誌銘を作った。 

 

【訳文】 

先
せ ん

夫
ふ

人
じ ん

［兄弟の母］の使用人であった楊
よ う

金
き ん

蝉
ぜ ん

は眉
び

山
ざ ん

の人である。三十歳のときに初めて蘇
そ

の家にき

た。柔順で、善いことに素直に従い、弟の轍の乳母になり、熙
き

寧
ね い

十年［1077 年］六月巳
き

丑
ちゅう

に徐
じ ょ

州で

亡くなった。六十八歳だった。臨終に至っても乱れることはなかった。そのとき轍は南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府で官職

に就いていたので、柩を応天府の開
か い

元
げ ん

寺
じ

に仮に安置した。 

それから八年、軾は黄
こ う

州から汝
じ ょ

州に異動となった際に南京応天府を通ったので、応天府の東南三
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百里にある広
こ う

寿
じ ゅ

院
い ん

の西に正式に葬った。元
げ ん

豊
ぽ う

八年［1085年］二月壬
じ ん

午
ご

であった。 

銘に曰く。 

百世の後、陵
お か

や谷は位置を変えることがあるだろう。しかし、蘇
そ

子
し

の乳母のために、ここは毀
こ わ

さずにおい

てほしい。 

 

■【05-3-033】次韻子由与顔長道同遊百歩洪、相地築亭種柳 

【解題】徐
じょ

州には百
ひゃく

歩
ほ

洪
こう

という景勝地があった。徐州の州庁がある彭
ほう

城
じょう

の町から東

南二里にある早瀬で、数里にわたって激流が岩に衝突する壮観を呈する。そこに弟と

顔
がん

復
ふく

［字
あざな

は長
ちょう

道
どう

］とともに遊んだ。蘇軾は百歩洪のほとりに土地を選んで亭
あずまや

を築き、

柳を植えようと考えたことがこの詩の終わりに見える。顔復は先に見た『鳧
ふ

繹
えき

先
せん

生
せい

詩
し

集
しゅう

叙
じょ

』［→作品番号 05-1-082］にその名が記されていた人物で、このとき彭城県知事

であった。 

 

【訳文】 

朝早くに役所に座ったものの、席が暖まる前に帰り、 

部屋を閉ざし、静かに一日を過ごそうとした。 

臥せっていると、 

客人がきたのが聞こえ、 

あわてて履
は

き物をさかさまにはいて迎えに出た。 

両眼は朦
も う

朧
ろ う

としてまだ半分眠っていた。 

町の東の泗
し

水
す い

へ歩いて行こうでないかと誘われ、 

曲がりくねる路を進んで百
ひゃく

歩
ほ

洪
こ う

に出てみた。 

そこは雪の白さを翻すかのよう。 
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私は想像する―― 

駿馬に青い綱を付ける、馬は身を縮める、馬は脚を踏み出す、 

波の上を飛んで、向こう岸の柳の陰の下に行くのだ、 

馬はたとえ激流に落ちても、両脚を踏ん張るなら、水中より三丈の高さへと飛び上がる、 

鬣
たてがみ

をふるって、声も乾くばかりに長く嘶く。 

何かに取りつかれたような興奮、 

少年のころにあったものから私は久しく遠ざかってしまっていた。 

私は想う―― 

故郷の剣
け ん

関
か ん

を削って巡り流れる嘉
か

陵
り ゅ う

江
こ う

の急流、 

それでも、剣関には車でも通れるような広い道が通じている、 

帰ろうと思えばいつだって帰ることができるのだ。 

山中の昔馴染は大いに笑うだろう―― 

百歩洪に亭
あずまや

を築いて柳を植える気でいながら、 

いったい還るつもりがあるのかと。 

 

■【05-3-034】和李邦直沂山祈雨有応 

【解題】このころ李
り

清
せい

臣
しん

［字
あざな

は邦
ほう

直
ちょく

］［→作品番号作品番号 05-2-005 など］は京
けい

東
とう

東
とう

路
ろ

の役人として徐
じょ

州にいた。作品番号 05-3-026 で見たように、この年も干害が心配さ

れていたので、李清臣は沂
き

山
ざん

で雨を祈りに行った。それに応じてすぐに雨が降ったの

で、そのことを詩に詠み、蘇軾はそれに和した。沂山は密
みつ

州から西に数十キロにあっ

て、徐州とはかなり離れているので、雨を祈りにわざわざ遠くまで行ったのだろうか。 

 

【訳文】 
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日照りが続くと、 

高い土地の田には黄色い土
つ ち

埃
ぼこり

が生じ、 

低い土地の田には蒼
そ う

耳
じ

［荒れ地の雑草］が生じるという。 

いまや蒼耳さえなく、麦はどうかと問うまでもない。 

雨を司る竜は眠りこけていて、少しは恥ずかしいと思ったのか、 

大麦も小麦も枯れてしまった後になって、 

地を洗うような雨をようやく降らせたのだった。 

雨はいったどこからきてくれるのだろうかと思っていたころは、 

百
ひゃく

歩
ほ

洪
こ う

の急流の音を雷かと聞き違えたりしたし、 

試しに町の高台に上って見たら、 

天の際に至るまで、どこもかしこも菽
ま め

も粟
あ わ

も枯れ枯れで、 

飢えからくる火が 腸
はらわた

を焼くばかりで、ぐうぐうと牛が吼
ほ え

るよう、 

秋の稔りのときまでとても待てるような気がしなかった。 

半年も雨が降らなかったのは、竜がなまけていたからなのだが、 

竜はといえば、 

「わしではない、わしより偉い天
て ん

公
こ う

を怨んでくれ」 

と、ぼやいたのだった。 

今朝のひと雨で罪はすっかり償えたと思ったのか、 

竜も土地の神も、 

「この雨はわしら功績だ」 

と、言い立てている。 

かく言う私も、実のところ、何の功績もなく、 

天下の倉から毎日穀物を盗み食いしているのであるから、 
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竜と同じようなものだ。 

李
り

君は、その詩で、皇帝のお使いとして竜の怠慢を赦さないと言われる。 

ならば、私も自分の罪をこの詩で白状しておかないとならない。 

 

■【05-3-035】与梁先、舒煥泛舟、得臨釀字、二首 

【解題】梁
りょう

先
せん

［字
あざな

は吉
きち

老
ろう

］、舒
じょ

煥
かん

［字は堯
ぎょう

文
ぶん

］とともに舟を浮かべて遊び、詩を詠み

合った。蘇軾は「臨」「釀」の二字が割り当てられたので、それを韻に用いて二首作

った。梁先は蘇軾の名を慕って教えを請いにきた人であるようだ。舒煥は徐
じょ

州の学校

の教授。 

 

【訳文】 

 其の一 

彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］は古くから戦
いくさ

の多かったところ、 

旅人は所縁
ゆ か り

の地の数々を眺めることにも厭
あ

きてしまう。 

西からは汴
べ ん

水
す い

が、北から泗
し

水
す い

が流れてきて合わさり、 

百丈の深さの潭
ふ ち

がここにある。 

なつかしい人は千里の道のりも軽いものと、 

足を傷だらけにして尋ねてくれた。 

このよき客人をどのようにしたら楽しませることができるのか。 

この潭の水で貴君の心を洗うのである。 

【補足】［これは梁
りょう

先
せん

に贈ったもの。この詩によると、梁先とはかねてから縁があっ

たようだ］ 
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 其の二 

老いた知事［蘇軾］は書類を厭い、 

先生［舒
じ ょ

煥
か ん

］は、師弟の席は一丈の間を空けるべきだという礼法にこだわりはしない。 

二人の風流は魏
ぎ

晋
し ん

のころの士
し

大
た い

夫
ふ

にも似て、 

談笑すれば太古の時代に還ったかのような気分になる。 

百
ひゃく

歩
ほ

洪
こ う

のあたりもたちまち過ぎ去ると、 

水の色は緑となって釀
か も

された酒のようである。 

この楽しみは軽 し々いものでない、 

清くかつ自由なのである。 

 

■【05-3-036】次韻答邦直子由五首 

【解題】李
り

清
せい

臣
しん

［字
あざな

は邦
ほう

直
ちょく

］［→作品番号05-3-034］と弟が詠んだ詩に次韻した。 

 

【訳文】 

 其の一 

夢の中でも、役所の書類は乱雑にひっくりかえったまま、 

これほどまでに間抜けで怠け者であるのなら、 

たぶん、呆れ返って許してもらえるのではなかろうか。 

門を閉ざせば、僧舎の冷やかなのにも似て、のんびりと詩を作り、 

そのうち横になって、聞こえてくるのは遠い急流の音。 

つまらない懷
お も

いを忘れるには酒がよく、人と逢ってともにするのはもっとよい。 

酒を呑めば眠ってしまい、 

夢の中では、今度は文章が手を翻すように思うがままにできあがる。 
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調子に乗って、 

喙
くちばし

を三尺ほども伸ばしてとんでもないことをいってしまいたくなるのだが、 

貴君等がお瞋
い か

りになるのが怖くて、呑みこんでしまった。 

 

 其の二 

町の南に住む李
り

君は交遊を好む、 

しかし、あぐらをかいて狂歌するような放縦なところはない。 

李君は主を尊び民を庇
か ば

い、道
み ち

を得た者である。 

私は天から授けられた命
め い

を知り、憂いがない。 

李君は酔うと毎晩のように舞を見て楽しみ、 

静かに秋を送る詩を詠むこともする。 

李君は瀟
し ょ う

灑
し ゃ

で俗なところはないのだが、 

果たして私を樽
そ ん

前
ぜ ん

の客として迎えてくれるのだろうか。 

【補足】［これは李
り

清
せい

臣
しん

に向けて詠んだもの］ 

 

 其の三 

尊敬すべき弟が東からきてくれたけれど、 

ここは何もなくて寂寞としている。 

昔馴染の人と呑んでくさくさした思いを慰めるのである。 

町のすみは草むらに埋もれ、 

そこに新たな道を開いて百
ひゃく

歩
ほ

洪
こ う

に行くと、 

雨で水かさが増え、もとの早瀬がなくなっている。 

君の車馬の跡が消えるより先に僕の車馬は追いつこうとし、 
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その間を詩文の応酬が往き来するので、字を丁寧に書いているいとまがない。 

この詩は君に見てもらってから書き改め、李君に見てもらおうと思っている。 

【補足】［これ以降の三首は弟に向けて詠んだものである］ 

 

 其の四 

君は僕のためにここでぐずぐずしていてくれるけれど、 

別れた後の寂しさを思うと、 

僕はいまから憂いてしまうのだ。 

近くにいても会わなければ千里の遠くにいるのと同じといいはするが、 

やはり一緒にいるのがよいのであって、 

官職より退いて故郷に帰って、 

十年の歳月は君と遊んで過ごしたいものだ。 

残念なのは僕等にはちっぽけな家さえなくて、 

居心地の悪いところで辛抱していないとならないことだ。 

聞くところでは、朝廷には立派な鳥がたくさん飛んでいるようなので、 

鳥を捕らえる網も、岸辺に浮かぶ鴎にまでは及んでこないであろう。 

 

 其の五 

わずかな俸禄のために塵まみれになる労苦があっても、 

官職に留まっている方がまだましなのだろうか―― 

この鬱 と々した思いを鎮めようと、戸を閉ざして部屋に閉じこもる。 

嚢
ふくろ

の内にあっても稲の尖った穎
の ぎ

が飛び出すように、 

自分が目立つ存在になってしまうのを僕は恥ずかしく思う。 
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漢
か ん

の時代の朱
し ゅ

雲
う ん

は、皇帝のお気に入りの人物を批判して罰せられたとき、 

これで古
いにしえ

の忠臣と地下で顔を合わせることができると言った。 

僕はその朱雲と地下で遊べるようなことをまだしていない。 

特にすべきことがなければ気持ちよく呑むのがよいだろう。 

故郷に帰りたいと思ったなら、昔の人の望郷の詩を唱えればよいだろう。 

羨ましいのは、君の仕事場が僧舎のように静かであること、 

毎日南の方を眺め、鴎が水浴びをしているのを見ていればよいのだから。 

【補足】［（1）この詩の末尾は、弟が務めるのは張
ちょう

方
ほう

平
へい

のもとであるから、何の問題

もなく治められ、仕事もないだろうということ。（2）李
り

清
せい

臣
しん

が昔のことを思い出して

詠んだ詩にも次韻しているが、訳は割愛する］ 

 

■【05-3-037】宝絵堂記 

【解題】都の貴公子である王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］［→作品番号 05-3-011 など］に請われて

この文章を記した。 

 

【訳文】 

君子は、意
こころ

を物に寓
よ

せるのはよいけれども、意
こころ

を物に留
と ど

めるのはよろしくない。意を物に寓せるときには、

ささいな物であっても十分に楽しみとすることができるであろうし、特殊な物であっても病
やまい

となるほどのこと

にはならないだろう。意を物に留めるときには、ささいな物であっても病となってしまうであろうし、特殊なも

のであっても楽しみとするには足りなくなってしまう。 

老
ろ う

子
し

はこういっている。 

「五つの色は人の目をくらませ、五つの音階は人の耳をこわし、五つの味は人の口を損ない、野を駆

けて狩猟することは人の心を狂わせる」。 
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聖人はこの四つのことが起こるまでにならないように、いささか意を寓せるだけにしたのである。 

劉
り ゅ う

備
び

は英雄であったけれども特別な髪型に結うことにこだわり、嵇
け い

康
こ う

は達人であったけれども刃物を鍛

錬することを好み、阮
げ ん

孚
ふ

は豪放であったけれども屐
く つ

に蝋を塗る趣味があった。これらは先の四つのこと

とはまた異なるけれど、三人は生涯これを楽しみとして厭
あ

くことがなかった。 

いろいろと人が喜ぶべき物があるなかで、人を存分に悦ばせて、しかも人を惑わせてしまうようなことが

ない物といえば、書
し ょ

と画に優るものはない。それでも、意を書画に留めるあまり、執着心から離れられな

くなってしまっては、ひどい禍
わざわ

いとなってしまうことがある。鍾
し ょ う

繇
よ う

はある人にある筆法を求めて教えてもらえず、

悔しさのあまり胸を叩いて血を吐き、その人が死ぬと墓を暴いて得ようとした。孝
こ う

武
ぶ

と王
お う

僧
そ う

虔
け ん

は書法を

巡って憎み合い、桓
か ん

玄
げ ん

は書画を惜しむ余り、走る船の上に保存し、王
お う

涯
が い

は壁の後ろの秘密の部屋に

隠した。これらの児童の戯れのような振る舞いは、その身に不幸にもたらし、国家を損ないもした。これ

は意を留めることによる禍いである。 

私は若いころに書と画を好み、家に所有する物については、ひたすらそれを失うことを恐れ、人の所有

する物については、それを自分に与えてくれないのを残念に思った。 

その後、自分で自分のことを笑ってこのように思った。 

「私は富貴を軽んじて、それよりも書を重んじた。死生を軽んじて、それよりも画を重んじた。これは誤った

逆さまの価値観で、人としての本心を失ったものではなかろうか」 

それからは以前のように好むことはなくなり、喜びを与えてくれるようなものを見て、ときにそれを自分の手

元に蓄えることがあっても、それを他の人が取って行ったところで、惜しむようなことはなくなった。それは、

雲や霞が前を通り過ぎて目に感じさせ、百種の鳥が鳴いて耳に感じさせるのに譬えることができるだろ

う。喜んでそれに接するけれど、自分のもとから過ぎ去っても、それに執着することない。ここにおいて書

と画の二物は常に私の楽しみとはなっても、私の病となることはなくなった。 

王
お う

君は皇室の親戚ではあるが、その服装、礼儀、学問、詩書はいつも貧窮の士とともに競い合い、

普段の暮らしからは美食を除き去り、声色を遠ざけ、もっぱら書と画に従事し、私邸の東に「宝
ほ う

絵
か い

堂
ど う

」を
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作り、所有するところの物をそこに蓄えている。そのことについて書くよう私に文章を求めた。私が恐れる

のは、王君が不幸にして、私が若いときに好んだのと同じようであることだ。それで、このことを書いて王

君に告げることにした。その楽しみを十分なものにして、病から遠ざかることを願うものである。 

熙
き

寧
ね い

十年七月二十二日記す 

【補足】［蘇軾は、弟が小さいときから書画に執着することがなかったと記していた

［→作品番号 01-2-008］。ここに書いているのは、兄もようやく弟の境地に近づいたと

いうことであろうか］ 

 

■【05-3-038】与杭守 

【解題】杭
こう

州知事に宛てた手紙。ここでいう知事は、この年の 5 月までその任にあっ

た蘇
そ

頌
しょう

［→作品番号04-2-022］であると推定されている。 

 

【訳文】 

私が近頃浙
せ つ

中
ちゅう

から来た者に聞いたところでは、杭
こ う

州の人たちがいうには、ここ数年の饑饉続きで、も

しも貴君がいなかったならば、人は魚の餌になるか蟻に食われるかであっただろうと。貴君が杭州を去

るに当たっては、泣いて慕う者が数えられないほどにいたと。貴君はいったい杭州の民に何を施してそ

こにまで及んだのでありますかな。羨ましい限りです。 

聞けば、兪
ゆ

主
し ゅ

簿
ぼ

君が私への遣い物を貴君に託したとか。よもや徐州までお持ちいただくには及びませ

んので、全て范
は ん

子
し

礼
れ い

君に預けてくださいますように。貴君にはいろいろ借りがありますが、天が窮まった

人を養う一例であると思うことにいたしましょう。…… 

【補足】［蘇
そ

頌
しょう

は杭
こう

州での任を終えて都に帰還し、その折に、蘇軾が杭州にいたとき

に交流のあった兪
ゆ

という人物から蘇軾に渡してほしいと物を託されたことがここに記

されている。蘇軾はそれを范
はん

鎮
ちん

の一族と推測される范
はん

子
し

礼
れい

に預けてほしいと頼んだの
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である］ 

 

■【05-3-039】送顔復兼寄王鞏 

【解題】顔
がん

復
ふく

［→作品番号 05-3-033］が都に行くことになったので、その送別の詩を

詠み、兼ねて王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］に送った。王鞏は名宰相であった王
おう

旦
たん

の孫で、かつ

て蘇軾が都にいたころから、蘇軾に教えを請うような形での交流が始まっていた［→

作品番号03-2-010］。王鞏はこの後しばしば登場する。 

 

【訳文】 

徐
じ ょ

州の官舎は水のように冷ややかである。 

ここで私とともに遊ぶのは誰であるのか、 

顔
が ん

淵
え ん

［孔
こ う

子
し

の高弟］の遠い子孫の貴君である。 

我は衰えかつ病み、貴君は困窮している。 

衰窮したとはいえ、ともに正しい道理を守っている。 

ところが、貴君はどういうわけで私を捨てて行ってしまうのか。 

この暑さのなか、軽い上着をひっかけて千里の旅に出ようとしている。 

貴君に問う。 

「何か求めるものがあるのか」 

貴君は答える。 

「そうではなく、成り行きなのだ」 

「都では万事日日に新たになって、 

 知り合いでもとのままであるのは今幾人もいないだろう。 

 貴君は牛
ぎゅう

行
こ う

街
が い

のもとの宰相のお宅を知っているだろう。 
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 門を叩いて王
お う

居
こ

士
じ

［王
お う

鞏
き ょ う

］に面会を求めるとよい。 

 王居士は詩も草書も妙所に入った人である。 

 王居士は別れてから紙を連ねてたびたび私に手紙を送ってきて、 

 会えないのがはなはだ残念であると書いている。 

 そして、重
ち ょ う

陽
よ う

の節句にはともに菊の花を愛でようと約束もしている。 

 貴君が都から帰るときには、王居士を呼んで一緒に連れてきてほしい。 

 王居士はいまは官職に就いていないので、 

 どこに行こうがとやかく言われることはないはずだ。 

 太
た い

乙
い つ

老
ろ う

仙
せ ん

殿［張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

のこと］は静かに家に篭っておられるだろうから、 

 王居士がその門に至って道を問うにはいまがちょうどよいだろう。 

 そこから徐州まではわずかな道のりである。 

 君よ、どうか王居士のお尻を叩いて引っ張り出してほしい」 

仲間がそっくり集まって一酔を得るのも実のところ簡単ではない。 

いまから羊を飼い、酒を醸
か も

して準備しておくとしよう。 

【補足】［（1）王
おう

鞏
きょう

は張
ちょう

方
ほう

平
へい

の婿である。都から南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府を経由してくるなら、舅

に挨拶をした上で自分のところにこられるというわけである。（2）この詩は 7 月の終

わりから 8 月の初めのころに詠まれたと推測されている。実はそのころすでに重大な

事態が徐
じょ

州に迫りつつあった。雨が少なかったのは一時的なこと、あるいは局所的な

ことであったのか、それとも竜が頑張り過ぎたからなのか、干害を心配するどころで

はなくなっていた。7月 17日、徐州から北に 200kmほど離れた澶
せん

州
しゅう

曹
そう

村
そん

埽
そう

で黄
こう

河
が

が

決壊し、溢れた水が完全にコントロール不能になってしまっていたのだった］ 

 

■【05-3-040】書諸公送鳧繹先生詩後 
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【解題】顔
がん

復
ふく

は、鳧
ふ

繹
えき

先生こと顔
がん

太
たい

初
しょ

の子で［→作品番号05-1-082］、40年余り前

に、顔太初が蜀
しょく

の閬
ろう

中
ちゅう

県に赴任した折に、人々が贈った送別の詩を集めた書物が残

っていて、顔復はそれを蘇軾に見せて、一文を書き添えてほしいと頼んだ。 

 

【訳文】 

鳧
ふ

繹
え き

先生が亡くなってすでに三十年余り。 

その息子［顔
が ん

復
ふ く

］との交遊が始まったばかりのときは、私は先生の子であることを識
し

らなかったのだが、

その人となりは知ることができた。 

鳧繹先生が閬
ろ う

中
ちゅう

主
し ゅ

簿
ぼ

になったとき、餞別の詩を贈る者がおよそ二十人余りもいて、皆がその時代の

名高い豪傑ばかりであった。その景
け い

祐
ゆ う

年間から今に至るまでおよそ四十年余り、皆が老いてほとんど

の人が亡くなり、残るのは張
ち ょ う

宗
そ う

益
え き

君だけである。 

鳧繹先生の盛徳と、諸賢の遺烈を想い、歳月の留まらないのを悼み、人事の変化の速さに感じ入

りつつ、この詩集の終わりにこの文を書き、後の人がこのころの風流を想い見るよすがとなればと思うも

のである。 

【補足】［ただ一人残ると記されている張
ちょう

宗
そう

益
えき

がいかなる人であるのか、官員として

のわずかな履歴が記録に残るだけであるという］ 

 

■【05-3-041】顔楽亭詩 

【解題】顔
がん

復
ふく

は孔
こう

子
し

の弟子の顔
がん

淵
えん

の遠い子孫である。このころ、密
みつ

州知事の孔
こう

宗
そう

翰
かん

は

顔淵の旧居とされる場所に亭
あずまや

を建て、顔
がん

楽
らく

亭
てい

と名付けた。蘇軾はその経緯を記した

序文と詩を作って孔宗翰に寄せた。 

 

【訳文】 
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顔
が ん

淵
え ん

の住まいは、狭い路地にあったと『論
ろ ん

語
ご

』に記されている。その後は井戸だけがあって、顔氏が長

くそこに住んでいたわけではない。密
み つ

州知事の孔
こ う

宗
そ う

翰
か ん

はその地を得ると、井戸を浚って修復し、そこに

亭
あずまや

を作って、顔
が ん

楽
ら く

亭
て い

と名付けた。 

昔、孔
こ う

子
し

は、竹の器に飯を盛り、小さな瓢
ひさご

で水を飲むだけの質素な暮らしをしている顔淵の賢を讃えた。

しかし、韓
か ん

愈
ゆ

はそのようなことは道理に明らかに通じる哲人にとっては小さなことだと言った。本当にそうな

のだろうか。 

私が思うに、古
いにしえ

の人が人を観るときは、必ず小さなところを観察した。大きなところには偽りがありうるか

らだ。 

人は、千金の価値のある璧
た ま

を砕いて、釜を破るような大声を発することもできなくはないし、猛 し々い虎

を撃ち、蜂の大群に襲われても平然としているといったこともできなくはない。竹の器に小さな瓢
ひさご

が哲人

にとって大きなことであるのを多くの人は知らない。 

そこで私は『顔楽亭の詩』を作って孔君に送り、韓愈の説を正し、もって自分自身の戒めとするもので

ある。 

 

天が人間を生んだとき、口と鼻を作った。 

口はおいしいものを食べたがり、 

鼻は香りのよいものを嗅ぎたがる。 

おいしいものがあれば必ずまずいものがあり、 

香りのよいものがあれば必ず臭いものがある。 

そうした二項対立を離れて天［の道］に遊ぶのでなければ、 

口、鼻、耳、目、心、知の六種の鑿
の み

［で作られた穴］のせめぎ合いに陥ってしまう。 

六種の鑿の執着するところに従って一歩ずつ進むうちに、 

遠く帰れないところにまで至って大悪人となってしまうのだ。 
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顔淵の偉大さは、 

狭苦しい路地の奥で安らかに暮らしていたことにある。 

古代のある勇士は武者震いしただけで虎や豹を走らせたというが、 

顔淵の身の内にはその勇士以上のものがあった。 

私は最高の楽しみとは何かを求め、手本となるものを探してきたのだが、 

小さな瓢を手にして顔淵に従おうとして、 

ふと気づくと、顔淵は我が後ろにいる―― 

顔淵はあくまでも路地奥につつましく留まっているのである。 

 

■【05-3-042】快哉此風賦、並引 

【解題】李
り

清
せい

臣
しん

［字
あざな

は邦
ほう

直
ちょく

］［→作品番号05-3-036］は徐
じょ

州の町の東南の隅の眺めの

よい場所に亭
あずまや

を建て、蘇軾はそこを訪れ快
かい

哉
さい

亭
てい

と名付けた。蘇軾は『 快
ここちよき

哉
かな

此
この

風
かぜ

』

と題する賦を作った。賦の本文を訳すのは訳者の力量を超えるので割愛し、短い序文

だけを見ておく。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序］ 

時に呉
ご

琯
か ん

、舒
じ ょ

煥
か ん

、鄭
て い

僅
き ん

とともに韻を分けて賦を作った。私は最初に「風」の字を韻にして作った。その

他の作品はここには記録していない。 

【補足】［（1）この序文を訳したのは、蘇軾と交流のあった人物名を見ておきたかっ

たからで、呉
ご

琯
かん

［字
あざな

は彦
げん

律
りつ

］は徐
じょ

州の酒税に関する仕事をする人、舒
じょ

煥
かん

［字は堯
ぎょう

文
ぶん

］は先に見たように徐州の学校の教授、鄭
てい

僅
きん

［字は彦
げん

能
のう

］は地元の士人である。

（2）快
かい

哉
さい

亭
てい

の名は蘇軾のお気に入りだったようで、すでに密
みつ

州でその名を用いてい
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て、その後、黄
こう

州でもまた用いることになる。なお、現在の徐州市に快哉亭公園があ

り、そこの快哉亭にこの賦が刻まれているという］ 

 

■【05-3-043】蝎虎 

【解題】詩の題にある蝎
かつ

虎
こ

とは守宮
や も り

のこと。宋
そう

代
だい

の人々はいわゆる「詩的」ではない

ものをも詩の題材とし、先輩の梅
ばい

堯
ぎょう

臣
しん

はミミズやドジョウを詩に詠んでいる。 

 

【訳文】 

鶏は黍
き び

を啄
ついば

むように蝎
む し

を啄む。 

窓の間に潜む守宮
や も り

は蝎
む し

を食らうので蝎
か つ

虎
こ

と呼ばれる。 

守宮は暗い中で舌を伸ばして飛ぶ虫を捕る。 

虫捕りが成功する工夫は、腰と背骨の使い方にあるようだ。 

ずるずるにゅるにゅる壁に張り付いて動き、 

そのいやらしいありさまには誰も感心しない。 

今年の日照りでは蜥蜴
と か げ

を呼んで雨乞いをし、 

子供達が歌ったり踊ったり大変な騒ぎで、 

蜥蜴に水をかけたところ、雨が降り注いだ。 

蜥蜴が竜に頼んでくれて、雲や雨を呼んだということであるらしい。 

守宮が地道に努力して蠅
は え

を撃つありさまを見ていると、 

来年がもし日照りであったならば、 

守宮に雨を求めてみたいような気がする。 

【補足】［この詩で何がいいたいのかよくわからないが、地味に虫を捕って実は人間

の役に立っている守宮も頼りなるのではないかということであろう］ 
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■【05-3-044】子由将赴南都、与余会宿於逍遙堂、作両絶句、読之殆不可為懐、因和

其詩以自解。余観子由、自少曠達、天資近道、又得至人養生長年之訣、而余亦竊聞其

一二。以為今者宦游相別之日浅、而異時退休相従之日長、既以自解、且以慰子由云 

【解題】長い詩の題を訳すと、「弟はいよいよ南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府に赴くことになった。逍
しょう

遙
よう

堂
どう

に一緒に泊まり、弟は二首の絶句を作った。それを読んで私は思いに詰まってどう

することもできないくらいになった。その詩に和して、自分の思いを少しときほどそ

うとした。弟は少年のころから心が広く、物事にこだわらず、生まれながらの資質と

して道
みち

に近く、しかも仙人のように養生をして長生きをする秘訣も得ている。私はそ

の一つでも二つでも見習いたいと思っている。官職に就いていて弟と別れていなけれ

ばならない歳月はもう長いものではなく、引退して後に一緒にいる歳月はきっと長い

のだろう。そのように考えて、私の気持ちを解き、かつ弟を慰めようと思うのであ

る」。 

 

 其の一 

別れの時期が次第に近づく。 

それが何時かと聞くことに僕は耐えられない。 

風が寂しげに吹き、雨が寂しげに降る。 

僕の魂はすっかり断ち切られてしまう。 

それでも、 

僕らはかの夏
か

馥
ふ く

、夏
か

静
せ い

の兄弟と比べたら、ずっとましだと思えば慰めになろうか。 

夏馥、夏静は迫害に遇ってばらばらになって、姿形がすっかり変わり、 

顔を合わせてもそれとはわからなかった。 
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ただ声の調子だけに昔の面影が残っていたのだった。 

 

 其の二 

朱
あ か

い火で仙薬を作る方法があるという。 

この別れは、薬を練る車が一回転するようなものなのか。 

仙薬によって永遠の寿命を得たらどうなるだろう―― 

銅で作られた像と会って、 

「この五百年の間に誰もいなくなってしまいましたなあ」 

と、一緒に嘆くのが関の山だ。 

 

■【05-3-045】記子由詩 

【解題】8月4日に蘇軾は弟とともに台
だい

頭
とう

寺
じ

の石
せき

経
けい

院
いん

を訪れたことがこの短文に記さ

れている。 

 

【訳文】 

八月四日、弟とともにここに来て、私は小詩三首を書き留めた。 

「蔥蒨門前路……」 

弟はそれに和した 

「苕嶢山上寺……」 

弟の詩は私の詩をはなはだ遠く超えるものであった。 

熙
き

寧
ね い

十年八月四日、蘇軾記す。 

【補足】［兄弟の詩はさほど興趣を誘うものではないので割愛した］ 
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■【05-3-046】留題石経院三首 

【解題】上で省略した蘇軾の三首の詩から第一首だけを訳す。 

 

【訳文】 

 其の一 

草があおあおと茂る門前の道から、 

木の翠
みどり

が密集する中を穿って進む。 

堂に上がってから振り返り見ると、 

巌
いわお

に挟まれた谷に無窮の意
こころ

が籠っている。 

 

■【05-3-047】過雲竜山人張天驥 

【解題】蘇軾は弟とともに雲
うん

竜
りゅう

山
さん

に行き、張
ちょう

天
てん

驥
き

［字
あざな

は聖
せい

塗
と

］という風変わりな人

物に会った。これはそのことを詠んだ詩。張天驥は、この詩にあるようにもともとは

よい家柄の人であったようだが、いまは山の麓で、親に孝行しつつひっそりと暮らし

ている。雲竜山は彭
ほう

城
じょう

の町の西二里にある山。張天驥はこの後何度か登場する。 

 

【訳文】 

野原に雨が十分に足り、風は清く絶好の日和。 

病みがちの知事［蘇軾］も喜び、轎
か ご

に乗り、町の南の門を出て、道を進む。 

荒れた農地で、蝗
いなご

が飛び、蚯蚓
み み ず

が鳴いている。 

村の奥に、梨や棗
なつめ

の実が下がり、訪ねる人の住まいがそこにある。 

門は閉ざされ、雀が噪
さ わ

ぐばかり、 

秋の風に落ち葉が掃除もされずに積もっている。 
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斜めになった日ざしのもとに一人の僮僕
ボ ー イ

が臥し、 

衰えた馬が秋の野原に放たれている。 

垣根は倒れたまま、近くの村人のほかに訪ね来る者はいない。 

貴君の家は、もとは高位に就いた人を出し、 

賑やかな音楽がすぐ近くから聞こえてくるようなところに住んでいた。 

貴君は名利の世界を脱し、高い道徳で己の身を洗った。 

病気を抱えながらも自分で耕し、百歳の老人に孝養を尽くしている。 

豆を煮て水を捧げて父母を歓ばせることに努めつつ、 

いつも詩や書物を朗読している。 

昔の天
て ん

随
ず い

先生は餓えと寒さに迫られ、菊を植えて食べていたという。 

昔の董
と う

先生は親孝行であったけれども、ひどい貧乏で、 

鷄も犬も餌をもらえなくて、互いに労わり合っていたという。 

私の人生は寄せるようなもの。 

帰る計画を失って、もはや遅いのか。 

それでも故郷の山は忘れずにいてくれるのか。 

ただ恐れるのは白髪の迫ってくること。 

貴君に従って秫
もちあわ

を植えることを学び、 

自家製の酒で貴君と慰労し合いたいものだ。 

【補足】［この詩の後半にある「吾生如寄耳」［吾
わ

が生
せい

は寄
よ

せるが如
ごと

き耳
のみ

］という句は、

作品番号 05-3-003で見た「宦遊到処身如寄」［宦
かん

遊
ゆう

 到
いた

る処
ところ

 身
み

は寄
よ

せるが如
ごと

し］とほぼ

同じ内容で、これから類似表現をしばしば見るようになる］ 

 

■【05-3-048】徐州与人 
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【解題】張
ちょう

天
てん

驥
き

と会ったことはこの短い手紙にも記されている。徐
じょ

州の誰に宛てたも

のであるのかはわかっていない。 

 

【訳文】 

徐
じ ょ

州の人の張
ち ょ う

天
て ん

驥
き

は志を求めて隠れ住んだ。上は親と離れず、下は俗世間と絶たず、足
た

るをもって

嘉
よ

しとしている。近ごろ雲
う ん

竜
り ゅ う

山
ざ ん

の下に居を定め、高きに憑
よ

って遠くを覧
み

て、この一州にある景勝の地をこ

とごとく想いのままに見ようとしている。貴君も一酔をともにすべきで、そのときには早々に帰るようなことは

慎んでしないように。 

 

■【05-3-049】贈王仲素寺丞 

【解題】王
おう

景
けい

純
じゅん

［字
あざな

は仲
ちゅう

素
そ

］に贈った詩。王景純はもとは官員であったが、すでに

辞めて揚
よう

州の灊
しん

山
ざん

に隠棲していた。仙道を求める旅に出て、徐
じょ

州に立ち寄って三日ほ

ど留まり、蘇軾と会った。このとき74歳であったという。 

 

【訳文】 

気
き

を養うのは児
こ

を養うようなもの、 

官職を棄てるのは泥を棄てるようなもの。 

人は貴君の拙
つたな

さを笑うかもしれないけれど、 

事を定めたからは、貴君は誰に何を言われても迷わない。 

貴君はいう、 

「帰って農地を耕すつもりです」 

私は貴君が貧乏をするのではないと心配で、貴君に尋ねる。 

「故郷に何を持って行くのかい」 
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貴君はいう。 

「一尺四方の家でも己の身を覆うことができます。 

 一寸四方の農地でも作物は育ちます。 

 心に明るい珠
た ま

があるのなら、 

 よれよれの衣服だって明るく照らしてくれて、 

 おんぼろの部屋にも虹がかかるのです。 

 銭に仕えること兄に仕えるごとくにしなければならないことはなく、 

 妻がなくても、仏法を妻として楽しむことができます」 

私の人生といえば、もともとひどく田舎じみていて、 

若いころは、気合で自分をぐいぐい押しまくり、 

ちっぽけな一艘の舟で大河を遡り、 

素手で象や犀を捕えようとするようなものであった。 

ここのところはこうした自分の振る舞いを自分で可笑しく思い、 

気
き

を臍の下あたりに留めておこうとするようになった。 

はなはだ残念なのは、 

そうした道理を知ることが遅かったために、 

何かしら凄
す さ

まじいなかに置かれてしまっていることだ。 

昔ある人は、悪い病気になってからようやく養生の道を問い、 

もはや遅かったかと、枯れた梨の木の詩を詠んだ。 

――私はそのことを悲しく想いつつ、貴君の決断に敬服する。 

【補足】［途中の「仏法を妻として」の後に続く数句はかなり複雑な故事の用い方を

しているので、この訳では省略した］ 
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■【05-3-050】陽関詞三首 

【解題】蘇軾の詩集には『陽
よう

関
かん

詞
し

三首』として三つの作品が一つにまとめられていて、

それらは七言絶句と見なされているのだが、それぞればらばらの時期に詠まれた詞で

あるもののようだ。 

 

 其の一 贈張継愿［張
ち ょ う

継
け い

愿
げ ん

に贈る］ 

唐
と う

の時代に張
ち ょ う

仁
じ ん

愿
げ ん

が受
じ ゅ

降
こ う

城
じ ょ う

を築くと、 

西方からの侵入はおさまり、 

紫色の髯の異人も穏やかに交易をするようになった。 

ここ徐
じ ょ

州には項
こ う

羽
う

の築いた戯
ぎ

馬
ば

台
だ い

があり、 

その近くに漢
か ん

の劉
り ゅ う

邦
ほ う

と争った古戦場がある。 

貴君は国境の守備に就いていたのだが、 

残念なのは契
き っ

丹
た ん

の首を取ることなく、 

甲
かぶと

や旗を使わないままに故郷に帰って来たことだ。 

【補足】［（1）この詞を贈られた張
ちょう

継
けい

愿
げん

の詳しいことはわからないが、詞の内容から、

国境地域から帰還してきた武将であったのだろう。（2）戯
げ

馬
ば

台
だい

は徐
じょ

州の名所の一つで、

漢
かん

の高
こう

祖
そ

と天下を争った楚
そ

の項
こう

羽
う

が築いた高台で、項羽はそのまわりで馬を乗り回し

たといわれている。この後何度かその名を見るようになる。（3）第二首は李
り

常
じょう

に贈っ

たもので、その訳はすでに作品番号05-3-004で見ている］ 

 

 其の三 中秋月［中秋の月］ 

暮雲収尽溢清寒。［夕暮れの雲がすっかり消えると、溢れ出てくるさえざえとした光］ 

銀漢無声転玉盤。［天の川は声なく玉
ほ し

盤
ぞ ら

を回転させる］ 
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此生此夜不長好、［この生もこの夜も長くいつまでも好
よ

いわけではないのです］ 

明年明月何処看。［明年の明月はどこで看るのでしょう］ 

【補足】［これはいよいよ徐
じょ

州から去って行く弟に贈った詞である。ごくあっさりと

した作品であるが、これから18年後、蘇軾は都から遥か遠くに流された先で、中秋の

月のもとで独りこの詞を吟じることになる］ 

 

■【05-3-051】水調歌頭 

【解題】弟は、兄と中秋の名月を見た後に徐
じょ

州を離れた。この詞は弟が去ってすぐ後

に作られたもの。次のような短文が付いている。 

 

【訳文】 

去年の中秋は、密
み つ

州にいて、『水
す い

調
ち ょ う

歌
か

頭
と う

』の詞を作って弟に寄せた。今年の中秋は、弟とともに徐
じ ょ

州

で過ごし、その直後に弟は去った。弟は中秋に『水調歌頭』を作って別れの詞としたが、それは悲しみ

が勝ち過ぎていると感じた。そこでいまそれに和して、退くのに早過ぎることはないと自分を戒め、退いて

ともに楽しむことを慰めとしようではないかと弟に告げようと思う。 

 

安石在東海、［謝
し ゃ

安
あ ん

が若くして隠棲していたのは東海のほとり］ 

従事鬢驚秋。［謝安が国政に従事したのはもう髪が白くなってからの秋
と き

］ 

中年親友難別、［年を取ってからつらいのは親友との別れ］ 

糸竹緩離愁。［愁いを緩めてくれるのは管弦の音］ 

一旦功成名遂、［謝安がいったん功成り名を遂げてより］ 

準擬東還海道、［準備していたのは東の海の道への帰還］ 

扶病入西。［かえって病をおして入ったのは西の都］ 
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雅志困軒冕、［官服の内で苦しみ続けた雅
みやび

な志］ 

遺恨寄滄州。［遺恨を海浜に寄せたのでした］ 

 

歳雲暮、［暮れゆく歳月］ 

須早計、［早く立てるべき計］ 

要褐裘。［要るものといえば粗末な衣服］ 

故郷帰去千里、［故郷は去ること千里］ 

佳処輙遅留。［留まるべきは佳
よ

き処］ 

我酔歌時君和、［僕が酔って歌うとき、和せよ君］ 

酔倒須君扶我、［僕が酔って倒れるとき、助けよ君］ 

惟酒可忘憂。［憂いを忘れさせてくれるのはただ酒］ 

一任劉玄徳、［雄大な志を抱く劉
り ゅ う

備
び

に勝手してくれと任せたなら］ 

相対臥高楼。［僕なんぞは高楼の下の地べたに置かれてしまうでしょう］ 

【補足】［（1）序文にある1年前の密
みつ

州での詞は作品番号05-2-028で見ている。（2）詞

の前半は、晋
しん

の時代の謝
しゃ

安
あん

［字
あざな

は安
あん

石
せき

］に焦点を当てている。謝安はいかなる重大事

にも悠々と対処し、国難を幾度も救った人物で、蘇軾はこれまでにも何度か言及して

いる［→作品番号02-3-014など］。その謝安も、身を退くことは思いのままにならなか

った［→作品番号 04-2-070］。（3）詩の最後は、三国時代の英雄の劉
りゅう

備
び

［字は玄
げん

徳
とく

］

にまつわる次のような故事を引用している。許
きょ

汜
し

という人物が、劉備の前で、「陳
ちん

登
とう

は世間では評判がよいらしいが、私に言わせたら、傲慢な嫌な男です」とけなした。

陳登を批判して、己を高く見せようとしたのだ。「何しろ、かつて陳登に会ったとき

に、まともに人と話もしないで、しかも、自分だけは立派な寝台の上で眠り、私は床

に寝かせたのですぞ」と息巻く許汜に、劉備は「私だったらこうするだろうな。私は
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百尺の高楼の上に眠り、君には地べた寝てもらおう」といった。そのころ劉備は雌伏

の時期で、高い志を抱いて天下の趨勢について考えていたのに対して、許汜は早くか

ら土地を買って隠棲の地を得ることを考えていた。ということから、隠棲についてい

つも言っている自分などは、劉備からしたら実に語るに足りない奴だと自虐的に笑っ

たのである］ 

 

■【05-3-052】和孔周翰二絶 

【解題】密
みつ

州知事になっていた孔
こう

宗
そう

翰
かん

［字
あざな

は周
しゅう

翰
かん

］［→作品番号05-3-002］からまた

詩が送られてきたので、それに和した。第二首を訳す。 

 

【訳文】 

 其二 観静観堂效韋蘇州詩［静
せ い

観
か ん

堂
ど う

を観
み

て韋
い

応
お う

物
ぶ つ

の詩
し

に效
な ら

う］ 

鳥が林に巣をつくるには一本の枝があれば十分だ。 

隠者が静かに住むには蝸牛
かた つむり

の殻のような小さな住まいがよく似合う。 

白
は く

居
き ょ

易
い

には長い長い作品も含めて三千首の詩があるが、 

貴君はむしろ韋応物の一篇の五言詩を愛するのである。 

【補足】［これは、孔
こう

宗
そう

翰
かん

が静
せい

観
かん

堂
どう

［隠者の庵であろう］を見て、唐
とう

の韋
い

応
おう

物
ぶつ

に倣っ

て詠んだ詩に和したもの。韋応物の作品は淡白な味わいの短い詩が多い］ 

 

■【05-3-053】答任師中、家漢公 

【解題】任伋
にんきゅう

［字
あざな

は師
し

中
ちゅう

］と家
か

勤
きん

国
こく

［字は漢
かん

公
こう

］から送られてきた詩に答えたもの。

2 人とも眉
び

州の人で、任伋は、先に亡くなった「大
だい

任
にん

」［→作品番号 05-3-022］の弟。

家勤国は、家
か

定
てい

国
こく

、家
か

安
あん

国
こく

兄弟の従弟で、少年時代にこの 3人は蘇軾とともに劉
りゅう

巨
きょ

先
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生について学んだことのある同門の友［→作品番号 01-2-008、そこでは三兄弟と記し

たが、家勤国は従弟のようである］。家定国は蘇軾と同じ年の科挙に合格したが、家

勤国は合格しなかった［後に家勤国の息子の家
か

愿
げん

が国家の重職に就くようになる］。

このとき任伋は瀘
ろ

州にいて、官職に就かない家勤国がしばらく身を寄せていたのだろ

うか。 

 

【訳文】 

昔わが父がまだ出仕する前の皇
こ う

祐
ゆ う

年間［蘇軾の幼少の頃］、 

父は門を閉ざして家に篭っていた。 

父は高い道徳を保って貧賎であることなど気にかけず、 

その立派な態度は郷里に照り輝いていた。 

父自身がつまらない人物たちを疎んじることはなかったけれども、 

つまらない人物たちは自分から父とは距離を取るようになった。 

父がたまに門から歩み出て行くところといえば、 

町はずれの丘にある史
し

経
け い

臣
し ん

先生の家だった。 

その門前に万本の竹があり、家の内にはぎっしりと書物があった。 

紅
こ う

消
し ょ う

梨
り

［実の大きな梨］が高 と々そびえ、小さな池に白い蓮があった。 

いつも素足で走りまわる下女が一人だけいて、 

雨の中でも畑の野菜を採ってきたりしていた。 

これより少し後に、 

任
に ん

伋
きゅう

先生が高い志を抱いたまま、官を罷めて旧居に還
か え

ってきた。 

このときに村里の子どもたちは、 

任伋先生の家の門に向かって車の轍が幾重にも付くのを見て、 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：267 
 

初めて「長者の車」［有徳者のもとに土地の名士が集まりくる］の意味を知ったのだった。 

任伋先生は人がくると鶏を煮て酒を酌み交わし、 

客人と相対して大いに楽しんだ。 

ときに古
いにしえ

の隠者のような人がいると聞くと、任伋先生は自らそのもとに訪れ、 

逆にその人がくると、任伋先生の妻がかいがいしく接待し、 

どちらが主
あるじ

であるのかまるでわからなかった。 

私はこのときまだ幼く、漢
か ん

の司
し

馬
ば

相
そ う

如
じ ょ

を慕って賦の勉強をしていた。 

任伋先生が話をするのを傍らに立って聞き、 

先生の精悍なありさまに私は発奮させられた。 

それから歳月はどれほど経ったのか、 

あのころの老人たちは逝ってしまって、もはやいない。 

思えば、史経臣先生が最初に亡くなり、 

その墓に植えられた桑や樗
おうち

は一抱えほどの太さにまでなった。 

私は官職に就いて万里を旅する身となり、 

父を喪って衣服を涙でぬらしつつ一度だけ帰郷し、 

各地を漂流すること二十年に及び、 

人間界の万
ば ん

縁
え ん

の虚しさを知った。 

ただ喜ばしいのは、 

任伋先生が老境に至って知事に就任し、 

威信が未開の地にも及んで、中華の風俗に靡くようになったことだ。 

任伋先生は任期が満ちても、特に再任が許されて俸禄も増し、 

都に出て朝廷に業績報告をした姿は、まことに盛んなものがあった。 

ところが、任伋先生はこれ以上の栄誉を望まず、 
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田園に帰る意志は少しも緩まない。 

それはなぜかというと、 

かつて蔡
さ い

州にいたときに土地の人に慕われてよい農地を寄贈されたからで、 

そこには肥えた土に水路が走る百頃
け い

の稲田があり、 

安心して十年の儲えを得ることができる。 

昔蔡
さ い

州の地に、鹿や猪を狩って楽しんだ宰相がいたけれど、 

任伋先生も十斤の重さの鷹を連れ、驢馬ほどもある猛犬を伴って、 

猟にいそしむことができるであろう。 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

が隠退してから、自ら鋤を手に農作業に苦労したのとは同じではない。 

私は今や四十二歳、 

髪が衰えて、梳
くしけず

るだけの量がない。 

ここ彭
ほ う

城
じ ょ う

は歴史に名高い町であって、 

人材の乏しさからたまたま私が任命されただけで、 

私のこれから先はもう知れたようなもの、 

遠からず、樵
きこり

や漁
すなどり

を我が仕事とするようになるであろう。 

となれば、任伋先生のもとに従って、 

草鞋
わ ら じ

を穿いて荒れ地を開墾して老いていくのがよいだろう。 

任伋先生はいま蔡州から遠い瘴
し ょ う

江
こ う

のほとりにいて、 

その思うところを誰に述べたらよかろうかと困っていたところに、 

幸いにも私の同門の友である家
か

勤
き ん

国
こ く

君が訪れた。 

家勤国君と私は、歓んで一つの乗り物に乗って語り合うほどの仲で、 

氷の上に刺身を並べ、酒を酌み交わしたこともある。 

近ごろ、家勤国君は酔ってふと私のことを思い出したのか、 
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玉を連ねたような清らかな詩を送ってきてくれた。 

家勤国君は、思いに適うことが私には少ないのを知っていて、 

その詩で私の気持ちをほぐしたり伸ばしたりしてくれた。 

世間のことは、風の中で翻る旗のよう、 

日々にあちらからこちらへとひっくり返る。 

高位にあって訪問客が絶えなかった大臣も、 

ひとたび地位からすべり落ちると、門の外に雀取りの網が張れるほどにひっそりとしてしまい、 

皇帝の寵愛を一身に集めていた後宮の美女も、 

ひとたび愛情が他に移ると、秋の扇の悲しさに沈んでしまう。 

昇るも落ちるも一瞬のこと、 

そのたびに人は喜んだり怒ったりする。 

私がこの詩を作って任伋先生と家勤国君に送るのは、 

我が父以来の故郷の人々を見てきて、 

「国に道
み ち

が行われているときは智者として振る舞い、 

 国に道が行われていないときは愚者として振る舞う」 

あるいは、 

「国に道が行われているときは官に仕え、 

 国に道が行われていないときは退いて帰る」 

という古
いにしえ

の人々の教えを師とすることを学んだからである。 

【補足】［蘇
そ

洵
じゅん

の友人としてここに詠まれている史
し

経
けい

臣
しん

については、作品番号01-2-

004で見ている］ 

 

■【05-3-054】初別子由 
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【解題】弟が行ってしまってからの思いを詩に詠んだ。 

 

【訳文】 

僕は若い時分に、君がどういう人物であるかを知った。 

天然の資質として、君は温和で清秀である。 

学問を好み、成長するとともに好学の心はますます堅くなった。 

表も裏もなく、どこまでも明るく見通せる人になった。 

僕にとって君がかけがえのない存在であるのは、 

君が我が弟だからというだけでなく、要するに賢友であるからだ。 

僕が杭
こ う

州に行ってから、君を見ないことを六七年に及び、 

微妙な言説を語り合う相手がいなかった。 

僕は率直にものを言ってしまう性格であるから、 

程
ほ ど

というのをわきまえないで身勝手に振る舞ってしまうのを、 

僕は自分でずっと恐れていた。 

君と会ってみたら、黙って秤
はかり

の前にいるような気分になった。 

僕の妙な意気を鎮めてくれて、よからぬことが萌したりしなくなった。 

君には六人の娘がいて、 

皆女性としての振る舞いを得ていて心配がない、 

それはひとえに君の賢夫人によるものだ。 

家庭内がきちんとしていれば、粗末な食事も正式の御馳走に等しいというは、 

まさに君の家のことで、 

君は内のことを気にしないで、外で思いのままに行動することができる。 

ところが、出来の悪い官員である私は、明日の朝に炊く米もなく、 
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それでいながら、雷鳴のごとき鼾をかいて平気で眠っている。 

秋になって東の部屋で眠って、夜に風雨の音を聴くと、 

別れは長くは続かないと思えてくる。 

それはどうしてかと聞かれても困る、 

妙理は細かく分析することはできないのである。 

この前、君は彭
ほ う

城
じ ょ う

の町の門から出て、一艘の舟に乗って西に行ってしまった。 

君は南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府に帰ってから、 

高殿に上って、古い建物が聳え立つのを空しい気持ちで眺めたり、 

家にいて、僕とともに官職に就いたのは誤りでなかったかと、 

ふとそういう考えにとりつかれて驚いたりしていることだろう。 

南京はまことに繁華なところで、人事は水と火のように争い合っていよう。 

僕が思うに、まずは門を閉ざして静かに座し、 

身を無きもののようにして、見ざる聞かざるを決め込むのがよいだろう。 

家族を養うなど小さなこと、 

文章に励んでも虚名を得るだけ。 

成り行きのまま白髮を靡かせるのでよろしく、 

長生きの薬など用いる必要はさらさらない。 

 

■【05-3-055】与劉貢父 

【解題】弟が8月16日に徐
じょ

州を発ったことは、劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ふ

］［→作品番号05-1-

064］に宛てたこの手紙からもわかる。 

 

【訳文】 
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回文の短詩をお示しくださり、精緻な構成で、しかも悠然としていて、和そうとしましたけれども、とても及び

ませんので、ただ歌って味わっております。 

王
お う

景
け い

純
じゅん

君はまことに道
み ち

を得た人で、その至術をいろいろと教わりました。王景純君に贈った詩がありま

すので、写してここに添えましょう。御笑覧ください。 

弟もまたやや知るところがあって、私はいつも感化されています。弟は嗜好に淡く、行いは常に一定

で、それは得ているところがあるからなのでしょう。 

我らはこうしたことにおいて、秘訣を得られないのを残念がらずにはいられません。たとえ得られるようなこ

とがあっても暁
さ と

らずにいるのでしょう。自ら守るものが堅くなく、思考の賊が浄め尽くされることがないの

は、はてさてどうしたものでしょうか。 

弟は十六日に出発して南
な ん

都
と

［南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府］に赴きました。 

【補足】［王
おう

景
けい

純
じゅん

は作品番号05-3-049で見た人物である］ 

 

■【05-3-056】次韻呂梁仲屯田 

【解題】徐
じょ

州の町から東南に五十七里にある呂
りょ

梁
りょう

の地に住む仲
ちゅう

伯
はく

達
たつ

の詩に次韻し

た。 

 

【訳文】 

葉は雨のために、花は風のために、日夜稀になりゆくこの季節、 

花や葉に一杯の酒を託すのはいつになるのかと気が気でない。 

花や葉がないからといって、宝
ほ う

玉
ぎ ょ く

がその代わりをしてくれるわけではない。 

それでも、枯れ朽ちたとしても、なお菌
きのこ

が出てきてくれたりはするであろう。 

町の外の呂
り ょ

梁
り ょ う

のあたりは川の流れが急であるとか、 

我が胸の内は何やらもやもやとして出渋っている。 
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ともあれ、九月九日の重
ち ょ う

陽
よ う

の宴には必ず来るように、 

謝
し ゃ

霊
れ い

運
う ん

にも負けぬ貴君の筆力をそこで是非見せていただきたい。 

【補足】［終わりの部分は、昔、劉
りゅう

裕
ゆう

が徐
じょ

州の戯
ぎ

馬
ば

台
だい

で九月九日に遊び、人々が詩を

賦したなかで、謝
しゃ

霊
れい

運
うん

が最も優れたいたという故事を用いている。戯馬台は作品番号

05-3-050にもあったが、徐州の町の南方にある名所］ 

 

■【05-3-057】王鞏屡約重九見訪、既而不至、以詩送将官梁交且見寄、次韻答之。交

頗文雅、不類武人、家有侍者、甚恵麗 

【解題】都にいる王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号05-3-039］からは9月9日に重
ちょう

陽
よう

の

節句に間に合うように徐
じょ

州に行くとの手紙が届いていたのだが、その日が近づいても

まだくる気配がなかった。この詩の題は、「王鞏君からはしばしば重
ちょう

九
きゅう

には訪れると

言ってきているのだが、すでにその日になろうというのにまだやって来ない。王鞏君

は、将官の梁
りょう

交
こう

君を見送る詩を作り、合わせてそれを私に寄せてきたので、それに次

韻して答える。梁交君は武人でありながら文雅にすこぶる優れ、家には非常に美しい

侍者がいるという」。この詩はもっぱら梁交について詠んでいるのだが、宴席の座興

として作りでもしたのだろう、酔っ払いのたわごとのように支離滅裂な印象であるの

で訳は割愛する。 

 

■【05-3-058】台頭寺雨中送李邦直赴史館、分韻得憶字人字、兼寄孫巨源二首 

【解題】李
り

清
せい

臣
しん

［字
あざな

は邦
ほう

直
ちょく

］が都での職を得て徐
じょ

州を去ることになった。この詩の

題は、「台
だい

頭
とう

寺
じ

で雨の中、李清臣が都の史
し

館
かん

へと赴くのを見送った。韻を分けあって

憶の字と人の字を得た。合わせて孫洙
そんしゅ

［字
あざな

は巨源
きょげん

］に寄せる」。台頭寺は戯
ぎ

馬
ば

台
だい

の上

に築かれた寺で、作品番号 05-3-045 でも見ている。李清臣と孫洙の仲がよいことは作
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品番号 05-1-004 で引いたエピソードで見ている。「憶」の字を韻とした第一首を訳す。 

 

【訳文】 

 其の一 

葉が枯れ始めた林に、秋風がずっと強く吹き寄せ、 

都に行く貴君を送る老いた私に、百の憂いが集まってくる。 

人々が歌う送別の詩は、遥か遠くに行こうとする雲の中に入り、 

詩の悲しみのために、雲は進まなくなり、天は泣く。 

紅葉に黄色い菊、秋はまさに色の乱舞、 

白い魚に紫の蟹、秋の美味にも貴君は立ち去り難くしている。 

貴君に依って美しい髯の将軍［孫
そ ん

洙
し ゅ

］に告げるのは、 

私はもう病み衰えてしまって、逢ってもきっとわからないくらいになってしまったよ―― 

 

■【05-3-059】代書答梁先 

【解題】梁
りょう

先
せん

［字
あざな

は吉
きち

老
ろう

］［→作品番号05-3-035］はこのころに徐
じょ

州から去ったよう

で、蘇軾はこの詩を贈っている。 

 

【訳文】 

我が身もこの世も悠久の流れのうちにあり、 

顔が衰え髪が白くなることから誰も免れはしない。 

私は無理して徐
じ ょ

州知事の名を得ているのだが、 

このまま故郷の帰らないようでは猿にも劣るというものだろう。 

孔
こ う

子
し

は生きていたときには、 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：275 
 

故郷の人からさえも冷たい仕打ちを受けたのだが、 

さて私はどうなのかと思っていると、 

心が清く身をしっかりと修めている梁
り ょ う

君は、 

珍しいことに千里も遠くないと私のもとにやってきた。 

胸の内の正しさは瞳に現れるという通りで、 

世間の流行に走ることなく、 

漢
か ん

代
だ い

からの儒学の伝統をきちんと受け継いで、 

欧
お う

陽
よ う

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］の書
し ょ

を学び取ろうとしている。 

私はもはや衰えて学ぶことを廃して時を盗んで過ごすだけ、 

貴君からものを問われるのを畏れるばかりであった。 

貴君と別れるいまは紅葉、黄花の秋、 

これからは夜の夢に貴君を見て愁うようになるだろう。 

貴君は山の谷に生まれた宝玉、 

さらに磨けば王公のもとにあっても恥ずべきものではない。 

学問とは広く求められる商品のようなものとか、 

人はそれを仰いで取り、俯いて拾い、余すところがない。 

道
み ち

は天のように大きく、求め尽くすことができない。 

その見るべきところを修めて、その奥深いところを追求すべきである。 

願うのは、貴君が篤実であって、身を慎み、浮わつかないこと。 

学問は心の底より発して、食を忘れ、楽しみのあまり憂いを忘れるものである。 

 

■【05-3-060】送楊奉礼 

【解題】楊
よう

という人を見送った詩。詩の題に「奉
ほう

礼
れい

」とあるので、官員であるような
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のだが、詳しいことはわからない。 

 

【訳文】 

楊
よ う

氏の系譜は関
か ん

右
ゆ う

の地に興り、 

天下一と称えられた楊氏の風流は靖
せ い

恭
き ょ う

里
り

から出たのであった。 

いまの世情は険しくなるばかりであるが、 

楊氏の家法はもとよりおおらかである。 

いまある酒は一鐘
し ょ う

だけ。 

誰がこの老人が気ままに振る舞うのを許してくれるのかというと、 

貴君だけなのである。 

【補足】［この詩には、蘇軾自身の注で、「大水の中で別れた」と記してある。7月17

日に黄
こう

河
が

が決壊し、溢れた水がじわじわと南下して徐
じょ

州へと迫ってきていたのだっ

た］ 

 

■【05-3-061】九日邀仲屯田、為大水所隔以詩見寄、次其韻 

【解題】作品番号 05-3-056 で見たように、呂
りょ

梁
りょう

の仲
ちゅう

伯
はく

達
たつ

を重
ちょう

陽
よう

の宴に誘っていたの

だが、大水のために行けなくなったとの断りの詩が送られてきた。それに次韻した詩。 

 

【訳文】 

重
ち ょ う

陽
よ う

の節句といえば、晋
し ん

の時代の賢人の孟
も う

嘉
か

の故事を思い起こす。 

今年の重陽の宴に貴君がこれらないのではその孟嘉を欠くのに等しい。 

西からきた黄
こ う

河
が

の神様は、どうもおのれの力の大きさを誇り過ぎだ。 

船頭の黄色い帽子も吹き飛ばしてしまって貴君はこられなくなるし、 
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せっかくの樽酒も浪の花に浮かぶようなありさまだ。 

貴君は鯉を使わして、大水のなかでも詩を送ってきてくれたのだが、 

その珠玉の文字に対して、私は瓦礫のような文字を並べて答える。 

何時か貴君と会って、老い去ってからの秋の悲しさを語り合いたいものだ。 

重陽の宴の酒に酔って詩を作ったので、 

字が斜めになっているのを許してもらいたい。 

【補足】［（1）孟
もう

嘉
か

の故事は作品番号02-2-021で見ている。孟嘉の帽子からの連想で、

船頭の被る帽子が導き出されているのだが、その帽子が黄色であるのは、陰
いん

陽
よう

五
ご

行
ぎょう

説
せつ

で「水は火に勝ち、火は金に勝ち、金は木に勝ち、木は土に勝ち、土は水に勝つ」と

いう関係があり、土の色である黄色を身にまとえば水を自在に制御できるという意味

によるのである。（2）この詩は酔っ払って書いたことになっているが、実際は迫りく

る洪水を前にそういう状況にはなかったはずで、わざと余裕のあるポーズをとったと

見るべきだろう］ 

 

■【05-3-062】獎諭勅記 

【解題】1873年［明治 6年］に来日したオランダの土木技術者のデ・レーケは日本の

河川を見て、大陸で培われた河川工学の常識が通用しないことに驚き、「これは川で

はない、むしろ滝である」といったと伝えられているが、逆に我々が大陸の大河川の

洪水のありさまを想像するのは容易ではない。7月 17日に決壊した黄
こう

河
が

の水は行き場

を求めて延々と旅を続け、数十日をかけて遠く200km先の徐
じょ

州にまで至った。蘇軾は

徐州周辺の地形の要所として、東南の地が水と陸の当たるところであると記していた

が［→作品番号 05-3-026］、黄河の水はそこで山地に阻まれて滞り、あたり一面を水浸

しにしたのだった。蘇軾がそれにどのように対処したのか、弟の蘇轍が記した二つの
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文章から知ることができる。一つは翌年の秋に書いた『黄
こう

楼
ろう

の賦
ふ

』の序文、もう一つ

は25年後に書いた兄の墓誌銘。両者は重複するところもあれば補い合うところもある

ので、適宜合成してここに訳す。 

 

【訳文】 

蘇
そ

轍
て つ

：『黄
こ

楼
ろ う

賦
ふ

叙
じ ょ

』および『亡
ぼ う

兄
け い

子
し

瞻
せ ん

端
た ん

明
め い

墓
ぼ

誌
し

銘
め い

』から 

熙
き

寧
ね い

十年七月十七日、黄
こ う

河
が

が曹
そ う

村
そ ん

で決壊した。水は梁
り ょ う

山
ざ ん

泊
ぱ く

［黄河の南の低湿地帯］を水浸しにし、

南
な ん

清
せ い

河
が

に溢れ、さらに泗
し

水
す い

に溢れ、彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］の南を取り囲む二つの山で止められて呂
り ょ

梁
り ょ う

と百
ひゃく

歩
ほ

の間で滞り、八月二十一日、彭城の町にまで及んだ。たまたま徐州知事として彭城にいた兄の蘇軾

は、水がくる前に人々に指示し、土を運ぶための畚
か ご

や鍤
スコップ

を用意し、土や石を蓄え、干し草で城壁の

穴を塞ぐ備えをした。水は町のまわりを囲み始め、いまにも城壁から入り込んで町が破壊されそうになっ

たために、富豪たちは浮足立って町から出て水を避けようとした。 

兄はいった。 

「もしも富む者が出て行ったなら、民心が動揺してしまう。私は誰と町を守ったらよいのか。私はここに留

まる。水は決して町を壊しはしない」 

使いを出して人々を説得して町に呼び戻した。 

兄は兵士のいる宿舎に行き、その隊長を呼んでいった。 

「水はまさに町を害なおうとしている。事は急である。諸君等は皇帝の兵士で、中央からの命令に従う

者ではあるけれども、私に力を貸してほしい」 

隊長はいった。 

「知事殿が洪水から逃げずにいるのですから、我等ごとき者はその指示に従うまでです」 

兄は隊長とともに、短い衣を付けた裸足の兵士たちを率い、砂袋をもって町の外に出ると、町の南東

の戯
ぎ

馬
ば

台
だ い

から始めて城壁に至るまでの長い堤を築いた。堤が完成すると、水がその下にまできたが、
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町に害は及ばなかった。民心はこれで静まった。 

しかし、雨は日夜やまず、水は勢いを増して暴れ、九月一日、町に及んだ水は深さ二丈八尺にもなり、

東門も南門も北門も塞ぎ、水は町から山までを浸した。 

兄は城壁の上に小屋をつくってそこに寝泊まりし、草鞋を履いて町を駆けまわって官吏のそれぞれに受

け持ちの場所を与えて守らせた。 

水は千余里にわたって漲り、人家を漂わせ、墓所を破壊し、老弱な者は川に浮かんで流され、壮強

な者は必死に走って水を避けたが、木や高台で孤立して食べる物がなくて餓死する者があった。兄は

水に慣れた者に命じて船を出し、食糧を配って大勢の者を救った。 

朝廷は黄河を塞ぎ、ようやく水が引いたのだが、朝廷には徐州について考慮する余裕がなかった。 

兄はいった。 

「黄河が本当に塞がれたのなら徐州にはもう害が及ばないだろう。しかし、塞がれるか塞がれないかは

天の定めにもよるだろう。徐州の人々を重ねて被災させるわけにはいかない」 

城壁を補強し、水害の要となる場所を見定めて木製の堤防を作り、たとえまた水がきても町は安全で

あるようにしようとした。朝廷に労働力を調達することを請い、朝廷はそれを許し、事が終わると、詔
みことのり

をも

って褒められた。 

徐州の人々は兄とますます親しみ、町の東門の脇に高い楼閣を築き、「土が水に勝つ」との意味を

示すために壁を黄色く塗ることを勧めた。完成すると兄は黄
こ う

楼
ろ う

と名付けた。 

【補足】［この文の終わりにあるように、水害への対応が完了した後に蘇軾は皇帝か

ら褒められ、また黄
こう

楼
ろう

と名付けた楼閣を建てた。それを黄色く塗ったのは、先の詩で

見たのと同じく、土は水に勝つ意味からである。黄楼の完成は洪水から 1 年後の秋で、

そのことについては後で見ることにし、ここでは皇帝から褒められたことについて蘇

軾自身が記した文章『獎
しょう

諭
ゆ

勅
ちょく

記
き

』［獎
ほ

め諭
さと

す勅
ちょく

書
しょ

についての記］を見ておこう。前半

は皇帝の勅書の写しで、後半に弟の文章にはなかった幾つかの具体的な記述がある 
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【訳文】 

蘇軾に下された勅
ち ょ く

書
し ょ

に曰
い わ

く。 

「京
け い

東
と う

東
と う

路
ろ

安
あ ん

撫
ぶ

使
し

司
し

ならびに転
て ん

運
う ん

司
し

の奏するところを見ると，昨年、黄
こ う

河
が

の水が徐
じ ょ

州城下に至った

とき、汝は自ら官吏を率い、兵夫を駆り、監督して、城壁を救い護
ま も

った。一城の人民ならびに倉庫、

廬
ろ

舎
し ゃ

にいたるまで、漂流、水没の害を免れることができ、ついに全てがもと通りのままであることを得た。

黄河は中国にとって長く患いとなっており、その堤が潰えて水が東に注ぎ、溢れて徐州にまで及んだの

だった。汝がいたことで、民は住居に留まり、城郭を増強して、安らかであることができた。朝廷への使

者がしばしばこのことを告げ、朕
ち ん

は甚だ喜ばしく思っている」 

熙
き

寧
ね い

十年［１０７７年］七月十七日，黄河は澶
せ ん

州曹
そ う

村
そ ん

埽
た い

で決壊し、八月二十一日、徐州城下に水

が及んだ。九月二十一日に至って、水の深さはおよそ二丈八尺九寸にまでなり、東西に広がり、北

は山に触れて止まった。皆清水で濁流ではなかった。水の高さは城壁の内側の平地よりも一丈九寸

ほども高くなり、外壁の東南の隅では水沈するところまであと三版
ば ん

となった。 

土地の古老がこのようにいった。 

「かつて天
て ん

禧
き

年間に二つの堤を築きました。一つは、小
し ょ う

市
し

門
も ん

外
が い

の壕
ほ り

を絶って南に向かい、少し西に

振って戯
ぎ

馬
ば

台
だ い

の麓に至るものでした。もう一つは、新
し ん

墻
し ょ う

門
も ん

外
が い

の壕を絶って西に向かい、折れて城下の

南
な ん

京
け い

門
も ん

の北に至るものでした」 

急遽人夫五千人を集め、武
ぶ

衛
え い

奉
ほ う

化
か

牢
ろ う

城
じ ょ う

の兵士も合わせて、昼夜兼行で堤を作った。堤が完成し

た翌日、水は東南の隅から溢れてきたが、堤に当たるとそこで止まった。 

徐州には水門が六カ所あり、まだ水の至らないうちに、薪や芻
まぐさ

で土嚢を作って城壁の外側から塞い

だ。水が至ってから後は、城壁の内側からも塞いだのだが、どれも恃むに足りないものであった。 

城中にはもともと土を掘った大きな坑
あ な

が十五あり、外の水と呼応して坑の水位が変化し、水が溢れ出

るものもあった。徐州は三方を水に囲まれてしまったために、亜
あ

父
ふ

の塚の東側だけから工事用の土を
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取ることができた。 

町の附
ふ

城
じ ょ う

の部分から始まる昔の長堤の址があり、それを大きくして長さ九百八十四丈、高さ一丈、そ

して幅を倍にした。 

公私の船数百艘が風浪のために動けなくなっていたのを城下に繋ぎ、それで河の勢いをそいで水の

怒りを鎮めた。 

十月五日に至ってようやく水は退き、城は全きを得た。 

翌年二月、朝廷より銭二千四百十万が支給され、人夫四千二十三人を集めた。また、備えていた

常
じ ょ う

平
へ い

銭
せ ん

六百三十四万と米一千八百余斛
こ く

を放出して、人夫三千二十人を募集し、城外の小城を

改築した。木で堤防を四カ所に作った［石が調達できなかったので木を用いた］。一つは天
て ん

王
の う

堂
ど う

の西、

一つは彭
ほ う

城
じ ょ う

楼
ろ う

の下、一つは上
じ ょ う

洪
こ う

門
も ん

の西北、一つは大
だ い

城
じ ょ う

の東南隅である。十五あった大きな坑は

皆塞いだ。 

一方ですでに澶
せ ん

州霊
れ い

平
へ い

の堤防が完成したので、黄河の水はもはやこなくなった。 

臣
わたくし

が思うに、黄河は常に五六十年に一度は決壊する。徐州は古
こ

汴
べ ん

河
が

と泗
し

水
す い

の下流にあって、上

下二百余里にわたって皆山に阻まれ、水が最も深くなり、そして排水が難しいことでは、他の地域と異

なっている。恐れるのは、久しい後にまた緊急事態になったときに、役人も民衆もそうしたことをきちんと

知らないでいることだ。そこで、皇帝から詔書を頂戴した機会に、この大略を記して、石に刻もうと思う。

そして詳細は文書にして役場に納めておく。これを『熙
き

寧
ね い

防
ぼ う

河
か

録
ろ く

』という。 

【補足】［次の災害に備えて今回の経験を石に刻んで残しておくところまで、蘇軾の

措置は実に行き届いたものだった。詩にしばしば詠んでいるように、病み衰えて酒を

呑んでばかりいたわけではないのである］ 

 

■【05-3-063】河復 

【解題】以上は災害への対応がひとまず終わってから書かれた文章であったが、時間
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を戻して、洪水が引いた直後に詠んだ詩を見ておこう。さすがに蘇軾といえども、町

が一面の水の中で孤立して対応に奔走していたときには詩を詠むような余裕はなく、

黄
こう

河
が

の流れが戻ったことを聞いて、ようやくその喜びを歌うことができた。次のよう

な序文が付いている。 

 

【訳文】 

叙
じ ょ

 

熙
き

寧
ね い

十年秋、黄
こ う

河
が

は澶
せ ん

淵
え ん

で決壊し、鉅
き ょ

野
や

［梁
り ょ う

山
ざ ん

泊
ぱ く

あたりの旧名］に注ぎ、淮
わ い

水
す い

から泗
し

河
が

［南
な ん

清
せ い

河
が

の

旧名］に入った。澶の南、魏
ぎ

より北のあたりでは黄河の水が本来の川の流れを絶って溢れ、甚大な

被害となった。彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］の城門の下に深さ二丈八尺の水が迫り、七十余日間退かなかった。役

人も民衆も懸命に水を防いだ。十月十三日、澶州で強い風が終日吹き、それが止むと、黄河の流

れの一筋がもとの道へと戻った。これを聞いて私は非常に喜び、できうれば黄河が塞がれるようにと願

った。そこで『河
か

復
ふ く

』の詩を作った。これを人々が道々で歌うことで、民衆の願いが神に届けばと思った

のである。これはつまり土地を治める者の志
こころ

なのである。 

 

皆は知っているだろうか、 

漢
か ん

の元
げ ん

光
こ う

年間に黄
こ う

河
が

は瓠
こ

子
し

で決壊し、 

それから二十年ほど後の元
げ ん

封
ほ う

年間にまたしても瓠子で決壊した。 

鉅
き ょ

野
や

は東に傾いて水が溢れ、淮
わ い

水
す い

、泗
し

河
せ ん

は水でいっぱいになり、 

南方の人々は、黄河の魚を飽きるほど食べることになった。 

皇帝は予定されていた国の重要な儀式を取り止め、 

越
え つ

の巫
ふ

を使わし、河の神を鎮めるために白馬を水に沈めた。 

しかし、河の神は、人力を使い果たすまで努めても許そうとせず、 
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堤防を塞ぐために投じた薪や芻
まぐさ

を数限りなく流し下してしまった。 

我が宋
そ う

朝
ち ょ う

の皇帝の徳は古
いにしえ

の堯
ぎ ょ う

のように盛んで、 

神 も々それぞれに役目を皇帝から受けるようになったのに、 

黄河の神だけがなお驕りたかぶっていた。 

天帝は風の神を遣わして黄河の神に命令したので、 

ようやく、夜のうちに、水は澶
せ ん

州
し ゅ う

橋
き ょ う

から北に向けて流れることになった。 

東の風も氷を吹いていささか助力したので、 

これ以上の土木工事をしないでもよくなった。 

こうして南方の人々は水が引いた後の土地で、 

黄河の水がもたらした泥の上に麦を蒔き、 

大木にひっかかっている筏を仰ぎ見るのである。 

 

■【05-3-064】登望◆亭  ［◆は谷＋共という字］ 

【解題】高いところにある亭
あずまや

から洪水の痕を見て詠んだ詩。 

 

【訳文】 

黄
こ う

河
が

の水が西から漲
みなぎ

りきたときには、 

大きな谷間のようなここの地勢が全く失われ、 

水の光のただ中に、徐
じ ょ

州の城だけがぽつんと存在していた。 

突然退くや、水はどこかに消えてしまい。 

残された千里の土地では、稲も麻もみな空しくなってしまっていた。 

 

■【05-3-065】有言郡東北荊山下、可以溝畎積水、因与呉正字、王戸曹同往相視、以
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地多乱石、不果。還、遊聖女山、山有石室、如墓而無棺槨、或云宋司馬桓魋墓。二子

有詩、次其韻二首 

【解題】長い詩の題の前半は、「ある人が徐
じょ

州の東北の荊
けい

山
ざん

の下に溝があって、ここ

に水を流すことができるだろうというので、呉
ご

琯
かん

と王
おう

文
ぶん

誥
こう

と一緒に見に行った。しか

し、石がごろごろしていて、思うところを果たせそうになかった」［以下は略す］。次

の洪水に備えて、蘇軾はできる限りのことをしようとしていたのだ。2 首のうち詩の

題の前半部分に関連する第一首を訳す。 

 

【訳文】 

 其の一 

「手を立てて黄
こ う

河
が

の水を遮る」ということわざがある―― 

ちっぽけな素手で遮ることなどできるはずがない。 

黄河の奔流は、一瞬にして千の家を巻き込んでしまった。 

昔、智
ち

伯
は く

は趙
ち ょ う

の町を囲んで水攻めをした―― 

そのようなことが実際にできるものか私は疑っていた。 

しかし、張
ち ょ う

湯
と う

は蜀
し ょ く

への道を整備するのに、 

山をまわる坂道を繋ぎ合わせるのではなくて、 

谷を穿って水路を通じさせたのだから、 

やり方次第では、水を制御することも可能なのだろう。 

私は世事に疎いためにこの徐
じ ょ

州の地に出され、 

苦労の日 を々送らなければならなくなった。 

私のごとき知事があれこれ対策を立てたところで、 

ごろごろと雷様の車の引かれる音が轟いて、大雨が降ったならば、 
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何の役に立ちもしないと笑われてしまうだけなのだろうか。 

【補足】［以上、洪水に関連するいくつかの詩文を見てきたが、この先しばらく別の

テーマの詩文が並んで、また洪水に戻る］ 

 

■【05-3-066】表忠観碑 

【解題】杭
こう

州知事の趙
ちょう

抃
べん

からの依頼で、表
ひょう

忠
ちゅう

観
かん

という道教の寺院の由来を記したこ

の碑文を作った。趙抃は蘇軾より28歳年長の大先輩で、かつて副宰相も務めた官界の

大物。王
おう

安
あん

石
せき

が神
しん

宗
そう

皇帝によって初めて副宰相に抜擢されたとき、趙抃は先輩副宰相

として、王安石が進めようとする改革を強く批判した。しかし、王安石に国政を任せ

ようとする皇帝の意志は固く、熙
き

寧
ねい

3 年［1070 年］4 月、副宰相を辞して杭州知事に

転出した。それは蘇軾が改革を批判する意見書を皇帝に提出したすぐ後のことだった

［→作品番号03-3-004］。それから1年ほどたった熙寧4年［1071年］年6月に、蘇軾

も都にいられなくなって杭州副知事として転出した。蘇軾が杭州に着任したのは12月

で、その直前に趙抃は他州へと移り、すれ違いとなった。そして、この年の 5 月に、

趙抃は再び杭州知事になった。この碑文の大半は、趙抃が朝廷に提出した文章の写し

で、蘇軾が作ったのは最後の銘文だけである。ここで主題となっている銭
せん

氏の呉
ご

越
えつ

国
こく

［唐
とう

と宋
そう

の間に興った地方政権の一つ］について、蘇軾が肯定的な見方をしていたこ

とは作品番号 04-2-039 などですでに見ている。趙抃と歴史認識［ならびに政治的立場］

を共有することから碑文の執筆を依頼されたのだろう。銘文は韻文としての体裁が見

えやすいように訳してみた。 

 

【訳文】 

熙
き

寧
ね い

十［1077］年十月戊
ぼ

子
し

、資
し

政
せ い

殿
で ん

大
だ い

学
が く

士
し

、右
う

諫
か ん

議
ぎ

大
だ い

夫
ふ

、知
ち

杭
こ う

州
し ゅ う

軍
ぐ ん

州
し ゅ う

事
じ

の趙
ち ょ う

抃
べ ん

は朝廷に次の
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ように申し上げた。 

「もとの呉
ご

越
え つ

国
こ く

の王の銭
せ ん

氏の墳廟と、その父祖、妃、夫人、子孫の墳
は か

で銭
せ ん

塘
と う

県にあるもの二十六お

よび臨
り ん

安
あ ん

県にあるもの十一は、どれもが荒廃したままに放置され、土地の父老はそこを通るたびに涙を

流しております。 

臣
わたくし

が謹んで考えますに、呉越国の最初の王であった銭
せ ん

鏐
り ゅ う

は、民衆を兵士として集め、唐
と う

末に大乱を

起こした黄
こ う

巣
そ う

を破って走らせ、江
こ う

淮
わ い

地方にその名が知られるところとなりました。次に、唐朝に背いた

劉
り ゅ う

漢
か ん

宏
こ う

を八組の兵団を率いて破って越
え つ

州を平定し、それを董
と う

昌
し ょ う

に捧げ、自分は杭州を拠りどころとし

ました。ところが、董昌が越州をもって唐朝に反したために、すぐに董昌を討ち取り、越州も合わせて、

浙
せ つ

東
と う

、浙
せ つ

西
せ い

の地を平定しました。唐が亡んだ後には呉越国の王となり、その子の銭
せ ん

元
げ ん

瓘
か ん

に王位を伝

え、孫の銭
せ ん

仁
じ ん

佐
さ

に至って南
な ん

唐
と う

国
こ く

の兵を破って福
ふ く

州を取りました。銭仁佐の弟の銭
せ ん

俶
し ゅ く

が王位を継ぎ、

再び南唐国を攻め、周
し ゅ う

朝の世
せ

宗
そ う

皇帝の軍団を迎え入れました。その後、ついに宋朝に仕えるように

なりました。 

呉越国の三世四人の王は、五
ご

代
だ い

十
じ っ

国
こ く

時代の天下が大いに乱れた時代を過ごしました。このとき各

地に豪傑が蜂起し、ほんの数州ばかりの土地に拠って勝手に王を名乗る者が大勢いました。今では

それらの一族のほとんどが滅び去り、ひいてはそれに従わせられた無
む

辜
こ

の民も子孫が残らないようなこ

とになってしまいました。しかし、呉越国ばかりは千里四方の土地に兵士十万を擁し、山から金属を採

り、海から塩を煮て取り、象牙、犀の角、真珠といった富にも恵まれ、天下第一といわれるほどに繁栄

し、それでいて臣下としての節義を失うことなく、その時その時の皇帝に絶えることなく貢物を献じ、その地

の民は老いて死ぬまで戦争を知らずに過ごし、四季の遊びを楽しみ、歌や鼓の声がいつも聞こえ、今

に至ってもそれがそのままに続いています。呉越国の王が民に徳あることはなはだ厚いものがあったの

であります。 

宋朝が天命を受けて四方の乱れを順次平らげて行ったときに、蜀
し ょ く

国
こ く

の孟
も う

氏や南唐国の李
り

氏はその

堅固にして遠く離れていることをたのみとして、宋の兵団に城下にまで迫られ、ついに力に屈して勢い
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が窮まって後になってようやく降参しました。また漢
か ん

国
こ く

の劉
り ゅ う

氏は死を賭して宋の軍団に抵抗して百回戦

い、味方の遺骸を積んで城壁とし、池ができるまでに血を流して抵抗し、ついには宋が天下の力を尽

くしてようやく勝利したのでした。ただ呉越国だけは、宋朝からの命令を待つこともなく、府庫に封印をし、

土地と人民の帳簿をともに宋朝に提出し、宋朝から統治するための官吏を派遣してくれるよう請い願

い、銭氏は駅舎から旅立つ旅人のように王の地位から去ったのでした。宋朝に功績があったこと、実

に大きなものがあります。 

昔、後
ご

漢
か ん

の時代に竇
と う

融
ゆ う

が河
か

西
せ い

地方を漢朝に献じたとき、光
こ う

武
ぶ

帝は竇融の父祖の墳墓を治めて厚く

祀るよう詔
みことのり

を下しました。今の銭氏の功德はほとんど竇融を超えるものがありますのに、百年に及ばな

い歳月の間に銭氏の墳廟は荒れ、道行く人は傷み嘆くありさまとなっています。これは忠臣を褒め、民

心を慰めるという道理に反するものであります。 

臣
わたくし

が願いますに、竜
り ゅ う

山
ざ ん

にある廃れた仏寺の妙
みょう

因
い ん

院
い ん

の址を道教の寺院とし、そこに銭氏の子孫で道

士となっている自
じ

然
ね ん

という者を居させ、銭塘県にある墳廟をこの自然に管理させるとともに、臨
り ん

安
あ ん

県に

あるものはその県の浄
じ ょ う

土
ど

寺
じ

の僧で道
ど う

微
び

という者に管理させ、一年にそれぞれその弟子から一人ずつ

を道士、僧侶にし、世 こ々の仕事を掌らせて、その土地からの収入をもって建物を維持させるようにした

いと考えます。もしそれらの者がきちんと仕事をしない場合には、県の役人が監督指導し、ひどい場合

には管理者を交替させるようにします。こうすれば永久にこのことが続き、朝廷が銭氏を優遇する意
こころ

を

表すのに適いましょう。臣
わたくし

は死を犯して以上のことを申し上げます」 

これに対して朝廷からは「よろしい」との裁可が下り、妙因院には改めて表
ひ ょう

忠
ちゅう

観
か ん

の名が与えられた。 

銘
め い

に曰く。 

 

天目之山、苕水出焉。［苕
し ょ う

渓
け い

の水が流れ出る天
て ん

目
も く

山
さ ん

］ 

竜飛鳳舞、萃於臨安。［そこは竜が飛び鳳凰が舞い集まるところ］ 

篤生異人、絶類離群。［ここに生まれ出たのは、人と大きく異なる者［すなわち銭
せ ん

鏐
り ゅ う

］］ 
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奮挺大呼、従者如雲。［かの者が奮起して呼べば雲のように集まり従う人 ］々 

仰天誓江、月星晦蒙。［天を仰ぎ川に誓うとき、月も星も暗く、ただ輝くのはかの者］ 

強弩射潮、江海為東。［かの者が潮を射るなら、海も東に退く勢い］ 

殺宏誅昌、奄有呉越。［劉
り ゅ う

漢
か ん

宏
こ う

を殺し董
と う

昌
し ょ う

を誅し、樹立した呉
ご

越
え つ

国
こ く

］ 

金券玉冊、虎符竜節。［その功を刻むのは金
き ん

券
け ん

、玉
ぎ ょ く

冊
さ つ

、虎
こ

符
ふ

、竜
り ゅ う

節
せ つ

］ 

大城其居、包絡山川。［大きな町を作り、取り囲む山と川］ 

左江右湖、控引島巒。［町の左は大河、右は湖、遠くに控える島 ］々 

歳時帰休、以燕父老。［時に故郷に帰って、父老を集めての酒宴］ 

曄如神人、玉帯球馬。［玉
ぎ ょ く

帯
た い

を纏って馬にまたがった姿は神のよう］ 

四十一年、寅畏小心。［己を戒めて天に仕えて在位四十一年］ 

厥篚相望、大貝南金。［呉越国には次々に集まりくる宝玉を納めた箱］ 

五朝昏乱、罔堪托国。［ときは五つの王朝が乱れ立ち、民には生命を託す国はなく］ 

三王相承、以待有德。［ただ呉越国だけは民に徳があり、継承した三代の王］ 

既護所帰、非謀非咨。［すでに帰順すべき皇帝を得れば、謀ることなく即決］ 

先王之志、我維行之。［後代の王が行ったのは先王銭鏐のもとからの志］ 

天胙忠孝、世有爵邑。［天は銭氏の忠孝を褒め、代々保つ爵位と領地］ 

允文允武、子孫千億。［銭氏は文武に優れ、繁栄する子孫は千億］ 

帝謂守臣、治其祠墳。［ここに皇帝は大臣に命じる――銭氏の祠墳を治めよ］ 

毋俾樵牧、愧其後昆。［樵や牧人によって荒らされ、銭氏の子孫が恥じぬようにせよ、と］ 

竜山之陽、巋焉新宮。［竜
り ゅ う

山
ざ ん

の南に新たに築いた堂々の宮］ 

匪私於銭、唯以勧忠。［それは銭氏を特に贔屓するのではなく、忠を勧めるため］ 

非忠無君、非孝無親。［忠がなければ君はなく、孝がなければ親はない］ 

凡百有位、視此刻文。［あらゆる官吏はここに刻んだ文章を見るがよろしい］ 
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■【05-3-067】与劉貢父 

【解題】劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ふ

］［→作品番号05-3-055］への手紙。 

 

【訳文】 

さきに貴君が曹
そ う

州を離れると聞きましたが、いまは旅の途中でありましょうか、きっと転送されて届くであり

ましょう。……［劉
り ゅ う

攽
は ん

の今後の境遇について記す］……私はお蔭で恙
つつが

なく過ごしておりますが、秋には

水の患
わずら

いがあって、かろうじて魚の仲間になることだけは免れました。来年がどのようになるのか気がか

りで、予測はできません。あるいは他の地への転出を願って脱け出すこともできるのかもしれませんが、

それでは後からくる人に患いを遺すことになり、識者から譏
そ し

られてしまいましょう。すでに朝廷に使者を出

して、石
い し

甃
がわら

を使って城脚をぐるっと一丈の高さに固めることを求めておりますが、その労役は甚だ大きくて

困難でありましょう。もし完成すれば百年以上にわたって民の利となります。これより昼夜に労苦すれば

半年でできるでしょう。完成後には退官を乞い願って、郷里に帰ることをようやく謀れるでありましょうか。

…… 

 

■【05-3-068】贈写御容妙善師 

【解題】徐
じょ

州に肖像画を得意とする妙
みょう

善
ぜん

という僧がいた。その妙善が画いた仁
じん

宗
そう

皇帝

の肖像を見ての詩。 

 

【訳文】 

憶
お も

い出すに、 

私は昔、仁
じ ん

宗
そ う

皇帝の御前で制
せ い

科
か

の試験を受けた。 

珠
た ま

の簾
すだれ

に翡
ひ

翠
す い

のカーテンのかかる廂
ひさし

のところで、 
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紫の衣を着た皇帝の使いの者から詔
みことのり

が下され、 

跪
ひざまず

いて捧げ持つと、天からの香りがほんのりただよってきた。 

仰ぎ見ると眩
まばゆ

い光に目がくらみ、 

ただ東の海から暁の色が開かれるかのようだった。 

試験が終わると、 

皇帝はお帰りになるべく迎
げ い

陽
よ う

門
も ん

から歩み出られ、 

皇帝に付き随う前後の飾りが廊下を明るく照らした。 

私のような野
や

人
じ ん

は皇帝のお顔を見知ることはできなかったが、 

それでも皇帝の瞳の光ばかりは記憶に刻まれた。 

私は制科に合格すると鳳
ほ う

翔
し ょ う

で三年間の任に就き、 

帰ってくると、真に一つの夢、 

仁宗皇帝の御
ご

陵
り ょ う

に凄
せ い

然
ぜ ん

と風が吹いているのだった。 

仁宗皇帝の天
て ん

容
よ う

玉
ぎ ょ く

色
し ょ く

は誰にも描けるものではなく、 

老先生［妙
みょう

善
ぜ ん

］は古寺に篭って昼も戸を閉ざし、 

夢の中で神から技を授けられて心に得るものがあり、 

覚めて後に、筆のあるのを忘れて手に任せて描いたのだった。 

私は老先生の庵に入れていただき、 

仁宗皇帝が普段のお召し物で、 

厳
げ ん

として動かずにお立ちになっているのを見て、 

涙が止まらなかった。 

傍らには立派な髯や眉の元老が控え、 

虎のような武臣が長い剣を持って立っている。 

老先生は竜や鳳のような高貴な方だけを画き、 
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草の間に住む猿やら鹿やらを画くことは決してないので、 

都の人が老先生の鉄の門を踏み破ぶって頼みにこようが、 

黄金やら白い璧
た ま

を床に山と積んで頼んだところで聞くことはない。 

ところが近ごろ私を画いてくださることになったのは、 

私が仁宗皇帝にお仕えしたことのある白髮の老人の一人だからであろうか。 

かくて老先生の画いてくださった絵を見て、 

鏡を見るまでもなく了解したのは、 

かように老いぼれになったのでは、 

明年にも身を引いて故郷に帰るべきだということ。 

【補足】［（1）蘇軾は蘇
そ

州で何
か

充
じゅう

に肖像画を描いてもらっていた［→作品番号 04-3-

081］。どちらかでも後世に伝わっていたならば大いに珍重されたであろう。（2）宋の

時代の大きな特色の一つは、試験制度を整備して優秀な人材を中央に集め、合わせて

社会の流動性を保つことにも成功した点にあり、それは宋代前半の皇帝が熱心に取り

組んだ成果であった。明
みん

代
だい

の文人である謝
しゃ

肇
けい

淛
せい

が編んだ巨大な随筆『五
ご

雑
ざつ

組
そ

』には、

仁
じん

宗
そう

皇帝がどれだけ科挙と誠実に向き合っていたかということが記されているので、

その部分を見ておこう］ 

 

【訳文】 

岩
い わ

城
き

秀
ひ で

夫
お

訳『五
ご

雑
ざ つ

組
そ

7』（東洋文庫640）、平凡社、1998年。 

宋
そ う

の趙
ち ょ う

清
せ い

献
け ん

公
こ う

に『御
ぎ ょ

試
し

日
に っ

記
き

』一巻の著がある。おそらく嘉
か

祐
ゆ う

六年天子が親しく進士の試験を行われ

たときのことであろう。公はちょうど右司諌の役にあり、賈
か

直
ち ょ く

孺
じ ゅ

・范
は ん

貫
か ん

之
し

といっしょに編排官に充てられた。 

日記は二月二十六日に始まり、三月九日に終わっている。考校所（試験場）に行幸されたのが二

度、覆排所（再試験所）に行幸されたのが四度、詳定所（成績審査所）に行幸されたのが二度、
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編排所（順位決定所）に行幸されたのが一度である。上巳や寒食の休暇の日であっても、孜々とし

て訓勅を廃されることがなく、慰労の茶と果物や酒肴を賜ることは、一日として欠けたことがなかった。 

【補足】［（1）趙
ちょう

清
せい

献
けん

公
こう

とあるのは先ほどその名を見たばかりの趙
ちょう

抃
べん

［→作品番号

05-3-066］である。（2）ここには嘉
か

祐
ゆう

六年［1061 年］春の科挙のありさまが記録され

ているのだが、奇しくも蘇軾は同じ年の秋に制
せい

科
か

の試験を受け、上の詩はそのときの

ことを歌っているのである］ 

 

■【05-3-069】哭刁景純 

【解題】杭
こう

州時代に親しくした潤
じゅん

州の刁
ちょう

約
やく

［字
あざな

は景
けい

純
じゅん

］［→作品番号05-2-011および

04-3-006など］の訃報を聞いて詠んだ詩。刁約は蘇軾よりも42歳上の大先輩。 

 

【訳文】 

書物を読んで先人に思いを馳せると、 

いつももっと早く生まれなかったのを残念に思う。 

それでも、何かと道を誤りやすい若い時分に、 

私はこの老先生に会うことができた。 

老先生は松や柏のように霜や雪にあっても枯れることなく、 

ごく小さな芽から、自分自身を養って、ひと抱えもある大木に到った人である。 

宏
こ う

材
ざ い

［優れて汎用性のある木材］は手近な用にはなかなか役立たないので、 

千年間も抛っておかれたままで、枯れて倒れてしまうようなことが多い。 

魏
ぎ

の正
し ょ う

始
し

年間は学問が盛んで、 

後に学術が衰えて再び興ってきたときに、 

また「正始の音」を聞けるようになったといわれたものだが、 
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老先生の文章はまさにその趣があり、 

白髪になるまで変わらない風節を貫いた。 

普段から人のために努めるばかりで、 

自分自身のためにすることはほとんどなかった。 

是か非かは一つには決めがたいもので、 

老先生の論じるところは反覆して看るとますます好いとわかってくる。 

私は先に呉
ご

越
え つ

地方を巡り、 

酒を把
と

って老先生の長寿を祝った。 

朝でも夜でもかまわずに老先生の門を叩き、 

かの龐
ほ う

徳
と く

公
こ う

のようにどちらが主人であるかわからないほどに親しく接してくださり、 

老先生のもとに百度立ち寄っても、 

かの漢
か ん

の高
こ う

祖
そ

が若いころに友人を連れて伯母のもとにたびたび立ち寄って、 

疎まれてしまったようなことはなかった。 

最後に別れたときに老先生はすでに八十歳、 

後にまた会えることは保証し難いと思った。 

昨日友人からの手紙で、 

昨年は老先生の奥様が亡くなり、 

今年は老先生が亡くなったと知らせてきた。 

潤
じゅん

州の人々は、范
は ん

橋
き ょ う

から下を覗いて、 

冷たい水に藻が所在なく揺れ動くのを見て、 

心を傷めているであろう。 

飼われていた馬は、 

家の内に主人がいないので、 
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痩せて空しく老先生を慕って嘶いているであろう。 

所縁
ゆ か り

の水辺にもはや老先生の姿が映らないのを想うと、 

遠くここで私は慟哭するばかである。 

私はそちらに行き、匏
ひさご

に水を酌んで墓に詣でたいと思うのだが、 

老先生が親しく岡に植えた一万本の松が、 

手入れする人もなく秋の草に埋もれてしまっているのを、 

見るに忍びない。 

 

■【05-3-070】答呂梁仲屯田 

【解題】先に重
ちょう

陽
よう

の節句に大水に阻まれてくることのできなかった仲
ちゅう

伯
はく

達
たつ

［→作品

番号05-3-056］から詩が届いたので、それに答えた詩。 

 

【訳文】 

彭
ほ う

城
じ ょ う

県の周りを、多数の山が折り重なるようにして囲っている。 

仲
ちゅう

君の官居は、その山の一つ、滝のかかる呂
り ょ

梁
り ょ う

にある、 

そこはもの寂しいところで、民は鹿とともに暮らしている。 

小さな市場はさびれて鶏や豚さえ売られていない。 

黄
こ う

河
が

の水が西からきたときに、初めはそうだとはわからなかった。 

いつもは清らかな泗
し

水
す い

がなぜか濁って勢いを増したのを訝しく思ったのだった。 

夜には、沙の岸辺でおうおうと鳴るのが聞こえ、 

暁には、雪のような白い浪頭の上に巨大な魚が浮ぶのが見えた。 

呂梁は昔からこのあたりの要
かなめ

の地とされていたのだが、 

万頃
け い

もの広大な土地があっと思う間なく呑み込まれてしまった。 
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水はたちまち町に流れ入り、村をも巻き込んだ。 

役人も民衆も走って逃げ、ただ仲君だけが留まった。 

打つ手はなく、路は断たれてどこにも行けず、 

仲君は壊れた家で愁いに沈む鳶のように蹲
うずくま

って詩を歌うしかなかった。 

冬の寒さがきて、霜が重く降るころになって、 

屋根の瓦に沙の痕を留めて、水は退いていった。 

人々が町に戻ってきて顔を合わせると、 

あたかも夢であったかのようで、 

かろうじて魚や大亀の餌にならなかったのを喜んだのだった。 

仲君は惜しまずに酒や食べ物を用意して、 

人 と々笑って話して歌って踊った。 

念
お も

うに、いま仲君の官舎は冬の氷雪の寒さ、 

私のこの詩とともに酒を送るので、少しでも温まっていただきたい。 

人生とは寄せるようなものであるのだから、 

いささかでも楽しむべきではなかろうか。 

昔からいうように、黄昏時から蝋燭をたくさん灯して遊ぶのがよいのだ。 

堤防はまだ築かれておらず、淮
わ い

水
す い

、泗水には水が満ちている。 

黄河の以前の道は消えてしまって、洪水の傷が残っている。 

来年の労苦は、きっといまよりも甚しくなるであろう。 

私も人々の先頭に立って土を運ぶつもりだ。 

仲君に頼みたいのは、 

万の指とともに、千の鎚
つ ち

を雷のように鳴らして固い岩を撃って、 

山の根を切ってもらいたい。 
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そうすれば、町は高く鉄のような壁で守られ、水路が快く通って、 

水が勢いよく流れるのを笑って眺められるようになるであろう 

農民が臂を振って働いてくれれば、飢饉を脱して、 

秋には野に雲がむらがるように穀物が稔るのを見るようになるだろう。 

そのときには、仲君ために、脚をへなへなしてしまうような強い酒を置いて、 

太鼓を叩いて囃し立てながら、金の樽を傾けようではないか。 

 

■【05-3-071】答宋寺丞 

【解題】宋
そう

という姓のある官員に送った返書。 

 

【訳文】 

……［宋
そ う

氏が蘇軾に賛辞を贈ったことに対する謙遜の辞を並べる］……徐
じ ょ

州に来ましてからは、夏に

は日照りの害があり、秋には洪水があって、続けての災いで、人は流されたり疫病に見舞われたり、百

もの害が起こり、公私ともに騷然としていまもおさまりません。算段を立てても治まりはしないという者が大

勢います。しかし、仁を具えた君子は、人の過ちを指弾するのではなく、その人の及ばないところを教

え、さらにはできるところを誉めるものであるといいます。孔
こ う

子
し

は、弟子から仁の実践について問われた

ときに、「どの邦にいても、賢者といわれている大
た い

夫
ふ

に仕え、仁者といわれている士
し

を友とせよ」と答えま

した。これより貴君と手紙の行き来がありますのは、ただ楽しいばかりではなくて、私を教え導いてくれる者

を得るということになりますので、願ってもないことであります。たまたま工事が起り、わずかの閑もなく、意

を尽くして書くことができません。どうか深くお察しください。 

 

■【05-3-072】祭任鈐轄文 

【解題】蘇軾が人格的に優れていると感じるのは、上の手紙やここで見る祭
さい

文
ぶん

のよう
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に、いわば無名に人に対しても謙虚に温かく接していると知れる事例が多々あること

だ。これは洪水対策に奮闘するなかで命を落とした任
にん

という姓の人物を悼む文章であ

る。 

 

【訳文】 

ああ、君は青年になってより兵員として従事すること四十年余り、町を守る大黒柱となり、世事に明る

く、物事に練達し、我が軍を治めること厳格にして公平であった。君のもとで役人も兵士も肅然として、

争い事が起こることはなかった。汴
べ ん

水
す い

と泗
し

水
す い

が氾濫し、町を囲む壁が傾き壊れ、風に埃が巻き上が

り、雨露に冒されるなかで、君は町を救うために奔走し、ついに病
やまい

に罹
か か

って輿
こ し

に担がれて町の中に還

ってきた。それでもなお君は起きて働こうとしたのだが、もはや死の訪れを止めることはできず、君が亡くな

ったと聞いて人は驚き嘆いたのだった。君の子孫はたくさんいるけれど、皆は粗末なものを着て、粗末

なものを食べているだけで、君は生きているときには勤めだけに励み、亡くなってからはまことに清廉であ

ったと知れたのである。觴を挙げて、涙とともに君と訣別するものである。 

 

■【05-3-073】臨江仙 

【解題】王
おう

緘
かん

という人物が帰郷するのを見送った詞。王緘は蘇軾の妻の王
おう

氏の親族で

あろうかとの推測もあるので、それに従ってここでは訳す。 

 

【訳文】 

忘却成都来十載、［故郷のことをすっかり忘れてしまってもう十年］ 

因君未免思量。［あなたに因
よ

って、免れることのできないこの感情が戻ってきてしまいました］ 

憑将清涙灑江陽。［あなたに憑
よ

って、故郷の川に私の涙を注いでもらいたい］ 

故山知好在、［故郷の山はもとより好
よ

いままにあるのですが］ 
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孤客自悲涼。［私は独りここで悲しみ傷むのです］ 

 

坐上別愁君未見、［送別の席上でのこの愁い、そしてあなたがまだ見ていないのは］ 

帰来欲断無腸。［あなたが帰った後で、跡形もなくずたずたに断ち切られた私の腸
はらわた

］ 

慇懃且更尽離觴。［さらに尽くしましょう、離れがたき別れの觴
さかずき

を］ 

此身如伝舎、［私の身は宿場の駅舎のようなもの］ 

何処是吾郷。［どこであってもそこが故郷なのです］ 

【補足】［この詞の終わりは作品番号05-2-043の詩にあった「官僚の住まいなんぞは宿

場の旅館のようなもの」というのと発想が共通している。官舎も駅舎も次々に人が通

過していく場であるのだが、ある種の思考の飛躍をもって、官舎や駅舎とそこを通過

する人とを同一視し、さらに飛躍して、どこもが故郷であるという思いが生まれるの

だろう］ 

 

■【05-3-074】答孔周翰求書与詩 

【解題】密
みつ

州知事の孔
こう

宗
そう

翰
かん

［字
あざな

は周
しゅう

翰
かん

］［→作品番号05-3-052］から書と詩を求めら

れて、この戯れの詩を返した。 

 

【解題】 

閑な折があればと、貴君から書と詩を求められたのだが、 

口は禍
わざわい

のもと、閑な身であるなら、じっと口を閉ざしているのがよい。 

ましていまは厳しい寒さの季節、 

手は懐の奥深くにしまっておきたい。 

詩を吟じたり、字を写したりして忙しくしているようでは、 
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塵と垢にまみれた俗世から幾世にもわたって離れられはしない。 

柳
り ゅ う

宗
そ う

元
げ ん

は、詩と書を好むのは困った病癖であると言った。 

私にもその病癖があるのを貴君は謗るのではなく、 

かえって書や詩を求めてこられたのは、 

どうしようもない愚か者であるという烙印を私に押したも同然だ。 

次に貴君と会うのはいつのことであろうか、 

春風に花の開くころであろうか。 

昔、杜
と

甫
ほ

と再会した李
り

白
は く

は、 

「君は詩に打ち込み過ぎだ、ひどく痩せたではないか」 

と、笑った。 

昔、庾
ゆ

亮
り ょ う

の書は、飼われて肥えた鶏のようで、 

痩せた野生の鳥のような王
お う

羲
ぎ

之
し

の書よりも一段劣るとみられた。 

貴君は私と会ったなら、 

きっと私は太ったと思うであろう。 

何はともあれ口は禍のもとであるのだから、 

会っても何も語らずにいるのがよい。 

孔
こ う

子
し

も百杯の觚
さかずき

の酒を飲んだというから、 

我等もひたすら杯を重ねようではないか。 
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第5章 嵐の訪れ――密州、徐州、湖州 
［第5章その四］ 

元
げん

豊
ぽう

元年［1078年］、蘇軾43歳。 

 

 

■【05-4-001】思堂記 

【解題】元号が元
げん

豊
ぽう

に変わり、蘇軾は徐
じょ

州知事として新しい年を迎えた。大洪水の後

始末と、次の水害への備えに奔走しながらも、多数の詩文を作り続ける。これは章
しょう

◆
ほう

［字
あざな

は質
しつ

夫
ふ

］［◆は次の下に呆という字］に依頼されて書いたもの。章◆は塩税を管

理する役人であった。 

 

【訳文】 

建
け ん

安
あ ん

の章
し ょ う

君が官舎の西に部屋を築き、それを「思
し

堂
ど う

」と名付けた。 

章君が私にいうには、 

「私は、朝夕にここにおいて、およそ自分のすること全てについて、必ず思ってから、後に行うようにして

います。私のためにこのことを文章に記していただけないでしょうか」 

天下のおよそ思慮のない者は、事に遭遇するとすぐに言葉や行動に出し、思う暇
いとま

がない。言葉や行

動に出す前に思ったところで不十分でしかなく、言葉や行動に出してから思ったのではすでに間に合

わない。このようにして一生を過ごしてしまって、思うということを知らずにいる。 

天下のおよそ思慮のない者は、心に言葉が浮かんですぐに口から出す。そうすると、人と衝突してしま

う。口から出さずに呑み込もうとすると、自分の心に逆らってしまう。自分に逆らうよりは他人と衝突した

方がましだと、結局は言葉を吐き出してしまう。 

君子が善を好むのは、人が美女を好むくらいに強いものがあるといわれる。不善を嫌うのは悪臭を憎
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むのと同じである。だから、君子は事に臨んでから、小さな思慮を働かせて、善か不善かの判断をして、

それを避けるか就くかを決めたりはしない。義に臨んで、小さな思慮の結果、利を思うなら、義を果たす

ことはできない。戦いに臨んで、小さな思慮の結果、生きることを思うなら、戦いで力を出すことはでき

ない。そうであるから、失敗するも成功するも、得るも失うも、死も生も、禍も福も、結局は自分自身にそ

のもとがあるというのである。 

私は若いころにある隠者に遭った。隠者はこういった。 

「小僧、道
み ち

に近づきたかったら、思慮を少なく、欲を寡
す く

なくすることだな」 

「思慮と欲を同じように少なくするのでしょうか」 

「思慮のほうがひどいものだ」 

といって、隱者は、水をいっぱいに溜めた二つの甕
か め

が庭に置かれているのを指さし、 

「こちらの甕には蟻があけた穴があって漏れている。こちらの甕からは一日に一升ずつ汲み取って棄て

る。どちらの甕が先にからになると思うか」 

「きっと蟻の穴のあるほうでしょう」 

「小さな思慮が人を損なうこと、それはこのようなものなのだ。少しずつ、そして休みなく損なっていくのだ」 

隱者のこの言葉に私は得心し、それから実践するようになった。 

思慮を働かせない楽しみは名付けようのないものだ。虚
き ょ

にして明
め い

、一から万事に通じ、安らかで怠りな

く、恐れずして静か、酒を飲まずして酔い、目を閉じずに睡
ね む

る。 

以上のようなことを書いて「思堂」の記念の文章とするのは変であろうか。私のいう「思慮」と、章君の

いう「思」とはそれぞれに意味するところがきっとあるのだろう。天地間の万物は様々あって互いに損なう

ことはないし、道理はいろいろにあってそれで反目するものでもないだろう。 

章君が賢人であることから、章君の「思」は私のような者が考える「思慮」とは異なって、むしろ「無思」

ないし「無為」に近いのだろう。私は章君に学ばなければならない。つまり、『詩
し

経
き ょ う

』にいう「邪
よこしま

のない思

い」、それを章君は実践しているのだ。 
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元
げ ん

豊
ぽ う

元年正月二十四日記す 

【補足】［この文章は「思」ということを巡ってかなりひねった議論をしている。「思」

の多義性を、むしろ明確に区分けしないで曖昧なまま議論を展開することで、読む者

に広く深く考えさせようとしているようだ。しかし、単純に日本語に置き換えると、

何を言っているのかさっぱりわからなくなってしまうので、「小さな思慮」という語

を持ち出して無理に若干の整理を試みたのだが、蘇軾の本意を損なうものであるのか

も知れない］ 

 

■【05-4-002】与文与可 

【解題】親友の文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］［→作品番号 05-3-023 など］に宛てた手紙。正月二

十八日の日付が記してある。 

 

【訳文】 

徐
じ ょ

州の者が帰ってきて、重ねてのお手紙を頂戴しました。貴君が少々体調を崩されて、しかしすぐに平

癒し、ただまだ以前のように多くは食べられずにいると知りました。また蒲
ほ

宗
そ う

孟
も う

君の手紙も得ていまして、

貴君のお顔が削ったように精
せ い

悍
か ん

であると記してありました。それは道
ど う

気
き

が身中に充満しているからであっ

て、わずかばかりの病気があってもそれ以上には進まないのでしょう。もしなかなか患いから免れないよう

でありましたら、医薬をよくよく選ばれるとよろしいでしょう。痛みを加えるのもよいことがあり、艾
もぐ さ

を燃やしてみ

るのもいかがでありましょうか。私は近ごろはいろいろな病がありますが、老いたためであって、少しも怪し

むには足りません。偃
え ん

竹
ち く

の画を寄せてくださり、まことに古今に冠たる作品で、その後ろに黄
こ う

絹
け ん

を綴り合

わせ、十句ばかりの賛
さ ん

を作ろうかと思っています。聞けば石
せ き

康
こ う

伯
は く

君父子は貴君の画を三十軸以上も

得たとか。私にもそれと同じくらいはありましてもきっと望み過ぎではありませんでしょうに。…… 

【補足】［（1）文
ぶん

同
どう

が竹を好み、よく画に描いていたことは前に見ていて、偃
えん

竹
ちく

［伏
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せた竹］は得意の画題であった。（2）蒲
ほ

宗
そう

孟
もう

［字
あざな

は伝
でん

正
せい

］の名は作品番号04-2-049で

見ていて、このころは都で官職に就いていた。石
せき

康
こう

伯
はく

［字は幼
よう

安
あん

］は、蘇
そ

洵
じゅん

の友人で

あった石
せき

昌
しょう

言
げん

の子で、作品番号 05-3-009に記した通り、蘇軾の長男の蘇
そ

邁
まい

は石康伯の

娘と結婚していた。郷里の縁でつながる人々で気心の知れた仲であるから、石康伯が

三十もの画を得たのなら自分だってと蘇軾は戯れにすねてみせたのである］ 

 

■【05-4-003】与劉貢父 

【解題】蘇軾が洪水対策に奔走していたことは劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ふ

］［→作品番号05-3-

067］に宛てたこの手紙からも知ることができる。 

 

【訳文】 

先日はお手紙とともに王
お う

景
け い

純
じゅん

君の詩を頂戴しました。読んで喜びが湧き、得るところがありました。長ら

くお礼を申し上げることもせず、ひどく恥ずかしく思っております。…… 

ひとかたならない御恩によって水は退き、町は全きを得て、しばしほっと肩の荷が下りた気がしました。し

かし、次の稔りが果たしてどうなるのか心配であります。曹
そ う

村
そ ん

口
こ う

で黄
こ う

河
が

を塞ぐことが議論されています

が、もう水が来ることはないと安心するわけにはまだまだいかないでしょう。 

一つの計画をお上に申し上げております。石の堤防を作ることを画に描き、必要とする銭は二万九千

五百余貫、人夫は一万五百余人、食糧は七千八百余碩
せ き

と算出した工事計画を立て、去年の十

月のうちに朝廷に使者を出しました。十二月までに認めていただければ、技術者等を集め、物資を調

達し、一月の初めに着手し、四五カ月間で完了する予定でありました。費用はかなりかかりますが、こ

れが万全の策で、百年の利があります。いますでに春になっていますが、杳
よ う

として御返事がなく、日に

日に期限が迫り、人や物を集めるのが困難になってきています。…… 

今はまた別の計画を立てています。木で堤防を作ることで、工費を半減でき、人夫は六千七百余
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人、食糧は四千三百余碩、銭は一万四千余貫ですみます。恒久的な安全を図るものではありませ

んが、ある程度の歳月は支えることができるでしょう。その間に黄河がもとの河道に戻るのを待つので

す。もしもこの計画も実行できないのならば、吾が州の憂いはどれほどであるのか量ることもできませ

ん。……［以下、この計画が実現するよう、劉攽とその甥の劉
り ゅ う

奉
ほ う

世
せ い

の助力を願うと記される］…… 

私は土木や水利について詳しい者ではありません。職務に迫られ、やむを得ず計画を立てたまでで、

いつも自ら笑っています。もしも朝廷がもっと立派な官員を選んで、私に代わってこの州に利を興し、害

を除いてくれるのなら、この州にとって幸いでありましょう。しかし、それを自ら要望しないのは、この困難か

ら避けようとしていると思われてしまうのを嫌うからです。言うだけなら軽くできますが、信を取るのは難しい

ものです。この町の人々を魚の餌として棄ててしまうのが忍び難い一心であります。いまの朝廷におい

て私が訴えられるのはただ劉攽君との友情があるだけで、きっと力を貸してくださると思っています。私の

計画の可否を見ていただくために、詳しく書いたものを付します。…… 

【補足】［（1）冒頭に挙がっている王
おう

景
けい

純
じゅん

［字
あざな

は仲
ちゅう

素
そ

］の名は作品番号05-3-049で見

ている。（2）土木や水利について詳しくないと記しているが、実際にはその方面のセ

ンスが当時の官僚の中で群を抜いていたのは間違いないだろう。（3）朝廷は、結局、

木造の堤防を作る案を認め、閏正月に着手して、夏までに完成している］ 

 

■【05-4-004】送李公恕赴闕 

【解題】李
り

察
さつ

［字
あざな

は公
こう

恕
じょ

］が都に行くことになり、その送別の詩を詠んだ。李察は京
けい

東
とう

西
せい

路
ろ

の役人として徐
じょ

州に赴任していた。なお、細かいことではあるが、この年の初

めから徐州は京東西路に属するよう変更になった。 

 

【訳文】 

貴君の才は玉
ぎ ょ く

をも切断する刀、 
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見るだけでぶるっと震えて毛がぴんと逆立つ。 

貴君が願うのは、 

昔の壮士のように民を苦しめる化け物を斬り殺すこと、 

貴君が願わないのは、 

当世の色男のようにちゃらちゃらした錦の帯をまとうこと。 

貴君はその才に反して志を展
の

ばすことができなくて、 

小役人たちと一緒に事務処理に疲れるばかりだった。 

忽然と貴君の眉の上に黄色い気
き

が現れたのは、 

まこと喜びのしるし、 

お上はようやくこの英俊を身近に置こうとお考えになったのである。 

朝廷において貴君が立って話すだけで左右の者は顔色を変え、 

たった一語で、千言のつまらない無駄な言論を破ってしまうだろう。 

私はこのごろはお上の命令によって東
と う

武
ぶ

［徐
じ ょ

州］にいるのだが、 

万事を抛り出してひたすら遊び呆けている。 

塀や壁を取り払って内外の風通しをよくして、 

騎
き

曹
そ う

だか馬
ば

曹
そ う

だか、肩書なんぞは無頓着に呼び合っている。 

貴君はそのような私を見ても問いただすことをしないで、 

かえって、蟹を手に一緒に飲んでくれる。 

酒酣
たけなわ

にして足を投げ出し、 

周囲を驚かすほどの大声を上げ、 

俗人を嘲笑する語を交えた詩を吟じる。 

世間のつまらない連中はあれこれ禁忌
タ ブ ー

を設けるのだが、 

貴君だけは私をそのまま容
い

れてくれる真の賢
け ん

豪
ご う

である。 
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別れに際して私にいうには、 

「君のために汶
ぶ ん

水
す い

を臨むあたりにでも田を買ってやろうか。 

 そこで雑草退治に励んだらよいだろう。 

 塵まみれの世間にいつまでもいて、 

 人に対してへいこら頭を下げてばかりで、 

 老いさらばえる気はないのだろうから」 

 

■【05-4-005】張寺丞益斎 

【解題】大恩人の張
ちょう

方
ほう

平
へい

［→作品番号 05-3-024］の息子の張
ちょう

恕
じょ

が書斎を作って「益
えき

斎
さい

」

と名付けた。それに寄せた詩。「益」は『論
ろん

語
ご

』にある次のような話からとったもの。

孔
こう

子
し

のもとに、客の取次ぎをする少年がいた。ある人が孔子に、「あの少年は益
えき

する

者［向上する者、進歩する者］でしょうか」と尋ねた。孔子は少年の日頃の態度を挙

げて、「あれは益する者ではなく、速
そく

成
せい

しよう［すぐにも先輩と並ぼう］としている

者だ」と答えた。 

 

【訳文】 

張
ち ょ う

君は書斎を作り、「益
え き

」をもってその名とした。 

私は孔
こ う

子
し

の言葉を聞いている―― 

学問において益
え き

することを求めるのは、 

学問において速成を求めることではない。 

これを譬えれば、 

遠く旅する者が、昼も夜も少しずつ進もうとするようなもの。 

旅人はその積み重ねによって、 
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今年は遥か北に行き、来年は遥か南に走り、 

東に大海を見極め、西に大河を渉
わ た

る。 

旅から帰って戸を閉ざして部屋の内に座ると、 

旅した八方はすべて軒端の庭の内にあるようになる。 

また譬えれば、 

医を学ぶ者が、病
やまい

を識
し

るために徹底してたくさんの経験を積むようなもの。 

天の六種の気
き

が乱れると人に六種の疾
やまい

が生じ、 

六気の不足と充実は人の脈に表れ、 

六気の静と躁
そ う

は人の情に表れ、 

六気の栄と枯は人の顔色に表れ、 

そして寿命の長短は人の体に表れる。 

そのようなことを、千人の病人を見て知るならば、 

離れて見ただけでも、人の死生がわかるようになる。 

学問を修めるには、日に日に益するよう努めなければならない―― 

このことは自分でよくよく考えて実行すべきことである。 

逆に、道
み ち

を修める者は、日に日に失っていくことを貴ぶ―― 

それは知識はすでに十分にあって、 

次には根本に立ち返って行かなければならないからである。 

私が願うのは、この詩を書いて、貴君の益
え き

斎
さ い

に掲げてくれること。 

【補足】［学問を修めるには、少しずつ向上、進歩してくことが大切であるというこ

とは、蘇軾はこれまでにもしばしば述べている。この詩でおもしろいのは、道
みち

を修め

る［自然界の法則ならびに人間界の道徳と自己とが一体化して、それを意識すること

なく振る舞えるようになる］には、むしろ一度得た知見を捨て去るようなことが必要
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になると言っていることだ。漸進的理解と直観的理解の両者が大切なのだろう］ 

 

■【05-4-006】春菜 

【解題】春の野菜について詠んだ詩。 

 

【訳文】 

春になると、 

冬に一度は枯れた蕪
かぶら

の根から葉が出たり、 

韭
に ら

の芽が蕨
わらび

そっくりのかたちで土を持ち上げたりする。 

薺
なずな

を蒸してよく肥えた白魚に添え、 

蓬
よもぎ

を砕いて入れた小麦餅をつるんと食べると、 

昨日の酒はすっかり醒め、春の眠気も飛んでしまう。 

ちょいと畦のあたりを歩いてみると、 

香りのよい花、茵
い ん

陳
ち ん

、甘
か ん

菊
ぎ く

、あれやこれやがあり、 

それらを細かくして堆
うずたか

く盤に盛り上げて春のサラダにする。 

それでも、この地の寒さはまだまだ終わらず、 

雪の季節に備えておいた赤い根菜は鉄
て つ

甲
かぶと

のように硬い。 

思えば、我が故郷の蜀
し ょ く

の地に、たくさんの冬野菜があるのには到底及ばない。 

蜀の地では、寒さの中でもどんどん芽を出し、 

菊は秋から枯れないままほったらかしでよいし、 

筍
たけのこ

は出てくるし、江
こ う

豚
と ん

は旨い―― 

思い出すともう居ても立ってもいられない。 

来年はきっともう官職を投げ捨てて帰るべきだ。 
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髪が抜けるのはまだしも、歯がぐらぐらになってからでは遅すぎるのだ。 

 

■【05-4-007】祭老泉焚黄文 

【解題】父の蘇
そ

洵
じゅん

の墓前に捧げ、そこで焚くために書いた文章。燃やすのは冥界に届

けるためで、黄色い紙に書いたので、「黄
こう

文
ぶん

を焚く」というのである。題にある老
ろう

泉
せん

は蘇洵の号。 

 

【訳文】 

熙
き

寧
ね い

七年と十年に、お上は二度にわたって南
な ん

郊
こ う

［都の南に出て天を祀る重要な儀式］を行われ、先

に亡くなった功臣にも遍く恩沢を施された。我が先
せ ん

君
く ん

［蘇
そ

洵
じゅん

］には、太
た い

常
じ ょ う

博
は く

士
し

の称号を、重ねて都
と

官
か ん

員
い ん

外
が い

郎
ろ う

の称号も贈ってくださった。息子の軾と轍はただちに墓前に走り、お上の御恩をお伝えすべきで

あるのだが、お上の御用を勤める身としては敢えて私事を申し上げることができない。そこで、謹んで人

を派遣して、黄
こ う

文
ぶ ん

二軸を届け、中外の親しい者を集め、日を選んで焚いて納めるものである。西を望

んで涙を限りなく流す。 

【補足】［熙
き

寧
ねい

十年とはこの前の年である。故郷に帰る見通しが立たないので、使い

の者を送ったのである］ 

 

■【05-4-008】送鄭戸曹 

【解題】彭
ほう

城
じょう

県の人、鄭
てい

僅
きん

［字
あざな

は彦
げん

能
のう

］が職を得て北
ほく

京
けい

大
だい

名
めい

府に行くことになった

のを見送った詩。 

 

【訳文】 

私はかつて杭
こ う

州の湖と山を遍く巡り、 
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知らず知らずに我が詩文は新鮮な香りを帯びるようになった。 

しかし、いま私に従うのは疲れた僮僕と痩せた馬だけである。 

狭い路地奥に住まう貴君以上の賢人はここにはいない。 

漢
か ん

の時代の鄭
て い

太
た い

は広い土地を持っていたけれど、 

賢豪と交わるのを好むあまり、いつも食べる物にも事欠くありさまだった。 

唐
と う

の時代の鄭
て い

虔
け ん

はやはり客人を好むあまり、家には敷物さえもなかった。 

貴君も鄭姓の一人として同じように振る舞うことだろう。 

貴君は、これから花が咲こうという時節に西に行く。 

春風がここに美しい花を開かせても、 

それは誰に見てもらえばよいのだろうか。 

 

■【05-4-009】読孟郊詩二首 

【解題】唐
とう

の時代の孟
もう

郊
こう

の詩を読んでの感想。孟郊は韓
かん

愈
ゆ

の弟子で、先に蘇軾は、

「元
げん

軽
けい

白
はく

俗
ぞく

郊
こう

寒
かん

島
とう

瘦
そう

」と、その詩の特徴を「寒」の一文字で表していた［→作品番号

05-3-006］。 

 

【訳文】 

 其の一 

夜に孟
も う

郊
こ う

の詩を読む。 

牛の毛先のような細かな字を、 

燈火の光に目をちかちかさせながら、読み進めてゆくと、 

時によいところに遭う。 

荒れた土地から芳
かぐわ

しい花が抜きんでてきたかのように、 
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噛みしめるべき語句が我が詩心を騒がせる。 

とはいえ、その詩は、 

澄んだ水がごうごうと岩場を流れ下って、 

その激しさは篙
さ お

を受け入れようとはしないようなもの、 

あるいは、骨だらけの魚か小さな蟹を煮たようなものか。 

師匠の韓
か ん

愈
ゆ

には到底及ばず、 

賈
か

島
と う

と弟子同士で競うのでちょうどよい。 

人生は朝の露のようにはかなく消えてしまうもの、 

あるいは、火が油を費やしつつ燃えているようなもの、 

その貴重な時間に、 

何も両耳でこの寒さにむせぶ虫の声をわざわざ聴くまでもないだろう。 

しばし詩集を脇に置いて、 

玉の色をした濁り酒を傾ける方がよほどよいのだ。 

【補足】［蘇軾は孟
もう

郊
こう

の詩にあまり感心しなかったようだ。「元
げん

軽
けい

白
はく

俗
ぞく

郊
こう

寒
かん

島
とう

瘦
そう

」と4

人をまとめて評したのだが、詩人としての著名度でいうと、元
げん

稹
しん

はBランク、白
はく

居
きょ

易
い

はAランク、孟
もう

郊
こう

と賈
か

島
とう

はＣランクといったところであろうか］ 

 

 其の二 

私は孟郊の詩を嫌っていながら、 

自分では孟郊とそっくりの語を放ちもする。 

腸は空っぽになると自ずと鳴くものであるし、 

壁の中の空洞では腹を空かせた鼠が必ず走り回ることになっている。 

詩は肺
は い

腑
ふ

［身と心］から出てきてしまうものであって、 
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詩が出ると肺腑はさらにまた愁うのだ。 

黄
こ う

河
が

には己の身から膏
あぶら

を出して、それによって煮られる魚がいるというが、 

詩を詠むというのはまさにそのようなものであろう。 

「銅
ど う

斗
と

」の語から始まる孟郊の送別の詩は愛すべきで、 

俗っぽいようでかえって古
いにしえ

に近いものがある。 

……［以下、孟郊の詩を踏まえた八句が続く］…… 

孟郊のこの曲を歌うとき、 

私は長く旅にあることに感じ入るのである。 

 

■【05-4-010】訪張山人得山中字二首 

【解題】雲
うん

竜
りゅう

山
ざん

の張
ちょう

天
てん

驥
き

［字
あざな

は聖
せい

塗
と

］［→作品番号 05-3-047］を訪ねた詩。「山」と

「中」の字を韻に用いて作った。 

 

 其の一 

大水によって貴君の家は流され、 

水が引いて魚たちがいなくなるとともに、 

貴君が還ってきたので、 

猿や鶴が喜んだ。 

貴君の旧居は岡の外にあったが、 

貴君の新居は山の中腹にある。 

鹿はすでに貴君の足音に馴れ、 

雑多な茂みの中から桂の木が伸び出してきている。 

門前の路はきれいに掃除され、 
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そこを辿る私もまた山を愛する人間の一人である。 

 

 其の二 

万木に鎖された雲
う ん

竜
り ゅ う

山
ざ ん

は、 

天が貴君に与えたようなもの。 

山の前後の路に人は迷い、山の東西にだけ人家がある。 

春の雪の後に薺
なずな

や麦が成長し、 

夕暮れの風に桜桃
ゆ す ら う め

の花が落ちる。 

町に戻ってきてみると、 

はっきりとした記憶が残っていないのは、 

帰路は酔っての眠りの中にあったからだろう。 

 

■【05-4-011】送孔郎中赴陜郊 

【解題】密
みつ

州知事であった孔
こう

宗
そう

翰
かん

［字
あざな

は周
しゅう

翰
かん

］［→作品番号05-3-074］が陜
せん

州知事と

して新たな任地に赴くことになり、旅の途中に徐
じょ

州に立ち寄ったので、この送別の詩

を作った。 

 

【訳文】 

杜
と

甫
ほ

は陜
せ ん

州に行く人を見送ったときに、 

その地の風光を、強風が顔に撃ち、黄色い沙が走ると歌った。 

二
に

崤
こ う

山
ざ ん

や函
か ん

谷
こ く

関
か ん

を越えてそちらに行くと、 

むしろ世間の塵や垢から脱した気分となるであろう。 

新たな知事殿が徐
じ ょ

州のあたりから来ると聞いて、 
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河
か

潼
ど う

でも関
か ん

右
ゆ う

でも大評判となって、 

十里ごとの駅亭では歓迎する鼓
こ

角
か く

の音が響き、 

川も花も柳も面目を新たにして明るく輝いて待つであろう。 

陜州に着いた貴君は、 

欄干に倚
よ

って北に臨んで黄
こ う

河
が

の激流を眺め、 

南に望んであの青い山は峴
け ん

山
ざ ん

かと見るであろう。 

春の風に、谷は錦を織り為す光景を見せ、 

緑の水に、川には葡萄の酒が波打つかのようであろう。 

貴君が赴任してからは訴訟事もなくなり、 

しばしば酒樽を開くしか用もなくなり、 

客人が大勢押し寄せるだろうけれど、 

妙なことを言わないよう、口は堅く閉ざししておくべきであろう。 

 

■【05-4-012】虔州八境図八首並引 

【解題】孔
こう

宗
そう

翰
かん

［字
あざな

は周
しゅう

翰
かん

］はかつて虔
けん

州の知事だったことがあり、その折に虔州

［南
なん

康
こう

］の8カ所の風景を描いた『南
なん

康
こう

八
はち

境
きょう

図
ず

』を作った。それを蘇軾に見せて、詩

を添えてほしいと頼み、それに応じて8首の詩を作った。虔州は遠く南方の地で、蘇

軾はむろんまだ行ったことがなく、画から想像をふくらませて詠んだのである。遥か

後になって蘇軾も実際に虔州に行くことになるので、ここでは序文だけを読んでお

き、詩は第11章で見ることにしよう。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序文］ 
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『南
な ん

康
こ う

八
は ち

境
き ょ う

図
ず

』は知事の孔
こ う

宗
そ う

翰
か ん

の作である。孔宗翰は町を石で固め、その上に建つ高い建物から

見えるありさまを図にした。東に七
し ち

閩
び ん

の地を望み、南に五
ご

嶺
れ い

の山々を望む。山が高く低く連なるのが覧
み

え、章
し ょ う

水
す い

、貢
こ う

水
す い

の奔流を下に覗く。雲
う ん

煙
え ん

 出
しゅつ

没
ぼ つ

し、草
そ う

木
も く

 蕃
は ん

麗
れ い

し、邑
ゆ う

屋
お く

 相
あ

い望み、雞
け い

犬
け ん

の声 相い聞

ゆ。この図を観るなら、茫
ぼ う

然
ぜ ん

として思い、粲
さ ん

然
ぜ ん

として笑い、嘅
が い

然
ぜ ん

として嘆息するのである。 

ここで私はいう。 

「この画は南康の『一
い ち

境
き ょ う

』ではなかろうか。何をもって『八』とするのか」 

私が答える。 

「観えるものが自ずと異なってくるのである。君が太陽を見る。朝には槃
たらい

と観えて、昼には珠
た ま

と観えて、

夕べには破れた璧
た ま

と観える。これをもって三つの太陽があると君はいうのかな。かの南康に『八境』が

あるとするのは、寒暑、朝夕、雨
う

暘
よ う

、晦
か い

冥
め い

によって異なるのをもってするのではなかろうか。あるいは、坐
ざ

作
さ

、行
こ う

立
り つ

、哀楽、喜怒の変化によって、目に入ってくるものが吾が心に感じさせるものが変わるであろう。

そうなると、それは『八』どころではなくなってとても数えきれない。『八』が『一』から出るのがわかったならば、

この世界の外にあるとされる詼
か い

詭
き

譎
け つ

怪
か い

の事柄、『禹
う

貢
こ う

』に記されていること、鄒
す う

衍
え ん

が語ったこと、司
し

馬
ば

相
そ う

如
じ ょ

が賦したこと、およそ千万にもなろうというこもごものことも、もとはといえば『一』であると知れるのであ

る」 

後世の君子はこの『南康八境図』を見てきっと感じるものがあるだろう。 

八章の詩を作って、図の上に題する。 

 

■【05-4-013】禱霊慧塔文、告賜霊慧諡号塔文 

【解題】徐
じょ

州が水害から脱することができたのは、人々の力だけでなく皇帝の恩や神

仏の助けもあったからだというのが、蘇軾も含めた当時の人々の認識であった。唐
とう

の

終わりに真
しん

寂
じゃく

大
だい

師
し

という僧が戦乱から逃れて徐州にきて、人々の信仰を集め乾
かん

明
めい

寺
じ

を

開いた。洪水の最中に、蘇軾は人々とともに乾明寺の霊塔に詣で、水害から救い出し
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てほしいと真寂大師に祈っていた。そのことに関連する文章を見ておこう。 

 

【訳文】 

禱
と う

霊
れ い

慧
え

塔
と う

文
ぶ ん

 其の一 

武
ぶ

寧
ね い

軍
ぐ ん

［徐
じ ょ

州］は、黄
こ う

河
が

が決壊して水が溢れ、それが淮
わ い

水
す い

、泗
し

水
す い

に流入して、いまや町を囲んで水

が浸
ひ た

し、月を越えても退こうとしません。一州の人々は真
し ん

寂
じ ゃ く

大
だ い

師
し

の化身である霊塔に誠を捧げてお祈

りいたします。慈悲を垂れ、護持を賜って、陰雲を駆除し、積もった水を導き流してくださいますように。もし

も十日のうちに水が引き、町が全
まった

きを得ましたならば、必ず霊異の迹
あ と

を記して朝廷に具申し、諡
し

号
ご う

を加

えてくださるようにお願いをいたします。かくてこの地の者は永遠に帰依いたすでありましょう。 

 

禱霊慧塔文 其の二 

……いま兵士や人夫数千人が水没から免れるための工事を進め、ようやく完了しようとしています。し

かし、止まずに降り続く雨は人力ではどうすることもできません。町の中にも水がみなぎり、至る所から水

が漏れて入ってきています。人々は病を患い、敢えてまたお祈りする次第にございます。…… 

【補足】［二度にわたる祈りを真
しん

寂
じゃく

大
だい

師
し

は聞き入れてくれたのか、洪水は引いたのだ

が、水害の後には疫病が広がり、また冬になっても雪が降らなかったので、蘇軾はま

たしても人々を救ってくださいと乾
かん

明
めい

寺
じ

で祈った。こうして民の祈りにその都度霊験

を示してくれたことから、最初に蘇軾が約束した通りに、朝廷より諡
し

号
ごう

を贈るよう願

い出て、翌年の春に認可された］ 

 

告
こ く

賜
し

霊
れ い

慧
え

諡
し

号
ご う

塔
と う

文
ぶ ん

 

徐州に勅令が届き、本州乾明寺の真寂大師に特に霊
れ い

慧
え

大
だ い

師
し

の号を追
つ い

賜
し

し、塔の名を霊慧之塔

とするようにとあります。至人は無心をもってこの地に縁を結ばれ、ここに妙法が常住し、時によって顕れ
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たり隠れたりしてきました。それは我等凡庸の者の量り知るところではありませんが、霊慧大師の仏慈を

長くここに付してくださるよう深く願うものであります。 

霊慧大師はもとは淮
わ い

南
な ん

の地に現れ、千里を越えてこの地に来られ、唐
と う

の世に涅
ね

槃
は ん

に入られ、五代に

わたって号を改められ、いま詔書を奉じて諡号を一新いたします。……慧智をさらに開かれることを願っ

て我等は倦むことなく祈りを続けます。水害、干害が萌す前に消して、もって聖明［皇帝］の意
こころ

に適うよ

うにしてくださいますように。 

 

■【05-4-014】与梁左蔵会飲傅国博家 

【解題】梁
りょう

交
こう

とともに傅
ふ

裼
せき

［字
あざな

は子
し

美
び

］の家で会飲したときの詩。梁交の名は作品

番号05-3-057で見ている。傅裼は徐
じょ

州の副知事である。 

 

【訳文】 

梁
り ょ う

君は自ら檄文を書いて賊を破るような文武両道の武人で、 

詩を説いても、剣を説いても、天下第一である。 

彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］の老知事に学問があるとされるのはただの虚名で、 

字は識
し

るのは自分の姓名が書ければ十分だといった項
こ う

籍
せ き

をわずかに上回るだけだ。 

副知事殿は風流な貴公子、 

笙
ふ え

を吹くかと思えば、いつも鋒を手元で温めていて、 

朝には紅い旗を押し立てて猛士とともに勇んだかと思うと、 

夕暮れには翠の帷
とばり

から佳人が出て歌うのを聞くのである。 

私は副知事殿の座敷で酔って眠ってしまい、 

呼んでも起きないでいるうちに、 

鳥の鳴き声とともに花が落ちて春も終わってしまった。 
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私の耳元で笛を長く吹いても、その鋭い音にさえ私は起きないでいて、 

かえって階段の前の石が裂けてしまった。 

 

■【05-4-015】徐州蓮華漏銘、并叙 

【解題】上の詩で傅
ふ

裼
せき

のことを「貴公子」と呼んでいたのは、かつて朝廷の要職にあ

った燕
えん

粛
しゅく

の曽孫であるからだ。燕粛には発明の才があり、特に蓮
れん

華
げ

漏
ろう

という名の精密

な水時計を製作したことで知られ、中国の技術史において必ずその名が挙げられる人

物である。蘇軾は傅裼に頼まれて蓮華漏の銘を作った。ここではその序文だけを見て

おこう。 

 

【訳文】 

叙 

もとの竜
り ゅ う

図
ず

閣
か く

直
ち ょ く

学
が く

礼
れ い

部
ぶ

侍
じ

郎
ろ う

の燕
え ん

肅
し ゅ く

公
こ う

は、器物を創作する智恵で天下にその名が知られた。蓮
れ ん

華
げ

漏
ろ う

を作り、その精密さに世人は感服した。公が事に臨んだときには、必ずそれを為し遂げた。今でも各

地の州郡には蓮華漏があり、巧みな者であっても、それを改良することはできない。ところが、徐州では

盲人の衛
え い

樸
ぼ く

［宋
そ う

代の数学者］が作った時計を使っている。衛樸は己の意に任せて時計の設計を変

え、蓮華のように並べた壺はあるのだが時を指す箭
や

はない。衛樸は盲目であったので、天下の人々

が視るということに気を使わなかったのである。その時計を守る者は、壺に水が満ちたのを見てから、水

を流し落とし、改めて水を注ぐのである。その不便さを人は皆笑っている。 

国子博士の傅
ふ

裼
せ き

君は公の外曽孫で、蓮華漏の作成法に詳しく、徐州の副知事となったので、徐州

の時計を改めて作り、私にその銘を作るよう請うた。 

【補足】［衛
えい

樸
ぼく

の時計がどのような仕組みであったのかはわからないが、ユニバーサ

ルデザインなど思いつきもしない時代のことであるから、多くの人にとって不便なと
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ころがあるということでその価値が低く見られてしまうのはやむえないところであっ

たのだろう。蘇軾の好んだ『荘
そう

子
じ

』には障害があるが故に真の己を全うできるという

寓話が幾つもあるのだが］ 

 

■【05-4-016】寒食日答李公択三絶次韻 

【解題】斉
せい

州知事であった李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］［→作品番号 05-3-003］が寿
じゅ

春
しゅん

に異動に

なり、南に旅する途中で徐州を訪れた。3 月の寒
かん

食
しょく

の節句に李常が詠んだ絶句に答え

た。 

 

【訳文】 

 其の一 

昔から蘇
そ

と李
り

はペアとしてよく並べられ、 

李君をここにお迎えするのは嬉しい限りではあるけれど、 

斉
せ い

州に比べて徐
じ ょ

州が小さく田舎臭いと笑われてしまうのを恐れる。 

李君の詩は空に懸る滝のようで、私の目はただくらむばかり。 

私の詩も滝の勢いがあると李君はいってくれはするが、 

それは人を欺いた言葉で、 

せいぜいちょろちょろ流れる程度である。 

【補足】［漢
かん

の武将の蘇
そ

武
ぶ

と李
り

陵
りょう

、唐
とう

の文人蘇
そ

味
み

道
どう

と李
り

嶠
きょう

など、「蘇
そ

李
り

」と並び称さ

られる例は多い］ 

 

 其の二 

書類に埋もれ、時の太鼓に急かされ、 
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春が来たのも知らずにいた。 

貴君に促されなかったならば、 

詩句の一つを作ることもなかっただろう。 

昔、龐
ほ う

徳
と く

公
こ う

が寒
か ん

食
し ょ く

の日に墓参から帰ってくると、 

親しい友が家に上がって食事を用意して待っていた。 

どちらが主人でどちらが客人であったのか、 

貴君と私もそれに似た仲である。 

【補足】［龐
ほう

徳
とく

公
こう

は、世に出る前の諸
しょ

葛
かつ

孔
こう

明
めい

とも交流があった有名な隠者で、これま

でにも何度かその名を見ている］ 

 

 其の三 

私は町を巡って工事の督促に歩き回り、 

塵
じ ん

埃
あ い

が目に入りくるのに苦しめられつつ、 

鞭を執って怠ける者を打たなければならない。 

忙しさの余り着替えることもままならないので虱が湧いてしまう。 

李
り

君がきて久しぶりに衣を改めた。 

手を携えて黄色い蓮の花を見ようと、 

いま病んだ眼を見開こうとする。 

 

■【05-4-017】約公択飲是日大風 

【解題】李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］は硬派の人物であるが、生まれて間もない子の誕生祝い

の詩［→作品番号 04-3-076］で見たような冗談も通じ合う気の置けない仲であった。

李常は徐
じょ

州にしばらく滞在し、その間にたくさんに詩を詠み合っている。これは、飲
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む約束をしたものの、当日になって風が強く吹いたために果たせなかったという詩。

詩の冒頭に、李常が若いころに廬
ろ

山
ざん

の僧坊に篭って勉強したことが歌われているが、

そのことは作品番号05-2-036ですでに見ている。 

 

【訳文】 

李
り

先生は廬
ろ

山
ざ ん

で成長し、山中で書物を読むこと三十年に及んだ。 

孔
こ う

子
し

の弟子の顏
が ん

淵
え ん

を範とし、水を飲んで学問に励んだと聞く。 

李先生が、治めるのが難しい土地にばかりに行くのは、 

自分から好んでしているわけではない。 

盗賊どもが悪い役人と結託して、取り締まりにきた者に復讐するようなことは、 

李先生は絶対に許せないので、 

斉
せ い

州に赴任するや、不良の役人どもを震え上がらせ、 

半年間に七百人もの盗賊を捕えた。 

それを見るなら、 

李先生が家に九千巻もの蔵書がある文人であるとは誰も信じないだろう。 

盗賊を一掃すると、春から秋は何事もなくなり、 

時折は豪快かつ艶やかに歌舞の宴を催したりして過ごした。 

冬に私が旅人となって行くと、 

李先生は銭を惜しまずに歓待してくれた。 

斉州の人々は李先生を慕い、 

今回、李先生が斉州から離れたときには、 

子供等が道に泣いて行く手を遮ろうとしたという。 

私は、恥ずかしいことに、この山がちの土地にただいるだけで、 
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あまりに貧乏なので、兵士にも役人にも笑われている始末。 

李先生を迎えて、何とかして酒を御馳走しよう…… 

こんなものしかないのかとがっかりさせまい…… 

官妓にきてくれるよう約束を取ったり…… 

それなりに着飾って歓待しようとしたり…… 

夜も眠らずに準備した。 

詩を作って、今日の酒宴はやめにしようと断りに行かせたのは、 

どうせ出費を渋ったのだろうと、笑うようなことだけは決してしないでほしい。 

明け方から風が強く吹いて、土埃で空が真っ暗になってしまったからなのだ。 

酒宴を中止にして、どうも気が縮まって仕方がない。 

思えば、昔、天下第一といわれた牛を豪気にも賭け事の的にした人がいたというけれど、 

李先生ならそういう大胆なことをして、このもやもやをすっきりさせてくれるであろう。 

【補足】［その後、李
り

常
じょう

との約束を果たした宴席で詠んだ詩があるが、座興の作であ

るので、ここでは割愛する］ 

 

■【05-4-018】夜飲次韻畢推官 

【解題】畢
ひつ

仲
ちゅう

孫
そん

［字
あざな

は景
けい

儒
じゅ

］と夜に飲み、畢仲孫の詩に次韻した。畢仲孫は徐
じょ

州の

役人。 

 

【訳文】 

簿書の深い叢
くさむら

のなかで過ごすうちに、 

春の風はどこかへと過ぎ去ってしまった。 

時には酒と出会うことくらいはあってもよかろうと、 
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燭台の紅い光が照らす庭を眺めつつ飲んでいると、 

いつしか暁を催す鶏の声が高らかに響き、 

それに応じて馬が勇んで嘶き始める。 

老いると「金
き ん

釵
さ

の興
き ょ う

」［女性への関心］は減じるらしいが、 

畢
ひ つ

仲
ちゅう

孫
そ ん

君は酔って後にもみごとな筆を揮って人を驚かせる。 

酒宴というものは、 

月が上らないうちに早 と々散会するのがよろしいのだろう、 

夜が更けると知事殿はどこかで眠りの深い谷間に落ちてしまって、 

役所の従者たちが探さなければならなくなってしまうだろうから。 

【補足】［畢
ひつ

仲
ちゅう

孫
そん

は書が巧みであったと蘇軾自身が注記している］ 

 

■【05-4-019】与文与可 

【解題】親友の文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］［→作品番号05-4-002］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

……水害の後で、年を越えて労役に従事し、いままだ黄
こ う

河
が

の決壊箇所は塞がれていないと聞き、は

てさて何時になったらおさまりますのやら。文
ぶ ん

彦
げ ん

博
は く

公
こ う

の詩に和した作品を寄せてくださり、みごとな出来

栄えに驚き、それに継いで作ったみたいと思いながらも、私にはほとんど無理でありましょう。お会いする

縁はまだありませんが、万万自重されますように。……三月二十六日。 

【補足】［文
ぶん

彦
げん

博
はく

の詩とは超
ちょう

然
ぜん

台
だい

を詠んだ作品のことである［→作品番号05-2-017］］ 

 

■【05-4-020】芙蓉城并叙 

【解題】王
おう

迴
けい

［字
あざな

は子
し

高
こう

］は、さしずめ宋
そう

代
だい

のほら吹き男爵で、違いがあるとした
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ら、蘇軾を始めとしてその話を聞いた人が、かなりの程度で真実であると受け止めた

ことであろう。これは王迴の語った不思議な旅行を詩に詠んだもの。原詩は含蓄のあ

る難しい語句を並べているが、ほら話だとしか思うことのできない訳者としては苦労

して真面目な訳文を作る気が起こらないので、ごくいい加減なふざけた日本語に直し

ておく。 

 

【訳文】 

叙 

世間では王
お う

迥
か い

が仙女の周
し ゅ う

瑤
よ う

英
え い

とともに仙界の芙
ふ

蓉
よ う

城
じ ょ う

に遊んだと伝えている。元
げ ん

豊
ぽ う

元年三月、私は

初めて王迥に会ったので、それについて問うと、その通りだという。そこでこの詩を作った。この詩は、仙

界のあることの意味を追求して、何が正しいかを明らかにしようとするものである。不思議な話でも礼法

に適う助けになることもあるであろう。 

 

芙蓉城の中は花がどっさり、 

その主人は誰かと申しますと、 

皆様ご存知の石
せ き

先生か丁
て い

先生か。 

石先生は死んだ後に友人の夢に出て、 

「わしはいま芙
ふ

蓉
よ う

城
じ ょ う

おるのだが、遊びにこないかい」 

と、いったのですが、 

何とその友人は断ってしまったとか、 

石先生はぷりぷり怒って帰ってしまわれたのでありました。 

丁先生はある朝道を歩いておりますと、 

美しい女性ばかりを乗せた馬の群れがきて、 
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さっと連れ去られてしまったのでありました。 

町の人が、最後に行く女に尋ねますと、 

「丁先生を芙蓉城の館主としてお迎えするのです」 

と、答えたとか。 

芙蓉城のあたりの様子を申し上げますと、 

雲が巻き、霞がたなびくその中に、 

珠の簾に玉の机に翡翠の屏風、 

そこに千人の美しい女性たち、 

とりわけ青く長い眉、きらり輝く雲か、淡くまたたく星か、 

このお方こそは周
し ゅ う

瑤
よ う

英
え い

さま、 

三つの世を往来して、 

つまらない人間の形になってしまったときに、 

うっかり『黄
こ う

庭
て い

経
き ょ う

』を読んでしまったのが運のツキ、 

天の門が夜に開いて周瑤英さまの霊は虚空を飛びまして、 

芙蓉城へと来られたのでありました。 

ところが、俗縁というものはなかなか尽きないものなのでありましょう、 

仙人の翠
みどり

の衣がはらりと落ちたかと思うと、 

またしでも人間界に降りてきてしまったのでございます。 

そのときちょうど王
お う

迥
け い

は、 

何を隠そうこの我が輩でありますが、 

天
て ん

帝
て い

のもとにどうにかして詣でたいものだと、 

緱
こ う

氏
し

山
ざ ん

で笙
ふ え

を吹いていたのでございます。 

そこに飄然とやってきた女性がありまして、 
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月の光のように窓よりすっと入ってきまして、 

はて誰かと思う間もなく、また去ってしまい、 

その後には、 

冷えびえとした風が幌
カーテン

に吹き付けるだけであったのでございました。 

残念、我が輩のためには仙宮の扉は開かないのかと、 

がっかりして眠りにつきますと、 

はてさてそれからは夢かまことか、 

我が輩は鳳凰の翼に乗っておりまして、 

周瑤英さまに導かれて、 

雷が走るかのようにたちまち万里を超え、 

玉の楼閣が空中に幾重にも浮かぶところへとやってきたのでありました。 

見上げる額にはいずれも天の文字が記され、 

高い楼閣をあちらからこちらへと、 

飛ぶのか歩くのか、 

芙蓉城を見て回りますと、 

静かに鈴が鳴るかのように仙宮の風が吹いてまいりまして、 

にわかに酒が醒めたかのような感じがし、 

はてさて我が輩はいまどこにいるのやら、 

周瑤英さまが丁寧に別れを告げまして、 

瓶
か め

より覆
くつがえ

り出た水は元に戻らないという通り、 

もはやここにはいられないのだと知りまして、 

羅巾
ハ ン カ チ

は涙でぐっしょりと濡れたのでございます。 

かくて芙蓉城を見てきた吾輩が思いますに、 
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春の風に花は開き、秋の風に葉はしぼみ、 

世間の栄華も鼻をふさぐべき腐った臭いでしかなく、 

人の一生は、大海の浪に漂いつつ、 

たまたま出会った浮き草にしがみついているようなもの。 

我が身の内をよくよく観て、 

本性を害虫に食われてしまわないようにすれば、 

一念のうちに三千年が過ぎるような長生も得られることでありましょう。 

 

■【05-4-021】続麗人行并引 

【解題】杜
と

甫
ほ

に『麗
れい

人
じん

行
こう

』［美しい女性の歌］という詩がある。美人を称賛したので

はなく、楊
よう

貴
き

妃
ひ

の一族が栄華を極めていることを嘆いた詩である。杜甫のその作品に

続こうとの意気込みで蘇軾はこの詩を作った。短い序文がある。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序文］ 

李
り

仲
ちゅう

謀
ぼ う

の家に、唐
と う

の周
し ゅ う

昉
ほ う

の画があり、背中を向けて欠伸をしている宮女が極めて精緻に描かれてい

る。それを見て戯れにこの詩を作った。 

 

宮中の奥深くには人影がなく、春の日がゆったりと過ぎてゆく。 

玄
げ ん

宗
そ う

皇帝が建てた沈
ち ん

香
こ う

亭
て い

の北に、百花が美しく咲いている。 

美人はいま眠りから起き上がり、髪を軽く梳
と

かして顔を洗う。 

燕が舞い、鶯が啼き、美人は独り心を傷める。 

画工は、窮まることのない美人の意
こころ

を写し取ろうとして、 
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起きたばかり、春の風に背を向けているところを画いたのだろう。 

もし首をこちらに向けて微笑んだならば、 

町の貴公子たちは風に靡くようにこの美女に魅せられるのであろうか。 

楊
よ う

貴
き

妃
ひ

が玄
げ ん

宗
そ う

皇帝の寵愛をほしいままにしていたとき、 

杜
と

甫
ほ

は飢えたさすらい人で、その眼差しは冷たく鋭かった。 

杜甫は、脚の萎えた驢馬に乗り、破れた帽子を頭に載せ、 

楊貴妃一族の、馬には金色の鞍を載せた豪華な行列の後ろに付いて行った。 

花を隔て、水をはさんで、ほんの一目だけ、美女の後ろ姿を見た。 

心は酔うばかりになって、 

人間の世界には、かの伝説の美女である西
せ い

施
し

のような女性が実際にいるのを知ったのだった。 

茅葺の小屋に帰って、『麗
れ い

人
じ ん

行
こ う

』の詩を作った。 

ああ、画の美女、杜甫の見た美女、 

それぞれに正面を向いたらどうであったろうか。 

思うに、二人はいくら美しくても、 

漢
か ん

の時代に梁
り ょ う

鴻
こ う

の妻となった孟
も う

光
こ う

には到底かなうものではない。 

孟光は世間で評判になるほどの不美人であったけれど、 

あれこれ選り好みをして嫁に行かずにいた。 

父母が訳を尋ねると、 

「梁鴻のような賢人でなければ私は夫としないのです」 

と、答えた。 

それを伝え聞いて梁鴻は娶ったのだった。 

孟光は膳を必ず眉の高さにまで持ち上げて夫に差し出し、 

春の光に背を向けて心を傷ませるようなことはしなかった。 
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【補足】［序文にある李
り

仲
ちゅう

謀
ぼう

がどのような人であるのかわからないという］ 

 

■【05-4-022】章質夫寄恵崔徽真 

【解題】上の解題で触れた杜
と

甫
ほ

の『麗
れい

人
じん

行
こう

』には、「慎莫近前丞相嗔」［慎
つつし

んで前
まえ

に近
ちか

づく莫
な

かれ 丞
じょう

相
しょう

が嗔
いか

らん］という句があって、美しい女性をもっと見たくても近づ

いたりしたら、丞相［楊
よう

貴
き

妃
ひ

の一族の楊
よう

国
こく

忠
ちゅう

］の怒りを招くであろうと詠まれてい

た。蘇軾はそれを少し変えて、「近前試看丞相嗔」［前
まえ

に近
ちか

づいて試
こころ

みに看
み

たなら丞
じょう

相
しょう

が嗔
いか

るだろう］という句を含んだこの詩を作っている。これは、章
しょう

◆
ほう

［字
あざな

は質
しつ

夫
ふ

］［◆は次の下に呆という字］［→作品番号05-4-001］が崔
さい

徽
き

という女性の肖像画を

贈ってくれたので、そのことを詠んだもの。崔徽については作品番号05-3-029で見て

いる。 

 

【訳文】 

玉
た ま

の釵
かんざし

が半ば脱
ぬ

け、 

雲のような髪が崩れて耳にまで垂れさがっている。 

崔
さ い

徽
き

は秋の水に映る芙
ふ

蓉
よ う

の花のよう、 

生きているときにはまことに辛い思いをした薄命の女性、 

いまでは君子の立派な部屋にその肖像画が飾られている。 

このような麗人が水辺にいないとは限らないが、 

近づいて見ようとしたならば、 

必ずその主人の嗔
い か

りに触れてしまうだろうから、 

画中の人の方がきっとよいのだろう。 

しかも、言葉を発することもない、 
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世間の人の言葉にはもとより真はないのだから。 

崔徽の画を贈られて、 

その人の絶望の深さに驚かされた私には、 

崔徽のために何ができるのだろうか。 

冬の寒さにも屈することなく花を咲かせる梅を讃える詩を作ればよいのか。 

でも、鉄のように強い崔徽の心は、何ものにも害われることはなかったのだ。 

 

■【05-4-023】聞李公択飲傅国博家大二首 

【解題】李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］［→作品番号05-4-017］が傅
ふ

裼
せき

［字
あざな

は子
し

美
び

］［→作品番号

05-4-014］の家で飲んで大いに酔っぱらったと聞いて蘇軾はこの詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

 其の一 

昔むかしの大酒の飲みの山
さ ん

簡
か ん

は習
し ゅ う

家
け

の園を訪ねると、 

酔ってぶっ倒れたので、 

子供等が手を打って笑ったという。 

李
り

君も、いくら何でもそこまではしなかっただろうね。 

昔むかしの大酒の飲みの淳
じゅん

于
う こ ん

は一斗を飲ませてもらって酔い、 

主人はほかの客人を帰らせてからさらに飲ませてみたところ、 

とうとう一石
せ き

を飲んでしまって大いに酔ったという。 

傅
ふ

君は、いくら何でもそこまでのもてなしはしなかっただろうね。 

【補足】［李
り

常
じょう

とはまことに気の置けない仲だったようで、第二首もまた酒に関する

故事を引いたおふざけの詩で、訳は割愛する］ 
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■【05-4-024】傅子美召公択飲、偶以病不及往、公択有詩、次韻 

【解題】上と同じときの詩。李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］が傅
ふ

裼
せき

［字
あざな

は子
し

美
び

］の家で飲んだと

きには、実は蘇軾も呼ばれていたのだが、たまたま病気のために行けなったのであ

る。そのことを詠んだ詩。 

 

【訳文】 

樊
は ん

素
そ

に阿
あ

蛮
ば ん

といえば白
は く

居
き ょ

易
い

が可愛がっていた妓女、 

傅
ふ

君がそのような女性を出して演奏させると、 

李
り

君はたちどころに詞を作って歌ってみせる。 

哀れなのはこの病人である、 

我が家の西の窓の下で 

一晩中、丹
た ん

田
で ん

のあたりを手で摩
さ す

っているのである。 

【補足】［丹
たん

田
でん

は下腹部にあると信じられていた謎の臓器で、気
き

がそこに集中し、体

内の循環を司っているとされていた。その部分をさするのは病気を治そうというので

ある］ 

 

■【05-4-025】観子美病中作、嗟嘆不足、次韻 

【解題】李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］が上の詩を見て、病を嘆くという詩を作って送ってきた

ので、それに次韻した。 

 

【訳文】 

李
り

君の嘆きとは、 
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百尺の高い松が砕けて谷の下へと落ちるときの叫びか。 

その松はといったら、 

寒さのために枝がぽっきりと折れ、 

根元が崩れて露出してしまい、 

そこに、狂ったように風が吹きつけて、 

さらにはどしゃぶりの雨…… 

 

■【05-4-026】起伏竜行并叙 

【解題】詩題は「寝ている竜を起こす歌」。どうして竜を起こすのかというと、雨を

降らせてもらいたいからだ。短い序文が付いている。 

 

【訳文】 

叙 

徐
じ ょ

州の町の東二十里に石
せ き

潭
た ん

があり、土地の父老はこのようにいっている。「潭
ふ ち

の底は泗
し

水
す い

に通じてい

ます。水の増減、清濁は泗水と呼応していて異なることがありません。時に潭には川の魚が出現しま

す」。元
げ ん

豊
ぽ う

元年の春は日照りが続き、ある人が言うには、「石潭に虎の頭を置くと雷雨を呼ぶことがで

きます」と。その説に基づいてこの詩を作る。 

 

昔むかしのこと、 

白い竹で作った千鈞
ひ ど く つ よ

い弩
ゆ み

で、 

南
な ん

山
ざ ん

にいる雪のように白い虎を射殺した。 

その虎の頭は鋭い牙を付けたままいまもどこかにあり、 

天下の虎は、皆その虎を先祖として生じたものだという。 
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都の東の地方は久しい日照りのために土が赤くひび割れし、 

この三カ月の間は、道行く人の口の中は土だらけになっている。 

碧
あ お

い石
せ き

潭
た ん

は町の東にあり、そこは神
し ん

物
ぶ つ

が蟠
わだかま

るところとして崇められている。 

上には岩が切り立った巌
い わ

穴
あ な

があり、 

下には川に応じて地底の水が通じている。 

ここには竜が棲んでいて、 

眼光は稲光となって金
き ん

蛇
だ

を走らせ、 

鼻息は雲となって煙
え ん

縷
る

を降らせるという。 

太古の時代には、竜は天帝の命令を伝えたというが、 

それからは宝玉を抱いて惰眠をむさぼっているのか。 

竜の腹にはたっぶりと雷が貯まっているはずなのに、 

竜はそれを吐き出すことなく押し黙っている。 

明日は、赤い竜と白を虎を闘わせようと人々は考えている。 

そうなれば、黄
こ う

河
が

の水が逆巻いて、豪雨となるからだ。 

しかし、私は両雄を闘わせることには気が進まない。 

ちょいとだけ竜に怒ってもらって、ひと雨降らせてもらうくらいでよいのだよ。 

 

■【05-4-027】徐州祈雨青詞 

【解題】上の詩と同じときに神にこの文を捧げて雨を祈った。 

 

【訳文】 

黄
こ う

河
が

がもとの道を失い、それによる患
わずらい

が東方へと及び、徐
じ ょ

州は下流に位置するために、他郡よりも最

も害を受けました。農地も家も水に漂い、親子はばらばらに流され、多くの者が飢えと寒さのために溝
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や坑
あ な

に落ちて命を失いました。盜賊が横行し、牢獄は罪人で溢れています。人は窮迫し、生きる計が

なく、理
ことわり

は極まり、もはや言葉もありません。望むのは、五穀が稔って、死にかけている飢えた民が救わ

れることだけであります。しかし、天は禍
わざわい

をもたらしたことをいまなお悔いないのでありましょうか。天候は大

きく乱れ、水がまだ落ちないうちから旱魃の恐れが生じたのです。冬は雪がなく、春には雨がなく、もうも

うと塵が降って、草も木も焦げたように枯れてしまいました。この春はすでに麦が稔る時期が過ぎつつあ

ります。しかし、得られるものは植えたものを償いそうにありません。稲が生長しなければ、憂いは来年に

も及んでしまいましょう。 

臣
わたくし

どもは恭しくもしきたりに従ってもろもろの神々に祈り回っておりますが、水害や干害にはきっと定まると

ころがあって、鬼神が自在に制御できるものではないのでありましょうか。ここに頭を下げ、哀れを告げま

すのは、天に悲しみを伝えて、その命
め い

を請うためであります。あるいは政事に過ちがあって、それを咎める

ために陰陽を狂わせたのでありましょうか、あるいは神に仕えることが恭しくないのを咎めるのでありましょう

か。それらの罪があるとすれば、すべては臣
わたくし

の一身にありまして、臣
わたくし

は罰を受けるのを辞するものではあ

りません。民衆は何も知りません、天の咎めは臣
わたくし

にとどまるべきであります。 

どうか雷の神に命令を下し、山や川の神々にもそれぞれ命令を下し、朝に小さな雲を湧かせ、夕べに

は千里にわたる雨を降らせてくださいますよう願うものであります。歳なかばにして穀物の熟すのを見るな

らば、人々は小康を得ることができるでありましょう。 

 

■【05-4-028】浣渓沙 

【解題】「雨に感謝するために石
せき

潭
たん

に行く途中での作」という添え書きのある詞。石

潭で祈った効果があったのか、雨が降ったので、そのお礼を告げに出かけたのである。 

 

 其の一 

照日深紅暖見魚。［夕日に深く紅く暖かく照らされて潭
ふ ち

に魚が見えています］ 
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連溪緑暗晩蔵烏。［渓に暗く緑が連なり、夕暮れの烏が隠れています］ 

黄童白叟聚睢盱。［ここに 黄
あかいかみ

の子供と 白
しろいかみ

の老人が集まって、睢盱
く り く り

と目を動かしています］ 

 

麋鹿逢人雖未慣、［鹿はまだ人と出会うのに慣れていません］ 

猿猱聞鼓不須呼。［猿は太鼓を聞くと呼ばずともやってきます］ 

帰家説与采桑姑。［鹿［老人］と猿［子供］はここで見たことを家に帰って桑を摘む女たちに話すので

す］ 

【補足】［この第1首は、石
せき

潭
たん

で蘇軾が行った儀式の様子を描写している。第2首以下

は、石潭に着くまでの間に見た村々での幾つかの光景を詠んでいる。詞は、何度か記

してきたように、宴席で男女の情を歌うものとして発展してきた。農村のありさまを

さらりとスケッチした蘇軾のこの作品は過去に類例のない画期的なものであった］ 

 

 其の二 

施抹紅妝看使君。［化粧を施した村の女性たちが知事殿を見ようと］ 

三三五五棘籬門。［三々五 、々枝で編んだ門の脇に突っ立っています］ 

相挨踏破蒨羅裙。［互いに身を乗り出し、赤い裙
スカート

を踏み合っています］ 

 

老幼扶携収麦社、［老人と幼子が手を携えて麦の神様の社へと行き］ 

烏鳶翔舞賽神村。［村の上を舞い飛ぶ烏や鳶の下で神様にお供え物をします］ 

道逢酔叟臥黄昏。［黄昏
た そ が れ

時
ど き

に道で逢うのは、酔い臥した男どもです］ 

 

 其の三 

麻葉層層檾葉光。［重なり茂る麻の葉、光り輝く檾
いちび

の葉］ 
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誰家煮繭一村香。［どこの家からなのかでしょうか、繭を煮る匂い村全体を覆っています］ 

隔籬嬌語絡糸娘。［垣根を隔てて糸を繰る娘たちがおしゃべりをしています］ 

 

垂白杖藜擡酔眼、［藜
あかざ

の杖を手にした白髪の人が酔ったような眼で見ています］ 

捋青擣麨饑腸。［その餓えた腹がほしがっているのは採れたての麦で作った麦こがしです］ 

問言豆葉幾時黄。［そしていうには、豆はいつごろ成熟するのかね、と］ 

 

 其の四 

簌簌衣布落棗花。［棗
なつめ

の花が簌簌
そ く そ く

と衣に落ちてきます］ 

村南村北響繰車。［村の南からも村の北からも、糸車の音が響いてきます］ 

牛衣古柳売黄瓜。［麻の衣をまとった瓜売りが柳の下で休んでいます］ 

 

酒困路長惟欲睡、［道の遠さに悪酔いしたかのようにひたすら眠くなり］ 

日高人渇漫思茶。［日が高く喉が渇き、ひたすらに一杯の茶だけを思います］ 

敲門試問野人家。［試しに農家の門を敲いてみましょう］ 

【補足】［これは蘇軾自身をスケッチしたものであろう］ 

 

 其の五 

軟草平莎過雨新。［雨が降ってすっかり新たになったような一面の柔らかな草 ］々 

軽沙走馬路無塵。［軽やかに馬を走らせても路には塵が立ちません］ 

何時収拾耦耕身。［人 と々一緒に耕す身にいつ私はなれるのでしょうか］ 

 

日暖桑麻光似溌、［日は暖かく、桑や麻からははじけるような光］ 
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風来蒿艾気如薫。［風は高く、蒿艾
よ も ぎ

の薫りが充満しています］ 

使君元是此中人。［知事殿は元来この風光の中の人なのです］ 

【補足】［蘇軾は、為政者側の人間として農村を見ているのではなく、もともと自分

は農村の中に暮らす人間であって、いつかはそこに回帰するのだという眼差しで見て

いる［→作品番号04-2-017］］ 

 

■【05-4-029】聞公択過雲竜張山人、輒往従之、公択有詩、戯用其韻 

【解題】李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］が雲
うん

竜
りゅう

山
さん

の張
ちょう

山
さん

人
じん

［張
ちょう

天
てん

驥
き

］［→作品番号 05-4-010］を

訪ねたと聞いてすぐに後を追い、李常が詠んだ詩に和した。 

 

【訳文】 

私はもともと心配事が多いたちなのだろう。 

昔から、肉を食べない者は顔色が悪いというけれど、 

私は肉は食べているのに、いつも顔色がさえない。 

李
り

君に会って少しでも笑い、さらに酒を楽しく飲んで力を得たいと思っていたところ、 

李君が雲
う ん

竜
り ゅ う

山
ざ ん

に行き、張
ち ょ う

山
さ ん

人
じ ん

と静かに黙って酒を飲んでいると聞いた。 

急遽、歌の上手な女性を連れて、町を飛び出たところ、 

まだ日が傾く前に着いた。 

たった一つの歓びだって力づくで得られるものではなく、 

期せずしての巡り合せというものがなければならない。 

春の終わりの花ににぎやかに蜂が集まり、 

草むらの中で雀が乱れ騒いでいる。 

張山人はこうした自然の事物の巡り合せを楽しみ、 
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いつもは誰もそばにいない静けさのうちに過ごしている。 

李君は独り憤慨することがあり、誰もわかりあえる者がいない。 

三者三様でこのような次第であるから、 

ここは皆で養生を学んで、 

天地の気
き

を我が内に納めるようにするのがよいであろう。 

 

■【05-4-030】送李公択 

【解題】しばらく滞在していた李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］が徐
じょ

州を離れることになり、この

送別の詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

私には兄弟が少なく、天地間にたった一人の蘇
そ

轍
て つ

がいるだけだ。 

かつて友人だった者はたくさんいるけれど、 

その出処進退は、私と考えを一つにするものではなく、 

手で招いて呼ぼうとしても、向こうに行ってしまって留まろうとしてくれない。 

わずかに残った友人はいま幾人なのか、 

それぞれ天下の片隅にいる。 

そうした友人は、 

暁に至って多くの星が消えてゆく中で、 

ただ明けの明星ばかりが明るく輝いているのに似ている。 

私と李
り

君は、気持ちが一つであるのは、まことに手と足のようだ。 

去年も今年も会えて、 

客と主人の立場を替えて盃を応酬することができた。 
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この十日間の楽しさといったら他にないものだった。 

「和して流れず」とはこのことだ。 

議論をかわして深夜に至ったときには、 

下僕達が立眠りをして倒れてしまった。 

かつて知事のもとに、このような客人がきたことがあっただろうか。 

別れようとして言葉を出すことができない。 

百の憂いが集まってきて痛くてならない。 

思うに李君には兄上がおられる。 

その名が天下に知られること三十年になるが、 

李君を見てすでに兄上の人となりもわかった。 

馬と牛を並べて見るまでもないのだ。 

李君兄弟、そして我が兄弟、 

いつしか皆が会うことがあるのならば、 

時を忘れて髪が真っ白になるまで語り続けることだろう。 

【補足】［ある注釈家によると、この詩で、「故人雖云多、出処不我謀」［故
ゆかりの

人
あるひと

は多
おお

いと云
い

いは雖
するが

、出
しゅっ

処
しょ

は我
われ

に謀
はか

ることは不
ない

］といっているかつての友人とは、具体的

には章
しょう

惇
じゅん

［→作品番号05-1-065］、李
り

清
せい

臣
しん

［→作品番号05-3-058］、張
ちょう

琥
こ

［→作品番号

02-3-032］らであるという。確かに章惇は早くから改革派に加わっていたのだが、親

しい友人であるとの意識は持ち続けていたし、李清臣はこのころから次第に改革の担

い手の一員となっていったのだが、この時点ではまださほど距離が離れていたわけで

はないだろうし、張琥は本章の終わりに見る「嵐」に加担するほどに遠く離れた間柄

になっていたのだが、むしろ距離が離れすぎて意識に上ることもなかっただろうから、

ここで具体的な個人名を詮索するのはさほど意味があることだとは思えない］ 
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■【05-4-031】蝶恋花 

【解題】李
り

常
じょう

との別れにこの詞も贈った。 

 

【訳文】 

簌簌無風花自堕。［簌簌
は ら は ら

と風もないのに花は勝手に落ちてゆきます］ 

寂寞園林、［静まり返った庭の林の］ 

柳老桜花過。［老いた柳と、花の過ぎた桜桃
ゆ る ら う め

］ 

落日有情還照坐。［情
こころ

があるかのように、落ち行く日は別れの座を照らします］ 

山青一点横雲破。［横雲を破るようにしてたった一点だけ山の青さがのぞいています］ 

 

路尽河回人転舵。［見送る私の路はここで尽き、あなたの船は河とともに向きを変えます］ 

繋纜漁村、［そして、纜
ともづな

を繋
つ な

ぐのはどこかの漁村］ 

月暗孤燈火。［月は暗くて、たった一つの燈火だけがあるのです］ 

憑仗飛魂招楚些。［私は杖に頼って、飛んで行ってしまったあなたの魂を招き寄せようとします］ 

我思君処君思我。［私はあなたのところを思い、あなたは私を思うのです］ 

【補足】［（1）前半の最後の句「山青一点横雲破」［山
さん

青
せい

の一
いっ

点
てん

 横
よこ

雲
くも

を破
やぶ

る］は、日が

沈んで行くとともに、横にたなびく雲の中に隠れていた山が姿を現し、その青さが際

立ってくるありさまを歌っているのだろう。（2）終わりの部分の「飛んで行った魂」

は屈
くつ

原
げん

の故事を用いている。屈原は讒言によって楚
そ

の都を追われたときに、南の地を

さまよう自分の魂を呼び戻してはくれることはもうないのかと嘆いた［後に絶望して

投身自殺した］。改革に反対して地方勤めを余儀なくされている李
り

常
じょう

を屈原になぞら

えたのである。（3）最後の句「我思君処君思我」が上から読んでも下から読んでも同
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じ回文になっているのは蘇軾の遊び心］ 

 

■【05-4-032】送筍芍薬与公択二首 

【解題】李
り

常
じょう

との別れの席で、蘇軾は筍
たけのこ

と芍
しゃく

薬
やく

を出して与えた。 

 

【訳文】 

 其の一 

長らく山
さ ん

東
と う

の地にいる者は、 

ここのもっさりとした料理には飽き飽きで、 

とかく南方の御馳ばかりを想ってしまう。 

そんな私の心を知るある友人が千里の遠くから筍
たけのこ

を贈ってくれた。 

そのつやつやとした輝きは、 

錦の産着から出たばかりの玉のような赤ん坊。 

調理人にはまだこの旨さがわかっていないのだろうが、 

私の目にはもう明らかに見えている。 

我が家の拙い厨房にあったのは、 

豚肉やら蕪やら大根やらを雑多に煮たもの。 

そんなものはうっちゃってしまって、 

李
り

君には、筍を焼いて、香ばしいご飯に添えて出そうではないか。 

【補足】［「もっさりした料理」と訳した原文は「鹵
ろ

饌
せん

」で、蘇軾自身の注で、「蜀
しょく

の

人々は東北の人を『鹵
ろ

子
し

』と呼ぶ」と書き添えている。蜀の人々は黄
こう

河
が

下流域や山
さん

東
とう

半島の人々は武骨でやぼったいと見ていたのだろう。逆に、蜀
しょく

の人々は軟弱で浮つい

ていると見られていたようである。そうした地域感情の違いが、政治的対立に発展し
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てしまうことを後に見るようになる］ 

 

 其の二 

今日は何やら面白くない気分だったので、 

庭中の花を折り尽くして飾ってみようとした。 

いまは何の花があるのかと見ると、 

わずかに芍
し ゃ く

薬
や く

の花びらが残っているだけ。 

長らく日照りが続いた後で急に雨に遭い、 

枝や花が泥に乱れ落ちている。 

まだある芍薬は、用いるためには手折らなければならないが、 

手折ってしまうと嘆きのもとになる、 

だけどこのまま抛っておくこともできない、 

ならば李君に贈ろうではないか。 

一枝の春をさしあげるから、 

おたくのお嬢様の髪にどうぞ挿してくれたまえ。 

 

■【05-4-033】和孫莘老次韻 

【解題】孫
そん

覚
がく

［字
あざな

は莘
しん

老
ろう

］から送られてきた詩に次韻した。孫覚とは杭
こう

州時代に交流

があり、密
みつ

州に赴任する途中で、母の喪に服して帰郷していた孫覚を高
こう

郵
ゆう

に訪ねたこ

ともあった［→作品番号 05-1-002］。孫覚は喪が明けてこのときは蘇
そ

州の知事になって

いた。 

 

【訳文】 
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故郷を離れると、 

光陰は春の雪のようにたちまち消えてゆき、 

故郷に還ると、 

たどってきた跡は野に飄
ひるがえ

る雲のように空しい。 

功名はきっと行楽を妨げる。 

役所勤めがよいのはたった一つ、 

早朝に起きるのが平気になることだとか。 

もう一つあるとしたら、 

友人とは離れてゆく一方となって、 

役所の部下と親密になれることか。 

さらにもう一つあるとしたら、 

地方に出れば世間の讒
ざ ん

謗
ぼ う

を避けられて、 

その土地の民衆の歌を知ることができることだ。 

来年あたりは、貴君に倣って私もまた江
こ う

南
な ん

に行ってみたいものだ。 

問題山積の地だろうが、片田舎だろが構いはしない。 

 

■【05-4-034】遊張山人園 

【解題】雲
うん

竜
りゅう

山
さん

の張
ちょう

山
さん

人
じん

［張
ちょう

天
てん

驥
き

］をまた訪ねた。 

 

【訳文】 

壁に掛かっているのは煙
え ん

蘿
ら

子
し

を描いた一つの軸。 

盆に投げ込まれているのは錦
き ん

被
ひ

堆
た い

の千本の枝。 

私は、張
ち ょ う

先生の酒の伴
と も

になるのにすっかり慣れ、 
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先生は、知事さんがいつ来ても嫌わずに笑ってくれる。 

いまは、麦の穂先が細くとがって黄色い花が乱れ、 

それを詩に詠もうとしているうちに、さっとにわか雨がくる。 

聞くに、先生の家の井戸は好
よ

い水であるとか。 

帰るときに、どうか瓶
か め

にたっぷりいただきたいものだ。 

【補足】［一句目の煙
えん

蘿
ら

子
し

とは仙術を会得した昔の人の名。錦
きん

被
ひ

堆
たい

とは、高さ一丈ほ

どで、小さな紅い花をたくさんつける木。そうしたものが部屋に飾られているという

ことで張
ちょう

山
さん

人
じん

の暮らしぶりをスケッチしている］ 

 

■【05-4-035】杜介熙熙堂 

【解題】杜
と

介
かい

［字
あざな

は幾
き

先
せん

］の熙
き

熙
き

堂
どう

について詠んだ詩。杜介はすでに官界から退いた

人で、揚
よう

州に住んでいた。熙とは喜び楽しむ意味。この時期にこの詩を詠んだ経緯は

わからないが、杜介のことは後にまた見るようになる。 

 

【訳文】 

険しく困難な世間の路から貴君は先に去り、 

奥深いところに美しい堂を自ら開いた。 

晋
し ん

の殷
い ん

浩
こ う

は朝廷から追放されたときに、 

口を閉ざし、中空に「咄咄怪事
な ん と お か し な こ と だ

」の四字を書き続けていたのだが、 

貴君は高台から春の景色を眺めているかのようにいつも熙
う き

熙
う き

している。 

朝廷の命令を記す黄
こ う

紙
し

も、官軍の前に立てる紅
こ う

旗
き

も、 

貴君の心を動かすことはもはやなく、 

仙人が奏でるという『碧
へ き

玉
ぎ ょ く

の曲』を琴で弾き、 
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仙薬を作るために白
は く

砂
さ

と親しんでいる。 

遥かに想見するのは、 

客人が帰らないように門を閉ざし、 

雷のように賑やかすぎる宴を催していること。 

 

■【05-4-036】次韻答劉涇 

【解題】宿
しゅく

州知事の劉
りゅう

涇
けい

［字
あざな

は巨
きょ

済
さい

］［→作品番号 05-3-025］から送られてきた詩に

次韻したもの。劉涇には心にわだかまるものがあって、それを詩文に書き表そうとし

ているのに対して、抑制することも必要なのではないかと蘇軾はこの詩で助言してい

るようだ。 

 

【訳文】 

詩を吟じても、秋の虫のように鳴いたりしないのがよいだろう。 

天
て ん

公
こ う

［造物者］は、貴君が物から情を引っ張り出し過ぎるのを怪しんで、 

貴君がまだ若いのに白髪を生じさせてしまったのではないだろうか。 

霊
れ い

芝
し

と蘭
ら ん

草
そ う

は香りよく気高い草だ、 

雨に潤うと青さが増してさらに香りがよくなる。 

自分自身を焼き焦がして香りを立てようとはしない。 

貴君は千枚もの紙に細かく字を書き、みごとな行書もその中にある。 

貴君の新しい詩は姿を百変させ、鶯のように巧みに囀っている。 

しかし、言葉が過剰になると、蜂の巣をつついたような言い争いを引き出し、 

ついには、舌先三寸で七十余城を落としてみせると放言するようなことになる。 

万巻の書物を、胸の内にどっしりと動かないように積み上げ、 
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詩文の楽しみなどは病のようなものだと思うことはできないだろうか。 

私には至上の味わいがある。 

煮たり焼いたりする料理の味ではない。 

その楽しみは名付け難い―― 

緑の槐
えんじゅ

が山のように繁って庭に小暗い蔭
か げ

を作り、 

虫が耳のあたりを巡って細やかな音を立てる、 

おんぼろの筵
むしろ

に寝転がり、臥して音を聞き、起きて蔭を見る、 

かといって立派な敷物を毛嫌いするわけではない、 

出て歩くときは、 

溝があろうが坑
あ な

があろうが、足に任せて行き、 

道で権勢家に出会っても、へいこら世辞を言ったりしない、 

役人や民衆は私が老いて頭も鈍いのを哀れんで、 

互いに戒めて、面倒な訴訟事で私を煩わさないようにしてくれている、 

時に泗
し

水
す い

の流れに臨めば、 

微かな風も起こらず、鏡のように平らな水面にわが白髪を映し、 

葉のように軽い舟を得て、 

そこに臥していると、もう着きましたぞという声に起こされる、 

そのときに、ふと故郷のあの味のために帰ろうかと思う―― 

やはり腹が減っては何もできないので、 

腹の虫をなだめるためにたっぷり食べるとしよう。 

【補足】［「故郷のあの味」と訳したところの原文は、有名な蒪
じゅん

菜
さい

の故事［→作品番号

04-1-080］を用いている］ 
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■【05-4-037】携妓楽遊張山人園 

【解題】雲
うん

竜
りゅう

山
さん

の張
ちょう

山
さん

人
じん

［張
ちょう

天
てん

驥
き

］のところに妓女や楽
がく

人
じん

［演奏家］を連れていっ

たらどのような反応をするだろうかと戯れた詩。 

 

【訳文】 

「杏
あんず

の実が大きく黄色に熟しましたなぁ」 

「小麦の穂がたっぷりふくらんでよく稔りましたなぁ」 

「巣から落ちた鵲
かささぎ

の雛が竹をよじ登ろうとしておりますぞ」 

そんなことを言い合いながら、 

飾り立てた馬に乗った知事殿が、 

紅く化粧した女性やら、 

ことさら俗っぽい大勢の連中とともに、 

ひっそりと山に住んでいる先生を驚かせてみようと、 

雲
う ん

竜
り ゅ う

山
ざ ん

の谷を満たして押し寄せた。 

「呑め、呑め」 

と、鳴く声は提
て い

壺
こ

［鳥の名］――それは我等の心。 

「帰ろう、帰ろう」 

と、鳴くのは杜鵑
ほ と と ぎ す

――それは速やかに退散していただきいとの先生の心。 

それで酒盛りはお開きとなって、人が帰ってしまうと、 

先生はぴたりと門を閉ざす。 

あたりは何もない静寂に返り、 

斜めになった日が木の枝に掛かっているだけ。 
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■【05-4-038】種徳亭并叙 

【解題】蘇軾は杭
こう

州にいたときに、町の候
こう

潮
ちょう

門
もん

の外に住む王
おう

復
ふく

の住まいを訪ね、そこ

にある二本の檜
ひのき

を詩に詠んだことがあった［→作品番号 04-1-090］。何かのきっかけ

があったのだろうか、再び王復のことを詩に詠んだ。 

 

【訳文】 

叙 

処
し ょ

士
し

［官に仕えない知識人］の王
お う

復
ふ く

は代々杭
こ う

州に住み、いろいろな技能を持ち、特に医術に精通

している。王復が目指すのは人を活かすことで、利益を得ようなどとは思っていない。候
こ う

潮
ち ょ う

門
も ん

の外に住

まいがあり、庭や畑を整え、亭
あずまや

を建て、賢人たちを招いてそこに遊ぶ。王復はもてなしが十分でないか

ということだけを気にかけ、人に何かを求めることは一切ない。人は王復が花を育て、実を稔らせること

に努めているのは知っているけれど、本当に王復が植えて育てているのは徳だということを知らない。

私は王復の亭を「種
し ゅ

徳
と く

」と名付け、詩を作って贈ることにした。 

 

王
お う

君の小さな庭は城郭沿いにあり、 

門を閉ざしていても草の香りが溢れ出る。 

王君の名は町の人々の中に埋もれて隠れているが、 

その徳は庭の佳
よ

き木とともに長く伸びあがっている。 

王君は、漢
か ん

代
だ い

の名医の華
か

陀
だ

のように、人の本来の力をよく養い、 

古
いにしえ

の名医の倉
そ う

公
こ う

のようにたくさんの薬方を用い、 

助けて活かした人は数知れない。 

しかし、道で逢っても王君は誰であるのか忘れている。 

酒を置いて賓客を招き、花の間に人が満ちるのを王君は喜ぶ。 
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王君の庭には蒼く聳える二本の檜
ひのき

がある。 

私は東南に旅して、再びそれを見たいと思う。 

山茶
さ ざ ん か

はきっと庭からはみ出るまでに花を咲かせ、 

橘は墻を超えて繁っていることだろう。 

木は老いて徳もまた熟す―― 

この言葉はきっと荒唐無形ではないはずだ。 

 

■【05-4-039】書鮮于子駿楚詞後 

【解題】鮮
せん

于
う

侁
しん

［字
あざな

は子
し

駿
しゅん

］［→作品番号05-3-007］が楚
そ

詞
し

というごく古風なスタイ

ルの詩を作って送ってきたので、この文章を書き添えた。 

 

【訳文】 

鮮
せ ん

于
う

侁
し ん

君は楚
そ

詞
し

の体裁で『九
きゅう

誦
し ょ う

』という作品を作って私に見せてくれた。私はそれを読み、茫然
ふ ー む

と考

え、喟然
ふ む ふ む

と感心して、このように思ったのだった。 

「ああ、この声は長らく作られなかったものだ。作ったとしても、聴く者は誰もいなかっただろう。音楽に譬え

ていうならば、古
いにしえ

の音楽は乱れに乱れて現在に至ったために、いま世俗の間で演奏されているのは、

夷
よそのくに

の楽器を用いた夷
よそのくに

の声で、昔の（文化の先進地であった）鄭
て い

や衛
え い

の国で演奏されていたものは

求めようとしても得られないし、まして本物の音はすっかり消え去ってしまったのと同じであろう。学者は古

の楽器を並べて、古の音楽を演奏しようとしてみせるのだが、それは勝手に鍋やら壺やらを叩いて得

意がっているようなもので、笑いをこらえて聴いていられる者はいないのである。古の音楽を好んでも学

ぶ師はなく、これを知って伝えようとしても弟子になろうとする者はいない。悲しいことではないか」 

いま、鮮君は独り吟じては考え、寝ても覚めても千年前の屈
く つ

原
げ ん

や宋
そ う

玉
ぎ ょ く

の後を追おうとしていて、その人

たちと遠く隔てた友となり、衰えて亡んでしまったものを継いで、さらには極めようとしているのである。ところ
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が、鮮君の作品を見る者はそれが貴いものであるとは知らない。鮮君はひたすら作ることに励み、その

難しさを知り、そして巧みになったのである。学ばない者は何もできない。 

元
げ ん

豊
ぽ う

元年四月九日、趙
ち ょ う

郡の蘇軾が書く。 

 

■【05-4-040】和鮮于子駿鄆州新堂月夜二首 

【解題】鮮
せん

于
う

侁
しん

［字
あざな

は子
し

駿
しゅん

］が鄆
うん

州の新
しん

堂
どう

で月夜に詠んだ詩に和した。 

 

【訳文】 

 其の一 

私が鄆
う ん

州の新
しん

堂
どう

に遊んだのは、 

去年の春風に雪が消えた後だった。 

池にはたっぷり水があって、 

柳は千尺の高さから枝を垂らしていた。 

貴君は桃や李
すもも

の花のように輝き、 

蝶が誘われるようにして貴君の袖へと入ったのだった。 

あのときの風光はどこにあるのかいうと、 

遠く境界を分かつ向こうである。 

歳月の流れを思うのは詮無いこと、 

急流に放たれた船のようにたちまち遠ざかってしまう。 

繁栄もまたまことに一つの夢、 

盛るも朽ちるもいずれも寂しいものである。 

月ばかりはそのときのままに、 

同じ光で杯の酒を照らしている。 
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羨むべきは、大河に浮かぶ船の上で、 

時が行くのも知らずに穏やかに座っている人。 

 

 其の二 

明るい月の光が池に入り、 

反
か え

って池のほとりの部屋を照らす。 

部屋には机によりかかる人、 

その心は水に映る月のように涼し気である。 

風に流れていた蛍の光の跡はもはやなく、 

草に宿る露が時に光を放っている。 

銀河が流れるのを見ようと、 

立って歩む貴君の足音が長い廊下に響く。 

どこかの都会では、 

賑やかに笛を吹き歌っていることだろう。 

先生は病んで飲むことさえもしないので、 

かたわらで童子が香を焚いている。 

先生は静かに五言の詩を作り、 

それは韋
い

応
お う

物
ぶ つ

の詩のように清らかである。 

詩ができあがるころには月が傾いていて、 

先生と月とが互いに照らし合うように向き合っているのである。 

【補足】［蘇軾にしては、二首ともあっさりとしたわかりやすい作品である。「清絶如

韋郎」［韋
い

応
おう

物
ぶつ

のように清
せい

絶
ぜつ

である］と評した鮮
せん

于
う

侁
しん

の詩風に合わせたのだろう］ 
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■【05-4-041】跋楊文公書後 

【解題】宋
そう

代
だい

初めの文人である楊
よう

億
おく

の書の後に記した短文。 

 

【訳文】 

楊
よ う

文
ぶ ん

公
こ う

［楊
よ う

億
お く

］が亡くなったのはそれほど遠い昔ではないが、その筆跡はすでに得難いものになってい

る。その人となりは筆跡よりもさらに貴重である。この人のような風流はまた見ることができないのだろう

か。 

元
げ ん

豊
ぽ う

戊
ぼ

午
ご

四月十六日題す。 

【補足】［楊
よう

億
おく

が没したのはこれより58年前である］ 

 

■【05-4-042】徐州賀河平表 

【解題】4月25日、黄
こう

河
が

の決壊箇所を塞ぐことに成功し、そのことを聞いた蘇軾が祝

賀する文章を作って朝廷に提出した。 

 

【訳文】 

臣
わたくし

蘇軾が申し上げます。聞くところによれば黄
こ う

河
が

の決壊した口がついに塞がれましたとのこと。……

［民が大災害から救われた喜びを述べる］……大河が災いをなすことは昔から続く病
やまい

で、禹
う

［伝説上

の聖天子］も兗
え ん

州の野で奮闘することを十三年でようやく黄河を定めることができました。漢
か ん

の時代にも

黄河の決壊地点を塞いで、その記念に宣
せ ん

房
ぼ う

宮
きゅう

を立てるまでに二十年余りかかりました。今回のように

黄河が狂
き ょ う

瀾
ら ん

して崩れたところから溢れ、もとの河道が喪われてしまってから、神のような速さでもとにもど

せたのはかつてないことで、恭しくも皇帝陛下の至
し

仁
じ ん

が広く施され、限りない神智によるものでありま

す。……［皇帝を讃え、徐
じ ょ

州の民もそれによって救われた喜びを述べる］…… 
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■【05-4-043】浣渓沙 

【解題】「徐
じょ

州の蔵
ぞう

春
しゅん

閣
かく

の園中で」との添え書きがある詞。末尾にある「錦
きん

薫
くん

籠
ろう

」は

花の名で、香りが高く、瑞祥を表すとして喜ばれた。 

 

【訳文】 

慚愧今年二麦豊、［今年の大麦、小麦は驚くほどに豊かに稔りそうです］ 

千畦細浪舞晴空。［晴れた空の下で、千の畑が舞うように細やかな波を立てています］ 

化工余力染夭紅。［余りある自然の力は若い紅色を染め出します］ 

 

帰去山公応倒載、［園から帰るときには、昔の山
さ ん

簡
か ん

のように酔い潰れ］ 

闌街拍手笑児童。［道のあちこちで子供らが手を打って笑っています］ 

甚時名作錦薰籠。［こうして錦
き ん

薰
く ん

籠
ろ う

はさらにその名を高めるのです］ 

 

■【05-4-044】文与可有詩見寄云、待将一段鵝溪絹、掃取寒梢万尺長。次韻答之 

【解題】親友の文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］から詩が送られてきて、そこに「一
いち

段
だん

の鵝
が

溪
けい

の絹
きぬ

を

将
おく

られるを待
ま

って、寒
かん

梢
しょう

の万
まん

尺
しゃく

の長
なが

さを掃
はら

い取
と

らん」［高級品である鵞渓の絹の布を

得たなら、一万尺の長さの竹を画いてみせよう］とあったのを見て、次韻して答えた。

なお鵞渓は品質のよい繭を産することで知られる谷である。このころ文同は洋
よう

州から

都に還ってきていた。 

 

【訳文】 

鵝
が

溪
け い

の絹の輝く光沢を貴君は愛するあまり、 

鷄
け い

距
き ょ

の筆［鶏のけづめのように堅い筆］の紫色の先端でがりがりと裂いて、 
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だめにしてしまおうというのかな。 

だいたい世の中に千尋
じ ん

［すなわち万尺］の竹というのがあるのだろうか。 

いやいや、それどころではない、 

月が傾いて、広い庭に影がどんどん伸びたならば、 

鵝溪の絹がどれほどあっても写しきれないだろう。 

【補足】［文
ぶん

同
どう

とは仲がよいだけに、このような戯れの詩を贈ったのだ］ 

 

■【05-4-045】徐州上執政謝奨諭啓 

【解題】5月4日、蘇軾は洪水対策の功績をもって皇帝からお褒めの言葉をもらった

［→作品番号05-3-062］。これは宰相、副宰相に宛てた謝礼の手紙。 

 

【訳文】 

事が有れば勤めに服す、これは実
まこと

に臣下としての職務であります。功績があったところで記録するまで

もないことでありますのに、俄かにお褒めのお言葉を頂戴する栄誉の浴しました。そのことを聞いてただ

ただ驚き、我が身を顧みて恥じ入っております。 

黄
こ う

河
が

がもとの道を失ってより、患
わずらい

は東方に及び、徐
じ ょ

州は下流にあるために他郡を超えて最も大きな害

を受けました。私は人々の力を結集して町を保ち、災いを軽くしましたけれども、洪水のもとを塞いだわけ

ではなく、低いところをやや高くして、水をどうにか下流へと流しただけでありました。それは敢えてお上の

お耳にお入れするまでもないことでありますのに、 忝
かたじけな

くも玉
ぎ ょ く

璽
じ

の書
し ょ

を賜ったのでありました。 

徐州において私は知事の職にあって、左右に優れた者を得て、万民を保つことができております。

人々がお上よりお言葉を賜ったのを喜んでいるのを見て、我が拙い身でありながらももはや恥じらうこと

はせず、縁によって過分の御恩をいただいたことも敢えて辞退することではないと考え、ますますこの職

に努める所存にございます。己の鈍さに自ら鞭打ち、わずかでも政
まつりごと

を補うために片時も休むことはな
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いのであります。 

 

■【05-4-046】聞弁才法師復帰上天竺、以詩戯問 

【解題】詩の題は、「弁
べん

才
さい

法
ほう

師
し

がまた上
じょう

天
てん

竺
じく

に帰ると聞いて、詩をもって戯れに問

う」。弁才法師とは杭
こう

州の上
じょう

天
てん

竺
じく

霊
れい

観
かん

音
おん

寺
じ

の元
げん

浄
じょう

である［→作品番号04-2-053］。弁才

は上天竺寺に17年間いたのだが、文
ぶん

捷
しょう

という僧がその地位を羨み、権力者を動かし

て弁才から奪い取り、弁才は下
げ

天
てん

竺
じく

寺
じ

に落とされてしまった。すると上天竺を訪れる

人がぱったりといなくなり、しかも文捷の不行跡が明らかになって、弁才が復帰した

のである。 

 

【訳文】 

道
ど う

人
じ ん

［弁
べ ん

才
さ い

］が山を出て去ってしまってからは、 

山は火の消えた灰のようになってしまい、 

白い雲はもはや笑わなくなり、 

青い松は悲しみに沈んでしまった。 

道人が帰ってくると聞こえると、 

たちまち鳥がわっと声を上げ、 

山はぱっと顔を輝かせた。 

道人の額からは神
し ん

光
こ う

が出て、 

法
ほ う

雨
う

を降らせてこれまでの埃を洗い流した。 

遠く想い見るのは、 

南の山も北の山も、前の台も後ろの台も、 

どこでも花が開くありさま。 
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私はかつて道人にお尋ねした、 

「禅問答とは諧謔をなすものなのでしょうか。 

 昔、ある人がある僧を尋ねました、 

 その人は僧の脇に立ち、 

 僧は鍛冶の仕事をしていました。 

 その人は立ったまま、僧もまた仕事を続けたまま、 

 かくてその人が去ろうとすると、 

 僧は尋ねました、 

 『何か聞くことがあってここにきたのかな、何か見たものがあって帰るのかな』 

 その人は、 

 『聞くことを聞き、見ることを見ました』 

 この問答の意味はいったいどこにあるのでしょうか」 

いま道人はきっとこのようにいわれるだろう。 

「昔もここに住んでいなかった、だからいま再びくるということもない」 

はてさて何が是なのか、何が非なのか。 

まあ、大事なことが一つあるとしたら、 

杭
こ う

州名物の白
は く

楊
よ う

梅
ば い

を食らうことでありましょう。 

 

■【05-4-047】和子由送将官梁左蔵仲通 

【解題】武官の梁
りょう

交
こう

［字
あざな

は仲
ちゅう

通
つう

］［→作品番号05-4-014］は南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

に行っていた

ようで、弟の蘇轍が梁交を送る詩を携えて帰ってきたので、それに次韻した。 

 

【訳文】 
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このごろは雨がたっぷり降っているので、 

この春の麦の成長が遅いとは誰もいわないだろう。 

町の堤防は堅固にできあがったから、 

この秋に高い浪が立っても恐れることはない。 

事もなく、日が長いときは、居眠りするのが最もよく、 

頭巾が半分ずれて、扇がぽとりと落ちる。 

庭の草は気ままに伸び続け、 

珍しい鳥が降りてきても見る人がいない。 

はっと覚めて、 

この身もこの世もなるほど夢だと思いつつ、 

ぼんやりと座ったままでいて、 

顔についた枕の痕はいつまでも消えない。 

町の西の方から報せがきて、 

親しい友がきたと告げたので、 

急いであたりを掃除し、麦飯を焚き始める。 

昔の伏
ふ く

波
は

将軍のような梁
り ょ う

君が現れ、 

いまもなお矍
か く

鑠
し ゃ く

として武を論じる。 

我が弟の詩を見れば、 

昔の竹林の七賢人のように仙道を談じてさらに清遠である。 

南
な ん

都
と

［南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府
ふ

］にいる君は道
み ち

を学んで、 

腹が減ることなどは何とも思わず、 

ただ脳が満たされるのを誇っているのである。 

【補足】［この詩の終わりには、仙人になった黄
こう

初
しょ

平
へい

と俗人のままだったその兄の伝
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説を引いて、なかなか気の利いた感じの句が置かれているのだが、もたもた説明を加

えるとごくつまらない訳文にしかならないので割愛した］ 

 

■【05-4-048】次韻秦観秀才見贈、秦与孫莘老、李公択甚熟、将入京応挙 

【解題】この詩の題は、「秦
しん

観
かん

から贈られた詩に次韻する。秦観は孫
そん

覚
がく

や李
り

常
じょう

とかね

てからよく知る間柄で、都に上って科挙を受けようとしているところである」。秦観

［字
あざな

は少
しょう

游
ゆう

］は作品番号05-1-002ですでに記したように、後に「蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

」の1人

に数えられるようになるのだが、このとき30歳で、科挙を受験するために上京する前

に、徐
じょ

州に立ち寄って蘇軾に会ったのだった。 

 

【訳文】 

光を発する珠
た ま

を暗がりでいきなり取り出したら、 

人を驚かせ、警戒させてしまう。 

貴君は、ちょうどよいときにちょうどよい人に向かって、 

珠のような詩を見せたのだから何の心配もない。 

昔のとある将軍は百回勝利しても昇進しなかった。 

昔のとある将軍は一斗の酒を袖の下として贈っただけで出世した。 

貴君には腕力がまるでないようだから将軍には向かないだろう。 

貴君が繁華な都会に十年間足を踏み入れなかったのは結構なことだった。 

この前、李
り

常
じ ょ う

君が徐
じ ょ

州にきたときに、 

貴君の文章を見て、古
いにしえ

の人が書いたものだと思ったと言っていた。 

貴君の詩は万物の情
こころ

を説きつくし、書
し ょ

は王
お う

羲
ぎ

之
し

さながらであるので、 

新しいものか古いものかの区別が難しかったのだ。 
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李常君が徐州を去ってしまってからは、 

河畔の草がただ青 と々生い茂るばかり、 

人はおのおの生きるところを異にするという諺の通りだと、 

嘆いていたところ、 

天は私の願いを入れて、貴君をここに連れてきてくれた。 

ひとたび貴君の詩を読んで貴君の心を知ると、 

我が眼中には、 

貴君に重なって小柄な李常君と髯の孫
そ ん

覚
が く

君が見えるかのようだ。 

江
こ う

湖
こ

に放浪する間に貴君は真
し ん

を全うし、 

忽
こ つ

然
ぜ ん

としてひと声鳴くや人を驚かせることになった。 

縱も橫も自由に進んで可ならざるはなく、 

新しいものを出すことを貴君は少しも恐れなくてよい。 

しかし、世間には破
や

れ箒
ぼうき

と千金の価値の違いがわからない者もいる。 

この私にしても、役人生活を続けているのがよい算段とはいえない。 

山中に帰る計画さえまだ決められていない私が言うことであるから、 

まあ軽く耳に入れるだけは入れておいてくれたまえ。 

【補足】［秦
しん

観
かん

はこの年の秋に科挙の一次試験を都で受け、その結果は後で見ること

になる］ 

 

■【05-4-049】王元之画像賛 

【解題】王
おう

禹
う

偁
しょう

［字
あざな

は元
げん

之
し

］の肖像画に添えた賛
さん

。王禹偁は蘇軾より82年先輩で、

科挙に合格して国家の重要な仕事を担うようになった者はいかにあるべきかを実践的

に示し、宋
そう

代
だい

士
し

大
たい

夫
ふ

の手本となった人物。この画賛を書くようになった経緯は本文中
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に述べられている。 

 

【訳文】 

魯
ろ

の文
ぶん

公
こう

の十二年［紀元前 615 年］、新興国の秦
しん

からの使者を迎えた魯の公
こう

子
し

遂
すい

は、その使者が

礼節を十分にわきまえているのを見て、 

「『君子がいないと国は成り立たない』といわれますが、秦はすでに立派な国になっております」 

と、秦を対等の相手として認めた。 

私は『春
しゅん

秋
じゅう

左
さ

氏
し

伝
でん

』を読んでここに至り、「君子がいないと国は成り立たない」というこの言葉を唱えて、

三度繰り返すと、涙を流して大きく嘆息しないではいられなくなる。 

君子とはどのような人なのか。漢
か ん

代
だ い

の汲
きゅう

黯
あん

、蕭
しょう

望
ぼう

之
し

、李
り

固
こ

、呉
ご

張
ちょう

昭
しょう

、唐
と う

代
だ い

の魏
ぎ

徴
ちょう

、狄
てき

仁
じん

傑
けつ

は、

皆身をもってどこに義があるかを示し、仲間に引きずり込もうとする者がいても近寄らず、排撃して去らせ

ようとする者があっても動かず、毅然とした姿で朝廷に立ち、大悪人と小悪人どもが互いに相手を潰し

合うように仕向け、国家の禍が形にならないうちに消し去り、国が亡びるような危機に至る前に救った。

それと似て非なるのは公
こう

孫
そん

弘
こう

、張
ちょう

禹
う

、胡
こ

広
こう

といった連中で、弁を弄
ろ う

して皇帝に迎合するだけで、百

千の議論を重ねたところで、国家の緩急に役立つことは何一つとしてなかった。 

公
こ う

［王
お う

禹
う

偁
し ょ う

］は雄渾な文章、真直ぐな言説で、当時においてただ独り抜きん出ていて、汲黯、蕭望

之、李固、呉張昭、魏徴、狄仁傑の六君子の次に並ぶべき人物であった。このとき朝廷は幸いにも

清明で、大奸人も大悪人もいなかった。それでも公は人々の輪に加わることなく独り立ち、いわゆる

「秋
しゅう

霜
そう

烈
れつ

日
じつ

」の厳しさで、周囲と慣れ親しまなかった。三度朝廷の外に出され、そのまま死に至った。

もしも公が邪
じゃ

佞
ねい

の衆の間に置かれ、あるいは国家存亡の際に遭遇したならば、公の為すところは必ず

世俗を絶して時代を驚かし、安易を好む連中の心臓を破裂させたばかりでなく、実に大きな事績を残

したに違いない。 

私はかつて初めて蘇
そ

州の虎
こ

丘
きゅう

寺
じ

に立ち寄って公の肖像画を見た。なおも烈しい遺風がそこにあるの
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を感じて、願わくば公の僕
しもべ

となって仕えたいと思った。しかし、自分はその時代は及ばなかったのである。 

それから七年が経って私は徐
じょ

州にきた。公の曽孫の王
おう

汾
ふん

が兗
え ん

州に向かう途中で立ち寄られ、公の

墓碑を見せてくださり、何か文章を添えてほしいと頼まれた。そこで蘇州虎丘寺の肖像画の画賛を作

ることにした。 

 

昔から聖賢は己を知る者がいないのに苦しまねばならない。 

公は太
たい

宗
そう

皇帝に出会い、その時代において認められた。 

皇帝は公を用いようとしたが、公は少なからず貶
おとし

められた。 

三度辺地に追いやられ、ついに無念の死を遂げた。 

それ以降、名臣といえば公だということになった。 

一時の不遇も万世に信
まこと

を残したのである。 

いかなる者も公の肖像を拝すべきである。 

それを見れば己を恥じて誰もが冷や汗を流すに違いない。 

公は恥じることを教えてくれても、人々は公のようにはなれない。 

公がすでに茫
ぼう

茫
ぼう

とした地下の人となってまた起つことのないのを悲しむ。 

【補足】［（1）一読してわかるように、蘇軾は現在の政治情勢を踏まえてこの画賛を

書いている。（2）蘇
そ

州の虎
こ

丘
きゅう

寺
じ

で肖像画を見たのは杭州に赴任する途中でのことであ

った。（3）これと同じころに、作品番号01-2-001で見た『眉
び

州
しゅう

遠
えん

景
けい

楼
ろう

の記
き

』を眉
び

州
しゅう

知

事の黎
れい

錞
じゅん

［→作品番号05-3-009］のために書いている］ 

 

■【05-4-050】滕県公堂記 

【解題】徐
じょ

州に属する滕
とう

県の公堂［知事公舎］について記した文章。このときの滕県

知事は范
はん

純
じゅん

粋
すい

で、8歳の蘇軾少年が憧れたスーパースター范
はん

仲
ちゅう

淹
えん

の58歳のときの子
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で、蘇軾よりも10歳下であった。この文章で、范純粋の行為は保守本道の立場から

見て正当であると論じている。 

 

【訳文】 

君子が天下に仕えるということは、その才能と引き換えに天下によって養われることを意味する。才能

の大小によって、養われた方には厚い薄いがある。人に益をもたらすような君子であれば、民衆から搾

り取って自らを養ったりしたのでは、心穏やかにしていることはできない。だから、君子を養うときには、（そ

のようなことをしないですむように））飲食は必ず豊かに与え、車服は必ず十分に与え、公舎は必ず立

派なものを与えるのである。そうしたものをきっと君子に給するならば、君子は自分の家から容易に去る

だろうけれど、国からはなかなか去ることはない。もしも君子を養うために与える衣食が君子が自ら得ら

れるものよりも粗末でわずかであり、公舎が君子自身の廬
いおり

よりも貧相であったならば、君子に我が家の

召使にも及ばない粗雑な扱いをされていると思わせることになり、君子といえども安らかではいられなく

なる。人が父母のもとから離れて、先祖を祀る墳墓を見棄ててまで遠く官の仕事に出て行くのは、安

逸を嫌って労苦を求めるためであったりはしないのだ。 

そもそも公舎は受け渡しされて、無窮に伝えられて行くものであって、ある人が独り自らを養うためのもの

ではない。いま修理しないでおくと、必ず後日には倍の費えとなる。近ごろは、とかく倹約ばかりに努め、

とりわけ土木工事や建築工事を最も嫌い、建物が傾いても腐っても次にくる人に押し付けて、一本の

棟木さえも取り換えないでいる。それにはいったい何の意味があるのだろう。 

滕
と う

は古くからの町で、宋
そ う

と魯
ろ

の間にあって治めにくいところとされてきた。滕県の公舎がひどくみすぼらし

くて、屋根を葺くことさえしていなかったのは、敢えて何もしないのではなく、政事に忙しくて暇
いとま

がなかったか

らである。天
て ん

聖
せ い

元年に、県知事の張
ち ょ う

太
た い

素
そ

が実際上初めて改築し、それから五十二年後に、范
は ん

純
じゅん

粋
す い

君が都から出されて県知事となって、公舎をまた一新したのだった。公舎にはおよそ百十六の部屋が

あり、高く明るく大きく堂 と々して、古代の子爵や男爵の住居にも匹敵するものである。しかし、知事の
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私用で使う部分は元のままであるのは、范君が自分自身に奉仕するのを嫌っているというわけではな

く、「吾が力をそれに使う暇がないだけだ」といっている。 

昔、魏
ぎ

の時代に、毛
も う

孝
こ う

先
せ ん

と崔
さ い

季
き

珪
け い

が権力を持ったときに、ことさらに清廉の士を貴んだので、人々は

車服を粗末なものに変えて、よい評判を得ようと務めた。しかし、徐
じ ょ

邈
ば く

だけはそれまで通りにして改めるこ

とがなかった。それで天下が動揺することなくすんだのだった。その後、世俗が日々に奢
し ゃ

靡
び

に流れたと

き、徐邈だけは自若として何も変わらなかったので、天下の人々は徐邈はけちであると言った。君子は

ただ一つを貫くだけであったのに、時勢が勝手に二つに分かれたのである。 

元
げ ん

豊
ぽ う

元年七月二十二日、尚
し ょ う

書
し ょ

祠
し

部
ぶ

員
い ん

外
が い

郎
ろ う

直
ち ょ く

史
し

館
か ん

権
け ん

知
ち

徐
じ ょ

州
し ゅ う

軍
ぐ ん

事
じ

蘇軾が記す。 

 

■【05-4-051】雨中過舒教授 

【解題】雨の日に、徐
じょ

州の学校の教授を務める舒
じょ

煥
かん

［字
あざな

は堯
ぎょう

文
ぶん

］［→作品番号 05-3-

035］を訪ねた詩。舒教授はこの後しばしば登場する。 

 

【訳文】 

簾
すだれ

の外では、竹をつたって、疏
そ

疏
そ

として滴
しずく

が流れ下り、 

瀏
り ゅ う

瀏
り ゅ う

として雨が風とともに竹の間を通り過ぎる。 

窓辺からこちら側には、動くものは塵一つない、 

机の上の硯はひんやりとして、霧の中に置かれているかのよう。 

舒
じ ょ

教授は奥深い孤独を楽しみ、 

外界に慕うものがなく、内に得るものがたくさんにある。 

座るのは簡素な禅の椅子、立って耳にするのは甌
か め

に湧く湯の音。 

私が来てももてなすものはなく、 

淡いその接し方に、 
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頭のてっぺんから足の先まで涼しさを感じる。 

濃い茶によって、私の心に積み上がった昏
く ら

いものが洗われ、 

妙
た え

なる香
こ う

の薫りによって、浮かびくるつまらぬ思慮が浄
き よ

められる。 

家に帰ると、 

微
か す

かな蛍の光が、暗がりの中を一つ二つと渡ってゆく。 

人生は憂患の中にあるものなのか。 

そうではあるまい、 

一回の食事の中にこそ安閑のところがあるのか。 

人は何かのきっかけで大切なことを知る―― 

ある人は、飛鳶
た こ

がぽとりと落ちるのを見て、先に笑い飛ばしたことを悔い、 

ある人は、犬の吠え声を聞いて、悟るのが遅すぎたと後悔した。 

静かな時間の内にある真の趣は、 

舒教授のような人でなければわからないのだろうか。 

【補足】［飛
た

鳶
こ

は、遠くに行って功名を求めるより故郷で穏やか人生を送りたいと言

った弟を笑ったのを悔いたという故事。犬の吠え声は、処刑場に向かう途中で昔の飼

い犬と似た声を耳にして、人生の過ちを悟った故事］ 

 

■【05-4-052】次韻舒教授寄李公択 

【解題】舒
じょ

煥
かん

教授が李
り

常
じょう

［字
あざな

は公
こう

択
たく

］に寄せた詩に次韻した。李常は新しい赴任し

に向かう旅にすでに出ていた［→作品番号05-4-030］。 

 

【訳文】 

李
り

君の草書は妙絶で、私は兄として仰ぎ見ている。 
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楷書ならば、少しは頭を上げて、李君とも並ぶことができようか。 

しかし、文を論じても詩を作っても李君には敵わない。 

結局は李君が余裕で笑っている前で、降参の旗を挙げなくてはならない。 

去年は、私は斉
せ い

州に一カ月余り滞在し、 

昼間から貴君と劇飲し、首までどっぷりと酒につかった。 

今年は、貴君が来て徐
じ ょ

州にしばらく留まってくれたけれど、 

李君は寂しくも酒に病んであまり多くを飲まなかった。 

李君と別れたとき、これまでの歓びが虚しく墜ちてしまうのを知って、 

涙を流して李君の髭を引っ張った。 

松の下を縱橫に歩いた足跡を残して、 

李君の車は、門の前からはころころと走り去ってしまった。 

李君の一身はすべて徳から成り立っているのだろうか。 

だから李君に近付くと、肌から骨から、清らかに潤おしてくれる。 

ただ細かく考えると残念なことが一つだけある―― 

李君は国を傾けるような美女に少々心を奪われたりする。 

【補足】［最後のところは、李常と蘇軾の間だけでわかることで、蘇軾自身の注で、

「李常のもとには雲
うん

英
えい

という名の婢
はしため

がいて、李常はそれを外に出して自由の身にし

ようと考えつつ、まだできずにいる」と書き添えてある。雲英の名は、ある伝説の美

女にちなむもので、それを娶った裴
はい

航
こう

は夫婦ともに仙人になった。李常に何か執心す

るところがあるのを蘇軾がたしなめたのだろう。一方で蘇軾のもとには、杭
こう

州を去る

前に引き取った王
おう

朝
ちょう

雲
うん

という少女がいた［→作品番号 04-3-069］。この時点で王朝雲

がどのように暮らしていたのかは何もわからない］ 
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■【05-4-053】送鄭戸曹 

【解題】先に鄭
てい

僅
きん

［字
あざな

は彦
げん

能
のう

］が北
ほく

京
けい

大
だい

名
めい

府に行くのを見送った詩を見たが［→作品

番号 05-4-008］、このころに再び送別の詩を贈っている。恐らく、何らかの事情で出発

が遅れていたのだろう。この詩の最初にある戯
ぎ

馬
ば

台
だい

はすでに見ているように、漢
かん

の高
こう

祖
そ

と天下を争った項
こう

羽
う

が築いた高台で、そこから歴史を回顧して前年の大洪水に及び、

洪水対策の終わった後に築きつつあった楼閣［黄
こう

楼
ろう

］へと焦点を合わせてゆく。黄楼

の詳しいことについてはこの後で見ることになる。 

 

【訳文】 

水は彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］の楼閣をめぐり、山は戯
ぎ

馬
ば

台
だ い

を囲む。 

古来、この地には豪傑が多く、千年経っても哀しみを誘う余韻が残っている。 

鼻筋の通ったいわゆる「隆
り ゅ う

準
じゅん

」の相
そ う

をもった高
こ う

祖
そ

は天上へと飛び上がり、 

瞳が二重であったいわゆる「重
ち ょ う

瞳
ど う

」の項
こ う

羽
う

は敗れて灰になった。 

徐州の地に拠った呂
り ょ

布
ふ

［三国時代の群雄］は、白
は く

門
も ん

楼
ろ う

に囲まれて曹
そ う

操
そ う

に降り、 

徐州の地を治めた李
り

光
こ う

弼
ひ つ

［唐
と う

代
だ い

の名将］は、この地に星が堕ちると間もなく死んだ。 

劉
り ゅ う

裕
ゆ う

［南北朝時代に皇位に駆け上った人］はかつて戯馬台で酒宴を開いたのだが、 

それからは、劉裕が独り徘徊したところもすっかりさびれてしまい、 

荒れた田に苔が生じるまでになり、 

いまや、百
ひゃく

歩
ほ

洪
こ う

から響く川音を聞き、九
きゅう

里
り

山
さ ん

のあたりで山並みが折れるのを見るだけである。 

かの洪水のとき、 

山と水とが激しくぶつかり合って夜も雷のような音が轟きわたり、 

蕩蕩
と う と う

として清
せ い

河
が

から水が溢れ出てきた。 

水の引いた後に、私は東の門に黄
こ う

楼
ろ う

を築くことにした。 
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黄楼に登れば、 

秋には城の隅へと月が堕ちてゆくのを見て、 

春には盃の酒を風が揺らすであろう。 

貴君を黄楼の客として招けば、 

貴君は珠玉のような詩を示してくれるであろう。 

黄楼は完成しようとしているのに、 

貴君はすでに徐州を去ってしまう。 

人間界はとかくままならない。 

いつの日か、 

貴君が官界の旅に疲れて、白髪頭となってここに帰ってきて、 

黄楼に登って詩を賦して長く吟じるときに、 

果たしていまの知事はどこでどうしているだろうか。 

【補足】［鄭
てい

僅
きん

の送別の詩はもう一首残っている。席上にあった果物を題にしておの

おのが詩を作り、蘇軾には榧
かや

の実が割り当てられた。榧の実に関連する様々な故事を

織り込んだ詩をたちまち作り上げたのはさすがの腕前であるが、詳しい注釈が添えら

れても訳者には理解がとれも及ばないところがあるので割愛する］ 

 

■【05-4-054】次韻答舒教授観余所蔵墨 

【解題】舒
じょ

煥
かん

教授の「所有する墨を見て思う」という詩に次韻した。墨に関して薀蓄

を傾けた詩で、故事来歴のてんこもりであるので、適宜説明を加えたり逆に省略した

りして訳す。 

 

【訳文】 
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庾
ゆ

翼
よ く

という人は、若いころは王
お う

羲
ぎ

之
し

の書
し ょ

を笑い、 

「あんなものは野生の鶩
あひる

で、生臭くて刀の汚
け が

れになる」 

と、いっていたのだが、 

晩年には、家で飼い馴らされた鷄のような書を嫌って、 

王羲之の書を見習うようになった。 

王羲之と庾翼の二人は歴史に冠たる風流人であったが、 

子供が好き嫌いを争うようなところもあったのだ。 

唐
と う

の太
た い

宗
そ う

は十八歳で天下統一の大事業に乗り出したのだが、 

晩年には書をひどく好むようになった。 

私はというと、読書を好んで、他のことは一切眼に掛けない。 

ところが、世の中の人は誤って私が書に巧みであるかのようにいっている。 

世間の人には誰にでも偏った癖があるものだ。 

祖
そ

約
や く

という人はとにかく財物を好み、箱から出しては勘定するのを楽しみとし、 

ある日、突然の来客に財物を箱に納めるのが間に合わなくて、 

からだをしねらせて隠そうとした。 

同じ時代の阮
げ ん

孚
ぷ

という人は履
は

き物に凝って、 

自分でせっせと蝋を塗って磨き立てるほどであったが、 

人は生きている間にどれほどの履き物を使うというのだろうか。 

ごくつまらないものから心にこだわりが生じてしまうのだ。 

私にしても、墨を収集し、三十年間は十分に足りるくらいはあるので、 

その前に自分が老いてしまうのを心配しなければならない。 

誰かがいっていたように、 

人が磨って墨が減るよりも、人の寿命が磨り減る方が速いのだ。 
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おおもとが尽きてしまったのでは何もならない。 

ここは官服を棄てて故国に帰ることを真剣に考えなければならない。 

小さな畑を自分で耕して、たまに書を作って貴君に送るのもよいだろう。 

王羲之に習って「来
ら い

禽
き ん

青
せ い

李
り

」の四文字だけを書くから、 

笑って眺めてくれたらよい。 

それならいくら書いたところで墨は使い切れない。 

唐の李
り

駙
ふ

馬
ば

の邸内には数々の美しい建物が並び、 

大勢の美しい女性がいて、 

李駙馬は女性たちの求めなら何でも応じて百金も千金も惜しむことがなく、 

墨には麝
じ ゃ

香
こ う

を混ぜて入れる贅沢をした。 

墨に御執心というのなら、そのくらいをすべきではないだろうか。 

貴君はこの詩を見てきっと大笑いをし、 

冬の窓辺に置かれて硯に張った氷が、笑い声でぱりんと割れ、 

春の水が生じることだろう。 

 

■【04-1-055】答黄魯直書 

【解題】これは黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］から 送られてきた手紙への返事。黄庭堅は、後

に「蘇
そ

門
もん

四
し

学
がく

士
し

」の筆頭に挙げられ、詩や書において蘇軾と並ぶ北
ほく

宋
そう

の大家と称せら

れる人。この手紙の前半部分はすでに作品番号 04-1-075 で見ているが、改めて全体を

読んでおこう。 

 

【訳文】 

蘇軾より頓首再拝して黄
こ う

庭
て い

堅
け ん

教授長官殿に差し上げます。私が貴君の詩文を初めて見たのは、孫
そ ん
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覚
が く

君のところででした。私は詩文を見て居住まいを正し、これは優れたものであると感じ入り、いまの世

の人の作ったものではあるまいと思いました。 

孫覚君はこのようにいいました。 

「この人のことを知る者はまだ少ししかいません。貴君はぜひともこの人の名を称揚していただきたい」 

私は笑っていいました。 

「この人は純金か美しい玉ともいえる人で、人によって名を挙げたりするのではなく、自分自身で名を挙

げるはずで、評判になるまいと逃げようとしてもそれはできないのです。どうして私などが称揚する必要が

あるでしょうか」 

その文を観てその人となりを考えるに、身の外にあるものを軽んじて、身の内側にあるものを重んじる人で

あるとわかります。それは今の君子諸君にはできないことです。 

その後、李
り

常
じ ょ う

君を済
さ い

南
な ん

に訪ねましたときに、貴君の詩文がたくさんあるのを見て、貴君の人となりをます

ます詳しく知ることができました。世俗の塵から超逸し、万物の外に独り立ち、風に馭
ぎ ょ

し、気
き

にまたがっ

て造物者と遊ぶかのようで、今の世の君子たちにとてもできることではありませんし、私のように放浪自

棄で、世間と疎い者はとても友人にはなれません。ところが、いま詩を書かれた幾枚もの紙幅を忝くも

頂戴し、あまつさえ甚だ恭しくされて、あたかを畏れるかのようであるのはどうしてなのでしょうか。私の方か

ら貴君との交際を求めても、それは得られないと懼れるべきであっても、貴君がそうされることは全くありえ

ません。貴君とこうしてお手紙を交わすことができて、胸に喜びが溢れるばかりに湧いてまいります。ここ

のところ夏に入りましてから家の者が病に伏せったりしているうちにたちまち今に至ってしまい、御返事が

甚だ遅くなってしまいました。きっと深く訝しく思われていたことでありましょう。 

『古
こ

風
ふ う

』の二首は物に托
た く

して類を引いて、真に古
いにしえ

の詩人の風格があります。私はそれに類するような

者ではありませんが、ともあれ次韻してみましたので、一笑に付してください。 

秋なお暑いころ、いかがお過ごしでありましょうか。なおまたお会いすることはできませんが、万万自重さ

れますように。 
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【補足】［黄
こう

庭
てい

堅
けん

は孫
そん

覚
がく

の婿で李
り

常
じょう

の甥である。孫覚のところで黄庭堅の詩文を見た

ことは作品番号04-1-075で見ていて、済
さい

南
なん

に李常を訪ねたことは作品番号05-3-003で

見ている］ 

 

■【05-4-056】次韻黄魯直見贈古風二首 

【解題】上の手紙にあった黄
こう

庭
てい

堅
けん

の『古
こ

風
ふう

』の詩に次韻したもの。 

 

【訳文】 

 其の一 

佳
よ

き穀類は風雨によって倒されてしまって、 

我が農園は雑草ばかりが伸び、 

私の前に置かれている膳の上に、玉のように輝く米の光はない。 

天の空の下は広く、 

美
よ

いことと悪いこと、香りよいものと臭いものとが交互に生じる。 

夏に、蚊がそこらを自由に飛び回っている間にも、 

時は少しも容赦することなく、 

たちまち葉は黄色くなって落ちてしまう。 

貴君は西
せ い

王
お う

母
ぼ

の桃といってよく、千年に一度の実を結ぶであろう。 

この私は苦い李
すもも

で、道ばたに成っていても誰も採ろうとしないので、 

どうにか生きていることだけはできている。 

こうしたことは言うに足りないことで、 

しおしおと自分一人で傷ましく思っていればよいのだろう。 

【補足】［西
せい

王
おう

母
ぼ

は伝説の女仙で、その桃は千年に一度だけ実を付け、不老長生の妙
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薬であるという。黄
こう

庭
てい

堅
けん

の詩はそれほどまでに優れていると絶賛したのだ］ 

 

 其の二 

人のいない奥深い山で、 

仙人の先生に道
み ち

を学ぶ…… 

町の中にいても、 

笙簫
ふ え

の声のうちに意
こころ

を妄
わ す

れることができる。 

千金を費やして仙薬を取り寄せる…… 

開いて視
み

たらどれも豨
き

苓
れ い

［よくある下剤］であった。 

市中の人の中にだって、 

古
いにしえ

の安
あ ん

期
き

生
せ い

のような仙人がまざっているかもしれない。 

その人はいま俗世にいて、 

霜に落ちた花の痕をじっと見つめ、 

あるいは、遠い昔に作られた銅像を撫ぜて、 

おまえとどれほどの歳月を過ごしたのかと数えている。 

私はその人に尋ねよう、 

閬
ろ う

風
ふ う

の仙山はどこにあるのかと。 

 

■【05-4-057】密州宋国博以詩見紀在郡雑詠、次韻答之 

【解題】孔
こう

宗
そう

翰
かん

［→作品番号05-4-012］の後で密
みつ

州知事となった宋
そう

国
こく

博
はく

から密州の

様々なことを詠んだ詩が送られてきたので、それに次韻して答えた。宋国博は、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

とともに名文家として名高かった宋
そう

庠
しょう

と宋
そう

祁
き

の兄弟の子世代である。 
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【訳文】 

宋
そ う

庠
し ょ う

と宋
そ う

祁
き

の文章を観ると、 

一字一字が絹を照らして輝いている。 

難しい言い回し、類を見ない句法、 

それらの語句にも皆考えるべき淵源がある。 

後にその文章を継ぐ者はいなかったが、 

ただ貴君だけがほとんどそれを嗣
つ

いでいるといってよいのだろう。 

ところが流落を尚
とう と

ぶというわけではなかろうに、 

用捨には定められた命運があるからなのか、 

これまで貴君が地位に恵まれずにいたのはどうしてなのだろうか。 

李
り

白
は く

も杜
と

甫
ほ

もやはりそうであって、 

当時権勢を誇った李
り

林
り ん

甫
ぽ

などはてんで字を知らぬ人物で、 

ひどい読み間違えをして、誰も謹んで笑いをこらえていたのだった。 

国家の難に直面したときに、 

手を懐に入れて素知らぬ顔をしている者もいれば、 

身の危険を顧みずに飛び込む者もいる。 

密
み つ

州のような田舎町では、 

我が後を継いでくれた貴君を辱めるようなものであるが、 

有難いことに私の不行き届きをさらりと覆い隠してくれている。 

かつて私は密州で詩を詠みはしたが、 

どうせ聞く人もないだろうと、 

瓦を黄金のように装ったまでで、 

貴君の絶唱をその後に得たのでは、 
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あまりに不釣り合いで恐懼するばかりである。 

いずれ我が家に伝えて、 

長く読み継がせていきたいと思っている。 

 

■【05-4-058】答范淳甫 

【解題】范
はん

祖
そ

禹
う

［字
あざな

は淳
じゅん

甫
ほ

ないし夢
む

得
とく

］［→作品番号 04-1-046］に答えた詩。范祖禹

は、蘇軾が都に入れなかったときに滞在場所を提供してくれた范
はん

鎮
ちん

［→作品番号 05-3-

009 の甥で、『資
し

治
じ

通
つ

鑑
がん

』の編集に携わった歴史家である。この詩は作品番号 05-4-053

の詩と合わせて読むと理解しやすいだろう。范祖禹のもとの詩には唐
とう

の時代に徐
じょ

州に

は張
ちょう

建
けん

封
ほう

や李
り

光
こう

弼
ひつ

がいたことが詠み込まれていた。それを踏まえてこの詩は作られて

いる。 

 

【訳文】 

我が徐
じ ょ

州のはずれに、漢
か ん

の高
こ う

祖
そ

の生地がある。 

そのことさえ挙げておけば、 

唐
と う

の時代に張
ち ょ う

建
け ん

封
ほ う

や李
り

光
こ う

弼
ひ つ

にいたことなどは取り上げるまでもないだろう。 

瞳が二重だった項
こ う

羽
う

の遺跡はすでに塵
じ ん

埃
あ い

に埋もれ、 

いまはただ黄
こ う

楼
ろ う

が泗
し

水
す い

を臨み見るだけである。 

いまの知事は老いてかつ貧乏である。 

遊侠の気はいくらかあるものの、 

学問の士にありがちな腑抜けただらしなさを払拭するほどではない。 

それでも、白
は く

門
も ん

楼
ろ う

に囲まれた呂
り ょ

布
ふ

が、とにかく命だけは長らえたいと、 

敵だった曹
そ う

操
そ う

の馬の手綱を曳くのもよしとして仕えたのよりはましだろう。 
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【補足】［末尾は、出世のために改革派に靡くようなことはしないといっているのだ

ろう］ 

 

■【05-4-059】送胡掾 

【解題】徐
じょ

州の獄を司る役人であった胡
こ

掾
えん

［字
あざな

は公
こう

達
たつ

］を見送った詩。父の胡
こ

允
いん

文
ぶん

が

この地で亡くなったために、柩を携えて故郷に帰るのである。胡允文と蘇軾はかつて

鳳
ほう

翔
しょう

時代に交流があって、胡允文の依頼を受けて『鳳
ほう

鳴
めい

駅
えき

の記
き

』［→作品番号 02-2-

023］を書いていた。 

 

【訳文】 

空に糸を投げて散らすようにして雨は降り続き、 

無数の葉が雨に和して音を立てている。 

歳月はまさにこのようにして流れてゆくのか。 

旅人はこの雨の中、ここを去ってどこへゆくのか。 

節義は昔から人の重んじるところ、 

そこから艱難が始まるのである。 

後にきっと貴君は清徳を世に顕わし、 

むしろ人に知られることを畏れるようになるだろう。 

【補足】［（1）親が亡くなったら、官職を離れて足掛け3年の喪に服すのが子の果たす

べき当然と節義であるとされていた。しかし、官僚は限られたポストを巡って争う状

況にあったから、喪が明けて後に次の仕事が得られる保証はない。親を喪った悲しみ

に加えて将来の不安も抱きながらの帰郷であるから、投げかける言葉を選ぶのは難し

い。（2）最後に「人に知られることを畏れる」とあるのは、真の君子は、自らの信念
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に従って節義を守り、世間の評判になることをむしろ恥じるからである］ 

 

■【05-4-060】祭胡執中郎中文 

【解題】胡
こ

允
いん

文
ぶん

を祭る文章を息子の胡
こ

掾
えん

のために書いた。 

 

【訳文】 

胡
こ

君の霊に捧げる。 

貴君は若いときに、父君に従って蜀
し ょ く

にきた。蜀の士
ひ と

で賢
け ん

であろうとする者はみな貴君と友人なろうとし

た。私は貴君の名を聞いていたのだが、そのときは会うことができなかった。後に、鳳
ほ う

翔
し ょ う

で官の仕事をし

たときに初めて貴君と面識を得た。ともに話して大いに喜び、百年の知己を得た思いがした。そのとき

貴君の子息を見て、駿馬の子、鳳
おおとり

の雛であると感じた。貴君は罪なくして官職を失い、私より先に鳳

翔を離れた。後に私が鳳翔での任を終えて都に向かう途中、華
か

州の旅宿で貴君と逢った。貴君は

何日も続く雨に濡れて、車が泥に埋もれるような境遇にあったので、人は貴君にために泣いたのだが、

貴君は一人ゆとりがあって楽しんでいるかのようだった。その七年後、貴君は都で職務を得て、ひとた

び安堵の笑いをもらすはずのところを、歓びはさほどではないようだった。後にまた七年、私が徐
じ ょ

州に赴

任すると、獄を司る役人となった子息とともに貴君がそこにいた。いよいよ鳳の雛が大空を翔け、駿馬

の子が千里を行くばかりのときになって、私と貴君はすっかり老けてしまったのだった。老人には友がい

ないのが常であるから、私と貴君は徐州で会ってからますます親しくなった。およそ鳳翔時代に一緒だ

った人々で今も生きているのは幾人いるのだろうか。貴君は仁に厚い人であるから、貴君こそはたとえ

病になったとしても、必ず長生きをするはずのものと思っていたのだが、どうしたことか、運命というものは

わからない。 

ああ、胡君の霊に告げる。 

人として誰か死なない者があろうか。貴君のように賢であっても現世にいつまでも留まることはできない。



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：377 
 

貴君はあたかも百回鍛え抜いた剛刀のように、一日に千頭の牛をさばいてもたゆむことなく仕事に励ん

だ。宝玉のごとき貴君の才能を世間は十分に活かさずに箱の内に置いてしまった。しかし、貴君の子

息はきっと世に高い名を挙げることだろう。貴君に一杯の酒を送る。永遠の世界へ帰り、この世に恨み

を残すことなかれ。 

 

■【05-4-061】次韻答王定国 

【解題】都にいる王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号 05-3-039］から届いた詩に次韻して

答えた。詩の後半に出てくる清
せい

虚
きょ

堂
どう

は王鞏の書斎で、後に少し詳しく見ることになる。 

 

【訳文】 

貴君の詩を得るたびに、近況を綴った書簡を受け取ったような気になる。 

それでも、心の内を宣
の

べて妙所を写すには、書簡はやはり詩に及ばないだろう。 

眼の前のあるとあらゆるものは、心に何かを生じさせずにはおかない。 

憂いが生じても、貴君の詩を見れば必ず駆除してくれる。 

貴君の詩によれば、 

都は十日以上も雨が続いて、馬の脚が泥に沈み、魚が街路で泳いでいるとか。 

長い雨は、よくいわれるように、来るべき人を来なくさせてしまうものだ。 

貴君はゆったりと独り清
せ い

虚
き ょ

堂
ど う

で酒を酌んでいることだろう。 

太守となって郡を治めるのは、昔から楽しいことであるといわれている。 

徐
じ ょ

州の山川はまことに美しいけれど、 

残念ながら、我が故郷ではない。 

願うのは、 

重
ち ょ う

陽
よ う

の節句には来てくれるという前々からの約束を廃
す

てることなく、 
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衰えて心が冷え冷えとしているこの知事の前に現れて、 

思い切って気合を吹き込んでくれたまえ。 

【補足】［重
ちょう

陽
よう

の節句に会いにくるというのは、2年越しの約束である］ 

 

■【05-4-062】送将官梁左蔵赴莫州 

【解題】武官の梁
りょう

交
こう

［字
あざな

は仲
ちゅう

通
つう

］［→作品番号05-4-047］が今度は莫
ばく

州に行くことに

なったので、その送別の詩を詠んだ。莫州は北の国境地帯にあって、後
ご

漢
かん

の終わりに

公
こう

孫
そん

瓚
さん

が堅固な城を築いて籠ったところで、この詩にはそのことが詠まれている。 

 

【訳文】 

燕
え ん

の地の南、 

趙
ち ょ う

の地の北、 

その間の土地は籠るによいと歌われ、 

公
こ う

孫
そ ん

瓚
さ ん

は石を固めて城を築き、 

鉄の門をぴたりと閉ざしたのだが、 

今に至るもその愚かさを人は哀れんでいる。 

公孫瓚は城の中に三百万石の穀物を積み、 

勇猛な士を集めて大いに気勢を上げた。 

城の外で攻め太鼓が鳴り響いたときに、 

公孫瓚のために戦おうとする者はおらず、 

公孫瓚のまわりにいたのは顔をおおってうなだれる女性だけだった。 

本当に大切なのは堅固な城などではなく、 

平安の時であっても千騎を率いて風のようにやってきて、 
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からからと雷のように笑って語り合うことができる友がいることだ。 

悠然と振る舞い、清らかに歌う貴君こそはまさにそのような人、 

彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］の老知事［蘇軾］は貴君を見送る悲しみに、 

貴君の家の人たちが歌う姿を見ることもできないでいるのである。 

【補足】［同じときに梁
りょう

交
こう

を見送った詞もあるが、何をいっているのか訳者にはさっ

ぱりわからないので割愛する。実は、上の詩も意味不明の個所が多くあり、訳文が一

見するとなめらかそうであるのは、見かけだけのまやかしである。それでも、一番大

切な詩のココロは 掴み損ねてはないはずである］ 

 

■【05-4-063】答仲屯田次韻 

【解題】仲
ちゅう

伯
はく

達
たつ

［→作品番号05-3-070］の詩に次韻して答えた。 

 

【訳文】 

秋になってもまだ水辺で遊んでいないので、 

千里の彼方の詩の友［仲
ちゅう

伯
は く

達
た つ

］を訪ねたいと思っている。 

貴君が耳を傾けているのは、 

遠くの巨木がさわさわと響かせる古
いにしえ

の琴のような音。 

清らかな風が、なおも残る暑さを巻き取り、積もる雲を掃き清めて、 

天には月が白い光を流すであろう。 

そのときに貴君が歌う絶唱を誰が継ぐのかといったら、 

階
きざはし

を埋め尽くす桐の落ち葉の中で鳴く虫たちである。 

 

■【05-4-064】次韻子由送趙 帰覲銭塘、遂赴永嘉 
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【解題】弟の蘇
そ

轍
てつ

が趙 ［字
あざな

は景
けい

仁
じん

］を見送った詩に次韻した。趙 は先に見た

趙抃
ちょうべん

［→作品番号 05-3-066］の子で、永
えい

嘉
か

に赴任するに当たって、まず父親が知事を

務める杭
こう

州［銭
せん

塘
とう

］に立ち寄ることにしていた。趙 の故郷は杭州ではないが、父が

そこにいるので、この詩はあたかも趙 が帰郷するかのように詠んでいる。 

 

【訳文】 

帰り行く貴君の舟は河とともに幾度か曲り、 

次第次第に故郷の山々が青く見えてくる。 

土地の役人が旅人を出迎えてくれると、 

すでに貴君も故郷のなまりを帯びるようになる。 

貴君はかの謝
し ゃ

霊
れ い

雲
う ん

のような父上に会い、 

かの王
お う

延
え ん

寿
じ ゅ

が父のために代作したような名文を献じるであろう。 

四十歳での出仕は遅いなどと世間ではいうが、 

三千里の高さへと飛翔する勢いを具えた貴君であるから、 

そんなことは気にするまでもない。 

貴君は風流にして清絶、 

永
え い

嘉
か

に至れば、 

衣を濡らして渓谷を尋ね、 

草鞋をはいて薬草を採り、 

折々に詠む詩はすぐに一巻の書物になり、 

繭
け ん

紙
し

を広げて王
お う

羲
ぎ

之
し

のような筆を揮うことだろう。 

貴君を迎えて永嘉は安らかに治まり、 

海は穏やかで魚や鯨が泳ぎ戯れ、 
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山は静かで草木が自ずとよく成長することだろう。 

官職にある限り、遠近を問わずに行かねばならない。 

民を治めるには、種々の困難を嘗めなければならない。 

貴君はお家の伝統をよく継いで 

父上のように権威を恐れず不正を糾す人になってもらいたい。 

【補足】［挙げられている名はいずれも歴史上の著名人であるということだけわかっ

ていれば、いちいち詮索しなくてもよいだろう。謝
しゃ

霊
れい

雲
うん

は特に永
えい

嘉
か

に深いゆかりのあ

る人物である］ 

 

■【05-4-065】書子由黄楼賦後 

【解題】何度かその名を挙げてきた黄
こう

楼
ろう

が8月12日に完成した。その日付がこの短

文に記されている。 

 

【訳文】 

子
し

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州の町を囲む城壁に付属する小さな城］の東
と う

門
も ん

は、ちょうど水がぶつかるところに当たってい

て、そこに徐州府の倉庫がある。土地が狭いためにその部分を完全に囲って固めて甕
お う

城
じ ょ う

という形には

できないので、門を大きく改築して、磚石
いしがわら

で護ることにした。州の庁舎には廃屋となった建物があって、

俗に項
こ う

籍
せ き

が作ったものだといわれているのだが、それが正しくない。実のないことがみだりに伝えられて

いるのを嫌い、それを壊し、その材料を取って東門の脇に黄
こ う

楼
ろ う

を築いた。元
げ ん

豊
ぽ う

元年八月癸
き

丑
ちゅう

［十日

日］に楼は完成し、九月庚
こ う

辰
し ん

［九日］に大いに集まって落成式を行った。私は始めはそのことを記念し

た文章を書こうと思っていたのだが、弟が賦を作ってくれて、書くべきことはほぼそこに尽きているので、そ

れを石に刻んでここに置くことにした。 

【補足】［弟が書いた『黄
こう

楼
ろう

の賦
ふ

』の序文は作品番号05-3-062ですでに見ている］ 
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■【05-4-066】中秋月寄子由三首 

【解題】8 月 15 日に中秋の月を詩に詠んで弟に寄せた。1 年前の中秋の月は弟と一緒

に見ていた［→作品番号05-3-051］。 

 

【訳文】 

 其の一 

去年、心をこめて君と見た月、 

今年は、古い町の東にきらめいている。 

去年、君とともにいた僕、 

今年は、憔悴して病
やまい

の床に臥っている。 

月はあちらこちらを探し求めたのか、 

しとやかに窓辺より入り込んできてくれた。 

月は僕が病であることなど知るはずもないのだけれど、 

楼台に月を愛でる歌声がないのを訝しく思ったのだろう。 

僕は枕を撫でて三度嘆息し、杖にすがって立ち、 

せっかく入ってきてくれた月の光に誘われて外に出る。 

夜の露が冷たく胸に入り込み、 

秋の虫のように僕はかすかに詩を吟じる。 

こんな病人を哀れまなくてよいので、 

天の風よ、 

手荒く吹いて月の宮殿へと連れて行ってくれまいか。 

僕も李
り

白
は く

のように豪放に振る舞ってみたい。 
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でも、かえって孟
も う

郊
こ う

のように鬱屈した言葉を発してしまう。 

僕に許された歳月はあとどれくらいなのだろうか。 

この佳
よ

い月ともしばしば逢えるものではあるまい。 

魚もこの夜は睡
ね む

らずにいるのか、 

さかんに水上で口をぱくぱくとさせている。 

【補足】［孟
もう

郊
こう

の詩を論じた詩をすでに見ている［→作品番号05-4-009］］ 

 

 其の二 

この間に中秋の月に逢ったのは六回、 

そのうち五回は君と離れて月に照らされ、 

去年だけは一緒で、 

しかし、そのときに君は別れの曲を歌い、 

満座の人々は咽び泣いた。 

南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府は繁華で美しいところだろうけれど、 

あの夜のことは忘れずにいてほしい。 

今夜南京で君が見る月は、 

広い湖に銀を流し込み、高い楼閣に鏡を掛けたかのよう、 

夜遅くまで歌声が続き、 

清らかな木のもとに人影が散り散りになって、 

ようやく君は家に帰り着くのだろう。 

葉の上にはすでに露が宿り、 

月の光が翻されることだろう。 

君は酒を呼び、 
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細君とともに飲み、子供たちに向かって僕のことを話したりするだろう。 

しかし、君は知らないのだ、 

僕が病後で酒が飲めずに梨や栗に対しているのを。 

僕がいま見ているのは、 

川の東の蕎麦
そ ば

の花が、月の光を受けて雪を敷いたかのよう。 

去年の君の曲に和そうかと思っていて、 

そうすると心がずたずたに断ち切られてしまうだろうかと、 

僕はいま怖がっている。 

 

 其の三 

去年の中秋の月を共に見たのは、 

舒
じ ょ

煥
か ん

君、鄭
て い

僅
き ん

君、頓
と ん

起
き

君、趙
ち ょ う

杲
こ う

卿
け い

君……。 

舒煥君はいま鄆
う ん

州にいて、 

科挙の試験監督として閉ざされた門の内で、 

この清らかな月に対しているのか。 

鄭僅君は北
ほ く

京
け い

大
だ い

名
め い

府に赴任するために、 

夜の間も独り舟を進めているのか。 

頓起君は同じ徐州にいるけれど、 

やはり科挙の試験監督として閂
かんぬき

で閉ざされた内側にいる。 

趙杲卿君からは手紙が届き、 

僕が作った中秋の詞について書いてくれた。 

四人は離れ離れであっても、 

千里を照らす月明りのもとで心を一つにしている。 
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明月は人が老いることなど理解しないし、 

良い夜に人々が揃うのはもとより難しい。 

座を一つにする人 も々、 

ふと顧みる間に水に流れる浮き草のようにばらばらになってしまう。 

かつて僕はこういうことを聞いた―― 

各地を旅する商人が集まって話をしたところ、 

中秋の日ばかりは、晴れも曇りも、どこもかしこも同じ天候なのだと。 

とすれば、君も四人の者も同じ月を見ているのだろう。 

天はそれだけの意を使ってくれているのだから、 

中秋の会はとりわけ軽んじではいけないのだ。 

明年もまた各自が離れて月を望むであろうが、 

一瞬ごとに変化する僕らであっても、 

永遠に変わらない情を知るであろう。 

【補足】［去年ともに中秋の名月を見たと名を挙げている4人のうち、呉
ご

琯
かん

と舒
じょ

煥
かん

は徐

州にいる人であるが、頓
とん

起
き

は青
せい

州の学校の教授［→作品番号 05-1-036］、趙
ちょう

杲
こう

卿
けい

は密
みつ

州の学校の教授［→作品番号05-1-030など］である。 

 

■【05-4-067】中秋見月和子由 

【解題】同じ中秋の月を、弟は南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府で見て詩を詠んだ。それに兄が和した。 

 

【訳文】 

山の高みから明月がまだ出ないうちに、 

仏
ぶ っ

陀
だ

の白
びゃく

毫
ご う

から発するような瑞
ず い

光
こ う

が千丈の長さに伸びる。 
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一杯の酒が尽きる前に銀闕
つ き

が湧き出し、 

雲の乱れが波頭のように崩れ去る。 

天の川の千斛
こ く

の水が天の眸子
ひ と み

を洗い去ったのか、 

ぞくっとさせられるばかりの月の光に、 

私の心はかえって水のように静まってゆく。 

いつもなら弾丸のような光芒を放つ星も、 

竜がわだかまるような星座も、 

今宵は眼を凝らしても見えない。 

清く澄んだ月の光に蛍の火は争いようがない。 

誰が川に舟を浮かべているのか、 

千の燈火が魚のように動いている。 

ある舟は浪のきらめきを無心に追い、 

ある舟からは歌声が高くあるいは低く聞こえてくる。 

浪はいつまでも揺れ、風はいつまでも回り、 

舟の青い明かりは山の前に明滅する。 

明月が低く落ちてゆくと人々は散り散りになり、 

私は家に帰って酒を呼び、 

もう一度月を見る。 

月の色はいよいよ清く好
よ

ろしく、 

露に湿った草の中で秋の虫が咽び鳴く。 

簾を捲いて戸を推して静まり返った家に入ると、 

窓辺でぐずる孫の声だけがしている。 

南
な ん

京
け い

にいる君よ、 
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貧乏であるのを恥じることはない。 

君のように、月に対して詩を詠む人はそうは多くあるまい。 

明日の朝になれば、人はそれぞれに用事があって出てゆく、 

美しい月の楼台での夢から覚めてぼんやりとした気分のままに。 

【補足】［（1）川に見えた無数の燈火は、中秋の夜に舟に燈火を掲げる習慣があった

ことによる。（2）ぐずる孫は蘇軾の長男の子で、近頃誕生したばかりで、楚
そ

老
ろう

と名付

けたと、蘇軾自身の注記がある］ 

 

■【05-4-068】与子明兄 

【解題】従兄の蘇
そ

不
ふ

疑
ぎ

［字
あざな

は子
し

明
めい

］［→作品番号04-1-070など］に宛てた手紙。 

 

【訳文】 

長らくお手紙を差し上げずにおりましたのは、兄上もよく御存知の怠惰の本性によるもので、たぶんまだ

それほど罪深くは思ってはおられないことでありましょう。……私は交替の者が来たら移ることになります。

こちらは二年続きの水害と旱魃で、よい場所を得て行きたいものです。お別れしてからすでに十年、い

つお会いできるのかと思うと、何ともいえない気持ちになります。……八月十八日。 

建
け ん

茶
ち ゃ

、兗
え ん

墨
ぼ く

を少しばかりお送りします。……中秋に詠んだ三首も添えますので、笑ってお納めください。

蘇軾再拝。 

【補足】［故郷にいる従兄に、近況を知らせつつ、高級品の茶と墨を贈ったのであ

る］ 

 

■【05-4-069】永遇楽 

【解題】このころに詠んだと推測される詞。徐
じょ

州の燕
えん

子
し

楼
ろう

にまつわる盼
はん

盼
はん

の物語があ
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ることはすでに見ているが［→作品番号 05-3-029］、蘇軾はあるとき燕子楼に泊まり、

夢に盼盼を見てこの詞を作ったという。 

 

【訳文】 

名月如霜、［霜のように明るい月の光］ 

好風如水、［水のようにさわやかな風］ 

清景無限。［無限に清らかな光景］ 

曲港跳魚、［入り江に飛び跳ねる魚］ 

円荷瀉露、［露を瀉
そ そ

ぐ円い蓮の葉］ 

寂寞無人見。［寂寞
し い ん

として人を見ることはありません］ 

紞如三鼓、［紞紞
タ ン タ ン

と三回叩かれる太鼓］ 

鏗然一葉、［葉が落ちる響き］ 

黯黯夢雲驚断。［暗くぼんやりとした夢の雲はそこで断たれます］ 

夜茫茫、［夜はなお茫茫
ぼ う ぼ う

］ 

重尋無処、［夢を重ねて尋ねるところはなく］ 

覚来小園行徧。［覚めて小さな庭をくまなく歩きます］ 

 

天涯倦客、［天の涯の疲れた旅人］ 

山中無路、［山の中で見失った路］ 

望断故園心眼。［心の眼でも望み見ることのできない故郷の家］ 

燕子楼空、［がらんとした燕
え ん

子
し

楼
ろ う

］ 

佳人何在、［かの佳
よ

き人はどこに］ 

空鎖楼中燕。［楼中に虚しく閉ざされた一羽の燕］ 
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古今如夢、［昔も今も夢］ 

何曾夢覚、［いつまでも覚めない夢］ 

但有旧歓新怨。［ただあるのはかつての歓びと今の怨み］ 

異時対、［次に対するのは］ 

黄楼夜景、［楼閣から見る夜景］ 

為余浩歎。［私は深く歎くのです］ 

 

■【05-4-070】答王鞏 

【解題】徐
じょ

州に来ると何度もいっていた王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号05-4-061］が

いよいよ都を出ることになって、詩を送ってきた。その中で、王鞏は自身のことを

「悪
あく

客
きゃく

」と称していた。それに答えた戯れの詩。 

 

【訳文】 

汴
べ ん

水
す い

、泗
し

水
す い

が彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］を繞
め ぐ

り、 

城壁は鉄を磨いたように堅い。 

李
り

光
こ う

弼
ひ つ

［唐
と う

代
だ い

の武将］がここにいたときは、 

その号令が人々の肝を裂くほどに厳しく轟いた。 

そうした伝統のある彭城の主人が、 

「悪
あ く

客
き ゃ く

」ごときを恐れるなどとは聞いたことがない。 

「悪客」と称するのは誰かというと、 

祥
し ょ う

符
ふ

年間に宰相となった人の孫、 

その家からは豪逸の人々が輩出し、 

気に入ればたった一つの盆にも千金も擲
なげう

ち、 
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旨い酒しか飲みたくないと、 

お気に入りの酒を載せた車を連ねて遠く人を訪ねたりもする。 

貴君に千の瓶
か め

の酒があるならば、 

私には万の株の菊があるから、 

頭に挿したければ好きなだけ挿したらよいであろう、 

多すぎると貴君の顔は見えなくなり、 

酔って帰るときに、花の重さに体の軸が折れてしまうかもしれない。 

客人に私は尋ねよう、 

「何が嬉しくてくるのかい」 

客人は答える、 

「私は山を愛するのです」 

「それこそうってつけ、 

 町のまわりを青い山々が巡っているから、 

 わざわざ山中に土地を買い求める必要はない。 

 それにここには黄
こ う

楼
ろ う

があって、 

 下にはさらさらと流れる美しい川があって、 

 つまらないことを聞いてしまった耳を洗ってくれるし、 

 飢えも癒してくれるのだ」 

彭城の遊びは楽しい上にもさらに楽しい。 

貴君は「悪客」というけれど、主人の悪にはどうせ及びはしない。 

【補足】［王
おう

鞏
きょう

が徐
じょ

州に向かう途中に馬上で詠んだ詩に次韻した作品もあるが、軽く

返事をしただけの詩であるので、訳は割愛する］ 
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■【05-4-071】与頓起、孫勉泛舟、探韻得未字 

【解題】科挙の監督官として徐
じょ

州にきていた頓起
と ん き

と孫
そん

勉
べん

とともに舟を浮かべて遊んだ

ときの詩。蘇軾には「未」の字が韻として割り当てられた。頓起の名は作品番号05-4-

066にあり、孫勉は孫
そん

覚
がく

［→作品番号5-4-033］の弟である。 

 

【訳文】 

窓の前には梧桐
あ お ぎ り

の葉が高く積み上がり、 

牀
ベッド

の下ではさかんに絡緯
こ お ろ ぎ

が鳴いている。 

そこに貴君等からの手紙がきたのは、 

貴君等にもまた夜に嘆くことがあるからなのだろう。 

朝になって、 

私は一樽の酒を携えて、 

貴君等と舟に乗り込んだ。 

貴君等との一語一語、 

それを味わいながら我が心を慰める。 

すでに秋の蠅は消え去り、 

冬の蟹が初めて旨くなるこのとき、 

小さなことを思ってなよなよ歌うのはよそうではないか。 

目をかっと見開き、髯を逆立てて、 

豪壮に勇んで歌うべきである。 

山がちのこの町に何があるのかといったら、 

この風光は貴君等を十分に楽しませ、 

旨い魚だってたくさんある、 
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とにかく笑って貴君等の腹のうちに納めてくれたらよい。 

たとえ十日の間飲み続けたところで、 

私にとってはさほどの費えにはならない。 

我等はいずれにしても老い行く身、 

己自身を貴く思って、 

他人に取り入るために猿踊りをして笑いを取るなどしてはならぬのだ。 

百篇の詩を作って、 

我等の意気を千丈の高さへと吐き出そうではないか。 

この年も次第に暮れ、 

雪の降るときが迫ってくるであろうから、 

明日は、町の南に出で遥か昔の遺跡を訪ねようではないか。 

秋の風のもとで菊が湧き出るように咲き乱れているだろう。 

諸君等は帰るなどといってはならない、 

私が嫌うのは、 

別れを軽んじることなのだ。 

 

■【05-4-072】次韻答頓起二首 

【解題】頓起
と ん き

の詩に次韻して答えた。この詩には蘇軾自身の注で、「頓君が科挙に及

第したときに、私は殿
でん

試
し

の編
へん

排
はい

官
かん

［成績の順位を決める役］で、頓君の答案を読むと

すこぶる率直であると思った。その後、弟は合格者たちとともに西
せい

京
けい

［洛
らく

陽
よう

］に行

き、嵩
すう

山
ざん

の絶頂に登った。そのときに唱酬した詩十余首をかつて見たことがあり、頓

君の詩もその中にあった」と書き添えている。それは、煕
き

寧
ねい

3年［1070年］のことで

あった［→作品番号03-3-007］。 
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【訳文】 

 其の一 

袖を引かれ、腰を押されるようにして貴君が貴紳の仲間入りをすると、 

貴君は我が弟等と手を携えて天への門に登った。 

そのときに山の中で聞かれた声と似ていると、 

私は貴君の詩を見たときに感じたのだった。 

思い出を語ろうとして、 

その前に、歳月の走る速さに驚かされてしまう。 

あのときすでに新しい学問に皆が従うようになり、 

人々は今もなおその筋の人たちを畏れている。 

あのころに宮中で当直したのもいまは夢のよう、 

それでも、貴君が時世を憂いて書いた論文ははっきりと記憶している。 

【補足】［（1）新しい学問とは、王
おう

安
あん

石
せき

が提唱したもので、それに則って答案を書い

た人物を首席で合格させたことを蘇軾は強く批判していた。（2）続く第二首は、2人

にはわかる事情を踏まえているのか、訳者には理解が及ばないので割愛する］ 

 

■【05-4-073】九日黄楼作 

【解題】洪水対策が一段落した後に着工した黄
こう

楼
ろう

は 8 月 12 日に完成していた。しか

し、8月 15日の中秋には蘇軾が体調不良であったために、大勢の人を呼んでの月見の

宴は催されなかったようだ。これは9月9日に重
ちょう

陽
よう

の宴を黄楼で行っての詩。 

 

【訳文】 
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去年の重
ち ょ う

陽
よ う

はいいようのないものだった―― 

前日の夜中に、町の南方に千の渦が湧き立ち、 

城壁に向かって水が押し寄せ、雷のような音を立てた。 

町中が泥だらけになり、そこに雨も降ってきた。 

重陽の節句だからといって、菊の花とか酒どころではなかった。 

日暮れには泥だらけになった履
く つ

を洗い、 

そのときに、 

今年の重陽の節句を迎えられるようになるとは思いもしなかった―― 

さあ、花に向かって盃を挙げようではないか。 

酒は薄いし、もてなしはまずしいものだが、 

これだって土
ど

嚢
の う

をかついで泥の中をはいずりまわるよりはましではないか。 

この黄
こ う

楼
ろ う

はできあがったばかりでまだ壁は乾いていない。 

霜が初めて降りようとするいま、今年の川は水量を減らしている。 

今日は細かな雨のような霧に包まれ、南方の山並みは隠され、 

黄楼の前には茫
ぼ う

茫
ぼ う

と海が広がっているかのようだ。 

下からはぎしぎしと舟を漕ぐ音だけが聞こえてくる。 

秋のうすら寒さは老人の体にはよろしくないというから、 

まずは熱い酒を腸
はらわた

に注いで、我が内なる気
き

を奮い立たせようではないか。 

すると、いい塩梅に霧が消え始め、日が出てきて漁村が見えてきた。 

遠く、水は鱗
さ ら

鱗
さ ら

と流れ、山は
ご つ ご つ

と聳え立つ。 

ここに集まった三十余人、 

詩人もいれば猛士もいれば、それこそ竜だって虎だってまざっている。 

楚
そ

の舞い、呉
ご

の歌を披露して、それこそ鵞鳥や鴨の大宴会だ。 
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さあさあ、もう一杯、皆の衆よ、辞退するでないぞ。 

ここの景色は天下第一の名勝にだって引けを取るものではない、 

それはこの私が保証する。 

【補足】［（1）ちょうど1年前には洪水との格闘が始まっていた。（2）最後の句は、も

っと具体的に、ここは苕
ちょう

渓
けい

に匹敵するほどに美しいと詠んでいる。苕渓は江
こう

南
なん

の名所

で［→作品番号 04-1-073］、かつて蘇軾は訪れたことがあるので、いかにそこが美しい

かを一座の人々にさんざん語り、しかしここも劣らないといったのだろう］ 

 

■【05-4-074】太虚以黄楼賦見寄、作詩為謝 

【解題】秦
しん

観
かん

［字
あざな

は太
たい

虚
きょ

］［→作品番号 05-4-048］が『黄
こう

楼
ろう

の賦
ふ

』を作って寄せてき

たので、その謝礼に詩を返した。 

 

【訳文】 

私は黄
こ う

楼
ろ う

の上で黄楼の詩を作ろうとしていた。 

そこに友人から手紙からきて、中になんと『黄
こ う

楼
ろ う

の賦
ふ

』が入っていた。 

黄楼は高さ十丈、その下に五丈の旗が立つ。 

楚
そ

山
ざ ん

をもって黄楼を守る城とし、 

泗
し

水
す い

をもって黄楼を巡る池とする。 

私が作ろうとした詩にはこれといってよい句がない。 

すべての風景がそれぞれに己を主張するので、 

私の意に従って詩の中におさまってくれないのだ。 

貴君は、何とも知れぬ妙技をもってして、 

雹を自在に降らし、雷をやすやすと鎮めてしまう。 
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貴君の堂 と々した詩句は古今の傑作の中に雑ぜることができる。 

南
な ん

山
ざ ん

の石は磬
け い

［打楽器］を作るのによく、清く脂を流すかのようになめらかである。 

朱い蝋
ろ う

石
せ き

は印を刻むのによく、ごくわずかな線もきめ細かく作ることができる。 

貴君の詩は、磬石や朱蝋の原石のように、 

どれほどのすばらしさが内に具わっているのか、 

いまはまだわからない。 

後の人々が真価を知るであろう。 

 

■【05-4-075】九日次韻王鞏 

【解題】王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号05-4-070］はようやく徐
じょ

州に現れ、王鞏の九

月九日の詩に次韻した。 

 

【訳文】 

私は酔ったのでもう眠ろうと思う。 

貴君もそろそろ止めたらよいだろう。 

酒がもうなくなってしまったので、 

青
せ い

州に従事を走らせたところだ［青州従事という名の酒があることによる洒落］ 

見れば、鬢の白髪は貴君の方が三千本は多いようだが、 

詩の品格は私の方が一百等は劣りそうだ。 

貴君は高位に昇ったなら、 

楼閣の扉を開く暇ももはやなくなってしまうだろうから、 

今日ばかりはこの老人と楼上にあるのをよしとしてくれている。 

せっかく逢えたのだから、 
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帰ることなど言わないようにしてもらいたい。 

それを聞いたら、黄色い花のようなあの蝶だって悲しむだろうから。 

 

■【05-4-076】送頓起 

【解題】試験監督のために徐
じょ

州に来ていた頓
とん

起
き

がいよいよ帰ることになり、この送別

の詩を作った。 

 

【訳文】 

旅路にある者同士が逢うのは難しく、 

いつも満足に楽しむことができない。 

貴君が旅立とうとするので袖を引いて、 

重
ち ょ う

陽
よ う

の節句に折り残した菊を愛でようではないかと勧める。 

貴君はいま何を念
お も

うのか、 

送別の歌は悲しさを増す。 

酒闌
たけなわ

にしてまだまだ別れる気になれず、 

もうしばらくと、蝋燭を一寸伸ばす。 

留めても限りがない、 

いつかは別れを促すことになるのだ。 

貴君が行く先には、泰
た い

山
ざ ん

が見えてくるだろう。 

貴君は先人に習って踏み登り、 

四十里にわたる山並みの向こうから湧き出る朝日を浴びるだろう。 

そして、頭
こうべ

をめぐらせてこの徐州のあたりを望むなら、 

大海に浮かぶ一粒の粟、 
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そこに貴君の友がいて、塵土の上をあくせく歩き回っているのだ。 

貴君は黄
こ う

楼
ろ う

の詩を残してくれた、 

私はその名篇をずっと大切にするだろう。 

 

■【05-4-077】送孫勉 

【解題】同じく試験の仕事できていた孫
そん

勉
べん

の送別の詩。詩の冒頭に北
ほっ

海
かい

県について言

及しているのは、孫勉がかつてそこにいたのだろう。途中に「髯
ひげ

の将軍」とあるのは

立派な髯を蓄えた孫
そん

覚
がく

、つまり孫勉の兄のことである。 

 

【訳文】 

私は先に密
み っ

州の職を辞めたときに北
ほ っ

海
か い

県を通過した。 

河では、雪のような白い浪が暴れ、 

黄
こ う

土
ど

は蒸し饅頭のようにひび割れていた。 

そのあたりは桑や麻の一大産地で、 

そこが豊作になると天下の桑や麻の値が下落するといわれている。 

ところが、ここのところ毎年のように饑饉に見舞われ、 

盜賊の難にもずっと苦しめられている。 

気の毒なのは盗賊を追捕する役人で、 

顔が裂けるような烈風の中でも野宿をしなければならない。 

貴君は淮
わ い

南
な ん

出身の秀才で、 

首席で科挙に合格するほどの文才の主でありながら、 

筆を投じ、腰に箭
や

を束ねて武事に奔走するようになり、 

髯
ひ げ

の将軍の薫陶もあってか、 
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戦を促すような豪快な詩文を作るようになった。 

私は州知事として近隣の三つの州を対象に科挙の地方試験を行った。 

私には、受験生の中の玉石を見分ける能力がない。 

貴君には、しかるべき人物を見分ける力が具わっていることはよく知られているから、 

試験に落第しても、貴君の判定ならばきっと受験生も善
よ

しとしてくれるだろう。 

貴君の才能には可ならざるものはないが、 

さらに百
ひゃく

煉
れ ん

すればますます立派なものとなろう。 

私の詩は咀嚼するに耐えるものではないけれど、 

貴君との別れの酒の肴として贈ろうと思う。 

 

■【05-4-078】李思訓画長江絶島図 

【解題】唐
とう

代
だい

の李
り

思
し

訓
くん

が描いた画を見ての印象。李思訓は宋
そう

代
だい

の山水画の基となるよ

うな画風を拓いたといわれる人。画には、長
ちょう

江
こう

に浮かぶ二つの小島が描かれていた。 

 

【訳文】 

山は蒼蒼
あ お

く、 

江
か わ

は茫茫
ひ ろ

い。 

江の中央に浮かぶ大
だ い

孤
こ

山
ざ ん

と小
し ょ う

孤
こ

山
ざ ん

、 

崖は崩れ、路は絶たれて、猿も鳥もいない、 

ただあるのは天を刺すばかりの高い木 。々 

旅人の舟はどこから来たのか、 

ふと画中より、 

抑揚のある棹歌
ふ な う た

の声。 
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画の外の遥か遠くより、 

江
か わ

べりの平らな沙へと、 

軟らかな風が吹き寄せる。 

二つの島は姉と妹だとか―― 

たちまち島は女性の豊かな髷
ま げ

に変わり、 

暁の鏡の前で化粧が終わったばかりのあでやかさ、 

舟の上の旅人よ、 

むやみに恋に落ちてはいけない、 

妹は先年、彭
ほ う

郎
ろ う

というよい男のもとに嫁したのだから。 

【補足】［山水画には、舟に乗る孤独の人物がよく描かれ、それは俗世間から超越し

た隠者であるとするのが普通の見方である。ところが、この詩では、他所の女性に岡

惚れしてしまう俗人として詠んでいるのが蘇軾の遊び。悪ふざけがすぎると、この部

分を酷評する人もいたが、杓子定規の堅いことばかりをいう者は蘇軾の友人にはなれ

ない］ 

 

■【05-4-079】張安道見示近詩 

【解題】王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］が携えてきた張
ちょう

方
ほう

平
へい

［字は安
あん

道
どう

］の新しい詩を読んでの

感想。王鞏は張方平の婿である。 

 

【訳文】 

世の人物の質がひとたび衰え出すと、奥深い言葉が聞かれなくなる。 

かつてそのような時代があった後に、 

再び正しい言論が聞かれるようになったと讃えられた人がいた。 
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それとて、張
ち ょ う

公
こ う

が時に感じて深い意
こころ

から発する言葉にはとても及ばない。 

私は少年の頃に奇特な志を抱き、古代の琴の音に和そうとした。 

ところが、林は荒れて蝉が勝手にがんがん鳴き叫び、 

沼は廃れて蛙が淫
み だ

りがわしく鳴き叫び、 

ついには両耳を覆い、ただ黙って嘆息することとなった。 

ここに王
お う

君
く ん

が颯爽とやってきて、 

「僕は山に仙人を見ました、 

 月明かりのもとで嶺に笛を吹き、 

 その音は淮
わ い

水
す い

、泗
し

水
す い

に落ちて、 

 水の生き物も感動して唱和します」 

ならば、さらに公に願うのは、 

王者の徳を正して、古代の正しい音を後世にもつなぐようにしていただきたい。 

【補足】［張
ちょう

方
ほう

平
へい

は蘇軾にとって大恩人であることから、過剰とも思えるような賛辞

を贈るのを常としている。蝉がギャンギャン、蛙がゲコゲコと戯画化されたのは改革

の担い手たちで、これを読んだらさぞ不快であろう］ 

 

■【05-4-080】次韻王鞏顔復同泛舟 

【解題】王
おう

鞏
きょう

と顔
がん

復
ふく

が舟を浮かべて詠んだ詩に次韻した。顔復［→作品番号05-3-

039］もことのとき徐
じょ

州にいた。 

 

【訳文】 

顔
が ん

復
ふ く

は痩せに痩せて、 

衣の重さにも耐えられないよう…… 
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王
お う

鞏
き ょ う

は肥えに肥えて、 

帯の長さは十人分はある…… 

顔復の身の軽さはぴょんぴょんと山を走り、 

王鞏の身の重さは舟もぐたぐたに酔ったようになる。 

妓女たちは雪のように舞って金の釵
かんざし

を落とすかたわらで、 

二人は雲が湧くように談じ合って限りがない。 

思うに、銭
せ ん

塘
と う

［杭
こ う

州］にいたときの私がまさにそのようであった。 

回顧すれば、我が四十二年間はおよそろくでもないものであったのだ。 

 

■【05-4-081】次韻張十七九日贈子由 

【解題】張
ちょう

方
ほう

平
へい

の息子の張
ちょう

恕
じょ

［→作品番号05-4-005］が九月九日の重
ちょう

陽
よう

の節句に蘇

轍に贈った詩に次韻した。重陽の当日に南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

では兵士を並べて勅使を迎える儀

式が行われ、もとの詩はそのことを詠んだものであった。王
おう

鞏
きょう

がその作品を携えてき

て蘇軾に披露したのだろう。 

 

【訳文】 

城壁に千の戈
ほ こ

、万の槊
ほ こ

を城壁の下に並べる。 

重
ち ょ う

陽
よ う

の節句であってもそこに酒樽を持ってゆくわけにはいかない。 

官の仕事は無限にあって終わる日はない。 

それでも菊の花には信
まこと

があって必ずこの日には咲いてくれる。 

貴君が御父上のもとで悠然と暮らしているのは羨ましい限りで、 

塵まみれの官員の印の纓
ひ も

にはまだ繋がれてしまうべきではない。 

いまのこの余裕のある日々の間は痛飲すべきである、 
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いずれは長い剣に頤を載せて国の大事を論じるようになるだろうから。 

 

■【05-4-082】登雲竜山題名 

【解題】王
おう

鞏
きょう

等と雲
うん

竜
りゅう

山
ざん

［→作品番号05-3-047］に登った記録。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ぽ う

元年九月十七日、張
ち ょ う

天
て ん

驥
き

とともに、蘇軾、顔
が ん

復
ふ く

、王
お う

鞏
き ょ う

が初めてこの山を登った。 

 

■【05-4-083】登雲竜山 

【解題】上の記録にある雲
うん

竜
りゅう

山
ざん

に登ったときの詩。一句目にある黄
こう

茅
ぼう

岡
こう

は雲竜山の北

側の斜面にある。 

 

【訳文】 

酔った勢いで黄
こ う

茅
ぼ う

岡
こ う

を走って上る。 

羊の群れのように、岡いっぱいに岩がごろごろしている。 

岡の高みにまできて酔いがまわり、 

岩を牀
ベッド

にしてぶっ倒れる。 

仰ぎ看れば、白い雲が天に茫
ぼ う

茫
ぼ う

と浮かんでいる。 

我等が歌う声は秋風とともに遠く谷へと落ちてゆく。 

道行く人は何事かと首を挙げてこちらを見て、 

「知事様はすっかりご機嫌じゃわい」 

と、手を拍
う

って大いに笑うのである。 

【補足】［（1）蘇軾は庶民に酔態を笑われると詩に詠むのを好んだ。実際に、路傍の
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人々にもにこやかに接していたのは間違いないだろう。（2）同じときに雲
うん

竜
りゅう

草
そう

堂
どう

［張
ちょう

天
てん

驥
き

の住いであろう］に掛けられている石
せき

磬
けい

について詠んだ詩があるが、訳は割

愛する］ 

 

■【05-4-084】次韻王鞏留別 

【解題】王
おう

鞏
きょう

は徐
じょ

州に十日間ほど滞在して都へと帰っていった。そのときに王鞏が詠

んだ詩に次韻した。 

 

【訳文】 

私は都を去ってすでに八年、 

いま私の知る人は誰がいるのか。 

あのころ交流があった人々のなかに、 

いま肩で風を切って都を歩いている者は一人としていなかった。 

あのころに私をただ知っていたくらいの者ならいなくはないだろうけれど、 

好い地位の餌に釣られて、 

権勢の者に仕える役人として繋
つ な

がれの身となり、 

故郷の山 を々もはや顧みることはないのだろう。 

貴君だけは独り立ち、 

世間とはすこぶる異なるところを馳せている。 

千里の遠さも構うことなく、 

今回の珍しい旅を成し遂げた。 

昔、唐
と う

朝
ち ょ う

のある王子が、餅
ピ ン

売りの妻の美貌にひかれ、 

夫に厚く酬いてその女を我がものとしたのだが、 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：405 
 

女は元の貧乏な夫を想い続けたので、 

当時の人々の涙を誘ったのだった。 

貴君にはその妻の心がわかるであろう。 

私はいわば餅売りの夫、 

牀
ベッド

を支える四柱の亀の飾りだけを伴
と も

として過ごしていた。 

貴君はこれから帰って、誰とともに詩文を楽しみ合うのだろうか。 

まずは張
ち ょ う

先生［張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

］にこの詩を見せていただきたい、 

大きく笑って頤
あ ご

に結んだ紐が切れてしまうであろう。 

【補足】［王
おう

鞏
きょう

は南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

を経由して舅である張
ちょう

方
ほう

平
へい

に会ってから都に帰るのであ

る］ 

 

■【05-4-085】与鮮于子駿 

【解題】鮮
せん

于
う

侁
しん

［字
あざな

は子
し

駿
しゅん

］［→作品番号05-4-039］に宛てた手紙。友人の劉
りゅう

恕
じょ

［字

は道
どう

原
げん

］［→作品番号04-1-019、04-3-019］がこの9月に47歳で亡くなり、その弟の

劉
りゅう

格
かく

［字は道
どう

純
じゅん

］が帰郷する途中で徐
じょ

州に立ち寄った。蘇軾は、この手紙で劉格の

後押しをしてくれよう鮮于侁に頼んでいる。 

 

【訳文】 

古くからの友人の劉
り ゅ う

格
か く

君は、かつての友の劉
り ゅ う

恕
じ ょ

君の弟であります。書物を多く読み、該博な知識を

蓄え、文章は粲然と輝いて観るべきものがあります。節義を立てて強く主張し、公務に厳格であります

ことは、司
し

馬
ば

光
こ う

君もよく御存知でありますが、ほかの人にはあまり知られていません。貴君に特にお願

いしたいのは、劉君を門下に置かれて、もしも国の仕事を任せてもよい人物であると見ていただけて、

御推薦いただけましたならまことに幸いであります。劉君はいまはこちらに立ち寄って、間もなく故郷の
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南
みなみ

康
こ う

軍
ぐ ん

に帰ろうとしています。貴君が劉君のことを認めてくだされば、願いは十分に叶います。このよう

にするのは、私的な思いからではなく、才能が埋もれてしまうのを惜しむからであります。 

 

■【05-4-086】次韻僧潜見贈 

【解題】道
どう

潜
せん

［字
あざな

は参
さん

寥
りょう

］から贈られた詩に次韻して返した。道潜は、杭
こう

州時代に

蘇軾が何度か足を運んだ於
よ

潜
せん

の僧で、そのときには会う機会がなかったようで、道潜

が何かの旅の途中で徐
じょ

州に立ち寄ったのが 2 人の最初の出会いだったようだ。これよ

り極めて親密な間柄になる。 

 

【訳文】 

参
さ ん

寥
り ょ う

師の胸中は水の鏡のように清く、 

森羅万象がそこに映っては消え、一切の形を残さない。 

独り古い寺に住んで菊を植え、詩を詠む人とともにその花を食らう。 

人間世界にはどうして南と北の差異があるのか、 

渡り鳥はどうして遠くに飛んで行くのか。 

師はかつて門を閉ざし、穴の深みに禅
ぜ ん

榻
と う

を置いて座し、 

その頭の上に歳月が高く積み上がって行った。 

今年になってたまたまそこから出て、 

智慧の剣をもって煩悩の賊に刑を加えようと、 

僧衣を新たにして仏法を求める山水の旅に出た。 

路傍の子どもたちは、髭を全く翦
き

らずにいた師の姿に驚き、 

お歴々は師に逢おうとしたが、師は民衆の内に隠れて捜し出せなかった。 

あたかも夢の中の出来事にようにして、 
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淮
わ い

水
す い

のこちら側へと吹き寄せる秋風とともに、 

殺風景な庁舎の庭に、たわわに実の成る橘
き つ

柚
ゆ う

の木［参寥師］が現れた。 

彭
ほ う

城
じ ょ う

のこの老知事は誰にも顧みられることなく、 

旧い友人は互いに天空の片隅に分かれ、暁に残る星を望むかのよう、 

ただ棗
なつめ

の林や桑の野だけが迎え入れてくれる。 

師は千の山の遠さも憚らず、 

荒野には家がないのをも厭わず、 

二本の脚は飛ぶ猿のように軽やかに旅をする。 

世には虚飾の言葉がごろごろしている、 

その中にいくらかなりとも詩人の情
こころ

というものがあるのだろうか。 

猿が鳴き鶴が叫ぶのは本来何かの意
こころ

があってのことではなく、 

その下を心を傷める旅人が行くなど知りもしない。 

夜の雨が石段に降り注ぐのは自ずから清らかなだけで、 

人の心を悲しみで満たして泣かせようとするものではない。 

私はもう詩などは廃して、山に入って筐
は こ

いっぱいの仙草を採ろうかとも思う。 

しかし、現実には公文書が堆積し、鞭打ちの刑罰を加えなければならない。 

昼間は無理でも、せいぜい夜の間ぐらいは、 

茶を煮て栗を焼いて過ごし、 

師とともに傾く月を見つめつつ、 

師の珠玉のような智慧で、私の濁った水のような心を照らしていただきたく思う。 

 

■【05-4-087】次韻潜師放魚 

【解題】徐
じょ

州の虚
きょ

白
はく

斎
さい

で参
さん

寥
りょう

と話をしていると、ある人が蘇軾のために魚を持ってき
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た。蘇軾は、この魚を水に放ってみてはと参寥に勧め、そのようにしてから参寥が詠

んだ詩に、蘇軾が次韻した。 

 

【訳文】 

参
さ ん

寥
り ょ う

師は、泗
し

水
す い

のほとりに立って魚を放ち、仏法を説く。 

師の払
ほ っ

子
す

に天から無数の花が降ってくる。 

師は、浄
き よ

らかな行いをして西方浄土に行く種を植えよと教える。 

夢のお告げに、命の終わるときがきたと知ってからでは遅い。 

悲しいかな、私は魚のように年中口をぱくぱくさせているだけ、 

ろくな目に遭わず、退くべき時期もつかめずにいる。 

かつて、案外知恵のないお人だと笑われた子
し

産
さ ん

どころではない、 

本当にぼんくらな知事で、 

尾が赤く変色したくたびれた魚のような状態に民衆がなっているのに、 

目が細か過ぎる網を取り除いてやることもしないで、 

ただ額に油汗を流しているだけなのだ。 

師はもとより衣の内に仏法という珠
た ま

を有しているので、 

泥の底に潜って真珠を探し求めなくてもよいのだ。 

【補足】［（1）会って間もない参
さん

寥
りょう

とたちまち心の波長が合ったのだろう、すぐにこ

のような戯れの詩を詠むようになった。魚を放したので、魚に縁のあるいろいろなこ

とが詠み込まれている。（2）途中にある子
し

産
さん

の故事は次のようなこと。賢人としての

誉れ高い大臣の子産にある人が魚を贈った。子産はその魚を水に放てと池の管理人に

命じた。管理人は魚を煮て食べて、子産には池で悠々と泳いでいると報告した。子産

はそれを聞いて管理人を褒めたので、管理人は、子産は知恵者だと聞いているが、そ
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れほどではないと笑った。（3）目の細かい網とは、改革に伴って作られた数々の新法

をいうのだろう］ 

 

■【05-4-088】浣渓沙 

【解題】かつて蘇
そ

州で会ったことにある閭
ろ

丘
きゅう

孝
こう

終
しゅう

［→作品番号04-3-036］が徐
じょ

州に立

ち寄ったので、この詞を作って見送った。 

 

【訳文】 

一別姑蘇已四年。［姑
こ

蘇
そ

［蘇
そ

州］でお別れしてすでに四年］ 

秋風南浦送帰船。［秋の風は、南の岸辺で帰りゆく船を見送ります］ 

画簾重見水中仙。［画のような風景のなかで、再び仙人のあなたと会ったのでした］ 

 

霜鬢不須催我老、［白髪よ、私をもう老いさせないでください］ 

杏花依旧駐君顔。［杏
あんず

の花はあのときと同じくあなたのお顔に留まっています］ 

夜闌相対夢魂間。［夜が更け行き、あたかも夢の中にいるかのようです］ 

 

■【05-4-089】滕県時同年西園 

【解題】徐
じょ

州の管轄下の滕
とう

県［→作品番号 05-4-050］には蘇軾と同時に科挙に合格し

た時
じ

君［名は不明］がいた。その人の庭について詠んだ詩。 

 

【訳文】 

人はみな成長の早い楡
に れ

や柳を種
う

えて、 

十畝
ぽ

の陰
か げ

がすぐにも作られるのを待つのだが、 
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私は自分のちょっとした信念として松や柏
は く

を種えることにしている。 

村里を見ても、それぞれの家はせわしなく盛衰を繰り返し、 

木を種えても徳を種えないのなら、飛び去る鳥のように雲散霧消してしまう。 

時
じ

先生のことを私はいままで知らなかったのだが、 

その用意するところのものは実に深く、 

千金よりも義を重んじ、数人の友だけがいる。 

先生の自らの手で西
せ い

園
え ん

を開き、千の峰から珍しい木を持ってきた。 

霜にも雪にも耐える根を養い、 

遥かな高みで鶯や鳳
おおとり

が吟じるようになるのを待っている。 

池に水を引き、亀や魚が自由に浮き沈みしている。 

桂の木が日夜成長し、歩む人の肩に白い花が乱れ落ちる。 

繁るのは草や木だけではない、 

先生の子孫もすでに林を成すまでになり、 

両手に余るまでに大きくなった子がたくさんいて、 

必ずや千尋の高さにまでもなるであろう。 

昔、漆を種えて長い歳月の後に富豪となった者がいた。 

私はこの西園の詩を作って、 

近隣の人々に先生を見習うよう勧めるものである。 

【補足】［徳を種えるということは先に『種
しゅ

徳
とく

亭
てい

の詩』で見ている［→作品番号 05-4-

038］］ 

 

■【05-4-090】次韻王廷老和張十七九日見寄 

【解題】張
ちょう

恕
じょ

が九月九日の重
ちょう

陽
よう

の節句に詠んだ詩［→作品番号 05-4-081］に王
おう

伯
はく

●
よう
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［字
あざな

は廷
てい

老
ろう

］［●は易＋攵］が和したので、蘇軾がそれに次韻した。王廷老はこのこ

ろは不本意ながら官職から離れて南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

にいて、蘇轍としばしば詩の応酬をして

いた。 

 

【訳文】 

 其の一 

霜に枯れた葉が空に飛び、雀が籬
かきね

に遊ぶいま、 

筋力を使って楼閣を上り、 

菊の花に向かって酒を手にするのは、 

まだまだ老いに甘んじまいとするからで、 

鬚を黒く染めて、自らを欺
あざむ

くくらいの気でいる。 

貴君が事も無く過ごしているのは、 

酒好きであるからだとわかってはいる。 

多才な貴君であるから、世間は貴君を手放しはしないだろう。 

いまは呑気に杯を含んでいられる口だって、 

役人の冠を結ぶ紐で堅く括られてしまうであろう。 

【補足】［王
おう

廷
てい

老
ろう

はいずれ要職に復帰するであろうと励ました詩で、第二首も同様の

趣旨であるので訳は割愛する。王廷老に贈った詩がもう一首あるが、その訳も割愛す

る］ 

 

■【05-4-091】鹿鳴宴 

【解題】科挙の地方試験に合格した人々を集めて開く祝宴を鹿
ろく

鳴
めい

宴
えん

といい、蘇軾は徐
じょ

州で行われた試験に及第した人々を黄
こう

楼
ろう

に集めて9月30日に盛大に祝宴を行った。
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これはそのときの詩。 

 

【訳文】 

騎を連ねて走り来る使者、 

太鼓を叩いてそれを盛大に迎えると、 

諸君等がみごとに科挙の最終試験に合格したとの報せなのである。 

金の盃に菊を浮かべていまここに宴を催すのは、 

春の合格を目指して都を行く諸君等を送るためである。 

いつの日か諸君等が地方を巡視しにくるのを私は出迎えて、 

白髪頭で再びここで詩を賦すことになるであろう。 

そして、月夜に笛の音を聞きつつ、 

昇平の時を楽しむのである。 

【補足】［（1）このときに人々が詠んだ詩を集めた詩集に蘇軾は序文を記している。

それは優美な技巧的な文章でかなり訳しにくいので割愛する。（2）なおこの詩は出来

が悪くて蘇軾の作ではないと疑う説もあるようだ］ 

 

■【05-4-092】次韻参寥師寄秦太虚三絶句、時秦君挙進士不得 

【解題】都で科挙の一次試験に挑んだ秦
しん

観
かん

［字
あざな

は少
しょう

游
ゆう

、太
たい

虚
きょ

］［→作品番号 05-4-048］

は不合格となり、参
さん

寥
りょう

［→作品番号 05-4-086］が慰めの詩を寄せ、それに次韻した。

参寥はかねてから秦観と親しくしていたようである。 

 

【訳文】 

 其の一 
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秦
し ん

君が文字を自由に使うことは世から超然と抜きん出ていて、 

仙人が大空を凌
し の

ぎ上るありさまがある。 

ところが、どうしたことか秋の試験に及第しなかったので、 

私は座禅を組んでそのわけを諸天の菩薩に尋ねようと思う。 

【補足】［（1）菩薩が出てくるのは、参
さん

寥
りょう

の詩に次韻したからだ。（2）参寥と唱和し

た詩は、仏教に関わる概念や故事を引いて、常人の理解を超えて思考を飛躍させてい

りするので、訳者には甚だ解しがたいものが多い。第二首は割愛する］ 

 

 其の三 

得ると喪
うしな

うとは毛筋の先ほどの差さえもない、 

だから参
さ ん

寥
り ょ う

師はそんなものには目を向けないし、 

意気揚 と々挙げる声を聞いてみたいとも思わない。 

何はともあれ、 

参寥師とともに、 

唾を吐くように新しい詩を次々に作ってみたらよいだろう。 

 

■【05-4-093】答秦太虚 

【解題】科挙に落第した秦
しん

観
かん

に、蘇軾はこの手紙を書いている。 

 

【訳文】 

お別れしてから何度もお手紙をいただいていながら、怠け癖と便宜がないことから、一度もお答えして

おらず、慚愧の至りであります。参寥
さ ん り ょ う

師がこちらに来て、貴君の様子をいろいろと楽しく聞いておりま

す。しかし、科挙の一次試験の合格者の名簿に貴君の名がなかったのは、甚だ嘆かわしいことであり
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ました。これは貴君の損益をいうよりも、その筋の方々の不幸をいうべきでありましょう。 

その後の日々はいかがしょうか。参寥師は真に立派な人で、貴君が親しくされたのもなるほどと思えま

す。いつまた貴君とお会いできるのかと思うと、紙に臨みつつ呆然としてしまいます。万万御自愛され

ますように。謹んでお手紙差し上げます。 

参寥師に問うと何でも知ることができます。夜になって書いているので疲れが出て何を書いているのか

わからなくなってきました。貴君の試験の答案は非常によいもので、いまの君子たちに書けるようなもの

ではありません。私は遠からず交替となり、次の任地はまだわかりません。東南の一郡に行きたいと思

っていて、もしそれが叶えば、きっとお会いできましょう。 

【補足】［同じころに秦
しん

観
かん

に宛てた手紙がほかにもあるので、その一部を読んでおこ

う］ 

 

【訳文】 

昨夜はたまたま客人と数杯の酒を飲み、その後で燈火の下で李
り

之
し

儀
ぎ

君と秦
し ん

観
か ん

君への手紙を書きま

した。そのまま眠ってしまい、今日になって二通の手紙を読み返してみると、李之儀君への手紙はまだ

しもどうにか整っていましたが、秦観君への手紙はひどく乱れていました。まことに昨夜の酔いがひどか

ったのでしょう。本来なら別に書き改めるべきでしょうが、また思いますに、秦観君はこれを読んで千里

の彼方にあって我が酔態を笑ってくれることでしょう。暇な折に一字でも寄せてくださるなら、はなはだ寂

寥が慰められます。 

【補足】［李
り

之
し

儀
ぎ

［字
あざな

は端
たん

叔
しゅく

］の名は作品番号04-3-090で見ている］ 

 

■【05-4-094】与舒教授、張山人、参寥師同遊戯馬台、書西軒壁、兼簡顔長道二首 

【解題】この詩の題は、「舒
じょ

教授、張
ちょう

山
さん

人
じん

、参
さん

寥
りょう

師とともに戯
ぎ

馬
ば

台
だい

に遊び、この詩を

西
せい

軒
けん

の壁に書き、兼ねて顔
がん

長
ちょう

道
どう

に手紙で送った」。舒教授は徐
じょ

州の学校の教授の舒
じょ

煥
かん
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［→作品番号05-4-051など］、張山人は雲
うん

竜
りゅう

山
さん

の張
ちょう

天
てん

驥
き

［→作品番号05-4-082など］、

参寥師は僧の道
どう

潜
せん

［→作品番号 05-4-086］、戯馬台は徐州の町の南にある旧跡でその上

に台
だい

頭
とう

寺
じ

があり［→作品番号 05-3-058］、西軒はその一角にあったのだろう、顔長道は

顔
がん

復
ふく

［→作品番号05-4-080など］である。 

 

【訳文】 

 其の一 

長い回廊を歩んで、古い寺の隅々まで見てまわる。 

とりわけこの西
せ い

軒
け ん

は旅人の情
こころ

を慰めてくれものがある。 

西側を断たれたような楚
そ

山
ざ ん

は客人を迎えるありさまで立ち、 

汴
べ ん

水
す い

は南へと流れ来て町を巡ってその姿を客人に見せている。 

かつて作られた玉
ぎ ょ く

鉤
こ う

斜
し ゃ

の道はすでに草に埋もれ、 

かつて築かれた白
は く

鶴
か く

観
か ん

もすでになくて泉だけがある。 

この淡い遊びの何が学校の先生［舒
じ ょ

煥
か ん

のこと］のお気に召したのかというと、 

こうして坐して磬
け い

を叩く音が野原に響くのを聞けたことなのであった。 

 

 其の二 

竹の杖をつく者、芒
すすき

の草鞋
わ ら じ

を履く者、 

順に並んで道を行き、 

下に官道を臨むと、 

そこにこの土地の人情を見てとることができる。 

寒い季節になっても、畑には豆や粟が実り、 

日の暮れに向かって、牛や羊が自ずと町へと帰ってゆく。 
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酒を買うのは、とにかく陶
と う

淵
え ん

明
め い

先生［張
ち ょ う

山
さ ん

人
じ ん

のこと］を酔わせるため、 

詩を詠んでいるのは、誰よりも清らかな言葉を発する皎
き ょ う

然
ぜ ん

［参
さ ん

寥
り ょ う

のこと］である。 

さあ、路地奥に住んでいる顔
が ん

回
か い

先生［顔
が ん

復
ふ く

のこと］を尋ねて、 

この詩を継ぐ微妙な言葉を聴こうではないか。 

【補足】［（1）途中に挟まれている「天寒菽粟猶棲畝、日暮牛羊自入城」［天
てん

寒
さむ

くして

菽
しゅく

粟
そく

は猶
な

お畝
うね

に棲
す

み、日
ひ

暮
ぐ

れて牛
ぎゅう

羊
よう

は自
おの

ずと城
しろ

に入
はい

る］は、平穏な田園風景を詠ん

だ淡白な味わいの美しい対句である。（2）以上の二首のなかに友人四人を巧みに詠み

込んでいる］ 

 

■【05-4-095】夜過舒堯文戯作 

【解題】夜に舒
じょ

煥
かん

［字
あざな

は堯
ぎょう

文
ぶん

］教授を尋ねて戯れに詠んだ詩。 

 

【訳文】 

舒
じ ょ

先生の部屋に冴え切った月の光が差し込み、 

両側の廡
ひさし

からは、弟子たちが本を読む声が賑やかに響いてくる。 

門を押して先生の部屋に入り込むと、 

書物が乱雑に置かれ、 

蠟
ろ う

紙
が み

を貼った燈籠が雲
う ん

母
も

のように白く輝いている。 

先生は骨の髄まで清らかな人であるから、 

横になって眠るのはごくわずかで、 

長い夜も、坐って時を告げる太鼓の音を数えている。 

石の硯に氷が張りそうな寒さであっても、 

銅の瓶の水を使い切って雨の滴りが残るだけとなる。 
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先生がそそくさと出てこられて挨拶しようとするので、 

私は襟を正してより丁寧に応じる。 

明日の朝は私はある友を訪ねる気でいるのだが、 

その人は先生の方を重んじたと羨むことだろう。 

【補足】［終わりの部分は二つの故事を用いて、何かジョークを言っているようなの

だが、訳者はそのココロを読み取ることができないので、仮にこのようにしておく］ 

 

■【05-4-096】次顔長道韻送傅倅 

【解題】副知事の傅
ふ

裼
せき

［字
あざな

は子
し

美
び

］［→作品番号05-4-024］が他の地に移ることにな

ったので顔
がん

復
ふく

［字
あざな

は長
ちょう

道
どう

］が送別の詩を詠み、蘇軾が次韻した。 

 

【訳文】 

貴君とは、菊の花が開き、菊の花が落ちるのを二度見た。 

貴君とは、南の山々の寺を遍く巡ってそこに名を記した。 

私は公務において貴君に頼っていただけでなく、 

あたかも兄弟のように親しくさせてもらった。 

一年前には、雲のように押し寄せてくる汴
べ ん

水
す い

、泗
し

水
す い

の波に浮かび、 

貴君も私も衣服がすっかり泥だらけになってしまった。 

別れの酒にとことん酔おうではないか、 

いまは穏やかに流れる川の水音に耳を傾けながら。 

 

■【05-4-097】百歩洪二首并叙 

【解題】徐
じょ

州の名所、百
ひゃく

歩
ほ

洪
こう

［→作品番号 05-3-033］で詠んだ詩。この詩には序文が
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付いている。2首のうち1首を訳す。 

 

【訳文】 

叙 

王
お う

鞏
き ょ う

が彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］の私のもとに訪ね来て、ある日のこと、王鞏は顔
が ん

復
ふ く

とともに小さな舟に棹
さ お

さし、盼
へ ん

、

英
え い

、卿
け い

の三人の妓女を携えて泗
し

水
す い

に遊んだ。北に聖
せ い

女
じ ょ

山
ざ ん

に上り、南に百
ひゃく

歩
ほ

洪
こ う

に下った。笛を吹き、

酒を飲み、月に乗じて帰った。私は事情があって行くことができなかったが、その夜は、私は黄
こ う

楼
ろ う

の上

に立って、舟の上の人と互いに見て笑い合ったのだった。このような月の光のもとでの楽しみは李
り

白
は く

が

死んで三百余年の間、ほとんどなかったものではないかと思った。王鞏が彭城を去って一カ月を超え

てから、私は参
さ ん

寥
り ょ う

師とともに百歩洪に舟を放ち、先の遊びの跡を尋ねて追懐した。そして長嘆息してこ

の二首の詩を作り、一つを参寥に贈り、一つを王鞏に寄せ、かつ顔復と舒
じ ょ

煥
かん

に示し、その二人を迎え

て詩に和してもらおうと思う。 

【補足】［王
おう

鞏
きょう

と顔
がん

復
ふく

が舟を浮かべて遊んだことは作品番号05-4-080で見ている］ 

 

 其の一 

百歩洪の長い流れに、 

北
ほ く

斗
と

星
せ い

が天から水を注ぎ落としたように波が跳ねる。 

舟は、機
は た

織
お

りの梭
ひ

を投じる速さで南に下る。 

船頭が、 

「鳧
け り

か雁
か り

が飛び立ちました」 

と、叫ぶ間に、 

無数の岩のつるつるの面が、一本の線のようになって過ぎ去る、 

鷹に追われて走る兎か、千丈の堤を走り下る駿馬か、 
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切れた絃が飛び、矢が手を離れ、飛電が一寸の隙間をよぎり、 

とにかくすばやく四方の山が目の中を転がり、 

風が耳を掠め、 

ついには流れの中に千の渦だけを見る。 

危うい中に楽しみを得るのは一つの快感であるけれど、 

黄
こ う

河
が

の神が己の大きさを誇ったのにも似て、 

より広大な世界から見れば、それほどたいしたことではないのであろう。 

我が生は常に変化して日夜に過ぎ逝
ゆ

き、 

世情の紛
ふ ん

紛
ぷ ん

とした争奪は酔った夢の中のこと、 

銅の駱駝もいずれは草の下に埋もれ、 

千劫
ご う

の歳月とても俯
ふ

仰
ぎ ょ う

の間に失われ、 

万事はここの水がうねり流れるのを見る間のことなのであろう。 

岸辺の青い岩の上には、釣棹を立てた穴が蜂の巣のように開いている。 

昔から無数の釣り人がそこに座し、 

いずれの人の心も定住するところを得なかったのだろうか。 

造物者は速やかに時を過ぎ去るものとしているが、 

しかし、私は必ずしもそれに流されるだけのものではないのだろう。 

かくて、舟を回
め ぐ

らし、馬に上っておのおの帰り去る。 

これ以上がやがやと多言を用いたならば、 

参
さ ん

寥
り ょ う

師に叱られてしまうだろう。 

【補足】［（1）前半の軽快な急流描写だけでも詩として成り立ち得るのだろうが、そ

の後に思索を巡らさないと気がすまないのが宋
そう

代
だい

の詩、特に蘇軾の詩、の特徴であろ

う。（2）第二首は訳者の理解が及ばないために割愛する。また参寥と一緒に黄耳蕈
き く ら げ

を
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見て詠んだ詩があるが、それも同じ理由で割愛する］ 

 

■【05-4-098】送参寥師 

【解題】参
さん

寥
りょう

が徐
じょ

州を離れて南に帰るのを見送った詩。 

 

【訳文】 

上人は「苦
く

」「空
く う

」を学び得て、 

世の人が有する百の思念などは灰のように冷え切っている、 

目の前で剣を振り下げられても動じないし、 

焦げた稲からは穎
の ぎ

が出ないように雑念なども生じない――はずである。 

それなのに、どういうわけで、 

我等のような者と詩文の華美を争ったりするのだろう。 

上人の新しい詩は玉
た ま

の雪のようにきらびやかで、 

語はいずれも鋭い警句ばかりである。 

唐
と う

の韓
か ん

愈
ゆ

は、ある上人の草書を評して、 

万事を斥けることなく、 

憂愁を抱くときにはやはり書も平静ではなく、 

筆の騁
は

すところに全てを寓
ま か

せているといった。 

しかしながら、 

仏門の人は、己の内を視
み

るなら、 

井戸の底の水のよう、淡く静まり返って、猛 し々く波立つことはないという。 

よくよく考えてみると、そのどちらでもないのだろう。 

真に巧みであるものは、 
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瞬時に生じて瞬時に消えたりするようなものではない。 

だから、「空」にしてかつ「静」であっても、 

絶妙な詩語が生まれ出てくるのだ。 

「空」であるなら「万
ば ん

境
き ょ う

」を納め、「静」であるなら「群
ぐ ん

動
ど う

」を了
お え

させることができる。 

俗世を閲して人間世界の中で走っていても、 

仏法の高い雲の嶺の上に臥しているのと同じである。 

鹹
か ら

いも酸っぱいも衆人の好みの内に雑じってこそ、 

詩語に永遠の「至味」が含まれる。 

つまり、詩と仏法とは妨げ合うものではないのだ。 

このようなことが当たっているのかどうか、 

さらに教えを請うものである。 

【補足】［この訳はそこそこ読めるように日本語にしてみたまでて、仏教用語を多用

して展開している詩論が果たして何をいっているのか、参寥でも蘇軾でもない私には

さっぱりわからない］ 

 

■【05-4-099】与参寥 

【解題】参
さん

寥
りょう

が去ってから後に出した手紙。 

 

【訳文】 

お別れしてからの思いは言葉にしようとしてもできません。逍
し ょ う

遥
よ う

堂
ど う

に行くたびにいつも悵
ち ょ う

然
ぜ ん

としてしまいま

す。……三首の詩はいずれも清妙で、読んで手から離すことができません。一篇に和して御返事と

いたします。御所望の真賛はまだできていません。お使いの方が長くは留まっていられないというので、

今回は残念ながら間に合いませんでした。秦
し ん

観
か ん

君とともに温泉に遊ばれたとのこと、まことに結構であ
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ります。私は来春には江
こ う

浙
せ つ

のあたりに赴任することを願い出ますので、そちらに行くときにはまたお手紙

をお出しします。…… 

【補足】［（1）一篇に和したとあるのは上に詩のこと。（2）参
さん

寥
りょう

が温泉に遊んだこと

については次の文章に詳しく記されている］ 

 

■【05-4-100】書游湯泉詩後 

【解題】秦
しん

観
かん

と孫
そん

覚
がく

と参
さん

寥
りょう

の三人が恵
けい

済
さい

泉
せん

という温泉に遊んで詠んだ詩を見て、蘇軾

はこの後書きを記した。 

 

【訳文】 

私が聞いている温泉は七カ所である。そのうちの第五泉は今回、三君が遊んだところである。 

第一泉から第四泉は、秦
し ん

観
か ん

君が賦
ふ

したこの詩にある匡
き ょ う

廬
ろ

、汝
じ ょ

水
す い

、尉
う つ

氏
し

、驪
り

山
ざ ん

の温泉である。 

第六泉と第七泉は私が鳳
ほ う

翔
し ょ う

の駱
ら く

谷
こ く

と渝
ゆ

州の陳
ち ん

氏の山居で見たものである。 

いずれの温泉も奥深い山の中にあって、山寺の僧や土地の人が浴びたり、鹿や猿が飲んだりすると

ころで、驪山の温泉だけは交通の便がよいところにあることから、立派な堂宇が建てられ、独り名所と

して知られていた。ところが、唐
と う

の玄
げ ん

宗
そ う

皇帝の政治が乱れたときに、楊
よ う

国
こ く

忠
ちゅう

や李
り

林
り ん

甫
ほ

、安
あ ん

禄
ろ く

山
ざ ん

によっ

て驪山の温泉は汚されてしまい、弁舌の士が筆を使って温泉が亡国の原因となったとして唾
す い

罵
ば

し、ひ

どく辱められてしまった。 

第五泉が恵
け い

済
さ い

泉
せ ん

で、三君がこれほどまでに詠嘆したところである。僻遠の地にあることによって、有力

者によって辱められることなく、隠逸の高
こ う

人
じ ん

によって見いだされ、世俗とは趣を異にする者の楽しむところ

となったのであろうか。あるいは恵済泉が驪山の温泉のようになってしまうのを嫌ったのだろうか。つまり

は、温泉は奥深い僻遠の地にあるのを嘆いたりはしないのである。 

もとより温泉は栄辱とは無関係で、ただ人が自分の意をもって推し量るだけである。いわゆる道具は使
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われるところを選ばないという戒めと同じなのであろう。 

元
げ ん

豊
ぽ う

元年十月五日。 

【補足】［（1）驪
り

山
ざん

の温泉は玄
げん

宗
そう

皇帝が楊
よう

貴
き

妃
ひ

を連れて遊んだことで知られ、そのこ

とを詠んだ詩を作品番号02-4-024で見ている。（2）この短文はひどく理屈っぽいけれ

ども、科挙に落第した秦
しん

観
かん

を励ます意図で書かれたものであるのだろう］ 

 

■【05-4-101】日喩 

【解題】呉
ご

琯
かん

［字
あざな

は彦
げん

律
りつ

］に贈った文章。呉琯の名は作品番号 05-3-042以下何度か見

ていて、徐
じょ

州で酒税に関する仕事に就いていたのだが、それは下級官吏としてであっ

たようで、徐州での科挙の一次試験に合格して、都での二次試験を受けるために上京

することになった。この文章の主題となっている「道
みち

」は中国の思想史において極め

て重要かつわかりにくい概念である。「道」とは何か、『中国思想文化事典』（溝口雄

三・丸山松幸・池田知久編、2001 年）には、「人が通行する道というのが原義だが」

「宇宙・自然・万物の普遍的規律や根源的真理として、また社会・政治・道徳の当為

や規範として、高い位置づけが与えられた」と記されている。この説明からその位置

づけはわかるとしても、「道」に達すること、つまり理解して実践することはできな

い。「道」に達するにはどうしたらよいのか、蘇軾はそれをこの文章で書いている。 

 

【訳文】 

一つの譬え話がある。 

生まれながらに目の見えない人がいて、太陽がどのようなものであるのかを知らなかった。そこで、目の

見える人に尋ねた。 

ある人は、 
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「太陽の格好は銅のたらいのようだ」 

と教えた。 

そこで、たらいを叩いてみると音がした。後に鐘の音を聞いて、それが太陽であろうかと思った。 

別のある人は、 

「太陽の光は蝋燭のようだ」 

と教えた。 

そこで蝋燭を触ってみて、その形状を知った。後に、笛に触れて、それが太陽であろうかと思った。 

太陽と鐘や笛は遠くかけ離れたものであるが、目の見えない人はその違いがわからなかった。見たこと

のないものを、人に尋ねて答えを求めたのでこのようなことになったのである。 

「道
み ち

」というものは、太陽よりもずっと見えにくい。そして、人がまだ道に達していないときは、目が見えない

のと異なるものではない。達した者が、巧みな譬えを用いて善く導いたとしても、それはたらいや蝋燭より

ましだということにはならない。たらいから鐘に進み、蝋燭から笛に進み、鐘やら笛やら堂々巡りをして

いつまでたっても終わらない。 

世間の「道」についていう者は、ある者は見えたと思ったところから「道」を説明し、ある者は見えてもいな

いのに適当に憶測する。 

こうした過ちは、いずれも「道」についての答えを人に求めることから生じたのである。 

ならば、「道」はどうあっても答えを求められないものなのだろうか。 

私が考えるに、道は「到
い た

す」ことはできても、「求める」ことはできないものなのだ。 

それでは「到す」とはどういうことなのか。 

孫
そ ん

子
し

はこのようなことをいっている。 

「上手に戦う者は、人を『到し』て、人に『到され』ない」 

孔
こ う

子
し

はこのようなことをいっている。 

「職人は作業場にいて、自分の仕事を成し遂げる。君子は学問をして、道を『到
い た

す』」 
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この二つから「到
い た

す」の意味を考えると、人に「求める」のではなくて、自ずとやってくるのが「到
い た

す」というこ

となのである。だから、道は「到
い た

し」てこそ達するものなのである。 

もう一つの譬え話がある。 

南方には潜水の得意な人がたくさんいる。南方の人は毎日水辺で生活をし、七歳になると水を歩い

て渡れるようになり、十歳になると泳げるようになり、十五歳になると上手に潜水ができるようになる。潜

水はたやすくできることではない。きっと水の「道」を会得した者が潜れるようになるのだろう。毎日水と一

緒にいるから十五歳で「道」を会得するのである。 

生まれてから水に馴染みのない者は、立派な大人になっても、舟を見ただけでも怖がるという。 

水に縁の薄い北方の勇者が、南方の潜れる人に潜り方のコツを求めたという話がある。北方の勇者

は答えを聞いて、それを川で試してみたところ、皆が溺れてしまった。 

つまり、日々に学ぶことをしないで、「道」についての答えを人に求めようとするのは、北方の人が潜水を

求めるのと同じなのである。 

さて、以前は科挙において詩賦を課してしかるべき士
ひ と

を採用していた。士は音律も含めて様々なことを

学び、安易に「道」を知ろうと志すことはなかった。いまは試験で経典について問い、それによって士を

採用しているので、士は「道」について規範的な答えを知ることを求め、いろいろなことを学ぶ努力をし

なくなった。 

渤
ぼ っ

海
か い

の呉
ご

琯
か ん

君は学ぶことを志す者である。そして科挙を受験するために上京しようとしている。そこで私

はこの「日の喩
た と

え」の文章を作って、呉琯君に告げるものである。 

【補足】［（1）王
おう

安
あん

石
せき

が科挙と学校の大改革を志向し、その手始めとして試験で詩賦

を課すことをやめようとしたときに、蘇軾が反対意見を皇帝に提出したことは作品番

号 03-2-006 で見ている。経典の理解度を一つの尺度で正確に測ろうとしたら、その前

提として、経典の正しい解釈が一つに定まっていなければならないだろう。正しい解

釈が提示されれば、受験生は当然のことながらそれを丸暗記して試験に臨むようにな
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る。実際にそのように事が進み、いわば潜り方のコツを教わっただけの人間が官僚と

して採用されるようになり、道
みち

に達することが疎かになってしまったと、蘇軾は憂慮

していた。呉
ご

琯
かん

は蘇軾の考え方に共鳴する人物であったので、この文章を書いて送っ

た。（2）「君子は学問をして、道を『到
いた

す』」というのは孔
こう

子
し

の言葉でなく、弟子の子
し

夏
か

の言葉である。広く様々なことを地道に学び続けることで、自ずと道に達する［人

として大成する］という考え方は『塩
えん

官
かん

の大
だい

悲
ひ

閣
かく

の記
き

』［→作品番号 05-1-081］や『鳧
ふ

繹
えき

先
せん

生
せい

の詩
し

集
しゅう

の叙
じょ

』［→作品番号 05-1-082］とも共通する。たくさんの知識を蓄え続

けるとどこかで飛躍がおこるというのは、現代のAIでも見られる現象である］ 

 

■【05-4-102】十月十五日観月黄楼、席上次韻 

【解題】十月十五日に黄
こう

楼
ろう

で月を観て、誰かが詠んだ詩に次韻した。 

 

【訳文】 

中秋の空は期待していた通り、 

燈火をつけて座の隅を照らす必要がないほどに明るい。 

山の下に絹のような白い雲が横たわり、 

水の中から明るい月がふわりと浮かびあがった。 

舟を三
さ ん

峽
き ょ う

へと進めて故郷に帰る計画はまだ立たないけれど、 

退隠して洞
ど う

庭
て い

湖
こ

に舟を浮かべて見上げると、月との約束はすでにしている。 

この好風景に尋ねよう、 

来年はこの知事のことを思い出してくれるのだろうか。 

【補足】［即興の詩で、手慣れた発想の目新しさのない作品である。対話型AIはおそ

らくこのような漢詩を蘇軾並みの素早さで作れるようになるのだろう］ 
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■【05-4-103】与文与可 

【解題】親友の文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］に宛てた手紙。たまたま散逸を免れたのが多かった

のか、この年に文同に与えた手紙が6通残っている。そのうちの3通を選んで訳し、

これが3通目。 

 

【訳文】 

……秋の科挙の結果をみると、八郎君［文
ぶ ん

同
ど う

の長男］は合格したとのことで、まことに喜びに堪えませ

ん。一方で、十一郎君［蘇轍の婿となった文
ぶ ん

努
む

光
こ う

］はたまたまうまくいかなかったようで、はなはだ残念

い思います。千里の道を行くのに、一度つまずいたからといって終わるものではありません、どうか思い

患いませんように。 

……近ごろ、道
ど う

潜
せ ん

という名の僧と知り合いになりました。字
あざな

は参
さ ん

寥
り ょ う

で、杭
こ う

州の人です。わざわざ来てく

れて会ったところ、詩句は清絶で、林
り ん

逋
ぽ

［宋
そ う

代
だ い

初期の著名な詩人］とほぼ並びます。しかも道義に通

じていて、説くのを聴いて人は粛
し ゅ く

然
ぜ ん

となります。ここに書き添えておきますので、御笑覧ください。……十

月十六日 

 

■【05-4-104】徐州上皇帝書 

【解題】徐
じょ

州知事になって1年半、徐州においていま何が最重要課題であるかを記し

て皇帝に提出した。何度か見てきたように、各地で盗賊が出没していたので、その中

から強大な盗賊集団が現れ、ついには内乱状態にまで陥ってしまうようになることを

蘇軾は強く危惧していた。為政者側から見れば社会秩序を乱す盗賊集団ではあって

も、民衆側から見れば正義のために決起した「起
き

義
ぎ

集団」ともなりうる。歴代の王朝

は、おおむね盗賊集団ないし起義集団が全国的に同時に多発することで崩壊した。宋
そう
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王朝の場合は、蘇軾が死んでからの後のことではあるが、内乱状態に陥りかけると同

時に、外敵が攻め込んでくるという最悪の事態となって、北宋は滅んだのだった。蘇

軾はこの文章で、治安維持のためにいま打つべき手を提案している。それはあくまで

も徐州知事の立場から言い得る範囲のことで、国家の根本を問うものではない。州知

事としてはおそらくこれでもかなり異例の提言であったのだろう。なお、訳者は当時

の政治の仕組みについて疎いので、訳者の理解できる範囲での大まかな抄訳である。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ぽ う

元年十月、尚
し ょ う

書
し ょ

祠
し

部
ぶ

員
い ん

外
が い

郎
ろ う

直
ち ょ く

史
し

館
か ん

権
け ん

知
ち

徐
じ ょ

州
し ゅ う

軍
ぐ ん

州
し ゅ う

事
じ

蘇軾、謹んで死を覚悟して再拝して皇

帝陛下に上書いたします。 

臣
わたくし

は凡庸な人間でありながら官員の一人として二つの州の知事にしていただき、どちらもが東方の要
かなめ

の地であります。臣
わたくし

が竊
ひ そ

かに思いますに、法令を守り、公文書を処理し、租税を期限内に納めるだけ

では、任命していただいたことに万分の一も報いたことにはならないでしょう。伏して思いますに、東方に

おける要務として陛下が承知されていてしかるべきことが一つ二つございますので、ここに記してお耳に

入れたく思う次第であります。 

臣
わたくし

は前任地の密
み つ

州において、河
か

北
ほ く

と中
ちゅう

原
げ ん

の離合は古
いにしえ

より常に国家の存亡と関係し、また京
け い

東
と う

は河

北への物資の供給地となっていることから、唇が失われれば歯が寒いの譬えの通り、京東の民がもし

も盗賊に変じたならばその患いは最も激しいことになってしまいますので、盗賊対策を立てることが肝要

であると申し上げました。臣
わたくし

は徐州知事に移りまして、山川の形勢を見て、風俗の状況を考察し、また

書物に照らし合わせて考え、しかる後に知りましたのは、徐州は南北を結ぶ要の地であって、京東の

諸郡の安危が依拠するところであるということであります。その昔、項
こ う

羽
う

は関
か ん

中
ちゅう

に攻め入って秦
し ん

の都で

あった咸
か ん

陽
よ う

を焼き払うと、東に帰って彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐州］に都を置きました。戦略に優れた項羽が咸陽を捨て

て彭城を取ったのは、彭城の堅固な地勢をよしとして、天下を統治する志を諸侯に思い知らせるのに
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適した場所であると判断したからです。臣
わたくし

がその地を観ますに、三面を山に囲まれ、西側だけが数百

里にわたって平坦で、梁
り ょ う

、宋
そ う

の地に通じていますので、項羽が手勢の楚
そ

の兵士を使って敵から守り、

また物資を周囲から集めるのは、あたかも高い屋根の上から水を流すかのように容易なのでありましょ

う。また土地は穀物を栽培するのによく、一度の豊作で数年の蓄えが得られます。徐州の城は三面を

水に囲まれ、楼閣の下にある汴
べ ん

水
す い

、泗
し

水
す い

は堀として守りによく、南側だけは車馬の通じるところとなって

いますが、そこには戯
ぎ

馬
ば

台
だ い

があって、高さは十仞
じ ん

、広さは百歩で、戦争のときにはその上に千人を集

め、武器を備えておくなら、城と表裏の関係で互いに支え合うでありましょうから、城中に三年分の食

糧を蓄えておくならば、十万人で攻めても取ることはできませんでしょう。さらに、徐州の民は体格がよく、

胆力は絶人で、喧嘩っ早くて、少しでも意に適わないところがあれば、勇躍して跋扈する心がありま

す。漢
か ん

の高
こ う

祖
そ

は沛
は い

の人であり、項羽は宿
し ゅ く

遷
せ ん

の人であり、劉
り ゅ う

裕
ゆ う

は彭城の人であり、朱
し ゅ

全
ぜ ん

忠
ちゅう

は碭
と う

山
ざ ん

の人

であって、いずれもが徐州から数百里の間から出た人々でありました。この地の人々はそれを自慢とし

て、凶
き ょ う

桀
け つ

の気
き

がいまも民衆の風俗となっています。かつて魏
ぎ

の太
た い

武
ぶ

帝
て い

は三十万の大軍で彭城を攻

めましたが下すことができませんでした。唐
と う

の時代に王
お う

智
ち

興
き ょ う

は兵卒の間からのし上がっただけの凡庸

な人物でしたが、徐州において勝手気ままなことをして、朝廷は討伐できませんでした。地形が優れ、

人が勇
ゆ う

悍
か ん

であったからです。 

徐州の東北七十里余りのところに利
り

国
こ く

監
か ん

［監は県と同じレベルの地方行政の単位］があり、古くから

製鉄の官署が置かれ、商人が集まり、その地の民は富んでおります。いま三十六の製鉄所があり、

いずれの冶
や

戸
こ

も巨万の富を蓄える大
た い

家
か

で、常に盗賊に狙われています。しかしそこを守る兵士はわず

かで、子供の戯れのように弱いものです。臣
わたくし

は夜にこのことを思うと、心中に寒さを覚えます。もしも十

人余りの死をも顧みない乱暴な盗賊が白昼に町に突入したならば、護衛の兵士は町を棄てて逃げる

だけでありましょう。その地はよい鉄を産し、その民は鉄を鍛える技に優れ、冶戸の財産を放出して無頼

の徒を集めたなら、たちまち数千人の軍勢ができあがるでありましょう。そこから流れに乗って朝に発てば

昼前には徐州に至り、そのときに、残念ながら徐州は守り切れないでしょう。賊の中に不幸にして呂
り ょ

布
ふ
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や劉
り ゅ う

備
び

のような人より優れた技量の者がいて、徐州を得てより志を逞
たくま

しくしたならば、京東の安危はもは

やどうなるのかわからないでありましょう。……［利国監および徐州の治安を守るための策を述べる］…

…このようにすれば数年のうちには守りが堅固となり、利国監を狙おうとする賊はいなくなり、徐州は無

事で、徐州が無事であれば、京東にはもはや虞
お そ

れはないのであります。 

また、沂
ぎ ん

州は山や谷が複雑に入り組み、捕縛を逃れた盗賊が逃げ込み、そこから出てきては徐州の

境界へと入り込んできています。もしも陛下が臣
わたくし

の提言を採用してくださって、臣
わたくし

が不肖の人物ではな

いと見てくださいましたなら、徐州知事としての任期をさらに三年延ばして、沂州の軍事をも兼任させてく

ださるようお願いするものであります。必ずや成果を挙げてみせるでありましょう。 

京東の盗賊の多くは軍から逃げ出した者であります。軍から逃げて盜賊になる者が多く続くために、民

衆は軍を恐れるまでになっています。どうしてそのようなことになるのかというと、兵士の技が優れていて、

また法規が厳重だからであります。技が優れているから戦えば敵いませんし、法規が厳重なので逃

亡兵はいずれにしても死は免れないのだからと何も恐れることなく戦います。陛下が将官を置かれて、

軍政を引き締めてから、兵士は精鋭になった一方で、逃亡する兵士がいなくならないのはどうしてであ

るのか、臣
わたくし

はその理由を考えました。近年は、罪人を各地の軍に兵士として配属するときに、役人を使

って送り出すのではなく、禁
き ん

軍
ぐ ん

［中央に属する軍隊］の兵士を使って送り出しています。禁軍の兵士は

送り出すよう命令を受けてすぐに出発して、往復で十日以上はかかります。その間の旅費は銭を借りな

ければまかなうことができません。一般の人々は法規を畏れて貸してはくれませんし、貸したとしても返っ

てくるとは限らないので、つまるところ上司である将校や役人から利息を付けて借りて、帰還したときに

与えられる報酬から返すことになります。上官と部下がこのような関係であると、軍政は弛緩し、博打を

したり飲酒をしたり好き放題となり、果ては銭に困って逃亡して盗賊となってしまうのです。臣
わたくし

は徐州にき

てから、銭をやりくりして別に儲えて、兵士を送る者の遠近に応じて、三カ月を期限として、利息を取らず

に貸すようにしました。将校や役人で利息を得ていた者はその方法を嫌いましたが、軍政は引き締ま

り、飲酒や博打を禁じ、一年にならないうちに兵士は暮らしに余裕が生じて、技芸に練熟し、諸郡の
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なかでも第一とされるようになったのでした。このことは、陛下の勅使が視察にきて、具体的に御覧にな

った通りです。臣
わたくし

が願いますのは、この方法が諸郡にも広められることで、軍政が修修まって逃亡す

る者が少なくなるなら、盗賊をなくす一端となるでありましょう。 

……［漢
か ん

の時代の政策を挙げて検討する］……この施策をいまに当てはめて考えますと、地方知事

の権限はもとより制限されるべきものなのでありましょう。いまは、上からは監
か ん

司
し

が知事に過失がないか

を見ていて、下からは役人たちが知事の長短をあげつらい、朝廷からは規定の任期が満たないうち

に交替の命令が下されます。盗賊を捕らえるために人を使おうとしても、規定外の費用はわずか一銭

でも出すことができません。凶悪な盗賊は情に重く法を軽んじる者たちで、知事が盗賊を配流にしたり

死罪にしたりしようとしても、法は冤罪を招いた知事に対して厳しいために、盗賊が反復して上告して罪

状がなかなか定まりません。そのようでありますから、役人は死力を尽くすことはなく、盗賊はいつもまで

破れないのです。盗賊がはびこっている一因は、陛下のもとにある知事の権限がはなはだ軽いことに

あるといえるのではないでしょうか。臣
わたくし

が願いますのは、陛下が少しばかり知事の権限を重くして、大綱

を守ることに責任を負わせ、小さな過ちは緩くみることであります。京東の盗賊が多い青
せ い

州、鄆
う ん

州から

徐州、沂州、斉
せ い

州、曹
そ う

州などには慎重に知事を選び、盗賊を捕らえるためであれば法外の処置も許

すようにし、特に盗賊を捕らえるための部下を養う費用を賜り、……それらが盗賊を治めるための一つ

の術となりましょう。 

しかし、これらは実は小さな事柄です。大きな事柄は臣
わたくし

ごときが申し上げるようなことではありません。し

かし、黙っているのは、陛下の英聖によって特に用いられている者としてはよろしくなく、為すべきことを尽

くさないのは忠臣の義にもとるものでありましょう。それ故に死を覚悟してさらに申し上げます。士を採用す

るときに、以前は詩賦をもって取り、いま陛下は経術もって用いています。詩賦と経術と名は同じではあ

りませんが、しかし文詞をもって採否を判定する点は同じです。文詞によって考査して取るところの士は、

呉
ご

、楚
そ

、閩
び ん

、蜀
し ょ く

の人が多数を占めています。京東、京西，河北，河
か

東
と う

、陝
せ ん

西
せ い

の五路の地は古
いにしえ

から

豪傑の出るところで、沈思して勇敢に事に当たるによろしい者が多くいて、一方で、声律を操り、経義
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を読むことでは、呉、楚、閩、蜀の士が優れています。もしも後者の点で争うなら、五路の人々はほと

んど官に仕えることができません。それでその地から出た官員は常にわずかしかいないのであります。

忠孝礼義の士は、たとえ出世しなくても君子たることを失いません。もし徳が足りなくて才能ばかりが余っ

ているような人物は、出世できないときには何をするかわかったものではありません。ですから、陛下に

特に願うのは、五路の士には別に官に仕える道をどうか開いていただきたいのです。……［実際にど

のように採用するのかを提案する］…… 

昔、晋
し ん

の武
ぶ

帝
て い

が呉
ご

を平定した後に、天下に軍役を止めるように詔を出し、州郡の武備をことごとく取り

去ろうとしました。そのときに山
さ ん

濤
と う

だけが反対しました。皇帝は山濤に会ってその論を聞き、「天下の名

言である」といったのですが、用いることはできませんでした。その後、永
え い

寧
ね い

年間からは盗賊があちこち

で蜂起し、どの地も備えがなかったために制圧することができなくて、山濤が論じた通りになったのでし

た。臣
わたくし

はこの平和なときにしばしば盗賊について申し上げ、憂いが過ぎて、対策もひどく過剰のようにみ

えることでありましょう。政策を議論する者たちに笑われてしまうでしょうが、陛下におかれてはどうか緩や

かに見てくださいますように。天下が無事であるならば臣
わたくし

が笑われるのは少しも構いません。重大事に

至ってから図ったのではすでに遅いのです。…… 

【補足】［（1）事前の備えが重要であると、蘇軾は一貫して主張している。（2）中ほ

どで戯
ぎ

馬
ば

台
だい

に関連して記していることについては作品番号05-4-053 でも触れていた］ 

 

■【05-4-105】答王定民 

【解題】王
おう

定
てい

民
みん

［字
あざな

は佐
さ

才
さい

］が手紙や詩を送ってきたので、それに答えた。王定民は

蘇轍や顔
がん

復
ふく

と若干の交流があった人物。 

 

【訳文】 

封を開くと奕
え き

奕
え き

として目の覚めるような貴君の草書が出てきて、 
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その終わりには力強い語を並べた詩があった。 

貴君の書は、草書の祖とされる張
ち ょ う

旭
ぎ ょ く

を師として、 

貴君の詩は、韋
い

応
お う

物
ぶ つ

の五言詩にそっくりである。 

貴君の書を台
だ い

頭
と う

寺
じ

に留めおこう、 

その評判が天子の耳にも届き、 

貴君を召す隊列の行進が遠くからも聞こえるようになるであろう。 

鼠
そ

鬚
し ゅ

［上等な筆］と繭
ら ん

紙
し

［上等な紙］を差し上げるので、 

黄
こ う

楼
ろ う

の詩を詠んで書いてくれたまえ。 

 

■【05-4-106】放鶴亭記 

【解題】これまでに何度も登場した張
ちょう

天
てん

驥
き

［字
あざな

は聖
せい

塗
と

］［→作品番号 05-4-034 など］

が新しい住まいに移り、その近くの高所に亭
あずまや

を作った。蘇軾はその亭を「放
ほう

鶴
かく

亭
てい

」

と名付け記念の文章を書いた。 

 

【訳文】 

熙
き

寧
ね い

十年の秋、彭
ほ う

城
じ ょ う

県は洪水に襲われ、雲
う ん

竜
り ゅ う

山
さ ん

人
じ ん

こと張
ち ょ う

君の草堂にも水が及び、扉の半ばほど

まで水につかった。水が引いた後、翌年の春、もとの住まいよりも東、東
と う

山
ざ ん

の麓に居を移した。そこから

高みに昇ると、とりわけ優れた眺望が得られたので、雲竜山人は上に亭
あずまや

を作った。 

彭城県の四方は岡と嶺で、大きなこんもりとした環
わ

に囲まれているかのようである。ただ西のところに、十

分の二ほどの欠けた箇所がある。雲竜山人の亭はちょうどその欠けたところに当たる。 

亭から見ると、春と夏の境目のころは草や木が天の際にまで伸び上がり、秋と冬の月や雪のときには

千里にわたって一つの色に染まり、風雨の折りには暗くなったり明るくなったり、一瞬のうちに風景が百

変する。 
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雲竜山人は二羽の鶴を飼い、よく馴れていてよく飛ぶ。朝に西
せ い

山
ざ ん

の欠けたところに向かって放つと、鶴

は行きたいところへと自由に飛び、田に立ったかと思うと雲の上へと翔け上がる。夕暮れになると東山

に向かって帰ってくる。 

それでこの亭を「放
ほ う

鶴
か く

亭
て い

」を名付けた。 

知事の蘇軾は時どき賓客や同僚の役人を連れて雲竜山人に会いに来て、この放鶴亭で酒を飲ん

で楽しむ。 

知事は雲竜山人に会釈して、このようにいう。 

「先生は隠れ住むことの楽しみをよくご存じでありましょうから、いまさら言うまでもないことではあるのですが、

天
て ん

子
し

となっての楽しみも、これには替えられないものであろうかと思います。『易
え き

経
き ょ う

』に『鶴が岩蔭で鳴く

と、その子も声を合わせる』とあります。また『詩
し

経
き ょ う

』には『鶴は奥深い自然の中で鳴き、その声は天に

聞こえる』とあります。鶴が「清
せ い

遠
え ん

閒
か ん

放
ほ う

」［清潔で俗を離れ、静謐で自由］で、塵埃の外に超然と脱け

出ていることから、このように歌われたのでありましょう。『易経』と『詩経』は鶴を賢人、君子、隠徳の士

になぞらえています。ですから、鶴と狎れ親しみ、鶴と玩
あ そ

ぶのは、益するところがあって、損なうところが

ないようであるのですが、昔、衛
え い

国の懿
い

公は鶴をあまりにも可愛がりすぎたために、家臣に背を向けら

れて国を亡ぼしてしまいました。その一方で周
し ゅ う

公は『酒
し ゅ

誥
こ く

』を作って酒を慎むよう訓戒し、衛国の武
ぶ

公は

『抑
よ く

戒
か い

』を作って自ら酒を慎みました。「荒
こ う

惑
わ く

敗
は い

乱
ら ん

」［荒
す

さみ惑い、人倫を敗り乱す］であることで酒以上

にひどいものはないと考えたからでした。しかし、劉
り ゅ う

伶
れ い

や阮
げ ん

籍
せ き

は酒の内に隠れることで自身の真実を全

うし、後世にまでその名が伝えられました。天子は、鶴のように「清遠閒放」のものでも自分の思うままに

好むことができなくて、好み過ぎて国を亡ぼしてしまうことがあります。一方で、世を逃れて山林に住まう

者は、酒のように「荒惑敗乱」のものであっても、害がなくてすむことがあります。まして、隠れ住む者が鶴

を好むのです、その楽しみはいくら尽くしてもよろしいのです。このように考えますと、隠れ住むことの楽しみ

は天子の楽しみとはとても同日に語れるものではありません」 

雲竜山人が楽しげに笑って言うには、 
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「そうでございましょうかな」 

そこで知事は「放
ほ う

鶴
か く

」「招
し ょ う

鶴
か く

」の歌を作った。 

 

鶴飛去兮、［鶴は飛んで行くぞよ、兮
イェーイ

］ 

西山之缺。［西
せ い

山
ざ ん

の欠けたところから］ 

高翔而下覧兮、［高く翔んで、下を覧
み

るぞよ、兮
イェーイ

］ 

択所適。［適
ゆ

く所を択
え ら

ぶんだ］ 

翻然斂翼、［翼を翻し、翼を斂
お さ

め］ 

婉将集兮、［婉
うつく

しくも集まるぞよ、兮
イェーイ

］ 

忽何所見、［たちまちどこかに見えなくなり］ 

矯然而復撃。［勢いよく翼をまた撃つぞよ］ 

独終日於澗谷之間兮、［一日中、谷の間にいるぞよ、兮
イェーイ

］ 

啄蒼苔而履白石。［苔を啄
ついば

み、白い石の上にいるんだ］ 

 

鶴帰来來兮、［鶴が帰ってきたぞよ、兮
イェーイ

］ 

東山之陰。［東
と う

山
ざ ん

の陰
か げ

に］ 

其下有人兮、［その下に人がいるぞよ、兮
イェーイ

］ 

黄冠草履、［黄色い冠、草の履き物］ 

葛衣而鼓琴。［葛の衣で、琴を弾くぞよ］ 

躬耕而食兮、［食べるものは自分で耕しているぞよ、兮
イェーイ

］ 

其余以汝飽。［そして余ったもので、鶴の腹を満たすぞよ］ 

帰来帰来來兮、［帰ってきたぞよ、帰ってきたぞよ、兮
イェーイ

］ 

西山不可以久留。［西山にずっと留まっているんだぞ］ 
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【補足】［後に、蘇軾の弟子がこの文章について、「張
ちょう

天
てん

驥
き

はふつうの村人でしかない

のに、古
いにしえ

の隠者の仲間であるかのように讃えたのは、褒めすぎなのではありません

か」と尋ねると、蘇軾は「話をちょいと盛ったまでだ」［装舗席耳］と答えたという。

蘇軾の詩文は、事実をありのままに記述するよりは、言いたいことをより印象的に伝

えるために、舗席
みてくれ

を装うところがあるのは、この文章に限らずここまでに訳した諸作

品からも知れるところであろう］ 

 

■【05-4-107】荘子祠堂記 

【解題】蒙
もう

県知事の王
おう

兢
きょう

のために書いた文章。王兢は蘇軾と同世代の官員である。短

い文章ながらも、蘇軾が『荘
そう

子
じ

』をどのように読んでいたのかよくわかるだろう。な

お、思想家としての荘子は「そうし」と読み、その著作物とされている『荘子』は

「そうじ」と読む習慣になっている。 

 

【訳文】 

荘
そ う

子
し

は蒙
も う

の人で、蒙の漆畑の管理人であった。荘子が亡くなって千年余りになるが、蒙にはこれまで

荘子を祀
ま つ

る人がいなかった。蒙県知事の王
お う

兢
き ょ う

が初めて祠
し

堂
ど う

を作り、その記念の文章を記すよう私に

求めてきた。 

司
し

馬
ば

遷
せ ん

の『史
し

記
き

』を見ると、 

「荘子は梁
り ょ う

国
こ く

の恵
け い

王
お う

や斉
せ い

国
こ く

の宣
せ ん

王
お う

と同じ時の人で、その学問は広く、学ばないことはなく、その根本

は老
ろ う

子
し

の言説に基づく。その書いたものは十万言余りで、おおむね寓言である。『漁
ぎょ

父
ふ

』、『盜
とう

跖
せき

』、

『胠
きょ

篋
きょう

』の諸篇を作り、孔
こ う

子
し

の仲間をそしり、老子の術を明らかにした」 

と、ある。 

これによって荘子のあらましを知ることができる。しかし、私は荘子は孔子を助ける者であると考えるの
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で、司馬遷の見解を定説とすることはできない。 

楚
そ

国
こ う

の公
こ う

子
し

が粗末な衣服に身をやつし、軟禁されている町から逃げ出そうとした。門番は怪しみ、留

め置こうとした。公子の従者は鞭を振り上げ、「このろくでなしめ。わずかな荷をかつぐ力もないのか」と罵

り、公子を叩いた。それを見て、門番は公子は従者の奴僕であると思って、門を通した。 

これは方便として逆さまのことをしたものである。従者は公子を愛していなかったので公子を叩いたので

のではない。公子への仕え方として従者が叩くのはよろしくない。 

荘子の言説は実はみな孔子に賛同しつつも、表現としては逆になっているのである。表には罵りつ

つ、陰で助けているのだ。だから、正しいことを言っている点ではほとんど変わるところがない。孔子をひ

どく謗
そ し

っているところで、荘子のそのような意図が見えないところはない。 

荘子は天下の道術を論じて、墨
ぼ く

翟
て き

から始まって禽
き ん

滑
か つ

厘
り

、彭
ぼ う

蒙
も う

、慎
し ん

到
と う

、田
で ん

駢
べ ん

、関
か ん

尹
い ん

、老
ろ う

聃
た ん

の弟子に

至るまですべてを一家として、孔子に同調しないようでいて、実は孔子を最も尊んでいる。 

『史記』では荘子が書いたとしている『盜跖』と『漁父』の二篇は、真に孔子を詆
そ し

るものであろうかと私は

疑っている。さらに『讓
じ ょ う

王
お う

』と『説
せ つ

剣
け ん

』に至っては内容が浅はかで道に関わるところがない。 

繰り返し『荘
そ う

子
じ

』を観て、その『寓
ぐ う

言
げ ん

』篇の終わりにこのようにある。 

「陽
よ う

子
し

居
き ょ

が西に秦
し ん

へと旅に出て老子に会った。老子は（陽子居を叱った後で）いった。『君はもっと

睢睢
ぐ だ ぐ だ

、盱盱
だ ら だ ら

するんだな。（そんなに偉そうにしていて）誰とともにいようというのかい。最も潔白な人は泥ま

みれのようであって、最も徳のある人は脳足りんのように見えるのだ』。陽子居はそれを聞いてにわかに

様子を改めた。すると、陽子居が秦にきたときには、宿屋の人々が総出で迎え、主人が席を勧め、

妻が身づくろいを手伝い、同宿の者は席を避け、火にあたる者は場所を譲った。しかし、秦から帰ると

きには、同宿の者はみなが陽子居とよい場所を争ったのだった」。 

この『寓言』篇の後に続く、『讓王』、『説剣』、『漁父』、『盜跖』の四篇を去って、『列
れ つ

禦
ぎ ょ

寇
こ う

』篇に繋ぐと

よい。そこにはこのようにある。「列禦寇は斉
せ い

にゆき、途中で引き返してきて、このようにいった。『驚いたこ

とに、私が宿で食事をとると、十軒のうちの五軒までが、他の客をさしおいて私のところに最初に持って
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きた』」。 

私はこの箇所を見て、悟るところはあって笑っていった。 

「これはもともと一つの章だったのだ」 

『荘子』のもともとの論述が終わっていないのに、ものを知らぬ連中がその途中に四編を押し込んでし

まったのである。よくよく吟味してみなければならない。荘子の著作とされているものは、章を分け篇に名

をつけたのは世俗の者であって、荘子自身の本意ではないのである。 

元
げ ん

豊
ぽ う

元年十一月十九日記。 

【補足】［今では、蘇軾がここに挙げている諸篇はいずれも荘
そう

子
し

自身の手によるもの

ではないとするのが定説になっている］ 

 

■【05-4-108】雲竜山観焼得雲字 

【解題】張
ちょう

天
てん

驥
き

の隠棲する雲
うん

竜
りゅう

山
ざん

で「焼
しょう

」［火を使った祭り］を観て、何人かで詩を

詠んだ。蘇軾には韻として「雲」の字が当たった。 

 

【訳文】 

火の神の丁
て い

女
じ ょ

は実は水の神でもある。 

冬、山に霜が降りて草が枯れる時季に、火を焚
た

いて丁女を祀る。 

麻を束ね、石を敲いて火を付ければ、 

たちまち、国家の急を告げる烽火
の ろ し

のように熠
ぼ う

燿
ぼ う

と燃え立ち、 

決戦場を覆う戦雲のように氤氳
も う も う

と煙が横たわる。 

火に追われて、蛇は木に上り、蛟
みずち

は雲へと飛び出し、 

煙に追われて、雁は驚いて墮
お

ち、鹿は狂ったように走りまわり、 

山の妖しいもの、木や石の化
け

身
し ん

はあわてて隠れ、 
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竹は破裂してぱちぱちと音を立て、桂は燃えてよい香りを翻し、 

ふと悲しくなるのは、秋の蟹が赤く焼かれたかのよう、 

ふと心地よくなるのは、夏の蚊が全部退治されたかのよう、 

松明
た い ま つ

を付けた牛、烽火
の ろ し

をまとった象が敵陣に駆け込むばかりの勢いで、 

谷のほとり、山の陰
か げ

にも火が迫り、 

強い風に紅い衣を翻すようにして、渓谷の絶壁へと至る。 

私はもともと山中の人で、山のことは見慣れているが、 

このような火の祭りは聞いたことがない。 

たまたま二三の友とともに、張
ち ょ う

隠
い ん

君
く ん

を訪ねてこれを見ることになった。 

君の家に何があるのかというと、季節のままに移り変わるものだけ。 

酒を把って燃え終わった痕を眺めやると、庭にはらはらと灰が落ちてくる。 

かくて悪いものがすっかり焼き尽くされたので、 

来年は農事が盛んであるのを見ることになるだろう。 

冬の厳しい霜は雑草を倒し、春の細やかな雨は発芽を促すというが、 

一本の炬
たいまつ

の力で一切の悪いものを焼き尽くしてしまうとは初めて知った。 

 

■【05-4-109】祈雪霧豬泉祝文 

【解題】この年は百日余りにわたって雨がなく、蘇軾は大
だい

観
かん

山
ざん

の霧
む

豬
ちょ

泉
せん

で雪を祈っ

た。霧豬泉は猪
ちょ

竜
りゅう

［豚と蛇が合体した想像上の生物］の形をしていることからその名

があり、雨を降らせる霊験があるとされていた。 

 

【訳文】 

ああ、我が民は天に対して何か罪でもあるのでしょうか。水が下らないために、日照りの害が二年にも
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なります。天はまだ禍
わざわい

を与えることを悔いていないのでしょうか、百日も雨がありません。雪が降って塵を

収めてくれないと麦は土に覆われません。天子は山や川に祈るよう私に命じられました。伝え聞くところ

ではこの山には神
し ん

竜
り ゅ う

の淵があるとのこと。頭
こうべ

を垂れて深く拝み、ぜひとも一勺の水をお願いするもので

あります。一尺の深さの雪がもしも得られましたなら、御馳走に酒を添えてお供えいたしましょう。 

 

■【05-4-110】祈雪霧豬泉出城馬上作贈舒堯文 

【解題】霧
む

豬
ちょ

泉
せん

で雪を祈りに行った折に、馬上でこの詩を詠んで舒
じょ

煥
かん

［字
あざな

は堯
ぎょう

文
ぶん

］

［→作品番号05-4-095など］に贈った。 

 

【訳文】 

私はかつて三年の間、呉
ご

越
え つ

地方を走りまわり、 

遍く千
せ ん

重
ち ょ う

の山を踏んだ。 

朝には白雲の湧くのに従って出発し、 

暮れには塒
ねぐら

に向かう鴉
からす

とともに還った。 

木を得た猿のように身を翻し、誰よりも早く歩み、岩もよじ登った。 

それがいまでは、 

公文書に埋もれ、罪人を罰する鞭の傍らで老いる身となってしまった。 

それでも今回ばかりは、 

足腰が固まってしまったのをいささかほぐすことができた。 

町から遠く西南に進んで行けば、 

山々は半円形の玉のように環
め ぐ

り、 

山の下の農民の家には、桑、柘
ざくろ

、榛
はしばみ

、菅が生い茂っている。 

年の暮れでも、風も日ざしも暖かく、人と牛が呑気に向かいあっている。 
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しかし、土を覆うまでの雪が降ってくれないので、 

これでは麦の苗の成長が期待できない。 

貴君よ、どうか豪快な詩句を発して、 

造物者を思わず笑わせ、 

雪を降らせまいとしている頑
かたく

ななその心を破ってくれたまえ。 

【補足】［ある人がこの詩を批判して、天に雪を祈るのであれば誠心誠意であるべき

なのに、こういうときにも諧謔を交えてしまうのは蘇軾の悪い癖であると記している。

そのようなところで、蘇軾を好むか嫌うかが分かれるのだろう］ 

 

■【05-4-111】次韻舒堯文祈雪霧豬泉 

【解題】上の詩を舒
じょ

煥
かん

に送ると、早速、詩が返ってきたので、蘇軾はそれに次韻して

返した。その詩は「故事運用の力を見るのみ」という厳しい評もあるので、この訳詩

では「運用の力」は全て省略し、全体の流れだけを見ておくことにする。 

 

【訳文】 

雨乞いにもいろいろあって、 

笑ってしまうのは、頼みにするのが蛇の一寸の腹、 

そこから雹
ひ ょう

が吐き出されるというのだが、 

はてさて、いつになったら水が足りるのやら。 

気の毒なのは青い鵞鳥、 

雨を祈るために頸をちょんぎられてしまって、 

しかも誰も憐れんでくれないのだ。 

泉の底に潜む豬
ち ょ

竜
り ゅ う

こそは、 
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雷を鳴らす車を引っ張っているのであって、 

先にここの知事であった傅
ふ

堯
ぎ ょ う

兪
ゆ

が日照りのときに祈ると、 

豆を撒くような音を立ててたちまちその人に向かって雨が降ったのだった。 

その知事が国に帰ってしまうと、 

豬竜も泉の底に帰ってしまい、 

いま私はこの日照りに悩まされ、 

疲弊した民が溝に倒れ伏すばかりになった。 

人々は先の知事の徳をいまも慕い、 

私はその旧跡を尋ねて、 

神の泉の門を叩いたのである。 

先の知事に同行した人でいまもいるのは舒
じ ょ

君だけ、 

舒君の詩の力は私の及ぶところではなく、 

猪竜に迫って飛び立つ気にさせて、 

牛が埋もれるまでに雪が積もるであろう。 

そして春になってからもまた舒君の詩によって、 

十分な雨を得たいと思うので、 

私と詩の応酬などして詩の力を疲れさせないでくれたまえ。 

 

■【05-4-112】和田国博喜雪 

【解題】霧
む

豬
ちょ

泉
せん

で祈った甲斐があったのか雪が降ったので、副知事の田
でん

国
こく

博
はく

［字
あざな

は

叔
しゅく

通
つう

］が詩を詠み、それに和した。 

 

【訳文】 
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昨夜は月が昼間のように明るかった、 

今夜は雲が天を暗く閉ざし、 

夜中になって玉の花のように雪が飛ぶ。 

ならば、来年は麦畑に青い波が舞うであろう。 

雪によって螟
め い

螣
と う

［穀類に害をなす虫］が残らず退治されて、 

流民となった人 も々自分の田を得られるようになるだろう。 

貴君はわけあって遊興は慎まないといけないというけれど、 

このようなときに楽しまなくていったいどうする気なのだろうか。 

 

■【05-4-113】宋復古画瀟湘晩景図三首 

【解題】宋
そう

迪
てき

［字
あざな

は復
ふく

古
こ

］が描いた『瀟
しょう

湘
しょう

晩
ばん

景
けい

図
ず

』に添えた詩。「瀟
しょう

湘
しょう

八
はっ

景
けい

」とい

えば中国の山水画のよく知られる画題で、それが日本に伝わって「近江八景」とか

「金沢八景」とかの各種八景が生まれた。洞
どう

庭
てい

湖
こ

に瀟
しょう

水
すい

と湘
しょう

江
こう

が合流するあたりは

美しい風光で昔から知られ、宋迪がこの地に赴任したときに画に描いたのが「瀟湘八

景図」の始まりとされる。 

 

 其の一 

宋
そ う

迪
て き

君は西に旅をして南国を憶い、 

部屋で瀟
し ょ う

湘
し ょ う

の景色を描いた。 

宋迪君の眼は山を出る雲に照らされ、 

野の水は空に浮かぶかのように遠くへと流れてゆく。 

かつて遊んだところを心のうちに省みて、 

すべてを忘れ、手にした筆に任せたのである。 
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たまたま衡
こ う

陽
よ う

からきた人がいて、 

その画が瀟湘の真を写しているのを見て呆然としてしまった。 

 

 其の二 

貴君の胸の内が大きく広いことは、 

この画に描かれた山や川のありさまと同じである。 

繰り返し深く見て心に適うものが得られたなら、 

筆を揮って描くのは何の難しさもない。 

川辺のあたりは人家が少なく、 

水に煙る村には古い木が集まっている。 

貴君がこの画に込めた思いを、 

細やかに尋ね看るのである。 

【補足】［第三首は訳者の理解が及ばないので割愛する］ 

 

■【05-4-114】跋宋漢傑画 

【解題】上の詩に詠んだ『瀟
しょう

湘
しょう

晩
ばん

景
けい

図
ず

』は、蘇軾が宋
そう

迪
てき

と直接会ってその画を見て

詠んだことが、この短文からわかる。とすると、「瀟
しょう

湘
しょう

八
はっ

景
けい

」が山水画の題として定

着する端緒を開いたのが蘇軾だったということになるのだろうか。これは、宋
そう

子
し

房
ぼう

［字
あざな

は漢
かん

傑
けつ

］の画に添えた跋文で、宋迪の画を見てから10年後のことである。 

 

【訳文】 

私はかつて宋
そ う

迪
て き

君と遊び、その画『瀟
し ょ う

湘
し ょ う

晩
ば ん

景
け い

』を見て三首の詩を作った。 

それを見て宋迪君はいった。 
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「君も画を描くのだね」 

その甥の宋
そ う

子
し

房
ぼ う

もまた画を学んでいる。これから数年もすれば宋迪君に並ぶようになるだろう。 

元
げ ん

祐
ゆ う

三年四月五日書。 

【補足】［宋
そう

迪
てき

が蘇軾にいった言葉の意味するところは、宋迪は蘇軾の詩を見ただけ

で画を描く人かどうかがわかったということで、詩と画は芸術として一致するものが

あるとの哲学を宋迪もまた共有していているのである］ 

 

■【05-4-115】贈狄崇班季子 

【解題】かつて宮中に仕えていた狄
てき

という姓の人物の末の子に贈った詩。蘇軾の好み

に合う人物であったのだろう。 

 

【訳文】 

狄
て き

君は臂に鷹を載せて現れ、 

客人を見て会釈もしない。 

床几にどっかと坐ると、 

客人が使っていた箸を取り、 

大きな声で仕留めた禽
と り

を一羽一羽数えあげる。 

後ろが短い豹皮の裘
コート

をはおり、 

そこに注がれた獲物の赤い血がまだ湿っている。 

指で示して酒を求め、 

たちまち鯨のようにごくごくと飲み干す。 

半ば心地よくなってくると、 

戦について論じて、髪が逆立つばかりになる。 
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「北方の猛犬どもめ、 

 まだ捕まえることができなくて、 

 狂ったように駆け回っておるではないか」 

この剽
ひ ょう

悍
か ん

の猛
も

者
さ

の気概でもって、 

国境で事があったときには圧倒すべきであろう。 

夜に走り出て敵を追い詰め、 

敵将をたちまち斬り捨てるのだ。 

勝利を持ち帰って天子に献じるなら、 

侯爵の位も道に拾うように容易に手にできるだろう。 

そうであるのに、 

狄君は猟師とともに走って、 

毎日鳥や獣を泣かせているのである。 

 

■【05-4-116】石炭 

【解題】石炭を主題にした詩。短い序文が付いている。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序文］ 

彭
ほ う

城
じ ょ う

県にはもともと石炭がなかった。元
げ ん

豊
ぽ う

元年十二月、徐
じ ょ

州の西南の白
は く

土
ど

鎮
ち ん

の北で初めて発見さ

れた。それで鉄を鍛えて刀剣を作ってみたところ、他の石炭よりも鋭利なものが作れた。 

 

去年の冬は雪が降り続き、 

道を行く人の姿がぱったりと絶え、 
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町中の民は、すねの骨を裂くばかりの風に、布団にくるまり、 

半束ほどの薪に火を付けようとしたけれど、湿ってしまって燃え立たず、 

どこを探しても乾いた薪と取り換えることができなかった。 

今年は、思いがけず、山の中に宝ものを見つけることができた。 

黒い石がごろごろとして、一万の車でも運び出せないほどにある。 

黒い油のような液を流し、怪しげな風を吹き出していたのに、 

これまで人に知られることがなかった。 

その根元が一度発見されると、際限なく存在し、 

千人が見に行って、万人が歓び舞った。 

石炭を泥に投げ入れると水をはじいてますます黒光りし、 

石炭を燃やすと勢いよく金色の焔を立てる。 

南の山で炭焼きのために木が切り出されることはもうなくなるだろうし、 

北の山で鉄を鍛えるのに悪い石炭に苦労させられることももうなくなるだろう。 

新たに得た石炭で、かの「百
ひゃく

錬
れ ん

剛
ご う

刀
と う

」のような名刀を鋳て、 

巨大な鯨を叩き切って見せよう。 

【補足】［去年の冬に乾いた薪がなかったのは、洪水の後だったからなのだろう］ 

 

■【05-4-117】与枢密侍郎 

【解題】朝廷の要職である枢
すう

密
みつ

侍
じ

郎
ろう

に宛てた手紙。具体的に誰に宛てたのかについて

は、蘇軾との距離関係からして呂
りょ

公
こう

著
ちょ

であったろうと推測されている。呂公著の名は

作品番号02-1-009、03-3-025、04-1-025で見ていて、名門出身の政界の重鎮である。 

 

【訳文】 
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御門下より去ってすでに八年となります。愚かな私でありますから、人付き合いも絶え、手紙の行き来

も欠け、怠惰の罪は叱責されて当然であります。……私は数カ月ほどで任地替えとなりますが、貧乏

のために都に行くことはできません。江
こ う

浙
せ つ

の一郡を願っております。幸いにもそれを得ましたなら、お目に

かかる日はいつになるのかわかりません。…… 

【補足】［（1）冒頭に八年とあるのは、都を出てからの歳月をいっている。（2）蘇軾

が次の任地として長
ちょう

江
こう

の南に地を希望していたことは参
さん

寥
りょう

に宛てた手紙にも記され

ていた［→作品番号05-4-099］。 

 

■【05-4-118】謝張太保撰先人墓碣書 

【解題】大恩人の張
ちょう

方
ほう

平
へい

［→作品番号05-4-079］が蘇轍の依頼を受けて蘇
そ

洵
じゅん

の墓に掲

げる文章［墓
ぼ

表
ひょう

］を書いてくれたので、それ対する礼状を蘇軾が記した。この礼状で

は、墓表のある部分についてもっぱら記しているので、最初にその箇所を読んでおこ

う。なお、蘇洵が亡くなった際に欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が墓誌銘を作り、蘇洵の生涯のあらましはそ

ちらにすでに記されていたのだが［→作品番号03-1-006］、張方平の墓表にはより詳し

い記述がある。 

 

【訳文】 

張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

：『文
ぶ ん

安
あ ん

先
せ ん

生
せ い

墓
ぼ

表
ひ ょう

』から 

……嘉
か

祐
ゆ う

年間の初め、王
お う

安
あ ん

石
せ き

の評判が始めて高まり、その仲間が大きな勢いを持つようになった。

王安石を大臣に任命する辞令には「人が生じてより数人しかいない逸材である」と書かれ、議論を構

えることで王安石は人より優れていた。欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

も王安石を高く評価し、先生［蘇
そ

洵
じゅん

］に王安石と交友

するよう勧め、王安石もまた先生と交わることを願った。しかし、先生は、「私はその人となりを知ってい

る。本性として人情に近くないものがあり、いずれ天下の患いとなるであろう」と、いった。王安石の母が
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亡くなると、士
し

大
た い

夫
ふ

は挙って弔問に行ったのだが、先生だけは行かずに、『弁
べ ん

姦
か ん

論
ろ ん

』一篇を作った。そ

の文に曰く「……」。当時、それを見た者は穏当ではないとみて、「まったく度を超している」といった。先

生が亡くなって三年、王安石が政治を見るようになると、そこに書いてあった通りになった。…… 

【補足】［上の墓表では、蘇
そ

洵
じゅん

の『弁
べん

姦
かん

論
ろん

』の全文を引いていて、以下にそれを訳

す］ 

 

【訳文】 

蘇
そ

洵
じゅん

：『弁
べ ん

姦
か ん

論
ろ ん

』 

物事が動けば必ず行き着くところがあり、物事の背景にはそれが始まる前から定まっている何らかの

原理がある。 

人々は、月に暈
か さ

がかかれば風が吹き、敷石が湿り気を帯びれば雨が降るということなら知っている。し

かしながら、それよりも前のごくわずかな徴候の段階において、原理と行き着くところを知るのは、天下の

最も冷徹な者だけである。 

人間界の物事の推移には、原理と時の勢いとが複雑に絡み合い、その関係が見えにくく、変化を予

測するのが難しい。恐らく宇宙の変転を予測するよりも難しいだろう。しかも、いかに賢者であっても、好

悪の情が心を乱し、利害の有無が判断を左右してしまうことがあるのだから、なおさらである。 

昔、晋
し ん

の時代に、山
さ ん

濤
と う

はまだ少年だった王
お う

衍
え ん

を見てこういった。 

「天下の人 を々誤らせるのはきっとこの者だろう」 

昔、唐
と う

の時代に、郭
か く

子
し

儀
ぎ

は盧
る

杞
き

を初めて見てこういった。 

「この者が思うように振る舞うようになったら、我が子孫は一人も生きられないだろう」 

この二つの事例を挙げると、山濤と郭子儀はこれこれこのような訳でいったのであって、さすが二人は

大した眼力の持ち主であったと、人々はすぐにいうだろう。実際に王衍が国を滅ぼし、盧杞が国を乱し

た結果を知っているからだ。 
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私はそうした人 と々は少々別のことをいま考えている。王衍の人となりを見ると、容貌も言動ももとより、

世間を欺き虚名を盗もうとするに足るところがあった。それでも、敢えて貪り、敢えて害を為そうとするような

者ではなかった。世間と同調するのが単に巧みだっただけなのだ。当時の皇帝がもしも英明であった

なら、王衍のような輩
やから

がたとえ百人、千人いたところで、国を滅ぼすには至らなかったはずだ。盧杞は

国家を混乱させるに十分なねじくれ者ではあったけれど、学問がなくてろくに文章が書けず、容貌も弁

も人を引きつけて感心させるようところはなかった。当時の皇帝があそこまで愚かでなかったならば、盧

杞などを用いることにはならなかったはずだ。だから、私の考えでは、王衍や盧杞を批評したくらいで

は、山濤も郭子儀も大したものだということにはならないのである。 

いまもしもこのような者がいたらどうだろうか。それは、口に孔
こ う

子
し

や老
ろ う

子
し

の言葉を唱え、身は古
いにしえ

の賢人と

同じ振る舞いをし、名声を好む人、志を得ない人を集め，ともに言論を構成し、自分達で評価基準を

立て、古の聖人の再来だと言い募り、しかし、陰険で根性曲りであることにかけては人から抜きん出て

いるというような者だ。要するに、王衍と盧杞を合せて一人にしたような人物である。そのような者がいた

なら、そのもたらす禍
わざわい

は一体どうなのだろうか。 

顔に垢が付けば洗い、衣に垢が付けば濯
そ そ

ぐのは人として当たり前の情である。ところがそうはしないで、

卑しい僕
しもべ

の衣を着て、犬や豚の餌のような物を食べ、髪はぼさぼさ、顔は垢にまみれ、それでいて聖

人の経典を談じるのは、人として普通の情であるのだろうか。人の情からかけ離れた者で、大姦人、

大悪人ではなかった者は少ない。歴史にあまたの例を見ることができる。 

世間を覆うばかりの名声を得て、まだ形としては現れていない害悪が萌しているということがいまあるの

ではないだろうか。国をよく治めようとする君主も、優れた人を好む大臣も、皆がこの者を用いようとしてい

るときに、私だけは、天下の患いが起こるのは必然であると思うのだ。危険性は王衍や盧杞の比では

ないのだ。 

孫
そ ん

子
し

はこのようにいっている。 

「よく兵を用いる者は特に目立った功績はないものだ」。 
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いま私が指摘した人が用いられなければ、私がいったことは過ちだったことになり、その人は己は不遇

であると嘆くであろう。そして、禍が行き着くところに至ろうとしていたことなど誰も知らないままに終わる。も

しもそのようにならなければ、天下は禍を被り、私はよく未来を知っていたと称賛されるであろう。それは悲

しいことではないか。 

【補足】［張
ちょう

方
ほう

平
へい

は、『墓
ぼ

表
ひょう

』において、この『弁
べん

姦
かん

論
ろん

』は王
おう

安
あん

石
せき

について記したも

のであって、天下の誰よりも早くに王安石が危険な人物であることを蘇洵だけが見抜

いていたと書いている。しかし、まことに不可解なことに、蘇洵が『弁姦論』を書い

たことはこの『墓表』が出るまでは全く知られておらず、張方平が『墓表』に『弁姦

論』の全文を引用したことで、人々は初めてそれを読んだのである。また、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が

蘇洵に王安石と付き合うよう勧めたと『墓表』にあるのは、事実としてかなり疑わし

いとされている。次に蘇軾の礼状の訳文を掲げる］ 

 

【訳文】 

私軾
し ょ く

、頓
と ん

首
し ゅ

再
さ い

拝
は い

して感謝申し上げます。再び父の『墓
ぼ

表
ひ ょう

』を示してくださり、特に『弁
べ ん

姦
か ん

論
ろ ん

』の一篇を載

せてくださり、それを見て、涙がこぼれ、言うべき言葉もありません。竊
ひそか

かに思いますに、父は若いときは

不遇に沈み、晩年に至ってその名が聞こえるようになりました。当時の学ぶ者には父を師として尊ぶ者

もいましたが、父が記した文章の全てが読まれたわけではなく、世に形として現れなかったものもありまし

た。父の書いたものを全て知り、然るべき評価をされたのは、世の中でただ張
ち ょ う

公
こ う

［張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

］がおられた

だけでした。それは不幸であるようでいて、「我を知る者は稀である」とは、老
ろ う

子
し

が貴んだことでありました。 

『弁姦論』を父が始めて作ったときに、私と弟はそれ見て、「まったく度を超しています」と諫め、他の人も

同様でありました。しかし、独り張公はそれを見て、我が意に合致すると思われたのでした。張公はもとよ

り先朝［英
え い

宗
そ う

皇帝の治世］のときにこの論を評価していて、史冊に載せて、いまの世においては認めら

れず知られなくても、後の世において失われてはならないものだとされたのでした。父のこの言説は、張
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公が公表して出してくださらなかったならば、人々はそれがあったとは信じないでありましょう。それが信じら

れるか信じられないかはさほど深い意味がありません。しかし、かの人がわずかな人数の連中を使って

天下を欺いたのを、天下にそれを知る者が誰もいなかったと、後世の人が嘆くのを残念に思うのであり

ます。 

この『墓表』が作られたのを、私は涙を流し、再拝して感謝するものであります。……［故事を引いて張

方平の行為を讃えて、感謝の言葉を重ねる］…… 

【補足】［（1）『弁
べん

姦
かん

論
ろん

』は偽作であるとの疑いが強く持たれていて、その説を唱える

人々の中には、張
ちょう

方
ほう

平
へい

の『墓
ぼ

表
ひょう

』も蘇軾の「礼状」も偽作であると主張する人もい

る。確かに、『弁姦論』には疑問が多々あるのだが、三者とも偽作であるとするのは

さすがに極論すぎるであろう［近藤一成『宋代中国科挙社会の研究』、汲古書院

（2009年）］。ここでは、三者とも偽作ではないと考えて訳文を掲げた。（2）蘇軾はこ

の礼状で、張方平が『墓表』に『弁姦論』を収録しなかったならば、その存在が知ら

れないままに終わってしまっただろうと書いている。蘇
そ

洵
じゅん

が『弁姦論』を書いたとき

に、蘇軾兄弟は「まったく度を超しています」［原文は「「嘻其甚矣」］と諫めたとあ

るが、その言葉は『墓表』に記されているのと同一である。張方平が偽作に関わった

と疑わせもするのだが、それはここでは否定し、蘇洵が書いたとしておこう。しか

し、『弁姦論』を書いたときに、蘇洵が王
おう

安
あん

石
せき

について深く知っていたとは極めて考

えにくく、『弁姦論』は特定の人物をターゲットにしたものではなくて、寓話的な史

論であったとするのが妥当なところであるのだろう。寓話としても極端すぎるので、

蘇洵は広く人々に見せることなく、他の著作とともに張方平のところにだけ残された

のだろう。王安石と政治的に対立して閑職に追いやられた張方平が、何かの折に『弁

姦論』を読み直してみると、まさしく王安石について予言していたのだと強く感じ、

いつしか『墓表』に書いたような経緯があったと思い込むようになったのだろう。蘇
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轍も蘇軾も、事実とはやや異なるとは思っても、大恩人が父を激賞してくれているの

に対して敢えて物を申すのは控え、ただし『弁姦論』そのものは父の真作であること

を保証しておこうと、この「礼状」において特にそれについて言及したのであろう］ 

 

■【05-4-119】祭欧陽仲純父文 

【解題】この年の終わりに欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

の次男である欧
おう

陽
よう

奕
えき

［字
あざな

は仲
ちゅう

純
じゅん

］が急死し、この

祭文を蘇軾が作った。まだ33歳であった。 

 

【訳文】 

欧
お う

陽
よ う

奕
え き

君の霊に捧げる。ああ哀しいかな。 

文
ぶ ん

忠
ちゅう

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］の徳が盛んなことは、子孫が千億にも増え、宋
そ う

代
だ い

とともに無極に続くとしても人は十

分ではないというだろう。欧陽奕君が賢者であって、寿命が百年に及び、一年に九回昇進しても人は

当然であるとするだろう。それがどうして、最低の官位に留まり、寿命は四十に至らなかったのか。その

亡骸は百に一つも報われていない。ああ哀しいかな。いうべき言葉もない。 

欧陽奕君が生きていたときのその進退および得喪は人から羨ましがられるようなことがなく、亡くなってし

まうと、死生および短命であったことは神を責めるべきであろう。人はただ文章の優れた家に生まれ、振

る舞いはその門に称
か な

うものであったのを知るだけで、その志気が豪健で議論が剛果であって、大事に

臨んだならば、大節を立てて、身を殺して仁を成す者であったのを知らない。造物者は人の死生を左

右する権限を使ってどうして貴君を病にしてしまったのか。先に潁
え い

水
す い

のほとりで貴君に会い、去年には

都の門の東で貴君に会った。夜に話をして、朝になっても尽きることがなかった。道の実践を謀り、世を

憂い、禍を避けて身を保つように私に教えてくれたのは、まさしく文忠公に似ていた。いまもはっきりと思い

出せるのに、貴君は忽然と消えてもう会えないのである。長く泣き声を上げて、繰り返し慟哭しないでは

いられない。道が行われるのが難しいのは、それをする人がいないからなのか。人がいないのではな
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いだろう、利害が人を変えてしまうのだろう。欧陽奕君は世を畏れず人から慕わることなく、独り立って懼

れず、そのまま死に及んだのだった。ああ哀しいかな。 

【補足】［欧
おう

陽
よう

奕
えき

と潁
えい

水
すい

のほとりで会ったのは蘇軾が杭
こう

州に赴任する途中のことで、

都の門の外で会ったのは、都に入るのを許されなかったときのことである］ 

 

■【05-4-120】与欧陽仲純 

【解題】この1年ほどの間に欧
おう

陽
よう

奕
えき

［字
あざな

は仲
ちゅう

純
じゅん

］に宛てた手紙が5通残っている。

上の祭文にもあったように、都の東で会ったことや、詩のやりとりがあったことや、

亡くなる少し前に陳
ちん

州に向かっていたことなどが記されている。ここでは、まだ本年

の初めの段階で徐
じょ

州の水害について触れている手紙を読んでおこう。 

 

【訳文】 

……弟は南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府
ふ

にいて、時折手紙がきていて、恙なく過ごしております。彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］は最も下

流の地で、水の患いを受けることでは都から東北の地で第一であります。この夏から秋の備えをする

ための労働者を集める銭を得たいものと、しばしば願い出ていますが、まだよい応答がありません。黄
こ う

河
が

が曹
そ う

村
そ ん

で塞がれるのはもとより大いに善いことであります。そうならないのならば、朝廷の御沙汰を待

つまでもなく緊急に労働者を雇わなければなりません。費用は必ず大きくても、事に先立って十分な備

えをすることが最も大切です。人は軽 し々くものをいうこともありますが、私は信念を持ってこのようにいうの

です。貴君は私を深く知ってくれている人でありますので、またこのことについて言及したまでです。 
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第5章 嵐の訪れ――密州、徐州、湖州 
［第5章その五］ 

元
げん

豊
ぽう

2年［1079年］、蘇軾44歳。 

 

 

■【05-5-001】人日猟城南、会者十人、以身軽一鳥過、槍急万人呼為韻、得鳥字 

【解題】詩の題にある「人
じん

日
じつ

」とは1月7日のこと。その日に、10人が集まって町の

南で猟をした。「身軽一鳥過、槍急万人呼」の句をばらばらにして 1 人に 1 字ずつ配

り、それを韻として詩を作った。蘇軾には「鳥」の字が当たった。 

 

【訳文】 

町の子供等は知事殿を笑いものにしている、 

いつだって、何やら憂いてさえない顔をしているからだ。 

そんな知事殿の頭を白い布で包み、 

金の鞍を置いた馬にまたがらせたのは誰なのか。 

浅い春の風が湿った雪を吹き上げたので、 

知事殿は、手が凍えてしまうと、朝の早さにおびえている。 

それでも、知事殿が音高く二本の鏑
かぶら

矢
や

を放ったので、 

それを合図に、人々は虫のような小さな獲物も逃すまいと追いかけまわす。 

知事殿は弓を大空に向かって引き、 

一羽の鴻
おおとり

が渡って行くのを目で追いつつ、 

長く嘯
うそぶ

く。 

知事殿はもっぱら詩を案じて、 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：456 
 

手綱を取るのも忘れ、黙って頭を振っている。 

知事殿は粗食を好み、芹や蓼を味噌で煮たものを食べる。 

こんな知事殿であるから、 

顔に六本の矢を受け、両眼を怒らせて立ち続けた昔の将軍には似ても似つかない。 

それでも、若いときには武将になろうと考えたりしたらしい。 

若いころの大きな志をいまも持ち続けて、百戦するくらいの意気込みがあると示そうと、 

獲
と

った兎が焼き上がるのを待つことなく、馬上で銀の酒瓶を飲み倒してみせたりするのだが、 

実際には百の憂いのまわりをよたよた巡っているのである。 

考えてみれば、英雄といわれるような人でも、 

むなしく老いて死んでしまった例
ためし

も少なくはない。 

青春は一つの夢、 

余すところの歳月は飛ぶ鳥のように過ぎ去ってしまうのだ。 

 

■【05-5-002】将官雷勝得過字代作 

【解題】上の詩と同じときに、将官の雷
らい

勝
しょう

には韻として「過」の字が当たった。雷勝

は自分は武人で詩は作れないと辞退したので、蘇軾が代わりにこの詩を作った。 

 

【訳文】 

連日、烽火
の ろ し

が上がる。 

外から騎兵が侵入してきたとの急な報せだ。 

このときとばかりに、刀を振り上げて敵陣へと突っ込み、 

貂
て ん

の裘
コート

に返り血を浴びる。 

皇帝に仕える兵士となってから、 
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そのように活躍する機会もなく、 

ただ悶
も ん

悶
も ん

と伏せてばかりの日 。々 

今朝は知事殿が猟をするのに従い、 

久しぶりに天の広さを感じる。 

鉄の糸を巻いた二本の矢、 

まずは手に唾を吐きつける。 

雪毛の狐を射殺して、 

腰にはまだ一本の矢が残っている。 

 

■【05-5-003】猟会詩叙 

【解題】このときの猟で詠まれた詩をひとまとめにし、蘇軾が序文を書き添えた。 

 

【訳文】 

雷
ら い

勝
し ょ う

は隴
ろ う

西
せ い

の人である。勇敢であることをもって応募して将官となり、京
け い

東
と う

路
ろ

の第二将となった。腕の

力は絶人で、騎射に長
た

けて敏妙である。徐
じ ょ

州に視察にきたので、徐州の人々はその腕前を見たいも

のだと、町の西で小さな猟を行った。このとき鄭
て い

亮
り ょ う

や繆
り ゅ う

進
し ん

もいて、皆が馬に乗って従い、いずれも弓

矢、刀
と う

槊
さ く

の技に精通している。さらに、黄
こ う

宗
そ う

閔
びん

は普段の振る舞いは書生のようであるが、戎
じ ゅ う

裝
そ う

してひら

りと馬にまたがると、走る速さは衆に抜きん出ている。そのようにして人々の技量に皆が驚き、大いに笑

い楽しんだ。この日は小雨が降っていたが後に晴れて、土は潤い、風は穏やかで、観る者が数千人

であった。 

昔、曹
そ う

丕
ひ

［曹
そ う

操
そ う

の子］がこのように書いた。「建
け ん

安
あ ん

十年、始めて冀
き

州を平定すると、その地の者が良

い弓や良い馬を献じた。時に春、木の神は穏やかな風を吹かせ、弓を操る手は柔らかく、草は茂って

獣は肥え、諸君らとともに鄴
ぎ ょ う

の西に猟をし、鹿を九頭、狐や兔を三十得た」。 
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馬を走らせる楽しみは、国境の地にいる武人たちの日々の楽しみである。曹操、曹丕の父子は槊
ほ こ

を

横たえて詩を賦し、それは喜ぶべきこととして後世に伝えられた。 

いま我らは猟をし、おのおのが詩を作り、自ら書いた。その終わりにこのことを記し、もって異日の笑いの

種とするものである。 

 

■【05-5-004】三槐堂銘 

【解題】都にいる王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号 05-4-084］の家の庭には三本の槐
えんじゅ

が高く聳え、その脇に「三
さん

槐
かい

堂
どう

」があった。王鞏に頼まれてその堂の銘を書いた。中

国の古代、周
しゅう

の時代に、三本の槐
えんじゅ

の前に三
さん

公
こう

［国の最高レベルの三つの官職］の座

席を設けたことから、三
さん

槐
かい

は三公の異称となった。この文章の最初で、「仁
じん

者
じゃ

には必

ず立派な後継者がいる」と、それが普遍的な法則であるかのように記しているのは、

我々にとっては納得しがたいのだが、蘇軾は別の文章でも同じ趣旨のことを書いてい

た［→作品番号05-1-079］。 

 

【訳文】 

天は必ずかくあるべきようにするものなのだろうか。実際には、賢者は必ずしも貴くはならないし、仁
じ ん

者
じ ゃ

は

必ずしも長寿ではない。ならば、天は必ずしもあるべきようにはしないのだろう。しかしながら、仁者には必

ず立派な後継者がいる。この二つの事実の関係はどのようになっているのだろうか。 

私は申
し ん

包
ほ う

胥
し ょ

がこのように言ったと聞いている。 

「人は天の定めを破ることがあり、天は人の定めを破ることがある」 

申包胥はこのように宣言して、起死回生の一発勝負にかけた。 

世間の天を論じる者は、天の定めを待つことなしに、自分の望む通りのものを天に求めるために、天の

為すところは茫
ぼ う

茫
ぼ う

としてわからないとぼやく。その論に従うならば、善い者は怠り、悪い者は 肆
ほしいまま

に振る
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舞ってしまう。 

大盗賊の盜
と う

跖
せ き

は長寿を全うし、孔
こ う

子
し

やその弟子の顏
が ん

回
か い

は不遇であった。それは、天がいまだ定める

前に起こったことなのである。松や柏
は く

が山林に生じて、その始めのころは雑草に苦しめられ、動物の害

に遭いもする。しかし、その終わりに至ると、四季に栄え、千年も変わらない姿になる。それは天の定め

によるのだ。善悪の報いが子孫に至って現われるのは、同じように、天の定めには久しい時間がかか

るからである。 

私は自分で見るところ、あるいは伝え聞くところから考えるに、以上のことはきっとその通りであるのだ。 

国家がまさに興ろうとするときには、世に徳のある大臣が必ず現れ、厚く徳を施すのだが、それによって

その人自身が報われるとは限らない。しかし、その子孫は後の太平の主
あるじ

とともに平和を守って、天下

の福を享受する。 

かつて兵
へ い

部
ぶ

侍
じ

郎
ろ う

晋
し ん

国
こ く

公
こ う

の王
お う

祜
こ

は五代十国時代の漢
か ん

朝、周
し ゅ う

朝のころから活躍し、宋
そ う

の太
た い

祖
そ

皇帝、

太
た い

宗
そ う

皇帝に仕え、文武、忠孝に秀で、大臣となることを望まれた。しかし、公が直言の士であることが

時代に遇わなかったために、ついにそれは叶わなかった。そこで、公は手づから三本の槐
えんじゅ

を庭に植え、

「吾が子孫に必ず三
さ ん

公
こ う

となる者が出るであろう」といった。実際に、その子の魏
ぎ

国
こ く

文
ぶ ん

正
せ い

公
こ う

の王
お う

旦
た ん

は真
し ん

宗
そ う

皇帝の景
け い

徳
と く

、祥
し ょ う

符
ふ

年間に宰相となり、朝廷は清明，天下は何事もなく安らかに治まった。王旦が

多くの禄を受け名を輝かすこと十八年に及んだ。 

もしも物を人に預けて、翌日にそれを返してもらったなら、新たに得るものはない。王祜が身に徳を修め

たのは、天に報われるところのものを預け、数十年後に返してもらったということなのであろう。いわば債

券のやりとりのようなものだともいえる。 

このようなことから、私は天の果
か

が必ずあると知ったのである。 

私は王旦の時代には間に合わなかったが、その子の懿
い

敏
び ん

公
こ う

の王
お う

素
そ

を見ることができた。王素は皇帝

を諫める役目を負って仁
じ ん

宗
そ う

皇帝に仕え、朝廷に出入りすること三十年余り、しかし、その地位はその徳

に十分に見合うものではなかった。とすると、天は王氏を再び興そうとしているのではないだろうか。事実、
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その子孫には実に大勢の賢者がいるのである。 

世には王祜を唐
と う

代
だ い

の李
り

棲
せ い

筠
い ん

と比較する者がいる。その雄才、直気は真に互いに譲らないものがある。

李棲筠の子には李
り

吉
き ち

甫
ほ

が、孫には李
り

徳
と く

裕
ゆ う

がいて、功名、富貴は現代の王氏にほぼ等しい。ただし、

忠
ちゅう

恕
じ ょ

、仁
じ ん

厚
こ う

の点では、李吉甫、李徳裕の父子は、王旦、王素の父子には及ばない。このことを見れ

ば、王氏の福はまだ十分には稔りを得ていないのである。 

王素の子の王
お う

鞏
き ょ う

は私と交流があり、徳を好み、立派な文章を書く。きっと家を栄えさせるであろう。それ

でこの文章を作ったのである。 

【補足】［（1）以上が序文で、この後に韻文の銘が続く。それは王
おう

の家の徳を称揚す

るだけのものなので訳は省く。（2）王
おう

鞏
きょう

の父の王
おう

素
そ

と交流があったことは、早くは作

品番号 01-2-021 で見ている。（3）この序文は一見すると、名門の息子に頼まれてヨイ

ショをしただけに思えてしまうのだが、この文章には当時の政治状況、蘇軾の置かれ

た立場が反映されていると見るべきであろう。王鞏がいずれ家を栄えさせるであろう

と、将来に期待を託しているのは、現在はそうなる条件が整っていないからだ。王鞏

に実力がないからではない。当時の官界で出世の坂道を勢いよく駆け上っているのは、

改革の時流に乗ってにわかに台頭した連中だけとなっていた。蘇軾はそうした連中を

「新進」と表現している。「新進気鋭」といえばよい意味になるが、暗に「成り上が

り者」という意味合いで蘇軾はこの語を使っている。先にみた王
おう

禹
う

偁
しょう

［→作品番号

05-4-049］やここに見た王
おう

旦
たん

、あるいは欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

といった先人が築いてきた宋
そう

代
だい

士
し

大
たい

夫
ふ

の伝統を全く踏まえない「新進」が、王
おう

安
あん

石
せき

の去った後の朝廷の枢要を占めているこ

とを蘇軾は憂い、いつか王鞏が家を栄えさせるような本来の姿に戻ることへの期待を

篭めてこの文章を書いたのである。（4）この文章と同じ時期に、王鞏の父の王素の肖

像画に添える賛を、やはり王鞏の依頼を受けて作っている。その訳文はすでに作品番

号03-4-011で見ている］ 
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■【05-5-005】和参寥見寄 

【解題】徐
じょ

州を発って南に向かった参
さん

寥
りょう

［→作品番号05-4-098］が淮
わい

河
が

のあたりから

寄せてきた詩に次韻した。 

 

【訳文】 

黄
こ う

楼
ろ う

の南、戯
ぎ

馬
ば

台
だ い

の東、 

雲の間にさやさやと月が現れ、 

趣き深い人［参
さ ん

寥
り ょ う

］とともに筆硯を洗い、 

水の流れのささやきを文字に留めようとした。 

貴僧はしばし谷の奥に尋ね入るというが、 

山の僧に学んで遥かな峰で老いようとはしないでくれたまえ。 

私が西
せ い

湖
こ

に行くのを待って、 

うまい一杯の湯餅
う ど ん

をいっしょにすすろうではないか。 

 

■【05-5-006】台頭寺歩月得人字 

【解題】戯
ぎ

馬
ば

台
だい

にある台
だい

頭
とう

寺
じ

で、月を見つつ歩み、蘇軾には「人」の字が割り当てら

れて詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

天の川にかかっていた雲がさっと吹き払われ、 

中庭を歩く人の後を追って月の光が差し込んでくる。 

爐から浥浥
ふ わ ふ わ

と香の煙が暗がりの中へとただよい始め、 
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花の影が離離
ち ら ほ ら

と春の中で揺れようとしている。 

いま宮中とも、この清らかな風光を一つにしているのだろうか、 

かすかに聞こえるのは、 

天子の乗る車がわずかな塵を上げつつ進む車輪の軋る音か。 

首
こうべ

を回
め ぐ

らすと、かつて遊んだのは真に夢、 

頭巾を止める簪
かんざし

を挿す髪もいまでは真っ白である。 

 

■【05-5-007】種松得徠字 

【解題】松の苗を植えて人々と詩を詠み、蘇軾には「徠
らい

」の字が当たった。この詩の

前に、訳は割愛したが、台
だい

頭
とう

寺
じ

で宋
そう

希
き

元
げん

という人を見送る詩があり、そこに蘇軾自身

の注で、「人々と松を植えた」と書き添えてあるので、この詩はそれと同じときのも

のなのだろう。とすると、前に訳した詩も同じときの一連のものなのかもしれない。

また、この詩には、やはり蘇軾自身の注で、「苗の四割は懐
かい

古
こ

堂
どう

に、六割は石
せき

経
けい

院
いん

に

植えた」とある。詩中にある「山の僧」は石経院の主
あるじ

なのだろう。 

 

【訳文】 

春の風が楡
に れ

の林を吹き、 

楡の莢
さ や

が乱れ飛んで 堆
うずたか

く積もった。 

そこをさっと雨が通り過ぎた後に、 

戢戢
い そ い そ

と千本、万本の松の苗を植える。 

青い松は植えてもなかなか成長しにくい。 

百株から一本でも立派な幹になれば御の字である。 

一本の幹でも十分で、 
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千畝
ほ

の広さの槐
えんじゅ

の林よりも堂 と々した存在感がある。 

これらの苗はいわゆる魯
ろ

の地の「徂
そ

徠
ら い

松
ま つ

」で、 

穀物一斗で一本の苗を買ったのだった。 

魯の人たちはこの松の価値を知らないので、 

惜しみなく竈
かまど

で燃やして灰にしてしまう。 

松の苗がどのようにしてここに運ばれてきたのかというと、 

縄で束ねてぐるぐるに縛り、車にぎゅう詰めにされたのだった。 

それを見て悲しく思い、 

縛りをほどき、清らかな水で埃を洗い流した。 

しかし、枝は傷み葉は縮れ、生気がなかなかもどってこない。 

山の僧は老いて子がなく、この稚
おさな

い松を愛
い と

おしんで赤ん坊のように大切にする。 

これらの松が、竜が走るような姿となって、大きな清らかな蔭を作り、 

その根が山の岩をも裂き、その太い幹が雷をも斥けるほどになるには、 

どれだけ待たなければならないのだろうか。 

私はこの地にいるのも残り百日の旅人、 

それでいながら千年を生きようとする松を養うのである。 

千年の松の根元には、不老の霊薬となる茯
ぶ く

苓
り ょ う

が生じるというが、いまは影も形もない。 

茯苓を待てない私の髪は日々に抜け落ちて行く。 

古今は一
い ち

俯
ふ

仰
ぎ ょ う

の間、 

この詩を作ってわが哀しみをここに託す。 

【補足】［（1）地方知事の任期は3年の定めであったが、それを満たすことはほとんど

なく、徐
じょ

州にいるのもあと百日ほどだろうと蘇軾は考えていた。（2）「一
いち

俯
ふ

仰
ぎょう

」とは

下を向いて上を向く間のわずかな時間のことで、蘇軾は頻繁に用いている。（3）この
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ころに杭
こう

州知事であった趙抃
ちょうべん

［→作品番号 05-3-066］が政界を引退し、蘇軾はそれを

慶賀する手紙を送っている］ 

 

■【05-5-008】遊桓山、会者十人、以春水満四沢、夏雲多奇峰為韻、得沢字 

【解題】10 人の者と桓
かん

山
ざん

に遊び、「春水満四沢、夏雲多奇峰」の句から 1 字ずつを分

けて韻として用い、10 人が詩を作った。蘇軾には「沢」の字が当たった。桓山は徐
じょ

州

の町の東北二十七里にあって、下に泗
し

水
すい

を臨む山で、遠く春秋時代に桓
かん

魋
たい

を葬ったこ

とからその名がある。桓魋は孔
こう

子
し

を嫌って殺そうとした人物。 

 

【訳文】 

東の郊外に春を尋ねようとしたものの、 

まだ鶯も見ないし咲いた花もない。 

春の風はいまはまだ流れる水の中にあるのだろうか。 

その春の水を水鳥が拍
ぱ た

拍
ぱ た

と打つのに誘われて、 

篙
さ お

半分ほどの深さの川に舟を浮かべる。 

ゆらゆらと流れに任せ、桓
か ん

山
ざ ん

の下で纜
ともづな

を繋ぐ。 

詩を長く吟じつつ軽やかに山を登り、 

古い墓所と思われるところで、 

泉
せ ん

下
か

の人を弔おうと琴を奏で、 

かそけき音が磔
た く

磔
た く

と響く。 

昔の人を偲ぶものは何も遺されておらず、 

人間世界は真実の永遠の住まいではないと悟る。 

暮れ方に百
ひゃく

歩
ほ

洪
こ う

に回り、おのおの岩の上に座る。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：465 
 

ここに皆の顔ぶれを見て、 

私はこの仲間にふさわしい人間ではないのを恥ずかしく思う。 

月が現れて、 

流れに臨んで簫
ふ え

を吹く二人を照らし出す。 

このときの歓びこそは不朽のもの。 

首
こうべ

を回
め ぐ

らせば遠く歳月を隔てて「斜
し ゃ

川
せ ん

での遊び」が想像され、 

この詩を陶
と う

淵
え ん

明
め い

に寄せるのである。 

【補足】［（1）琴を奏でたのは戴
たい

日
にち

祥
しょう

という道士で、笛を吹いたのは王
おう

適
てき

、王
おう

遹
いつ

の兄

弟であることが、次の文章などから知れる。（2）この詩の終わりにある「斜
しゃ

川
せん

での遊

び」とは、陶
とう

淵
えん

明
めい

が 700 年ほど前に郷里の川で遊んだことをいう。陶淵明がその日の

遊びを詠んだ詩は、淡々と叙述する中に深い味わいを湛え、叙景詩の新たな世界を拓

いた名作とされる。蘇軾のこの詩もそれに近いものがあり、後に、陶淵明の詩境に迫

る先駆けとなる作品であるといえるだろう］ 

 

■【05-5-009】游桓山記 

【解題】上の詩で見た桓
かん

山
ざん

での遊びについて記した文章。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豊
ぽ う

二年正月己
き

亥
が い

の晦
みそか

、春の新しい服もできて、数人の仲間とともに泗
し

水
す い

のほとりに遊び、桓
か ん

山
ざ ん

に

登った。 

石
せ き

室
し つ

に入り、道士の戴
た い

日
に ち

祥
し ょ う

が雷
ら い

氏［唐
と う

代
だ い

の有名な琴の製作者］の琴を弾いて、『履
り

霜
そ う

』の古い音を

聞かせてくれた。 

「ああ、ここは（春秋時代の宋
そ う

の国の）司
し

馬
ば

桓
か ん

魋
た い

の墓ではなかろうか」 
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と、私が嘆じつついうと、ある人が、 

「墓で琴を弾くのは、礼に合致するものなのでしょうか」 

と、いった。 

私はこのようにいった。 

「『礼
ら い

記
き

』には、季
き

武
ぶ

子
し

の葬儀のときに、（孔
こ う

子
し

の弟子の）曽
そ う

晳
せ き

がその門に倚
よ

って悲しみの余り歌ったと

ある。孔子はあたかも日や月のような人であったのに、桓魋はその命を害おうとした。桓魋は己のために

立派な石の棺を用意しておこうとし、三年たっても完成しなかった。つまりは、桓魋は古
いにしえ

の愚人であった

のだ。我らはここにその墓を弔ったのだが、桓魋の骨も毛も爪も歯もすでに塵と化して、風に吹かれて

飛び去ってしまった。石の棺もなくなり、桓魋に付き従った者も、副葬品もすべて消え去った。我らが琴

を弾こうが歌おうが、桓魋が知ることなどはありえないのだから、構いはしない。もしも桓魋が知るのであ

れば、我らが琴を弾き歌うのを聞いて、哀楽の常ならざること、自然の変化のやむことがないのを知っ

て、己の愚かさを少しは治すことができるのではないだろうか」 

人々はふうむとうなった。 

私は歌った。 

 

「桓山之上、維石嵯峨兮。［桓山の上に大きな岩］ 

 司馬之悪、与石不磨兮。［桓魋の悪は岩とともに消えずにある］ 

 桓山之下、維水弥弥兮。［桓山の下には水が広がる］ 

 司馬之蔵、与水皆逝兮。［桓魋の棺は水とともに流れ去った」 

 

歌い終わると、石室から立ち去った。 

このとき一緒だった八人は、畢
ひ つ

仲
ちゅう

孫
そ ん

、舒
じ ょ

煥
か ん

、寇
こ う

昌
し ょ う

朝
ち ょ う

、王
お う

適
て き

、王
お う

遹
い つ

、王
お う

肄
い

、軾の子の邁
ま い

、煥の子の彦
げ ん

挙
き ょ

であった。 
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【補足】［最後に名が挙がっている8人に、蘇軾と道士の戴
たい

日
にち

祥
しょう

を合わせて10人であ

る。畢
ひつ

仲
ちゅう

孫
そん

［→作品番号05-4-018］と寇
こう

昌
しょう

朝
ちょう

は徐
じょ

州の役人、舒
じょ

煥
かん

は何度も見ている

ように徐州の学校の教授、王
おう

適
てき

、王
おう

遹
いつ

、王
おう

肄
い

は徐州の学生で、王適と王遹は兄弟であ

るが、王肄との関係は明らかではないようだ。王適は蘇轍の娘と結婚し、この後、何

度も登場するようになる。なお、王兄弟の祖父も父も朝廷に仕える者であった］ 

 

■【05-5-010】戴道士得四字代作 

【解題】これも桓
かん

山
ざん

に遊んだときの作品。同行した道士の戴
たい

日
にち

祥
しょう

には「春水満四沢、

夏雲多奇峰」の句から「四」の字が当たり、蘇軾が代わりに詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

某
それがし

は子どものころは江
こ う

南
な ん

のあたりにおったのだが、 

世俗を脱する道士の跡を慕い、 

たまたま白雲に従って郷里から流れ出て、 

いまでは彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］で薬草を売っておる。 

いつしか雪や霜が髪を侵すようになり、 

冠や衣はいつも塵や土に汚れている。 

幸いなことに、三尺の長さの桐の琴があり、 

その音の中に山水の意
こころ

を篭めて過ごしておる。 

夏
か

［中国］の音楽が夷
い

［外国］の音楽によって乱されてから、 

七弦の琴はすっかり棄てられてしまい、 

古
いにしえ

の『鹿
ろ く

鳴
め い

』の曲はその名は知られてはいても、 

四弦の胡
こ

琴
き ん

で弾かれる曲のように好まれてはいない。 
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ところが、知事殿は独り古
いにしえ

を慕い、 

ともに孟
も う

嘗
し ょ う

君
く ん

の墓に詣でて涙を注ぎ、 

桓
か ん

魋
た い

の墓では某が弾く琴の音に耳を傾けてくれた。 

庵に帰って琴を匣
は こ

に納めつつ、 

知事殿が去った後には誰がまた聴いてくれるのだろうかと嘆き、 

石の壁にこの詩を掲げつつ、 

遥か遠く千年の後に思いを馳せるのである。 

【補足】［千年後の我々は、この詩によって戴
たい

道士の姿を偲ぶことができ、史書にそ

の名を残した桓
かん

魋
たい

よりも、戴道士の方に心を惹かれるのである］ 

 

■【05-5-011】乞医療病囚状 

【解題】州知事は地方行政のトップで、裁判権も警察権も有し、蘇軾はさらに軍政も

兼務していたので、かなりの広大な権限を持っていた。それだけに管轄する業務は多

岐にわたり、真面目に取り組めば解決すべき課題が次々に出てくる。これは、獄中で

病死する者を少なくするための対策を考えて朝廷に提出したもの。昔の牢獄の環境は

極めて劣悪で、罪状が定まる前に病死する者が少なくなかった。政治が安定している

ときには、為政者もそのようなところにまで目を向けて改善を試みようとするのだ

が、実効性はかなり限定的であったようだ。 

 

【訳文】 

元
げ ん

豐
ぽ う

二年正月……［獄中で死ぬ者が多いことを憂慮する漢
か ん

の宣
せ ん

帝
て い

の詔
みことのり

を最初に引用する］……

囚人が拷問によって死ぬことに対しては厳重な法の定めがありますが、病死する者に対しては法の定

めがなく、官吏は誰も責任を負っておりません。病死者があったことをただ報告するだけで、検視もなく、



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：469 
 

たとえ百人が病死しても官吏が処分されることはありません。飲食が与えられず、病気になっても薬が

なく、かくて死に至る者は数えきれないくらいにたくさんいます。罪に応じて死ぬのであれば、深く哀れむま

でもありませんが、罪は軽いのに繋がれたために死んでしまったのでは、その者を殺したことと何ら異なり

ません。故なく殺された痛みが積もるならば、自然の陰陽の和をも乱すことにもなるでありましょう。……

［十年余り前に獄中で病死する者に対する方策が建てられたが、役人たちが不便さを訴えてすぐにう

やむやになってしまったことを述べる］……臣
わたくし

が考えますに、獄囚が病死したことを獄官の罪とするのは

まことに無理があります。なぜかといいますと、獄囚の生死は必ずしも人が左右できるものではないか

らです。必ずしも左右できるわけではないことなのに、官吏の責任としたならば、官吏は罪を恐れて、何

とかして罰せられることから逃れようとするでありましょう。囚人にもしも少しでも疾病があったならば、療養

所に留め置いて、治療を施さずに放置するでありましょう。親族がいない者、いても遠くにある者は、療

養所で死ぬことになり、その数は獄中で死ぬ者よりも甚だ多くなるでありましょう。……［上に述べた問題

を解決するために獄に医者を派遣する方策を提案する］…… 

【補足】［蘇軾の提案は、役人たちが結託して責任逃れをするのを防ぐことまでも考

えた非常に綿密で具体的なもので、正確に上手に訳せると極めて面白いはずなのだ

が、残念なら訳者の力量は到底及ばないために肝心の部分を割愛せざるをえなかっ

た］ 

 

■【05-5-012】往在東武、与人往反作粲字韻詩四首、今黄魯直亦次韻見寄、復和答之 

【解題】詩の題は、「先に東
とう

武
ぶ

［密
みつ

州］にいたときに粲
さん

の字を韻として人と詩のやり

とりをし、四首を作った。いま黄
こう

庭
てい

堅
けん

［字
あざな

は魯
ろ

直
ちょく

］［→作品番号05-4-056］がそれに

また次韻して寄せてきたので、和して答える」。密州での詩は作品番号05-1-023以下

で見ている。 
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【訳文】 

昔、苻
ふ

堅
け ん

が荊
け い

州を破ったときに、 

それで何を獲たのかと問われたときに、 

立派な一人の人物と、その半分の人物、つまりは一人半だけだと答えたという。 

昔、蔡
さ い

邕
よ う

は不遇のままに老いたのだが、 

晩年に一人の知己を得たのを喜んだという。 

退隠後の友となるような我が同好の士を得たいものと、 

老いてからあわてて探し求めたところで、 

見つかるはずがない。 

いま私は、独り何の幸いがあってのことなのか、 

天下の才人をここに得たのである。 

文字をいたずらに玩ぶのは好みはしないのだが、 

この人の詩文を読むと百の憂いも消え去ってしまう。 

世間に詩文を作る人は少なくはないが、 

私の眼にはどの詩も空っぽの杯のようなものばかりで、 

ただこの人の詩を誦
し ょ う

するときには、 

その音節を緩やかに味わうことができるのである。 

夜
や

光
こ う

の珠は一つでも価値ある宝だとされているが、 

この人の詩はそれに匹敵するような文字が幾つも連ねられている。 

この人は私を思って痩せるばかりだと歌っているので、 

私はただちに行かなければ真に怠惰な者となってしまうのだが、 

いまはわずかな禄を恋い慕って、 

寒い夜に一寸の炭で暖を取るような身であるので、 
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我が住まいをその人の傍らに定めるのは、 

はたしていつになるのだろうか。 

想い見るのは、飄然と東南へ行くこと、 

江水は清く、かつ暖かで、 

ともに名山を訪い、 

かの僧
そ う

忍
に ん

や僧
そ う

粲
さ ん

のような人から奥深い言葉を聴こうではないか。 

【補足】［この詩もそうであるように、黄
こう

庭
てい

堅
けん

のことになると蘇軾はいつもほぼ手放

しで褒めている。それが全体の主旨であるのは明らかなのだが、次韻詩の制約から無

理に作ったとしか思えないと評されるような句もあって、読み取りにくい部分がある

ために、この訳文はかなりおおざっぱで、しかも途中の四句を割愛している。「粲
さん

」

の字の処理にも頭を悩ませたのだろう、さほど有名ではない僧の名として用いてい

て、苦し紛れのような気がしないでもない］ 

 

■【05-5-013】祭文与可文 

【解題】蘇軾の大切な親戚であり先輩であり親友である文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］［→作品番

号 05-4-103など］が 1月 20日に陳
ちん

州で亡くなった。62歳だった。文同は前年の終わ

りごろに都を出て新しい任地である湖
こ

州に向かう途中であった。蘇軾は 2月 5日にこ

の祭
さい

文
ぶん

を作った。 

 

【訳文】 

ここに元
げ ん

豊
ぽ う

二年二月五日、従弟に当たる朝
ち ょ う

奉
ほ う

郎
ろ う

尚
し ょ う

書
し ょ

祠
し

部
ぶ

員
い ん

外
が い

郎
ろ う

直
ち ょ く

史
し

館
か ん

権
け ん

知
ち

徐
じ ょ

州
し ゅ う

軍
ぐ ん

州
し ゅ う

事
じ

騎
き

都
と

尉
い

の蘇軾は、謹んで清らかな酒を捧げ、湖
こ

州
し ゅ う

文
ぶ ん

府
ふ

君
く ん

の文
ぶ ん

同
ど う

の霊を祭る。 

その祭
さ い

文
ぶ ん

に曰く
い わ

、 
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ああ、哀しいかな。文君はまた酒を飲むことができるのだろうか。文君はまた詩を賦して自ら楽しむことが

できるのだろうか。文君はまた琴を弾いて自らくつろぐことができるのだろうか。 

ああ、哀しいかな。私はなお忍びつつこのように言って、気が塞ぎ、胸が填まって嗚
お

咽
え つ

する。涙が下っ

て止まらず、衣が濡れる。 

涙を収めて自問する。人は誰のために慟哭するのか。道
み ち

が行われないとき、私は哀しまずにはいられ

ない。ともに悲しんでくれる友がいないわけではない。しかし、激しくもなく鈍くもなく、人に招かれて靡くでも

なく、人に排撃されて去
ゆ

くでもなく、親しくしようとしてもできるものでもなく、疎んじようとしてもできるものでもな

い、そういう人はただ文君だけであった。 

ああ、哀しいかな。徳に則り義を秉
と

るに当たって、文君のように和
わ

にして正
せ い

だった者が他にいただろうか。

民を養い風俗を厚くするに当たって、文君のように寬
か ん

にして明
め い

だった者が他にいただろうか。詩を詠み

賦を作るに当たって、文君のように婉
え ん

にして清
せ い

だった者が他にいただろうか。世に称賛されても辱められ

ても、得ようが喪
うしな

おうが、文君のように安
あ ん

にして軽
け い

だった者が他にいただろうか。 

ああ、哀しいかな。文君の死を聞いてから三日間、夜は眠らずにずっと座っていて、ふと夢に文君と

一緒にいると見て、驚いて目覚め、夜具が涙でいっぱいになった。 

念
お も

えば生ある者は必ずことごとく帰り行き、百年生きても必ず至るのである。ただ文だけが不朽で、その

中で人は不死でいられるという。いくら富貴でもいくら長寿でも不朽にして不死ということはない。 

しかし、私はかつて文君からこのように聞いた。「この身は浮き雲のようだ。去
ゆ

くこともなく来ることもなく、亡

びることもなく存することもない」。ならば、不朽だとか不死だとかはいうに足りないことなのだ。 

ああ、哀しいかな。 

【補足】［文
ぶん

同
どう

の人となりをいうのに、蘇軾は、和、正、寬、明、婉、清、安、軽の 8

文字を並べている。これらの先にどのような人物像が見えてくるだろうか］ 

 

■【05-5-014】題文潞公詩 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：473 
 

【解題】政界の大物である文
ぶん

彦
げん

博
はく

［→作品番号05-1-066］の詩を書き、短い感想を記

した。文彦博は宰相の経験者として潞
ろ

国
こく

公
こう

に封じられていた。 

 

【訳文】 

文
ぶ ん

潞
ろ

公
こ う

の『時
じ

郎
ろ う

中
ちゅう

を送る』という詩がある。 

……［詩の本文は省略］…… 

私はかつて潞公のお言葉を聞いたことがあった。遠くまでも見通す潞公の雄才は、もとよりちっぽけな

人間が窺い見て測りうるようなものではなかった。学問の豊饒さに至っては、漢
か ん

代
だ い

以降の典籍をほぼ

遺すところなく自在に読みこなして、それぞれの專門家でも及ぶものではなく、詩についても、ごく小さな

技巧までももことごとく極めつくして、やはり專門にするような者でも及ぶものではない。しかし、詩に関して

潞公を称賛する者がいないのは、潞公の政治上の功績と徳の大きさに覆い隠されてしまっているから

なのだろう。 

上に記したのは潞公の幼いときの詩であって、これを観ると、精しく緻密に考え抜いて、一つ一つの句

に典拠がある。まことに長く研鑽を積み上げてこられたことがわかる。 

元
げ ん

豊
ぽ う

二年二月二十九日に書く。 

【補足】［ここに記されている文
ぶん

彦
げん

博
はく

の詩は、故事てんこ盛りの難しい詩で、まさし

く「ちっぽけな人間が窺い見て測りうるようなもの」ではないので割愛した］ 

 

■【05-5-015】作書寄王晋卿、忽憶前年寒食北城之遊、走筆為此詩 

【解題】都の貴公子である王
おう

詵
しん

［字
あざな

は晋
しん

卿
けい

］［→作品番号05-3-037など］に寄せた

詩。寒
かん

食
しょく

の日［この年は2月30日であった］に、前年の同じときに王詵と北
ほく

城
じょう

で遊

んだことを思い出して、この詩を詠んだ。「前年」とはいつなのか。1年前には王詵と

は会っていないが、2年前に都の東で同じ時期に何度か会っている［→作品番号05-3-
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011］のでそのことかもしれないし、かつて都にいたときのことかもしれない。 

 

【訳文】 

寒
か ん

食
し ょ く

の日、 

都の北に上がる煙はわずかだけ、 

落花と蝶がかたまりを作って飛んでいた。 

遊びに出ると帰るのを忘れるという貴公子［王
お う

詵
し ん

］の門前には、 

立派な馬が繋がれていた。 

貴公子は帳
カーテン

のうちにあって笙
ふ え

を吹いていて、 

霏
ふ わ

霏
ふ わ

と煙のように音が流れ出てきて、 

道を行く人も頭
こうべ

を垂れて聞き入っていた。 

狂
き ょ う

客
き ゃ く

［蘇軾］が門を叩いても、 

貴公子は笙に没入したまま、 

傾
け い

城
せ い

［王詵のもとにいる歌妓］を出して客を迎えさせた。 

書生［蘇軾］の老いた眼が美しい女性を見るのは稀で、 

昔の画から抜け出てきたのではなかろうかと思った。 

お別れしてから、春はまた盛りになりつつある…… 

しかし、西の方を見ても、 

貴公子の紅い日のような輝きを見ることはできない。 

退隠の喜びを歌うときがいつかきたならば、 

盞
さかずき

を手にして、貴公子の曲を聴きたいと思う。 

 

■【05-5-016】月夜与客飲酒杏花下 
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【解題】月夜に杏
あんず

の花の下で酒を飲んだときの詩。このときの客人は王
おう

適
てき

、王
おう

遹
いつ

［→

作品番号 05-5-009］、張
ちょう

師
し

厚
こう

らであった。張師厚は次の詩に見えるように蜀
しょく

の人であ

るが、詳しいことはわからない。 

 

【訳文】 

残りの春を散らすようにして、杏
あんず

の花が簾
すだれ

へと飛んでくる。 

月の明りも、風雅に遊ぶ人々を尋ねようと、簾から入ってきた。 

我等は衣をたくし上げ、月の光のもとへと歩み出す。 

明るい光が水草をひたすように流れる中で、花の影を踏む。 

酒を置くと清らかな香りが漂い、枝を曳いて花を雪のように散らせるまでもない。 

山辺の町の酒は薄くて飲むに耐えないものだが、 

諸君等に敢えて勧めよう、 

杯の中の月を吸うようにして飲んでみたまえ。 

憂うのは、ほかでもない、 

洞
ふ

簫
え

の音が終わり、 

月が落ちて、 

酒杯が空になってしまうこと、 

そして、明日の朝にもしも強く風が吹いたなら、 

緑の葉の中に見るのは、 

わずかに残る紅だけとなってしまうこと……。 

【補足】［洞簫
ふ え

を吹いたのは王
おう

適
てき

、王
おう

遹
いつ

の兄弟だったようだ］ 

 

■【05-5-017】送蜀人張師厚赴殿試二首 
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【解題】蜀
しょく

の人である張
ちょう

師
し

厚
こう

が殿
でん

試
し

［科挙の最終試験］を受けるために都に行くの

を見送った詩。詩の内容から上のときと同時の作と思われる。 

 

【訳文】 

 其の一 

ここには、帰るのを忘れたままで、 

髪が白くまだらになってしまっているのも覚らずにいる者がいる。 

故郷のどれほどの物好きなのか、 

わざわざここにまで来てくれた者がいる。 

そびえ立つ山も、私が西を望む眼
まなこ

を遮ることはできない、 

貴君が楚
そ

王
お う

山
ざ ん

を過
よ ぎ

ってからもずっと送り続けるであろう。 

【補足】［楚
そ

王
おう

山
ざん

は桓
かん

山
ざん

［→作品番号05-5-008］の別称であるようだ］ 

 

 其の二 

貴君とは雲
う ん

竜
り ゅ う

山
さ ん

の下で新しい春の衣に袖を通し、 

放
ほ う

鶴
か く

亭
て い

の前で落ちる夕日を見送った。 

いまこのあたり十里は杏
あんず

の花のひと色に埋められている。 

その中を貴君は馬を飛ぶように走らせて行くのだ。 

【補足】［（1）この詩を見ると、蘇軾は張
ちょう

師
し

厚
こう

を連れて放
ほう

鶴
かく

亭
てい

［→作品番号05-4-

106］を訪ねていたことがわかる。（2）ここで少々疑問なのは、科挙の最終試験を前

にして徐
じょ

州にまで来る余裕が果たしてあったのかということ。杏
あんず

の花が咲いているの

で、これは2月ごろであったはずである。科挙は通例、1月に二次試験が行われ、3

月初めごろに最終試験の殿
でん

試
し

が行われる。その間に1カ月余りあるから日程的には可
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能ではあるのだが……］ 

 

■【05-5-018】雪斎 

【解題】杭
こう

州の僧の法
ほう

言
げん

が、西
せい

林
りん

法
ほう

恵
え

院
いん

に石を積み上げて「雪の山」を作り、その傍

らの建物を雪
せつ

斎
さい

と名付けた。法言がそのことを詩に詠んで寄せたので、この詩を返し

た。 

 

【訳文】 

貴僧が造った雪の峰はかの峨
が

眉
び

山
さ ん

、 

頂
いただき

から西側は千里の雪、 

北に成
せ い

都
と

［実は杭
こ う

州］を見下ろすと、井戸の底にあるかのよう。 

春の風が百日吹いても雪は消えない、 

五月になっても旅行く人は凍てつく身を震わせる。 

町の人々は名利の争奪を日々繰り広げ、 

人間世界は洗い流すことのできない熱い悩みに満ちている。 

貴僧はその傍らで、 

西の軒端で、雪の峰と向き合っている。 

私は夢に小舟に乗って呉
ご

越
え つ

に行く、 

静まり返った長い廊下の先、 

月の光なのか、燈火の光なのか、 

門を押し開いて庭へと進むと、 

雪に埋もれた山だけがある。 
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■【05-5-019】以双刀遺子由、子由有詩、次其韻 

【解題】ふたふりの刀を弟に贈ったところ、それについて弟が詩を詠んで返してきた

ので、次韻して答えた。 

 

【訳文】 

刀を納める匣
は こ

はなかったけれど、 

古代の｢竜
り ゅ う

雀
じ ゃ く

鐶
か ん

｣のような宝刀だと僕は見た。 

これまでに蛟蛇
う わ ば み

も堅い岩も斬ったことがないとしても、 

こそ泥どもがこれを見たら、ぞっと首をすくめるに違いない。 

僕の刀がどれほどのものであろうかと君に問いはしないが、 

心の内に愧
は

ずべきものがある人間は肝を冷やすであろう。 

そのような刀であるから、虎の皮に包んで僕は秘蔵していた。 

この刀を見るとき、心は古井戸の水のようで、一切波立つことがない。 

この刀が用いられずに置かれていることを、刀のために残念がることはないだろう。 

用いることのできる者を選ぶのが難しいのを、僕は憂いていたのだ。 

これを佩
お び

るのがしかるべき人でなければ、刀はきっと長く嘆息するだろう。 

僕自身はといえば、 

老いて衆人に軽んじられ、しばしば思いもよらない目に遭わされている。 

昔、王
お う

祥
し ょ う

は、庭の蘭
ら ん

が香しく成長するように我が子がきっと大きな人間になると知って、 

特に選んで刀を与える相手とした。 

僕も同じようにして君に贈ることにしたのだ。 

これでちまちま肉を切って、年に六回も七回も研ぎ直すようなことはしないでほしい。 

じっと秘め置いて、いざというときに宝刀たる所以を示してくれたまえ。 
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この詩をもって刀の背に刻む銘とし、後に知者が見るのを待とうと思う。 

 

■【05-5-020】次韻田国博部夫南京見寄二絶 

【解題】田
でん

国
こく

博
はく

［字
あざな

は叔
しゅく

通
つう

］［→作品番号05-4-112］が南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

で詠んだ詩を寄せ

てきたので次韻した。田国博は徐
じょ

州の副知事で、何かの用事で南京応天府に出張して

いたのだろう。二首のうち一首を訳す。 

 

 其の一 

歳月は翩
こ ろ

翩
こ ろ

と坂を下る輪、 

貴君が帰りくるころには、杏
あんず

はすでに実を結んでいるだろう。 

杏の紅い花を落してしまったのでは、 

春の風だって憎たらしい。 

柳の花も楡
に れ

の葉ももう春の姿ではなくなってしまった。 

 

■【05-5-021】再次韻答田国博部夫還二首 

【解題】田
でん

国
こく

博
はく

［字
あざな

は叔
しゅく

通
つう

］が徐
じょ

州に帰還したので、上の詩に再び次韻した。やは

り二首のうちの一首を訳す。 

 

 其の一 

西の郊外では黄色い土が車輪を沈めるほどに積もり、 

土ぼこりがまるで旅人を笑うかのように顔を覆う。 

貴君は仕事を終え、 

三千人の役
え き

夫
ふ

も放たれたのだから、 
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これからは雨がたっぷり降って、 

残りの春を洗い尽くすのに任せるとしよう。 

【補足】［田
でん

国
こく

博
はく

は石炭を主題に詩を詠み、蘇軾が次韻しているが、訳すにはいろい

ろな典拠の処理が煩わしいので割愛する］ 

 

■【05-5-022】答郡中同僚賀雨 

【解題】役所の同僚と「雨を賀す」ということについて話し、蘇軾は自分の考えをこ

の詩で示した。 

 

【訳文】 

水害あるいは旱
か ん

害
が い

が十年にもなり、 

飢えと疫病が全土に遍く広がり、 

困窮してますます悪い方に向かいつつあるときに、 

私は、毎年毎年、よい天候を祈り続けている。 

それは自分のために天の恵みを求めるものではないのだが、 

何度も天に請うのは、民に責任のある者としては、古
いにしえ

から恥ずべきこととされ、 

私が祈るしかできない無策であるのは鬼神もわかっているであろう。 

私は老いて腰も背も病んでしまい、人に向かってろくにお辞儀もできないのだが、 

さすがに天は祈る意
こころ

を無視はしないで、 

乾いた空に雲が重なり合い、石段が微かな潤いを帯び、 

蕭蕭
し と し と

と雨が降り、止んではまた降り、雨音は真夜中に及び、 

明け方に役人が集まってきて、その履き物はと見ると泥にまみれている。 

私は人 と々ともに高楼に上ると、 
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麦畑に風が緑の浪を立てるかのように見える。 

人々は雨を賀すのだが、 

私は、諸君等が立派な賢策を論じているのに対して恥ずかしく思う。 

豊作の年には五日に一度風が吹き、十日に一度雨が降るという。 

天地はもとより常に完全に整っているわけではないから、 

いくら祈ったところで、実は何の足しにもならないのではないだろうか。 

優れた長官が治める土地には蝗
いなご

も虎も入らないというけれど、 

そもそも蝗も虎もいなければよいだけの話だ。 

まして、白い鵝
が

鳥
ち ょ う

を殺して雨を祈るなど無意味なことで、 

そうした下策は取ってはならないのである。 

【補足】［これまでに何度も見てきたように、蘇軾はしばしば天や神や仏に雨を祈っ

てきたのだが、それ以上に、人が何らかの対策を講じことが重要だと考えていたよう

だ］ 

 

■【05-5-023】題逸少書 

【解題】3月3日、王
おう

羲
ぎ

之
し

の書を模写して、この短文を書き添えた。 

 

【訳文】 

王
お う

羲
ぎ

之
し

の『蘭
ら ん

亭
て い

』、『楽
が く

毅
き

』、『東
と う

方
ほ う

先
せ ん

生
せ い

』の三帖はどれも妙絶で、模写を繰り返して伝えられたもので

あっても、昔の人の筆の用い方の心を知ることができる。これを『遺
い

教
き ょ う

経
き ょ う

』と比べると大きな差がある。 

元
げ ん

豊
ぽ う

二年上
じ ょ う

巳
し

の日に写す。 

【補足】［王
おう

羲
ぎ

之
し

の真筆は、唐
とう

の太
たい

宗
そう

皇帝が『蘭
らん

亭
てい

の序
じょ

』を酷愛する余り自分の墓に

持って行ってしまってからはもはや地上には残っておらず、模写したものから王羲之



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：482 
 

の書法を学ぶしかなかった。蘇軾は、模写として伝わるもののうちのどれがより本物

に近いのかを見分ける眼力を持ち、ここでの指摘の通り、『遺
い

教
きょう

経
きょう

』は王羲之の筆の

運びを伝えるものであるかは疑わしいとされている］ 

 

■【05-5-024】淵明非達 

【解題】陶
とう

淵
えん

明
めい

は音楽を深く理解する者ではなかったという説。 

 

【訳文】 

陶
と う

淵
え ん

明
め い

は『無
む

弦
げ ん

琴
き ん

』の詩を作って、このように歌った。 

「但得琴中趣、［琴の趣
おもむき

を得るには］ 

 何労弦上声。［わざわざ弦を鳴らすまでもない］ 

私が思うに、陶淵明は音楽の神髄に通達した者ではなかったのだろう。音楽の基本である五音六律

は音楽の神髄に通達するのを妨げるものではない。通達するなら、琴などなくてもよいし、弦のあるなし

にこだわりはしないのである。 

【補足】［陶
とう

淵
えん

明
めい

は究極の音楽は弦のない琴の曲であるといい、これぞ真の音楽を知

る名言であるとされていた。異説を唱えたがる蘇軾はこの短文を記したのだが、20年

後にこの自説を否定する］ 

 

■【05-5-025】留別叔通元弼坦夫 

【解題】3月、朝廷から湖
こ

州知事に任じる辞令が下り、蘇軾は徐
じょ

州を去ることになっ

た。田
でん

国
こく

博
はく

［字
あざな

は叔
しゅく

通
つう

］［→作品番号05-5-020］、寇
こう

昌
しょう

朝
ちょう

［字は元
げん

弼
ひつ

］［→作品番号

05-5-009］、石
せき

夷
い

庚
こう

［字は坦
たん

夫
ふ

］の3人に見送られてこの詩を詠んだ。3人は徐州在任

中ずっと蘇軾の仕事を支えてきた人々である。石夷庚は眉
び

州の人とあるので、石
せき

康
こう

伯
はく
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［→作品番号05-1-035］と同族でないかとの推測もある。 

 

【訳文】 

田
で ん

君は、昔、同僚となったことがあり、 

私に向かっていつも敬意を払ってくれた。 

徐
じ ょ

州にきてからはいろいろ間違ったことをしても、 

その都度、ますますよく私のためにしてくれた。 

寇
こ う

君は、私と同じ蜀
し ょ く

の人で、 

孝悌の道をもって近隣の人々を感化し、 

老いに至っても学問に努めている。 

石
せ き

君は我が眉
び

州の後輩で、 

強い風の中でも真っ直ぐに立っていようとする草に似ている。 

官職に就いてからは、 

釜に塵が生じ、父母に炊事をしてもらわなければならない貧窮に甘んじている。 

私は窮して旧くからの交わりを絶ち、世過ぎの計が拙いので、 

私のまわりに集まるのは枯れ枝のような人々ばかりである。 

その中で三君は最も厚く誼
よしみ

を保ち、 

互いに衣服を融通し合うような仲であることを続けてくれた。 

三君は、私が徐州にきたときには、淮
わ い

水
す い

の北で迎えてくれ、 

三君は、私が徐州を離れるときには、睢
き

陽
よ う

の道を送ってくれる。 

願わくは、金
き ん

石
せ き

のような堅い契りを保ち、 

白髪に至るまで凜凜
き っ ち り

と友情を貫きたいと思う。 
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■【05-5-026】江神子 

【解題】同じく徐
じょ

州を去ったときの詞。 

 

【訳文】 

天涯流落思無窮。［天の涯
は て

に流れてきて窮まることのない思い］ 

既相逢。［逢ったばかりで］ 

却怱怱。［たちまちの別れ］ 

携手佳人、［妓女と手を携え］ 

和涙折残紅。［涙とともに折り取る名残の紅い花］ 

為問東風余幾許、［花のために問う、春風が吹いているのはあとどれくらい］ 

春縦在、［たとえ春がまだいてくれても］ 

与誰同。［私は誰と一緒にいればよいのでしょう］ 

 

隋堤三月水溶溶。［ゆらゆら揺れる三月の運河の水］ 

背帰鴻。［北に帰る雁に背を向け］ 

去呉中。［南の国に行く私］ 

回首彭城、［振り返れば彭
ほ う

城
じ ょ う

の町］ 

清泗与淮通。［泗
し

水
す い

と淮
わ い

水
す い

が一つになってそちらへと流れて行きます］ 

欲寄相思千点涙、［水に思いを託して寄せる千点の涙］ 

流不到、［流れて彭城に行ってくれるでしょうか］ 

楚江東。［つれなくも川は東に行ってしまうのでしょうか］ 

 

■【05-5-027】減字木欄花 
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【解題】「彭
ほう

門
もん

留
りゅう

別
べつ

」との添え書きがある詞。同じく徐州を発ったときの詞である。 

 

【訳文】 

玉觴無味。［美しい觴
さかずき

も味がしません］ 

中有佳人千点涙。［だって中にあるのはあのお方の涙なのですから］ 

学道忘憂。［学問をすると憂いを忘れるとか］ 

一念還成不自由。［でも、別れの辛さの一念はどうにもなりません］ 

 

如今未見。［これからはもうお会いできないのでしょうか］ 

帰去東園花似霰。［もしもお帰りになったら、ここにはたくさんの花のつぼみ］ 

一語相開。［あのお方の一言でいっせいに開きます］ 

匹似当初本不来。［あのお方がいないときとはまるで違うのです］ 

 

■【05-5-028】罷徐州、往南京、馬上走筆寄子由五首 

【解題】徐
じょ

州を発った蘇軾は、まず弟のいる南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

を目指した。その馬上で作っ

た詩。 

 

【訳文】 

 其の一 

徐
じ ょ

州の人々よ、そんなに引っ張らないでくれたまえ。 

歌も笛も、そんなに悲しい響きを立てないでくれたまえ。 

僕の生
せ い

は寄せるがごときもの、別れはただこれだけではない。 

別離は随所にあり、愛を結ぶからこそ悲しみ悩みがあるのだ。 
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僕はもとより皆に恩を施したことがない。 

いったい誰のために皆は泣くのか。 

子供ではないのだから、 

鞭や鞍が裂けるほどに引っ張るのはやめてくれたまえ。 

ほら、あそこの道ばたに、二人、石に刻まれた人が並んでいる、 

あの石
せ き

人
じ ん

は知事が去るのを何度となく見てきたはずだ。 

いまのこのありさまが知れたなら、 

石人は手を打って大笑いし、冠を結ぶ石の紐も切れてしまうだろう。 

【補足】［（1）この詩で、例の「吾生如寄耳」［吾
わ

が生
せい

は寄
よ

せるが如
ごと

きのみ］を用いて

いる。地方官としての移動を繰り返して、「寄せる」ということにますます実感が篭

るようになったのだろう。（2）徐
じょ

州の人々が蘇軾との別れを惜しんだと、ユーモラス

かつやや大げさに詠んでいるのだが、弟に向かって実態とかけはなれた自慢をしたわ

けではないのだろう。蘇軾は洪水との闘いで顕著な功績があっただけでなく、その他

にも重要な施策を朝廷に具申して実施している。分け隔てなく多くの人と交わる大ら

かな人柄と世に抜きん出た文才は非常に魅力的で、真実別れを悲しんだ人々が大勢い

たのだろう］ 

 

 其の二 

どこから土地の父老たちはやってきたのか、 

たくさんの赤い花束を抱え、 

僕の馬の前で盃を洗って捧げ持ち、 

僕の長寿を祈りたいという。 

「かの年に知事殿がおられませなんだら、 
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 我等はみな魚の餌になっておりました」 

僕は鞭を挙げて父老に頭を下げる。 

「諸君等はこの知事を困らせないでくれたまえ。 

 この知事はひどく外聞の悪い困った人間で、 

 行く先々で災害、凶年を招いてきたのだ。 

 たとえ、水害がきたのは知事が怠けていたのが原因ではないとしても、 

 水害が去ったのは明らかに知事の功績ではないのだ」 

【補足】［「行く先々で災害、凶年を招いてきた」というのは、杭
こう

州時代には飢饉と蝗

害、密
みつ

州時代には日照りと蝗
こう

害
がい

、盗賊の難に見舞われたことをいうのだろう］ 

 

 其の三 

西から流れてくるのは古
こ

汴
べ ん

河
が

、 

南
な ん

京
け い

に向かう僕を迎えてくれる。 

古汴河は東に流れて淮
わ い

水
す い

、泗
し

水
す い

に入る。 

僕が徐州に向かったときに、 

古汴河は僕を見送ってくれた。 

しばらく僕は古汴河と別れていたけれど、 

またここで見ることになった。 

古汴河はずっとここに余情を湛えていたかのようだ。 

春の雨は古汴河をさざ波でいっぱいにし、 

一夜を経て彭城へと至るであろう。 

古汴河の水は僕の黄
こ う

楼
ろ う

の下を通過し、 

あの朱い欄干と高い甍を水の光で照らすことだろう。 
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そして百
ひゃく

歩
ほ

洪
こ う

へと至り、 

かの月の夜に川音を聞いたあの人がいないのを悲しむのである。 

 

 其の四 

前年、南
な ん

京
け い

を過
よ ぎ

ったときには、麦が稔り、桜桃
ゆ す ら う め

の実が熟していた。 

いまかつて遊んだところにきてみると、 

桜桃の実も麦の穂もまだ黄緑色である。 

三年の歳月も遠い昔のよう、 

人間世界にはどれほどの変化があっただろうか。 

しがない下級官吏のまま老いてしまった人もいれば、 

活躍の場もなくいたずらに筋肉がふやけしまった将軍もいるだろう。 

僕は羽根を翻すように三度任地替えとなり、 

迎えられたり送られたり、車を転じるようなせわしなさだ。 

郷里に帰ると決めるのは何時になるのか。 

でも、ここに住もうと決めた場所はかの田舎にあるのだ。 

 

 其の五 

僕がどの地を卜
ぼ く

して行こうとしているのかというと、 

石
せ き

仏
ぶ つ

山
さ ん

の南の路、その下に川があるだろう、 

そこらあたりに千畦
け い

の土地を得て、 

食べるための稲と酒を醸
か も

すための稲を植えるつもりなのだ。 

竜が棲んでいるといわれてきた山の泉に湧く水は、 

流れ下って豊饒の土地を育み、 
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かつては一畝
ぽ

が一金の価値を生んだのだが、 

近ごろでは破綻して逃亡した農家が多いと聞く。 

僕は官服を棄て去り、剣を売って牛と農具を買い、 

廃屋に丈高く草が生えてしまっているその山の地に行くのだ。 

僕はそのように思っていて、ひとつ恐れているのは、 

帰ろう帰ろうとずっと願っていながら、 

墓所に永遠に祀られるときになってようやくそれを果たす身となることだ。 

【補足】［石
せき

仏
ぶつ

山
ざん

は蘇軾の郷里の眉
び

州眉
び

山
ざん

県にある］ 

 

■【05-5-029】答呂熙道 

【解題】蘇軾は南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

に行き、そこで蘇
そ

轍
てつ

や張
ちょう

方
ほう

平
へい

に会い、半月ほど滞在したこ

とがこの手紙からわかる。表題に呂
りょ

熙
き

道
どう

とあるが、これは呂
りょ

希
き

道
どう

［字
あざな

は景
けい

純
じゅん

］［→作

品番号03-3-012］に宛てた手紙であろうとされている。実際に書いたのは新しい赴任

先である湖
こ

州に到着した後である。 

 

【訳文】 

南
な ん

都
と

［南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府
ふ

］に半月滞在していたのは、恍
こ う

然
ぜ ん

と一つの夢のようです。徳義を企てようと思っては

いつも悵
ち ょ う

然
ぜ ん

としてしまいます。我が弟は朴訥で寡黙な人間でありますから、時勢を軽んじ道
み ち

を重んじる

長者でなければ、誰も厚く親しくはしてくれません。湖
こ

州の江山、風物は人間世界に類がないほどで

す。それに加えて、事が少なくて眠りが十分に足りるのなら、拙い者にとってはまことに慶賀すべきありま

しょう。 

【補足】［南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

では、黄
こう

河
が

が決壊したときに鄆
うん

州で治水に功績があった応
おう

言
げん

と

いう僧に会っている。そのことについて記した文章を第7章で見ることになる］ 
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■【05-5-030】与文郎 

【解題】これは、親友の文
ぶん

同
どう

の子の文
ぶん

務
む

光
こう

に出した手紙。 

 

【訳文】 

非常な苦しみを受けてより、我が気力は、以前とはすっかり変わってしまいました。あれから二カ月、追

慕の念は窮まることがなく、どうすることもできません。先にそちらに参った者が帰って、お手紙を頂戴し、

むせび泣くことをさらに重ねております。我等が親しくするところの貴君の孝誠は深く篤
あ つ

く、哀しく打ち砕か

れておられることは我らの思いの及ぶところではなく、何も手につかずにおられることでありましょう。貴君

のお心を何らお慰めすることもできません。何はともあれお体を大切に、よく召し上がりますように。 

【補足】［この手紙は、文
ぶん

同
どう

が亡くなった悲しみについて記している［→作品番号05-

5-013］。文同は陳
ちん

州で亡くなり、息子の文
ぶん

務
む

光
こう

は、父の棺を郷里に持ち帰るための準

備を陳州で進めていた。実際に棺を船に載せて故郷に向かったのは翌年の春で、その

ことについては第6章で見ることになる。文務光は蘇轍の娘と結婚していたので、そ

の間を行き来する人が蘇軾宛の手紙が届けたのだろう］ 

 

■【05-5-031】霊壁張氏園亭記 

【解題】蘇軾は 3 月末に南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

を発ち、王
おう

適
てき

、王
おう

遹
いつ

の兄弟［→作品番号 05-5-009］

が同行した。2 人は半年ほど蘇軾の近くで過ごし、結果として後に大きな役割を担う。

南京からは運河を使った船旅で、三泊して霊
れい

壁
へき

鎮
ちん

に至り、そこで張
ちょう

碩
せき

に会い、この文

章を書いた。張碩については本文中で触れている。 

 

【訳文】 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：491 
 

都から東に道をとると、水路を選べば濁流に浮かび、陸路を選べば土埃を浴びながら見渡す限りの

田の中を行くことになり、どちらにしても行く者をうんざりさせる。およそ八百里で、霊
れ い

壁
へ き

の張
ち ょ う

氏の園庭が

汴
べ ん

河
が

の北側にあるのを見えるに及んで、初めてほっとした気分になる。 

外に向かってたくさんの竹がすらりと飛び出し、背の高い木々がこんもりと繁っている。中に汴河の水を

引き込んだ池があり、そのまわりに山から取ってきた奇岩が険しい丘のように積まれ、水辺には蒲や葦

や蓮があって江湖の景観を作り、椅
いいぎり

、桐
あおぎり

、檜
ひのき

、柏
は く

が並んで山林の気配を生み、珍しい花や美しい

草は都会的な雰囲気を出し、華やかな大きな建物は呉
ご

蜀
し ょ く

の巧みの技を見せている。 

この園庭の奥深さは身を隠すに十分で、その豊かさは身を養うのに十分である。収穫される実や野菜

は近隣の人々をも満足させ、魚や筍を茹でれば四方からの賓客をもてなすことができる。 

私は彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐
じ ょ

州］から呉
ご

興
こ う

［湖
こ

州］に移るに当たって、宋
そ う

［南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府
ふ

］から舟に乗り、三泊してその

園庭のもとに至った。輿
か ご

に乗ってその門を叩き、張氏の子の碩
せ き

君に会うと、碩君は私に文を求めた。 

張氏は代々世に顕
あらわ

れ、碩君の伯父の殿
で ん

中
ちゅう

君
く ん

と碩君の父の通
つ う

判
は ん

府
ふ

君
く ん

が初めて霊壁に住まいを構

え、この園庭を作り、蘭
ら ん こ う

亭
て い

を建てて親を養った。その後、朝廷に出て仕えて、その当時に名声をもって

聞こえ、その余力をもって、日に日に園庭を豊かにして今に五十余年に及ぶ。木々はどれも十人が腕

を伸ばして抱えるばかりになり、岩壁は暗く聳えるまでになった。およそ園中の百物は、人の意に適わな

いものは一つもなく、長くいろいろな用途に用いられてきた。 

古
いにしえ

の君子は必ずしも仕えたわけではなく、必ずしも仕えなかったわけでもない。仕えるときはその身を忘

れ、仕えないときはその君を忘れた。これを飲食に譬えると、たまたま餓え、たまたま飽くというだけのこと

である。 

いまの士
ひ と

で、義を踏み行い、節に赴く者は希である。郷里に安らかに処
お

る者は出るのは難しく、出て利

に狃
な れ

る者は帰るのを忘れる。前者は親の期待に背き世間との交わりを絶つとの譏
そ し り

を受け、後者は俸

禄を慕って事なかれで過ごす弊害を生む。 

張氏の父君が子孫のために計画し 慮
おもんばか

ったことは遠大かつ行き届いたものだった。場所を汴河と泗
し
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水
す い

の間に選び、舟も車も集まりやすく、朝廷に仕えるにしても、宴遊を楽しむにしても、他に求めることなく

ここで足りるのである。その子孫が門を開いて仕えるのなら、半歩で都に行け、門を閉ざして帰って隠れ

るのなら、山林を仰ぎ見て過ごすことができる。生を養うにしても、性を治める［心の本源を鍛える］にして

も、義を行うにしても、志を求めて適
ゆ

くところ可ならざるはないのである。それ故に、その子孫で仕える者は

皆官員として優れた能力があると称賛され、園庭にいる者は節を有して潔く退いたとされるのである。こ

のようであるのはまさしく先祖の君子の余沢によるものである。 

私は彭城にいること二年、その風土を楽しみ、そこを去るのは忍び難いものがあった。彭城の父老が

私を厭うことがなければ、泗
し

水
す い

のほとりに田を買って、そこで余生を送りたいと思う。そうなれば、南に霊

壁を望み見て、鶏や犬の声が互いに聞こえ合う距離にあり、ふらりと歩いては張氏の園庭に往き来し

て、季節ごとにそこの子孫と遊べるであろう。必ずその日があるに違いない。 

元
げ ん

豊
ぽ う

二年三月二十七日、記す。 

【補足】［（1）弟に送った先の詩では、退隠する場所として郷里の石
せき

仏
ぶつ

山
ざん

の南の路の

川辺を思い描いていた。蘇軾は張
ちょう

氏の園庭を見て、退隠のもう一つのイメージをここ

に思い描いた。都から遠く離れた蜀の地でなくてもよいのだ。（2）「仕えないときに

はその君を忘れた」［原文は「必不仕則忘其君」［必
かなら

ず仕
つか

えざれば則
すなわ

ち其
そ

の君
きみ

を忘
わす

れ

る］］とは大胆な言い方ではなかろうか。蘇軾は、国家の隅々にまで皇帝の威令を浸

透させることを任務とする官員である。孔
こう

子
し

の教えを学び、8 歳とのきに 4 人のスー

パースターに憧れ、科挙を受け、制
せい

科
か

にも合格して、己には国のため民のために働く

使命があると固く考えてきた。しかし、その皇帝の威令の多くが蘇軾がよしとはしな

い新法に入れ替わり、自分の信念と職務の実態との矛盾に深く悩むようになった。詩

文においてしばしば退隠を言いつつも、それはいますぐに実現してよいものではない

と考えていた。杭
こう

州、密
みつ

州、徐
じょ

州で矛盾に苦しみ続けつつも、官員としての責務を果

たそうと懸命に努めてきたのだが、張氏の園庭を見て、「必不仕則忘其君」の言を吐
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くに至ったのであろうか。（3）このころ蘇軾は自分の置かれている状況をどのように

認識していたのだろうか。徐州に赴任する前に都に入れなかったことは、政治的にか

なり危険な状況にあると思い知らされた出来事であった。その一方で、徐州での洪水

対策では皇帝から褒められ、新たな任地である湖州は蘇軾が希望していた江
こう

南
なん

の地で、

すでになじみのある美しい場所であった。まだ希望はあると思いつつ湖州に向かって

いたのだろうか。実は、蘇軾の政敵たちは霊
れい

壁
へき

鎮
ちん

で書いたこの文章をすぐに手に入れ、

「必不仕則忘其君」の句を見て、蘇軾が人臣としての責務を忘れて不穏当な言辞を振

りまいているまぎれもない証拠をまた一つ掴んだと、大いに色めき立ったのだった］ 

 

■【05-5-032】書泗州孫景山西軒 

【解題】蘇軾を乗せた船は南へと向かい、宿
しゅく

州を経て、淮
わい

河
が

に面する泗
し

州に至った。

泗州は水運上の重要な場所で、蘇軾がここを通過するのは3度目であった［→作品番

号03-4-032］。泗州では孫
そん

奕
えき

［字
あざな

は景
けい

山
ざん

］に会い、その西
せい

軒
けん

にこの詩を書いた。孫奕

の名は作品番号05-1-008で見ている。 

 

【訳文】 

落ちゆく日の明るさの中にぽつんと塔が建っている。 

我が病身を取り巻くように青い山々が連なっている。 

貴君がこの西軒から西方を望む心中には、 

塔の中の人に恥じるようなものは何もないのだろう。 

【補足】［この詩に詠まれている塔は、僧
そう

伽
が

塔
とう

［→作品番号 03-4-032］で、「塔の中の

人」とは、高僧の僧伽その人である］ 
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■【05-5-033】泗州過倉中劉景文老兄戯贈一絶 

【解題】泗
し

州の倉
そう

中
ちゅう

で劉
りゅう

季
き

孫
そん

［字
あざな

は景
けい

文
ぶん

］に会って、戯れにこの詩を贈った。劉季

孫はその地の名士であったようだ。 

 

【訳文】 

貴君には昔の大将軍のような遠大な策があり、 

貴君には昔の大名手のような弓射の技がある。 

だから、この蘇
そ

夫
ふ う

子
し

［蘇軾］が、 

湖
こ

州知事になれたのを大変な僥倖のように思っているのを、 

笑わずにはいられないのである。 

【補足】［（1）湖
こ

州の知事になったのは僥倖であると、ここの文脈ではやや自虐的に

歌っているのだが、願っていた江
こう

南
なん

の、しかも極めて美しい地に行けるのは、まさし

く僥倖に他ならなかったのであろう。（2）泗
し

州では、これより6年後に科挙に合格す

る張
ちょう

大
だい

享
きょう

［字
あざな

は嘉
か

父
ふ

］にも会っている］ 

 

■【05-5-034】過淮三首贈景山兼寄子由 

【解題】淮
わい

河
が

を渡ってさらに南に行くときに、孫
そん

奕
えき

［字
あざな

は景
けい

山
ざん

］にこの詩を贈るとと

もに弟に寄せた。 

 

【訳文】 

 其の一 

ご機嫌うるわしいかな、大河、淮
わ い

河
が

よ。 

ここを往来するのはこの十年に三度目。 
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功名を挙げる気などすでに消え、 

故郷に帰る計画は遥かに遠い。 

今日の風はこの旅人を憐れむのか、いつもの高い浪はない。 

夕方に向かう洪
こ う

沢
た く

の入り口では、 

船の停泊場所を求めて捍
が ん

索
さ く

［船を岸に繋ぐ綱］の音が雷のように響き合っている。 

【補足】［船着き場のある入り江で、よい場所を確保しようと、たくさんの船がひし

めきあっていたのだろう。洪
こう

沢
たく

湖
こ

の名は作品番号03-4-035で見ている］ 

 

 其の二 

淮河を過ぎると山はやや山らしくなり、 

松や檜も立派な姿に繁るようになる。 

藹藹
ぼ ん や り

とした靄の中に隠れる一つの寺、 

そのあたりを訪ねると、 

冷
さ ら

冷
さ ら

と小さな泉が流れ出る。 

巌
いわお

に寄り添うように巡らされている小さな欄干、 

そこに住まう友人はまことに吏
り

隠
い ん

の人である。 

振り返って臨
り ん

淮
わ い

の町を望むと、 

東風に乗って町のさざめきが聞こえてくる。 

【補足】［「吏
り

隠
いん

」とは、官職に就きながらも隠者の精神を有する人で、この詩では孫
そん

奕
えき

を指す］ 

 

 其の三 

首
こうべ

を回
め ぐ

らせば、君は南
な ん

京
け い

の役場にいて、 
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高く積まれて簿書の中に埋もれている。 

いつか淮河の水で、人を汚す塵を洗い流してしまうとよいだろう。 

ここから僕の旅はいよいよ佳境へと入って行く。 

しかし、独りであるから長く寂しい思いをしなければならない。 

だから、君が百首の詩を作って、そちらの春を写して送ってくれるのを、 

僕は心待ちにしているのだ。 

 

■【05-5-035】舟中夜起 

【解題】上の詩にあった洪
こう

沢
たく

に停泊した夜のことだろうか、舟の上で目覚めて詠んだ

詩。 

 

【訳文】 

微かな風に、菰
まこも

や蒲
が ま

が蕭
さ ら

蕭
さ ら

と音を立てている。 

雨であろうかと、舟の戸を開けて看る。 

湖に月の光が満ちている。 

舟の上の人も水の上の鳥も同じく夢の中。 

何かに驚いたのか、大きな魚が狐のように走る。 

夜は深まり、人と物とはもはや関わりを持たない。 

私だけが、自分の影と喜びを共有している。 

渚の蚯蚓
み み ず

が悲しげに鳴くのは、 

ひそやかに潮が上がってきたためだろうか。 

月が柳に落ちかかって、蜘蛛の糸が浮かび上がる。 

生きとし生けるものは、 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：497 
 

あわただしくも憂患の内にあるのだろうか。 

この清境
よ い と き

が眼を過
よ ぎ

るのはほんの一瞬でしかない。 

鷄が鳴き、鐘が鳴り出せば、鳥たちが塒を離れて行くだろう。 

そして、船頭が太鼓を撃って呼び合い、 

舟はまた出て行くのである。 

【補足】［（1）後半にある「此生忽忽憂患裏、清境過眼能須臾」［此
こ

の生
せい

は忽
こつ

忽
こつ

たる憂
ゆう

患
かん

の裏
うち

、清
せい

境
きょう

の眼
め

を過
よぎ

るは能
よ

く須
しゅ

臾
ゆ

］の二句は当時の蘇軾の心境をよく表すものであ

るのだろう。湖
こ

州に行く僥倖を得たけれど、美しい町にいられるのもわずかの間かも

しれないという恐れをもしかしたら蘇軾は抱いていたのだろうか。（2）泗
し

州から揚
よう

州

に至る途中で高
こう

郵
ゆう

県を過り、そこで参
さん

寥
りょう

と秦
しん

観
かん

が合流したようである。参寥は徐
じょ

州を

発ってから［→作品番号 05-4-098］、なおこのあたりに留まっていて、いよいよ杭
こう

州に

帰る気になったのだろう。秦観［→作品番号 05-4-093］は高郵県の人で、科挙に落第

した鬱憤晴らしというわけでもないだろうが、この機会に杭州からその先の越
えつ

州も見

てまわろうと旅に出たのだろう］ 

 

■【05-5-036】跋欧陽家書 

【解題】欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が甥に書いた手紙を筆写して、その後ろのこの短文を添えた。最初に

欧陽脩の手紙の本文がある。 

 

【訳文】 

「南方が多事になって以来、日夜、君のことを案じておりました。昨日、お手紙が届き、新婦も諸孫も

皆が安らかで、官の仕事も事なきを得ていると知り、遠く想う気持ちはほぼ解
ほ ど

けました。 

このように心配するのは常のことです。我が欧
お う

陽
よ う

氏は南
な ん

唐
と う

国
こ く

から宋
そ う

朝
ち ょ う

に帰して何代にもなり、朝廷の
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官禄を蒙り、私もまた栄えて名を顕
あらわ

し、諸君等も官品に列
つ ら

なり、御恩に報いることを思わなければなりま

せん。たまたまこのように多事となったときには、朝廷の指示によって心を尽くして前に向かうべきで、事を

避けてはならないのです。難事に臨んで節に死ぬのは、諸君等の栄えとすべきことであって、公
おおやけ

のた

めに心を尽くすならば、おのずから神
し ん

明
め い

の祐
た す

けがあるでしょう。事を避けようなどと、慎んで思ってはなら

ないのです。 

昨日のお手紙では朱
し ゅ

砂
さ

［仙薬の原料になるとされていた硫化水銀］を買って送ってくださるようなことが

書いてありました。しかし、私はこの物を欠いておりません。君は官員として廉潔を守るべきで、官の立場

で物を買ってはならないのです。私は官員として地方に赴任したときに、飲食に必要とする物のほかに

は一つの物も買ったことがありません。君もこのことを戒めとするように。……」 

 

これは欧
お う

陽
よ う

文
ぶ ん

忠
ちゅう

公
こ う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］が甥に与えた手紙である。 

元
げ ん

豊
ぽ う

二年四月十二日、蘇軾が題す。 

【補足】［これは、これより 27 年前に南方で反乱があったときに、甥の欧
おう

陽
よう

通
つう

理
り

に宛

てた手紙であると推
すい

定
てい

されている。湖
こ

州に向かう途中で特にこれを筆写したのは、地

方官としての心構えを新たにするためであったのだろう］ 

 

■【05-5-037】西江月 

【解題】続けて欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

と関わりのある作品。蘇軾は長江
ちょうこう

まであとわずかの揚
よう

州に至り、

平
へい

山
ざん

堂
どう

でこの詞を詠んだ。平山堂はかつてこの地の知事であった欧陽脩が建てたもの

で、詞の冒頭にあるように、蘇軾がここを訪れるのは 3 度目であった。1 回目は杭
こう

州

に赴任する途中で、そのときは直前に欧陽脩に会っていた。2 回目は杭州から密
みつ

州に

移る途中で、欧陽脩はすでに亡くなっていた。2回目のときに詠んだ詩は作品番号 05-

1-001で見ていて、それから長江以北の地を回ってまた同じ場所に戻ってきたのである。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：499 
 

 

【訳文】 

三過平山堂下、［三度通り過ぎる平
へ い

山
ざ ん

堂
ど う

の下］ 

半生弾指声中。［人の半生などは指を弾く音のうち］ 

十年不見老仙翁、［老
ろ う

仙
せ ん

翁
お う

［欧
お う

陽
よ う

脩
し ゅ う

］を見なくなって十年］ 

壁上竜蛇飛動。［しかし、翁が書いた字は壁の上で竜のように勢いよく飛んでいます］ 

 

欲弔文章太守、［文章を一生の仕事としたかの知事を弔うために］ 

仍歌楊柳春風。［歌うのはかの名詞『楊
よ う

柳
り ゅ う

春
しゅん

風
ぷ う

』］ 

休言万事転頭空、［いうのはよしましょう、万事は頭
こうべ

を回
め ぐ

らせる間に空しくなるなどとは］ 

未転頭時皆夢。［なぜって、頭を回らすより前にみな夢となってしまうのですから］ 

【補足】［『楊
よう

柳
りゅう

春
しゅん

風
ぷう

』は、欧
おう

陽
よう

脩
しゅう

が平
へい

山
ざん

堂
どう

で作った詞で、そのなかに「手づから種
う

える堂前の楊柳、別れ来て幾
いく

度
たび

の春
はる

風
かぜ

」の句がある。欧陽脩が植えた楊柳が蘇軾が訪

問したときにも残っていたかどうかはわからない］ 

 

■【05-5-038】余去金山五年而復至、次旧詩韻、贈宝覚長老 

【解題】蘇軾は長
ちょう

江
こう

を渡り、南岸の鎮
ちん

江
こう

［潤
じゅん

州］に至った。ここからは蘇軾にとっ

ても我々にとってもすでに馴染みの土地である。この詩の題は、「金山
きんざん

を去ってから

五年、ここにまた至り、かつての詩に次韻して宝
ほう

覚
がく

長
ちょう

老
ろう

に贈る」。鎮江にあるいわゆ

る鎮
ちん

江
こう

三
さん

山
ざん

の一つである金山は何度か訪れていて、5 年前に柳
りゅう

瑾
きん

や刁
ちょう

約
やく

とともに登っ

たときには、酒を飲み過ぎて宝覚の禅
ぜん

榻
とう

で眠りこけてしまったという詩を詠んでいた

［→作品番号04-3-013］。その宝覚がいまも金山にいたのでこの詩を贈った。 

 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：500 
 

【訳文】 

その昔、一斗の酒を贈ってまんまと知事の地位を射止めた者がいた。 

私は、酒よりも、寺の厨房の法豉
な っ と う

の香りを愛するものである。 

かつてここにきたことは、真に一つの夢として過ぎ去り、 

師の高 譚
おくふかいはなし

によって、五年間のせわしなさが洗われる。 

時折、山ひだの折れ曲がりのあたりから風が吹いてきて、 

ゆっくりと、明るい月が寺の屋根に沿って動いて行く。 

頭を深く下げ、師に願うのは、 

この旅人を憐れんで、遥かな「帰路」を指し示されよ。 

【補足】［（1）法豉
ほ う し

は大豆を発酵させた、納豆と同様のもの。（2）「旧事真成一夢過、

高譚為洗五年忙」［旧
きゅう

事
じ

 真
まこと

に成
な

る一
いち

夢
む

の過
す

ぎるに、高
こう

譚
たん

 為
ため

に洗
あら

う五
ご

年
ねん

の忙
いそが

しさ］の

二句は、5 年ぶりに江
こう

南
なん

に戻ってきた実感なのだろう。かつての日々はすでに夢のよ

うであるが、いままたその夢の続きに繋がるのである。（3）最後の「帰路」は、金
きん

山
ざん

からの帰り道に重ねて、心の究極的な安定へと帰り行く道をいうのだろう。蘇軾は迷

いのある「旅人」なのである］ 

 

■【05-5-039】大風留金山両日 

【解題】宝
ほう

覚
がく

長
ちょう

老
ろう

に帰路を教わった蘇軾であったが、強い風のために金
きん

山
ざん

に足止めさ

れてしまった。 

 

【訳文】 

塔の上方にぶらさがる鈴が、何やら独り言をいっていた。 

「明日は顛
びっくり

するような風。川は渡れやしないよ」 
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朝になってみると、 

白い浪が山の崖に打ち付け、軒や窓へと、下から雨を飛ばしている。 

万斛
こ く

をも載せる竜驤
お お ぶ ね

も敢えて江
か わ

に出ようとはしない。 

むしろ、木の葉のような一艘の漁船が、波にもまれるがままになっている。 

よく考えてみると、赴任先の町で急ぎの用事が待っているわけではない。 

竜王は誰に腹を立ててこの風を吹かせているのやら、 

笑って見ていればよいのだ。 

それほどのことでもないのに、金
き ん

山
ざ ん

に留まると決め込んだので、 

下僕たちは意外に感じているが、 

それでもこの風であるから、私が町に戻ってこなくても、妻子は許してくれるだろう。 

こうした騒ぎのなかでも、 

参
さ ん

寥
り ょ う

師
し

だけは、朝の粥の時刻を報せる太鼓が鳴るまで、 

一晩中眠らずにいたのはどうしてだったのだろうか。 

【補足】［参
さん

寥
りょう

［道
どう

潜
せん

］は高
こう

郵
ゆう

県で合流していたのだが、現存する詩ではここで初め

て同行していることが詠まれている］ 

 

■【05-5-040】祭刁景純文 

【解題】5年前に一緒に金
きん

山
ざん

に登った刁
ちょう

約
やく

［字
あざな

は景
けい

純
じゅん

］も柳
りゅう

瑾
きん

もこのときにはすで

に亡くなっていた。刁約が亡くなったのはこれより2年前、84歳だった［→作品番号

05-3-069］。蘇軾は、鎮
ちん

江
こう

［潤
じゅん

州］にある刁約の墓に詣で、この祭文を読み上げた。な

お、柳瑾を悼む祭文は作品番号05-3-006で見ている。 

 

【訳文】 
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ああ、私は貴君よりも年少であること四十二歳。貴君は私を年少者として扱わずに、兄弟のように思っ

てくれた。いま私はすでに老い、髪が白くなってしまった。貴君は永遠のもとへと帰り、もう年を取ることが

ない。服喪の期間は過ぎてしまったけれど、私は悲しみのあまり泣かずにはいられない。 

貴君が亡くなり、この地の風俗を私は哀しむ。長
ち ょ う

江
こ う

を渡って東にきて、美しい風光の中に、見上げる一

万本の松がある。鬱蒼と繁り、青く勢いが盛んである。なお想うのは、この松の下で、ゆったりとした衣を

まとい、杖をついて、貴君が私を門に迎え入れてくれたときのこと。手を取り合って笑ったのに、まさか、

たちまちにして、貴君がこうして墓の中に納まってしまうとは。山はかつてのまま、草木には再び春が巡り

戻ってくる。親しくしてきた人のうち、天下にいま半分も残っているだろうか。日中は心が乱れ、夜は眠れ

ない。私は道
み ち

に通じた至
し

人
じ ん

ではないので、心が右往左往してやまない。 

ここにあるのは一斗の酒と二羽の鷄だけ。いささか私の哀しみをここに写すものである。 

【補足】［刁
ちょう

約
やく

が家の近くにたくさんの松を植えていたことは何度か見ている］ 

 

■【05-5-041】遊恵山并叙 

【訳文】大運河を使って潤
じゅん

州［鎮
ちん

江
こう

］から湖
こ

州に向かうルートは、杭
こう

州の副知事だっ

たときに幾度も通っていた。見るもの全てが懐かしく、あちこちに知り合いがいた。

湖
こ

州への赴任の旅は、実際のところなかなかに楽しいものであった。無
む

錫
しゃく

県の西にあ

る恵
けい

山
ざん

も懐かしい場所で、幾人かの知り合いがいた［→作品番号04-2-102など］。この

詩には短い序文がある。 

 

【訳文】 

叙 

私はかつて杭
こ う

州の副知事となり、杭
こ う

州から無
む

錫
し ゃ く

へと往来するたびに、恵
け い

山
ざ ん

に行かないということはな

かった。それから過ぎ去ること五年、私は湖
こ

州の知事となり、高
こ う

郵
ゆ う

県の秦
し ん

観
か ん

、杭州の僧の参
さ ん

寥
り ょ う

も一
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緒に、また恵山に登った。ここには、唐
と う

の時代の処
し ょ

士
し

［官に就かなかった読書人］の王
お う

武
ぶ

陵
り ょ う

、竇
と う

群
ぐ ん

、

朱
し ゅ

宿
し ゅ く

が賦した詩が残され、その語は清
せ い

簡
か ん

にして蕭
し ょ う

然
ぜ ん

として俗塵から抜け出た姿がある。それを愛し、そ

の韻を用いて三首を賦した。 

 

 其の一 

過ぎ去った五年の夢、 

覚めると、左右の鬢の毛は白い。 

塵土にまみれた足で、漪
い

瀾
ら ん

堂
ど う

へと歩む。 

下に松の影が落ちるのを見て、上に鶴が飛び行くのを見る。 

堂に置いた我が身に、氷の玉のような光が差し込み、 

肺と肝臓の間が炯然
か ら り

となる。 

虚
こ

明
め い

の中に「色
し き

」があり、清浄から自ずと「香
こ う

」が生じる。 

世俗の世界へとまた還るとしても、 

この光があるなら、永く世俗を忘れることもできようか。 

【補足】［「氷
ひょう

玉
ぎょく

の光」とは何なのだろうか。蘇軾独特の感性で仏教の奥深い教説を

詠んでいるのだろう］ 

 

 其の二 

薄い雲は山を遮るほどではなく、 

まばらな雨は人を濡らすほどではない。 

滑らかな松の径
み ち

を蕭
し ず

蕭
し ず

と歩むと、新しい芒鞋
わ ら じ

が策
さ く

策
さ く

とよい音を立てる。 

嬉しいことに、 

同行するのは、黒く暗いところがなく、白く明るい人々ばかりである。 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：504 
 

この勝
し ょ う

地
ち

は昔と異なることなく、 

塵にまみれずに清らかな句がそのまま残っている。 

古い歴史に泣き、讒
ざ ん

言
げ ん

を憎むその詩、 

しかし、それを詠んだ人も、真の隠者の隣に棲む人にはなれなかったのだ。 

 

 其の三 

木が重なり覆うところで山の泉を汲み、 

明るい窓辺で火を敲
た た

いて茶を烹
に

る。 

紫の茶
ち ゃ

盞
さ ん

を傾けると、色も味も絶妙である。 

私の人生は食べることと眠ること、 

ひとたび満腹になって眠りに入るなら、 

一万の想念が消滅する。 

笑ってしまうのは、茶を好むあまり、 

何も食べずに茶葉三百片を飲み尽くした御仁がいたとか。 

それよりも、山中で眠りから覚めると、花が開き、 

そこに一杯の茶。 

さて、誰かこの茶を共にする者がいないかと見ると、 

門の外にはどこにも轍
わだち

がついていない。 

 

■【05-5-042】贈恵山僧恵表 

【解題】恵
けい

山
さん

寺
じ

の恵
え

表
ひょう

という僧に贈った詩。 

 

【訳文】 
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天下を遍く巡ったところで満足するわけではなく、 

心が定まるなら、どこであろうと安らかにしていられる。 

この老僧はいまも山中にあって、 

机の上の『楞
り ょ う

厳
ご ん

経
き ょ う

』を看ることもない。 

枕もとには幾片かの落花がそのままにあり、 

閉ざされた門の内では新たに千本もの竹が生えてきている。 

客人が来て、茶を飲み終わると、あとはもう何もない、 

盧橘
び わ

も楊梅
や ま も も

もその実はまだまだ酸っぱい……。 

 

■【05-5-043】贈銭道人 

【解題】恵
けい

山
さん

寺
じ

には銭
せん

道
どう

人
じん

［鉄
てつ

道
どう

人
じん

、恵
けい

山
ざん

老
ろう

］［→作品番号04-2-102など］がいた。銭

道人に贈った詩。 

 

【訳文】 

世間の書生さんは、 

書物を読んでも何を信じたらよいのかわからなくて、 

あれこれ勝手な憶測で物事を考える。 

自分の力量もわかっていないから、 

「こいつはおいらが成し遂げて見せるぜ」 

と軽 し々く広言する。 

そのときは結構な心持ちであろうけれど、 

後で格好のつかないことになる。 

いまやどこでも、なまくらな鉄を鋳型に流し込んで、 
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できそこないの書生さんばかりを作っている。 

そのような時代を生きていると、 

自分はいつも憂患の中にあって、 

己の罪悪を助長しているだけではないかと恐れを抱く。 

泥に突っ込んだ足がまだ浅ければ、たやすく退くこともできるだろう。 

静観すること、いやそれ以上に、 

銭
せ ん

先生が初めから何もしないでいるのを、喜ぶべきなのだろう。 

無病なら無薬、銭道士と逢っても何も言うことはない。 

【補足】［冒頭にある「書生さん」とは、改革の潮流に乗ってにわかに大手を振って

歩くようになった連中をいうのだろう］ 

 

■【05-5-044】与秦太虚、参寥会於松江、而関彦長、徐安中適至、分韻得風字二首 

【解題】詩題は「秦
しん

観
かん

と参
さん

寥
りょう

と松
しょう

江
こう

で落ち合い、そこに関
かん

景
けい

仁
じん

［字
あざな

は彦
げん

長
ちょう

］と徐
じょ

安
あん

中
ちゅう

がたまたま来たので、五人で韻を分け合って詩を詠んだ。私は風の字を得た」。松

江は、蘇
そ

州の南で太
たい

湖
こ

に注ぐ川で呉
ご

江
こう

ともいい、風光明媚なところとして知られてい

た。関景仁はこのとき松
しょう

江
こう

県の知事で、徐安中はいかなる人物であるかは不明。 

 

【訳文】 

 其の一 

呉
ご

越
え つ

の溪と山の興
おもしろ

さに「は窮まりがない。 

わが衰病をいたわりつつ、 

東西百余丈の垂
す い

虹
こ う

橋
き ょ う

を渡ると、 

天に浮かぶ心地、 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：507 
 

ここ東南の地は古
いにしえ

からの水の郷
さ と

である。 

今朝の西北の風に送られ、 

千里の遠さも忘れて、この絶景の地にきた。 

この五人が次にまた揃ってすばらしい遊びをともにするのは難しい。 

船頭は、我等がいつまでもぐずぐずしている気持ちをわかってくれない。 

夕日が万頃
け い

の水を紅く染めるのを橋の上から見たいのである。 

【補足】［垂
すい

虹
こう

橋
きょう

は松
しょう

江
こう

に架かる橋で、アーチ型であったのだろう］ 

 

 其の二 

秦
し ん

観
か ん

君と参
さ ん

寥
り ょ う

師は詩の巧みさをさらに窮めようとしている、 

人間世界には、長い虹のような句を吐けるところはないだろうに。 

私はというと、人に笑われてばかり―― 

ここのところ三度続いた左遷にも慣れて、 

岸辺からの風に揺れる舟の中で、 

一日、雨音を聞きつつ、たっぷりと眠っている。 

天はありがたいことに、ひとつの酒樽のもとに皆を集めてくれた。 

さあ、銀盤
ぎ ん ば ん

［水面］に紅い魚の尾と馬の鬣
たてがみ

が翻るのを見て、 

その感動を詩に詠んでくれたまえ。 

【補足】［最後は、垂
すい

虹
こう

橋
きょう

から、赤く染まった波頭が複雑に動くのを見ての感動をい

うのであろう］ 

 

■【05-5-045】次韻答参寥 

【解題】参
さん

寥
りょう

の詩に次韻して答えた。王
おう

鞏
きょう

に答えた作として伝えられてきたが、内
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容的には参寥の方がふさわしいという。 

 

【訳文】 

私には世界の外に遊ぶ友がいる、 

顔は瓊
た ま

のように英
ひいで

ている。 

十年の間、塵土の窟
あ な

のなかにあっても、 

一寸の心は氷雪の清らかさのままだ。 

先ごろから私とともに遊ぶようになり、 

飾り気がなく、真情をそのまま見てとることができる。 

私はこの友に慕われるに足るものはないので、 

友が慕うのはこの山水の清らかさなのだろう。 

新しい詩は、あたかも弾丸のよう、 

一瞬も留まることなくたちまち手から離れる。 

昨日は一緒に魚を放ち、 

衣にたくさんの浮き草を付けて帰り、 

今日は友は小さな舟に、酒を乗せて烏
う

程
て い

から去ってゆく。 

友は山に月が出るのを見つつ、 

川べりで鼉
かじか

が鳴くのを聞くであろう。 

そのときに友が唱えるのは何の歌だろうか。 

悲哀の籠った屈
く つ

原
げ ん

の詩ではなく、 

私のこの詩がもしかすると友の心に適うのではなかろうか、 

船べりを叩いて歌う友の声を私は想うのである。 

【補足】［参
さん

寥
りょう

は杭
こう

州へと帰ったのだろう］ 
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■【05-5-046】次韻関令送魚 

【解題】二つ前の詩の題にその名が記されていた関
かん

景
けい

仁
じん

［字
あざな

は彦
げん

長
ちょう

］が詩を添えて

魚を贈ってくれたので、それに次韻して謝礼とした。 

 

【訳文】 

網を挙げ、 

「でっかい魚がかかったぞ」 

と、叫ぶ声。 

聞いたとたんに、よだれがだらだらと垂れてくる。 

ならば、長い鬚のはだしの老人をさらに煩わせて、 

西風に蒲
が ま

が揺れる川べりでもっと魚を追わせることにしよう。 

 

■【05-5-047】次韻秦太虚見戯耳聾 

【解題】秦
しん

観
かん

［字
あざな

は太
たい

虚
きょ

］が、蘇軾の耳が遠くなったことを戯れに詩に詠んだので、

それに次韻した。詩の題には「耳
じ

聾
ろう

」とあるが、蘇軾はこのとき44歳で、実際に耳

が聞こえないようになったわけではないだろう。 

 

【訳文】 

詩を詠むような人は、貴君もよく知っている通り、 

転居するに際して車を借りたところで載せるような物は何もなく、 

手元に留めているのは何の頼りにもならないわずか一銭ほどだ。 

杜
と

甫
ほ

は晩年になると、そればかりではなく、 
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右臂は痛いし、耳は遠くなったと嘆いたのだが、 

私はいまはまだ耳だけがわずかに杜甫に似ただけですんでいる。 

耳がよすぎる人は、蟻が動くのも牛が闘うほどに聞こえたりするのだろけれど、 

私はありがたいことに、雷だって天のあくびくらいにしか聞こえない。 

耳からつまらない煩悩を刺激されることもないから、 

汚らわしいことを聞いたと、清い流れで耳を洗う手間はいらない。 

耳だけでなく、そもそも目とか鼻とか口とかの穴があるのが問題で、 

渾
こ ん

沌
と ん

は、人と同じようにそうした穴を穿たれたために死んでしまったのだし、 

それらの穴から出入りするものによって人は争いに及んでしまったりもする。 

酔えば眼がちかちかしてわけがわからなくなり、 

口からは詩が飛び出てつまらないもめごとを背負い込むようになる。 

つまり、人の五感というもはすべてが賊なのであって、 

耳が遠くなった私は、人としての病の一つがまずは癒えたのである。 

それでも、こうしたことを心の内で完全に納得していないと、 

聞かないこと、あるいは見ないことが、かえって妨げにもなるだろう。 

貴君は、私が耳の遠いのを偽っているだけではないかと疑い、 

奇怪な詩を作って私を笑おうとしたのだろうけれど、 

自分だけが心持ちよく筆を走らせているうちに、 

嘘八百を並べた罪で、きっと閻魔様に叱られてしまうのではないかな。 

 

■【05-5-048】湖州謝上表 

【解題】蘇軾は4月20日に湖
こ

州に到着し、新しい任務を与えてくださったことを皇帝

に感謝するこの文章を書いて提出した。 
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【訳文】 

臣
わたくし

軾が申し上げます。 

御恩を蒙って前任地より移動し、今月二十日に着到し終わりました。こちら東南の地は風俗が安らか

で、何事もなく治まり、山水が美しく、もとより朝廷の優賢とされる方がこられるところでありますのに、どうし

たことか臣
わたくし

のような者をここにお選びいただきました。 

伏して思いますに、臣
わたくし

は本性が頑なで鄙
いなか

びて、低い身分の出で、議論するところは粗雑な大風呂

敷で、学問は浅くいい加減です。凡人でも必ず一つは取り柄のあるものでありますが、臣
わたくし

には一寸たり

とも長じるところがありません。かつて先帝がうっかり御恩を下しおかれたのでありましょう、三
さ ん

館
か ん

［朝廷の

アカデミー］のメンバーに加えていただき、さらに陛下の過剰なお許しによって密
み っ

州、徐
じ ょ

州の知事にして

いただきました。我が尻を激しく叩いて、少しでも御恩に酬いなければと奮闘いたしましたが、何といって

も才能が限られているために、功績のないままに終わってしまいました。国にはきちんと法令が具わり、

臣
わたくし

のような者が勤めても何ら補うものはなく、この罪は大きいと臣
わたくし

はよくよく存じ上げております。それなの

に、諸賢を超えてこのすばらしい場所をお選びいただきまして、さらに何をいたせばよろしいのでありましょう

か。この残念なありさまを顧みますと、恩知らずと言わざるを得ません。 

皇帝陛下が天下を御覧になること、天を覆い海をひたして全てのものの生
せ い

を全うさせ、人を用いるに当

たっては、才能の及ばない者であっても受け入れてその善いところを嘉
よ

しとされています。臣
わたくし

が愚かで

時代に合わず、新進の者に付いていけないことを御存知で、私が老いて事を構えることがないのを察

せられて、民衆を養うことを委ねられたのでありましょうか。 

臣
わたくし

は先頃、杭
こ う

州にあってその風土を楽しみ、自然界に生きる魚や鳥の本性をそこの湖や川で知るこ

とができました。そうした臣
わたくし

の指導を、湖州の人も安心して受け入れてくれることでありましょう。臣
わたくし

は職務

に努め、できうるならば訴訟事をなくして刑罰を用いないですむようにしたいと思っております。 

陛下におかれましては朝廷の真心をさらに広められ、父老の望みを慰められますように。 
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【補足】［己を卑下してこれより勤務に励むと、皇帝に提出する文章として当たり前

のことが書いてあるだけのように見えるが、後半に置かれている「難以追陪新進、察

其老不生事」［新
しん

進
しん

に追
つい

陪
ばい

すること難
かた

く、老
お

いて事
こと

を生
しょう

ぜざるを察
さっ

し］の部分が、蘇

軾を嫌う人々をひどく刺激したとされる。「新進」は、通常はよい意味に用いられる

が、蘇軾は以前から「改革の時流に乗ってにわかにでかい面をするようになった不学

不才の連中」という意味を暗に含ませて用いていた［→作品番号 05-5-004］。つまり、

上の 12 文字は、「新進は事を生じる［政治を乱す］恐れがあるけれど、蘇軾は新進に

追従することがないのでそのような心配はないと、皇帝は承知している」という意味

にとることができなくもない。この文章が朝廷に届くと、「新進」はすぐに動き出し、

3カ月後に大きな嵐となって蘇軾に襲いかかったのだった］ 

 

■【05-5-049】跋銭君倚書遺教経 

【解題】湖
こ

州は両
りょう

浙
せつ

路
ろ

に属し、湖州には烏
う

程
てい

、帰
き

安
あん

、長
ちょう

興
こう

、安
あん

吉
きつ

、徳
とく

清
せい

、武
ぶ

康
こう

の6

県が属した。なお、湖州の州庁のある町は呉
ご

興
こう

と称することが多い。そこには銭
せん

世
せい

雄
ゆう

［字
あざな

は済
せい

明
みん

］［→作品番号04-3-032］が主簿として勤めていた。この文章はこれより4

年ほど後に書かれたものであるが、銭世雄について触れているのでここで見ておこ

う。 

 

【訳文】 

人の貌
か お

には好
よ

し醜
あ

しがあるだろう。君子や小
し ょ う

人
じ ん

の態
た い

［行動として現れるもの］は貌
か お

と同じように覆い隠す

ことができない。言葉には弁
おしゃべり

と訥
くちべた

があるだろう。君子や小人の気
き

［本性］は言葉と同じように欺くことが

できない。書
し ょ

には工
うまい

と拙
へ た

があるだろう。君子や小人の心はそれと同じように乱すことはできない。［以上

は、見かけでごまかすことはできないことをいっている］ 
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銭
せ ん

公
こ う

［銭
せ ん

公
こ う

輔
ほ

］は書
し ょ

を特別に学びはしなかったが、その書を観れば、挺然
ぬ き ん で

て忠信、礼儀を為す人であ

ったと知ることができる。 

私は湖
こ

州にあってその子の銭
せ ん

世
せ い

雄
ゆ う

と同僚となり、銭公が書いた『遺
い

教
き ょ う

経
き ょ う

』を石に刻んだものを見た。

峭
きびし

く峙
そびえた

って動じない勢いがあった。孔
こ う

子
し

は「仁
じ ん

者
し ゃ

の言
げ ん

は訒
じ ん

である」といった。銭公の書はまさしく訒
じ ん

とい

ってよいだろう。 

【補足】［（1）孔
こう

子
し

の言葉は『論
ろん

語
ご

』にある。司
し

馬
ば

牛
ぎゅう

という口数の多い男が、「仁
じん

とは

何か」と尋ねたときに、「仁
じん

者
じゃ

の言
げん

は訒
じん

である」と孔子は答えた。駄洒落みたいな答

えだが、同じ音の言葉は深く奥で繋がっているというのが昔の中国の考え方であった。

訒とは、もごもごと言いよどむありさまで、司馬牛は「訒であることが仁といえるの

か」と問い返した。孔子は、「言葉通りに実行するのは難しいのだから、言葉は重く、

言いよどまらずにはいられないのだ」と答えた。（2）銭
せん

世
せい

雄
ゆう

は、この時点では誰も知

る由もなかったが、後々に蘇軾の臨終の場に居合わせる人物である］ 

 

■【05-5-050】謁文宣王廟祝文 

【解題】湖
こ

州にある孔
こう

子
し

［文
ぶん

宣
せん

王
おう

］の廟に詣でて、この文を捧げた。 

 

【訳文】 

聖人の至りである文
ぶ ん

宣
せ ん

王
お う

［孔
こ う

子
し

］は、竊
ひ そ

かに惟
お も

うに、仁義を根本に置いた政治を為そうとされて、民の

教化を急務と考えらえた。私は湖
こ

州で事を視
み

るようになって三日、まず先聖、先師にまみえて、真っ先

に学ぶべきことを問うものである。それは従来から尚
とう と

ばれているもの、敢えて旧
ふ る

いことを忘れてはならない

のである。 

【補足】［ここでも儒者の保守本流を自認する蘇軾の姿勢は明確である］ 
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■【05-5-051】端午遍遊諸寺得禅字 

【解題】5 月 5 日の端午の節句、呉
ご

興
こう

の町の寺を巡り歩き、蘇軾には「禅」の字が当

たったので、それを韻にして詩を詠んだ。詩のなかほどにある「塔」は飛
ひ

英
えい

寺
じ

の高塔

である。 

 

【訳文】 

輿
か ご

にかつがれ、連れて行かれるがまま、 

景色がよろしければそこにしばし留まる。 

香を焚いて静かに歩み、筵を敷いて茗
め い

茶
ち ゃ

を酌む。 

かすかな雨が止んではまた降り、小窓からの眺めは、明るくなったり暗くなったり。 

庭に築かれた小山には草木がよく茂り、本物の深
し ん

山
ざ ん

のように日が射し込んでこない。 

塔の一番上まで登り、大千世界の涯
は て

まで眼を窮めようとする。 

卞
べ ん

山
ざ ん

の峰に街並みが映り、雲間に太
た い

湖
こ

が浮かぶ。 

深
し ん

沈
ち ん

［寺の趣］をすでに喜び、曠
こ う

蕩
と う

［あたりの風光］を楽しむのもよろしい。 

奥行きの深さをまだ尋ね終わらないうちに、 

村里からは夕餉の煙が昇り始める。 

官舎に帰ってからこのように書いていると、 

歴
へ

たところが耿耿
あ り あ り

と戻ってきて眠れなくなる。 

寺の道
ど う

人
じ ん

もまたまだ眠らずにいて、孤燈のもとで夜の禅に務めていることだろう。 

【補足】［（1）卞
べん

山
ざん

は呉
ご

興
こう

の西にある姿のよい山。太
たい

湖
こ

［原文は震
しん

沢
たく

］は呉興の北に

広がる大きな湖。（2）このときの遊びには秦
しん

観
かん

や、王
おう

適
てき

、王
おう

遹
いつ

の兄弟［→作品番号

05-5-031］が同行していたとされている］ 
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■【05-5-052】自記呉興詩 

【解題】上の詩について記した短文。 

 

【訳文】 

私は呉
ご

興
こ う

に来て、飛
ひ

英
え い

寺
じ

に遊んで詩を詠んだ。そこに、 

 微雨止還作、［微
び

雨
う

 止
や

んで還
ま

た作
お こ

り］ 

 小窗幽更妍。［小
し ょ う

窗
そ う

 幽
ゆ う

にして更
さ ら

に妍
け ん

］ 

 盆山不見日、［盆
ぼ ん

山
ざ ん

 日
ひ

を見
み

ず］ 

 草木自蒼然。［草
そ う

木
も く

 自
おのず

から蒼
そ う

然
ぜ ん

］」 

とあった。呉越に至らなかったならば、この景を見ることはなかったのである。 

【補足】［再び江
こう

南
なん

の地にきて、潤いのある風光にまた触れることができたのがよほ

ど嬉しかったのだろう］ 

 

■【05-5-053】送劉寺丞赴余姚 

【解題】劉
りゅう

撝
き

［字
あざな

は行
こう

甫
ほ

］に贈った詩。劉撝は湖
こ

州の町の北西の長
ちょう

興
こう

県の人で、こ

れから杭
こう

州のさらの東の余
よ

姚
よう

県に赴任する途中で湖州に立ち寄った。劉撝の名は作品

番号04-1-050で見ていて、蘇軾が杭州副知事であったときに科挙の一次試験の監督業

務に一緒に携わり、7年ぶりの再会であった。詩の冒頭にある中
ちゅう

和
わ

堂
どう

は試験期間中に

缶詰めになっていた場所である。 

 

【訳文】 

中
ちゅう

和
わ

堂
ど う

の後ろにあった石楠
し ゃ く な げ

の樹、 

貴君とは夜に牀
ベッド

を並べて、 
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そこに降り注ぐ雨の音を聴いたのだった。 

人と逢えない哀怨を籠めた笙
ふ え

の声が遠くから聞こえきたが、 

我等もまた香の煙が碧く横たわるのを見るだけで、 

帰るすべもなく、笙に合わせて吟じつつ、 

妻子の部屋で蟋蟀
こ お ろ ぎ

が空しく鳴いているのを想ったのだった。 

その翌朝、ようやく我らを閉じ込めていた鎖が放たれ、 

遡りくる潮を観に行ったのだった。 

潮は大地を揺るがし、銀の山を動かすようにして押し寄せ、 

見る人々は興奮して、潮と争うばかりに怒り立ったのだが、 

貴君ばかりは、静かに香の煙が立ち上るのを見るのを愛したのだった。 

貴君と別れてからの聚散は遠い昔のことのようで、 

私は老いて人間世界の万事が終わったような気がしていて、 

貴君は心を洗って仏の道に従うことを願っている。 

手づから香を焚いて仏典を写し、 

眼を浄
き よ

らかにして、女性を窺い見るようなことはしない。 

これから行く余
よ

姚
よ う

の古い町には何があるのかというと、 

竜
り ゅ う

泉
せ ん

寺
じ

の白
は く

泉
せ ん

の水はまことに甘く、 

顧
こ

渚
し ょ

で春に摘む茶は千金の価値があるというから、 

土地の人と日々にその味わいを楽しむのであろう。 

 

■【05-5-054】南歌子 

【解題】「湖
こ

州での作」という添え書きのある詞。杭
こう

州方面へ旅立つ人［例えば上の

詩で見た劉
りゅう

撝
き

］を見送った詞であると解釈して訳した。 
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【訳文】 

山雨瀟瀟過、［山からの雨が瀟
ぱ ら

瀟
ぱ ら

と通り過ぎてゆくと］ 

溪橋瀏瀏清。［溪にかかる橋のあたりでは瀏
さ わ

瀏
さ わ

と清
す ず

しい風］ 

小園幽榭枕蘋汀。［川べりの小さな庭のかわいい榭
たかどの

］ 

門外月華如水、［門の外には月の光が水のようにひろがり］ 

彩舟橫。［色あざやかな小舟が横たわっています］ 

 

苕岸霜花尽、［岸辺の苕
ち ょ う

花
か

はみな飛び尽くして］ 

江湖雪陣平。［あたりはすっぽり雪に埋もれたかのよう］ 

両山遙指海門青。［ふたつの山の間から遥かに海の青を目指します］ 

回首水雲何処、［首を回らせつつ、水と雲の間のどこであろうかと］ 

覓孤城。［この町を探すことでしょう］ 

【補足】［苕
ちょう

は葦の類で、その白い花が岸辺を埋める光景は湖
こ

州の名物であった［→

作品番号04-1-073］］ 

 

■【05-5-055】与久上人 

【解題】杭
こう

州の僧の可
か

久
きゅう

に宛てた手紙。可久は詩を得意とし、親しくしたことは作品

番号04-2-045などで見ている。 

 

【訳文】 

お手紙を頂戴しました。法
ほ う

体
た い

［可
か

久
きゅう

のこと］の安穏を承り、気持ちがはなはだ慰められました。私は北に

游
あ そ

ぶこと五年、塵をかぶり垢にまみれ、すっかり俗吏となり果て、林
り ん

下
か

の高
こ う

人
じ ん

はなおまだ忘れずにいて
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くださるのか、わからずにおりました。いまだお目にかかることはできませんが、万万自重されますように。

五月二十日。 

【補足】［湖
こ

州と杭
こう

州の間は数十キロ、運河で繋がっていて、かつては何度も行き来

した道筋である。もしかしたら、また西
せい

湖
こ

を見て可
か

久
きゅう

との再会も叶うかもしれないと

きっと思っていたことだろう］ 

 

■【05-5-056】祭陳令挙文 

【解題】可
か

久
きゅう

とはなお再会の可能性はあったのだが、江
こう

南
なん

から離れている間に、もは

やこの世では会えなくなった人もいた。これは陳
ちん

舜
しゅん

兪
ゆ

［字
あざな

は令
れい

挙
きょ

］の死を悼む文

章。陳舜兪は湖
こ

州の人で、親しくしたことは作品番号04-3-077などで見ていて、陳舜

兪が亡くなったことは3年前に密
みつ

州にいたときにすでに聞いていた［→作品番号05-2-

037］。 

 

【訳文】 

嗚呼
あ あ

、哀しいかな。 

天が陳
ち ん

君を生んだのは、初めは特に学術に厚い才能を与えたかのようであったが、実際には多方面

の才があって、あたかも百人の器を兼ねているかのようであった。まずは科挙においてそれを発揮し、つ

いで政治を補佐することで名を高め、天下の人々に重んじられ、まさに高い位を授かるであろうと思わ

れた。陳君は天より与えられたものを日々に新たにし、身をもって天下の事に当たろうとした。それは自

分で思うだけでなく、世の士
し

大
た い

夫
ふ

が挙って望むことであったのだ。しかし、陳君がひとたび奮起しても顧

みられることがなく、かえって排斥され、ひとたび排斥されてからはそのままに死に至ったのだった。 

嗚呼、哀しいかな。 

天が付与するものは偶然であって、意味はないのだろうか。もしも意味があるのなら、人はそれを十分
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に使い切って、天の成そうとするものを遂げるべきであるのだろう。天がすでにその人に授けたものを人

がもしも用いようとしないのなら、天はそれを奪って自ら使おうとするのだろうか。陳君の賢は何のために

あって、どうして発揮されなかったのか、わずかに発揮されただけで、どうしてすべてを遂げられなかった

のか。世に現れたのはわずかで、残りの棄てられたしまったものは、きっと世を驚かす類のないものを生

んだはずなのだ。 

陳君と別れて二年後に陳君は亡くなり、いまは亡くなって三年、私はようやくその墓所に哭し、その子に

弔問することができた。 

嗚呼、哀しいかな。 

 

■【05-5-057】祭張子野文 

【解題】湖
こ

州の人で、陳
ちん

舜
しゅん

兪
ゆ

よりもさらに親しくしたのが張
ちょう

先
せん

［字は子
し

野
や

］であっ

た［→作品番号 04-1-080、04-3-077 など］。張先も前の年に亡くなっていて、残念なが

ら再会を果たすことができなかった。89 歳だった。蘇軾は張先の家を訪ね、この祭文

を捧げた。 

 

【訳文】 

張
ち ょ う

郎
ろ う

中
じ ゅ う

［張
ち ょ う

先
せ ん

］殿の霊に捧げる。 

人は官に仕えると本心が蔽
お お

われて帰るのを忘れ、たとえその志があっても果たせないままに月日が過

ぎ去ってしまう。ただ張
ち ょ う

先生だけはなお壮健のうちに帰り、故郷で優雅に遊び、もう一つの人生を送った。

人に対して開けっぴろげで、古
いにしえ

の「愷
が い

悌
て い

」［和らぎ楽しむ］という言葉がぴったりであった。大らかに老成

し、敏にして多芸、詩は俗臭を絶って甚だ典雅で華麗、物の真髄を捉え、生き生きとして陰影に富み、

わずかな言葉にも曲折があり、『詩
し

経
き ょ う

』の伝統を受け継ぐものであった。窮乏に陥って塩や米がなくな

っても、嘯
し ょ う

歌
か

して慌てず騒がず、酒のあるところへと出かけて行った。 
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私は杭
こ う

州に赴任して初めて張先生の客人として迎えていただき、年齢の違いを忘れ、細かいことを気

にすることなく、欣
よろこ

び合った。私が北方に移ることになると、張先生は黙って指を折って数え、生きている

間に会えることはないだろうと、泣きながら私の袖を曳いた。 

私が先生の故園に再びやってきたのは実に五年を経てからで、病のために少し遅くなってから先生の

お部屋をお訪ねすると、遺影が置かれ、先生に仕えていた女性たちはもはや残っていなかった。友を

喪
うしな

った者は、琴を手に取って奏でることはないという。私は空しく鶴のように泣くばかりである。觴
さかずき

を捧げて

再拝し、目に涙が溢れる。 

 

■【05-5-058】霅上訪道人不遇 

【解題】霅
とう

水
すい

のほとりである道人を訪ねたが、会えなかったという詩。霅水は美しい

川として知られていた。 

 

【訳文】 

花の光、花の紅が欄干に満ちている。 

岸辺は草の色、どこまでの果てしなく続いている。 

青い眼の道人に逢えないまま、 

白い石に波が立つありさまを長く歌い続けている。 

 

■【05-5-059】李公択過高郵、見施大夫与孫莘老賞花詩、憶与僕去歳会於彭門折花饋

筍故事、作詩二十四韻見戲、依韻奉答、亦以一戯公択云 

【解題】長い題は、「李
り

常
じょう

［字
あざな

は公択
こうたく

］が高
こう

郵
ゆう

県を過り、高郵県知事の施
し

広
こう

誉
よ

と孫
そん

覚
がく

が花をめでて詠んだ詩を見て、蘇軾と昨年徐
じょ

州で花を折り筍を食べたことを思い出

し、戯れに二十四韻の詩を作り、それを送ってきた。その詩に次韻して李常に送
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る」。李常が1年前に徐州に蘇軾を訪ねて1カ月ほど滞在し、別れに際して筍を贈っ

たことは作品番号05-4-032で見ている。李常が高郵県に立ち寄ったのは公務による旅

で、高郵県が孫覚の郷里であることは作品番号05-1-002で見ている。この作品は二十

四韻、つまり四十八句からなる長いもので、全句に故事をちりばめた過度に衒学的
ペダンチック

な

作品であるので最後の四句だけを訳す。 

 

【訳文】 

この世に生きるとは、すなわち幻、 

こうして戯れの言葉ばかりを並べたところで、 

どうか怒らないでくれたまえ。 

『漢
か ん

書
じ ょ

』にだって亡是
いないいない

侯爵が子虚
そ ら ご と

先生を笑ったと、 

ないことないことが書いてあるのだから。 

【補足】［訳者が非常に頼りにしている岩垂憲徳・釈清潭・久保天随訳解『蘇東坡詩

集』（1927年）には、この詩に対して次のように評している。「王
おう

若
じゃく

虚
きょ

の説
せつ

に、次
じ

韻
いん

は作
さく

者
しゃ

の大
たい

病
びょう

なり、詩
し

道
どう

宋
そう

人
ひと

に至
いた

り、已
すで

に自
おのず

から衰
すい

弊
へい

す、才
さい

識
しき

東
とう

坡
ば

の如
ごと

きも、亦
また

波
は

蕩
とう

して之
これ

に従
したが

うを免
まぬか

れず、集
しゅう

中
ちゅう

次
じ

韻
いん

する者
もの

、幾
ほと

んど三
さん

の一
いち

、技
ぎ

巧
こう

を窮
きゅう

極
きょく

し、一
いち

時
じ

を傾
けい

動
どう

すと雖
いえど

も、而
しか

かも天
てん

を害
がい

すること全
まった

く多
おお

し、蘇
そ

公
こう

をして此
こ

れ無
な

からしめば其
そ

れ古
こ

人
じん

を去
さ

る何
なん

ぞ遠
とお

からんや。明
みん

清
しん

間
かん

の大
たい

家
か

は皆
みな

此
こ

の説
せつ

である。蘇
そ

公
こう

の為
ため

に実
じつ

に千
せん

秋
しゅう

の恨
こん

事
じ

である」。明
みん

代
だい

や清
しん

代
だい

の人は宋
そう

代
だい

の詩に対して厳しい評を加えることが多く、

またこの文を記した釈清潭は蘇軾に対して厳しい評語を付記するのを好むのだが、現

代の我々にとって、故事てんこ盛りの次韻詩をねじり鉢巻きで読み解くことは、とん

でもなく酔狂な暇つぶしの手段としても、あまり推奨できるものではない。しかし、

三分の一にも及ぶ次韻詩を省いてしまうと、蘇軾の心情の変化を十分に追うことはで
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きなくなってしまうだろう］ 

 

■【05-5-060】王鞏清虚堂 

【解題】都にいる王
おう

鞏
きょう

［字
あざな

は定
てい

国
こく

］［→作品番号05-5-004］が、自分の書斎を清
せい

虚
きょ

堂
どう

と名付けたので、それに詩を寄せた。 

 

【訳文】 

清
せ い

虚
き ょ

堂
ど う

の中にいるのは王
お う

居
こ

士
じ

［王
お う

鞏
き ょ う

］、 

眼を閉じ、心を観ているようすは静止した水のよう。 

その水に映される万事は、つまりは空
く う

であろう。 

さても、こちらの堂で机にもたれているのは誰なのか、 

老いかつ病んだ呉
ご

興
こ う

［湖
こ

州］の知事殿である。 

山積みになった書類の前で、 

眠ることだけを渇望している。 

これでは自身の心を観
み

るのからはほど遠いと、 

貴君に笑われてしまうだろう。 

心というものには夢幻がやむことなく去来し、 

謝
し ゃ

安
あ ん

でさえも妓女に音楽を演奏させないと安らげなかったというし、 

犀
さ い

首
し ゅ

という人は酒をひたすら飲むことで事を無きを得たというのだから、 

「我は清虚の住人である」と、 

すました顔をしているのはどうなのかなと、 

私はいささか疑っているのだ、 

何しろ王居士の本心が私と同類であることはとうに知っているのだから……。 
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【補足】［これは実は仏説を詠んだ偈
げ

のような詩で、上の補足で触れた釈清潭は、「公

の詩として最下乗なるものである」と酷評しているのだが、訳者なりに意を汲んで楽

しく訳してみた］ 

 

■【05-5-061】和孫同年卞山竜洞祷晴 

【解題】先に作品番号 05-5-051で見た卞
べん

山
ざん

には黄
こう

竜
りゅう

洞
どう

という水の湧くところがあった。

蘇軾と同じ年に科挙に合格した孫
そん

氏［名は不詳］が黄竜洞に晴れることを祈り、その

詩に和した。密
みつ

州や徐
じょ

州ではしばしば雨を祈ったのだが、湖
こ

州の 5 月は雨の季節で、

逆に晴れを祈らなければならなかった。 

 

【訳文】 

呉
ご

興
こ う

のあたりは一カ月続く雨、釜や甑
こしき

で魚が泳ぎ蛙が鳴く。 

「どうして己の住処
す み か

でじっとしていないのか」 

竜に問いただしてやろうと、孫
そ ん

君は卞
べ ん

山
ざ ん

に登る。 

空に梯
はしご

を掛けなければならない険しさ、 

下をみると、ぱっくりと谷が開いている。 

雲に覆われたところに神 し々い水が湧き、 

暗い崖に苔の花が垂れ下がる。 

蛇の群れのように、百の流れが谷に向かって走り、 

その先はどこに落ちて行くのか、 

糸車を回すような音が低く聞こえている。 

孫君は洞の前にきて、石の戸を叩く。 

蝙蝠が飛び出し、頭の白い烏が翼を翻す。 
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孫君は竜にいう。 

「睡眠は、結構な味わいだと思うよ。 

 雨を司る君よ、柄杓
ひ し ゃ く

を振るのをちょいと止めたらどうなのかい。 

 雷を司る君よ、太鼓を撃つのをちょいと止めたらどうなのかい。 

 大地に溢れた水が谷に戻ってくれたなら、 

 泥に埋もれた稲の苗が伸びてくれし、 

 農夫は顔に血の気が通うようになるし、 

 竜君だって、お供えものの豚肉にたんまりありつけるではないか」 

この願いの通りになるなら、孫君は間もなく公務が暇になり、 

夕刻前に早 と々役所から引き揚げて、 

ゆったりくつろいでぐっすりと眠れるようになることだろう。 

 

■【05-5-062】乗舟過賈収水閣、収不在、見其子、三首 

【解題】湖
こ

州には旧知の賈
か

収
しゅう

［字
あざな

は耘
うん

老
ろう

］［→作品番号 4-1-081］がいた。舟に乗って

賈収の水閣を訪ねたところ、賈収は留守で、その子の賈
か

添
てん

丁
てい

がいた。 

 

【訳文】 

 其一 

酒を愛した人といえばかの陶
と う

淵
え ん

明
め い

、 

詩を得意とした人といえばかの張
ち ょ う

志
し

和
わ

、 

その二人の隠者を合わせたような貴君、 

貴君の水閣の欄干には青い山が挨拶にきて、 

貴君のまとう漁師の蓑には白い雨が注がれる。 
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貴君のもとには、垢にまみれて働く息子がいて、 

貧乏であっても礼儀をわきまえた妻もいる。 

果たして何が楽しいのだろうか、 

夕べになると、貴君はいつも一人楽しく飲むのである。 

【補足】［賈
か

収
しゅう

が再婚を意図していたことは作品番号04-1-081で触れたが、ここの詠

まれているのはその女性なのだろう］ 

 

 其の二 

風に嫋
さ や

嫋
さ や

と蒲
が ま

が乱れ、 

水に猗
ゆ ら

猗
ゆ ら

と荇
あさざ

が長くのびる。 

小さな舟を緑の水に浮かべ、 

大きな柄杓で黄色い酒を注ぐ。 

貴君が得意とするのは詩と酒の集まり、 

この稲と魚の郷
さ と

で一生を送るのである。 

煩わしいことは一つもなく、 

清涼でないところはどこにもない、 

これほど楽しいことはないのである。 

 

 其の三 

舟を古びた柳の根元に繋ぎ、 

杖を突いて青い苔のむす岸辺を歩いてきた。 

龐
ほ う

徳
と く

公
こ う

のような隠者である貴君は墓参りに出ていたので、 

子
し

路
ろ

のような親孝行者である貴君の子息に私は言を託す。 
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貴君の水閣は、蒲と魚の入り江を占め、 

さらに、松と菊の庭を作ろうとしている。 

これから足繁くこちらにこようと思うが、 

貴君が留守でも、すでに親しくなった子等が迎えてくれるであろう。 

【補足】［（1）龐
ほう

徳
とく

公
こう

は三国時代の諸
しょ

葛
かつ

孔
こう

明
めい

とも交流があった著名な隠者。蘇軾はし

ばしばその名を詩に引いている。（2）子
し

路
ろ

は孔
こう

子
し

の弟子で親孝行で知られた］ 

 

■【05-5-063】次韻孫秘丞見贈 

【解題】孫
そん

という姓の秘
ひ

書
しょ

省
しょう

丞
じょう

の位にある人から贈られた詩に次韻した。 

 

【訳文】 

老いて耳は遠くなったが、 

詩句に対してなら耳はますます聡くなっている。 

貴君の詩を唱えると、 

古
いにしえ

の詩を読むときと似た清らかな感慨が湧き上がる。 

迂疏
で く の ぼ う

であるによって何ら成すものはないと貴君は己を笑うが、 

冷めた淡い心でどうしてこの巧妙な詩が作れるのだろうか。 

豹のような勢いで蚊が食らいつこうとするのも恐れずに、 

貴君に随って垂
す い

虹
こ う

亭
て い

に行こうと思う。 

詩を吟じ合えば盛夏の暑さも忘れるというもの、 

まして、湖
こ

州は雪
せ つ

宮
きゅう

とも称されるところなのだから。 

【補足】［（1）この詩には、蘇軾自身の注で、「湖
こ

州には蚊や蚋
ぶよ

が多く、豹
ひょう

脚
きゃく

という

虫は最も毒がある」と記されている。水が豊かで美しい湖
こ

州であるが、よいことばか
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りではないのだ。（2）湖州の名所として垂
すい

虹
こう

亭
てい

があることは作品番号 04-3-077 で見て

いる］ 

 

■【05-5-064】与客遊道場何山、得鳥字 

【解題】ある客人と何
か

山
ざん

にある正
せい

真
しん

寺
じ

に遊び、「鳥」の字を得て詩を詠んだ。何山は

湖
こ

州の南にある山［→作品番号04-1-085］。 

 

【訳文】 

清らかな溪
た に

川
が わ

が尽きて山に到り、 

小さな路が飛ぶあがって空を盤
め ぐ

る。 

木の枝先に紅
こ う

亭
て い

と白
は く

塔
と う

が見え隠れする。 

途中で休みたいと思うと、雲に寄り添うようにして小さな庵
いおり

がぽつんとある。 

北の扉の下は太
た い

湖
こ

、天の際
き わ

まで雲と水が広がっている。 

庵の僧は、俗界との縁を断って業
ご う

を浄
き よ

めつつあるが、 

まだ完了していないのだろう、 

十年にわたって鵲
かささぎ

や竹を画き、自分から詩に繞
まとい

つかれている。 

御仏の像を置いた高堂も、禅を組む部屋もそれぞれに奥深い趣がある。 

泉水はどこからくるのか、庵を通って溪へと流れ、 

何
か

山
ざ ん

は谷と向き合って清く静かである。 

高い松に蔓草がかかり、絶壁で鳥が啼いている。 

杭
こ う

州からきた友は、まだ十分に見ていないと嘆くのだが、 

帰途につくと、風雨が起こり、 

紅い夏の日差しの燎
や

けるような熱さを洗ってくれたかと思うと、 
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俄かに山は乱れて大騒ぎとなり、 

川べりの草の上では黒い霧が渦を巻いている。 

舟に乗る人々の顔はすっかり青ざめ、 

鴎が平気な顔をしているのを羨ましく見ている。 

私は独り酒杯を呼び、 

「溺れ死ぬより酔死する方がよほどましだ」 

と、例によって書生の強がりで、訳のわからないことをあれこれ並べ立てる。 

これで明日になれば、 

いま辿ってきた道も、美しい風光も、杳
よ う

としてどこかに消えてしまうのだから、 

詩を作って、この歓びを記しておこう。 

遥か昔から現在までの時間だって、 

この暮れ方から暁までの短さと変わりはないのだ。 

 

■【05-5-065】僕去杭五年、呉中仍歳大飢疫、故人往往逝去、聞湖上僧舎不復往日繁

麗、独浄慈本長老学者益盛、作此詩寄之 

【解題】長い詩の題は「私が杭
こう

州を去ってから五年、呉
ご

のあたりでは毎年のように飢

饉と疫病があり、知り合いの多くが亡くなり、西
せい

湖
こ

周辺の僧舎にもかつての賑わいは

ないという。ただ浄
じょう

慈
じ

寺
じ

の本
ほん

長
ちょう

老
ろう

ばかりは健在で学びに来る者がたくさんいると聞

き、この詩を作って寄せる」。浄慈寺の本長老に仏教を教わったことは作品番号 04-2-

055で見ている。 

 

【訳文】 

杭
こ う

州、湖
こ

州あたりの三
さ ん

呉
ご

地方を往き来する間に、 
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一つの夢が過ぎ去り、 

知る人の半ばは高く盛られた塚の中に帰ってしまった。 

ただ独り、以前のままの寺で真の仏法を伝える人がいる。 

飢饉から生き残った人 と々、この災害の歳月を乗り越えてきたのだ。 

近ごろ、趙
ち ょ う

抃
べ ん

知事は官の印を返されたと聞くが、 

本
ほ ん

長
ち ょ う

老
ろ う

はかねてから俗世を離れた林泉のもとにおられる。 

いつかは私も師に従って、 

我が本性のままに「不
ふ

学
が く

の禅
ぜ ん

」のうちに逍遥したいものである。 

【補足】［（1）一時期杭
こう

州知事の任にあった趙抃
ちょうべん

［→作品番号05-3-066］は半年ほど前

に政界から退いていた。（2）最後にある「不学の禅」とは、そういうものがあるらし

い］ 

 

■【05-5-066】送表忠観銭道士帰杭、并引 

【解題】趙
ちょう

抃
べん

のために、表
ひょう

忠
ちゅう

観
かん

という道教の寺院の由来を記した碑文を作ったこと

は作品番号 05-3-066で見たが、その道観の主
あるじ

となったのが銭
せん

道
どう

士
し

［名は自
じ

然
ねん

］である。

その銭道士が湖
こ

州にきてまた杭
こう

州に帰って行くのを見送ったときの詩。短い序文があ

る。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序］ 

熙
き

寧
ね い

十年、詔
みことのり

をもって竜
り ゅ う

山
ざ ん

の廃れた仏寺を改めて表
ひ ょう

忠
ちゅう

観
か ん

とした。元
げ ん

豊
ぽ う

二年、通
つ う

教
き ょ う

大
だ い

師
し

［銭
せ ん

道
ど う

士
し

］

が杭
こ う

州から来て、呉
ご

興
こ う

［湖
こ

州］で私と会った。私が「道観の工事は終わったのでしょうか」と尋ねたとこ

ろ、「まだなのです。杭
こ う

州ではこのところ作物が稔らないので、私を助けてくれる人がいないのです」と、
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答えた。私は、「それは妙なことです。杭州の人々は施すことを重んじ、財産を軽んじると聞いていま

す。僧侶や道士が生きられるようにするためだけではなく、不朽の善行に自身を託するためでもあるの

です。今年はきっと稔るでしょうから、貴君の事業は成し遂げられるに違いありません」と、私はいった。

銭道士が帰るに及んでこの詩を送った。 

 

先
せ ん

王
お う

［呉
ご

越
え つ

国
こ く

を建てた銭
せ ん

鏐
り ゅ う

］の徳はいまも民の心に残り、 

特に勅令をもって道観に「忠」の字を与えた皇帝の意
こころ

は深いものがある。 

いまはまだ破れた建物に塵が積もり、 

銭氏の子孫である貴君は憔悴し、髪は雪のように真っ白である。 

表
ひ ょう

忠
ちゅう

観
か ん

が完成すれば、杭
こ う

州の人々はそこに集まって涙を流すのであって、 

表忠観の碑の裏に我が名が刻まれるのを争って求めるはずである。 

貴君を助けるのは杭
こ う

州の人々で、 

他県の人より千金を施されることを求めるまでもないであろう。 

【補足】［銭
せん

道
どう

士
し

は表
ひょう

忠
ちゅう

観
かん

を建てるための寄付を仰ぎに湖
こ

州にきたのだろう］ 

 

■【05-5-067】舶趠風、并引 

【解題】詩題の「舶
はく

趠
たく

の風」とは何か。蘇軾の序文に記されている。 

 

【訳文】 

引
い ん

［序］ 

呉
ご

の地では梅雨が終わると、颯
さ つ

然
ぜ ん

と清
せ い

風
ふ う

が吹いてきて十日間ほど続く。これは毎年のことで、湖
こ

州の

人々はこれを「舶
は く

趠
た く

の風」と呼ぶ。このころに趠
と お

く外洋を巡る船舶が回わってきて、海上からのこの風が

船舶とともにくるのでこのようにいうのだ。 
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梅雨からすでに三十日が過ぎ、 

万里の彼方から初めて舶趠の風が吹いてきた。 

風はあちこちを回り巡って、山の隅々にまで入り込みながら、 

一息に疾走して江
こ う

東
と う

の地を満たしてしまう。 

葉を驚かせて、秋にならないうちに簌簌
ば さ ば さ

と落としてしまい、 

昏
こ ん

昏
こ ん

と眠っていた翁が飛び起きる。 

この風のよさを昔の宋
そ う

玉
ぎ ょ く

に習って詩に詠もうとして、 

風には雌雄の違いがあるとか、分別臭いことは言わないでおこうと思う。 

【補足】［屈
くつ

原
げん

の弟子とされる宋
そう

玉
ぎょく

に『風の賦』という有名な作品があった。そこに

風には雄
ゆう

風
ふう

、雌
し

風
ふう

の違いがあると詠まれている。この詩の末尾は、誰よりも分別臭い

ことを詩に詠み込むことを好む蘇軾がこういうことをいうとおかしいよねというオチ

なのかもしれない］ 

 

■【05-5-068】丁公黙送蝤蛑 

【解題】丁
てい

隲
しち

［字
あざな

は公
こう

黙
もく

］が蝤
ゆう

蛑
ぼう

を送ってくれたので、その謝礼にこの詩を作った。

蝤蛑とは、和名でガザミとかワタリガニとかいう浅い海にすむ蟹である。 

 

【訳文】 

溪のあたりにすむ石
い し

蟹
が に

は銭のように小さい。 

大きく立派な赤
せ き

玉
ぎ ょ く

盤
ば ん

のようなこの蟹を喜んで見る。 

殻が黄色味を帯びているとき、 

酒を加えるとまことに結構な味となり、 
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両方の螯
はさみ

には雪を切ったような身がたっぷり入っていて、 

食欲が大いに進むのである。 

南方には珍味がたくさんあると昔から聞くが、 

この蟹は見るだけで、 

怪しい雨が降り、腥
なまぐさ

い風が吹くかのようで、 

ぞっと寒さを覚える。 

笑ってしまうのは、呉
ご

興
こ う

の欲張り知事さんで、 

二匹の立派な蟹と、 

つまらない一首の詩を交換しようというのである。 

 

■【05-5-069】送孫著作赴考城、兼寄銭醇老、李邦直二君、於孫処有書見及 

【解題】詩の題は「孫
そん

著
ちょ

作
さく

郎
ろう

［著作郎は職名］が考
こう

城
じょう

県
けん

に赴くことになり、この詩を

作って、合わせて銭
せん

醇
じゅん

老
ろう

と李
り

清
せい

臣
しん

［字
あざな

は邦
ほう

直
ちょく

］に寄せる。銭君と李君からは孫君と

のところに手紙がきていて、私についての言及があった」。ここに名が挙がっている3

人のうち李清臣について作品番号05-2-005などで見ている。 

 

【訳文】 

知事というものはまことに閑で、 

出かけようとして、誰が一緒に行ってくれるのかというと、 

やはり何事もないのは風だけであるから、 

ひゅうと呼んでみたら、 

白
は く

蘋
ひ ん

洲
し ゅ う

から来てくれて、明
め い

月
げ つ

観
か ん

へと吹き送ってくれた。 

その門前にいるのはこれから遠くに行く人で、 
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青い衫
うわぎ

に白い汗をいっぱいに流している。 

「どうしてそんなに急いでいるのかね」 

「お上のためですから、ゆっくりなどしていられません」 

旧くからの友人である銭
せ ん

君と李
り

君は、 

宗廟に置かれて天子のために使われる宝物のような人であり、 

貴君もまた東南の珍宝で、その価値は計算することもできない。 

この別れの気持ちを何によって慰めたらよいのか、 

もう酒は尽き果ててしまって、テーブルの上には何もない。 

「さあ、そこに腰かけて、冠を傾けて、ゆったりくつろぎたまえ。 

 私に伴ってきた風が、貴君に涼しさを送るであろうから」 

北の地を吹く風には何があるのか、 

塵や土に灰も炭も混ざって飛ぶであろう。 

二君が孫
そ ん

君を留めようとしたところで、 

この風のもとへきっと戻ってきてしまうであろう。 

 

■【05-5-070】泛舟城南、会者五人、分韻賦詩、得人皆苦炎字四首 

【解題】湖
こ

州の町の南に舟を浮かべて遊んだ。5 人で韻を分け合って詩を詠み、蘇軾

には「人皆苦炎」［人
ひと

皆
みな

炎
えん

に苦
くる

しむ］の 4文字が当たったので、4首作った。実際にひ

どく暑かったのだろう。 

 

【訳文】 

 其の一 

強い日差しに、町の楼閣は魚の鱗のようにぎらぎらと輝き、 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：534 
 

水草にさえ風が立たない。 

ちょいと渓
た に

川
が わ

の一番奥まで行くなどして、 

我等を不羈
や ん ち ゃ

な人と呼ばせてみようか。 

この舟の顔ぶれでは、 

鶴が舞い降りてきてくれる気配はなく、 

燈火に向かって勝手に馴れ馴れしく虫がくるだけだ。 

町を繞る蓮の花の広さは一千頃
け い

、 

六月でも蓮の葉の下だけは春である。 

 

 其の二 

この厳しい暑さはどこに行っても同じで、 

じっと座って心を鎮めることを学ぼうとしても、 

これではとてもできやしない。 

せめて海の蟹でも味わいたいもので、 

どうせなら詩を詠む人と一緒がよいだろう。 

谷間で月を見るのもよいかもしれない、 

霧雨でも降ってくれたらなのことよろしい。 

暑い土地でこうしてふらふらしているので、 

故郷からの手紙もすっかり絶えてしまい、 

兄と弟は長
ち ょ う

江
こ う

と淮
わ い

河
が

を隔てて離れ離れである。 

いっそ苕
ち ょ う

溪
け い

のほとりに家を構えることにしようか、 

門前に荷
は す

の葉が翻り、階段をひたひた水が浸すような…… 
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 其の三 

紫の蟹も鱸
ろ

魚
ぎ ょ

も土くれのように値が賤
や す

く、 

銭を渡せば数えることなく売ってくれる。 

蓮の葉を丸めて盃に見立てると、酒は少し苦みを帯びる。 

板前が肘を運らせると、 

風が起こって、白い雪が飛ぶようにして刺身ができあがる。 

酔った勢いで新しい詩を作ろうとしても、 

満腹で腹鼓を打つことしかできない。 

 

 其の四 

橋の上で遊ぶ人々は、夜になっても飽きることなく、 

欄干に依って蓮を吹く風の音を聞いている。 

楼閣の上で遊ぶ人々は、蓮
れ ん

根
こ ん

を肴に酒を呑み、 

化粧が終わったばかりの妓女が簾から月を覗き見る。 

町の南で遊ぶ我等は、南朝貴族の風雅を受け継ぎ、 

さらには家に帰って後に、北の窓辺で大の字になって眠るなら、 

太古の朴訥な人 と々等しくもなるのだ。 

人間世界は熱さ寒さの窮まりがないところで、 

自分で自分を笑うような疏頑
あ ほ く さ い

ことでもしなければやっていられない。 

【補足】［（1）北の地を巡ってきた蘇軾には、湖
こ

州の夏はことのほか暑く感じられた

のだろう。それをやり過ごすことをいろいろ考えて詩に詠んだのである。（2）このと

きに一緒に遊んだ 5 人の中に秦
しん

観
かん

がいたことは別の手紙などからわかる。秦観はこの

後、参
さん

寥
りょう

を追って杭
こう

州からさらに越
えつ

州の方に行った］ 
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■【05-5-071】与王郎夜飲井水 

【解題】蘇軾に同行して湖
こ

州にまで来ていた王
おう

適
てき

［字
あざな

は子
し

立
りつ

］［→作品番号05-5-

051］とともに夜に井戸の水を飲んでこの詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

呉
ご

興
こ う

［湖
こ

州］の六月、 

泉の水は温かすぎるし、 

広がる菰
まこも

や蒲
が ま

のあたりには蚊がひどく集まっている。 

この井戸は深さが一丈もあって、 

その水の凛然
き り っ

としたところは、 

私と君のようなだね。 

 

■【05-5-072】次韻李公択梅花 

【解題】李
り

常
じょう

［字
あざな

は公択
こうたく

］［→作品番号05-5-059］が梅の花を詠んだ詩に次韻した。

李常から送られた詩を見直して、たまたま梅の詩を選んで次韻したのだろう。 

 

【訳文】 

詩人というものはもとより長く貧乏であり続ける。 

昼になっても飢えのために動くことができないのが普通で、 

たまたま満腹になれたりすると、 

そんなつまらないことで喜んでいるとはなと、 

万物から嘲弄されているような引け目を感じて苦しむのである。 
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詩人というものは花を尋ねてよい詩を詠むためなら命も気にしないし、 

雪を愛してよい詩を詠むためには凍えることも平気で辛抱するのである。 

天
て ん

公
こ う

［造物者］だって詩人を憐れまないものではないのだが、 

満腹していると聞いたら、がやがややかましく笑ってしまうのだ。 

貴君ときたら、 

三つの州の知事を経て、 

行く先々で賓客やら従者やらが満ち満ちていたし、 

眼は常に世の中をよく見通して、 

詩も酒も気ままに豪放に楽しんだのだった。 

貴君がかつて湖
こ

州にいたときに、 

妓女を連れて茶
ち ゃ

山
ざ ん

の下で春に茶を作ったことは永く語り草となり、 

貴君は斉
せ い

州にいたときに、 

檻
か ん

泉
せ ん

亭
て い

で頭が重くなるほどに髪に花を插して遊んだことは今も慕わしく思われている。 

貴君は舒
じ ょ

州に来て、 

静かに灊
し ん

山
ざ ん

の麓に伏し、春の鳥が囀るのを聞いて何やら愁いを覚え、 

ふと早咲きの梅を目にして、独り詩を吟じたのだった。 

私に寄せてくれたその詩を見ると、 

一字ごとに我が頭の痛みを癒してくれる。 

ああ、貴君はもとは皇帝の近くに仕える者であったが、 

事によって都を遠く離れ、 

その流落の思いを慰めてくれるのは、 

この美しい花なのであった。 

いつまでも官遊の旅の身であることに、 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：538 
 

時に思いを巡らせるのは貴君も私も同じで、 

私はというと、花に桐
ど う

花
か

や幺
よ う

鳳
ほ う

［どちらも鳥の名］が集まる我が故郷の風光を想い、 

貴君はというと、故郷の廬
ろ

山
ざ ん

にある蔵書を収蔵した建物を想うのであって、 

いずれにしても、帰郷して植えるべきは、この梅の花なのだろう。 

【補足】［（1）李
り

常
じょう

は中央から地方に出て、三つの州で知事を務めた後で、このとき

は舒
じょ

州に置かれた広域の行政機関に勤務していた。（2）李常が廬
ろ

山
ざん

に多数の蔵書を所

有していたことは作品番号05-2-036で見ている］ 

 

■【05-5-073】送淵師帰径山 

【解題】澄
じょう

慧
え

大
だい

師
し

［淵
えん

師
し

］が径
けい

山
ざん

の帰るのを送った詩。径山は杭
こう

州副知事時代に何度

か登っている［→作品番号04-1-033、04-2-065など］。 

 

【訳文】 

私は昔、径
け い

山
ざ ん

の客となり、 

山の風景は私の詩筆には手に負えないものだったと、今も思っている。 

淵
え ん

師
し

はその山に住むこと三十年、 

山の真髄を得ているので、、師は妙語を発せられるのである。 

湖
こ

州の町の六月は水に蒸され、蚊が猛然と鷹のように襲いくる。 

師の方丈では、御
み

明
あ

かしが動かずに灯
と も

り続け、 

氷雪に閉ざされたように冷ややかであるのを羨ましく思う。 

径山の人々は私が湖州にまで来ていると知って、 

私はどうしているのかと、争うようにして尋ねるだろう。 

そうしたら、いってほしい、 
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「あの男は何をやっても一人前ではないけれど、 

 ただ眼だけは利いて、いまも細かい字を書くことができる」 

【補足】［この詩の終わりは、径
けい

山
ざん

に竜
りゅう

井
せい

という井戸があって、その水で洗うと眼病

が治るとされていて、かつて蘇軾が径山に遊んだときの詩に、老人になっても細かい

字が読めるように眼を洗っておこうと詠んでいたことにちなむ［→作品番号 04-1-033］］ 

 

■【05-5-074】答周開祖 

【解題】杭
こう

州にいた時期に親しくした周
しゅう

邠
ひん

［字
あざな

は開
かい

祖
そ

］［→作品番号04-3-079など］

への返書。 

 

【訳文】 

長篇の詩はまことに優れています。……いまそれに一首を和しますが、よい出来ではありません。お笑

いください。こちらに来て陳
ち ん

舜
しゅん

兪
ゆ

君に会えないのは残念窮まりありません。その墓所で奠
ま つ

るに当たって

覚えず慟哭しました。祭文は石に刻みましたので、きっと御覧になられるでしょうから、ここに録してお目に

かけることはしません。…… 

【補足】［陳
ちん

舜
しゅん

兪
ゆ

を祭った文は作品番号05-5-056で見ている］ 

 

■【05-5-075】次韻周開祖長官見寄 

【解題】上の手紙にあった周
しゅう

邠
はん

［周
しゅう

長官］の詩に和した作品。 

 

【訳文】 

一度うなずく間に東西数州を旅して道に老いる―― 

それは旅芸人だけではない。 
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地方勤めの身は、 

惜しまれつつ父老と別れたかと思うと、 

すぐに子供等の出迎えを受けるのだ。 

私の政
まつりごと

は拙く、水害だ日照りだと年々祈るだけ、 

民衆は疲れ、私を嘲笑する声を避けて歩かなければならない。 

河が広大な野を呑んだときは水を塞げなかったし、 

盗賊が山に入り込んだときは捜し出せなかった。 

お上に仕えてこんなことでは、 

孔
こ う

子
し

、孟
も う

子
し

の教えに恥じなければならないし、 

国家の急に役立たずであった昔の人々を偉そうに責めることなどできない。 

田舎に帰ることを思いつつも俸禄に魅かれ、 

世間の風濤から脱けられずに州知事をしている。 

憐れにも家を喪
うしな

った犬のように惘惘
お た お た

し、 

人の乗っていない舟のように行き当たりばったりである。 

これまで経てきたことは全て夢のようで、 

今はただ楼閣に身を寄せて水を見ているだけ、 

味も香りも抜けてしまった酒か、 

はたまた落ちぶれた楽
が く

工
こ う

が風に空
か ら

の瓶
か め

をたたいているようなもの。 

遠くは唐
と う

朝
ち ょ う

や晋
し ん

朝
ち ょ う

の名臣を思ってみたり、 

近くはかつて交流があった人々を思ってみたりする。 

湖
こ

州では、風がないと豹脚
たちのわるい蚊

が窓から入り込み、 

雨の後には蝸牛
かた つむり

が欄檻を這い登ってくる。 

昔ともに遊んだ人の多くは苔むす土の下となり、 
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ただ同
ど う

年
ね ん

の貴君だけがいまも黒 と々した頭のままだ。 

貴君とは湖山の名勝を尋ね、酒杯を重ねて二人とも憂いを忘れた。 

酔って雪の中で梅の花を見たこともあるし、 

夏の夜に舟を浮かべてみたものの汗が流れて仕方なかったことも、 

山の上で百首の詩を詠んだことも、 

月と貴君と私の三人で遊んだこともあった。 

貴君は本来、翼を翻して朝廷の高官として飛ぶべき人であるのに、 

南の地の谷底で県令の座についている。 

貴君は春風のような詩を送ってくれたけれど、 

私の筆は老いてろくな返事ができない。 

歳月はいよいよ速く過ぎ行き、 

晩節を全うして功名を立てるということもきっとできないのだろう。 

とりあえずは事無く飲むのがよいであろうか。 

この地の魚は旨いからと留まるのもよいし、 

この地の酒は薄いと笑いながらも留まるのでもよいだろう。 

【補足】［この訳詩では「かつて交流があった人々」と、あいまいに訳したが、原詩

には、「近憶張陳与老劉」［近
ちか

ごろ憶
おも

う張
ちょう

、陳
ちん

と老
ろう

劉
りゅう

を］と、具体的に名を挙げてい

る。すなわち、張
ちょう

先
せん

、陳
ちん

舜
しゅん

兪
ゆ

、劉
りゅう

述
じゅつ

である。三人の名はかつて周
しゅう

邠
はん

に与えた手紙

［→作品番号 04-3-0079］で挙げていて、先に見たように張先と陳舜兪はすでに他界し、

劉述［→作品番号05-1-044］もまた亡くなっていた］ 

 

■【05-5-076】林子中以詩寄文与可及余、与可既歿、追和其韻 

【解題】かつて林
りん

希
き

［字
あざな

は子
し

中
ちゅう

］が蘇軾と文
ぶん

同
どう

［字は与
よ

可
か

］に寄せた詩があった。
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林希はかねてからの友人であり［→作品番号04-1-091など］、文同はこの年の初めに亡

くなっていた［→作品番号 05-5-013］。何かの折に林希の詩を思い出して、文同のこと

を偲んでその詩に和したのだろう。 

 

【訳文】 

この人［文
ぶ ん

同
ど う

］が甚だしく嫌ったのは、 

餌のように投げ与えられたものを受け取ること。 

このようなことをするのもほんのわずかな間だからと、 

人に後れまいと奪い取り、 

得たもの［地位］を死んでも守ろうとする者がいる。 

天賦の才には大きい小さいがあり、 

斛
こ く

と斗
と

のように単位が異なりもするのだから、 

それぞれの分
ぶ ん

に安んじるのがよいのに、 

外物に誘われるがままに、時節到来と見てとると、うごめき出し、 

誰かれかまわず意気を合わせて、結構な場所を占拠し、 

本当ならそこにふさわしい人を、鷄小屋のようなところに押し込めてしまう。 

こうして文同君は五百人もいないような土地の長官になっていたのだが、 

いざ亡くなると、一万もの人々が泣いた。 

私は文同君の死を聞いて以来、胸の内に大きなわだかまりがある。 

世俗と絶つその意
こころ

を、一度手を執り合って語りたいと思っていた。 

遥かに隔たったまま、その窓辺に寄ることができなかった。 

文同君は遺文を弟子に、後事を諸友に託した。 

文同君には一人のよい息子と、よく釣り合った妻がいる。 
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世の人は目の前に見えているものを軽んじる傾向があり、 

一方で、自分のものはぼろぼろの箒
ほうき

でさえ大切にする。 

文同君の詩文はいずれ識者によって必ず価値あるものとされるはずだが、 

ただ墨竹の画だけが愛されているのを、 

私は以前からずっと残念に思っていた。 

我等の昔からの知り合いは、いまや皆が厚禄を受ける身となっているが、 

その中の誰が文同君のことを哀しんでいようか。 

むろん、林
り ん

某
なにがし

やら蘇
そ

某
なにがし

やらが饑寒に迫られて走り回っていることなど見向きもしないのだ。 

【補足】［（1）この詩には「新進」を嫌う気持ちがかなり強く篭められているようだ。

（2）文
ぶん

同
どう

の一人息子の文
ぶん

努
む

光
こう

については作品番号05-5-030で見ている］。 

 

■【05-5-077】与王郎昆仲及児子邁、繞城観荷花、登峴山亭、晩入飛英寺、分韻得月

明星稀四首 

【解題】王
おう

適
てき

、王
おう

遹
いつ

の兄弟［→作品番号 05-5-031］と、長男の蘇
そ

邁
まい

を伴って湖
こ

州の町

のまわりに連なる蓮の花を見てまわり、峴
けん

山
ざん

亭
てい

に登り、晩に飛
ひ

英
えい

寺
じ

に入った。そこで、

韻を分け合って詩を詠み、蘇軾には「月明星稀」の字が当たったので4首を詠んだ。 

 

 其の一 

昨夜は水路で雨音がしていた。 

暁ごろに風が月を吹き現した。 

蕭然
さ や さ や

と秋の気配を覚え、 

城を環
ま わ

る三十里の水は清く澄んで啜
す す

れるほど。 

蓮の葉が海のように広がり、どこもがすばらしい景色。 
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その中に一艘の舟が見え、 

青い笠を深く被るのは、真に世を避ける人であろうか。 

逢って話をしようと思ううちに、飛び去る鴎とともに消えてしまった。 

 

 其の二 

この清らかな風はいったい何物なのだろうか、 

愛すべきもの、そして言葉でくだくだしくいうべきものではない。 

風が行くのは君子が行くのと同じ、 

草や木やさわやかな声を上げて出迎える。 

我等一行にはもとより何の目的もなく、 

斜めに行くのも橫に行くのも舟任せである。 

流れの中央で風を迎え、 

ともに上を向いたり下に向いたり、 

広 と々した空間に対して杯を挙げる。 

この楽しみをともにするとき、 

風はもとより人もすでに情を離れた存在となる。 

帰り来るのは二つの谷の間、 

雲も水も夜でありながら自ずから明るく見えている。 

 

 其の三 

ここの流れは漢
か ん

水
す い

に似て、鱗
き ら

鱗
き ら

と鴨の頭の青色である。 

ここの町は襄
じ ょ う

陽
よ う

よりも勝り、万の家の瓦が青い空に浮かぶ。 

私はかつての羊
よ う

祜
こ

の足元にも及ばないので、 
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この峴
け ん

山
ざ ん

亭
て い

に登るのは面はゆく思われるのだが、 

それでも歳月が流星のように消え去るのを悲しみ傷む意
こころ

は同じである。 

私と同道する王
お う

兄弟はいままさに羽ばたこうとする鴻
おおとり

のようで、 

羊祜と一緒にいただけでその名を残した鄒
す う

湛
た ん

とは違い、 

自分自身の徳をもってその名を歴史に刻むことだろう。 

【補足】［蘇軾はかつて都に上る旅で襄
じょう

陽
よう

に立ち寄り、漢
かん

水
すい

を見て詩を詠み［→作品

番号 01-2-028］、峴
けん

山
ざん

に登った［→作品番号 01-2-030］。峴山はかつて羊
よう

祜
こ

が山頂で悠

久の時の流れを嘆じたことで知られる。そこにちなむ湖
こ

州の峴
けん

山
ざん

亭
てい

で、自分は羊祜に

及ばないが、いま一緒にいる王
おう

兄弟は、峴山で羊祜と言葉を交わしただけで名を残し

た鄒
すう

湛
たん

とは大違いであると戯れたのだ］ 

 

 其の四 

湖州の役人と民は私がものぐさなのを憐れんで、 

訴訟事などは滅多に起こすまいとしてくれている。 

それで何事もないので、酒を食らって夜も遊んでいられる。 

さらに飛
ひ

英
え い

寺
じ

を訪ねて、月の光のもとでの楽しみを尽くそうとする。 

知事殿の到来を告げる鐘が撞
つ

かれると、履
はきもの

の音がにわかに集まってくる。 

中にはあわててさかさまに衣を付けた者もいる。 

私が来るのは決まった時節がなく、杖の自ずと向かうところで扉を推すのだ。 

どうか私のことを知事だとは見ないでほしい。 

外見はそうであっても、中身は似て非なるものなのだから。 

 

■【05-5-078】次韻章子厚飛英留題 
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【解題】前の詩で訪問した飛
ひ

英
えい

寺
じ

の壁に章
しょう

惇
じゅん

［字
あざな

は子
し

厚
こう

］が書いた詩があったので、

それに次韻した。章惇が一時期湖
こ

州知事であったことは作品番号 05-1-065 で見ている。

その後、都に復帰して改革派の主要メンバーとして活躍していた。 

 

【訳文】 

足の遅い馬に乗ってかつて一緒に遊んだ貴君は、 

いまは仙宮のような皇城の内にいる。 

宰相御
ご

用
よ う

達
た し

の酒店で昔を思い出したら、 

蓮の花が天にまで続くこの場所へと飛んで来るがよい。 

 

■【05-5-079】城南県尉水亭得長字 

【解題】町の南の県
けん

尉
い

水
すい

亭
てい

に遊んで、長の字を韻として詩を作った。 

 

【訳文】 

聳え立つ二つの水
す い

亭
て い

、 

東と西に百歩ほど離れている。 

一方に旗が立つのは、蒲
が ま

と柳に囲まれた市
い ち

、 

一方に太鼓が鳴るのは、水と雲の挟まれた村。 

一方の水亭には魚を観る欄干が廻らされ、 

一方の水亭には鴨を射る部屋が設けられている。 

どちらにも、美しく飾られた船が寄り添い、 

見渡す限り、紅
あ か

く化粧した蓮の花が乱れる。 

瀲
れ ん

瀲
れ ん

として波
な み

頭
がしら

は細
こ ま

やかに、 
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疏
そ

疏
そ

として雨
あ ま

脚
あ し

は長い。 

ここに来て静かに足を濯
す す

ぐと、 

溪に水が漲
みなぎ

って床が浮かび上がるかのよう。 

ここは山に囲まれた水の国、 

町は水に影を落としている。 

我が帰路はどこにあるのかと尋ねると、 

葦の外に風に揺れる檣
ほばしら

がある。 

 

■【05-5-080】与胡祠部游法華山 

【解題】胡
こ

という人と法
ほっ

華
け

山
さん

に遊んでこの詩を詠んだ。胡氏の詳しいことはわからな

い。 

 

【訳文】 

湖の尽きるところは山との境、 

高い峰から滝が落ちるのが見える。 

知事殿は年老いてもなお子供の遊びを好み、 

緑の棹と紅い船、 

ゆらゆらと水の間に揺れる。 

杯に水を汲んで裙にかけて、 

「ほらほら、足を濯
す す

ごうではないか」 

さらに、湖面に注いで、 

「ほらほら、波がここから始まる」 

と、笑い興じる。 
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山の松は、天を衝いて竜が立つかのよう、 

谷の藤は、雲が崩れて逆さまに落ちてくるかのよう、 

上を仰ぎ見て、うっそうと繁った中を穿ち、 

広 と々したところに出て、震
し ん

沢
た く

［太
た い

湖
こ

］を一望する。 

ああ、すばらしいではないか、 

その広さは四万八千頃
け い

とか、 

渺
び ょう

渺
び ょう

として東の日の昇るところまで続いている。 

法
ほ っ

華
け

山
さ ん

の道人が来てくれるより前に、 

泉の水が先に出て迎えてくれる。 

曲がりくねった道の先に、 

さっぱりとした趣きの庵
いおり

がある。 

帰りの十里の途は、 

ことごとく風に揺れる荷
は す

、 

楽工が『露
ろ

薤
か い

』の曲を静かに歌ってくれる。 

私は少年のころより真の隠者になることを慕っていたのだが、 

天は何の械
か せ

を課しているのか、 

白髮になっても役人の青い衫
うわぎ

を身にまとっている。 

たまたま佳
か

士
し

［胡
こ

氏］とともに名山にくることができたのは、 

馬がかゆいところを枯れた楊
やなぎ

にこすりつけることができたようなもの。 

貴君は鸞
ら ん

や鶴のような身でありながら、 

たまたま地上に堕ちてしまっただけ、 

翼を鍛えていずれまた雲の上を飛翔するであろう。 

新句を求めてこの游
あ そ

びをこのように歌うのは、 
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山中の清浄さを体感した者が果たすべき勤めであるからだ。 

 

■【05-5-081】又次前韻贈賈耘老 

【解題】上の詩に次韻して賈
か

収
しゅう

［字
あざな

は耘
うん

老
ろう

］［→作品番号05-5-062］に贈った。 

 

【訳文】 

太
た い

湖
こ

は、三つの州のちまちました境界などはすっかり呑み込み、 

浩浩
ひ ろ び ろ

としたところから湯
ざ あ

湯
ざ あ

と流れくる千の支流を納め込んでしまう。 

万斛
こ く

の荷を積むようなばかばかしく大きな船などはなく、 

一枚の葉のような漁
いさり

舟
ぶ ね

が素早く奔
は し

りまわっている。 

湖の地下には仙界があるというけれど、 

波が湃湃
ざぶんざぶん

と鳴るのが聞えるばかりで、そこに到ることはできない。 

今朝はたまたま法
ほ っ

華
け

の嶺
み ね

を上り、 

太
た い

湖
こ

をほしいままに観て、 

人間界の隘
せ ま

さをまざまざと覚った。。 

……［山中の景物を詠んだ四句がある］…… 

私は高い松の木の下を歩いて、 

茯
ぶ く

苓
り ょ う

［霊能のある茸］を掘ってみようかと思いついたのだが、 

この山には奇
す ぐ

れた薬がふんだんにあって、 

野の草の中にしばしば霊
れ い

芝
し

［霊能のある茸］が混ざっているという。 

杜
と

甫
ほ

は貧窮に陥って空腹を抱えていたときに、 

どうにかして黄
お う

精
せ い

［霊妙な仙薬］を得ようとして、 

この長い鑱
す き

に我が人生を託すと歌った。 
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貴君によれば、 

今年は虫による食害はわずかであるというから、 

大いに稔るであろうから、 

杜甫のようにはならずにすむはずだ。 

稲の白い花が落ちるころには、 

紫の穟
す い

からよい香りが立ち、 

私は臂を揮って鎌を磨くであろう。 

この山のどこかで泉の水が酒に変わるところをみつけたなら、 

そこで杯を洗って、貴君と遊興する約束を果たそうと思う。 

 

■【05-5-082】趙 道高斎 

【解題】趙
ちょう

抃
べん

［字
あざな

は
えつ

道
どう

］は、作品番号05-5-065などで触れたように政界を引退し、

その後、衢
く

州に隠棲して高
こう

斎
さい

と名付けた書斎を作った。それにちなんで詩を詠んで送

った。 

 

【訳文】 

公
こ う

［趙
ち ょ う

抃
べ ん

］が奔走するのを見ては公の労苦をいい、 

公が隠退するのを見ては公の高潔をいう。 

我等はその時その時であれこれいうけれど、 

公の心は高くなったりひくくなったりすることなく、 

この世は夢幻、遭
あ

うところに従って去来するだけなのである。 

だから、「高
こ う

斎
さ い

」の意味などは公の関知することではなく、 

人が勝手にその名を設けたのだ。 
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公は、孟
も う

子
し

が「四十歳で心動かず」といったのと同じく道
み ち

を得ていたのだが、 

俗縁がまだ尽きなかったために政事に関わっていなければならず、 

功名も富貴もほんのそのときだけ身を置く旅館のようなものと心得、 

黄金をいくら積んでも公の袖を取って引き留めることはできなかった。 

超然と一大事を成し遂げ、瞬時に官職から去ったのだった。 

猿が網に落ちても手に掴んだ物は決して放すまいとするのとは大違いである。 

賢
け ん

達
だ つ

と愚
ぐ

陋
ろ う

とは、九頭の牛の毛を一列に並べたくらいの差があり、 

百尺の松は己の高さを気にもかけないが、蓬は羨んで同じ高さになろうとする。 

私は自分の食い扶持を担いで公に道を教わりに行きたく思うが、 

どうか肘だけ上げて追い払ったりするようなことだけは勘弁いただきたい。 

【補足】［末の句は、このような無作法な仕草で面談を断られた昔の人がいたのであ

る］ 

 

■【05-5-083】送兪節推 

【解題】兪
ゆ

温
おん

父
ふ

を見送った詩。兪温父は湖
こ

州の人で、これからどこかの任地へと向か

うのであろう。蘇軾自身の注で、「兪温父は兪
ゆ

汝
じょ

尚
しょう

、字
あざな

は退
たい

翁
おう

、の子である」と記さ

れている。兪汝尚は上の詩に見た趙
ちょう

抃
べん

と深い親交のあった人。 

 

【訳文】 

呉
ご

興
こ う

［湖
こ

州］にはかつて君子がいて、 

淡白な人柄は朱
あ か

い糸の琴のようで、 

ひとたび奏せられると聞く人は三度嘆息し、 

いまに至るもその余韻がこの地に残っている。 
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ああ、私とその人とは、 

辰
し ん

と参
さ ん

の星のように擦れ違ってばかりであった。 

なお喜び見るのは、 

息子たちが清らかにも奥深いありさまであること。 

かつては立派な士であった者が、 

末には初心を喪
うしな

ってしまうことが多い。 

我等にはきっと天の定めた命
め い

があるのだから、 

ひとたび曲がるときがあろうとも、 

必ずまた真っ直ぐに伸びるのである。 

【補足】［兪
ゆ

温
おん

父
ふ

の父とは擦れ違ってばかりであったということについて、蘇軾自身

の注で、「兪
ゆ

汝
じょ

尚
しょう

が蜀
しょく

に赴任していたときには私は都にいて、私が帰郷したときには

兪汝尚はすでに蜀からさっていた。私が湖
こ

州に赴任したときには、兪汝尚はすでに亡

くなっていた」と記されている。兪汝尚が蜀に赴任したときにその上官だったのが趙
ちょう

抃
べん

で、以来、厚い信頼を得たのだった］ 

 

■【05-5-084】次韻答孫侔 

【解題】孫
そん

侔
ぼう

［字
あざな

は少
しょう

述
じゅつ

］の詩に次韻して答えた。孫侔は母に仕えることを第一と

して官職に就かず、王
おう

安
あん

石
せき

とは深い親交があった。 

 

【訳文】 

貴君は朝廷に至ることなく十年を過ごし、 

私のような者を伴って落花の詩を賦そうと思われた。 

もしも貴君の前に我が頭を垂れることができるのなら、 
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陶
と う

淵
え ん

明
め い

に会おうと酒を用意して道で待ち受けた王
お う

弘
こ う

の真似をするのも辞さないであろう。 

唐
と う

の時代に苕
ち ょ う

渓
け い

や霅
と う

水
す い

のあたりに舟を浮かべるのを終生の望みとした人がいたが、 

貴君はかねてからこの地に家を構える計を立てたのだった。 

千里の遠くにあっても、 

一言通じれば十分に心に足りるというから、 

貴君と何も会わなくてもよいであろう。 

【補足】［この詩を見ると、孫
そん

侔
ぼう

とは詩のやりとりをしただけで会ってはいないよう

だ。孫侔に贈った詩はもう一首あるが訳は割愛する。なお、孫侔はこの翌年に66歳

で没している］ 

 

■【05-5-085】次韻和劉貢父登黄楼見寄並寄子由二首 

【解題】劉
りゅう

攽
はん

［字
あざな

は貢
こう

父
ほ

］［→作品番号 05-1-056 など］が徐
じょ

州にある黄
こう

楼
ろう

に登って詩

を詠んで送ってきた。それに和して、一首を劉攽に一首を弟に寄せた。 

 

 其の一 

淮
わ い

河
が

へと連なる清らかな流れ、 

そこに、海辺の地で第一とされる黄
こ う

楼
ろ う

が建つ。 

貴君［劉
り ゅ う

攽
は ん

］が黄楼を詠んだ詩はまこどに雄大であるから、 

詩を詠んだ人もさぞかし魁梧
ど で か い

と人は思うのである……。 

世俗は本物の宝よりも見掛け倒しの物をなぜか重んじるので、 

貴君は馬に乗って各地を奔走しなければならない。 

貴君との邂
か い

逅
こ う

の機会を失ったままであるので、 

私は誰とともに次に黄楼に登るのだろうか。 
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貧乏であるがために、倉に貯め込まれている米をむさぼりたくなるが、 

造化が自在に万物を生み出す技に任せておくのがよいのだろう。 

つまり、これからどうなるのかあらかじめ見定めることはできないのだから、 

我らができるのは、退隠して休むところを探しておくくらいであろう。 

私は泗
し

水
す い

のほとりに田を買おうと思い付いたものの、 

結局は行き場のない鬼
き

［亡霊］になってしまうのだろう。 

黄楼の下の水に舟を浮かべることができるのはいずれの年であろうか、 

いまはせいぜい夢の中で、 

天
て ん

呉
ご

［体が虎で八つの首がある神獣］を鞭打って空を飛ん行くのを見るだけである。 

【補足】［（1）この詩には蘇軾自身による注で、「劉
りゅう

攽
はん

は背が小さい」と記してあ

る。詩の大きさと身体の大きさは別であるというジョーク。（2）泗
し

水
すい

のほとりに退

隠の場を定めようと考えたことは作品番号05-5-031で見ている］ 

 

 其の二 

君［弟］と一緒に故郷を去って十年、 

僕も君も天の片隅にいる。 

歳の巡り合わせが悪いのか、生きる算段が拙いのか、 

枯れた梧
あおぎり

にしがみついている。 

窮状に陥った人との交際は普通は嫌うものだが、 

劉
り ゅ う

君のように、ちゃんとした地位にあることを誇ったりせずに、 

僕等のことを好んでくださる人もいる。 

劉君の清らかな句は金の糸を縒
よ

り合わせたようなもの、 

吟じると、高い楼閣で白い月の光を浴びている気分になる。 
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このような新しい意匠の詩が生まれたのも、 

君が徐
じ ょ

州のあの場所に楼閣を建てるとよいといってくれたからだ。 

近ごろ君は、君が作った『黄
こ う

楼
ろ う

の賦』を六幅の図に写したところ、 

一座の者は身をそばだててそれ見て、 

一文字でもいいから自分のために筆を執ってほしいと頼んだと聞く。 

僕から君に頼むのは、 

僕のまわりの人々に怨みを抱かせないようにしてくれること。 

だって君はどうせここらには来てくれないんだろうね。 

 

■【05-5-086】文与可画篔簹谷偃竹記 

【解題】蘇軾の手元に、文
ぶん

同
どう

［字
あざな

は与
よ

可
か

］が描いた篔
うん

簹
とう

谷
こく

の偃
えん

竹
ちく

［横に寝そべった竹］

の画があった。篔簹谷は洋
よう

州にあり、そこの竹を主題とした詩を蘇軾はかつて詠んで

いた［→作品番号05-2-008の其の二十四］。7月7日、梅雨が明けて空気が乾燥してき

たのだろう、書画の虫干しをしたところ、この画が出てきたので、思うところを記し

たのがこの文章である。 

 

【訳文】 

竹が生まれたばかりのときはたった一寸ばかり。そこに節も葉も具わっている。筍
たけのこ

がごく小さいうちは蝉の

腹に似て、少し大きくなると蛇の腹のようになり、いつしか十尋
じ ん

［20 メートルほど］もの長い剣を抜き放った

ように高く伸びあがる。しかし、竹の全ては生まれたときに具わっているのである。 

いま竹を画く者は、節を一つずつ作り、葉を一枚ずつ累
か さ

ねてゆく。これでどうして竹となるのだろうか。 

竹を画くときには、必ず先に、胸の内に成長した竹を得ておかなければならない。筆を執ってそれを熟

視し、画こうとするものが見えてきたなら、さっと始め、見えたままに従って筆を揮って、直ちにやり遂げる
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のである。見えたものを追うのは、兎が跳んで鶻
はやぶさ

が急降下するような具合で、少しでもぐずつくと、見え

たものは逝
い

ってしまう。 

このように文
ぶ ん

同
ど う

は私に教えてくれた。私は、自分ではそのようにはできないけれども、心にはそうであること

を識
し

った。 

心にそうであることを識っても、そのようにはできないのは、心の内と外とが一つになっていなくて、心と手

が応じ合わないからである。それはよく学ばないことからくる過ちである。心の内に見えているものがあっ

ても、これを習熟するまで繰り返し行っていない者は、普段は自分ではっきりわかっていると思い込んで

いたところで、実際に事に臨むと、たちまち見えていたはずものを喪
うしな

ってしまうのである。 

これは竹に限ることではない。 

弟の蘇轍は『墨
ぼ く

竹
ち く

の賦』を作って文同に贈った。そこにはこのように記してある。 

「古
いにしえ

の庖
ほ う

丁
てい

は牛を上手に解体する職人で、その技
わ ざ

を見て、人は命を養う極意を得た。古の輪
り ん

扁
ぺ ん

は車

輪を削って作る職人で、その技を見て、人は書物を読む極意を得た。先生は竹を画くことに託して、道

を会得して生きるありさまを示されているのではないだろか」。 

弟は絵を画いたことがない。だから、文同のしていることの意
こころ

だけを理解した。私のような者は、その意

だけでなく、あわせて画く方法も得た。 

文同は竹を画いて、それが価値のあるものだとは全く思っていなかった。あちこちから画いてほしいと白

い絹を持って頼みにくる者が足を踏み合うようにして門に押し寄せると、文同はそれを嫌って、絹を地に

投げつけ、罵っていった。 

「こんなもの、わしの襪
た び

にしてやる」 

士
し

大
た い

夫
ふ

［官僚仲間］はこれを言い伝え、語り草にした。 

文同が洋
よ う

州の知事から都に還ったとき、私は徐
じ ょ

州にいた。文同は私に手紙でこのように言った。 

「近ごろ私は士大夫連中にいってやった。『吾が墨竹の一派が都に近い彭
ほ う

城
じ ょ う

［徐州］にいる。行って

頼んだらよいだろう』。だから、そのうち、君のところには襪
た び

の材料が集まることでしょう」 
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手紙の終わりに詩が一首書き添えてあった。そのさわりの部分は、 

 擬将一段鵝溪絹、［一段［長さ一尺］の鵝
が

溪
けい

の絹［高級な絹織物］を用いて］ 

 掃取寒梢万尺長。［長さ一万尺の冬の竹を画こうと思う］ 

私は文同にいった。 

「竹の長さが一万尺なら、絹織物にしたら二百五十匹
ぴ き

分の長さに相当します。これに画くとなると筆を

動かすのを墨を磨るのも大変でしょうから、その絹を頂戴したいものです」 

文同は答えようがなくて、こういってきた。 

「私はでたらめを言ったのだ。世の中に一万尺の竹などあるはずもない」 

私は自分がいったことを真実とするために、詩で答えた。 

 世間亦有千尋竹、［世間にはよく千尋
じ ん

の竹があるとされる］ 

 月落庭空影許長。［月が傾いて広い庭に落ちるその影はどれほどの長さであろうか］ 

文同は笑っていった。 

「蘇君はああいえばこういうだな。しかし、二百五十匹もの絹があったら、私は田を買ってすぐに隠居する

よ」 

そして篔簹谷の偃竹を画いて私に贈ってくれて、こういった。 

「この竹は数尺しかない。しかし一万尺の勢いがある」 

篔簹谷は洋州にある。かつて文同は私に『洋州三十詠』を作らせたことがあり、篔簹谷もその一つだ

った。そのときの詩は、 

 漢川修竹賤如蓬、［篔簹谷の竹は立派であるけれど、その値は蓬のように安い］ 

 斤斧何曾赦籜竜。［ここの筍は伐り取るのを禁じられている］ 

 料得清貧饞太守、［清貧を自称するここの実は大食らいの知事殿が］ 

 渭浜千畝在胸中。［いつも竹が胸中にあるといいつつも、本当は自分だけが腹の内におさめようとし

ているに違いない］ 
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私の手紙が届いた日、文同は妻と篔簹谷に遊んで、採ってきた筍を焼いて晩のおかずにしていた。

手紙の入った箱を開き、この詩を見ると、笑いをこらえることができなくて、ご飯が卓上いっぱいに飛び散

ってしまった。 

文同は元
げ ん

豊
ぽ う

二年正月二十日に陳
ち ん

州で亡くなった。 

同じ年の七月七日、私は湖
こ

州にあって書画の虫干しをしてこの竹の画を見て、巻き物を置き、声を失

って泣いた。 

昔、曹
そ う

操
そ う

［三国時代の英雄］は、『橋
き ょ う

玄
げ ん

を祭る文』を書き、そこに「車過」「腹痛」の語があった［橋玄は

かつて曹操に向かって、「私が死んだ後、もしも君が私の墓の近くにまできて、車に乗ったまま知らん顔

で通り過ぎようとしたら、三歩も行かないうちにきっと腹が痛くなるだろう」と冗談をいっていた］。私もまたこ

こに文同との昔の戯れの言葉を載せるのは、文同と私が親密で隔てるものがなかったことを示すため

である。 

【補足】［（1）一万尺の長さの竹に関するやりとりは、作品番号 05-4-044 にあった。

（2）この文とは関係ないが、蘇軾にまつわる一つのエピソードをここで読んでおき

たい］ 

 

【訳文】 

朱
し ゅ

弁
べ ん

：『曲
き ょ く

洧
い

旧
きゅう

聞
ぶ ん

』から 

東
と う

坡
ば

［蘇軾］は本性として事を耐え忍ぶことができなかった。 

東坡は晁
ち ょ う

端
た ん

彦
げ ん

に会うと、いつもこのようにいっていた。 

「食べているものの中に蠅がいたなら、吐かずにはいられないだろう」 

東坡はこのようにもいった。 

「私は仁
じ ん

宗
そ う

皇帝によって制
せ い

科
か

の試験で抜擢され、そのころの第一級の方 と々知己となりました。また、

便
び ん

殿
で ん

において神
し ん

宗
そ う

皇帝と対面するのを許され、思うところを述べましたところ、すべてを胸に納めてくださ
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いました。皇帝にしばしば上奏し、激しく論じることもしましたが、皇帝は一度もお怒りにはなりませんでし

た。もしも私の発言を止めたなら、もはや誰も物をいわなくなってしまうであろうということであったのでしょう。

私が心配しているのは、朝廷が私を殺すということだけです」 

晁端彦はそれを聞いて、黙って何もいわないでいると、東坡はしばし嘆息して、 

「朝廷がもしも私を殺すのなら、この微々たる命など惜しむものではありません。ただし、ここに一つの気

がかりがあります。私が殺されたなら、きっと君は、だからはいわんこっちゃないと鼻を高くするんだろうね」 

それで二人で大笑いしたのだった。 

【補足】［（1）これは、朱
しゅ

弁
べん

の随筆『曲
きょく

洧
い

旧
きゅう

聞
ぶん

』に収められている記事で、晁
ちょう

端
たん

彦
げん

［字
あざな

は美
び

叔
しゅく

］は蘇軾と同じ年の科挙で合格した人である［→作品番号 05-1-051］。こ

こに記されている晁端彦との会話がいつなされたのかというと、確証はないが、もし

かしたらこのころであったのかもしれない。なお、晁端彦の子が晁
ちょう

説
せつ

之
し

で、朱弁は晁

説之の弟子である。つまり、朱弁は師匠からその父の話を聞いて記録したのであって、

信憑性はそれなりに高いのであろう。（2）最初の蠅の話は、思い付いたことは言葉に

して出してしまわずにはいられない蘇軾の本性をよく言い表していて、それが危険な

ことであるのは重々承知していながらも止められないのである。同じ趣旨のことを蘇

軾自身が書いているのを作品番号 05-1-076 で見ている。（3）後半では、皇帝からは厚

く信頼されていると、蘇軾はゆるぎない自信を持っていて、もしもこの身に危害を加

える者があるとしたら、朝廷に巣食う新進の連中であると考えていたことが語られて

いる］ 

 

■【05-5-087】書楊樸事 

【解題】着任してようやく3カ月を超えたばかりの7月28日、湖
こ

州での蘇軾の日々は

突然に終了した。都からきた皇
こう

甫
ほ

遵
じゅん

が州庁に現れ、たちまち蘇軾は逮捕され、知事の
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職を解かれ、都へと送還されたのである。それより先、御
ぎょ

史
し

台
だい

［官員の不法行為を取

り締まる部署］の李
り

定
てい

、舒
じょ

亶
たん

、何
か

正
せい

臣
しん

が、蘇軾は詩文をもって皇帝を誹謗したとして

告発し、皇帝は蘇軾を取り調べるよう命じた。皇帝の命令が下されたのは 7月 4日、

蘇軾が文
ぶん

同
どう

の画の虫干をしていた 7月 7日より 3日前であった。ここでは舒亶による

告発状を見ておこう。 

 

【訳文】 

太
た い

子
し

中
ちゅう

允
い ん

集
し ゅ う

賢
け ん

殿
で ん

校
こ う

理
り

権
け ん

監
か ん

察
さ つ

御
ぎ ょ

史
し

裏
り

行
こ う

の舒
じ ょ

亶
た ん

の札
さ つ

子
し

 

臣
わたくし

が伏して見ますに、湖
こ

州知事の蘇軾が近ごろ提出した『謝
し ゃ

上
じ ょ う

表
ひ ょう

』［→作品番号05-5-048］には、

時事をひどく咎める言葉があり、それを俗人たちが挙って争うようにして言い広め、忠義の士は誰もが憤

っております。 

陛下がうるわしくも法制度を新たにされて以来、異論を唱える者はもとより少なくはありませんでした。その

大きなものは、文章をもって事実を乱し、讒
ざ ん

説
せ つ

を作り上げて、新法を破壊しようとするものであり、その次

のものは、面従腹背して座して様子をうかがい、新法が成功しないようにするものでありました。ただそれ

だけであって、禍
わざわい

を起こそうとの心を内に抱き、お上を怨望し、訕
せ ん

讟
と く

慢
ま ん

罵
ば

して、人臣としての節義を一

切持たないという蘇軾のような者はいなかったのであります。例えば、陛下が銭を貸し与えて貧民の生

業を助けられていることについて、「贏得児童語音好、一年強半在城中」［→作品番号04-2-018］と

詩に詠み、陛下が法を明らかにして官員の試験を行われていることについて、「読書万巻不読律、

致君堯舜知無術」［→作品番号04-1-007］と詩に詠み、陛下が水利を興されていることについて、

「東海若知明主意、応教斥鹵変桑田」［→作品番号04-2-063］と詩に詠み、陛下が塩の専売を

厳格にされたことについて、「豈是聞韶解忘味、邇来三月食無塩」［→作品番号04-2-018］と詩に

詠んだのであります。そのほかにも、物に触れ、事に即し、口に応じていうことは、いずれもお上を譏
き

謗
ぼ う

し

ないものは一つもないのであります。それらは、あるいは板に刻まれ、あるいは石に刻まれて、朝廷の内



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：561 
 

外に伝え広められ、それをもって蘇軾は己の才を誇っているのであります。最も甚だしいのは、遠く過去

の王朝が衰退したときの故事を用い、あるいは小説や雑多な伝承の語を使って、それをいまの大臣

に引き寄せ、さらには陛下を謗ろうとしていることでありまして、大いなる不恭と言わざるを得ないのであり

ます。 

臣
わたくし

が歴史を顧みて、古来の書物に載せられているものを見ますに、世の中を憂う者は、上に徳を失っ

た行いがあり、道
み ち

に反した政治があり、逆
ぎ ゃ く

節
せ つ

不
ふ

軌
き

の大臣がいたときであっても、人心を揺るがすことが

ないように、必ず忠順であるよう諭してから後に批判したのでありました。恭しくも陛下は身をもって道德を

実践され、政治を導き、士を採用して、天下後世の幸いになるよう、堯
ぎ ょ う

舜
しゅん

の心を用いておられます。こ

のようなときに、蘇軾は無用の曲学をもって虚名を克ち得ようとして、官は省
し ょ う

郎
ろ う

となり、職は文
ぶ ん

館
か ん

に在っ

て、知事となって大きな権限を得たのでありました。臣
わたくし

としては、蘇軾が陛下に背いて、悖
ぼ つ

慢
ま ん

を行って、

畏れず忌むことのない振る舞いをどうしてできるのか、全く理解できないのであります。人の道の立つと

ころには必ず義があり、天地の間で逃れられない最も大切な義は君臣の間のものであります。蘇軾の

行為は、それを踏み外し、君臣の義をまったく知らないかのようであります。そもそも人臣として、義の心

がないのならば、利をもって行うようになり、その悪は留まるところを知らないのであります。蘇軾をこのまま

にしておいてよいのでありましょうか。 

昔より、勝手に異説を唱える者に対しては、民衆をばらばらにし奸
か ん

佞
ね い

の者と親しくして風俗を乱したことを

もって責め、決して許すことはありませんでした。臣
わたくし

が按じますに、蘇軾が天を怨む心を抱き、お上を謗

る語を造り、深く理
ことわり

を害っていることは明白であります。万死をもってしても、聖時を乱した罪を償うには足

りません。決して許してはならないのであります。伏して望みますのは、陛下は先王の義を体し、治世の

重典を用いて、蘇軾をしかるべき部署に付して、その大不恭について取り調べ、天下の人臣の戒めと

してくださいますように。忠憤に耐えず、心より願うものであります。 

元
げ ん

豊
ぽ う

二年七月二日、崇
す う

政
せ い

殿
で ん

に進呈し、中
ちゅう

書
し ょ

省
し ょ う

へと送付いたします。 

【補足】［（1）蘇軾が湖
こ

州に着任したときに皇帝に提出した文章［→作品番号 05-5-048］
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が告発の第一のターゲットになっていて、その他にここでは四つの詩句が取り上げら

れている。獄中ではさらに多数の詩文が取り調べの対象となった。（2）この告発状の

核心は、蘇軾が皇帝個人を誹謗するという、人臣としてあってはならない大不敬を働

いたとするところにある。新法や王
おう

安
あん

石
せき

を批判することは許され得るとしても、矛先

を皇帝に向けることは絶対に許されないのだった。蘇軾にはもちろん皇帝を批判する

気はなかったのだが、告発者たちは多くの詩文をその証拠として突き付けたのである。

（3）この告発状を書いた舒
じょ

亶
たん

は蘇軾よりも5歳若く、蘇軾よりも8年遅れて科挙に合

格した人で、科挙の二次試験を主席で通過し、その才能が高く買われた。剛直な性格

で、御
ぎょ

史
し

台
だい

の職務に忠実であったようで、蘇軾が詩文をもって朝政を誹謗したと確信

をもって告発したのであろう。（4）もう一人の告発者である李
り

定
てい

は、蘇軾よりも16歳

上で、王
おう

安
あん

石
せき

が改革を始めたのを好機と見て、母の喪に服すべき期間中であることを

隠してよいポストを獲得した人物で、蘇軾はそのことをある詩で揶揄していた［→作

品番号 03-4-004］。蘇軾が批判する「新進」の典型的な人物で、蘇軾への個人的な憎し

みが告発の大きな動機になったであろうことを否定するのは難しい。（5）何
か

正
せい

臣
しん

は蘇

軾よりも 3歳ほど若く、神童の誉れ高く、早くも 8歳のときからその名を皇帝に知ら

れ、蘇軾よりも10年遅れて科挙に合格し、その後は官員として仕事をそつなくこなし

ていたようで、蘇軾を告発したのは単に職務を忠実に果たしたということであったの

だろう］ 

【補足】［蘇軾の逮捕がどのように行われたのか、孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

の随筆『孔
こう

氏
し

談
だん

苑
えん

』に詳し

く記されている。孔平仲は蘇軾と交流のあった孔
こう

文
ぶん

仲
ちゅう

［→作品番号 04-1-061］の弟で、

逮捕の現場に居合わせた祖
そ

無
む

頗
は

が目撃したことであるとして記録しているので、いか

にも信憑性が高そうなのだが、孔平仲は「諧
かい

謔
ぎゃく

狂
きょう

放
ほう

」で、書いたものの史料的価値

は怪しいとされる。つまり話を面白く盛る癖があるようなので、そのつもりで用心し
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て読む必要があるようだ。以下に『孔氏談苑』の一節を訳すが、いわば講談の類だと

思って見ていただくのがよいであろう］ 

 

【訳文】 

孔
こ う

平
へ い

仲
ちゅう

：『孔
こ う

氏
し

談
だ ん

苑
え ん

』より 

蘇軾が詩で朝政を誹謗し、お上
か み

を侮る言動があったことをもって、朝廷は御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

に対して、役人を派

遣して逮捕するよう命じた。このとき李
り

定
て い

は御史台の長官として人に対して荒く、蘇軾を逮捕することに

熱心であった。 

ここに皇
こ う

甫
ほ

遵
じゅん

が派遣されることになり、皇甫遵は息子と御史台の役人二人を連れて湖
こ

州へと急行し

た。一方で、王
お う

詵
し ん

［→作品番号 05-5-015 など］はこのことを知ると、蘇軾と日頃から親しくしていたので、

密かに人を遣わして南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府
ふ

にいる蘇轍に報せた。蘇轍はすぐに兄のもとに人を走らせた。皇甫

遵は通常の二倍もの速さで飛ぶようにして湖州に向かったために、追い付くのは難しかった。ところが、

皇甫遵が長
ち ょ う

江
こ う

を渡って潤
じゅん

州に至ったところで、たまたま息子が病気になり、医者を求めて半日そこに

留まった。それで蘇轍の使者がわずかに先んじることができた。 

皇甫遵が湖州に到着した日、蘇軾は休暇を取っていて、祖
そ

無
む

頗
は

が知事代行を務めていた。皇甫遵

はただちに州の庁舎に踏み込んだ。皇甫遵は長いブーツを履き、笏
し ゃ く

を秉
と

って中庭に立った［朝廷の

使者としての姿］。従う二人の役人は白い衣に黒い頭巾で、獰猛そうな顔であたりをねめつけた。湖

州の役場の人々は何が起こったのかわからず恐れおののいた。 

蘇軾も恐れ、すぐに外には出ないで、祖無頗に相談した。祖無頗はいった。「事態がこうなったからに

はどうすることもできません。すぐに出て使者に会うべきです」。蘇軾はいかなる服装で出るべきかと祖

無頗に相談した。罪人として使者の前に出るのなら、官員としての正式の服装はふさわしくないのでは

ないかと思ったのである。祖無頗はいった。「まだいかなる罪であるのかわかっておりません。正しい服

装でお会いするべきです」。そこで蘇軾もブーツを履き、笏を秉って中庭に下り立った。祖無頗と湖州
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の役人も蘇軾の後ろに並んだ。 

御史台の二人の役人は朝廷からの書状を衣の内に抱え持ち、それはあたかも剣がそこに潜んでいる

かのように見えた。皇甫遵はしばらく何もいわなかったので、人々はますます恐れた。ようやく蘇軾がいっ

た。「私は朝廷の政事に激しく悩むところがあり、今日は必ず死を賜るものでありましょう。死はもとより辞

すものではありません。どうか、家人と訣別するために家に一度帰らせていただきたい」。皇甫遵は初

めて口を開き、「そこまでのことではない」。祖無頗が前に進んで、「何か朝廷から授けられた文章がご

ざいましょう」と、いった。皇甫遵は尋ねた。「そちは何者か」。祖無頗はいった。「知事の代行です」。皇

甫遵は朝廷からの文章を祖無頗に渡した。それを開いてみると、蘇軾を都に連れて来るようにとだけあ

った。 

皇甫遵がすぐに発つよう蘇軾を促すと、二人の役人はとうとう蘇軾を捕えた。即座に町を出て、蘇軾

は舟に乗せられた。湖州の人々はそれを見送って、雨のように涙を流した。わずかの間に、州の知事

を犬か鶏のように掴まえて、連れ去ってしまったのだった。 

【補足】［（1）一読しておわかりの通り、読む人をハラハラドキドキさせる、うまく

できた物語である。皇
こう

甫
ほ

遵
じゅん

が初めに何もいわずにいたのは、蘇軾が恐れて勝手に自殺

してしまうよう暗に仕向けたというのが、書かれてはいないけれど、このいかにも講

談調のこの文章のミソである。弟の使者が一瞬早くに着いたというのは出来過ぎた話

で、それでも、蘇軾はなすすべもなく朝廷の使者を迎え、祖無頗に相談しなければ何

もできないほどまでに動揺してしまったよう描かれている。これが事実なら、かつて

母の前で自分は漢
かん

の時代の范
はん

滂
ぼう

のようになると誓った蘇軾としてははなはだ面目ない

であろう［→作品番号 01-2-001］。范滂は、逮捕しにきた朝廷の使者の前へ自ら進んで

出て行ったのである］ 

 

【解題】この項の表題に掲げた『楊
よう

樸
ぼく

の事を書く』は、この事件からずっと後になっ
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て蘇軾自身が記したもの。 

 

【訳文】 

かつて洛
ら く

陽
よ う

を通過した際に、李
り

柬
か ん

之
し

に会って次のような話を聞いた。 

真
し ん

宗
そ う

皇帝が泰
た い

山
ざ ん

で封
ほ う

禅
ぜ ん

の儀を行って都へと帰還する際に、皇帝は天下の隠者を探し求めた。杞
き

の

人で楊
よ う

樸
ぼ く

という隠者がいて、巧みに詩を詠むというので、皇帝は楊樸を呼び寄せた。楊樸は詩など

上手に作れないことは自分でよく知っていたけれど、皇帝のお召しに応じないわけにはいかなかった。 

皇帝は楊樸にいった。 

「そちが出発するに当たって、誰かそちに送別の詩を贈ってくれなかったかな」 

「妻が贈ってくれた一首だけがございます」 

「どういう詩だ」 

楊樸が吟じた。 

 更休落魄耽盃酒、［酒に耽溺して魂を落としちゃだめよ］ 

 且莫猖狂愛詠詩。［詩に凝り過ぎて頭をパーにしちゃだめよ］ 

 今日捉将官裏去、［そういってたのに、今日は引っ立てられてお上のもとに連れられ］ 

 這回断送老頭皮。［その老いぼれ頭の皮をぺりっとむかれちゃうのよね、かわいそうね］ 

皇帝は大笑いして楊樸を山に還した。 

私は湖
こ

州にいたときに、詩をもって罪を問われ、獄に連れて行かれた。妻子は私を見送って門の外で

大泣きをした。妻子に語る言葉もなかったのだが、つい妻を顧みて、 

「何かい、君は楊樸の妻のように詩を作って僕を送ってくれないのかい」 

妻は思わず笑ってしまい、私はそれを背に出て行ったのである。 

【補足】［蘇軾にも話を面白く脚色する癖があるので、本人がこのように書いていて

もこれがそのまま事実であったかどうかはわからない。一つの有力な解釈としては、
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動揺して為すすべを知らない人々を目の前にして、蘇軾は不意にジョークを思い付き、

楊
よう

樸
ぼく

の話をもしかしたら即席で作って、笑わせたのではなかろうか。『孔
こう

氏
し

談
だん

苑
えん

』に

は、知事代行にいちいち尋ねないと何もできなかったと書かれていたが、それよりは

蘇軾の実像に近いように思われる］ 

 

■【05-5-088】杭州召還乞郡状 

【解題】蘇軾は逮捕され、船中に軟禁され、都へ連れて行かれた。弟の蘇轍に後を託

す手紙を書き、そのときまでずっと湖
こ

州にいた王
おう

適
てき

、王
おう

遹
いつ

の兄弟が蘇軾の家族を蘇轍

のいる南
なん

京
けい

応
おう

天
てん

府
ふ

にまで送り届けることになった。蘇軾の長男の蘇
そ

邁
まい

は父が護送され

る船の後を徒歩で追った。ここでは、蘇軾自身が12年後にこの事件をどのように回顧

しているかを、時の皇帝、つまり神
しん

宗
そう

の子の哲
てつ

宗
そう

に差し出した次の文章で見ておこう。 

 

【訳文】 

元
げ ん

祐
ゆ う

六年五月十九日， 

臣
わたくし

は昔、治
じ

平
へ い

年間に鳳
ほ う

翔
し ょ う

の職から替わって朝廷に入り、初めて英
え い

宗
そ う

皇帝の知遇を被
こうむ

りました。皇帝

陛下は臣
わたくし

を用いようとしてくださいましたが、当時の宰相の韓
か ん

琦
き

は臣
わたくし

がまだ若く資質に浅いところがあり、

官の任に耐えられるか試めされてもいないことから、しばらくの間はと館
か ん

職
し ょ く

を与えてくださいました。 

臣
わたくし

は父の喪に服すために官職を去ることとなり、喪が終わって改めて朝廷に参内いたしました。そこで、

神
し ん

宗
そ う

皇帝のお招きをいただき、面と向かって激励のお言葉を賜り、臣
わたくし

が職掌外のことについても申し

上げることを許してくださいました。そのとき臣
わたくし

は、遠国からきた臣下はまだこれほどまでの優遇を受けるは

ずがないので、これはきっと英宗皇帝が臣
わたくし

を知っていてくださったことによるのであろうと思いました。 

このとき王
お う

安
あ ん

石
せ き

が新たに政治を司り、法度を変易しました。臣
わたくし

がもしも少しばかりでも王安石に擦り寄り

ましたならば、きっと昇進して用いられたでありましょう。しかし、臣
わたくし

は朝廷から遠い人間でありながら、英
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宗皇帝、神宗皇帝の特別な知遇を蒙り、それでいて天を欺き自分の心に背くようなことはできないと、

王安石がしようとしていて施行してはならないことを具さに論じて、万に一つでの国政に補うところがあれ

ばと考えました。しかし、神宗皇帝の御心が臣
わたくし

のことをどれほど認めてくださっているのか、その浅い深

いをまだ測ることができませんでした。折しも、上
じ ょ う

元
げ ん

の節に四千の灯篭をお買い上げになって、しかも役

目の者が理由もなく価を値切っているということでありましたので、臣
わたくし

はそのことを論じて意見書を出しまし

たところ、先帝［神宗皇帝］は大いに喜ばれて、即時に臣
わたくし

が申し上げた通りに施行してくださいました。

臣
わたくし

はこれによって、先帝が聖明にして、言葉を尽くした意見を受け入れてくださると知り、六千余言にわ

たって新法のよろしくないことを詳しく論じた意見書を提出いたしました。また、科挙についても意見を申し

上げ、王安石には人を見る力がなく、王安石が勧める人間は用いてはならないことを申し上げました。

先帝はそれを聴いて従ってくださったわけではありませんでしたが、臣
わたくし

の愚直をよしとして、譴
け ん

問
も ん

されること

はありませんでした。しかし、王安石は大いに怒り、その仲間は皆歯噛みをして怒り、臣
わたくし

を傾けようとしまし

た。御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

の謝
し ゃ

景
け い

温
お ん

が首謀者となって必死にあら捜しをして、臣
わたくし

が父の喪に服して帰郷した際に、舟

の中で私的に塩を販売したとの告発をしました。そして、各地に指令を下して、当時の舵取りから竿さし

までも捕えて拷問にかけて、証拠を集めようとしました。しかし、その実体はなく、罪をでっちあげることはで

きずに終わったのでした。 

臣
わたくし

はこれによって禍
わざわい

を懼
お そ

れ、都の外に出ることを乞い、三回連続して地方官に任ぜられました。それ

でも、先帝は臣
わたくし

を大切に思ってくださることは衰えず、臣
わたくし

が差し出す文章が届くと、それを左右の者に

示して褒めてくださいました。それで、改革派の人々は臣
わたくし

がまた朝廷で用られるのではないかと疑い、

李
り

定
て い

、何
か

正
せ い

臣
し ん

、舒
じ ょ

亶
た ん

の三人が、飛語を組み合わせ、いろいろな罪状を作り上げて、必ず臣
わたくし

を死罪

にしようとしました。先帝は初めは許されませんでしたが、この三人が訴え続けてやまなかったために、

臣
わたくし

は罪を得て獄に下ることになりました。李定らは乱暴な役人である皇
こ う

甫
ほ

遵
じゅん

を派遣し、皇甫遵は吏卒

を率いて湖
こ

州にきて、臣
わたくし

を盗賊のように捕えました。臣
わたくし

は妻子と訣別し、手紙を弟に留めて後の処置

を託しました。自分で思うに、必ず死ぬであろうと考え、長
ち ょ う

江
こ う

を過
よ ぎ

る際に、江中に身を投げようとしました。
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しかし、吏卒が監視していたために果せませんでした。獄に到ると、何も食べずに死のうとしました。しか

し、先帝は使者を獄に遣わしてお命じになるところがあり、獄吏は敢えて非道な仕打ちを加えるようなこと

はなくなりました。それで、臣
わたくし

は、先帝に臣
わたくし

を殺すお気持ちはないと知ったのであります。それによって、

余命を留めて今日に至ることを得ました。……［後略］…… 

【補足】［（1）この文章も、本人が書いているのだからこれがそのまま事実であった

とは限らない。歳月を経てから書いていることと、皇帝に提出した文章であることか

らすると、露わな意図はなくても、筆を飾ったところが全くないとは言い切れないだ

ろう。（2）先に見た孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

の「講談」では湖
こ

州を離れて以降、獄中で何があったかま

でを語っている。これこそはかなりの眉唾物と思うべきであろうが、同じ時代の人た

ちがどのようにこの事件を認識していたかがわかるだろう。ここでは護送中の様子を

読んでおこう］ 

 

【訳文】 

孔
こ う

平
へ い

仲
ちゅう

：『孔
こ う

氏
し

談
だ ん

苑
え ん

』より 

蘇軾が皇
こ う

甫
ほ

遵
じゅん

に逮捕され、太
た い

湖
こ

の蘆
ろ

香
こ う

亭
て い

の下にまでくると、乗っていた船の舵が破損したので修理

をした。その夜は、風と波があり、月が昼間のように明るかった［7 月末であったはずなので明らかに事

実に反する］。 

蘇軾は考えた。 

「慌ただしく捕まえられ、これからどうなるのか。きっと厳しい取り調べをされて、連座する者が多数になる

だろう。目を閉じて水に入るなら、すぐに事は終わる」 

そうしようと思って、また考えた。 

「弟を困らせたくない」 

つまり、自分にもしものことがあれば、弟はきっと独りでは生きられないと思ったのである。 
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それで、水には入らずに都に行き、御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

の獄に入れられたのである。 

 

■【05-5-089】呉江岸 

【解題】蘇軾は獄に送られてゆく船上で、この詩を詠んだと伝えられている。場所

は、太
たい

湖
こ

の近くの川岸で、孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

の随筆を信用すれば自殺を思いとどまったすぐ後と

いうことになる。 

 

【訳文】 

暁の色はそのまま秋の色、 

蝉の声に鳥の声がまざる。 

大きな志はすっかり消え去ってしまい、 

首
こうべ

を回
め ぐ

らすだけで心は動揺する。 

 

■【05-5-090】黄州上文潞公書 

【解題】上で見たように、蘇軾は太
たい

湖
こ

のほとりか、長
ちょう

江
こう

を渡るときか、入水すること

を考えたものの、湖
こ

州に赴任した際に通った道を逆にたどるようにして揚
よう

州に至っ

た。このときの揚州知事は、蘇軾が親しくしてきた鮮
せん

于
う

侁
しん

［→作品番号05-4-085な

ど］で、鮮于侁は蘇軾に面会しようとした。 

 

【訳文】 

『宋
そ う

史
し

』巻三百四十四「鮮
せ ん

于
う

侁
し ん

伝
で ん

」より 

蘇軾が湖
こ

州から獄に赴いたときに、親族も友人も交わりを絶った。蘇軾は揚
よ う

州を通過し、鮮于侁は

行って会おうとした。御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

の役人は面会を許さなかった。 
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ある者が、「公
こ う

［鮮于侁］は蘇軾とは長い知り合いで、往来する文書がありましょうから、それらは留めず

に焼くのがよろしいでしょう。そうしなければ、罪を獲てしまうでしょう」と、いったので、鮮于侁はこのように答

えた。「主君を欺くこと、友人に背くこと、いずれも私のできることではありません。忠義をもって譴責される

のなら、私の願うところです」。鮮于侁は役人の取り調べの対象となり、揚州知事を辞めることになっ

た。 

 

【解題】蘇軾は大運河を北上して、揚
よう

州から宿
しゅく

州に至ると、役人がきて船を囲み、文

書類の捜査を受けた。そのことについて、事件から2年後に文
ぶん

彦
げん

博
はく

［→作品番号05-5-

014］に宛てた手紙に記しているので、その部分を読んでおこう。 

 

【訳文】 

私が逮捕されて獄に赴いたときに、長男はすでに長じておりましたので、徒歩でついてきましたが、その

他の者は湖
こ

州の官舎に残りました。いずれも婦女ないし幼稚の者でありました。 

宿
し ゅ く

州に至りますと、私が家に所蔵する文書を取り集めるようにとの御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

の命令が下り、各地の役所

はそれに従って役人を捜索に派遣し、私の乗る船も役人に囲まれ、文書類を持ち去っていきました。

家でも捜査を受けて、老人や幼い者は死ぬばかりに怖がり、役人が去ってから、女たちは、「こんなこと

になったのも日ごろからものを書くことを好んでいたからで、書いていったい何を得たかといったら、私た

ちをひどく怖がらせただけではありませんか」と、怒り罵り、残ったものことごとく焼いてしまいました。事が定

まって後に調べてみますと、書いたもののうち十に七ないし八は失われてしまっていました。 

【補足】［ここでも蘇軾一流の誇張はあるのだろうが、蘇軾の書いた物は没収され

て、取り調べの対象となったことは間違いない］ 

 

■【05-5-091】御史台楡、槐、竹、柏四首 
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【解題】蘇軾が都に着いて御
ぎょ

史
し

台
だい

の獄に入れられたのは8月28日、取り調べを担当し

たのは、李
り

定
てい

と張
ちょう

璪
そう

であった。張璪は、かつて蘇軾から、収穫を早く得ようと焦るの

はよろしくないという助言を受けた張
ちょう

琥
こ

と同じ人物である［→作品番号 02-3-032］。

李定も張璪も、個人的に蘇軾を憎んでいたようで、取り調べは苛烈で、蘇軾は最初は

自分にかけられた嫌疑を全面的に否定していたのだが、後に、詩文に朝政を誹謗する

意図があったと認めるに至った。獄中の様子をまずは例の孔
こう

平
へい

仲
ちゅう

の「講談」で見てお

こう。 

 

【訳文】 

孔
こ う

平
へ い

仲
ちゅう

：『孔
こ う

氏
し

談
だ ん

苑
え ん

』より 

李
り

定
て い

、舒
じ ょ

亶
た ん

、何
か

正
せ い

臣
し ん

は、蘇軾を罪に陥れようとして、はなはだ厳しく取り調べた。蘇軾はきっと死罪にな

ると思い、死を言い渡されたなら飲んで自殺しようと、毒薬を獄の土の中に埋めて備えた。 

一人の獄卒が思いやりがあり、蘇軾を礼儀正しく扱った。夕方になると、毎日蘇軾の足を湯で洗った。 

蘇軾はその獄卒に誠
まこと

をもって向き合い、 

「私はきっと死ぬことになる。私には弟がいる。弟との別れに、そなたに詩を託したい」 

獄卒はいった。 

「きっとそのようなことまでにはなりませんでしょう」 

「万一死を免れるのなら、恨むところは何もない。しかし、もしも免れず、詩が弟に渡らなかったなら、私

は目をつぶることができない」 

獄卒はその詩を受けとった。……［中略、その詩は05-5-094で見ることになる］…… 

皇
こ う

甫
ほ

遵
じゅん

が蘇軾を逮捕しに行ったとき、夜は厳しく監禁して連れてこようとしたが、皇帝はそのようなことは

許さず、詩についての告発が事実がどうかを調べるためにだけ、知事の職を解いて蘇軾を都に呼ん

だのだった。御史台において始めは蘇軾を弾劾することが厳しく、扱いも乱暴であったので、人々は蘇
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軾のことを心配した。しかし、皇帝の真意が知れると、人々は蘇軾は死罪にはならないだろうと思い、

果たしてそうであった。天子は聡明にして寛
か ん

厚
こ う

で、臣下に対して礼儀正しかった。しかし、小
し ょ う

人
じ ん

どもは天

子の意向を勝手に伺い見て、酷いことをしてしまうのだった。皇甫遵のような人間はたくさんいるのだ。 

 

【解題】この項の表題に掲げたのは、蘇軾が秋の終わりのころに詠んだ詩。御
ぎょ

史
し

台
だい

の

庭に植えられている楡
にれ

、槐
えんじゅ

、竹、柏
はく

の 4 種の植物それぞれに託して、獄中にいる自

分の思いを歌っている。 

 

【訳文】 

 其の一 楡
に れ

 

私は、汴
べ ん

河
が

の堤の上を行くときに、 

楡の緑の蔭を見るのは好きではなかった。 

楡は千株あってもその蔭は一畝
ぽ

にも満たない広さで、 

斬伐
き

ったところで一束の材にしかならない。 

私は、幽囚の中に置かれるに及んで、 

またこの木を見ることになった。 

虫に食われた皮に秋の雨がしたたり、 

病んだ葉が落ちて牆
か き

の曲がったあたりを埋めている。 

霜や雪の厳しさはよくいわれるが、 

生意が足りないのはそれだけによるのではない。 

春風がくるまで待つことができるのなら、 

その楡からも花が飛んで、 

からっぽになったこの部屋のあたりを覆うようになるのだろうか。 
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 其の二 槐
えんじゅ

 

思えば、私が初めてこの獄に来たのは、 

草木が衰えに向かう時季であった。 

槐の高い枝には、秋であるというのに、 

季節に後れた蝉が葉を抱いていた。 

私も蝉もここに居続けるのはもういくばくもないだろうと、思った。 

いま、槐にはまばらに莢
さ や

が残っているだけ。 

寒くなってきてもまだ棲みついている鴉
からす

がいる。 

雪を啄
ついば

んで餓えに哀しく叫ぶようになるのだろうか。 

槐に壊れた巣の枝が空しくかかっている。 

そこに沈み行く月が影を宿す。 

烏には両の翼がないわけではない。 

この我が愁
し ゅ う

絶
ぜ つ

に寄り添うためにここにいてくれているのか。 

 

 其の三 竹 

今日は南の風が来て、庭先の竹を吹き乱した。 

刃
やいば

［竹のこと］と刃がさかんに触れ合って、低く高く音階に適った音を立てた。 

雪をもたらす蕭然
さ び し

げな風に、 

たとえ竹を折るような意
こころ

があっても、 

竹が辱められることはない。 

風が止めば竹はもとに返り、 

猗猗
う る わ し

くも緑の光の玉をあたりに散らすのである。 
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故郷にはいま何があるのだろう。 

荒れた籬
まがき

の菊に秋の雨が注いでいるのだろうか。 

竹は健やかでいてくれているのだろうか。 

帰って南の軒端でその緑の葉に触れてみたい……。 

 

 其の四 柏
は く

 

ここの庭には珍しい木が多くあり、 

緑の柏がまるで葦原のように林立している。 

幽囚の身には楽しみがなく、 

百日の間この柏を見続けている。 

時に幹に流れる樹液に触れ、 

落ちた実を踏むのは忍びない。 

誰がこの木を植えたのか。 

私と同じくらいの年齢なのではあるまいか。 

蒼
た か

蒼
だ か

と幹を見上げる。 

柏はたくさんの囚人を見てきたのだろう。 

思えば、 

唐
と う

の世に武勇で名を馳せた李
り

祐
ゆ う

将軍も、 

御史台の温
お ん

造
ぞ う

の厳しい調べに胆を落としたのだった。 

【補足】［（1）この一連の詩から、蘇軾は獄中において死を覚悟していたことがわか

る。（2）御
ぎょ

史
し

台
だい

における蘇軾の取り調べでは、67 の詩文が証拠として挙げられ、逐一

誹謗の有無を問われた。告発者が蘇軾の詩文をどのように解釈し、蘇軾がそれに対し

てどのように応じたのか、詳しい記録が残っている。告発者の言い分にはひどいこじ
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つけが多く、蘇軾としては、政治の過ちをきちんと指摘しただけで、それは士
し

大
たい

夫
ふ

の

正しい伝統に則るものだとむしろ胸を張りたいところであったのだろうが、朝政を批

判する意図があったことは否定しようがないので、尋問を長引かせて多くの人を巻き

添えにするのを回避するために、蘇軾は己の罪であると全て認めたのだった］ 

 

■【05-5-092】己未十月十五日、獄中恭聞太皇太后不予、有赦、作詩 

【解題】御
ぎょ

史
し

台
だい

での厳しい取り調べが続いていたころの 10月 15日、太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

が重い

病に陥り、その平癒を願って大赦が行われると、獄中の蘇軾の耳にも聞こえてきた。

太皇太后は仁
じん

宗
そう

皇帝の皇后であった曹
そう

氏［建国の功臣曹
そう

彬
ひん

の孫］で、神
しん

宗
そう

皇帝にとっ

ては祖母に当たる。ただし、仁宗皇帝には男子がなく、仁宗皇帝の弟の子［英
えい

宗
そう

］が

皇太子となって皇位を継ぎ、神宗はその子であるから、太皇太后と神宗とは血縁関係

はない。蘇軾は自分も大赦の対象になるのではないかと期待してこの詩を詠んだ。 

 

【訳文】 

御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

の庭の柏
は く

は陰陰
く ら

く昼も門を掩っている。 

烏は大赦があると知っているのか、黄昏
た そ が れ

の空に騒いでいる。 

漢
か ん

の宮殿では罪を赦して三世にわたる恩を施したことがあり、 

楚
そ

の王宮では遠く流して九回死ぬべきであった魂を呼び戻したことがあった。 

もしも、私も赦されて、鋤をもって田を耕す身になれたとしても、 

故郷の人々には面目なくて顔を合わせることはできないだろう。 

堯
ぎ ょ う

や舜
しゅん

のような聖主が治めておられるこの世界であるから、 

私を赦してなおも官員の一人に加えてくださったりするだろうか。 

【補足】［このころに、太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

と神
しん

宗
そう

皇帝の間に、次のようなやりとりがあったと、
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方
ほう

勺
しゃく

の随筆『泊
はく

宅
たく

編
へん

』は伝えている。方勺は北
ほく

宋
そう

の終わりのころの人物で、その随筆

は当時の噂話を記録したものであるようで、信憑性は先の『孔
こう

氏
し

談
だん

苑
えん

』よりさらに低

いであろう］ 

 

【訳文】 

方
ほ う

勺
し ゃ く

：『泊
は く

宅
た く

編
へ ん

』より 

蘇軾が御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

に置かれていたある日、太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

が皇帝にいった。 

「官
か ん

家
け

［皇帝］はここ数日、気分がすぐれない様子ですが、何かあったのでしょうか」 

「幾つか決着しない問題があり、その中に蘇軾という者が、朕を誹謗して、そのことがはっきりと文字に

出ているというのです」 

「それは、蘇軾、蘇轍兄弟のことでしょうか」 

「二人を御存知なのですか」 

「私ははっきりと覚えています。仁
じ ん

宗
そ う

皇帝が制
せ い

科
か

の試験をなさったときに、嬉しそうにこのようにおっしゃい

ました。『朕は今日、二人の文士を得た。蘇軾と蘇轍という者だ。しかし、朕は老いたので、たぶんこの

二人を用いることはできないだろう。しかし、将来のためにこの二人を遺すのだ。よいとは思わぬか』」 

太皇太后は泣いて、いまその二人がどうしているかを皇帝に尋ねると、皇帝は、 

「まさにその蘇軾が獄中にいるのです」 

太皇太后が再び泣いたので、皇帝は心を動かし、蘇軾を赦す気になった。 

【補足】［陳
ちん

鵠
こく

の随筆『西
せい

塘
とう

集
しゅう

耆
き

旧
きゅう

続
ぞく

聞
ぶん

』には、皇帝と皇后の間で次のようなやりと

りがあったとされる。陳鵠がどのような人物であったのか記録が一切なく、記事の信

憑性は保証されていない］ 

 

【訳文】 
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陳
ち ん

鵠
こ く

：『西
せ い

塘
と う

集
し ゅ う

耆
き

旧
きゅう

続
ぞ く

聞
ぶ ん

』より 

太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

の病が悪化し、いよいよ危うくなったときに、神
し ん

宗
そ う

皇帝は純孝の心から大赦令を出そうとした。

皇后がいった。 

「天下の凶悪な人間たちを赦す必要はありませんでしょう。ただ、蘇軾一人を放免すれば十分なので

はないでしょうか」 

【補足】［真偽のほどはわからないが、太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

や皇后に蘇軾を救う気持ちがあった

のだが、李
り

定
てい

等が強く抵抗したために、蘇軾は大赦の対象にはならなかった］ 

 

■【05-5-093】十月二十日、恭聞太皇太后升遐、以軾罪人不許成服、欲哭則不敢、欲

泣則不可、故作挽詞二章 

【解題】詩題は、「十月二十日、恭
うやうや

しくも太
たい

皇
こう

太
たい

后
ごう

が亡くなられたと聞き、私は罪人

の身であることから喪に服すことを許されなかった。哭
こく

声
せい

を挙げることは敢えてしな

いとしても、普通に泣こうとしても、それも許されなかった。そこで挽詞を二つ作っ

た」。 

 

 其の一 

宋
そ う

朝
ち ょ う

が初めて開かれたとき、高く聳える勲
いさお

があった曹
そ う

彬
ひ ん

。 

まことに優れた人は得難く、 

そのときの宋朝にも賢臣は十人ほどしかいなかった。 

曹彬は太
た い

祖
そ

の廟の脇に祭られ、 

江
こ う

南
な ん

を平定した際に数多の命を救っただけではないその功績は、 

百世にわたって語り継がれるべきものである。 

その曹彬の孫の太
た い

皇
こ う

太
た い

后
ご う

は、 
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漢
か ん

代
だ い

の優れた皇后を遥かにしのぐお方であった。 

鄧
と う

皇后は幼帝を輔
た す

けてよく朝政をみたものの、位を貪る心があり、 

馬
ば

皇后は皇帝をよく支えたものの、その恩徳は民にまでは及ばなかった。 

月が落ちたのを風も悲しみ、天は雨を降らせて泣く。 

誰か、大きな筆で太皇太后の光溢れるお姿を写してはくれないだろうか。 

 

 其の二 

私は制
せ い

科
か

の試験で仁
じ ん

宗
そ う

皇帝の御恩を受けていながら、 

まだ何も報いないうちに、 

御陵を廻る松や柏
は く

が高く聳えるまでになってしまった。 

ひと声慟哭することも、ここはそれができる場所ではなく、 

万死をもって御恩に酬いるのに、私にその時間があるのだろうか。 

夢に天の道を歩もうとしても、 

狭くて私は通ることができないので、 

人間世界に留まって、 

白い帷
とばり

が赤く変色するまで涙を流し続けるのだろうか。 

平生より私は、 

太皇太后が仁宗皇帝を追慕するお心に感嘆していたのだが、 

三代にわたってお仕えてしてきたこの老臣は、 

詩のために罪に落ちてしまった。 

 

■【05-5-094】予以事繋御史台獄、獄吏稍見侵、自度不能堪、死獄中、不得一別子由、

故作二詩授獄卒梁成、以遺子由、二首 
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【解題】長男の蘇
そ

邁
まい

は湖
こ

州から連行された蘇軾の舟の後に付いて都にきて、獄中の蘇

軾に食べ物を送るなどして、蘇軾の獄中生活を支えていた。それについては葉
よう

夢
ぼう

得
とく

の

随筆『避
ひ

暑
しょ

録
ろく

話
わ

』に記事がある。葉夢得は蘇軾よりも少し後の文人で、改革派につな

がる人物である。蘇軾の逮捕は当時の人々にとって一大事件であったので、真偽不明

ながら様々なエピソードが伝えられたのである 

 

【訳文】 

葉
よ う

夢
ぼ う

得
と く

：『避
ひ

暑
し ょ

録
ろ く

話
わ

』 

蘇
そ

邁
ま い

は食糧を送るのに、野菜と肉だけを添え、もしも不測の事態になった場合には、野菜と肉を止め

て魚を添えることで、外の様子を伝えると決めていた。蘇邁は一カ月以上にわたって決めた通りにして

いたのだが、食糧の蓄えが尽きたので、補充しに出かけることになり、ある親戚に代わりを頼み、その決

まり事を伝えるのを失念した。親戚はたまたま魚が手に入ったので、それを獄中に送った。蘇軾はそれを

見てひどく驚き、皇帝の慈悲にすがってもそれは皇帝に耳に達することがなく、死は免れないのだと思

い、弟に向けて二つの詩を作り、獄吏に渡した。きっと獄吏はそれを隠すことができなくて、皇帝の耳に

達するであろうと思ったのだ。 

【補足】［蘇軾が獄中から弟に詩を寄せたことは、先に見た『孔
こう

氏
し

談
だん

苑
えん

』にも記され

ていたが、その経緯はかなり異なっている。話がより劇的である『避
ひ

暑
しょ

録
ろく

話
わ

』の方が

怪しいのだろう］ 

 

【解題】この項の表題に掲げたのは、獄中から弟に送った詩。その題は、「私は事を

もって御
ぎょ

史
し

台
だい

の獄に繋がれ、獄吏によっていささか酷い扱いを受けた。自分で推量す

るに、これに堪えることができなくて、獄中に死んで、弟に会って別れを告げること

はできないだろうと思った。そこで二つの詩を作って、獄卒の梁
りょう

成
せい

に授けて、弟に遺
おく
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った」。 

 

【訳文】 

 其の一 

聖主は天のよう、万物はそのもとで常に春。 

小臣だけが愚暗にして自ら身を亡ぼしてしまった。 

人としての百年の寿命を満たす前に、 

前世の罪業を死をもって償わなくてはならない。 

僕の十人の家族は帰る場所がなく、 

さらに君を累わすことになってしまう。 

いたるところの青山、そのどこでも僕の骨を埋めてくれたまえ。 

いつか夜の雨に、君は独りで心を傷めるのか。 

君とは世世、兄弟でいようではないか。 

この現世では尽くせなかった縁を、 

きっとまた次の世で結ぶのだ。 

 

 其の二 

御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

の夜は淒淒
ぞ っ と

するばかりの霜の気に満ち、 

風が罪人の瑯璫
く さ り

に冷たく吹き寄せる間に月が低くなる。 

夢は故郷の山を繞って、心はあたかも鹿のようになるが、 

熱湯や火に責められて魂は飛び、命はあたかも料理前に鷄のようだ。 

眼に浮かぶ額の形が賢者の相を示しているのは、 

まさに我が子のことであろう。 
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僕が死んだ後で、牛にかける襤褸の麻布を衣として着なければならなくなるのは、 

恥ずかしいことにそれが僕の妻なのだ。 

死んで僕の魂はどこを彷徨
さ ま よ

うのか。 

杭
こ う

州、湖
こ

州の人々が、きっとその地に葬ってくれることだろう。 

【補足】［この詩の末尾について、蘇軾自身の注記がある。「獄中で聞くに、杭
こう

州や湖
こ

州の人々は、寺社において私のために厄を解くことを何カ月にもわたって祈っている

と」。蘇軾も杭州、湖州の風光を愛し、民衆も蘇軾を慕っているのであれば、その地

に葬られたいと思ったのだ］ 

【補足】［蘇軾の厳しい尋問と審理は4カ月にわたって続いた。罪を問われたのは蘇軾

だけではなく、蘇軾と詩文のやりとりをした39人も取り調べの対象になった。それら

の人の多くが、自分が罰せられることは恐れないけれども、蘇軾が死罪になることだ

けは赦してほしいと朝廷に願った。李
り

定
てい

と張
ちょう

璪
そう

は何としてでも蘇軾を死罪にしようと

頑張ったのだが、改革政治の重要な担い手として活躍していた章
しょう

惇
じゅん

は、蘇軾のかつ

ての親友として、弁護を買って出ている。また、蘇軾父子の大恩人である張
ちょう

方
ほう

平
へい

は、

蘇軾を救おうと皇帝に直訴する文書を記した。それについては馬
ば

永
えい

卿
けい

の随筆『元
げん

城
じょう

語
ご

録
ろく

』［→作品番号01-2-007］が伝えてくれている］ 

 

【訳文】 

馬
ば

永
え い

卿
け い

：『元
げ ん

城
じ ょ う

語
ご

録
ろ く

』 

劉
り ゅ う

安
あ ん

世
せ い

先生はこのように話された―― 

……元
げ ん

豊
ぽ う

二年の秋と冬のころ、東
と う

坡
ば

［蘇軾］が御
ぎ ょ

史
し

台
だ い

の獄に下された。天下の士は痛み、しかし、

見守るばかりで敢えて救おうする者はいなかった。時に張
ち ょ う

方
ほ う

平
へ い

は引退して南
な ん

京
け い

応
お う

天
て ん

府
ふ

にいたのだが、

憤然と上書して蘇軾を救おうとした。張方平は書いたものを南京の役所の飛脚に託そうとしたのだが、



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：582 
 

南京府の役人は受け取ろうとはしなかった。そこで、張方平はその子の張
ち ょ う

恕
じ ょ

に持って行かせ、登
と う

聞
ぶ ん

鼓
こ

院
い ん

に投げ込ませようとした。張恕はもとから愚かな臆病者であったので、登聞鼓院の前でぐずぐずし

て、父の上書を提出することができなかった。しばらくするうちに、東坡は出獄した。 

その後、東坡は張方平の上書の写し見ると、舌を吐いて、顔色を変え、じっと動かなかった。人がその

わけを尋ねても東坡は荅えなかった。 

その後、弟の蘇轍もそれを見て、「兄上が舌を吐いて驚いたのも無理はない。張恕のお蔭で助かった

ようなものだ」と、いった。ある人がそのわけを尋ねると、「……兄上に何の罪があるのかといったら、名を

もって朝廷と争っただけです。いま張先生の上書を見ると、『まことに天下の奇材である』と、兄のことを

書いています。これでは、お上のお怒りを余計に激しくさせてしまいましょう。一時の危急の際に、とにかく

救おうとしてこの語が出たのでしょうけれど」。 

――私［馬
ば

永
え い

卿
け い

］は劉
り ゅ う

安
あ ん

世
せ い

先生に尋ねた。「では、このときに東坡が救われたのはどのようなわけであ

ったのでしょうか」。』。先生はいわれた。「本朝ではそれまで士
し

大
た い

夫
ふ

を殺すことはなかった。いま士大夫

を殺したなら、神
し ん

宗
そ う

皇帝がそれを始めたことになる。後世の皇帝の子孫は、優れた士大夫を殺すたび

に、神宗皇帝の例を引くことになるだろう。神宗皇帝は名を好み、義を畏れる人であったから、後の事

を考えて殺すのをやめたのだ」。 

【補足】［（1）張
ちょう

方
ほう

平
へい

は引退したとあるのは、この年の7月に政界を退いて、そのま

ま南京応天府で悠々自適の身となっていた。（2）登
とう

聞
ぶん

鼓
こ

院
いん

は、蘇軾もその一員だった

ことがあるが、皇帝への直訴を受け付ける役所である［→作品番号03-1-001］。（3）

張
ちょう

方
ほう

平
へい

の息子の張
ちょう

恕
じょ

について作品番号05-4-081などで見ているが、さえない人物で

あったかどうかはわからない。劉
りゅう

安
あん

世
せい

の個人的な見解である。（4）終わりに記されて

いる神
しん

宗
そう

皇帝の心中は劉安世による憶測でしかない］ 

【補足】［蘇轍は張
ちょう

方
ほう

平
へい

の書いた文章を見て、かえってこれでは兄の命を縮めてしま

っただろうと冷や汗を流したのだが、では皇帝にはどのように願い出たらよいのか、
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そのあるべき文章を蘇轍は自ら書いて皇帝に提出していた。それをこの章の終わりで

見ておこう。これが、弟に遺した 2 首の詩を読んで後に書かれたものなら、一段と感

動的であるのかも知れないが、実際は蘇軾が獄に下ってすぐに書かれたものであろう

と推測されている。沈着冷静な蘇轍にしては、文章に乱れや重複があって、相当に慌

ただしく書かれたもののようであるからだ］ 

 

【訳文】 

蘇
そ

轍
て つ

：『為兄軾下獄上書』［兄
あ に

の軾
し ょ く

が獄
ご く

に下
く だ

った為
た め

に上
じ ょ う

書
し ょ

する］ 

臣
わたくし

はこのように聞いています。 

困難、危急のときに天を呼び、疾病、痛苦のときに父母を呼ぶのは人の至
し

情
じょう

［純粋な心］からくるもの

であると。 

臣
わたくし

は草
そ う

芥
も う

の微
び

［身分卑しいごくつまらない者］でありますが、危うくも差し迫った願いがあります。ただ天

地、父母だけが哀しんで憐れんでくれるのでしょうか。 

臣
わたくし

は早くに父母を失い、だた兄の軾一人だけを命の頼みとしてきました。いまひそかに聞きますところで

は、兄は罪を得て逮捕され、獄にあるとか。一家中が驚き叫び、いかなることになろうかと憂いていま

す。 

臣
わたくし

がひそかに考えますに、兄は家にいても官職にあっても、大きな過失、大きな罪悪はありませんでし

た。ただ、生来愚直であり、古今の政事の得失を議論するのが好きで、しばしば意見書を朝廷に提

出し、いろいろな事を論じてきました。その言論は一定しておりませんでしたが、陛下の御聖德は広大で

兄に譴責を加えることはありませんでした。兄は狂
き ょ う

狷
け ん

［思い込みが強くそのままに行動してしまう］で、思

慮が足りず、天地をも包み込む陛下の恩を恃みとして、自分を抑制して畏れることをしませんでした。 

兄は先頃は杭
こ う

州の副知事であり、密
み つ

州の知事でありましたが、何か物に触れて興を発するたびに、そ

れを託するに詩歌を作り、ときに軽はずみな語を出すこともありました。先に臣下の者がそれらを集めて
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陛下の御覧に供しましたが、陛下はそのまま置いて問われることをなさいませんでした。兄は御恩を頂

戴したことに感じ入り、深く後悔し、それからは決して再び行うようなことはありませんでした。しかし、以前

に作った詩は自ずと広まってしまいました。 

臣
わたくし

は兄のことをまことに哀れに思います。兄は自分を信じてしまうほどに愚かで、軽 し々く言葉を出し、そ

れが不遜の域に達してしまったことに気付かなかったのです。過ちを改めて自身を一新しようとしたとき

には、すでに刑罰に陥るまでになり、救いようがなくなっていました。 

兄は逮捕されましたときに、使いをよこして臣
わたくし

にこのように言いました。 

「私はすでに衰え、病いがちである。きっと牢獄で死ぬだろう。もとより死は定めとしてあるものだ。しかし、

残念に思うことがある。若くして抱いた志があった。世に稀な優れた天子様に巡り合えて、いまは失敗

ばかりしてはいても、死ぬまでの間にほんのわずかでも節義を尽くしたかった。いまこの禍に遭い、過ちを

改めて自分自身を一新して、心を洗って明主にお仕えしたいと思っても、もはやその道がなくなってしまっ

た。まして、朝廷において私は最も孤立し、皇帝の左右の親近に、自分のために弁護してくれる者は

いない。ただ、兄弟の親しみのある者だけが、陛下に哀れを求めようとしてくれるのだろうか」 

臣
わたくし

は兄の心を哀れみ、手足ともいうべき兄弟の情を抑えることができないままに、死を冒してこのように

一言申し上げる次第です。 

昔、漢
か ん

の時代に、淳
じゅん

于
う

意
い

が罪を得たときに、その末娘の緹
て い

縈
え い

は、自分の身を官の奴隷に落として、

父の罪を贖
あがな

いたいと願い出ました。漢の文
ぶ ん

帝
て い

はこのことから身体を害う肉刑を用いることを止めました。 

臣
わたくし

の誠などは虫けらのもの、緹縈には遥かに遥かに及びません。しかし、陛下の聡明、仁聖は漢の

文帝を遠く超えるものであります。臣
わたくし

はいま頂戴している官職をお返しして、兄の罪を贖うことをお願いい

たしたく思います。兄の罪を軽くしていただくまでを願うものではありません。ただ、獄で死ぬことさえ免れら

れるのならば幸いといたします。 

兄の犯したことが文字にはっきりと明らかであるのなら、罰を受けることを拒み続けて、さらに罪を重ねる

ようなことはありませんでしょう。 
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もしも陛下の哀憐を蒙り、その万死が赦されて、牢獄から出ることができましたならば、それは死んでまた

生き返ったようなもの、いかにして御恩に報いたらよろしいでしょうか。臣
わたくし

が願いますのは、兄とともに心を

洗い、過ちを改め、骨を粉にして御恩をお返しし、ただ陛下のお使いになるままに行動して、死んで後

に終えるものであります。 

臣
わたくし

は孤り危難の迫切したことに堪えられず、苦しさを訴えるところもなく、誠の心を陛下に捧げるものであ

ります。この狂わしい振る舞いを見逃され、この乞い願うところをとくにお許し下さい。 

臣
わたくし

は天に祈り、命に代えて請い、激
げ き

切
せ つ

隕
い ん

越
え つ

［激しく死ぬばかりの思い］の至りに堪えることができません。 
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第5章 原文 
詩のテキストは孔凡礼点校『蘇軾詩集』（1982 年）に、賦のテキストは李之亮箋注

『蘇軾文集編年箋注』（2011年）に準拠し、その他の散文類は省略する。 

 

 

■【05-1-001】平山堂次王居卿祠部韻 

高会日陪山簡酔、狂言屡発次公醒。 

酒如人面天然白、山向吾曹分外青。 

江上飛雲来北固、檻前修竹憶南屏。 

六朝興廃余丘壟、空使奸雄笑寧馨。 

 

■【05-1-002】書許敬宗硯 

 

■【05-1-003】更漏子 

水涵空、 

山照市。 

西漢二疏郷里。 

新白髪、 

旧黄金。 

故人恩義深。 

 

海東頭、 

山尽処。 

自古客槎来去。 
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槎有信、 

赴秋期。 

使君行不帰。 

 

■【05-1-004】永遇楽 

長憶別時、 

景疎楼上、 

明月如水。 

美酒清歌、 

留連不住、 

月随人千里。 

別来三度、 

孤光又満、 

冷落共誰同酔。 

捲珠簾、 

凄然顧影、 

共伊到明無寐。 

 

今朝有客、 

来従睢上、 

能道使君深意。 

憑仗清淮、 

分明到海、 
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中有相思涙。 

而今何在、 

西垣清禁、 

夜永露華侵被。 

此時看、 

回廊暁月、 

也応暗記。 

 

■【05-1-005】二疏図賛 

 

■【05-1-006】次韻陳海州書懐 

鬱鬱蒼梧海上山、蓬莱方丈有無間。 

旧聞草木皆仙薬、欲棄妻孥守市闤。 

雅志未成空自歎、故人相対若為顔。 

酒醒却憶児童事、長恨双鳧去莫攀。 

 

■【05-1-007】次韻陳海州乗槎亭 

人事無涯生有涯、逝将帰釣漢江槎。 

乗桴我欲従安石、遁世誰能識子嗟。 

日上紅波浮碧巘、潮来白浪巻青沙。 

清談美景双奇絶、不覚帰鞍帯月華。 

 

■【05-1-008】次韻孫職方蒼梧山 
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蒼梧奇事豈虚伝、荒怪還須問子年。 

遠託鰲頭転滄海、来依鵬背負青天。 

或云霊境帰賢者、又恐神功亦偶然。 

聞道新春恣遊覧、羨君平地作飛仙。 

 

■【05-1-009】次韻孫巨源寄漣水李、盛二著作並以見寄五絶 

其一 

南岳諸劉豈易逢、相望無復馬牛風。 

山公雖見無多子、社燕何由恋塞鴻。 

 

其二 

高才晩歳終難進、勇退當年正急流。 

不独二疏為可慕、他時当有景孫楼。 

〈（巨源近離東海、郡有景疏樓。）〉 

 

其三 

漱石先生難可意、齧氈校尉久無朋。 

感知客路愁無奈、故遣吟詩調李陵。 

 

其四 

雲雨休排神女車、忠州老病畏人誇。 

詩豪正値安仁在、空看河陽満県花。 
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其五 

膠西未到吾能説、桑柘禾麻不見春。 

不羨京塵騎馬客、羨他淮月弄舟人。 

 

■【05-1-010】浣渓沙 

長記鳴琴子賤堂。 

朱顔緑髪映垂楊。 

如今秋鬢数茎霜。 

 

聚散交遊如夢寐、 

升沈間事莫思量。 

仲卿終不忘桐郷。 

 

■【05-1-011】王莽 

漢家殊未識経綸、入手功名事事新。 

百尺穿成連夜井、千金購得解飛人。 

 

■【05-1-012】董卓 

公業平時勧用儒、諸公何事起相図。 

只言天下無健者、豈信車中有布乎。 

 

■【05-1-013】沁園春 

孤館燈青、 
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野店鷄号、 

旅枕夢殘。 

漸月華收練、 

晨霜耿耿、 

雲山摛錦、 

朝露 、 

世路無窮、 

労生有限、 

似此区区長鮮歓。 

微吟罷、 

憑征鞍無語、 

往事千端。 

 

当時共客長安。 

似二陸初来倶少年。 

有筆頭千字、 

胸中万卷、 

致君堯舜、 

此事何難。 

用舍由時、 

行蔵在我、 

袖手何妨閑処看。 

身長健、 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：592 
 

但優游卒歳、 

且斗樽前。 

 

■【05-1-014】虎児 

旧聞老蚌生明珠、未省老兔生於菟。 

老兔自謂月中物、不騎快馬騎蟾蜍。 

蟾蜍爬沙不肯行、坐令青衫垂白鬚。 

於菟駿猛不類渠、指揮黄熊駕黑貙。 

丹砂紫麝不用塗、眼光百歩走妖狐。 

妖狐莫誇智有余、不労搖牙咀爾徒。 

 

■【05-1-015】密州謝上表 

 

■【05-1-016】与滕達道 

 

■【05-1-017】答水陸通長老 

 

■【05-1-018】上韓丞相論災傷手実書 

 

■【05-1-019】論河北京東盜賊状 

 

■【05-1-020】鉄溝行贈喬太博 

城東坡隴何所似、風吹海濤低復起。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：593 
 

城中病守無所為、走馬來尋鉄溝水。 

鉄溝水浅不容輈、恰似当年韓与侯。 

有魚無魚何足道、駕言聊復写我憂。 

荒村野店亦何有、欲発狂言須鬥酒。 

山頭落日側金盆、倒著接●掻白首。 ［●は罒の下に離］ 

忽憶従軍年少時、軽裘細馬百不知。 

臂弓腰箭南山下、追逐長楊射猟児。 

老去同君両憔悴、犯夜酔帰人不避。 

明年定起故将軍、未肯先誅霸陵尉。 

 

■【05-1-021】雪後書北台壁二首 

其一 

黄昏猶作雨纖纖、夜静無風勢転厳。 

但覚衾裯如潑水、不知庭院已堆塩。 

五更暁色来書幌、半夜寒声落画簷。 

試掃北台看馬耳、未随埋没有双尖。 

 

其二 

城頭初日始翻鴉、陌上晴泥已没車。 

凍合玉楼寒起粟、光搖銀海眼生花。 

遺蝗入地応千尺、宿麦連雲有幾家。 

老病自嗟詩力退、空吟冰柱憶劉叉。 
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■【05-1-022】謝人見和前篇二首 

其一 

已分酒杯欺浅懦、敢将詩律鬥深厳。 

漁蓑句好応須画、柳絮才高不道塩。 

敗履尚存東郭足、飛花又舞謫仙簷。 

書生事業真堪笑、忍凍孤吟筆退尖。 

 

其二 

九陌淒風戦歯牙、銀杯逐馬帯随車。 

也知不作堅牢玉、無奈能開頃刻花。 

得酒強勧愁底事、閉門高臥定誰家。 

台前日暖君須愛、冰下寒魚漸可叉。 

 

■【05-1-023】除夜病中贈段屯田 

竜鐘三十九、労生已強半。 

歳暮日斜時、還為昔人歎。 

今年一線在、那復堪把玩。 

欲起強持酒、故交雲雨散。 

惟有病相尋、空斎為老伴。 

蕭條燈火冷、寒夜何時旦。 

倦僕触屏風、飢鼯嗅空案。 

数朝閉閣臥、霜髪秋蓬乱。 

伝聞使者来、策杖就梳盥。 
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書来苦安慰、不怪造請緩。 

大夫忠烈後、高義金石貫。 

要当撃権豪、未肯覷衰懦。 

此生何所似、暗尽灰中炭。 

帰田計已決、此邦聊仮館。 

三径粗成資、一枝有余暖。 

願君留信宿、庶奉一笑粲。 

 

■【05-1-024】喬太博見和復次韻答之 

百年三万日、老病常居半。 

其間互憂楽、歌笑雑悲嘆。 

顛倒不自知、直為神所玩。 

須臾便堪笑、万事風雨散。 

自従識此理、、謝少年伴。 

逝将遊無何、豈暇読城旦。 

非才更多病、二事可並案。 

愧煩賢使者、弭節整紛乱。 

喬侯瑚璉質、清廟嘗薦盥。 

奮髯百吏走、坐変斉俗緩。 

未遭甘鷁退、並進恥魚貫。 

毎聞議論余、凜凜激貪懦。 

莫邪當自躍、豈復煩爐炭。 

便応朝秣越、未暮刷燕館。 
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胡為守故丘、眷恋桑楡暖。 

為君叩牛角、一詠南山粲。 

 

■【05-1-025】二公再和亦再答之 

寒雞知将晨、飢鶴知夜半。 

亦如老病客、遇節常感嘆。 

光陰等敲石、過眼不容玩。 

親友如摶沙、放手還復散。 

羈孤毎自笑、寂寞誰肯伴。 

元達号神君、高論森月旦。 

紀明本賢将、汨没事堆案。 

欣然肯相顧、夜閣燈火乱。 

盤空愧不飽、酒薄僅堪盥。 

雍容許著帽、不怪安石緩。 

雖無窈窕人、清唱弄珠貫。 

幸有縦橫舌、説剣起慵懦。 

二豪沈下位、暗火埋湿炭。 

豈似草玄人、黙黙老儒館。 

行看富貴逼、炙手借余暖。 

応念苦思帰、登楼賦王粲。 

 

■【05-1-026】蘇州姚氏三瑞堂 

君不見董邵南、隠居行義孝且慈、天公亦恐無人知。 
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故令雞狗相哺児、又令韓老為作詩。 

爾来三百年、名与淮水東南馳。 

此人世不乏、此事亦時有。 

楓橋三瑞皆目見、天意宛在虞鰥後。 

惟有此詩非昔人、君更往求無價手。 

 

■【05-1-027】莫笑銀杯小答喬太博 

陶潜一県縣令、独飲仍独醒。 

猶将公田二頃五十畝、種秫作酒不種秔。 

我今号為二千石、歳釀百石何以酔賓客。 

請君莫笑銀杯小、爾来歳旱東海窄。 

会当払衣帰故丘、作書貸粟監河侯。 

万斛船中著美酒、与君一生長拍浮。 

 

■【05-1-028】蝶恋花 

燈火銭塘三五夜。 

明月如霜、 

照見人如画。 

帳底吹笙香吐麝、 

此般風味応無価。 

 

寂莫山城人老也。 

撃鼓吹簫、 
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乍入農桑社。 

火冷燈希霜露下、 

昏昏雪意雲垂野。 

 

■【05-1-029】江神子 

十年生死両茫茫。 

不思量。 

自難忘。 

千里孤墳。 

無処話凄涼。 

縦使相逢応不識、 

塵満面、 

鬢如霜。 

 

夜来幽夢忽還郷。 

小軒窓。 

正梳妝。 

相顧無言、 

惟有涙千行。 

料得年年腸断、 

明月夜、 

短松岡。 
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■【05-1-030】送段屯田分得於字 

勧農使者古丈夫、不惜春衫踐泥塗。 

王事靡鹽君甚劬、奉常客卿虬両鬚。 

東武県令天馬駒、泮宮先生非俗儒。 

相与野飲四子俱、楽哉此楽城中無。 

溪辺策杖自携壺、腰笏不煩何易於。 

膠西病守老且迂、空斎愁坐紛墨朱。 

四十豈不知頭顱、畏人不出何其愚。 

 

■【05-1-031】出城送客、不及、歩至溪上、二首 

其一 

送客客已去、尋花花未開。 

未能城裏去、且復水辺来。 

父老借問我、使君安在哉。 

今年好風雪、会見麦千堆。 

 

其二 

春来六十日、笑口幾回開。 

会作堂堂去、何妨得得来。 

倦遊行老矣、旧隠賦帰哉。 

東望峨眉小、盧山翠作堆。 

 

■【05-1-032】遊盧山、次韻章伝道 
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塵容已似服轅駒、野性猶同縦壑魚。 

出入巌巒千仞表、較量筋力十年初。 

雖無窈窕駆前馬、還有鴟夷掛後車。 

莫笑吟詩淡生活、当令阿買為君書。 

 

■【05-1-033】盧山五詠 

其一 盧敖洞 

上界足官府、飛昇亦何益。 

還在此山中、相逢不相識。 

 

其二 飲酒台 

博士雅好飲、空山誰与娯。 

莫向驪山去、君王不喜儒。 

 

其三 聖燈巌 

石室有金丹、山神不知秘。 

何必露光芒、夜半驚童稚。 

 

其四 三泉 

皎皎巌下泉、無人還自潔。 

不用比三星、清光同一月。 

 

其五 障日峰 
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長安自不遠、蜀客苦思帰。 

莫教名障日、喚作小峨眉。 

 

■【05-1-034】与滕達道 

 

■【05-1-035】与石幼安 

 

■【05-1-036】和頓教授見寄、用除夜韻 

我笑陶淵明、種秫二頃半。 

婦言既不用、還有責子嘆。 

無弦則無琴、何必労撫玩。 

我笑劉伯倫、酔髪蓬茅散。 

二豪苦不納、独以鍤自伴。 

既死何用埋、此身同夜旦。 

孰云二子賢、自結両重案。 

笑人還自笑、出口談治乱。 

一生混塵垢、晩以道自盥。 

無成空得懶、坐此百事緩。 

仄聞頓夫子、講道出新貫。 

豈無一尺書、恐不記庸懦。 

陋邦貧且病、数米銖稱炭。 

慚愧章先生、十日坐空館。 

袖中出子詩、貪読酒屡暖。 
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狂言各須慎、勿使輸薪粲。 

 

■【05-1-037】祭常山祝文 

 

■【05-1-038】次韻章伝道喜雨 

去年夏旱秋不雨、海畔居民飲鹹苦。 

今年春暖欲生蝝、地上戢戢多於土。 

預憂一旦開両翅、口吻如風那肯吐。 

前時渡江入呉越、布陣橫空如項羽。 

農夫拱手但垂泣、人力区区固難禦。 

撲縁髮毛困牛馬、啖齧衣服穿房戸。 

坐観不救亦何心、秉畀炎火伝自古。 

荷鋤散掘誰敢後、得米済飢還小補。 

常山山神信英烈、撝駕雷公訶電母。 

応憐郡守老且愚、欲把瘡痍手摩撫。 

山中帰時風色変、中路已覚商羊舞。 

夜窗騷騷鬧松竹、朝畦泫泫流膏乳。 

従来蝗旱必相資、此事吾聞老農語。 

庶将積潤掃遺孽、収拾豊歳還明主。 

県前已窖八千斛、率以一升完一畝。 

更看蠶婦過初眠、未用賀客來旁午。 

先生筆力吾所畏、蹙踏鮑謝跨徐庾。 

偶然談笑得佳篇、便恐流伝成楽府。 
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陋邦一雨何足道、吾君盛德九州普。 

中和楽職幾時作、試向諸生選何武。 

 

■【05-1-039】謝郡人田賀二生献花 

城裏田員外、城西賀秀才。 

不愁家四壁、自有錦千堆。 

珍重尤奇品、艱難最後開。 

芳心困落日、薄艶戦軽雷。 

老守仍多病、壮懐先已灰。 

殷勤此粲者、攀折為誰哉。 

玉腕揎紅袖、金樽瀉白醅。 

何当鑷霜鬢、強插満頭回。 

 

■【05-1-040】惜花 

吉祥寺中錦千堆、前年賞花真盛哉。 

道人勧我清明来、腰鼓百面如春雷、打徹凉州花自開。 

沙河塘上挿花回、酔倒不覚呉児咍、豈知如今双鬢摧。 

城西古寺没蒿萊、有僧閉門手自栽、千枝万葉巧剪裁。 

就中一叢何所似、馬腦盤盛金縷杯。 

而我食菜方清斎、対花不飲花応猜。 

夜来雨雹如李梅、紅残緑暗吁可哀。 

 

■【05-1-041】和子由四首 
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其一 韓太祝送遊太山 

偶作郊原十日遊、未応回首厭籠囚。 

但教塵土駆馳足、終把雲山爛漫酬。 

聞道逢春思濯錦、更須到処覓菟裘。 

恨君不上東封頂、夜看金輪出九幽。 

 

其二 送春 

夢裏青春可得追、欲将詩句絆余暉。 

酒闌病客惟思睡、蜜熟黄蜂亦懶飛。 

芍薬桜桃俱掃地、鬢糸禅榻両忘機。 

憑君借取法界観、一洗人間万事非。 

 

其三 首夏官舎即事 

安石榴花開最遅、絳裙深樹出幽菲。 

吾廬想見無限好、客子倦遊胡不帰。 

坐上一樽雖得満、古来四事巧相違。 

令人却憶湖辺寺、垂柳陰陰画掩扉。 

 

其四 送李供備席上和李詩 

家声赫奕蓋并涼、也解微吟錦瑟傍。 

擘水取魚湖起浪、引杯看剣坐生光。 

風流別後人人憶、才器帰来種種長。 

不用更貪窮事業、風騷分付与沈湘。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：605 
 

 

■【05-1-042】西斎 

西斎深且明、中有六尺牀。 

病夫朝睡足、危坐覚日長。 

昏昏既非酔、踽踽亦非狂。 

褰衣竹風下、穆然濯微涼。 

起行西園中、草木含幽香。 

榴花開一枝、桑棗沃以光。 

鳴鳩得美蔭、困立忘飛翔。 

黄鳥亦自喜、新音変円吭。 

杖藜観物化、亦以観我生。 

万物各得時、我生日皇皇。 

 

■【05-1-043】小児 

小児不識愁、起坐牽我衣。 

我欲嗔小児、老妻勧児癡。 

児癡君更甚、不楽愁何為。 

還坐愧此言、洗盞当我前。 

大勝劉伶婦、区区為酒銭。 

 

■【05-1-044】寄劉孝叔 

君王有意誅驕虜、椎破銅山鋳銅虎。 

聯翩三十七将軍、走馬西来各開府。 
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南山伐木作車軸、東海取鼉漫戦鼓。 

汗流奔走誰敢後、恐乏軍興汚質斧。 

保甲連村団未遍、方田訟牒紛如雨。 

爾来手実降新書、抉剔根株窮脈縷。 

詔書惻怛信深厚、吏能浅薄空労苦。 

平生学問止流俗、衆裏笙竽誰比數。 

忽令独奏鳳将雛、倉卒欲吹那得譜。 

況復連年苦饑饉、剥齧草木啖泥土。 

今年雨雪頗応時、又報蝗虫生翅股。 

憂来洗盞欲強酔、寂寞虚斎臥空甒。 

公廚十日不生煙、更望紅裙踏筵舞。 

故人屡寄山中信、只有当帰無別語。 

方将雀鼠偸太倉、未肯衣冠掛神武。 

呉興丈人真得道、平日立朝非小補。 

自従四方冠蓋鬧、帰作二浙湖山主。 

高蹤已自雑漁釣、大隠何曾棄簪組。 

去年相従殊未足、問道已許談其粗。 

逝将棄官往卒業、俗縁未尽那得睹。 

公家只在霅溪上、上有白雲如白羽。 

応憐進退苦皇皇、更把安心教初祖。 

 

■【05-1-045】文与可字説 
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■【05-1-046】与霊隠知和尚 

 

■【05-1-047】祭常山神祝文 

 

■【05-1-048】孔長源挽詞二首 

其一 

少年才気冠当時、晩節孤風益自奇。 

君勝宜為夫子後、林宗不愧蔡邕碑。 

南荒尚記誅元悪、東越誰能事細児。 

耆旧如今幾人在、為君無憾為時悲。 

 

其二 

小堰門頭柳繋船、呉山堂上月侵筵。 

潮声夜半千巌響、詩句明朝万口伝。 

豈意日斜庚子後、忽驚歳在巳辰年。 

佳城一閉無窮事、南望題詩涙灑箋。 

 

■【05-1-049】寄呂穆仲寺丞 

孤山寺下水侵門、毎到先看酔墨痕。 

楚相未亡談笑是、中郎不見典刑存。 

君先去踏塵埃陌、我亦来尋桑棗村。 

回首西湖真一夢、灰心霜鬢更休論。 
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■【05-1-050】答陳述古二首 

其一 

漫説山東第二州、棗林桑泊負春游。 

城西亦有紅千葉、人老簪花却自羞。 

 

其二 

小桃破萼未勝春、羅綺叢中第一人。 

聞道使君帰去後、舞衫歌扇總生塵。 

 

■【05-1-051】懐西湖寄晁美叔同年 

西湖天下景、游者無愚賢。 

深浅随所得、誰能識其全。 

嗟我本狂直、早為世所捐。 

独専山水楽、付与寧非天。 

三百六十寺、幽尋遂窮年。 

所至得其妙、心知口難伝。 

至今清夜夢、耳目余芳鮮。 

君持使者節、風采爍雲煙。 

清流与碧巘、安肯為君妍。 

胡不屏騎従、暫借僧榻眠。 

読我壁間詩、清涼洗煩煎。 

策杖無道路、直造意所便。 

応逢古漁父、葦間自延縁。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：609 
 

問道若有得、買魚勿論銭。 

 

■【05-1-052】張安道楽全堂 

列子御風殊不悪、猶被荘生譏数数。 

歩兵飲酒中散琴、於此得全非至楽。 

楽全居士全於天、維摩丈室空翛然。 

平生痛飲今不飲、無琴不独琴無弦。 

我公天与英雄表、竜章鳳姿照魚鳥。 

但令端委坐廟堂、北狄西戎談笑了。 

如今老去苦思帰、小字親書寄我詩。 

試問楽全全底事、無全何処更相欠。 

 

■【05-1-053】祭魏国韓令公文 

 

■【05-1-054】余主簿母挽詞 

閨庭蘭玉照郷閭、自昔雖貧楽有余。 

豈独家人在中饋、却因麟趾識関睢。 

雲 忽已帰仙府、喬木依然擁旧廬。 

忍把還郷千斛涙、一時灑向老萊裾。 

 

■【05-1-055】張文裕挽詞 

高才本出朝廷右、能事方推徳業余。 

毎見便聞曹植句、至今伝宝魏華書。 
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済南名士新雕喪、剣外生祠已潔除。 

欲寄西風兩行涙、依然喬木鄭公廬。 

 

■【05-1-056】次韻劉貢父李公択見寄二首 

其一 

白髮相望両故人、眼看時事幾番新。 

曲無和者応思郢、論少卑之且借秦。 

歳悪詩人無好語、夜長鰥守向誰親。 

少思多睡無如我、鼻息雷鳴撼四隣。 

 

其二 

何人勧我此間来、弦管生衣甑有埃。 

緑蟻濡唇無百斛、蝗虫撲面已三回。 

磨刀入谷追窮寇、灑涕循城拾棄孩。 

為郡鮮歡君莫嘆、猶勝塵土走章台。 

 

■【05-1-057】祭常山回小猟 

青蓋前頭点皂旗、黄茅岡下出長囲。 

弄風驕馬跑空立、趁兔蒼鷹掠地飛。 

回望白雲生翠巘、帰来紅葉満征衣。 

聖明若用西涼簿、白羽猶能效一揮。 

 

■【05-1-058】江神子 
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老夫聊発少年狂。 

左牽黄、 

右擎蒼。 

錦帽貂裘、 

千騎巻平岡。 

為報傾城随太守、 

親射虎、 

看孫郎。 

 

酒酣胸膽尚開張。 

鬢微霜、 

又何妨。 

持節雲中、 

何日遣馮唐。 

会挽雕弓如満月、 

西北望、 

射天狼。 

 

■【05-1-059】与鮮于子駿 

 

■【05-1-060】和梅戸曹会猟鉄溝 

山西従古説三明、誰信儒冠也捍城。 

竿上鯨鯢猶未掩、草中狐兔不須驚。 
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東州趙叟飲無敵、南国梅仙詩有声。 

不向如皐閑射雉、帰来何以得卿卿。 

 

■【05-1-061】雨中花慢 

今歳花時深院、 

尽日東風、 

蕩漾茶煙。 

但有綠苔芳草、 

柳絮楡銭。 

聞道城西、長廊古寺、 

甲第名園。 

有国艷帯酒、 

天香染袂、 

為我留連。 

 

清明過了、 

残紅無処、 

対此涙灑尊前。 

秋向晩、 

一枝何事、 

向我依然。 

高会聊追短景、 

清商不仮余妍。 
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不如留取、 

十分春態、 

付与明年。 

 

■【05-1-062】後杞菊賦并叙 

叙 

天随生自言常食杞菊。及夏五月、枝葉老硬、気味苦渋、猶食不已。因作賦以自広。始余嘗

疑之、以爲士不遇、窮約可也、至於饑餓嚼嚙草木、則過矣。而余仕宦十有九年、家日益貧、

衣食之奉、殆不如昔者。及移守膠西、意且一飽、而齋廚索然、不堪其憂。日与通守劉君廷

式、循古城廃圃、求杞菊食之、捫腹而笑。然後知天随生之言、可信不繆。作後杞菊賦以自

嘲、且解之云。 

 

吁嗟先生、誰使汝坐堂上称太守。前賓客之造請、後掾属之趨走。朝衙達午、夕坐過酉。曽

杯酒之不設、攬草木以誑口。対案顰蹙、挙箸噎嘔。昔陰将軍設麦飯与蔥葉、井丹推去而不

嗅。怪先生之眷眷、豈故山之無有。 

先生听然而笑曰、人生一世、如屈伸肘。何者爲貧。何者爲富。何者爲美。何者爲陋、或糠核

而瓠肥、或梁肉而墨痩。何侯方丈、庾郎三九。較豊約於夢寐、卒同帰於一朽。吾方以杞爲

糧、以菊爲糗。春食苗、夏食葉、秋食花実而冬食根、庶幾乎西河、南陽之寿。 

 

■【05-1-063】与金山宝覚禅師 

 

■【05-1-064】劉貢父見余歌詞数首、以詩見戯、聊次其韻 

十載漂然未可期、那堪重作看花詩。 
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門前悪語誰伝去、酔後狂歌自不知。 

刺舌君今猶未戒、灸眉我亦更何辞。 

相従痛飲無余事、正是春容最好時。 

 

■【05-1-065】和章七出守湖州二首 

其一 

方丈仙人出淼茫、高情猶愛水雲郷。 

功名誰使連三捷、身世何縁得両忘。 

早歳帰休心共在、他年相見話偏長。 

只因未報君恩重、清夢時時到玉堂。 

 

其二 

絳闕雲台総有名、応須極貴又長生。 

鼎中竜虎黄金賎、松下亀蛇緑骨軽。 

霅水未渾纓可濯、弁峰初見眼応明。 

両卮春酒真堪羨、独占人間分外栄。 

 

■【05-1-066】上文侍中論榷塩書 

 

■【05-1-067】酔白堂記 

 

■【05-1-068】和張子野見寄三絶句 

其一 過旧遊 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：615 
 

前生我已到杭州、到処長如到旧遊。 

更欲洞霄為隠吏、一庵閑地且相留。 

 

其二 見題壁 

狂吟跌宕無風雅、酔墨淋浪不整斉。 

応為詩人一回顧、山僧未忍掃黄泥。 

 

其三 竹閣見憶 

柏堂南畔竹如雲、此閣何人是主人。 

但遣先生披鶴氅、不須更画楽天真。 

 

■【05-1-069】送趙寺丞寄陳海州 

景疏楼上喚蛾眉、君到応先誦此詩。 

若見孟公投轄飲、莫忘衝雪送君時。 

 

■【05-1-070】減字木蘭歌 

賢哉令尹、 

三仕之無喜慍。 

我独何人、 

猶把虚名玷縉紳。 

 

不如帰去、 

二頃良田無覓処。 
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帰去来兮、 

待有良田是幾時。 

 

■【05-1-071】和蒋夔寄茶 

我生百事常随縁、四方水陸無不便。 

扁舟渡江適呉越、三年飲食窮芳鮮。 

金齏玉膾飯炊雪、海螯江柱初脱泉。 

臨風飽食甘寝罷、一瓶花乳浮軽円。 

自従舎舟入東武、沃野便到桑麻川。 

剪毛胡羊大如馬、誰記鹿角腥盤筵。 

廚中蒸粟埋飯甕、大杓更取酸生涎。 

柘羅銅碾棄不用、脂麻白土須盆研。 

故人猶作旧眼看、謂我好尚如当年。 

沙溪北苑強分別、水脚一線爭誰先。 

清詩両幅寄千里、紫金百餅費万銭。 

吟哦烹噍両奇絶、只恐偸乞煩封纏。 

老妻稚子不知愛、一半已入姜塩煎。 

人生所遇無不可、南北嗜好知誰賢。 

死生禍福久不択、更論甘苦争蚩妍。 

知君窮旅不自釈、因詩寄謝聊相鐫。 

 

■【05-1-072】光禄庵二首 

其一 
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文章恨不見文園、礼楽方将訪石泉。 

何事庵中著光祿、枉教閑処筆如椽。 

 

其二 

城中太守的何人、林下先生非我身。 

若向庵中覓光禄、雪中履跡鏡中真。 

 

■【05-1-073】答陳履常 

 

■【05-1-074】趙成伯家有麗人。僕忝郷人、不肯開樽、徒吟春雪美句、次韻一笑 

繍簾朱戸未曾開、誰見梅花落鏡台。 

試問高吟三十韻、何如低唱両三杯。 

莫嫌衰鬢聊相映、須得纖腰与共回。 

知道文君隔青瑣、梁園賦客敢言才。 

 

■【05-1-075】成伯席上贈所出妓川人楊姐 

坐来真箇好相宜、深注唇児浅画眉。 

須信楊家佳麗種、洛川自有浴妃池。 

 

■【05-1-076】密州通判庁題名記 

 

■【05-1-077】超然台記 

 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：618 
 

■【05-1-078】書子由超然台賦後 

 

■【05-1-079】晁君成詩集叙 

 

■【05-1-080】与王慶源 

 

■【05-1-081】塩官大悲閣記 

 

■【05-1-082】鳧繹先生詩集敘 

 

■【05-1-083】書李憲臣蔵墨 

 

■【05-1-084】立春日、病中邀安国、仍請率禹功同来。僕雖不能飲、当請成伯主会、某当

杖策倚几於其間、観諸公酔笑、以撥滞悶也。二首 

其一 

孤燈照影夜漫漫、拈得花枝不忍看。 

白髮欹簪羞彩勝、黄耆煮粥薦春盤。 

東方烹狗陽初動、南陌争牛臥作団。 

老子従来興不浅、向隅誰有満堂歓。 

 

其二 

斎居臥病禁烟前、辜負名花已一年。 

此日使君不強喜、早春風物為誰妍。 
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青衫公子家千里、白髪先生杖百銭。 

曷不相将来問病、已教呼取散花天。 

 

■【05-2-001】一叢花 

今年春浅臘侵年。 

冰雪破春妍。 

東風有信無人見、 

露微意、 

柳際花辺。 

寒夜縱長、 

孤衾易暖、 

鐘鼓漸清円。 

 

朝来初日半含山。 

楼閣淡疏煙。 

遊人便作尋芳計、 

小桃杏、 

応已争先。 

衰病少情、 

疏慵自放、 

惟愛日高眠。 

 

■【05-2-002】刻秦篆記 
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■【05-2-003】満江紅 

天豈無情、 

天也解、 

多情留客。 

春向暖、 

朝来底事、 

尚飄軽雪。 

君遇時来紆組綬、 

我応老去尋泉石。 

恐異時杯酒忽相思、 

雲山隔。 

 

浮世事、 

倶難必。 

人縱健、 

頭応白。 

何辞更一酔、 

此歓難覓。 

不用向佳人訴離恨、 

涙珠先已凝双睫。 

但莫遣、 

新燕卻来時、 
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音書絶。 

 

■【05-2-004】跋赤溪山主頌 

 

■【05-2-005】答李邦直 

美人如春風、著物物未知。 

羈愁似冰雪、見子先流澌。 

子従徐方来、吏民挙熙熙。 

扶病出見之、驚我一何衰。 

知我久慵倦、起我以新詩。 

詩詞如醇酒、盎然薫四支。 

径飲不覚酔、欲和先昏疲。 

西斎有蛮帳、風雨夜紛披。 

放懐語不択、撫掌笑脱頤。 

別来今幾何、春物已含姿。 

柳色日夜暗、子来竟何時。 

徐方雖雲楽、東山禁遊嬉。 

又無狂太守、何以解憂思。 

聞子有賢婦、華堂詠螽斯。 

曷不倒囊橐、売剣買蛾眉。 

不用教糸竹、唱我新歌詞。 

 

■【05-2-006】望江南 
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其一 

春未老、 

風細柳斜斜。 

試上超然台上看、 

半壕春水一城花。 

煙雨暗千家。 

 

寒食後、 

酒醒却咨嗟。 

休対故人思故園、 

且将新火試新茶。 

詩酒趁年華。 

 

其二 

春已老、 

春服幾時成。 

曲水浪低蕉葉穏、 

舞雩風軟紵羅軽。 

酣詠楽升平。 

 

微雨過、 

何処不催耕。 

百舌無言桃李尽、 
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柘林深処鵓鴣鳴。 

春色属蕪菁。 

 

■【05-2-007】満江紅 

東武城南、 

新隄固、 

蓮漪初溢。 

隠隠遍、 

長林高阜、 

臥紅堆碧。 

枝上残花吹尽也、 

与君更向江頭覓。 

問向前、 

猶有幾多春、 

三之一。 

 

官裏事、 

何時畢。 

風雨外、 

無多日。 

相将泛曲水、 

満城争出。 

君不見蘭亭修禊事、 
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当時座上皆豪逸。 

到如今、 

修竹満山陰、 

空陳跡。 

 

■【05-2-008】和文与可洋川園池三十首 

其一 湖橋 

朱欄画柱照湖明、白葛烏紗曳履行。 

橋下亀魚晩無数、識君拄杖過橋声。 

 

其二 橫湖 

貪看翠蓋擁紅粧、不覚湖辺一夜霜。 

巻却天機雲錦段、従教匹練写秋光。 

 

其三 書軒 

雨昏石硯寒雲色、風動牙簽乱葉声。 

庭下已生書帯草、使君疑是鄭康成。 

 

其四 氷池 

不嫌氷雪繞池看、誰似詩人巧耐寒。 

記取羲之洗硯処、碧琉璃下黒蛟蟠。 

 

其五 竹塢 
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晩節先生道転孤、歳寒惟有竹相娯。 

粗才杜牧真堪笑、喚作軍中十万夫。 

 

其六 荻浦 

雨折霜乾不耐秋、白花黄葉使人愁。 

月明小艇湖辺宿、便是江南鸚鵡洲。 

 

其七 蓼嶼 

秋帰南浦蟪蛄鳴、霜落横湖沙水清。 

臥雨幽花無限思、抱叢寒蝶不勝情。 

 

其八 望雲楼 

陰晴朝暮幾回新、巳向虚空付此身。 

出本無心帰亦好、白雲還似望雲人 

 

其九 天漢台 

漾水東流旧見経、銀潢左界上通霊、 

此台試向天文覓、閣道中間第幾星。 

 

其十 待月台 

月与髙人本有期、挂簷低戸映蛾眉。 

只従昨夜十分満、漸覚氷輪出海遅。 
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其十一 二楽榭 

此間真趣豈容談、二楽并君巳是三。 

仁智更煩訶妄見、坐令魯叟作瞿曇。 

 

其十二 泉亭 

聞道池亭勝両川、応須爛酔答雲烟。 

勧君多揀長腰米、消破亭中万斛泉。 

 

其十三 吏隠亭 

縦横憂患満人間、頗怪先生日日閑。 

昨夜清風眠北牖、朝来爽気在西山。 

 

其十四 霜筠亭 

解籜新篁不自持、嬋娟巳有歳寒姿。 

要看凛凛霜前意、須待秋風粉落時。 

 

其十五 無言亭 

慇懃稽首維摩詰、敢問如何是法門。 

弾指未終千偈了、向人還道本無言。 

 

其十六 露香亭 

亭下佳人錦繍衣、満身瓔珞綴明璣。 

晩香消歇無尋処、花巳飄零露巳晞。 
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其十七 涵虚亭 

水軒花榭両争妍、秋月春風各自偏。 

惟有此亭無一物、坐観万景得天全。 

 

其十八 溪光亭 

決去湖波尚有情、却随初日動簷楹。 

溪光自古無人画、慿仗新詩与写成。 

 

其十九 過溪亭 

身軽歩穏去忘帰、四柱亭前野彴微。 

忽悟過溪還一笑、水禽驚落翠毛衣。 

 

其二十 披錦亭 

烟紅露緑曉風香、燕舞鸎啼春日長。 

誰道使君貧且老、繍屏錦帳咽笙簧。 

 

其二十一 亭 

曲池流水細鱗鱗、髙会伝觴似洛浜。 

紅粉翠蛾応不要、画船来往勝於人。 

 

其二十二 菡萏亭 

日日移牀趁下風、清香不断思何窮。 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：628 
 

若為化作亀千歳、巣向田田乱葉中。 

 

其二十三 荼䕷洞 

長憶故山寒食夜、野荼䕷発暗香来。 

分無素手簪羅髻、且折霜蕤浸玉醅。 

 

其二十四 篔簹谷 

漢川修竹賤如蓬、斤斧何曽赦籜竜。 

料得清貧饞太守、渭濱千畝在胸中。 

 

其二十五 寒蘆港 

溶溶晴港漾春暉、蘆筍生時柳絮飛。 

還有江南風物否、桃花流水鮆魚肥 

 

其二十六 野人廬 

少年辛苦事犂鋤、剛厭青山遶故居。 

老覚華堂無意味、却須時到野人廬。 

 

其二十七 此君庵 

寄語菴前抱節君、与君到処合相親。 

写真雖是文夫子、我亦真堂作記人。 

 

其二十八 金橙径 
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金橙縦復里人知、不見鱸魚価自低。 

須是松江烟雨裏、小船燒薤擣香虀。 

 

其二十九 南園 

不種夭桃与綠楊、使君応欲候農桑。 

春畦雨過羅紈膩、夏壠風来餅餌香。 

 

其三十 北園 

漢水巴山楽有余、一麾従此首帰途。 

北園草木慿君問、許我他年作主無。 

 

■【05-2-009】与文与可 

 

■【05-2-010】与程彜仲 

 

■【05-2-011】寄題刁景純蔵春塢 

白首帰来種万松、待看千尺舞霜風。 

年抛造物陶甄外、春在先生杖履中。 

楊柳長斉低戸暗、桜桃爛熟滴堦紅。 

何時却与徐元直、共訪襄陽龐徳公。 

 

■【05-2-012】書文与可超然台賦後 
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■【05-2-013】書李邦直超然台賦後 

 

■【05-2-014】雩泉記 

 

■【05-2-015】河満子 

見説岷峨凄愴、 

旋聞江漢澄清。 

但覚秋来帰夢好、 

西南自有長城。 

東府三人最少、 

西山八国初平。 

 

莫負花渓縦賞、 

何妨薬市微行。 

試問当壚人在否、 

空教是処聞名。 

唱著子淵新曲、 

応須分外含情。 

 

■【05-2-016】玉盤盂、并引 

引 

東武旧俗、毎歳四月、大会於南禅、資福両寺。以芍薬供仏、而今歳最盛、凡七千余餘 、皆

重跗累萼、繁麗豊碩。中有白花、正円如覆盂、其下十余葉、稍大、承之如盤、姿格絶異、独
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出於七千 之上、云、得之於城北蘇氏園中、周宰相莒公之別業也。而其名俚甚、乃為易

之。 

 

其一 

雑花狼藉占春余、芍薬開時掃地無。 

両寺粧成宝瓔珞、一枝争看玉盤盂。 

佳名会作新翻曲、絶品難逢旧画図。 

従此定知年穀熟、姑山親見雪肌膚。 

 

其二 

花不能言意可知、令君痛飲更無疑。 

但持白酒勧嘉客、直待瓊舟覆玉彜。 

負郭相君初択地、看羊属国首吟詩。 

吾家豈与花相厚、更問残芳有幾枝。 

 

■【05-2-017】和潞公超然台次韻 

我公厭富貴、常苦勲業尋。 

相期赤松子、永望白雲岑。 

清風出談笑、万竅為号吟。 

吟成超然詩、洗我蓬之心。 

嗟我本何人、麋鹿強冠襟。 

身微空志大、交浅屡言深。 

囑公如得謝、呼我幸寄音。 
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但恐酒銭尽、煩公揮橐金。 

 

■【05-2-018】聞喬太博換左蔵知欽州、以詩招飲 

今年果起故将軍、幽夢清詩信有神。 

馬革裹屍真細事、虎頭食肉更何人。 

陣雲冷圧黄茅瘴、羽扇斜揮白葛巾。 

痛飲従今有幾日、西軒月色夜来新。 

 

■【05-2-019】寄黎眉州 

膠西高処望西川、応在孤雲落照辺。 

瓦屋寒堆春後雪、峨眉翠掃雨余天。 

治経方笑春秋学、好士今無六一賢。 

且待淵明賦帰去、共将詩酒趁流年。 

 

■【05-2-020】山堂銘、并敘 

 

■【05-2-021】和趙郎中捕蝗見寄次韻 

麦穗人許長、穀苗牛可没。 

天公独何意、忍使蝗虫発。 

駆攘著令典、農事安可忽。 

我僕既胼胝、我馬亦款矻。 

飛騰漸云少、筋力亦已竭。 

苟無百篇詩、何以醒睡兀。 
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初如疏畎澮、漸若決澥渤。 

往来供十吏、腕脱不容歇。 

平生軽妄庸、熟視笑魏勃。 

愛君有逸気、詩壇専斬伐。 

民病何時休、吏職不可越。 

慎毋及世事、向空書咄咄。 

 

■【05-2-022】登常山絶頂広麗亭 

西望穆陵関、東望瑯邪台。 

南望九仙山、北望空飛埃。 

相将叫虞舜、遂欲帰蓬萊。 

嗟我二三子、狂飲亦荒哉。 

紅裙欲仙去、長笛有余哀。 

清歌入雲霄、妙舞繊腰回。 

自従有此山、白石対蒼苔。 

何嘗有此楽、将去復徘徊。 

人生如朝露、白髮日夜催。 

棄置当何言、万劫終飛灰。 

 

■【05-2-023】薄薄酒二首、并引 

引 

膠西先生趙明叔、家貧、好飲、不択酒而酔。常云、薄薄酒、勝茶湯、醜醜婦、勝空房。其言

雖俚、而近乎達、故推而広之以補東州之楽府。既又以為未也、復自和一篇、聊以発覧者之
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一噱云耳。 

 

其一 

薄薄酒、勝茶湯、麤麤布、勝無裳。 

醜妻悪妾勝空房。 

五更待漏靴満霜、不如三伏日高睡足北窗涼。 

珠襦玉柙万人相送帰北邙、不如懸鶉百結独坐負朝陽。 

生前富貴、死後文章、百年瞬息万世忙。 

夷斉盜跖俱亡羊、不如眼前一酔是非憂楽都両忘。 

 

其二 

薄薄酒、飲両鐘、麤麤布、著両重。 

美悪雖異酔暖同、醜妻悪妾寿乃公。 

隠居求志義之従、本不計較東華塵土北窗風。 

百年雖長要有終、富死未必輸生窮。 

但恐珠玉留君容、千載不朽遭樊崇。 

文章自足欺盲聾、誰使一朝富貴面発紅。 

達人自達酒何功、世間是非憂楽本来空。 

 

■【05-2-024】同年王中甫挽詞 

先帝親収十五人、四方争看撃鵬鵾。 

如君才業真堪用、顧我衰遅不足論。 

出処升沈十年後、死生契闊幾人存。 
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他時京口尋遺跡、宿草猶応有涙痕。 

 

■【05-2-025】七月五日二首 

其一 

避謗詩尋医、畏病酒入務。 

蕭条北窗下、長日誰与度。 

今年苦炎熱、草木困薰煮。 

況我早衰人、幽居気如縷。 

秋来有佳興、秫稲已含露。 

還復此微吟、往和糟床注。 

 

其二 

何処覓新秋、蕭然北台上。 

秋来未云幾、風月已清亮。 

雲間聳孤翠、林表浮遠漲。 

新棗漸堪剥、晩瓜猶可餉。 

西風送落日、万竅含淒悵。 

念当急行楽、白髮不汝放。 

 

■【05-2-026】趙郎中見和、戯復答之 

趙子吟詩如溌水、一揮三百八十字。 

奈何效我欲尋医、恰似西施蔵白地。 

趙子飲酒如淋灰、一年十万八千杯。 
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若不令君早入務、飲竭東海生黄埃。 

我衰臨政多繆錯、羨君精采如秋鶚。 

頗哀老子今日飲、為君坐嘯主画諾。 

 

■【05-2-027】和魯人孔周翰題詩二首、并引 

引 

孔周翰嘗爲仙源令、中秋以事留東武官舎中。時陳君宗古、任君建中皆在郡。後十七年中

秋、周翰持節過郡、二君已亡、感時懐旧、留詩於壁。又其後五年中秋、軾与客飲超然台上、

聞周翰乞此郡。客有誦其詩者、乃次其韻二篇、以為他日一笑。 

 

其一 

壊壁題詩已五年、故人風物両依然。 

定知来歳中秋月、又照先生枕麹眠。 

 

其二 

更邀明月説明年、記取孤吟孟浩然。 

此去宦遊如伝舎、揀枝驚鵲幾時眠。 

 

■【05-2-028】水調歌頭 

明月幾時有、 

把酒問青天。 

不知天上宮闕、 

今夕是何年。 
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我欲乗風帰去、 

又恐瓊楼玉宇、 

高処不勝寒。 

起舞弄清影、 

何似在人間。 

 

転朱閣、 

低綺戸、 

照無眠、 

不応有恨、 

何事長向別時円。 

人有悲歓離合、 

月有陰晴円欠、 

此事古難全。 

但願人長久、 

千里共嬋娟。 

 

■【05-2-029】送碧香酒与趙明叔教授 

聞君有婦賢且廉、勧君慎勿為楚相。 

不羨紫駝分御食、自遣赤脚沽村釀。 

嗟君老狂不知愧、更吟醜婦悪嘲謗。 

諸生聞語定失笑、冬暖号寒臥無悵。 

碧香近出帝子家、鵝児破殼酥流盎。 
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不学劉伶独自飲、一壺往助斉眉餉。 

 

■【05-2-030】趙既見和復次韻答之 

長安小吏天所放、日夜歌呼和丞相。 

豈知後世有阿瞞、北海樽前捉私釀。 

先生未出禁酒国、詩語孤高常近謗。 

幾回無酒欲沽君、却畏有司書簿帳。 

酸寒可笑分一斗、日飲無何足袁盎。 

更将険語圧衰翁、只恐自是台無餉。 

 

■【05-2-031】蘇潜聖挽詞 

妙齢馳誉百夫雄、晩節忘懐大隠中。 

悃愊無華真漢吏、文章爾雅称吾宗。 

趨時肯負平生志、有子還応不死同。 

惟我閑思十年事、数行老涙寄西風。 

 

■【05-2-032】和晁同年九日見寄 

仰看鸞鵠刺天飛、富貴功名老不思。 

病馬已無千里志、騷人長負一秋悲。 

古来重九皆如此、別後西湖付与誰。 

遣子窮愁天有意、呉中山水要清詩。 

 

■【05-2-033】祭常山祝文 
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■【05-2-034】送喬施州 

恨無負郭田二頃、空有載行書五車。 

江上青山橫絶壁、雲間細路躡飛蛇。 

雞号黒暗通蛮貨、蜂鬧黄連采蜜花。 

共怪河南門下客、不応万里向長沙。 

 

■【05-2-035】蓋公堂記 

 

■【05-2-036】李氏山房蔵書記 

 

■【05-2-037】与周開祖 

 

■【05-2-038】次韻周邠寄雁蕩山図二首 

其一 

指点先憑采薬翁、丹青化出大槐宮。 

眼明小閣浮煙翠、歯冷新詩嚼雪風。 

二華行看雄陜右、九仙今已圧京東。 

此生的有尋山分、已覚温台落手中。 

 

其二 

西湖三載与君同、馬入塵埃鶴入籠。 

東海独来看出日、石橋先去踏長虹。 
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遙知別後添華髪、時向樽前説病翁。 

所恨蜀山君未見、他年携手酔郫筒。 

 

■【05-2-039】題鮮于子駿八詠後 

 

■【05-2-040】雪夜独宿柏仙庵 

晩雨繊繊変玉霙、小庵高臥有余清。 

夢驚忽有穿窗片、夜静惟聞瀉竹声。 

稍圧冬温聊得健、未濡秋旱若為耕。 

天公用意真難会、又作春風爛漫晴。 

 

■【05-2-041】和孔郎中荊林馬上見寄 

秋禾不満眼、宿麦種亦稀。 

永愧此邦人、芒刺在膚肌。 

平生五千巻、一字不救飢。 

方将怨無襦、忽復歌緇衣。 

堂堂孔北海、直気凜群児。 

朱輪未及郊、清風已先馳。 

何以累君子、十万貧与羸。 

滔滔満四方、我行竟安之。 

何時剣関路、春山聞子規。 

 

■【05-2-042】江神子 
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前瞻馬耳九仙山。 

碧連天、 

晩雲間。 

城上高台、 

真箇是超然。 

莫使匆匆雲雨散、 

今夜裏、 

月嬋娟。 

 

小渓鴎鷺静聯拳、 

去翩翩。 

点軽烟。 

人事凄涼、 

回首便他年。 

莫忘使君歌笑処、 

垂柳下、 

矮槐前。 

 

■【05-2-043】別東武流杯 

莫笑官居如伝舎、故応人世等浮雲。 

百年父老知誰在、惟有双松識使君。 

 

■【05-2-044】留別雩泉 
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挙酒属雩泉、白髮日夜新。 

何時泉中天、復照泉上人。 

二年飲泉水、魚鳥亦相親。 

還将弄泉手、遮日向西秦。 

 

■【05-2-045】留別釈迦院牡丹呈趙倅 

春風小院初却時、壁間惟見使君詩。 

応問使君何処去、憑花説与春風知。 

年年歳歳何窮已、花似今年人老矣。 

去年崔護若重来、前度劉郎在千里。 

 

■【05-2-046】董儲郎中嘗知眉州、与先人遊、過安丘、訪其故居、見其子希甫、留詩屋壁 

白髮郎潜旧使君、至今人道最能文。 

隻雞敢忘橋公語、下馬来尋董相墳。 

冬月負薪雖得免、隣人吹笛不堪聞。 

死生契闊君休問、灑涙西南向白雲。 

 

■【05-2-047】跋董儲書 

 

■【05-3-001】除夜大雪、留濰州、元日早晴、遂行中途雪復作 

除夜雪相留、元日晴相送。 

東風吹宿酒、痩馬兀残夢。 

葱曨暁光開、旋転余花弄。 
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下馬成野酌、佳哉誰与共。 

須臾晩雲合、乱灑無欠空。 

鵝毛垂馬駿、自怪騎白鳳。 

三年東方旱、逃戸連欹棟。 

老農釈耒歎、涙入饑腸痛。 

春雪雖云晩、春麦猶可種。 

敢怨行役労、助爾歌飯甕。 

 

■【05-3-002】大雪、青州道上、有懐東武園亭、寄交孔周翰 

超然台上雪、城郭山川両奇絶。 

海風吹碎碧琉璃、時見三山白銀闕。 

蓋公堂前雪、緑窗朱戸相明滅。 

堂中美人雪争妍、粲然一笑玉歯頬。 

就中山堂雪更奇、青松怪石乱瓊糸。 

惟有使君游不帰、五更上馬愁斂眉。 

君不見淮西李侍中、夜入蔡州縛取呉元済。 

又不見襄陽孟浩然、長安道上騎驢吟雪詩。 

何当閉門飲美酒、無人毀誉河東守。 

 

■【05-3-003】至済南、李公択以詩相迎、次其韻二首 

其一 

敝裘羸馬古河浜、野闊天低糝玉塵。 

自笑餐氈典屬国、来看換酒謫仙人。 
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宦遊到処身如寄、農事何時手自親。 

剩作新詩与君和、莫因風雨廃鳴晨。 

 

其二 

夜擁笙歌霅水浜、回頭楽事総成塵。 

今年送汝作太守、到処逢君是主人。 

聚散細思都是夢、身名漸覚両非親。 

相従継燭何須問、蝙蝠飛時日正晨。 

 

■【05-3-004】陽関曲 

済南春好雪初晴、 

纔到竜山馬足軽。 

使君莫忘霅溪女、 

還作陽関腸断声。 

 

■【05-3-005】問養生 

 

■【05-3-006】祭柳子玉文 

 

■【05-3-007】僕曩於長安陳漢卿家、見呉道子画仏、碎爛可惜。其後十余年、復見之於鮮

于子駿家、則已裝背完好。子駿以見遺、作詩謝之 

貴人金多身復閑、争買書画不計銭。 

已将鉄石充逸少、更補朱繇為道玄。 
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煙薰屋漏裝玉軸、鹿皮蒼璧知誰賢。 

呉生画仏本神授、夢中化作飛空仙。 

覚来落筆不経意、神妙独到秋毫顛。 

昔我長安見此画、嘆惜至宝空潸然。 

素糸断続不忍看、已作蝴蝶飛聯翩。 

君能収拾為補綴、体質散落嗟神全。 

誌公彷佛見刀尺、修羅天女猶雄妍。 

如観老杜飛鳥句、脱字欲補知無縁。 

問君乞得良有意、欲将俗眼為洗湔。 

貴人一見定羞怍、錦囊千紙何足捐。 

不須更用博麻縷、付与一炬随飛烟。 

 

■【05-3-008】満江紅 

清潁東流、 

愁目断、 

孤帆明滅。 

宦遊処、 

青山白浪、 

万重千畳。 

辜負当年林下意、 

対牀夜雨聴蕭瑟。 

恨此生、 

長向別離中、 
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添華髪。 

 

一樽酒、 

黄河側。 

無限事、 

従頭説。 

相看恍如昨、 

許多年月。 

衣上旧痕余苦涙、 

眉間喜気添黄。 

便当君、 

池上覓残春、 

花如雪。 

 

■【05-3-009】与眉守黎希声 

 

■【05-3-010】和孔君亮郎中見贈 

偶対先生尽一樽、酔看万物洶崩奔。 

優游共我聊卒歳、骯髒如君合倚門。 

只恐掉頭難久住、応須傾蓋便深論。 

固知厳勝風流在、又見長身十世孫。 

 

■【05-3-011】殢人嬌 
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満院桃花、 

尽是劉郎未見。 

於中更、 

一枝繊軟。 

仙家日月、 

笑人間春晩。 

濃睡起、 

驚飛乱紅千片。 

 

密意難窺、 

羞容易見。 

平白地、 

為伊腸断。 

問君終日、 

怎安排心眼。 

須信道、 

司空自来見慣。 

 

■【05-3-012】洞仙歌 

江南臘尽、 

早梅花開後。 

分付新春与垂柳。 

細腰肢、 
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自有入格風流。 

仍更是、 

骨体清英雅秀。 

 

永豊坊那畔、 

尽日無人、 

惟見金糸弄晴画。 

断腸是、 

飛絮時、 

緑葉成陰、 

無個事、 

一成消痩。 

又莫是、 

東風逐君来、 

便吹散眉間、 

一点春皺。 

 

■【05-3-013】送范景仁游洛中 

小人真闇事、閑退豈公難。 

道大吾何病、言深聴者寒。 

憂時雖早白、駐世有還丹。 

得酒相逢楽、無心所遇安。 

去年行万里、蜀路走千盤。 
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投老身弥健、登山意未闌。 

西游為桜筍、東道尽鵷鸞。 

杖履携児去、園亭借客看。 

折花斑竹寺、弄水石樓灘。 

鬻馬衰憐白、驚雷怯笑韓。 

蘚書標洞府、松蓋偃天壇。 

試与劉夫子、重尋靖長官。 

 

■【05-3-014】次韻景仁留別 

公老我亦衰、相見恨不数。 

臨行一杯酒、此意重山岳。 

歌詞白苧清、琴弄黄鐘濁。 

詩新眇難和、飲少僅可学。 

欲参兵部選、有力誰如犖。 

且作東諸侯、山城雄鼓角。 

南游許過我、不憚千里邈。 

会当聞公来、倒屣髪一握。 

 

■【05-3-015】書韓幹牧馬図 

南山之下、汧渭之間。 

想見開元天宝年、八坊分屯隘秦川。 

四十万匹如雲烟、騅駓駰駱驪騮騵。 

白魚赤兔騂皇䮧、竜顱鳳頸獰且妍。 
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奇姿逸徳隠駑頑、碧眼胡児手足鮮。 

歳時剪刷供帝閑、柘袍臨池侍三千。 

紅粧照日光流淵、楼下玉螭吐清寒。 

往来蹙踏生飛湍、衆工舐筆和朱鉛。 

先生曹霸弟子韓、厩馬多肉尻脽圓。 

肉中画骨誇尤難、金羈玉勒繍羅鞍。 

鞭箠刻烙傷天全、不如此図近自然。 

平沙細草芒芊綿、驚鴻脱兔争後先。 

王良挾策飛上天、何必俯首服短轅。 

 

■【05-3-016】韓幹馬十四匹 

二馬並駆攢八蹄、二馬宛頸騣尾斉。 

一馬任前双挙後。一馬却避長鳴嘶。 

老髯奚官騎且顧、前身作馬通馬語。 

後有八匹飲且行、微流赴吻若有声。 

前者既済出林鶴、後者欲渉鶴俯啄。 

最後一匹馬中竜、不嘶不動尾搖風。 

韓生画馬真是馬、蘇子作詩如見画。 

世無伯楽亦無韓、此詩此画誰当看。 

 

■【05-3-017】韓幹画馬賛 

 

■【05-3-018】与司馬温公 
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■【05-3-019】送魯元翰少卿知衛州 

冗士無処著、寄身范公園。 

桃李忽成陰、薺麦秀已繁。 

閉門春春永、惟有黄蜂喧。 

誰人肯携酒、共酔楡柳村。 

髯卿独何者、一月三到門。 

我不往拜之、髯来意弥敦。 

堂堂元老後、亹亹仁人言。 

憶在銭塘歳、情好均弟昆。 

時於氷雪中、笑語作春温。 

欲飲径相覓、夜開叢竹軒。 

搜尋到篋笥、鮓醢無復存。 

毎愧煙火中、玉腕親炮燔。 

別来今幾何、相対如夢魂。 

告我当北渡、新詩侑清罇。 

坡陀太行麓、洶湧黄河翻。 

仕宦非不遇、王畿西北垣。 

斯民如魚耳、見網則驚奔。 

皎皎千丈清、不如尺水渾。 

刑政雖首務、念当養其源。 

一聞襦袴音、盜賊安足論。 
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■【05-3-020】次韻子由送蔣夔赴代州学官 

功利争先変法初、典型独守老成余。 

窮人未信詩能爾、倚市懸知繍不如。 

代北諸生漸狂簡、牀頭雑説為爬梳。 

帰来問雁吾何敢、疾世王符解著書。 

 

■【05-3-021】李若之布気 

 

■【05-3-022】京師哭任遵聖 

十年不還郷、児女日夜長。 

豈惟催老大、漸復成彫喪。 

毎聞耆舊亡、涕泣声輒放。 

老任況奇逸、先子推輩行。 

文章小得誉、詩語尤清壮。 

吏能復所長、談笑万夫上。 

自喜作劇県、偏工破豪党。 

奮髯走猾吏、嚼歯対奸将。 

哀哉命不偶、毎以才得謗。 

竟使落窮山、青衫就黄壌。 

宦遊久不楽、江海永相望。 

退耕本就君、時節相労餉。 

此懐今不遂、帰見累累葬。 

望哭国西門、落日銜千嶂。 
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平生惟一子、抱負珠在掌。 

見之齠齔中、已有食牛量。 

他年如入洛、生死一相訪。 

惟有王濬沖、心知中散状。 

 

■【05-3-023】与文与可 

 

■【05-3-024】代張方平諌用兵書 

 

■【05-3-025】宿州次韻劉涇 

我欲帰休瑟漸希、舞雩何日著春衣。 

多情白髮三千丈、無用蒼皮四十囲。 

晩覚文章真小技、早知富貴有危機。 

為君垂涕君知否、千古華亭鶴自飛。 

 

■【05-3-026】徐州謝両府啓 

 

■【05-3-027】徐州送交代仲達少卿 

此身無用且東来、頼有江山慰不才。 

旧尹未嫌衰廃久、清樽猶許再三開。 

満城遺愛知誰継、極目扁舟挽不回。 

帰去青雲還記否、交遊勝絶古城隈。 
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■【05-3-028】和孔密州五絶 

其一 見邸家園留題 

大旆伝聞載酒過、小詩未忍著磚磨。 

陽関三畳君須秘、除却膠西不解歌。 

 

其二 春歩西園見寄 

歳歳開園成故事、年年行楽不辜春。 

今年太守尤難継、慈愛聡明恵利人。 

 

其三 東欄梨花 

梨花淡白柳深青、柳絮飛時花満城。 

惆悵東欄二株雪、人生看得幾清明。 

 

其四 和流杯石上草書小詩 

蜂腰鶴膝嘲希逸、春蚓秋蛇病子雲。 

酔裏自書醒自笑、如今二絶更逢君。 

 

其五 堂後白牡丹 

城西千葉豈不好、笑舞春風酔臉丹。 

何似後堂氷玉潔、遊蜂非意不相干。 

 

■【05-3-029】和趙郎中見戲二首 

其一 
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燕子人亡三百秋、巻簾那復似揚州。 

西行未必能勝此、空唱崔徽上白楼。 

 

其二 

我撃藤牀君唱歌、明年六十奈君何。 

酔顛只要装風景、莫向人前自洗磨。 

 

■【05-3-030】与司馬温公 

 

■【05-3-031】司馬君実独楽園 

青山在屋上、流水在屋下。 

中有五畝園、花竹秀而野。 

花香襲杖履、竹色侵盞斝。 

樽酒楽余春、棋局消長夏。 

洛陽古多士、風俗猶爾雅。 

先生臥不出、冠蓋傾洛社。 

雖云与衆楽、中有独楽者。 

才全徳不形、所貴知我寡。 

先生独何事、四海望陶冶。 

児童誦君実、走卒知司馬。 

持此欲安帰、造物不我捨。 

名声逐吾輩、此病天所赭。 

撫掌笑先生、年來效瘖唖。 
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■【05-3-032】保母楊氏墓誌銘 

 

■【05-3-033】次韻子由与顔長道同遊百歩洪、相地築亭種柳 

平明坐衙不暖席、帰来閉閣閑終日。 

臥聞客至倒屣迎、両眼蒙籠余睡色。 

城東泗水歩可到、路転河洪翻雪白。 

安得青糸絡駿馬、蹙踏飛波柳陰下。 

奮身三丈両蹄間、振鬣長鳴声自乾。 

少年狂興久已謝、但憶嘉陵繞剣関。 

剣関大道車方軌、君自不去帰何難。 

山中故人応大笑、築室種柳何時還。 

 

■【05-3-034】和李邦直沂山祈雨有応 

高田生黄埃、下田生蒼耳。 

蒼耳亦已無、更問麦有幾。 

蛟竜睡足亦解慚、二麦枯時雨如洗。 

不知雨従何処来、但聞呂梁百歩声如雷。 

試上城南望城北、際天菽粟青成堆。 

饑火焼腸作牛吼、不知待得秋成否。 

半年不雨坐竜慵、共怨天公不怨竜。 

今朝一雨聊自贖、竜神社鬼各言功。 

無功日盗太倉穀、嗟我与竜同此責。 
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勧農使者不汝容、因君作詩先自劾。 

 

■【05-3-035】与梁先、舒煥泛舟、得臨釀字、二首 

其一 

彭城古戦国、孤客倦登臨。 

汴泗交流処、清潭百丈深。 

故人軽千里、繭足来相尋。 

何以娯嘉客、潭水洗君心。 

 

其二 

老守厭簿書、先生罷函丈。 

風流魏晋間、談笑羲皇上。 

河洪忽已過、水色緑可釀。 

君毋軽此楽、此楽清且放。 

 

■【05-3-036】次韻答邦直、子由五首 

其一 

簿書顛倒夢魂間、知我疏慵肯見原。 

閑作閉門僧舍冷、臥聞吹枕海濤喧。 

忘懐杯酒逢人共、引睡文書信手翻。 

欲吐狂言喙三尺、怕君瞋我却須呑。 

 

其二 
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城南短李好交遊、箕踞狂歌不自由。 

尊主庇民君有道、楽天知命我無憂。 

酔呼妙舞留連夜、閑作清詩断送秋。 

瀟灑使君殊不俗、樽前容我攬須不。 

 

其三 

老弟東来殊寂寞、故人留飲慰酸寒。 

草荒城角開新経、雨入河洪失旧灘。 

車馬追陪迹未掃、唱酬往復字応漫。 

此詩更欲憑君改、待与江南子布看。 

 

其四 

君雖為我此遅留、別後淒涼我已憂。 

不見便同千里遠、退帰終作十年游。 

恨無揚子一区宅、懶臥元竜百尺楼。 

聞道鵷鴻満台閣、網羅応不到沙鴎。 

 

其五 

五斗塵労尚足留、閉関却欲治幽憂。 

羞為毛遂囊中頴、未許朱雲地下遊。 

無事会須成好飲、思帰時欲賦登楼。 

羨君幕府如僧舎、日向城南看浴鴎。 
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■【05-3-037】宝絵堂記 

 

■【05-3-038】与杭守 

 

■【05-3-039】送顔復兼寄王鞏 

彭城官居冷如水、誰從我遊顔氏子。 

我衰且病君亦窮、衰窮相守正其理。 

胡為一朝捨我去、軽衫触熱行千里。 

問君無乃求之与、答我不然聊爾耳。 

京師万事日日新、故人如故今有幾。 

君知牛行相君宅、扣門但覓王居士。 

清詩草聖倶入妙、別後寄我書連紙。 

苦恨相思不相見、約我重陽嗅霜蕊。 

君帰可喚与倶来、未応指目妨進擬。 

太一老仙閑不出、踵門問道今時矣。 

因行過我路幾何、願君推挽加鞭箠。 

吾儕一酔豈易得、買羊釀酒従今始。 

 

■【05-3-040】書諸公送鳧繹先生詩後 

 

■【05-3-041】顔楽亭詩並叙 

叙 

顏子之故居所謂陋巷者、有井存焉、而不在顔氏久矣。膠西太守孔君宗翰、始得其地、浚治
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其井、作亭於其上、命之曰顔楽。夫子以簞食瓢飲賢顔子、而韓子乃以為哲人之細事、何

哉。蘇子曰、古之観人也、必於其小者観之、其大者容有偽焉。人能砕千金之璧、不能無失

声於破釜、能搏猛虎、不能無変色於蜂蠆。孰知簞食瓢飲之為哲人之大事乎。乃作顔楽亭

詩以遺孔君、正韓子之説、且以自警云。 

 

天生烝民、為之鼻口。 

美者可嚼、芬者可嗅。 

美必有悪、芬必有臭。 

我無天遊、六鑿交闘。 

鶩而不返、跬歩商受。 

偉哉先師、安此微陋。 

孟賁股栗、虎豹却走。 

眇然其身、中亦何有。 

我求至楽、千載無偶。 

執瓢従之、忽焉在後。 

 

■【05-3-042】快哉此風賦、并引 

引 

時与呉彦律、舒堯文、鄭彦能各賦両韻、子瞻作第一、第五韻、占風字為韻。余皆不録。 

 

賢者之楽、快哉此風。 

雖庶民之不共、眷佳客以攸同。 

穆如其来、既偃小人之徳。 
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颯然而至、豈独大王之雄。 

若夫鷁退宋都之上、雲飛泗水之湄。 

寥寥南郭、怒号於万竅。 

颯颯東海、鼓舞于四維。 

固以陋晉人一 之小、笑玉川両腋之卑。 

野馬相吹、搏羽毛于汗漫。 

応竜作処、作鱗甲以参差。 

 

■【05-3-043】蠍虎 

黄雞啄蠍如啄麦、窗間守宮称蠍虎。 

暗中繳尾伺飛虫、巧捷功夫在腰膂。 

跂跂脈脈善縁壁、陋質従来誰比数。 

今年歳旱号蜥蜴、狂走児童鬧歌舞。 

能銜渠水作冰雹、便向蛟竜覓雲雨。 

守宮努力搏蒼蠅、明年歳旱当求汝。 

 

■【05-3-044】子由将赴南都、与余会宿於逍遙堂、作両絶句、読之殆不可為懐、因和其詩

以自解。余観子由、自少曠達、天資近道、又得至人養生長年之訣、而余亦竊聞其一二。以

為今者宦游相別之日浅、而異時退休相従之日長、既以自解、且以慰子由云 

其一 

別期漸近不堪聞、風雨蕭蕭已断魂。 

猶勝相逢不相識、形容変尽語音存。 

 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：662 
 

其二 

但令朱雀長金花、此別還同一転車。 

五百年間誰復在、会看銅狄両咨嗟。 

 

■【05-3-045】記子由詩 

 

■【05-3-046】留題石経院三首 

其一 

蔥蒨門前路、行穿翠密中。 

却来堂上看、巌谷意無窮。 

 

其二 

夭矯庭中檜、枯枝鵲踏消。 

痩皮纏鶴骨、高頂転竜腰。 

 

其三 

窈窕山頭井、潜通伏澗清。 

欲知深幾許、聴放轆轤声。 

 

■【05-3-047】過雲竜山人張天驥 

郊原雨初足、風日清且好。 

病守亦欣然、肩輿白門道。 

荒田咽蛩蚓、村巷懸梨棗。 
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下有幽人居、閉門空雀噪。 

西風高正厲、落葉紛可掃。 

孤僮臥斜日、病馬放秋草。 

墟里通有無、垣墻任摧倒。 

君家本冠蓋、糸竹鬧隣保。 

脱身声利中、道徳自濯澡。 

躬耕抱羸疾、奉養百歳老。 

詩書膏吻頰、菽水媚翁媼。 

饑寒天随子、杞菊自擷芼。 

慈孝董邵南、雞狗相乳抱。 

吾生如寄耳、帰計失不早。 

故山豈敢忘、但恐迫華皓。 

従君好種秫、斗酒時相労。 

 

■【05-3-048】徐州与人 

 

■【05-3-049】贈王仲素寺丞 

養気如養児、棄官如棄泥。 

人皆笑子拙、事定竟誰迷。 

帰耕独患貧、問子何所 。 

尺宅足自庇、寸田有余畦。 

明珠照短褐、陋室生虹霓。 

雖無孔方兄、顧有法喜妻。 
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弾琴一長嘯、不答阮与与嵇。 

曹南劉夫子、名与子政斉。 

家有鴻宝書、不鑄金 蹄。 

促膝問道要、遂蒙分刀圭。 

不忍独不死、尺書肯見梯。 

我生本強鄙、少以気自擠。 

孤舟倒江河、赤手攬象犀。 

年来稍自笑、留気下暖臍。 

苦恨聞道晩、意象颯已淒。 

空見孫思邈、区区賦病梨。 

 

■【05-3-050】陽関詞三首 

其一 贈張継愿 

受降城下紫髯郎、戯馬台前古戦場。 

恨君不取契丹首、金甲牙旗帰故郷。 

 

其二 答李公択 

済南春好雪初晴、行到竜山馬足軽。 

使君莫忘霅溪女、時作陽関腸断声。 

 

其三 中秋月 

暮雲収尽溢清寒、銀漢無声転玉盤。 

此生此夜不長好、明月明年何処看。 
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■【05-3-051】水調歌頭 

安石在東海、 

従事鬢驚秋。 

中年親友難別、 

糸竹緩離愁。 

一旦功成名遂、 

準擬東還海道、 

扶病入西。 

雅志困軒冕、 

遺恨寄滄州。 

 

歳雲暮、 

須早計、 

要褐裘。 

故郷帰去千里、 

佳処輙遅留。 

我酔歌時君和、 

酔倒須君扶我、 

惟酒可忘憂。 

一任劉玄徳、 

相対臥高楼。 
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■【05-3-052】和孔周翰二絶 

其一 再観邸園留題 

小園香霧曉蒙籠、酔守狂詞未必工。 

魯叟録詩応有取、曲収彤管邶鄘風。 

 

其二 観静観堂效韋蘇州詩 

弱羽巣林在一枝、幽人蝸舍両相宜。 

楽天長短三千首、却愛韋郎五字詩。 

 

■【05-3-053】答任師中、家漢公 

先君昔未仕、杜門皇祐初。 

道徳無貧賤、風采照郷閭。 

何嘗疎小人、小人自闊疏。 

出門無所詣、老史在郊墟。 

門前万竿竹、堂上四庫書。 

高樹紅消梨、小池白芙蕖。 

常呼赤脚婢、雨中擷園蔬。 

矯矯任夫子、罷官還旧廬。 

是時里中児、始識長者車。 

烹雞酌白酒、相対歓有余。 

有如龐徳公、往還葛与徐。 

妻子走堂下、主人竟誰歟。 

我時年尚幼、作賦慕相如。 
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侍立看君談、精悍実起予。 

歳月曽幾何、耆老逝不居。 

史侯最先没、孤墳拱桑樗。 

我亦渉万里、清血満襟袪。 

漂流二十年、始悟万縁虚。 

独喜任夫子、老佩刺史魚。 

威行烏白蛮、解辮請冠裾。 

方当入奏事、清廟陳璠璵。 

胡為厭軒冕、帰意不少紓。 

上蔡有良田、黄沙走清渠。 

罷亜百頃稲、雍容十年儲。 

閑随李丞相、搏射鹿与豬。 

蒼鷹十斤重、猛犬如黄驢。 

豈比陶淵明、窮苦自把耡。 

我今四十二、衰髪不満梳。 

彭城古名郡、乏人偶見除。 

頭顱已可知、幾何不樵漁。 

会当相従去、芒鞋老菑畬。 

念子瘴江辺、懐抱向誰攄。 

頼我同年友、相歓出同輿。 

氷盤薦文鮪、玉斝傾浮蛆。 

酔中忽思我、清詩綴瓊琚。 

知我少所諧、教我時巻舒。 
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世事日反覆、翩如風中旟。 

雀羅弔廷尉、秋扇悲婕妤。 

升沈一何速、喜怒紛衆狙。 

作詩謝二子、我師寧与蘧。 

 

■【05-3-054】初別子由 

我少知子由、天資和而清。 

好学老益堅、表裏漸融明。 

豈独為吾弟、要是賢友生。 

不見六七年、微言誰与賡。 

常恐坦率性、放縦不自程。 

会合亦何事、無言対空枰。 

使人之意消、不善無由萌。 

森然有六女、包裹布与荊。 

無憂頼賢婦、藜藿等大烹。 

使子得行意、青衫陋公卿。 

明日無晨炊、倒牀作雷鳴。 

秋眠我東閣、夜聴風雨声。 

懸知不久別、妙理重細評。 

昨日忽出門、孤舟転西城。 

帰来北堂上、古屋空崢嶸。 

退食 相従、入門中自驚。 

南都信繁会、人事水火争。 
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念当閉閣坐、頽然寄聾盲。 

妻子亦細事、文章固虚名。 

会須掃白髮、不復用黄精。 

 

■【05-3-055】与劉貢父 

 

■【05-3-056】次韻呂梁仲屯田 

雨葉風花日夜稀、一杯相属竟何時。 

空虚豈敢酬瓊玉、枯朽猶能出菌芝。 

門外呂梁従迅急、胸中雲夢自逶遅。 

待君筆力追霊運、莫負南台九日期。 

 

■【05-3-057】王鞏屡約重九見訪、既而不至、以詩送将官梁交且見寄、次韻答之。交頗文

雅、不類武人、家有侍者、甚恵麗 

知君月下見傾城、破恨懸知酒有兵。 

老守無何惟日飲、将軍競病自詩鳴。 

花枝不共秋欹帽、筆陣空来夜斫営。 

愛惜微官将底用、他年只好写銘旌。 

 

■【05-3-058】台頭寺雨中送李邦直赴史館、分韻得憶字人字、兼寄孫巨源二首 

其一 

霜林日夜西風急、老送君帰百憂集。 

清歌窈眇入行雲、雲為不行天為泣。 
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紅葉黄花秋正乱、白魚紫蟹君須憶。 

憑君説向髯将軍、衰病相逢応不識。 

 

其二 

珥筆西帰近紫宸、太平典冊不縁麟。 

付君此事寧論晋、載我当時旧過秦。 

門外想無千斛米、墓中知有百年人。 

看君両眼明如鏡、休把春秋坐素臣。 

 

■【05-3-059】代書答梁先 

此身与世真悠悠、蒼顔華髮誰汝留。 

強名太守古徐州、忘帰不如楚沐猴。 

魯人豈独不知丘、 藉夫子無罪尤。 

異哉梁子清而修、不遠千里從我遊。 

瞭然正色懸双眸、世之所馳子独不。 

一経通明伝節侯、小楷精絶規摹欧。 

我衰廃学懶且婾、畏見問事賈長頭。 

別来紅葉黄花秋、夜夢見之起坐愁。 

遺我駁石盆与甌、黑質白章声琳球。 

謂言山石生澗溝、追琢尚可王公羞。 

感子佳意能無酬、反将木瓜報珍投。 

学如富賈在博収、仰取俯拾無遺籌。 

道大如天不可求、修其可見致其幽。 
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願子篤実慎勿浮、発憤忘食楽忘憂。 

 

■【05-3-060】送楊奉礼 

譜牒推関右、風流出靖恭。 

時情任険陂、家法故雍容。 

南去河千頃、余惟酒一鐘。 

更誰哀老子、令得放疏慵。 

 

■【05-3-061】九日邀仲屯田、為大水所隔以詩見寄、次其韻 

無復竜山対孟嘉、西来河伯意雄誇。 

霜風可使吹黄帽、樽酒那能泛浪花。 

漫遣鯉魚伝尺素、却将燕石報瓊華。 

何時得見悲秋老、酔裏題詩字半斜。 

 

■【05-3-062】獎諭勅記 

 

■【05-3-063】河復、并叙 

叙 

熙寧十年秋、河決澶淵。註鉅野、入淮泗。自澶魏以北、皆絶流而済。楚大被其害、彭門城下

水二丈八尺、七十余日不退。吏民疲於守禦。十月十三日、澶州大風終日。既止、而河流一

枝、已復故道、聞之喜甚、庶幾可塞乎。乃作河復詩、歌之道路、以致民願而迎神休、蓋守土

者之誌也。 
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君不見西漢元光元封間、河決瓠子二十年。 

鉅野東傾淮泗満、楚人恣食黄河鱣。 

万里沙回封禅罷、初遣越巫沈白馬。 

河公未許人力窮、薪芻万計随流下。 

吾君盛徳如唐堯、百神受職河神驕。 

帝遣風師下約束、北流夜起澶州橋。 

東風吹凍収微淥、神功不用淇園竹。 

楚人種麦満河淤、仰看浮槎棲古木。 

 

■【05-3-064】登望◆亭 ［◆は谷＋共という字］ 

河漲西来失旧◆、孤城渾在水光中。 

忽然帰壑無尋処、千里禾麻一半空。 

 

■【05-3-065】有言郡東北荊山下、可以溝畎積水、因与呉正字、王戸曹同往相視、以地多

乱石、不果。還、遊聖女山、山有石室、如墓而無棺槨、或云宋司馬桓魋墓。二子有詩、次其

韻二首 

其一 

側手区区豈易遮、奔流一瞬巻千家。 

共疑智伯初囲趙、猶有張湯欲漕斜。 

巳坐迂踈来此地、分将労苦送生涯。 

使君下策真堪笑、隠隠驚雷響踏車。 

 

其二 
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茫茫清泗遶孤岑、帰路相将得暫臨。 

試著芒鞋穿犖确、更然松炬照幽深。 

縦令司馬能鑱石、奈有中郎解摸金。 

強写蒼崖留歳月、他年誰識此時心。 

 

■【05-3-066】表忠観碑 

 

■【05-3-067】与劉貢父 

 

■【05-3-068】贈写御容妙善師 

憶昔射策干先皇、珠簾翠幄分両廂。 

紫衣中使下伝詔、跪捧冉冉聞天香。 

仰観眩晃目生暈、但見暁色開扶桑。 

迎陽晩出歩就坐、絳紗玉斧光照廊。 

野人不識日月角、彷彿尚記重瞳光。 

三年帰来真一夢、橋山松檜淒風霜。 

天容玉色誰敢画、老師古寺昼閉房。 

夢中神授心有得、覚来信手筆已忘。 

幅巾常服儼不動、孤臣入門涕自滂。 

元老侑坐鬚眉古、虎臣立侍冠剣長。 

平生慣写龍鳳質、肯顧草間猿与麞。 

都人踏破鉄門限、黄金白璧空堆牀。 

爾来摹写亦到我、謂是先帝白髮郎。 
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不須覧鏡坐自了、明年乞身帰故郷。 

 

■【05-3-069】哭刁景純 

読書想前輩、毎恨生不早。 

紛紛少年場、猶得見此老。 

此老如松柏、不受霜雪槁。 

直従毫末中、自養到合抱。 

宏材乏近用、千歳自枯倒。 

文章余正始、風節貫華皓。 

平生為人爾、自為薄如縞。 

是非雖難斉、反覆看愈好。 

前年旅呉越、把酒慶寿考。 

扣門無晨夜、百過跡未掃。 

但知従徳公、未省厭丘嫂。 

別時公八十、後会知難保。 

昨日故人書、連年喪翁媼。 

傷心范橋水、漾漾舞寒藻。 

華堂不見人、痩馬空恋皁。 

我欲江東去、匏樽酌行潦。 

鏡湖無賀監、慟哭稽山道。 

忍見万松岡、荒池没秋草。 

 

■【05-3-070】答呂梁仲屯田 
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乱山合沓囲彭門、官居独在懸水村。 

居民蕭條雑麋鹿、小市冷落無雞豚。 

黄河西来初不覚、但訝清泗流奔渾。 

夜聞沙岸鳴甕盎、暁看雪浪浮鵬鯤。 

呂梁自古喉吻地、万頃一抹何由呑。 

坐観入市巻閭井、吏民走尽余王尊。 

計窮路断欲安適、吟詩破屋愁鳶蹲。 

歳寒霜重水帰壑、但見屋瓦留沙痕。 

入城相対如夢寐、我亦僅免為魚黿。 

旋呼歌舞雜詼笑、不惜飲釂空缾盆。 

念君官舍氷雪冷、新詩美酒聊相温。 

人生如寄何不楽、任使絳蠟焼黄昏。 

宣房未築淮泗満、故道堙滅瘡痍存。 

明年労苦応更甚。我当畚鍤先鯨 。 

付君万指伐頑石、千錘雷動蒼山根。 

高城如鉄洪口決、談笑却掃看崩奔。 

農夫掉臂免狼顧、秋穀布野如雲屯。 

還須更置軟脚酒、為君撃鼓行金樽。 

 

■【05-3-071】答宋寺丞 

 

■【05-3-072】祭任鈐轄文 
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■【05-3-073】臨江仙 

忘却成都来十載、 

因君未免思量。 

憑将清涙灑江陽。 

故山知好在、 

孤客自悲涼。 

 

坐上別愁君未見、 

帰来欲断無腸。 

慇懃且更尽離觴。 

此身如伝舎、 

何処是吾郷。 

 

■【05-3-074】答孔周翰求書与詩 

身閑曷不長閉口、天寒正好深蔵手。 

吟詩写字有底忙、未脱多生宿塵垢。 

不蒙譏訶子厚疾、反更刻画無塩醜。 

征西自有家雞肥、太白応驚飯山痩。 

与君相従知幾日、東風待得花開否。 

撥棄万事勿復談、百觚之後那辞酒。 

 

■【05-4-001】思堂記 
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■【05-4-002】与文与可 

 

■【05-4-003】与劉貢父 

 

■【05-4-004】送李公恕赴闕 

君才有如切玉刀、見之凜凜寒生毛。 

願随壮士斬蛟蜃、不願腰間纏錦縧。 

用違其才志不展、坐与胥吏同疲労。 

忽然眉上有黄気、吾君漸欲収英髦。 

立談左右皆動色、一語径破千言牢。 

我頃分符在東武、脱略万事惟嬉遨。 

尽壊屏障通内外、仍呼騎曹為馬曹。 

君為使者見不問、反更対飲持双螯。 

酒酣箕坐語驚衆、雑以嘲諷窮詩騷。 

世上小児多忌諱、独能容我真賢豪。 

為我買田臨汶水、逝将帰去誅蓬蒿。 

安能終老塵土下、俯仰随人如桔 。 

 

■【05-4-005】張寺丞益斎 

張子作斎舎、而以益為名。 

吾聞之夫子、求益非速成。 

譬如遠遊客、日夜事征行。 

今年適燕薊、明年走蛮荊。 
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東観尽滄海、西渉渭与涇。 

帰来閉戸坐、八方在軒庭。 

又如学医人、識病由飽更。 

風雨晦明淫、跛躄瘖聾盲。 

虚実在其脈、静躁在其情。 

栄枯在其色、寿夭在其形。 

苟能閲千人、望見知死生。 

為学務日益、此言当自程。 

為道貴日損、此理在既盈。 

願君書此詩、以為益斎銘。 

 

■【05-4-006】春菜 

蔓菁宿根已生葉、韭芽戴土拳如蕨。 

爛烝香薺白魚肥、砕点青蒿涼餅滑。 

宿酒初消春睡起、細履幽畦掇芳辣。 

茵陳甘菊不負渠、鱠縷堆盤繊手抹。 

北方苦寒今未已、雪底波棱如鉄甲。 

豈如吾蜀富冬蔬、霜葉露牙寒更茁。 

久抛菘葛猶細事、苦筍江豚那忍説。 

明年投劾径須帰、莫待歯搖幷髮脱。 

 

■【05-4-007】祭老泉焚黄文 
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■【05-4-008】送鄭戸曹 

遊遍銭塘湖上山、帰来文字帯芳鮮。 

羸僮痩馬従吾飲、陋巷何人似子賢。 

公業有田常乏食、広文好客竟無氈。 

東帰不趁花時節、開尽春風誰与妍。 

 

■【05-4-009】読孟郊詩二首 

其一 

夜読孟郊詩、細字如牛毛。 

寒燈照昏花、佳処時一遭。 

孤芳擢荒穢、苦語余詩騷。 

水清石鑿鑿、湍激不受篙。 

初如食小魚、所得不償労。 

又似煮彭●越、竟日嚼空螯。 ［●は虫＋越］ 

要当闘僧清、未足当韓豪。 

人生如朝露、日夜火消膏。 

何苦将両耳、聴此寒虫号。 

不如且置之、飲我玉色醪。 

 

其二 

我憎孟郊詩、復作孟郊語。 

饑腸自鳴喚、空壁転饑鼠。 

詩従肺腑出、出輒愁肺腑。 
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有如黄河魚、出膏以自煮。 

尚愛銅斗歌、鄙俚頗近古。 

桃弓射鴨罷、独速短蓑舞。 

不憂踏船翻、踏浪不踏土。 

呉姫霜雪白、赤脚浣白紵。 

嫁与踏浪児、不識離別苦。 

歌君江湖曲、感我長羈旅。 

 

■【05-4-010】訪張山人得山中字二首 

其一 

魚竜随水落、猿鶴喜君還。 

旧隠丘墟外、新堂紫翠間。 

野麋馴杖履、幽桂出榛菅。 

灑掃門前路、山公亦愛山。 

 

其二 

万木鎖雲竜、天留与戴公。 

路迷山向背、人在瀼西東。 

薺麦余春雪、桜桃落晩風。 

入城都不記、帰路酔眠中。 

 

■【05-4-011】送孔郎中赴陜郊 

驚風撃面黄沙走、西出崤函脱塵垢。 
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使君来自古徐州、声振河潼殷関右。 

十里長亭聞鼓角、一川秀色明花柳。 

北臨飛檻巻黄流、南望青山如峴首。 

東風吹開錦繍谷、淥水翻動蒲萄酒。 

訟庭生草数開樽、過客如雲牢閉口。 

 

■【05-4-012】虔州八境図八首、并引 

引 

南康八境図者、太守孔君之所作也。君既作石城、即其城上楼観台榭之所見而作是図也。

東望七閩、南望五嶺、覧群山之参差、俯章貢之奔流、雲煙出没、草木蕃麗、邑屋相望、雞犬

之声相聞。観此図也、可以茫然而思、粲然而笑、嘅然而嘆矣。蘇子曰、此南康之一境也、何

従而八乎。所自観之者異也。且子不見夫日乎、其旦如盤、其中如珠、其夕如破璧、此豈三

日也哉。苟知夫境之為八也、則凡寒暑、朝夕、雨暘、晦冥之異、坐作、行立、哀楽、喜怒之

変、接於吾目而感於吾心者、有不可勝数者矣、豈特八乎。如知夫八之出乎一也、則夫四海

之外、詼詭譎怪、禹貢之所書、鄒衍之所談、相如之所賦、雖至千万未有不一者也。後之君

子、必将有感於斯焉。乃作詩八章、題之図上。 

 

其一 

坐看奔湍繞石楼、使君高会百無憂。 

三犀竊鄙秦太守、八詠聊同沈隠侯。 

 

其二 

涛頭寂寞打城還、章貢台前暮靄寒。 
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倦客登臨無限思、孤雲落日是長安。 

 

其三 

白鵲楼前翠作堆、縈雲嶺路若為開。 

故人応在千山外、不寄梅花遠信来。 

 

其四 

朱楼深処日微明、皂蓋帰時酒半醒。 

薄暮漁樵人去尽、碧溪青嶂繞螺亭。 

 

其五 

使君那暇日参禅、一望叢林一悵然。 

成仏莫教霊運後、著鞭従使祖生先。 

 

其六 

却従塵外望塵中、無限楼台煙雨濛。 

山水照人迷向背、只尋孤塔認西東。 

 

其七 

雲煙縹緲鬱孤台、積翠浮空雨半開。 

想見之罘観海市、絳宮明滅是蓬萊。 

 

其八 
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回峰乱嶂鬱参差、雲外高人世得知。 

誰向空山弄明月、山中木客解吟詩。 

 

■【05-4-013】禱靈慧塔文、告賜霊慧諡号塔文 

 

■【05-4-014】与梁左蔵会飲傅国博家 

将軍破賦自草檄、論詩説剣倶第一。 

彭城老守本虚名、識字劣能欺項籍。 

風流別駕貴公子、欲把笙歌暖鋒鏑。 

紅旆朝開猛士噪、翠帷暮捲佳人出。 

東堂酔臥呼不起、啼鳥落花春寂寂。 

試教長笛傍耳根、一声吹裂階前石。 

 

■【05-4-015】徐州蓮華漏銘、并叙 

 

■【05-4-016】寒食日答李公択三絶次韻 

其一 

従来蘇李得名双、只恐全斉笑陋邦。 

詩似懸河供不弁、故欺張籍隴頭滝。 

 

其二 

簿書鼛鼓不知春、佳句相呼頼故人。 

寒食徳公方上冢、帰来誰主復誰賓。 
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其三 

巡城已困塵埃 、執扑仍遭蟣虱縁。 

欲脱布衫携素手、試開病眼転黄連。 

 

■【05-4-017】約公択飲是日大風 

先生生長匡廬山、山中読書三十年。 

旧聞飲水師顔淵、不知治劇乃所便。 

偸児夜探黒白丸、奮髯忽逢朱子元。 

半年群盜誅七百、誰信家書蔵九千。 

春風無事秋月閑、紅妝執楽豪且妍。 

紫衫玉帯両部全、琵琶一抹四十弦。 

客来留飲不計銭、斉人愛公如子産。 

児啼臥路呼不還、我慚山郡空留連。 

牙兵部吏笑我寒、邀公飲酒公無難。 

約束官奴買花鈿、薰衣理鬢夜不眠。 

暁来顛風塵暗天、我思其由豈坐慳。 

作詩愧謝公笑讙、帰来瑟縮愈不安。 

要当啖公八百里、豪気一洗儒生酸。 

 

■【05-4-018】夜飲次韻畢推官 

簿書叢裏過春風、酒聖時時且復中。 

紅燭照庭嘶 、黄雞催暁唱玲瓏。 
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老来漸減金釵興、酔後空驚玉筋工。 

月未上時応早散、免教壑谷問吾公。 

 

■【05-4-019】与文与可 

 

■【05-4-020】芙蓉城、并叙 

叙 

世伝王迥子高与仙人周瑤英遊芙蓉城。元豊元年三月、余始識子高、問之、信然。乃作此

詩。極其情而帰之正、亦変風止乎礼義之意也。 

 

芙蓉城中花冥冥、誰其主者石与丁。 

珠簾玉案翡翠屏、雲舒霞巻千娉婷。 

中有一人長眉青、炯如微雲淡疏星。 

往来三世空錬形、竟坐誤読黄庭経。 

天門夜開飛爽霊、無復白日乗雲 。 

俗縁千劫磨不尽、翠被冷落淒余馨。 

因過緱山朝帝廷、夜聞笙簫弭節聴。 

飄然而来誰使令、皎如明月入窗欞。 

忽然而去不可執、寒衾虚幌風冷冷。 

仙宮洞房本不扃、夢中同躡鳳凰翎。 

径渡万里如奔霆、玉楼浮空聳亭亭。 

天書雲篆誰所銘、繞楼飛歩高竛 。 

仙風鏘然韻流鈴、蘧蘧形開如酒醒。 
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芳卿寄謝空丁寧、一朝覆水不返瓶、羅巾別涙空熒熒。 

春風花開秋葉零、世間羅綺紛膻腥。 

此身流浪随滄溟、偶然相値両浮萍。 

願君収視観三庭、勿与嘉穀生蝗螟。 

従渠一念三千齢、下作人間尹与邢。 

 

■【05-4-021】続麗人行、并引 

引 

李仲謀家有周昉画背面欠伸内人、極精、戯作此詩。 

 

深宮無人春日長、沈香亭北百花香。 

美人睡起薄梳洗、燕舞鶯啼空断腸。 

画工欲画無窮意、背立東風初破睡。 

若教回首却嫣然、陽城下蔡倶風靡。 

杜陵飢客眼長寒、蹇驢破帽随金鞍。 

隔花臨水時一見、只許腰肢背後看。 

心酔帰来茅屋底、方信人間有西子。 

君不見孟光挙案与眉斉、何曽背面傷春啼。 

 

■【05-4-022】章質夫寄恵崔徽真 

玉釵半脱雲垂耳、亭亭芙蓉在秋水。 

当時薄命一酸辛、千古華堂奉君子。 

水辺何処無麗人、近前試看丞相嗔。 
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不如丹青不解語、世間言語原非真。 

知君被悩更愁絶、巻贈老夫驚老拙。 

為君援筆賦梅花、未害広平心似鉄。 

 

■【05-4-023】聞李公択飲傅国博家大二首 

其一 

児童拍手鬧黄昏、応笑山公酔習園。 

縦使先生能一石、主人未肯独留 。 

 

其二 

不肯惺惺騎馬回、玉山知為玉人頽。 

紫雲有語君知否、莫喚分司御史来。 

 

■【05-4-024】傅子美召公択飲、偶以病不及往、公択有詩、次韻 

樊素阿蛮皆已出、使君応作玉箏歌。 

可憐病士西窗下、一夜丹田手自摩。 

 

■【05-4-025】観子美病中作、嗟嘆不足、次韻 

百尺長松澗下摧、知君此意為誰来。 

霜枝半折孤根出、尚有狂風急雨催。 

 

■【05-4-026】起伏竜行、并叙 

叙 
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徐州城東二十里、有石潭。父老雲与泗水通、増損清濁、相応不差、時有河魚出焉。元豊元

年春旱、或云置虎頭潭中、可以致雷雨。用其説、作起伏竜行 

 

何年白竹千鈞弩、射殺南山雪毛虎。 

至今顱骨帶霜牙、尚作四海毛虫祖。 

東方久旱千里赤、三月行人口生土。 

碧潭近在古城東、神物所蟠誰敢侮。 

上欹蒼石擁巌竇、下応清河通水府。 

眼光作電走金蛇、鼻息為雲擢煙縷。 

当年負図伝帝命、左右羲軒詔神禹。 

爾来懐宝但貪眠、満腹雷霆喑不吐。 

赤竜白虎戦明日、〈（是月丙辰、明日庚寅。）〉倒巻黄河作飛雨。 

嗟吾豈楽闘両雄、有事径須煩一怒。 

 

■【05-4-027】徐州祈雨青詞 

 

■【05-4-028】浣渓沙 

其一 

照日深紅暖見魚。 

連溪緑暗晩蔵烏。 

黄童白叟聚睢盱。 

 

麋鹿逢人雖未慣、 
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猿猱聞鼓不須呼。 

帰家説与采桑姑。 

 

其二 

施抹紅妝看使君。 

三三五五棘籬門。 

相挨踏破蒨羅裙。 

 

老幼扶携収麦社、 

烏鳶翔舞賽神村。 

道逢酔叟臥黄昏。 

 

其三 

麻葉層層檾葉光。 

誰家煮繭一村香。 

隔籬嬌語絡糸娘。 

 

垂白杖藜擡酔眼、 

捋青擣麨饑腸。 

問言豆葉幾時黄。 

 

其四 

簌簌衣布落棗花。 
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村南村北響繰車。 

牛衣古柳売黄瓜。 

 

酒困路長惟欲睡、 

日高人渇漫思茶。 

敲門試問野人家。 

 

其五 

軟草平莎過雨新。 

軽沙走馬路無塵。 

何時収拾耦耕身。 

 

日暖桑麻光似溌、 

風来蒿艾気如薫。 

使君元是此中人。 

 

■【05-4-029】聞公択過雲竜張山人、輒往従之、公択有詩、戯用其韻 

我生固多憂、肉食常苦墨。 

軒然就一笑、猶得好飲力。 

聞君過雲竜、対酒両静黙。 

急携清歌女、山郭及未昃。 

一歓難力致、邂逅有勝特。 

喧蜂集晩花、乱雀啅叢棘。 
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山人楽此耳、寂寞誰侍側。 

何当求好人、聊使治要 。 

使君自孤憤、此理誰相値。 

不如学養生、一気服千息。 

 

■【05-4-030】送李公択 

嗟予寡兄弟、四海一子由。 

故人雖云多、出処不我謀。 

弓車無停招、逝去勢莫留。 

僅存今幾人、各在天一陬。 

有如長庚月、到暁爛不収。 

宜我与夫子、相好手足侔。 

比年両見之、賓主更献酬。 

楽哉十日飲、衎衎和不流。 

論事到深夜、僵仆鈴与騶。 

頗嘗見使君、有客如此不。 

欲別不忍言、惨惨集百憂。 

念我野夫兄、知名三十秋。 

已得其為人、不待風馬牛。 

他年林下見、傾蓋如白頭。 

 

■【05-4-031】蝶恋花 

簌簌無風花自堕。 
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寂寞園林、 

柳老桜花過。 

落日有情還照坐。 

山青一点横雲破。 

 

路尽河回人転舵。 

繋纜漁村、 

月暗孤燈火。 

憑仗飛魂招楚些。 

我思君処君思我。 

 

■【05-4-032】送筍芍薬与公択二首 

其一 

久客厭鹵饌、〈（蜀人謂東北人虜子。）〉枵然思南烹。 

故人知我意、千里寄竹萌。 

駢頭玉嬰児、一一脱錦 。 

庖人応未識、旅人眼先明。 

我家拙廚膳、彘肉芼蕪菁。 

送与江南客、燒煮配香粳。 

 

其二 

今日忽不楽、折尽園中花。 

園中亦何有、芍薬裊残葩。 
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久旱復遭雨、紛披乱泥沙。 

不折亦安用、折去還可嗟。 

棄擲亮未能、送与謫仙家。 

還将一枝春、插向両髻丫。 

 

■【05-4-033】和孫莘老次韻 

去国光陰春雪消、還家蹤跡野雲飄。 

功名正自妨行楽、迎送纔堪博早朝。 

雖去友朋親吏卒、却辞讒謗得風謠。 

明年我亦江南去、不問繁華与寂寥。 

 

■【05-4-034】遊張山人園 

壁間一軸煙蘿子、盆裏千枝錦被堆。 

慣与先生為酒伴、不嫌刺史亦顔開。 

繊繊入麦黄花乱、颯颯催詩白雨来。 

聞道君家好井水、帰軒乞得満瓶回。 

 

■【05-4-035】杜介熙熙堂 

崎嶇世路最先回、窈窕華堂手自開。 

咄咄何曽書怪事、熙熙長覚似春台。 

白砂碧玉味方永、黄紙紅旗心已灰。 

遙想閉門投轄飲、鵾弦鉄撥響如雷。 
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■【05-4-036】次韻答劉涇 

吟詩莫作秋虫声、天公怪汝鉤物情、使汝未老華髪生。 

芝蘭得雨蔚青青、何用自燔以出馨。 

細書千紙雑真行、新音百変口如鶯。 

異議蜂起弟子争、舌翻濤瀾巻斉城。 

万巻堆胸兀相撐、以病為楽子未驚。 

我有至味非煎烹、是中之楽籲難名。 

緑槐如山暗広庭、飛蝱繞耳細而清。 

敗席展転臥看経、亦自不嫌翠織成。 

意行信足無溝坑、不識五郎呼作卿。 

吏民哀我老不明、相戒無復煩鞭刑。 

時臨泗水照星星、微風不起鏡面平。 

安得一舟如葉軽、臥聞郵簽報水程。 

蒪羹羊酪不須評、一飽且救饑腸鳴。 

 

■【05-4-037】携妓楽遊張山人園 

大杏金黄小麦熟、墮巣乳鵲拳新竹。 

故将俗物悩幽人、細馬紅粧満山谷。 

提壺勧酒意雖重、杜鵑催帰声更速。 

酒闌人散却関門、寂歴斜陽掛疏木。 

 

■【05-4-038】種徳亭、并叙 

叙 
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処士王復、家於銭塘。為人多技能、而医尤精、期於活人而已、不志於利。築室候潮門外、治

園圃、作亭榭、以与賢士大夫游、惟恐不及、然終無所求。人徒知其接花芸果之勤、而不知

其所種者徳也、乃以名其亭、而作詩以遺之。 

 

小圃傍城郭、閉門芝朮香。 

名随市人隠、徳与佳木長。 

元化善養性、倉公多禁方。 

所活不可数、相逢旋相忘。 

但喜賓客来、置酒花満堂。 

我欲東南去、再観双檜蒼。 

山茶想出屋、湖橘応過墻。 

木老徳亦熟、吾言豈荒唐。 

 

■【05-4-039】書鮮于子駿楚詞後 

 

■【05-4-040】和鮮于子駿鄆州新堂月夜二首 

其一 

去歳遊新堂、春風雪消後。 

池中半篙水、池上千尺柳。 

佳人如桃李、胡蝶入衫袖。 

山川今何許、疆野已分宿。 

歳月不可思、駛若船放溜。 

繁華真一夢、寂寞両栄朽。 
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惟有当時月、依然照杯酒。 

応憐船上人、坐穏不知漏。 

 

其二 

明月入華池、反照池上堂。 

堂中隠几人、心与水月涼。 

風蛍已無跡、露草時有光。 

起観河漢流、歩屐響長廓。 

名都信繁会、千指調絲簧。 

先生病不飲、童子為焼香。 

独作五字詩、清絶如韋郎。 

詩成月漸側、皎皎両相望。 

 

■【05-4-041】跋楊文公書後 

 

■【05-4-042】徐州賀河平表 

 

■【05-4-043】浣渓沙 

慚愧今年二麦豊、 

千畦細浪舞晴空。 

化工余力染夭紅。 

 

帰去山公応倒載、 
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闌街拍手笑児童。 

甚時名作錦薰籠。 

 

■【05-4-044】文与可有詩見寄云、待将一段鵝溪絹、掃取寒梢万尺長。次韻答之 

為愛鵝溪白繭光、掃残雞距紫毫芒。 

世間那有千尋竹、月落庭空影許長。 

 

■【05-4-00-45】徐州上執政謝奨諭啓 

 

■【05-4-046】聞弁才法師復帰上天竺、以詩戯問 

道人出山去、山色如死灰。 

白雲不解笑、青松有余哀。 

忽聞道人帰、鳥語山容開。 

神光出宝髻、法雨洗浮埃。 

想見南北山、花発前後台。 

寄声問道人、借禅以為詼。 

何所聞而去、何所見而回。 

道人笑不答、此意安在哉。 

昔年本不住、今者亦無来。 

此語竟非是、且食白楊梅。 

 

■【05-4-047】和子由送将官梁左蔵仲通 

雨足誰言春麦短、城堅不怕秋濤巻。 
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日長惟有睡相宜、半脱紗巾落紈扇。 

芳草不鋤當戸長、珍禽独下無人見。 

覚来身世都是夢、坐久枕痕猶著面。 

城西忽報故人来、急掃風軒炊麦飯。 

伏波論兵初矍鑠、中散談仙更清遠。 

南都従事亦学道、不惜腸空誇脳満。 

問羊他日到金華、応許相将遊閬苑。 

 

■【05-4-048】次韻秦観秀才見贈、秦与孫莘老、李公択甚熟、将入京応挙 

夜光明月非所投、逢年遇合百無憂。 

将軍百戦竟不侯、伯郎一斗得涼州。 

翹関負重君無力、十年不入紛華域。 

故人坐上見君文、謂是古人籲莫測。 

新詩説尽万物情、硬黄小字臨黄庭。 

故人已去君未到、空吟河畔草青青。 

誰謂他郷各異県、天遣君来破吾願。 

一聞君語識君心、短李髯孫眼中見。 

江湖放浪久全真、忽然一鳴驚倒人。 

縦横所値無不可、知君不怕新書新。 

千金敝帚那堪換、我亦淹留豈長算。 

山中既未決同帰、我聊爾耳君其漫。 

 

■【05-4-049】王元之画像賛 
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■【05-4-050】滕県公堂記 

 

■【05-4-051】雨中過舒教授 

疏疏簾外竹、瀏瀏竹間雨。 

窗扉静無塵、几硯寒生霧。 

美人楽幽独、有得縁無慕。 

坐依蒲褐禅、起聴風甌語。 

客来淡無有、灑掃涼冠履。 

濃茗洗積昏、妙香浄浮慮。 

帰来北堂暗、一一微蛍度。 

此生憂患中、一餉安閑処。 

飛鳶悔前笑、黄犬悲晩悟。 

自非陶靖節、誰識此閑趣。 

 

■【05-4-052】次韻舒教授寄李公択 

草書妙絶吾所兄、真書小低猶抗行。 

論文作詩倶不敵、看君談笑収降旌。 

去年逾月方出昼、為君劇飲幾濡首。 

今年過我雖少留、寂寞陶潜方止酒。 

別時流涕攬君鬚、懸知此歓墜空虚。 

松下縦橫余屐歯、門前轣轆想君車。 

怪君一身都是徳、近之清潤淪肌骨。 
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細思還有可恨時、不許藍橋見傾国。 

 

■【05-4-053】送鄭戸曹 

水繞彭城楼、山囲戯馬台。 

古来豪傑地、千載有余哀。 

隆準飛上天、重瞳亦成灰。 

白門下呂布、大星隕臨淮。 

尚想劉徳輿、置酒此徘徊。 

爾来苦寂寞、廃圃多蒼苔。 

河従百歩響、山到九里回。 

山水自相激、夜声転風雷。 

蕩蕩清河堧、黄楼我所開。 

秋月墮城角、春風揺酒杯。 

遅君為坐客、新詩出瓊瑰。 

楼成君巳去、人事固多乖。 

他年君倦游、白首賦帰来。 

登楼一長嘯、使君安在哉。 

 

■【05-4-054】次韻答舒教授観余所蔵墨 

異時長笑王会稽、野鶩膻腥汚刀几。 

暮年却得庾安西、自厭家雞題六紙。 

二子風流冠当代、顧与児童争慍喜。 

秦王十八已竜飛、嗜好晩将蛇蚓比。 
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我生百事不掛眼、時人謬説云工此。 

世間有癖念誰無、傾身障簏尤堪鄙。 

人生当著幾●屐、定心肯為微物起。 ［●は糸＋兩］ 

此墨足支三十年、但恐風霜侵髮歯。 

非人磨墨墨磨人、瓶応未罄罍先恥。 

逝将振衣帰故国、数畝荒園自鋤理。 

作書寄君君莫笑、但覓来禽与青李。 

一螺点漆便有余、万竈焼松何処使。 

君不見永寧第中搗竜麝、列屋閑居清且美。 

倒暈連眉秀嶺浮、双鴉画鬢香雲委。 

時聞五斛賜蛾緑、不惜千金求獺髄。 

聞君此詩当大笑、寒窗冷硯氷生水。 

 

■【05-4-055】答黄魯直 

 

■【05-4-056】次韻黄魯直見贈古風二首 

其一 

嘉穀臥風雨、稂莠登我場。 

陳前漫方丈、玉食慘無光。 

大哉天宇間、美悪更臭香。 

君看五六月、飛蚊殷回廊。 

茲時不少暇、俯仰霜葉黄。 

期君蟠桃枝、千歳終一嘗。 
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顧我如苦李、全生依路傍。 

紛紛不足慍、悄悄徒自傷。 

 

其二 

空山学仙子、妄意笙簫声。 

千金得奇薬、開視皆豨苓。 

不知市人中、自有安期生。 

今君已度世、坐閲霜中蒂。 

摩挲古銅人、歳月不可計。 

閬風安在哉、要君相指似。 

 

■【05-4-057】密州宋国博以詩見紀在郡雑詠、次韻答之 

吾観二宋文、字字照縑素。 

淵源皆有考、奇険或難句。 

後来邈無継、嗣子其殆庶。 

胡為尚流落、用舎真有数。 

当時苟悅可、慎勿笑杕杜。 

斲窗誰赴捄、袖手良優裕。 

山城辱吾継、欠短煩遮護。 

昔年謬陳詩、無人聊瓦注。 

於今賡絶唱、外重中已懼。 

何当附家集、撃壤追咸濩。 
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■【05-4-058】答范祖禹 

吾州下邑生劉季、誰数区区張与李。 

重瞳遺跡已塵埃、惟有黄楼臨泗水。 

而今太守老且寒、侠気不洗儒生酸。 

猶勝白門窮呂布、欲将鞍馬事曹瞞。 

 

■【05-4-059】送胡掾 

乱葉和淒雨、投空如散糸。 

流年一如此、遊子去何之。 

節義古所重、艱危方自茲。 

他時著清徳、仍復畏人知。 

 

■【05-4-060】祭胡執中郎中文 

 

■【05-4-061】次韻答王定国 

毎得君詩如得書、宣心写妙書不如。 

眼前百種無不有、知君一以詩駆除。 

伝聞都下十日雨、青泥没馬街生魚。 

旧雨来人今不来、悠然独酌臥清虚。 

我雖作郡古云楽、山川信美非吾廬。 

願君不廃重九約、念此衰冷勤呵嘘。 

 

■【05-4-062】送将官梁左蔵赴莫州 
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燕南垂、趙北際、其間不合大如礪。 

至今父老哀公孫、烝土為城鉄作門。 

城中積穀三百万、猛士如雲驕不戦。 

一旦鼓角鳴地中、帳下美人空掩面。 

豈如千騎平時来、笑談謦欬生風雷。 

葛巾羽扇紅塵静、投壺雅歌清燕開。 

東方健児虓虎様、泣涕懐思廉恥将。 

彭城老守亦淒然、不見君家雪児唱。 

 

■【05-4-063】答仲屯田次韻 

秋来不見渼陂岑、千里詩盟忽重尋。 

大木百囲生遠籟、朱弦三嘆有遺音。 

清風巻地収残暑、素月流天掃積陰。 

欲遺何人賡絶唱、満階桐葉候虫吟。 

 

■【05-4-064】次韻子由送趙㞦帰覲銭塘、遂赴永嘉 

帰舟転河曲、稍見楚山蒼。 

候吏来迎客、呉音已帯郷。 

言従謝康楽、先献魯霊光。 

已撃三千里、何須四十強。 

風流半刺史、清絶校書郎。 

到郡詩成集、尋溪水濺裳。 

芒鞋随采薬、繭紙記流觴。 
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海静蛟鼉出、山空草木長。 

宦遊無遠近、民要更嘗。 

願子伝家法、他年請尚方。 

 

■【05-4-065】書子由黄楼賦後 

 

■【05-4-066】中秋月寄子由三首 

其一 

殷勤去年月、瀲灔古城東。 

憔悴去年人、臥病破窗中。 

徘徊巧相覓、窈窕穿房櫳。 

月豈知我病、但見歌楼空。 

撫枕三嘆息、扶杖起相従。 

天風不相哀、吹我落瓊宮。 

白露入肝肺、夜吟如秋虫。 

坐令太白豪、化為東野窮。 

余年知幾何、佳月豈屡逢。 

寒魚亦不睡、竟夕相噞喁。 

 

其二 

六年逢此月、五年照離別。 

歌君別時曲、満座為淒咽。 

留都信繁麗、此会豈軽擲。 
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鎔銀百頃湖、掛鏡千尋闕。 

三更歌吹罷、人影乱清樾。 

帰来北堂下、寒光翻露葉。 

喚酒与婦飲、念我向児説。 

豈知衰病後、空盞対梨栗。 

但見古河東、蕎麥如鋪雪。 

欲和去年曲、復恐心断絶。 

 

其三 

舒子在汶上、閉門相対清。 

鄭子向河朔、孤舟連夜行。 

頓子雖咫尺、兀如在牢扃。 

趙子寄書来、水調有余声。 

悠哉四子心、共此千里明。 

明月不解老、良辰難合并。 

回顧坐上人、聚散如流萍。 

嘗聞此宵月、万里同陰晴。 

天公自著意、此会那可軽。 

明年各相望、俯仰今古情。 

 

■【05-4-067】中秋見月和子由 

明月未出群山高、瑞光万丈生白毫。 

一杯未尽銀闕湧、乱雲脱壊如崩濤。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：707 
 

誰為天公洗眸子、応費明河千斛水。 

遂令冷看世間人、照我湛然心不起。 

西南火星如弾丸、角尾奕奕蒼竜蟠。 

今宵注眼看不見、更許蛍火争清寒。 

何人艤舟臨古汴、千燈夜作魚竜変。 

曲折無心逐浪花、低昂赴節随歌板。 

青熒滅没天前山、浪颭風迴豈復堅。 

明月易低人易散、帰来呼酒更重看。 

堂前月色愈清好、咽咽寒螿鳴露草。 

巻簾推戸寂無人、窗下咿啞惟楚老。 

南都従事莫羞貧、対月題詩有幾人。 

明朝人事随日出、怳然一夢瑤台客。 

 

■【05-4-068】与子明兄 

 

■【05-4-069】永遇楽 

名月如霜、 

好風如水、 

清景無限。 

曲港跳魚、 

円荷瀉露、 

寂寞無人見。 

紞如三鼓、 
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鏗然一葉、 

黯黯夢雲驚断。 

夜茫茫、 

重尋無処、 

覚来小園行徧。 

 

天涯倦客、 

山中無路、 

望断故園心眼。 

燕子楼空、 

佳人何在、 

空鎖楼中燕。 

古今如夢、 

何曾夢覚、 

但有旧歓新怨。 

異時対、 

黄楼夜景、 

為余浩歎。 

 

■【05-4-070】答王鞏 

汴泗繞吾城、城堅如削鉄。 

中有李臨淮、号令肝膽裂。 

古来彭城守、未省怕悪客。 
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悪客云是誰、祥符相公孫。 

是家豪逸生有種、千金一擲頗黎盆。 

連車載酒来、不飲外酒嫌其村。 

子有千瓶酒、我有万株菊。 

任子満頭插、団団見花不見目。 

酔中插花帰、花重圧折軸。 

問客何所須、客言我愛山。 

青山自繞郭、不要買山銭。 

此外有黄楼、楼下一河水。 

美哉洋洋乎、可以療飢並洗耳。 

彭城之游楽復楽、客悪何如主人悪。 

 

■【05-4-071】与頓起、孫勉泛舟、探韻得未字 

窗前堆梧桐、牀下鳴絡緯。 

佳人尺書到、客子中夜喟。 

朝来一樽酒、晤語聊自慰。 

秋蠅已無声、霜蟹初有味。 

当為壮士飲、眥裂須磔蝟。 

勿作児女懐、坐念蠨蛸畏。 

山城亦何有、一笑瀉肝胃。 

泛舟以娯君、魚鱉多可餼。 

縦為十日飲、未遽主人費。 

吾儕倶老矣、耿耿知自貴。 
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寧能傍門戸、啼笑雑猩狒。 

要将百篇詩、一吐千丈気。 

蕭條歳行暮、迨此霜雪未。 

明朝出城南、遺跡観楚魏。 

西風迫吹帽、金菊乱如沸。 

願君勿言帰、軽別吾所諱。 

 

■【05-4-072】次韻答頓起二首 

其一 

挽袖推腰踏破紳、旧聞携手上天門。 

相逢応覚声容似、欲話先驚歳月奔。 

新学已皆従許子、諸生猶自畏何蕃。 

殿廬直宿真如夢、猶記憂時策万言。 

 

其二 

十二東秦比漢京、去年古寺共題名。 

早衰怪我遽如許、苦学憐君太痩生。 

茅屋擬帰田二頃、金丹終掃雪千径。 

何人更似蘇司業、和遍新詩満洛城。 

 

■【05-4-073】九日黄楼作 

去年重陽不可説、南城夜半千漚発。 

水穿城下作雷鳴、泥満城頭飛雨滑。 
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黄花白酒無人問、日暮帰来洗靴襪。 

豈知還復有今年、把盞對花容一呷。 

莫嫌酒薄紅粉陋、終勝泥中事鍬鍤。 

黄楼新成壁未乾、清河已落霜初殺。 

朝来白露如細雨、南山不見千尋刹。 

楼前便作海茫茫、楼下空聞櫓鴉軋。 

薄寒中人老可畏、熱酒澆腸気先圧。 

煙消日出見漁村、遠水鱗鱗山 。 

詩人猛士雑竜虎、楚舞呉歌乱鵝鴨。 

一杯相属君勿辞、此景何殊泛清霅。 

 

■【05-4-074】太虚黄楼賦見寄、作詩為謝 

我在黄楼上、欲作黄楼詩。 

忽得故人書、中有黄楼詞。 

黄楼高十丈、下建五丈旗。 

楚山以為城、泗水以為池。 

我詩無傑句、万景驕莫随。 

夫子独何妙、雨雹散雷椎。 

雄辞雑今古、中有屈宋姿。 

南山多磬石、清滑如流脂。 

朱蠟為摹刻、細妙分毫厘。 

佳処未易識、当有来者知。 
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■【05-4-075】九日次韻王鞏 

我酔欲眠君罷休、已教従事到青州。 

鬢霜饒我三千丈、詩律輸君一百籌。 

聞道郎君閉東閣、且容老子上南楼。 

相逢不用忙帰去、明日黄花蝶也愁。 

 

■【05-4-076】送頓起 

客路相逢難、為楽常不足。 

臨行挽衫袖、更賞折残菊。 

佳人亦何念、淒断陽関曲。 

酒闌不忍去、共接一寸燭。 

留君終無窮、帰駕不免促。 

岱宗已在眼、一往継前躅。 

天門四十里、夜看扶桑浴。 

回頭望彭城、大海浮一粟。 

故人在其下、塵土相豗蹴。 

惟有黄楼詩、千古配淇澳。 

 

■【05-4-077】送孫勉 

昔年罷東武、曽過北海県。 

白河翻雪浪、黄土如蒸麪。 

桑麻冠東方、一熟天下賤。 

是時累飢饉、嘗苦盜賊変。 
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毎憐追胥官、野宿風裂面。 

君為淮南秀、文采照金殿。 

胡為事奔走、投筆腰羽箭。 

更被髯将軍、豪篇来督戦。 

親程三郡士、玉石不能衒。 

欲知君得人、失者亦称善。 

君才無不可、要欲経百煉。 

吾詩堪咀嚼、聊送別酒嚥。 

 

■【05-4-078】李思訓画長江絶島図 

山蒼蒼、江茫茫、大孤小孤江中央。 

崖崩路絶猿鳥去、惟有喬木攙天長。 

客舟何処来、棹歌中流声抑揚。 

沙平風軟望不到、孤山久与船低昂。 

峨峨両煙鬟、暁鏡開新粧。 

舟中賈客莫漫狂、小姑前年嫁彭郎。 

 

■【05-4-079】張安道見示近詩 

人物一衰謝、微言難重尋。 

殷勤永嘉末、復聞正始音。 

清談未足多、感時意殊深。 

少年有奇誌、欲和南風琴。 

荒森蜩 乱、廃沼蛙蟈淫。 
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遂欲掩両耳、臨文但噫喑。 

蕭然王郎子、来自緱山陰。 

云見浮丘伯、吹簫明月岑。 

遺声落淮泗、蛟鼉為悲吟。 

願公正王度、祈招継愔愔。 

 

■【05-4-080】次韻王鞏顔復同泛舟 

沈郎清痩不勝衣、辺老便便帯十囲。 

躞蹀身軽山上走、歓呼船重酔中帰。 

舞腰似雪金釵落、談弁如雲玉麈揮。 

憶在銭塘正如此、回頭四十二年非。 

 

■【05-4-081】次韻張十七九日贈子由 

千戈万槊擁篦籬、九日清樽豈復持。 

官事無窮何日了、菊花有信不吾欺。 

逍遙瓊館真堪羨、取次塵纓未可縻。 

迨此暇時須痛飲、他年長剣拄君頤。 

 

■【05-4-082】登雲竜山題名 

 

■【05-4-083】登雲竜山 

酔中走上黄茅岡、満岡乱石如群羊。 

岡頭酔倒石作牀、仰看白雲天茫茫。 
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歌声落谷秋風長、路人挙首東南望、拍手大笑使君狂。 

 

■【05-4-084】次韻王鞏留別 

去国已八年、故人今有誰。 

当時交遊内、未数蔡克児。 

豈無知我者、好爵半已縻。 

争為東閣吏、不顧北山移。 

公子表独立、与世頗異馳。 

不辞千里遠、成此一段奇。 

蛾眉亦可憐、無奈思餅師。 

無人伴客寝、惟有支牀亀。 

君帰与何人、文字相娯嬉。 

持此調張子、一笑当脱頤。 

 

■【05-4-085】与鮮于子駿 

 

■【05-4-086】次韻僧潜見贈 

道人胸中水鏡清、万象起滅無逃形。 

独依古寺種秋菊、要伴騷人餐落英。 

人間底処有南北、紛紛鴻雁何曽冥。 

閉門坐穴一禅榻、頭上歳月空崢嶸。 

今年偶出為求法、欲与慧剣加礱硎。 

雲衲新磨山水出、霜髭不翦児童驚。 
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公侯欲識不可得、故知倚市無傾城。 

秋風吹夢過淮水、想見橘柚垂空庭。 

故人各在天一角、相望落落如晨星。 

彭城老守何足顧、棗林桑野相邀迎。 

千山不憚荒店遠、両脚欲趁飛猱軽。 

多生綺語磨不尽、尚有宛転詩人情。 

猿吟鶴唳本無意、不知下有行人行。 

空階夜雨自清絶、誰使掩抑啼孤惸。 

我欲仙山掇瑤草、傾筐坐歎何時盈。 

簿書鞭扑画填委、煮茗焼栗宜宵征。 

乞取摩尼照独水、共看落月金盆傾。 

 

■【05-4-087】次韻潜師放魚 

法師説法臨泗水、無数天花随麈尾。 

勧将浄業種西方、莫待夢中呼起起。 

哀哉若魚竟坐口、遠愧知幾穆生醴。 

況逢孟簡対盧仝、不怕校人欺子美。 

疲民尚作魚尾赤、数罟未除吾顙泚。 

法師自有衣中珠、不用辛苦沙泥底。 

 

■【05-4-088】浣渓沙 

一別姑蘇已四年。 

秋風南浦送帰船。 
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画簾重見水中仙。 

 

霜鬢不須催我老、 

杏花依旧駐君顔。 

夜闌相対夢魂間。 

 

■【05-4-089】滕県時同年西園 

人皆種楡柳、坐待十畝陰。 

我独種松柏、守此一寸心。 

君看閭里間、盛衰日駸駸。 

種木不種徳、聚散如飛禽。 

老時吾不識、用意一何深。 

知人得数士、重義忘千金。 

西園手所開、珍木来千岑。 

養此霜雪根、遅彼鸞鳳吟。 

池塘得流水、亀魚自浮沈。 

幽桂日夜長、白花乱青衿。 

豈独蕃草木、子孫已成林。 

拱把不知数、会当出千尋。 

樊侯種梓漆、寿張富華簪。 

我作西園詩、以為里人箴。 

 

■【05-4-090】次韻王廷老和張十七九日見寄 
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其一 

霜葉投空雀啄籬、上楼筋力強扶持。 

対花把酒未甘老、膏面染鬚聊自欺。 

無事亦知君好飲、多才終恐世相縻。 

請看平日銜杯口、会有金椎為控頤。 

 

其二 

接果移花看補籬、腰鐮手斧不妨持。 

上都新事長先到、老圃閑談未易欺。 

釀酒閉門開社甕、殺牛留客解耕縻。 

何時得見繊繊玉、右手持杯左捧頤。 

 

■【05-4-091】鹿鳴宴 

連騎匆匆畫鼓喧、喜君新奪錦標還。 

金罍浮菊催開宴、紅蕊将春待入關。 

他日曾陪探禹穴、白頭重見賦南山。 

何時共樂升平事、風月笙簫一夜間。 

 

■【05-4-092】次韻参加師寄秦太虚三絶句、時秦君挙進士不得 

其一 

秦郎文字固超然、漢武憑虚意欲仙。 

底事秋来不得解、定中試与問諸天。 
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其二 

一尾追風抹万蹄、昆侖玄圃謂朝隮。 

回看世上無伯楽、却道塩車勝月題。 

 

其三 

得喪秋毫久已冥、不須聞此気崢嶸。 

何妨却伴参寥子、無数新詩咳唾成。 

 

■【05-4-093】答秦太虚 

 

■【05-4-094】与舒教授、張山人、参寥師同遊戯馬台、書西軒壁、兼簡顔長道二首 

其一 

古寺長廊院院行、此軒偏慰旅人情。 

楚山西断如迎客、汴水南来故繞城。 

路失玉鉤芳草合、林亡白鶴古泉清。 

淡游何以娯庠老、坐聴郊原琢磬声。 

 

其二 

竹杖芒鞋取次行、下臨官道見人情。 

天寒菽粟猶棲畝、日暮牛羊自入城。 

沽酒独教陶令酔、題詩誰似皎公清。 

更尋陋巷顔夫子、乞取微言継此声。 
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■【05-4-095】夜過舒堯文戯作 

先生堂前霜月苦、弟子読書喧両廡。 

推門入室書縦橫、蠟紙燈籠晃雲母。 

先生骨清少眠臥、長夜黙坐数更鼓。 

耐寒石硯欲生氷、得火銅瓶如過雨。 

郎君欲出先自賛、坐客斂衽誰敢侮。 

明朝阮籍過阿戎、応作羲之羨懐祖。 

 

■【05-4-096】次顔長道韻送傅倅 

両見黄花掃落英、南山山寺遍題名。 

宗成不独依岑范、魯衛終当似弟兄。 

去歳雲濤浮汴泗、与君泥土満衣纓。 

如今別酒休辞酔、試聴双洪落後声。 

 

■【05-4-097】百歩洪二首、并叙 

叙 

王定国訪余於彭城。一日棹小舟、与顔長道携盼英卿三子游泗水、北上聖女山、南下百歩

洪、吹笛飲酒、乗月而帰。余時以事不得往、夜著羽衣、佇立於黄楼上、相視而笑、以為李太

白死、世間無此楽三百余年矣。定国既去逾月、復与参寥師放舟洪下、追懐曩游、已為陳

迹、喟然而嘆。故作二詩、一以遺参寥、一以寄定国、且示顔長道、舒堯文邀同賦云。 

 

其一 

長洪斗落生跳波、軽舟南下如投梭。 
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水師絶叫鳧雁起、乱石一線争磋磨。 

有如兔走鷹隼落、駿馬下註千丈坡。 

断弦離柱箭脱手、飛電過隙珠翻荷。 

四山眩転風掠耳、但見流沫生千渦。 

嶮中得楽雖一快、何異水伯誇秋河。 

我生乗化日夜逝、坐覚一念逾新羅。 

紛紛争奪酔夢裏、豈信荊棘埋銅駝。 

覚来俯仰失千劫、回視此水殊委蛇。 

君看岸辺蒼石上、古来篙眼如蜂窠。 

但応此心無所住、造物雖駛如余何。 

回船上馬各帰去、多言●●師所呵。 ［●は言＋堯］ 

 

其二 

佳人未肯回秋波、幼輿欲語防飛梭。 

軽舟弄水買一笑、酔中蕩槳肩相摩。 

不学長安閭里侠、貂裘夜走臙脂坡。 

独将詩句擬鮑謝、渉江共采秋江荷。 

不知詩中道何語、但覚両頬生微渦。 

我時羽服黄楼上、坐見織女初斜河。 

帰来笛声満山谷、明月正照金叵羅。 

奈何捨我入塵土、擾擾毛群欺臥駝。 

不念空斎老病叟、退食誰与同委蛇。 

時来洪上看遺跡、忍見屐歯青苔窠。 
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詩成不覚双涙下、悲吟相対惟羊何。 

欲遣佳人寄錦字、夜寒手冷無人呵。 

 

■【05-4-098】送参寥師 

上人学苦空、百念已灰冷。 

剣頭惟一 、焦穀無新穎。 

胡為逐吾輩、文字争蔚炳。 

新詩如玉雪、出語便清警。 

退之論草書、万事未嘗屏。 

憂愁不平気、一寓筆所騁。 

頗怪浮屠人、視身如丘井。 

頽然寄淡泊、誰与発豪猛。 

細思乃不然、真巧非幻影。 

欲令詩語妙、無厭空且静。 

静故了群動、空故納万境。 

閲世走人間、観身臥雲嶺。 

鹹酸雑衆好、中有至味永。 

詩法不相妨、此語当更請。 

 

■【05-4-099】与参寥 

 

■【05-4-100】書游湯泉詩後 

 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：723 
 

■【05-4-101】日喩 

 

■【05-4-102】十月十五日観月黄楼、席上次韻 

中秋天気未応殊、不用紅紗照座隅。 

山下白雲橫匹素、水中明月臥浮図。 

未成短棹還三峽、已約軽舟泛五湖。 

為問登臨好風景、明年還憶使君無。 

 

■【05-4-103】与文与可 

 

■【05-4-104】徐州上皇帝書 

 

■【05-4-105】答王定民 

開緘奕奕満銀鉤、書尾題詩語更遒。 

八法旧聞宗長史、五言今復擬蘇州。 

筆蹤好在留台寺、旗隊遙知到石溝。 

欲寄鼠鬚並繭紙、請君章草賦黄楼。 

 

■【05-4-106】放鶴亭記 

 

■【05-4-107】荘子祠堂記 

 

■【05-4-108】雲竜山観焼得雲字 
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丁女真水妃、寒山便火耘。 

隕霜知已殺、坯戸聴初焚。 

束 方熠燿、敲石俄氤氳。 

落点甘泉烽、橫煙楚塞氛。 

窮蛇上喬木、潜蛟躡浮雲。 

驚飛堕傷雁、狂走迷癡麇。 

谷蟄起蜩燕、山妖竄夔 。 

野竹爆哀声、幽桂飄冤芬。 

悲同秋照蟹、快若夏燎蚊。 

火牛入燕壘、燧象奔呉軍。 

崩騰井陘口、万馬皆朱 。 

搖曳驪山陰、諸姨爛紅裙。 

方随長風巻、忽値絶澗分。 

我本山中人、習見匪独聞。 

偶従二三子、来訪張隠君。 

君家亦何有、物象移朝曛。 

把酒看飛燼、空庭落繽紛。 

行観農事起、畦壟如纈紋。 

細雨発春穎、厳霜倒秋蕡。 

始知一炬力、洗尽狐兔群。 

 

■【05-4-109】祈雪霧豬泉祝文 
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■【05-4-110】祈雪霧豬泉、出城馬上作、贈舒堯文 

三年走呉越、踏遍千重山。 

朝随白雲去、暮与棲鴉還。 

翩如得木狖、飛歩誰能攀。 

一為符竹累、坐老敲榜間。 

此行亦何事、聊散腰脚頑。 

浩蕩城西南、乱山如玦環。 

山下野人家、桑柘雑榛菅。 

歳晏風日暖、人牛相対閑。 

薄雪不蓋土、麦苗稀可刪。 

願君発豪句、嘲詼破天慳。 

 

■【05-4-111】次韻舒堯文祈雪霧豬泉 

長笑蛇医一寸腹、銜氷吐雹何時足。 

蒼鵝無罪亦可憐、斬頸橫盤不敢哭。 

豈知泉下有豬竜、臥枕雷車踏陰軸。 

前年太守為旱請、雨天随人如撒菽。 

太守帰国竜帰泉、至今人詠淇園緑。 

我今又復罹此旱、凜凜疲民在溝瀆。 

却尋旧跡叩神泉、坐客仍携王子淵。 

看草中和楽職頌、新声妙語慰華顛。 

暁来泉上東風急、須上氷珠老蛟泣。 

怪詞欲逼竜飛起、険韻不量吾所及。 
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行看積雪厚埋牛、誰与春工掀百蟄。 

此時還復借君詩、余力汰輈仍貫笠。 

揮毫落紙勿言疲、驚竜再起震失匙。 

 

■【05-4-112】和田国博喜雪 

疇昔月如昼、晩来雲暗天。 

玉花飛半夜、翠浪舞明年。 

螟螣無遺種、流亡稍占田。 

歳豊君不楽、鐘磬幾時編。 

 

■【05-4-113】宋復古画瀟湘晩景図三首 

其一 

西征憶南国、堂上画瀟湘。 

照眼雲山出、浮空野水長。 

旧遊心自省、信手筆都忘。 

会有衡陽客、来看意渺茫。 

 

其二 

落落君懐抱、山川自屈蟠。 

経営初有適、揮灑不応難。 

江市人家少、煙村古木攢。 

知君有幽意、細細為尋看。 
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其三 

咫尺殊非少、陰晴自不斉。 

経蟠趨後崦、水会赴前溪。 

自説非人意、曽経是馬蹄。 

他年宦遊処、応話剣山西。 

 

■【05-4-114】跋宋漢傑画 

 

■【05-4-115】贈狄崇班季子 

狄生臂鷹來、見客不会揖。 

踞牀咤得雋、借箸数禽入。 

短後掬豹裘、猶濺猩血湿。 

指呼索酒嘗、快把長鯨吸。 

半酣論刀槊、怒髪欲起立。 

北方老猘子、狂突尚不縶。 

要須此剽悍、気圧辺烽急。 

夜走追鋒車、生斬符離級。 

持帰献天王、封侯穏可拾。 

何為走猟師、日使群毛泣。 

 

■【05-4-116】石炭、并引 

引 

彭城旧無石炭。元豊元年十二月、始遣人訪獲於州之西南白土鎮之北、冶鉄作兵、犀利勝
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常云。 

 

君不見前年雨雪行人断、城中居民風裂骭。 

湿薪半束抱衾裯、日暮敲門無処換。 

豈料山中有遺宝、磊落如䃜万車炭。 

流膏迸液無人知、陣陣腥風自吹散。 

根苗一発浩無際、万人鼓舞千人看。 

投泥潑水愈光明、爍玉流金見精悍。 

南山栗林漸可息、北山頑礦何労鍛。 

為君鉄作百錬刀、要斬長鯨為万段。 

 

■【05-4-117】与枢密侍郎 

 

■【05-4-118】謝張太保撰先人墓碣書 

 

■【05-4-119】祭欧陽仲純父文 

 

■【05-4-120】与欧陽仲純 

 

■【05-5-001】人日猟城南、会者十人、以身軽一鳥過、槍急万人呼為韻、得鳥字 

児童笑使君、憂慍長悄悄。 

誰拈白接䍦、令跨金 。 

東風吹湿雪、手冷怯清暁。 
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忽発両鳴 、相趁飛虻小。 

放弓一長嘯、目送孤鴻矯。 

吟詩忘鞭轡、不語頭自掉。 

帰来仍脱粟、塩鼓煮芹蓼。 

何似雷将軍、両眼霜鶻皎。 

黒頭已為将、百戦意未了。 

馬上倒銀瓶、得兔不暇燎。 

少年負奇志、蹭蹬百憂繞。 

回首英雄人、老死已不少。 

青春還一夢、余年真過鳥。 

莫上呼鷹台、平生笑劉表。 

 

■【05-5-002】将官雷勝得過字代作 

胡騎入雲中、急烽連夜過。 

短刀穿虜陣、濺血貂裘涴。 

一来輦轂下、愁悶惟欲臥。 

今朝従公猟、稍覚天宇大。 

一双鉄糸箭、未発手先唾。 

射殺雪毛狐、腰間余一個。 

 

■【05-5-003】猟会詩敘 

 

■【05-5-004】三槐堂銘 
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■【05-5-005】和参寥見寄 

黄楼南畔馬台東、雲月娟娟正点空。 

欲共幽人洗筆硯、要伝流水入糸桐。 

且随侍者尋西谷、莫学山僧老祝融。 

待我西湖借君去、一杯湯餅溌油葱。 

 

■【05-5-006】台頭寺歩月得人字 

風吹河漢掃微雲、歩屧中庭月趁人。 

浥浥爐香初泛夜、離離花影欲搖春。 

遙知金闕同清景、想見氈車碾暗塵。 

回首旧游真是夢、一簪華髮岸綸巾。 

 

■【05-5-007】種松得徠字 

春風吹楡林、乱莢飛作堆。 

荒園一雨過、戢戢千萬栽。 

青松種不生、百株望一枚。 

一枚已有余、気圧千畝槐。 

野人易斗粟、云自魯徂徠。 

魯人不知貴、万竈飛青煤。 

束縛同一車、胡為乎来哉。 

泫然解其縛、清泉洗浮埃。 

枝傷葉尚困、生意未肯回。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：731 
 

山僧老無子、養護如嬰孩。 

坐待走竜蛇、清陰満南台。 

孤根裂山石、直幹排風雷。 

我今百日客、養此千歳材。 

茯苓無消息、双鬢日夜摧。 

古今一俯仰、作詩寄余哀。 

 

■【05-5-008】遊桓山、会者十人、以春水満四沢、夏雲多奇峰為韻、得沢字 

東郊欲尋春、未見鶯花迹。 

春風在流水、鳧雁先拍拍。 

孤帆信溶漾、弄此半篙碧。 

艤舟桓山下、長嘯理軽策。 

弾琴石室中、幽響清磔磔。 

弔彼泉下人、野火失枯腊。 

悟此人間世、何者為真宅。 

暮回百歩洪、散坐洪上石。 

愧我非王襄、子淵肯見客。 

臨流吹洞簫、水月照連璧。 

此歓真不朽、回首歳月隔。 

想像斜川遊、作詩寄彭沢。 

 

■【05-5-009】游桓山記 
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■【05-5-010】戴道士得四字代作 

少小家江南、寄跡方外士。 

偶随白雲出、売薬彭城市。 

雪霜侵鬢髮、塵土汚冠袂。 

頼此三尺桐、中有山水意。 

自従夷夏乱、七糸久已棄。 

心知鹿鳴三、不及胡琴四。 

使君独慕古、嗜好与衆異。 

共弔桓魋宮、一灑孟嘗涙。 

帰来鎖塵匣、独対断弦喟。 

掛名石壁間、寂寞千歳事。 

 

■【05-5-011】乞医療病囚状 

 

■【05-5-012】往在東武、与人往反作粲字韻詩四首、今黄魯直亦次韻見寄、復和答之 

苻堅破荊州、止獲一人半。 

中郎老不遇、但喜識元嘆。 

我今独何幸、文字厭奇玩。 

又得天下才、相従百憂散。 

陰求我輩人、規作林泉伴。 

寧当待垂老、倉卒収一旦。 

不見梁伯鸞、空対孟光案。 

才難不其然、婦女廁周乱。 
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世豈無作者、於我如既盥。 

独喜誦君詩、咸韶音節緩。 

夜光一已多、矧獲累累貫。 

相思君欲痩、不往我真懦。 

吾儕眷微禄、寒夜抱寸炭。 

何時定相過、経就我乎館。 

飄然東南去、江水清且暖。 

相与訪名山、微言師忍粲。 

 

■【05-5-013】祭文与可文 

 

■【05-5-014】題文潞公詩 

 

■【05-5-015】作書寄王晋卿、忽憶前年寒食北城之遊、走筆為此詩 

北城寒食煙火微、落花蝴蝶作団飛。 

王孫出游楽忘帰、門前驄馬紫金鞿。 

吹笙帳底煙霏霏、行人挙頭誰敢睎。 

扣門狂客君不麾、更遣傾城出翠幃。 

書生老眼省見稀、画図但覚周昉肥。 

別来春物已再菲、西望不見紅日囲。 

何時東山歌采薇、把盞一聴金縷衣。 

 

■【05-5-016】月夜与客飲酒杏花下 
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杏花飛簾散余春、明月入戸尋幽人。 

褰衣歩月踏花影、炯如流水涵青蘋。 

花間置酒清香発、争挽長条落香雪。 

山城薄酒不堪飲、勧君且吸杯中月。 

洞簫声断月明中、惟憂月落酒杯空。 

明朝卷地春風悪、但見緑葉棲残紅。 

 

■【05-5-017】送蜀人張師厚赴殿試二首 

其一 

忘帰不覚鬢毛斑、好事郷人尚往還。 

断嶺不遮西望眼、送君直過楚王山。 

 

其二 

雲竜山下試春衣、放鶴亭前送落暉。 

一色杏花紅十里、新郎君去馬如飛。 

 

■【05-5-018】雪斎 

君不見峨眉山西雪千里、北望成都如井底。 

春風百日吹不消、五月行人如凍蟻。 

紛紛市人争奪中、誰信言公似賛公。 

人間熱悩無処洗、故向西斎作雪峰。 

我夢扁舟適呉越、長廊静院燈如月。 

開門不見人与牛、惟見空庭満山雪。 
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■【05-5-019】以双刀遺子由、子由有詩、次其韻 

宝刀匣不見、但見竜雀鐶。 

何曽斬蛟蛇、亦未切琅玕。 

胡為穿窬輩、見之要領寒。 

吾刀不汝問、有愧在其肝。 

念此乃自蔵、包之虎皮斑。 

湛然如古井、終歳不復瀾。 

不憂無所用、憂在用者難。 

佩之非其人、匣中自長歎。 

我老衆所易、屡遭非意干。 

惟有王玄通、堦庭秀芳蘭。 

知子必後大、故択刀所便。 

屠狗非不用、一歳六七刓。 

欲試百錬剛、要須更泥蟠。 

作詩銘其背、以待知者看。 

 

■【05-5-020】次韻田国博部夫南京見寄二絶 

其一 

歳月翩翩下坂輪、帰来杏子已生人。 

深紅落尽東風悪、柳絮楡銭不当春。 

 

其二 
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火冷餳稀杏粥稠、青裙縞袂餉田頭。 

大夫行役家人怨、応羨居郷馬少游。 

 

■【05-5-021】再次韻答田国博部夫還二首 

其一 

西郊黄土没車輪、満面風埃笑路人。 

已放役夫三万指、従教積雨洗残春。 

 

其二 

枝上稀疏地上稠、忍看紅糝落墻頭。 

風流別乗多才思、帰趁西園秉燭遊。 

 

■【05-5-022】答郡中同僚賀雨 

水旱行十年、飢疫遍九土。 

奇窮所向悪、歳歳祈晴雨。 

雖非為己求、重請終愧古。 

鬼神亦知我、老病入腰膂。 

何曽拝向人、此意難不許。 

重雲萋已合、微潤先流礎。 

蕭蕭止還作、坐聴及三鼓。 

天明将吏集、泥土満靴屨。 

登城望麰麦、緑浪風掀舞。 

愧我賢友生、雄篇闘新語。 
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君看大熟歳、風雨占十五。 

天地本無功、祈禳何足数。 

渡河不入境、未若無蝗虎。 

而況刑白鵝、下策君勿取。 

 

■【05-5-023】題逸少書三首 

 

■【05-5-024】淵明非達 

 

■【05-5-025】留別叔通元弼坦夫 

田三昔同寮、向我毎傾倒。 

当年或齟齬、反覆看愈好。 

寇三我部民、孝悌化隣保。 

有如袁伯業、苦学到衰老。 

石生吾邑子、勁立風中草。 

宦遊甑生塵、菽水媚翁媼。 

我窮交旧絶、計拙集枯槁。 

三子尤見存、往復紛紵縞。 

迎我淮水北、送我睢陽道。 

願存金石契、凜凜貫華皓。 

 

■【05-5-026】江神子 

天涯流落思無窮。 
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既相逢。 

却怱怱。 

携手佳人、 

和涙折残紅。 

為問東風余幾許、 

春縦在、 

与誰同。 

 

隋堤三月水溶溶。 

背帰鴻。 

去呉中。 

回首彭城、 

清泗与淮通。 

欲寄相思千点涙、 

流不到、 

楚江東。 

 

■【05-5-027】減字木欄花 

彭門留別 

玉觴無味。 

中有佳人千点涙。 

学道忘憂。 

一念還成不自由。 
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如今未見。 

帰去東園花似霰。 

一語相開。 

匹似当初本不来。 

 

■【05-5-028】罷徐州、往南京、馬上走筆寄子由五首 

其一 

吏民莫扳援、歌管莫淒咽。 

吾生如寄耳、寧独為此別。 

別離随処有、悲悩縁愛結。 

而我本無恩、此涕誰為設。 

紛紛等児戯、鞭鐙遭割截。 

道辺双石人、幾見太守発。 

有知当解笑、撫掌冠纓絶。 

 

其二 

父老何自来、花枝裊長紅。 

洗盞拝馬前、請寿使君公。 

前年無使君、魚鱉化児童。 

挙鞭謝父老、正坐使君窮。 

窮人命分悪、所向招災凶。 

水来非吾過、去亦非吾功。 
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其三 

古汴従西来、迎我向南京。 

東流入淮泗、送我東南行。 

暫別還復見、依然有余情。 

春雨漲微波、一夜到彭城。 

過我黄楼下、朱欄照飛甍。 

可憐洪上石、誰聴月中声。 

 

其四 

前年過南京、麦老桜桃熟。 

今来旧遊処、櫻麦半黄緑。 

歳月如宿夕、人事幾反覆。 

青衫老従事、坐穏生髀肉。 

聯翩閲三守、迎送如転轂。 

帰耕何時決、田舎我已卜。 

 

其五 

卜田向何許、石仏山南路。 

下有爾家川、千畦種秔稌。 

山泉宅竜蜃、平地走膏乳。 

異時畝一金、近欲為逃戸。 

逝将解簪紱、売剣買牛具。 
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故山豈不懐、廃宅生蒿 。 

便恐桐郷人、長祠仲卿墓。 

 

■【05-5-029】答呂熙道 

 

■【05-5-030】与文郎 

 

■【05-5-031】霊壁張氏園亭記 

 

■【05-5-032】書泗州孫景山西軒 

落日明孤塔、青山繞病身。 

知君向西望、不愧塔中人。 

 

■【05-5-033】泗州過倉中劉景文老兄戯贈一絶 

既聚伏波米、還和魏舒籌。 

応笑蘇夫子、僥倖得湖州。 

 

■【05-5-034】過淮三首贈景山兼寄子由 

其一 

好在長淮水、十年三往来。 

功名真已矣、帰計亦悠哉。 

今日風憐客、平時浪作堆。 

晩来洪沢口、捍索響如雷。 
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其二 

過淮山漸好、松檜亦蒼然。 

藹藹蔵孤寺、冷冷出細泉。 

故人真吏隠、小檻帯巌偏。 

却望臨淮市、東風語笑伝。 

 

其三 

回首濉陽幕、簿書高没人。 

何時桐柏水、一洗庾公塵。 

此去漸佳境、独游長惨神。 

待君詩百首、来写浙西春。 

 

■【05-5-035】舟中夜起 

微風蕭蕭吹菇蒲、開門看雨月満湖。 

舟人水鳥両同夢、大魚驚竄如奔狐。 

夜深人物不相管、我独形影相嬉娯。 

暗潮生渚弔寒蚓、落月掛柳看懸蛛。 

此生忽忽憂患裏、清境過眼能須臾。 

雞鳴鐘動百鳥散、船頭撃鼓還相呼。 

 

■【05-5-036】余跋欧陽家書 
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■【05-5-037】西江月 

三過平山堂下、 

半生弾指声中。 

十年不見老仙翁、 

壁上竜蛇飛動。 

 

欲弔文章太守、 

仍歌楊柳春風。 

休言万事転頭空、 

未転頭時皆夢。 

 

■【05-5-038】余去金山五年而復至、次旧詩韻、贈宝覚長老 

誰能斗酒博西涼、但愛斎廚法豉香。 

旧事真成一夢過、高譚為洗五年忙。 

清風偶与山阿曲、明月聊随屋角方。 

稽首願師憐久客、直将帰路指茫茫。 

 

■【05-5-039】大風留金山両日 

塔上一鈴独自語、明日顛風当断渡。 

朝来白浪打蒼崖、倒射軒窗作飛雨。 

竜驤万斛不敢過、漁舟一葉従掀舞。 

細思城市有底忙、却笑蛟竜為誰怒。 

無事久留童僕怪、此風聊得妻孥許。 
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灊山道人独何事、半夜不眠聴粥鼓。 

 

■【05-5-040】祭刁景純文 

 

■【05-5-041】遊恵山、并叙 

叙 

余昔為銭塘倅、往来無錫、未嘗不至恵山。即去五年、復為湖州、与高郵秦太虚、杭僧参寥

同至、覧唐処士王武陵、竇群、朱宿所賦詩、愛其語清簡、蕭然有出塵之姿、追用其韻、各賦

三首。 

 

其一 

夢裏五年過、覚来双鬢蒼。 

還将塵土足、一歩漪瀾堂。 

俯窺松桂影、仰見鴻鶴翔。 

炯然肝肺間、已作氷玉光。 

虚明中有色、清浄自生香。 

還従世俗去、永与世俗忘。 

 

其二 

薄雲不遮山、疏雨不湿人。 

蕭蕭松経滑、策策芒鞋新。 

嘉我二三子、皎然無緇磷。 

勝遊豈殊昔、清句仍絶塵。 
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弔古泣旧史、疾讒歌小旻。 

哀哉扶風子、難与巣許隣。 

 

其三 

敲火発山泉、烹茶避林樾。 

明窗傾紫盞、色味両奇絶。 

吾生眠食耳、一飽万想滅。 

頗笑玉川子、饑弄三百月。 

豈如山中人、睡起山花発。 

一甌誰与共、門外無来轍。 

 

■【05-5-042】贈恵山僧恵表 

行遍天涯意未闌、将心到処遣人安。 

山中老宿依然在、案上楞厳已不看。 

欹枕落花余幾片、閉門新竹自千竿。 

客来茶罷空無有、盧橘楊梅尚帯酸。 

 

■【05-5-043】贈銭道人 

書生苦信書、世事仍臆度。 

不量力所負、軽出千鈞諾。 

当時一快意、事過有余怍。 

不知幾州鉄、鋳此一大錯。 

我生渉憂患、常恐長罪悪。 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：746 
 

静観殊可喜、脚浅猶容却。 

而況銭夫子、万事初不作。 

相逢更何言、無病亦無薬。 

 

■【05-5-044】与秦太虚、参寥会於松江、而関彦長、徐安中適至、分韻得風字二首 

其一 

呉越溪山興未窮、又扶衰病過垂虹。 

浮天自古東南水、送客今朝西北風。 

絶境自忘千里遠、勝遊難復五人同。 

舟師不会留連意、擬看斜陽万頃紅。 

 

其二 

二子縁詩老更窮、人間無処吐長虹。 

平生睡足連江雨、尽日舟橫擘岸風。 

人笑年来三黜慣、天教我輩一樽同。 

知君欲写長想憶、更送銀盤尾鬣紅。 

 

■【05-5-045】次韻答参寥 

我有方外客、顔如瓊之英。 

十年塵土窟、一寸氷雪清。 

朅来従我遊、坦率見真情。 

顧我無足恋、恋此山水清。 

新詩如弾丸、脱手不暫停。 
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昨日放魚回、衣襟満浮萍。 

今日扁舟去、白酒載烏程。 

山頭見月出、江路聞鼉鳴。 

莫作孺子歌、滄浪濯吾纓。 

吾詩自堪唱、相子棹歌声。 

 

■【05-5-046】次韻関令送魚 

挙網驚呼得巨魚、饞涎不易忍流酥。 

更煩赤脚長鬚老、来趁西風十幅蒲。 

 

■【05-5-047】次韻秦太虚見戯耳聾 

君不見詩人借車無可載、留得一銭何足頼。 

晩年更似杜陵翁、右臂雖存耳先聵。 

人将蟻動作牛闘、我覚風雷真一噫。 

聞塵掃尽根性空、不須更枕清流派。 

大朴初散失渾沌、六鑿相攘更勝敗。 

眼花乱墜酒生風、口業不停詩有債。 

君知五蘊皆是賊、人生一病今先差。 

但恐此心終未了、不見不聞還是礙。 

今君疑我特佯聾、故作嘲詩窮嶮怪。 

須防額癢出三耳、莫放筆端風雨快。 

 

■【05-5-048】湖州謝上表 
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■【05-5-049】跋銭君倚書遺教経 

 

■【05-5-050】謁文宣王廟祝文 

 

■【05-5-051】端午遍遊諸寺得禪字 

肩輿任所適、遇勝輒留連。 

焚香引幽歩、酌茗開浄筵。 

微雨止還作、小窗幽更妍。 

盆山不見日、草木自蒼然。 

忽登最高塔、眼界窮大千。 

卞峰照城郭、震沢浮雲天。 

深沈既可喜、曠蕩亦所便。 

幽尋未云畢、墟落生晩煙。 

帰来記所歴、耿耿清不眠。 

道人亦未寝、孤燈同夜禅。 

 

■【05-5-052】自記呉興詩 

 

■【05-5-053】送劉寺丞赴余姚 

中和堂後石楠樹、与君対牀聴夜雨。 

玉笙哀怨不逢人、但見香煙橫碧縷。 

謳吟思帰出無計、坐想蟋蟀空房語。 
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明朝開鎖放観潮、豪気正与潮争怒。 

銀山動地君不看、独愛清香生雪霧。 

別来聚散如宿昔、城郭空存鶴飛去。 

我老人間万事休、君亦洗心従仏祖。 

手香新写法界観、眼浄不覷登伽女。 

余姚古県亦何有、竜井白泉甘勝乳。 

千金買断顧渚春、似与越人降日注。 

 

■【05-5-054】南歌子 

山雨瀟瀟過、 

溪橋瀏瀏清。 

小園幽榭枕蘋汀。 

門外月華如水、 

彩舟橫。 

 

苕岸霜花尽、 

江湖雪陣平。 

両山遙指海門青。 

回首水雲何処、 

覓孤城。 

 

■【05-5-055】与久上人 
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■【05-5-056】祭陳令挙文 

 

■【05-5-057】祭張子野文 

 

■【05-5-058】霅上訪道人不遇 

花光紅満欄、草色緑無岸。 

不逢青眼人、長歌白石澗。 

 

■【05-5-059】李公択過高郵、見施大夫与孫莘老賞花詩、憶与僕去歳会於彭門折花饋筍

故事、作詩二十四韻見戲、依韻奉答、亦以一戯公択云 

汝陽真天人、絹帽著紅槿。 

纏頭三百万、不買一微哂。 

共誇青山峰、曲尽花不隕。 

当時謫仙人、逸韻謝封畛。 

詩成天一笑、万象解寒窘。 

驚開小桃杏、不待雷発軫。 

余波尚涓滴、乞与居易稹。 

爾来誰復見、前輩風流尽。 

寂寞両詩人、残紅対桜筍。 

饑腸得一酔、妙語伝不泯。 

君来恨不与、更復相牽引。 

我老心已灰、空煩扇余燼。 

天遊照六鑿、虚空掃充牣。 
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懸知色竟空、那復嗜烏吻。 

蕭然一方丈、居士老龐蘊。 

散花従満裓、不答天女問。 

故人猶故日、怨句写余恨。 

疑我此心在、遮防費欄楯。 

応虞已斃蛇、折尾時一蠢。 

仄聞孟光賢、未学處仲忍。 

寄招応已足、左右侍雲鬢。 

何時花月夜、羊酒謝不敏。 

此生如幻耳、戯語君勿慍。 

応同亡是公、一対子虚听。 

 

■【05-5-060】王鞏清虚堂 

清虚堂裏王居士、閉眼観心如止水。 

水中照見万象空、敢問堂中誰隠几。 

呉興太守老且病、堆案満前長渇睡。 

願君勿笑反自観、夢幻去来殊未已。 

長疑安石恐不免、未信犀首終無事。 

勿将一念住清虚、居士与我蓋同耳。 

 

■【05-5-061】和孫同年卞山竜洞祷晴 

呉興連月雨、釜甑生魚蛙。 

往問卞山竜、曷不安厥家。 
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梯空上巉絶、俯視驚谽谺。 

神井湧雲蓋、陰崖垂蘚花。 

交流百道泉、赴谷走群蛇。 

不知落何処、隠隠如繅車。 

我来叩石戸、飛鼠翻白鴉。 

寄語洞中竜、睡味豈不嘉。 

雨師少弭節、雷師亦停撾。 

積水得反壑、稻苗出泥沙。 

農夫免菜色、竜亦飽豚豭。 

看君擁黄紬、高臥放晩衙。 

 

■【05-5-062】乗舟過賈収水閣、収不在、見其子、三首 

其一 

愛酒陶元亮、能詩張志和。 

青山来水檻、白雨満漁蓑。 

涙垢添丁面、貧低挙案蛾。 

不知何所楽、竟夕独酣歌。 

 

其二 

嫋嫋風蒲乱、猗猗水荇長。 

小舟浮鴨緑、大杓瀉鵝黄。 

得意詩酒社、終身魚稲郷。 

楽哉無一事、何処不清涼。 
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其三 

曳杖青苔岸、繋船枯柳根。 

徳公方上冢、季路独留言。 

已占蒲魚港、更開松菊園。 

従茲来往数、児女自譍門。 

 

■【05-5-063】次韻孫秘丞見贈 

感慨清哀似変風、老於詩句耳偏聡。 

迂疏自笑成何事、冷淡誰能用許功。 

不怕飛蚊如立豹、肯随白鳥過垂虹。 

吟哦相対忘三伏、擬泛冰溪入雪宮。 

 

■【05-5-064】与客遊道場何山、得鳥字 

清溪到山尽、飛路盤空小。 

紅亭与白塔、隠見喬木杪。 

中休得小庵、孤絶寄雲表。 

洞庭在北戸、雲水天渺渺。 

庵僧俗縁尽、浄業洗未了。 

十年画鵲竹、益以詩自繞。 

高堂儼像設、禅室各深窈。 

奔泉何処来、華屋過溪沼。 

何山隔幽谷、去路清且悄。 
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長松度翠蔓、絶壁挂啼鳥。 

我友自杭來、尚歎所歴少。 

帰途風雨作、一洗紅日燎。 

俄驚万竅号、黑霧巻蓬蓼。 

舟人紛変色、坐羨輕鴎矯。 

我独喚酒杯、酔死勝流殍。 

書生例強狠、造物空煩擾。 

更将掀舞勢、把燭昼風筱。 

美人為破顔、正似腰支嫋。 

明朝更陳迹、清景堕空杳。 

作詩記余歓、万古一昏暁。 

 

■【05-5-065】僕去杭五年、呉中仍歳大飢疫、故人往往逝去、聞湖上僧舎不復往日繁麗、

独浄慈本長老学者益盛、作此詩寄之 

来往三御一夢間、故人半作冢累然。 

独依旧社伝真法、要与遺民度厄年。 

趙叟近聞還印綬、竺翁先已返林泉。 

何時杖策相随去、任性逍遙不学禅。 

 

■【05-5-066】送表忠観銭道士帰杭、并引 

引 

熙寧十年、詔以竜山廃仏祠為表忠観。元豊二年、通教自杭来、見予於呉興。問、観亦卒工

乎。曰、未也、杭人比歳不登、莫有助我者。余曰、異哉、杭人重施軽財、是不独為福田也、
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将自托於不朽、今歳成矣、子其行乎。及還、作詩送之。 

 

先王旧徳在民心、著令称忠上意深。 

堕涙行看会祠下、挂名争欲刻碑陰。 

淒涼破屋塵凝座、憔悴雲孫雪満簪。 

未信諸豪容郭解、却従他県施千金。 

 

■【05-5-067】舶趠風、并引 

引 

呉中梅雨既過、颯然清風弥旬、歳歳如此、湖人謂之舶趠風。是時、海舶初回、云此風自海

上与舶倶至云爾。 

 

三旬已過梅黄雨、万里初来舶趠風。 

幾処縈回度山曲、一時清駛満江東。 

驚飄簌簌先秋葉、喚醒昏昏嗜睡翁。 

欲作蘭台快哉賦、却嫌分別問雌雄。 

 

■【05-5-068】丁公黙送蝤蛑 

溪辺石蟹小如銭、喜見輪囷赤玉盤。 

半殼含黄宜点酒、両螯斫雪勧加餐。 

蛮珍海錯聞名久、怪雨腥風入坐寒。 

堪笑呉興饞太守、一詩換得両尖団。 
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■【05-5-069】送孫著作赴考城、兼寄銭醇老、李邦直二君、於孫処有書見及 

使君閑如雲、欲出誰肯伴。 

清風独無事、一嘯亦可喚。 

来従白蘋洲、吹我明月観。 

門前遠行客、青衫流白汗。 

問子何悤悤、王事不可緩。 

故人銭与李、清廟両圭瓚。 

蔚為万乗器、尚記溝中断。 

子亦東南珍、価重不可算。 

別情何以慰、酒尽対空案。 

惟持一榻涼、勧子巾少岸。 

北風那復有、塵土飛灰炭。 

欲寄二大夫、発発不可絆。 

 

■【05-5-070】泛舟城南、会者五人、分韻賦詩、得人皆苦炎字四首 

其一 

城中楼閣似魚鱗、不見清風起白蘋。 

試選苕溪最深処、仍呼我輩不羈人。 

窺船野鶴何曽下、見燭飛虫空自馴。 

遶郭荷花一千頃、誰知六月下塘春。 

 

其二 
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苦熱誠知処処皆、何当危坐学心斎。 

海螯要共詩人把、溪月行遭霧雨霾。 

郷国飄零断書信、弟兄流落隔江淮。 

便応築室苕溪上、荷葉遮門水浸堦。 

 

其三 

紫蟹鱸魚賎如土、得銭相付何曽数。 

碧筒時作象鼻彎、白酒微帯荷心苦。 

運肘風生看斫膾、随刀雪落驚飛楼。 

不将酔語作新詩、飽食応慚腹如鼓。 

 

其四 

橋上游人夜未厭、共依水檻立風簷。 

楼中煮酒初嘗芡、月下新粧半出簾。 

南郭清游継顔謝、北窗帰臥等羲炎。 

人間寒熱無窮事、自笑疏頑不受痁。 

 

■【05-5-071】与王郎夜飲井水 

呉興六月水泉温、千頃菰蒲聚闘蚊。 

此井独能深一丈、凛然如我亦如君。 

 

■【05-5-072】次韻李公択梅花 

詩人固長貧、日午飢未動。 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：758 
 

偶然得一飽、万象困嘲弄。 

尋花不論命、愛雪長忍凍。 

天公非不憐、聴飽即喧哄。 

君為三郡守、所至満賓従。 

江湖常在眼、詩酒事豪縦。 

奉使今折磨、清比於陵仲。 

永懐茶山下、携妓修春貢。 

更憶檻泉亭、插花雲髻重。 

蕭然臥灊麓、愁聴春禽哢。 

忽見早梅花、不飲但孤諷。 

詩成独寄我、字字愈頭痛。 

嗟君本侍臣、筆橐従上雍。 

脱靴吟芍薬、給札賦雲夢。 

何人慰流落、嘉●天為種。 ［●は「萌」の字で、「日」を「白」に「月」を「為」に置き換えた字］ 

杯傾笛中吟、帽払果下鞚。 

感時念羈旅、此意吾儕共。 

故山亦何有、桐花集幺鳳。 

君亦憶匡廬、帰掃蔵書洞。 

何当種此花、各抱漢陰甕。 

 

■【05-5-073】送淵師帰径山 

我昔嘗為径山客、至今詩筆余山色。 

師住此山三十年、妙語応須得山骨。 
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溪城六月水雲蒸、飛蚊猛捷如花鷹。 

羨師方丈氷雪冷、蘭膏不動長明燈。 

山中故人知我至、争来問訊今何似。 

為言百事不如人、両眼猶能書細字。 

 

■【05-5-074】答周開祖 

 

■【05-5-075】次韻周開祖長官見寄 

俯仰東西閲数州、老於岐路豈伶優。 

初聞父老推謝令、旋見児童迎細侯。 

政拙年年祈水旱、民労処処避嘲謳。 

河呑巨野那容塞、盜入蒙山不易搜。 

仕道固応慚孔孟、扶顛未可責由求。 

漸謀田舎猶懐禄、未脱風濤且傍洲。 

惘惘可憐真喪狗、時時相触是虚舟。 

朅来震沢都如夢、只有苕溪可倚楼。 

斎釀酸甜如蜜水、楽工零落似風鴎。 

遠思顔柳并諸謝、近憶張陳与老劉。 

風定軒窗飛豹脚、雨余欄檻上蝸牛。 

旧游到処皆蒼蘚、同甲惟君尚黒頭。 

憶昔湖山共尋勝、相逢杯酒両忘憂。 

酔看梅雪清香過、夜棹風船駭汗流。 

百首共成山上集、三人同作月中遊。 
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海南未起垂天翼、澗底仍依径寸庥。 

已許春風帰過我、預憂詩筆老難酬。 

此生歳月行飄忽、晩節功名亦繆悠。 

犀首正縁無事飲、馮驩応為有魚留。 

従今更踏青州麹、薄酒知君笑督郵。 

 

■【05-5-076】林子中以詩寄文与可及余、与可既歿、追和其韻 

斯人所甚厭、投畀每不受。 

欲其少須臾、奪去惟恐後。 

云誰尸此職、無乃亦仮守。 

賦才有巨細、無異斛与斗。 

胡不安其分、但聴物所誘。 

時来各飛動、意合無妍醜。 

坐令雞棲車、長載朱伯厚。 

平生無一旅、既死咤万口。 

自聞与可亡、胸臆生堆阜。 

懸知臨絶意、要我一執手。 

相望五百里、安得自其牖。 

遺文付来哲、後事待諸友。 

伶俜嵇紹孤、老病孟光偶。 

世人賤目見、争笑千金帚。 

君詩与楚詞、識者当有取。 

但知愛墨竹、此歎吾已久。 
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故人多厚禄、能復哀君否。 

不見林与蘇、饑寒自奔走。 

 

■【05-5-077】与王郎昆仲及児子邁、繞城観荷花、登峴山亭、晩入飛英寺、分韻得月明星

稀四首 

其一 

昨夜雨鳴渠、暁来來風襲月。 

蕭然欲秋意、溪水清可啜。 

環城三十里、処処皆佳絶。 

蒲蓮浩如海、時見舟一葉。 

此間真避世、青蒻低白髮。 

相逢欲相問、已逐驚鴎没。 

 

其二 

清風定何物、可愛不可名。 

所至如君子、草木有嘉声。 

我行本無事、孤舟任斜橫。 

中流自偃仰、適与風相迎。 

挙杯属浩渺、楽此両無情。 

帰来両溪間、雲水夜自明。 

 

其三 

苕水如漢水、鱗鱗鴨頭青。 
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呉興勝襄陽、万瓦浮青冥。 

我非羊叔子、愧此峴山亭。 

悲傷意則同、歳月如流星。 

従我両王子、高鴻插修翎。 

湛輩何足道、当以徳自銘。 

 

其四 

吏民憐我懶、闘訟日已稀。 

能為無事飲、可作不夜帰。 

復尋飛英游、盡此一寸暉。 

撞鐘履声集、顛倒雲山衣。 

我来無時節、杖屨自推扉。 

莫作使君看、外似中已非。 

 

■【05-5-078】次韻章子厚飛英留題 

款段曽陪馬少游、而今人在鳳麟洲。 

黄公酒肆如重過、杳杳白蘋天尽頭。 

 

■【05-5-079】城南県尉水亭得長字 

両尉鬱相望、東西百歩場。 

挿旗蒲柳市、伐鼓水雲郷。 

已作観魚檻、仍開射鴨堂。 

全家依画舫、極目乱紅妝。 
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瀲瀲波頭細、疏疏雨脚長。 

我来閑濯足、溪漲欲浮牀。 

沢国山囲裏、孤城水影傍。 

欲知帰路処、葦外記風檣。 

 

■【05-5-080】与胡祠部游法華山 

陂湖欲尽山為界、始見寒泉落高派。 

道人未放泉出山、曲折虚堂瀉清快。 

使君年老尚児戯、緑棹紅船舞澎湃。 

一笑翻杯水濺裙、余歓濯足波生隘。 

長松攙天竜起立、蒼藤倒谷雲崩壞。 

仰穿蒙密得清曠、一覧震沢吁可怪。 

誰云四万八千頃、渺渺東尽日所曬。 

帰途十里尽風荷、清唱一声聞露薤。 

嗟余少小慕真隠、白髮青衫天所械。 

忽逢佳士与名山、何異枯楊便馬疥。 

君猶鸞鶴偶飄堕、六翮如雲豈長鍛。 

不将新句紀茲游、恐負山中清浄債。 

 

■【05-5-081】又次前韻贈賈耘老 

具区呑滅三州界、浩浩湯湯納千派。 

従来不著万斛船、一葉漁舟恣奔快。 

仙壇古洞不可到、空聴余瀾鳴湃湃。 



第5章 嵐の訪れ 

第 5 章：764 
 

今朝偶上法華嶺、縦観始覚人寰隘。 

山頭臥碣弔孤塚、下有至人僵不壊。 

空余白棘網秋虫、無復青蓮出幽怪。 

我来徙倚長松下、欲掘茯苓親洗曬。 

聞道山中富奇薬、往往霊芝雑葵薤。 

詩人空腹待黄精、生事只看長柄械。 

今年大熟期一飽、食葉微虫真癬疥。 

白花半落紫穟香、攘臂欲助磨鎌鎩。 

安得山泉変春酒、与子一洗尋常債。 

 

■【05-5-082】趙閲道高斎 

見公奔走謂公労、聞公引退云公高。 

公心底処有高下、夢幻去来随所遭。 

不知高斎竟何義、此名之設縁吾曹。 

公年四十已得道、俗縁未尽余伊皐。 

功名富貴皆逆旅、黄金知繋何人袍。 

超然已了一大事、持冠而去真秋毫。 

坐看猿猱落罝罔、両手未肯置所操。 

乃知賢達与愚陋、豈直相去九牛毛。 

長松百尺不自覚、企而羨者蓬与蒿。 

我欲贏糧往問道、未応挙臂辞盧敖。 

 

■【05-5-083】送兪節推 
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呉興有君子、淡如朱糸琴。 

一唱三太息、至今有遺音。 

嗟余与夫子、相避如辰参。 

猶喜見諸郎、窈然清且深。 

異時多良士、末路喪初心。 

我生不有命、其肯枉尺尋。 

 

■【05-5-084】次韻答孫侔 

十年身不到朝廷、欲伴騷人賦落英。 

但得低頭拝東野、不辞中路候淵明。 

艤舟苕霅人安在、卜築江淮計已成。 

千里論交一言足、与君蓋亦不須傾。 

 

■【05-5-085】次韻和劉貢甫登黄楼見寄並寄子由二首 

其一 

清派連淮上、黄楼冠海隅。 

此詩尤偉麗、夫子計魁梧。 

〈（劉為人短小。）〉 

世俗軽瑚璉、巾箱襲武夫。 

坐令乗伝遽、奔走為儲須。 

邂逅我已失、登臨誰与倶。 

貧貪倉氏粟、身聴冶家橅。 

会合難前定、帰休試後図。 
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腴田未可買、窮鬼却須呼。 

二水何年到、双洪不受艫。 

至今清夜夢、飛轡策天呉。 

 

其二 

与子皆去国、十年天一隅。 

数奇逢悪歳、計拙集枯梧。 

好士余劉表、窮交憶灌夫。 

不矜持漢節、猶許攬桓須。 

清句金糸合、高楼雪月倶。 

吟哦出新意、指画想前橅。 

自写千言賦、新裁六幅図。 

伝看一坐聳、勧著尺書呼。 

莫使騷人怨、東游不到呉。 

 

■【05-5-086】文与可画篔簹谷偃竹記 

 

■【05-5-087】題楊朴妻詩 

 

■【05-5-088】杭州召還乞郡状 

 

■【05-5-089】呉江岸 

暁色兼秋色、蝉声雑鳥声。 



自由訳 蘇東坡詩文集抄 

第 5 章：767 
 

壮懐銷鑠尽、回首尚心驚。 

 

■【05-5-090】黄州上文潞公書 

 

■【05-5-091】御史台楡、槐、竹、柏四首 

其一 楡 

我行汴堤上、厭見楡陰緑。 

千株不盈畝、斬伐同一束。 

及居幽囚中、亦復見此木。 

蠧皮溜秋雨、病葉埋牆曲。 

誰言霜雪苦、生意殊未足。 

坐待春風至、飛英覆空屋。 

 

其二 槐 

憶我初来時、草木向衰歇。 

高槐雖驚秋、晩蝉猶抱葉。 

淹留未云幾、離離見疎莢。 

棲鴉寒不去、哀叫飢啄雪。 

破巣帯空枝、疎影挂残月。 

豈無両翅羽、伴我此愁絶。 

 

其三 竹 

今日南風来、吹乱庭前竹。 
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低昂中音会、甲刃紛相触。 

粛然風雪意、可折不可辱。 

風霽竹已回、猗猗散青玉。 

故山今何有、秋雨荒籬菊。 

此君知健否、帰掃南軒緑。 

 

其四 柏 

故園多珍木、翠柏如蒲葦。 

幽囚無与楽、百日看不已。 

時来拾流膠、未忍踐落子。 

当年誰所種、少長与我歯。 

仰視蒼蒼幹、所閲固多矣。 

応見李将軍、膽落温御史。 

 

■【05-5-092】已未十月十五日、獄中恭聞太皇太后不予、有赦、作詩 

庭柏陰陰昼掩門、烏知有赦閙黄昏。 

漢宮自種三生福、楚客還招九死魂。 

縦有鋤犁及田畝、已無面目見丘園。 

只応聖主如堯舜、猶許先生作正言。 

 

■【05-5-093】十月二十日、恭聞太皇太后升遐、以軾罪人、不許成服、欲哭則不敢、欲泣

則不可、故作挽詞二章 

其一 
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巍然開済両朝勲、信矣才難十乱臣。 

原廟固応祠百世、先王何止活千人。 

和熹未聖猶貪位、明徳雖賢不及民。 

月落風悲天雨泣、誰将椽筆写光塵。 

 

其二 

未報山陵国士知、遶林松柏已猗猗。 

一声慟哭猶無所、万死酬恩更有時。 

夢裏天衢隘雲仗、人間雨涙変彤帷。 

関雎巻耳平生事、白首累臣正坐詩。 

 

■【05-5-094】予以事繋御史台獄、獄吏稍見侵、自度不能堪、死獄中、不得一別子由、故

作二詩授獄卒梁成、以遺子由、二首 

其一 

聖主如天万物春、小臣愚暗自亡身。 

百年未満先償債、十口無帰更累人。 

是処青山可埋骨、他年夜雨独傷神。 

与君世世為兄弟、又結来生未了因。 

 

其二 

柏台霜氣夜凄凄、風動琅璫月向低。 

夢繞雲山心似鹿、魂驚湯火命如雞。 

眼中犀角真吾子、身後牛衣愧老妻。 
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百歳神遊定何処、桐郷知葬浙江西。 

 

 


